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改め、 後 又 山 鹿を稱 す。 


慶 安二 年配 紀元 二三 〇 九 


廿八歲 j 


六月、 遠 藤 備前守 常季に 兵法の 祕傳を 授- 
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慶安 元年， 紀元 二三 OA  (^5 針胆日 改元) 廿七歳 

正月 十六 曰、 新宅 を 本鄕の 中間 町 (fjifl 御) に 構 ふ。 

三月 十七 日、 新宅に 移る。 

四月 廿 五日、 板 倉重矩 S 、の |暢) 来り、 新宅 を賀 す。 

0 六月 二：！：、 後 撰 和歌 集 を 講習し、 筆錄 す。 

〔著述〕 修身 受用抄 


新宅 は兩 親と 別居の 意なら 

ん。 

中間 町 は 今本鄕 K 元 町 附近 

にして、 今の 駒 込の 古 ii 

寺 は 元 水道 橋 東北 方に 在 
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〔著述〕 牧民 忠告 諺 解 〇 以下 二十 年代の もの， 句歷私 

抄 (誇 解) • 寄 長 嘯 子 (略 註) 

慶 安四 年 1, 紀元 二三 一 一  三十 歲 

正月 十一 日、 日 待の 祭 を 行 ふ、 僧實 相院來 る。 

二月、 將軍家 光の 內命 により 近習 番頭 駒 井 右京、 素行に 

兵學を 聞く。 

十月 十三 日、 戶田主 じ 忠昌 邸に 行く。 この 人後 

に 門. <  となる。 

十 一 月 十四 H、 尾 畑景憲 (g 千) 來 宅、. 兵法 を 語る 〇 廿 二日、 

板 倉 重矩の 招請に より 同 邸に 赴く、 同氏 市 正 (§)• 松 

浦 肥 前 守鎭信 • 幕吏 本 多 修理 及び 同 本 多圖書 (II) 來 

食、 莊 子を講 す。 

十二月 一日、 岩 城 平 藩主 內藤 左京亮 邸に 至る、 松浦鎭 

. 山 鹿 素行 略 年譜 


町 間 中鄕本 


承應 元年. ば 紀元 二三 一 一 一 (九月 十八 H 改元) 卅 一 歳 


正月 九 曰、 大嶋雲 八 (is にぜ £552 る) に 至る。 

二月 二 H、 岩 城 左京亮 (S 贿！ if^) 邸に 至る、 北條 氏長來 

話 0 卄 四日、 本 多 修理 邸に 至る。 稻垣藤 三郞 (譴毫 M、 

，； If). 菅 沼 主 水 (llf) 來會 0 廿 七日、 兵法の 祕傳大 


同 


大屋 目 錄は甲 州 流 兵 學の祕 

傳 にして、 素行 は 尾 畑 景 

憲 より 受けた る ものな り、 

山鹿流に於ても これをl^- 

重す。 似し 山 鹿 流に 於て 

は 他に 三重 傳 • 六物傳 • 

八 機傳^ あり。 


山 鹿 素行 略 年譜 

信 • 本 多 修理 • 松 平 志 摩 來會 0 二日、 松 

浦鎭信 邸に 至る、 北條氏 長來會 〇 廿 九日、 嶺岩 寺に 

至り 松 平定 綱 を 吊 ふ。 


0}更 科 日記 を讀む 

〔著述〕 式 IE 家訓 • 兵法 神武 雄備集 自得 奥義 


一 八 

黨丸橋 忠彌捕 へらる。 同 

廿六 tr:、 正 雪 自殺す。 

八月 十八 H、 德川家 綱將軍 

職を嗣 ぐ、 享年 十一 歳。 

會津 城主 保 科 正 之 これ を 

補佐す。 

十二月せ 五 R、 松 平定 綱歿 

す、 六十 一 歳。 
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山 鹿 素行 略 年譜 

〇 卄 四日、 三 河吉田 城主 小 笠 原 山城 守長矩 (WI 社) の 

享を受 く。 

八月 卄六 日、 素行 江 戶を發 し 播州 赤 穂に 向 ふ。 

九月 一 日、 遠 州濱松 〇 六日、 內宫 參拜、 明星 茶屋 泊 〇 七 

日、 伊勢の 關泊 〇 八日、 石 部 〇 九日、 入京、 大善院 

に 寄宿す 〇 十七 日、 愛 { 石山に 登る 〇 卜 八日、 伏 見に 

至り、 八幡に 詣づ。 同夜 乘船 〇 十九 日、 大 坂に 泊す。 

サ 一日、 門人 曾 我 丹 波 守 邸に 至る、 門人 板 倉主 水來 

會す 〇 计ニ 日、 犬 王 寺に 至る 〇 廿 三日、 大坂 を發し 

兵^1^泊〇廿四日、 加 古川 泊 〇 廿 五日、 赤穗著 〇 廿六 

日、 淺野長 直に 謁す。 この 後 稽古日 を 定めて 出仕す 

0 廿 七日、 大石賴 母の 享を受 く。 

十月 十五 日、 赤 穗城繩 張 を 改め 直す。 


行 


赤 


二 〇 

小 笠 原 山城 守の 子 ま si 岐守長 

祐 • 佐 渡 守 長 重 • 叔父 丹 

後 {寸 長 定/# 兄弟 主計 長 

鄕等比^:素行り門んとなる„ 


大善院 は修驗 道の 道場の 名 

にして、 住 曾 は大先 f 辻、 

释大善 院と稱 せし が 如し ( 

本山 は 大和の 大樂 にあ リ。 

今 この 人の 家に 宿泊す、 

以て その 親交と 信仰と を 

推知し 得べ し。 その後 も 

姆，' 往復す。 

大ぉ賴 母 は、 正しく は賴母 

介 良 重、 赤穗 藩の 家老に 

して、 大-, ^良 雄の 從. g 父 

なリ。 良 雄 は 未だ 生れず。 
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田 髙戶江 


町 天 辨込牛 


町 所臺込 牛- 


正月 廿 一一 一：！：、 林羅山 歿す。 

七十 五歲。 ■ 

二月 サ七 nl、 德川 光間 史局 

を 江戸 神 田邸內 に^く。 

九月 十九 R、 父 良 以疲疾 に 

權る。 十月 十 一 日 全快す。 

十一 月 三日、 長男 左太郞 -s 

死、 二 歳、 鳳 林 寺に 葬る。 

山 崎 闇齋 江戸に 遊ぶ。 

新 井 白 石 生る。 

圓乘院 は 市 ケ谷大 更，| 齡 

の自證 院內に 在り、 

自證院 は 町 野 長 門 守の 養 

女に して 家 光の 側- M 振の 

局の 菩提寺 なれば 素行と 

の 因緣も 察する に 難から 

ず。 

ニー 二 


明 暦 三年 M 紀元 二三 一 七  卅六歲 

正月 五日、 近火に より 類燒 〇 七日、 牛 込 臺所町 父 宅の 隣 

り 町 野 氏の 別宅 を 借り ここに 移る 〇 十八 曰、 本鄕ょ 

り 失火、 江戶 大半 燒失、 北 條氏長 宅に 至り 火 を禦ぐ 

, 〇 十九 日、 借家 も亦燒 け、 災を下 谷の 駒许氏 宅に 避 

く。 夜 淺野長 直の 別莊に 至る 〇 廿 五日、 牛込辨 夭 町 

の 鳳 林 寺に 移る。 (ま gtigss) 

二月 廿 三日、 圓乘院 に 移り 住み、 父 貞以は 鳳 林 寺に 移る。 

三月 九 曰、 戸田 主 勝 忠昌 (ほ lis^s:^) 乘馬を 贈る 〇 廿七 

日、 水 野權兵 衞忠增 (i 鎖， |：< 大) に 至る。 

五月 六日、 村 上 二 郞左衞 門 (©  • 富 永 甚四郞 と 

共に、 高 田 馬場に て乘 馬の 稽古 を爲 す。 

十月 十八 日、 岡 野 權左衞 門 英明 (ifg^ 來訪、 星 學を談 す。 

山 鹿 1^ 行 略 年譜 
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二 六 


正月 十五 H、 皇宮 火 あり。 

六月 四 n:、 妹 某 加 藤 平左衞 

- 『に 嫁す。 


邸に 至る。 正月 中 主なる 來禮者 左の 如し。 

本 多 對馬守 • 戸田 伊賀 守 . 松 浦 肥 前 守 等。 

三月 七日、 津輕 邸に て 道學を 論す、 津輕十 郞左衞 門. 山 

n 出 雲 守. 儒 士中村 源 助 在 席 。(難？^  so 

四月 四日、 石 谷 五 右衞門 邸に 到り 孝 經を談 す 〇 廿 三日、 

伊藤 七十 郞 (11 人、) 來り 謁す。 

六月 九日、 大村 因幡 守 純 長 (附 ^ 城主、) 邸に 至る。 

七月 十六 日、 赤 壁の 賦を呤 じて 月 を 賞し， 且つ 犬 文 を 案 

八月 九日、 土 屋伹馬 守數直 g) 邸に 至り、 孫子 を講す 〇 

十三 日、 論語の 句 を考ふ 〇 十四日、 大舉の 章を考 ふ。 

閏 八月 四日、 I に、 表 S 紫 igsw^) を 立て 赤道 を 窺 ふ。 

十一 月 十五 曰、 水 野 藤 三郞來 り、 司 馬 法 を 問 ふ。 (聲 f 針. y 

十二月 十九 曰、 岡 野 內藏允 (II; 鐵) 邸に 到り、 孝 經を講 す。 

鹿 素； t 略 年譜 


同 


八月 一  H> 娃石野 小 左衞 

n の 女 残す。 (； 減 射， 卷) 
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二八 


. 學に 入る の 兆たり。 

九月 十八 日、 岡 野 權左衞 門 邸に 到り 聖 舉を講 す。 

十月 一 日、 戶田 伊賀 守 邸に 至り 武敎 全書 を講 す。 

十 一 月 十三 日、 日陰 を 測る 〇 廿ー 一日、 眼 を 病む。 

十二月 五日、 板 倉內勝 正の 家 來池田 新兵 衞來 りて 書付 を 

以て 兵 術 を 間 ふ 〇 廿 九日、 g、 この 朝 正朔 を賀 する 

の 儀 を 行 ふ。 俗 說に從 つて 兩親を 安ん ぜ しむる 所以 

なり。 卽ち 素行 は 明年 四十 二の 厄年に 當るを 以て、 

假り にこの 曰 を 以て 一歳 を 加へ、 二日 後の 新年 は 四 

十三 歳に 數へ ん とする ものな り。 

©讀 書、 武經總 要 集 •  略 全書 • 難 太平 記 • 知 新 日 

錄 • 武經直 解開宗 • 孫子 
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山 鹿 素行 略 '譜 


九 


皇天 元靈 


田 高戶江 


山 鹿 素行 略 年譜 

寛 文 =1 年^ 紀元 二三 二三  四十 二 歳 

正月 元日、 眼病に 因り 他出せ す。 (it ャ Ilgsfer)  0 十 

日、 淺野 長治來 臨、 道 學を間 ふ 〇 十二 曰、 大島雲 八 

来りて 道 舉を問 ふ 〇 十七 日、 松 浦 侯 • 本 多侯來 りて 

軍船 木 形 を 見る 〇 十八 日、 石 谷 兵 四郞來 りて 道學を 

談す 〇 廿 七日、 林彌 三郞來 りて 兵書 吳子を 問 ふ。 こ 

の 月 中 往来せ し 主なる 人々 左の 如し。 

松 浦 肥 前 守 . 戶田 伊賀 守 • 板 倉 石 見守 suf  赃) . 

津輕越 中 守 • 本 多 對馬守 • 淺野 因幡 守. 菅沼主 水. 

中： 圖書 (Itl)  • 大嶋雲 八 • 林 彌三郞 等 何れも 門 

人 叉 はこれ に 準す る 人々 なり。 

三月 十九 日、 岡 部 有 節 讀) 来り 兵 を談す 〇 廿 三日、 

兵書 孫子 を講 す、 町 野 左 門 在 席 〇 廿六 日、 淺野 氏に 


三 〇 


正月 廿 一一 一日、 後西 天皇 讓位 

し 給 ふ。 

二月 廿五 R、 尾 畑景憲 歿す、 

九十 二 歳。 

四月せ 七日、 靈元 天皇 IS 位 

し耠 ふ。 

五月 サー 一一 R、 武家 諸 法度 發 

布。 

八月、 久世 大和 守廣之 老中 

となる。 

伊藤 仁齋、 論孟 古義. 中 

發揮！ J- を 著 はし 古 義學 を 

唱ふ。 

岡 八 郎左衞 門、 備後 三次の 

城主 淺野長 治に 仕 ふ。 


道學に 就きて 示す。 (£f§«,) 

四月 廿 六日、 板 倉 能 登 守 来り、 吉利支 丹宗に 就きて 問 ふ。 

六月 卄 七日、 菅沼主 水 邸に て 兵法 を談 す。 戶田 伊賀 守. 

大嶋雲 八 兄弟 • 布施 在 席 〇 サ 八日、 關屋來 る、 兵法 

を談 す。 

七月 十二 日、 大嶋氏 來り城 制 を 間 ふ 〇 十七 日、 門人 布施 

源兵衞 •  ：^!: 藤 太夫 • 岡 部 有 節來り 兵法 を談す 〇 廿三 

日、 横 山 志摩來 りて 兵法 を 問 ふ 〇 廿五 日、 關 屋氏來 

り 道 を 間 ふ (鼈 Itfco 廿 六日、 林氏來 りて 武敎 全書 

を 間 ふ 〇 サ七 日、 藤 田 八 郞兵衞 に 兵法 城 取 を 示す。 

八月 廿日、 夜 夢に 龍 門 三級 波 を 超 出す る を 見る 〇 廿ー 一日、 

祖心甩 の 病 を訪ふ 〇 廿 八日、 左 脚 を 痛む、 數 十日 を 

歷て 本復す。 

十一 月、 門人. 等 山 鹿 語類 を 編輯し 始む。 その 內に古 *- を 

山 鹿 素行 略 年譜 
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> 集 第 十五 卷九. 


石 谷 巿右衞 門 间 席す。 .<ーさ 頁 

五月 六日、 町 野 壹岐守 邸に て 中庸 を講 す。 

六月 十八 • 十九 • 廿 二日、 ^氣。 

七月 十一 日、 3! 疾、 八月 十九 日 全快。 

八月 廿 六日、 伴宇右衞門(|:^く)と小舉を談す。 

九月 卄ー 日、 門人 石谷巿 右衛門 來 りて、 老中 板倉內 勝 正 

重矩 (川) の 命を傳 ふ。 今年 聖敎 要錄 I に 流布し、 < 

以て 誹謗す。 且つ 保 科 肥 後 守 正 之 切りに 之れ を 怒る 

と。 素行 卽ち 一 封 を 捧げて こ の 書 述作の 旨を述 ぶ。 

叉 門人 林 彌三郞 を 招きて 一封 を 老中 土 屋俱馬 守 (© 

に獻す 〇 廿 五日、 本 多對馬 守忠將 («^) 來 りて 聖敎耍 

錄 の 罪 公儀 旣 に 定ま る を 報す。 

十月 三日、 未 刻 (ffl)、 大目 付北條 安房 守 氏 長 (i) より 公 

用 を 以て 招 喚す。 卽ち 馬上に て北條 邸に 赴く。 氏 長 

山^ 素行 略 年譜 


行 


行 の 意に 

こ の 年 犬-,;: 良 雄  <- 歳- 

获 生徂浓 半-る。 i 
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山 鹿 素行 略 年譜 

公 命を傳 ふ、 卽ち聖 敎要錄 著作の 罪に より 播州 赤穗 

に^し、 淺野長 直に 預 くと。 直に 淺 野の 家 Hi に迎へ 

られ淺 野 邸に 赴く 〇 九日、 江戶を 發し廿 四日、 赤穗 

著、 大 石良欽 (扉 5 の) • 大石頼 母 (ハ 胆). 岡 林木 ュ介. 

藤 井 叉 三 郞等來 り 問 ふ。 淺 井一 寧、 淺野長 直の 命 を 

傳へ、 夜 衣. 悲團等 を 贈る。 

十一月 四ョ、 幕 命に より 妻子 家臣の 同居 を 許され、 本日 

妻淨智 • 男 萬 助 • 女 鶴 • 猶子 千 介 及び 高撟七 右衞門 

(fs) 來る。 門人 礒谷平 介 (I 駭/ |§¥歲) も 多分 こ の 

時來 りしなる べし 〇 十日、 この 日より 先づ 論語 を讀 

み、 將 に.？ 讀を 述べ ん とす。 翌年 十 一 月 遂に 成る、 

四書 句讀 大全 これな り。 蓋し 聖教 要 錄の趣 じ "を 一 層 

精細 明確に 論じた る ものな り、" 

十二月 卄 一日、 藤 井 叉， i:: 來り 民政 を 問 ふ 〇 卄ニ 日、 亡父 
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山 鹿 素行 略 年譜 

門備後 三次より 通信 あり。 

四月 十一 日、 弟 平馬來 る、 その主松浦鎭：：：^ょりの贈物を 

五月 廿 五日、 淺野 長直來 臨。 

八月 五 日、 姉 田 村 彌左衞 門窒來 る。 

九月 十七 日、 弟 平馬來 る。 

十二月 廿 二日、 亡父の 大祥 忌を營 む、 喪服 を脫す 〇 廿四 

日より 酒 肉を復 す。 所謂 三年の 喪 終りし なり。 

以後 神主の 禮拜は 毎月 一 日 十五 日廿 二日に 止む- 

0 讀書、 傳習錄 • 朱 子 語類 

〔著述〕 四書 句讀 大全. 掇話 

寛 文 八 年 I 紀元 二三 二八  四十 七 歳 


三月 六日、 新宅に 移る。 

五月 一日、 大石頼 母を享 す。 

七月 十日、 岡 八 郞左衞 門備後 三次より 來り、 十二 日 素行 

を享 す。 廿 二日、 三次に 歸る。 

九月 一 日、. 許されて 初めて 外出し、 淺 井一 まいの 邸に 至り、 

東 惟 純と 談す 〇 十五 日、 岡 八 郞左衞 門 三次より 来り 

用談の 後、 せ 日、 江 戶に向 ふ。 

I 二月 十四日、 江戸より 岡 八 郞左衞 門と 素行の 女 龜と結 

婚の報 来る。 

0讀 書、 朱 子 語類 • 春秋 左氏傳 • 文選 

〔著述〕 ^1 居 童 問. 左傳掇 

寛 文 九 年. ^ 練 元 二三 二 九 (間 月 十月) 四十 八歲 

山 鹿 素行 略 年譜  三 九 


七月 廿四 R、 淺野長 直歸城 

す。 

八月、 江戸の 門人 東 惟紀、 

素行 を 慕 ひて 赤穗に 來リ、 

淺野 家に 仕へ て、 、水く 

行 を 慰む。 

十二月、 板 倉重矩 京都 所 司 

代と なリ 上京す レ 


穗 赤州播 


山 鹿 素行 略 年譜 

三月 十四 曰、 大石氏 (SI な) の 茶亭に 遊ぶ 〇 廿 一 曰、 再遊、 

藩主 長直來 臨す。 

四月 十四日、 大 石內藏 助良欽 邸に 至る 〇 廿 七日、 萬 千代 

i  へこの 人 誰なる や を， S ら ざれ ども) 

.P! を lufr す (長 矩は 三歲、 大石. W; 雄 は 十 1 歳」 

五月 十五 日、 藩主 長 直の 享を受 く。 

九月 十八 日、 岡 八郎左 衞門來 る」 

十月、 甥 三 木 勘 左衞門 • 門人 布施 源兵衞 來訪。 

0 筆錄、 潛確 類書 • 日本書紀 お？？ 言^ 

勤し 終る、 全集 第 十， f 卷五 五三 |jx  、：績 曰 本 糸 • 詩 称 1^ サ 40i^ 

書、 冷齋 夜話 • 易經 • 禮記 • 勸懲 故事 • 孝 經 • 廿 一 

史. 三才 圖綺 

〔著述〕 中 朝桌實 • 廿 一 史 人名 並小傳 


四 〇 

二月 六：！：、 猶子 千 介 泡瘡に 

て 歿す、 サ四 歳。 花 丘 山寺 

に 葬る。 

春、 京郡大 飢饉。 

四月、 保 科 正之欽 仕。 

五月 廿八 rM、 藩主 長 直參勤 

の爲め 出帆す。 

閏 十月 廿 九日、 姉 田 村彌左 

衞 門の 妻 越 後村上に 於て 

歿す。 


寛 文 十 年 § 紀元 二三 三 〇 


21 卜九歲 


正月 一 一日 丄ー 一日 • 五日 • 十 六日 • 廿 四日. 廿 五日、 東 惟 

純 及び 高 橋 七 右衛門 等と 聯句の 會を 催す 〇 廿 八日、 

東 氏の 享を受 く。 

六月 四日、 岡 林木 H 助 邸に 至る。 

九月 十五 日、 嗣 太守 采女正 長 友 来臨。 

0 筆錄、 文選 • 古 案 〇 讀書、 簡齋 詩集 • 輟耕錄 

〔著述〕 百 結 事 類 • 首掇錄 • 誠 居隨 


S: 十五 歳より-. 

十四 歲 迄の 間 ， 


同 


五月 卄： H:、 姊；^ E;^: 彌左衞 

門 越後に 於て 歿す。 九 

R、 北 條氏長 歿す、 六十 

ニ歲。 

六月、 本朝 通鑑 成る U 

セ月廿 九 ：r、 采女正 長 友 江 

戸 ょリ JwiJiGO 

九月 十七 H、 長 直」.^ むの 報 

赤稳に 達す。 十九 H、 長 

友 江戸に 向 ふ。 

十 一 月、 权倉重 _ ^京都より 

江戸に 歸リ、 老中と なる „ 


, 辛 


寛 文 十一 年 § 紀元 二三 三 一  五十 歳 

正月 十一 日、 萬 助 六歲、 始めて 三 略を讀 む。 張 良の 圖を 

掛け、 燒香、 几を設 く。 

山 鹿 素行 略 年譜 


2? 


三月 五 H、 淺野長 致 化し- 

采女正 長 友 sr,、。 


山 鹿 素行 略 年譜 

九月 晦日、 女婿 岡 八 郞左衞 門、 江戶 より 來」 

江戸に 向 ふ。 

十二月 十六 日、 大 石內藏 助.： 欽 邸に 赴く" 

. 01讀 書、 吾妻 鏡 . 

〔著述〕 本朝 事 類 


四 二 


翌月 卄 五日 


赤 


寛 文 十二 年お 紀元 


(閏月 六月) 


五 卜 一 歲 


一 月廿 七日、 東 惟 純の 享を受 く。 

三月 十八 日、 大石內 藏助良 欽を享 す。 

五月 十一 日、 靑山半 右 衞門を 江戸に 遣 はし 母 を 問 ふ。 

八月 一 日、 素行の 産土神 諷訪神 を 祭り、 酒 を 供 ふ。 以後 

概ね 毎年 例と せり。 

H 一  月 十八 日、 罹病、 十一 一月 七日、 全快す。 


同 


七月 廿四 ：n、  ^1^^長^歿す、 

.1 ハ 十三 錄。 

十月 サ 九日、 ^^&野長友^|城= 

この 年 保 科 正 之 卒す、 六十 

ニ歲。 . 
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三月 サ四义 は 五日、 祖心 尼の 訃報 至り 廿 九日 迄 精進す 〇 

卄 七日、 大 石內藏 助良欽 至る。 

四月 七日、 原 氏の 享を受 く、 大石 至る 〇 廿ー 日、 書 を 江 

S こ fet る。 へ 五；^ 十日、 六 《T 廿 九日に もこの 事 あり。 多分 幕ン 

尸に. ff^  yv 广府の 高官 宛に て 赦免 運動に 關係 ある や もしれ す」 

六月 廿 四日、 赦免 せらる。 東 叙 山 日光 門跡の 哀訴に 憑る。 

七月 三日、 赦免の 報 著す 〇 九日、 岡 八郞左 衞門參 著し、 

次で 三次に 歸る 〇 廿 五日、 素行 獨り歸 東の 途に 上る、 

加 古川 泊。 家族 は 後より 發す 〇 廿 六日、 兵 庫 泊。 布 

施 源 兵衞來 る。 仲哀 天皇 御陵 を拜す 〇 廿 七日、 郡 山 

泊 〇 廿 八日、 伏 E, 泊 〇 卄 九日、 石 部 泊 〇 晦日、 關泊。 

八月 四日、 濱松 泊。 誠訪 神社 參詣 〇 六日、 丸 子 泊。 吉良 

上野 介 此の 宿に 留まる 〇 十一 日、 江戶 著。 淺野邸 並 

に 岡 八 郞左衞 門 宅に 宿泊し、 後、 弟 平 馬 宅に 居る 〇 

十三 日、 や 込 核 町濟松 寺に 到り 祖心 尼の 墓に 詣づ 〇 

山 鹿 素行 略 年譜 
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三月 十  一 H、 祖心尼 歿す。 

八十 八 歳。 

六月 十七 H、  ^助 (十 歲) 

^書堯 典ん- 讀む。 

十一 月： t 五 H、 皇居 炎上す ( 

こ の 年  一二 宅觀瀾 生る。 

大石良 雄 十七 齒。 

礒谷平 介 十九 歳。 

德川 實紀に 曰 はく、 「六月 

サ四 nl、 三 緣山台 德院殿 

靈廟 に、 久世 大和 守廣之 

代參 す。 四月 御 法 會の赦 

行 はれ、 松 平 監物忠 氏子 

主 稅忠明 召 出さる。 そ の 

外 此の 赦に逢 ふ もの 若干 

なり」 と 出づ。 


rar.fl 


(堂德 積) 町 原 田 草 淺戶江 


山 鹿 素行 略 年譜 

せ 三日、 妻子 江戸 著" 

九月 十二 日、 貴 田 孫大夫 (ぱ の 享を受 く、 東 淮純も 同 rts 

して 三人 詩を陚 す。 SJr^ 難) 0 廿 八日、 本 所の 弟 平 

馬 宅より 淺草田 原 町 三 丁目 渡 部 善兵衞 宅に 移る。 

へ 借家な り、 全集 第 十五 卷八 一 六 頁。 ン 

買 取る、 延寶六 年の 條參照 ) 

江戸に 歸 りて 挨拶に 赴きた る 主なる 人々 左の 如し。 

淺野家 • 久世 大和 守 (I) .  土 屋但馬 守 (I)  • 丹 羽 左 

京 兆 • 戶田 伊賀 守 (In)  • 木 多對馬 守. 松 浦 肥 前 守 • 

同 壹岐守 • 町 野 壹岐守 等。 

◎ 讀書， 前 漢書 • 尙書 正義 • 書傳 大全 

〔著述〕 配所 殘筆. (山 鹿) 家譜 年譜. 積德堂 書籍 目錄. 

七 書要證 


西 

-ム 


(堂德 秋:) 宅 新 


宅 新の 母 


同 


： 鹿 素行 略 年譜 


四 七 


延寳四 年 I 紀元 二三 三 六  五十 五 歳 

正月 廿 三日、 上野 東敦山 日光 門跡に 至り、 年始 を賀 す、 以 

後 毎年 例と せり。 その他 正月 中 往来の 人々 左の 如し。 

久世 大和 守 (I)  •  土 屋伹馬 守 (I) . 松 浦 肥 前 守 • 同 

壹岐守 • 大村 因幡 守 • 津輕越 中 守 • 稻垣信 濃 守 • 

本 多 備前守 • 小 笠 原 丹 後 守 等。 

四月 卄九 曰、 母の 新宅 化？) に 移る。 

五月 十七 日、 新宅 (糊 請 Sf5) 落成す。 

七月 廿 四日、 淺野長 直の 忌日に つき、 芝 泉 岳 寺の 墓に 詣 

づ。 爾後 毎年 例と せり。 

©讀 書、 公羊傳 • 穀梁傳 


五月 一一 一 ：：=、 お 女 歿す。 

十月 十二：：：、 萬 助 尙耆. を讀 

む。 , 

十 一 月 十  一 ：：：、 • 萬 助禮： を 

讀む。 
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山 鹿 素行 略 年譜 

延寳五 年 5^ 紀元 二三 三 七 (W 月 十二月) 五十六 歳 

正月 一日、 神主 を拜 し、 伊勢大神宮 . 大峰 大權現 • 誠訪 

大明 神に 禮拜 す。 以後 概ね 毎年 例と せり。 正月 中往 

來 せし 主なる 人々 左の 如し。 

久世 大和 守 (f) . 松 浦 肥 前 守 • 同 壹岐守 • 淺野內 

匠 頭 • 津輕越 中 守 • 丹 羽 左 京大 夫 等。 

三月 十六 曰 • 十七 曰 • 廿 一日、 邸內 にて 花見の {4- を 催す。 

^次^;; 3T らり。 へ全集第十^^-卷ニ 

ひが 动顴售 あり ぐ. fj 九. 一 六 〇 頁」 

五月 十七 日、 淺草觀 音に 參詣 す、 以後 厘- 'この 事 あり。 

八月 九日、 母 妙智、 本 所の 弟 平 馬 宅に て 病む。 素行 日々 

至りて 看護す。 

九月 十九 日、 松 浦 肥 前守來 りて 母の 病 を 問 ふ。 ト月 二日 

；冉 臨。 


四 八 


正月 サ 六日、 大石內 蔵 助 良 

欽 (良 雄の 祖父) 赤 稼に 

て 歿す。 良 雄 これより 內 

蔵 助 を 名の る。 

五月 一 日、 弟 平 馬の 妻殁す ( 

八月 六日、 門人 蟻 谷 平 介 十 

介と 改名し、 津輕越 中.：.；' 

の 家臣と なる。 
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(堂德 積) 町 原 田草淺 


.5 鹿 素行 略 年譜 

後 屢， この 事 あり。 

十月，； '日、 松浦鎭 信の 家臣 松 浦彌市 右衞門 (⑦來 り 告げ 

て 曰 はく、 老中 久世廣 之、 藩主に 對 し近來 素行 方々 

徘徊す との 說 ありと 云 ふ。 藩主 然ら すと 答 ふと 〇 十 

1 日、 素行、 堅く 公法 を 守る の 書付 を鎭 信に 差 出す 

0 十六 气 松 浦 邸に 至り 書付 三 通 卷 れ麵 

を呈す 〇 十 七日、 松 浦、 久 世に 至りて 素行の 爲に 

辨 明す、 久妝 得心す 〇 松 浦 邸に 至り、 聖敎要 錄を講 

す。 

十一月 一 日、 前年 十月 十四：！： 毋 歿後 十三 月に して 喪服 を 

脫す。 一般の 例に 傲へ るな り 0 八日、 淺草田 原 町の 

人々 を享 す、 以後 時々 この 事 あり 〇 十六 曰、 大島雲 

八 邸に 至り 政事 を談す 〇 十七 日、 津輕信 政より 政事 

上の 問に 答 ふ。 •  . 
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四月 十 一 日、 西 山 六 郞兵衞 •  S 中 孫 三 郞來り 道 舉を談 す 

. 〇 十二 曰、 津輕 邸に て 道 學を談 す 〇 十五 曰、 稻垣信 

濃 守、 大坂役 藤 井寺の 戰法を 間 ふに 答 ふ 〇 律 輕越中 

守を享 し、 兵學. 道 學を談 す 〇 廿 八日、 老中 久世廣 

之、 松 浦 肥 前 守 を 通じて 素行 を稱 歎し、 聖敎 要錄. の 

山 鹿 素行 略 年譜 


同 


四月 二日、 老中 土屋 ailjl^ へ.^ 

數直 歿す、 七十 ニ歲。 

六月 廿 五日、 老中 久世 大和 

守廣之 歿す、 七十 一， 熾リ 

七月、 弟 平 馬 松 浦 侯の 家老 

職と なる。 

き 


堂德積 


山 鹿 素行 略 年譜 

細 註 を 見ん と 欲すと。 因りて これ を 贈る 〇 卄 九日、 

岡 八 郞左衞 門來り 、 兵舉 . 道學を 論す。 

五月 一 日、 神主、 及び 5. 勢大神 {3C  . 大峰 大權現 • 雜訪大 

明 神を拜 す。 以後 毎月 一 日 十五 日、 概ね これ を 例と 

す 〇 六日、 大村 邸に 至り 道 舉を談 す 〇 八日、 渡邊加 

兵 衞來り 兵 學を談 す 〇 九 曰、 津輕 玄蕃. 松 浦 彌市右 

衞門來 り 道 學を談 す 〇 十 一日 • 十 五日、 大村 侯より 

道 學を問 ふに 答 ふ 〇 廿日、 菅沼主 水、 關原戰 を談す 

〇 廿 一 日、 松 浦 邸に て 兵を談 す。 

七月 十一 日、 石 谷 市 右衞門 (1$) と 道 學を談 す 〇 廿五 日、 

大村 邸に て 兵法 を談 す。 

八月 廿ー 日、 津輕 邸に て 原源發 機を談 す。 

九月 十九 曰、 大村 邸に て德川 家康の 兵法 を 論す。 

十月 四日、 瀧 川 右京. 村 松 伊織. 弟 平 馬 等、 備圖 及び 行 


五 二 

九月 十 H、 岡 八 郎左衞 門、 

律輕 侯の 家臣と なる。 

十月 十九 日、 この； ょリ g 

八 郎左衞 門 山 鹿 姓 を 名の 

る 0 

十月 廿五 H、 萬 助 (十四 歳) 

始めて 「り 法 を 習 ふ。 


列. 城 取 -陣 法の 書 を 提へ來 る、 これ を 見る 〇 七日、 

兵法、 夜 討 その他に つき 大村 侯に 答 ふ 〇 九日、 松 浦 

邸に 於て 大坂役 を 論す 〇 卜 四日、 母三囘 忌、 去年 以 

後 心 喪 終る 〇 十八 日、 小 笠 原 壹 岐守. 岡 八 郞左衞 門 

來り、 道 學の談 あり。 

十一月 一日、 德川 家康の 計略に つき 小 笠 原 侯に 答 ふ 〇 八 

日、 卜 四日、 狩 野 法眼 永眞來 り、 素行に 總事 特に 武 

將の圖 を 間 ふ。 (？ 1;® 

0 讀書、 管 子 • 古文 奇賞 • 新語 • 新書 • 春秋 繁露 • 

論衡 • 中 論 • 申鑒 • 風俗 通義 • 象 語 • 韓非子 (f-) . 

淮南子 • 易 經 • 尙 書 • 禮記 • 周禮 注疏 • 儀禮 • 孟子 

注疏 • 孝經 • 小 笠 原備前 弓馬 故實書 -、揭 さ 

〔著述〕 聖敎要 錄細註 

山 鹿 素行 略 年譜 


五 


[^'綱^ 將 1 


堂德積 


正月 十 一 ：：；、 女 將喜多 村 源 

八、 監 物と 改名す。 

五月 八日、 將^ 家綱薨 ず、 

四十 歳。 

五月 十六 日、 H 光 門跡 遷化 

せらる。 

七月 十八：！：、 德川 綱い-: 將， ^51 

職を嗣 パ、。 

八月 九：！：、 萬 助史： •  S 

鏡を讀 む。 

十八 日、 淺野 長^、 從五位 

内 匠 頭に 任ぜら る。 時に 

十四 拔 にして、 異例と 稱 

す。 

十九 R、 後 水： US 上皇 崩御し 

給 ふ。 


山 鹿 素行 略 年譜 

延寳八 年 I 紀元 二三 四 〇 (問月 八月) 五 卜九歲 

正月 七日、 寓 助に 始めて 山 鹿 流 兵法 を傳 ふ。 素行 は武敎 

全書の 序 段 一 般を 講じ、 礒谷十 介 は 同 謀略 を詳講 す。 

三月 廿ョ、 松 浦鎭信 著 武功 雜記 を檢閲 す。 (Is 鎖 纖 i§g 

の 跡 多き も 見る。 故に ン 

I 覽に 止まら ざ るな り」 

四月 二日、 稻垣 邸に 於て 兵法 を講す 〇 十四 曰、 能 見物に 

赴く、 以後 時々 この 催 あり 〇 十八 日、 岡 八 郞左衞 門 

をして 津輕玄 蕃に大 星傳を 授けし む 〇 廿 九日、 大村 

都に-まり、 兵法 を 論す。 圭田 宇右衛門 に 兵 

法の 祕， 傳 三重 傳を 授けん とす。 

五月 二日、， 松 浦 邸に 至り、 義仲. 義經を 論 t  (Iflts 

六月 十五 日、 松 田 氏 (ggj^^i) 來る、 兵法 を 論す。 喜 多 村 

監 物の^ 問に 答 ふ。 


七月 五日、 小 笠 原壹岐 守の 兵法の 問に 答 ふ e 

八月 卜 五日、 出 崎 治 部 右衞門 (llf"^)  • 藤 田 八 郞兵衞 (3 

に大星 傳を授 く。 

閏 八月 三日、 三日月に 祈る。 素行 は 三日に 當る 日に 自己 

i  の 吉凶 ありと して 三日月 を 信仰す。 

一 九月 一日、 津輕越 中 守に 大星 傳を授 く。 萬 助成 童の 祝儀 

一  を爲す 〇 六日、 千田彌 丘ハ衞 (fg 豫) 來り て 兵 擧を談 

す 〇 卜 三日、 大村 侯の 兵法の 問に 答 ふ ■〇 卜 七日、 萬 

助の 誕生日 を 祝す。 實は 十五 日に 當れる も、 その 日 

は 生母の 忌日に つき これ を 避け たる ものな らん。 家 

譜も亦 これに 從ふ 〇 卄ー 曰、 史^, の 項 羽 本， 紀を 評す 

二  〇 廿 七日、 漢の三 傑 を 評す 〇 某 H 、河 內山與 五右衞 

， 門 (sis) に 大星祕 傳を授 く。. . 

十月 二日、 河 內出與 五右衛門. 三 木 惣右衞 門 等來 

出 鹿 素行 略 年譜 


五 
ま 


堂德積 


山 鹿 素行 略 年譜 

り、 兵畢を 論す 〇 六日、 森 氏 及び 德永氏 兵法 を 間 ふ 

〇 七日 • 十七 日、 小 笠 原 佐 渡 守來り 兵法 を 問 ふ 〇 廿 

二日、 河內山 • 毛 利 • 三 木 等來り 兵法 を談 す。 淺野 

與兵衞 と 九 數を談 す 〇 廿四 曰、 萬 助 (十五 歳) 始め 

て武敎 全書の 序 段を講 す。 

十一月 二日、 小 笠 原 佐 渡 守來り 兵法 を談 す。 

十二月 十八 曰、 萬 介と 共に 乘 馬に て大村 邸に 赴き 享を受 

◎ 筆錄、 萬 家 類聚 

〔著述〕 古 將辨、 以下 五十 年代の もの、 丹；^ 長 重 年譜 

並 家臣 小傳 • 廻國使 • 問 集 • 門口 集 • 畫 家祕訣 • 畫 

法 書 


五六 


九數は 周禮の 語、 數學 にし 

て數量 測定に 應用 せらる „ 


天 和 元年 I 紀元 二三 四 一 (九月 廿 九日 改元) 六十 歲 

正月 中、 往來 せし 主なる 入々 左の 如し。 

松 浦 肥 前 守 • 同 壹岐守 • 大村 因幡 守 • 淺野內 匠 頭 • 

本 多 備前守 • 津輕越 中 守 • 戶 田 日向 守. 小 笠 原 佐 渡 

. 守 •■ 丹 羽 若狹守 • 町 野 壹岐守 等。 

二月 六日、 水戶 藩の 儒官 今 井 小 四郞來 話。 (^ss) 

三月 十 一 日、 松 浦 侯の 依頼に より、 天地人 三 字の 旗 を 書 

きて 贈る。 

暮春 某日、 楠 木 正 成の 赞 成る。 

四月 廿 三日、 圭田 宇右衛門 來り、 道擧を 論す。 

五月 六日、 津輕 監物來 りて 道 擧を問 ふ、 萬 助 在 席。 

六月 廿 一 日、 津輕 藩に て 版行の 中 朝 事實來 る。 

七月 十六 曰、 親類 書 を 公儀に 呈す。 (|;@ 〇 廿 五日、 菅沼 

山 鹿 素行 略 年譜  ， 


同 


正月 十 一 日、 山 鹿 八 郎左衞 

門 高恆、 津輕 家の 家， 老職 

とな リ、 名 を津輕 大學と 

改む。 

二月 廿六 H、 喜 多村監 物、 

津輕監 物 政 廣と改 む。 

五月：： t 五日、 一 般乘輿 禁制 

の 令 出づ。 

九月 十 一 日、 萬 助 元服して、 

山 鹿 藤 介と 改名す。 

この 年 林春齋 歿す、 六十 四 

歳。 


五 七 


山 鹿 素行 略 ifi- 譜 

主 水 邸に て 長 德合戰 談を爲 す。 

八月い 一 日、 ^^輕越屮守に軍船の型を獻す。 

十月 MHT  輕越 中守來 りて、 藤 介の 病氣を E 舞 ふ 〇 九 

日、 松 浦豈岐 守來り 兵法 を 問 ふ 〇 十二 日、 名醫 安藤 

安齒來 りて 人 齒を爲 す、 術談 あり。 (pssi) 

十一 月 三日、 淺野內 匠 頭 火事 番を 命ぜら るるに より 押 太 

鼓を货 す。 

十二月 廿 一日、 沐輕越 中 守より 年末 嘉儀 として 銀 二百 兩 

及び 小袖 二 を 贈る。 外に 妻子へ も 各- '贈 あり。 

0>讀 書、 親元 日記. 定家卿 歌 

天 和 二 年 S 紀元 二三 四 二  六十 一歳 

正月 九 HI  、 津輕 邸に 至る。 原 源 發機錄 解の 書寫を 許す。 


二月 十六 H、 松 浦？ io^ 岐守來 り、 武敎 全書に 就いて 間 ふ。 

四月 十 一 日、 狩 野 法眼 永眞來 りて、 武器 及び 武者の 體を 

問 ふ 0  土 佐 光起 筆武 田信玄 像に 讚を爲 す。 {|3 財 §) 

八月 十日、 腫物 を 病む 〇 十四日、 瘦疾を 病む、 數曰 にし 

て 全快す 〇 廿 曰 、江 州多賀 の 神 を 夢み、 津輕監 物 未 亡 

人の 平產を 祈る。 九月 七日、 滿願 成就の 禮拜 を爲す „ 

九月 晦日、 從來 朝夕 神祥の 呪文、 延寶八 年 九月より 殆ど 三 

年間， これ を 用 ふ。 來 月より 一 日 • 十五 日 • 晦日の 三 

囘 のみと す。 數.^ すれば 神 を 澄す に 似 たれば なりと" 

十月 十六 日、 大村 邸に て武敎 全書 を講 す、 藤 介. 三木惣 

右衞門 • 大村左 兵 衞等在 席 〇 廿ニ 日、 武敎 全書 を講 

t 藤 介 • 蘆 田淸介 • 大嶋雲 八 • 富 田 義兵 衞在席 〇 

廿 七日、 門人 管 沼 主水來 り、 長 篠の戰 に 就いて 問 ふ 

十一月 一日、 三 浦 氏 (I 太) の爲 に武敎 全書 を講 す。 この 晚 

山 鹿 素行 略 年^ 


同 


この 春 朝鮮よ リ ：大 馬の 皮 を 

贈る。 宗義眞 これ を 將箪 

に獻ー r、 將 se- これ を 喜ば 

三月 十  一 ：！：、 藤 介 i®H 本紀 

を讀 む。 

四月 十七 IE、 朱舜水 歿す、 

八十  一二^。 

六月 三！ 1:、 淳輕監 物 歿す、 

二十 五歲 U 

七月、 内宮 臨時 御造齊 並に 

御遷 せ：： に 常り、 門人 大嶋 

雲 八、 桑. W 下野 (寸 と共に 

^行 仰 付けら る。 

八月 北 九 ：！：、 監物 未亡人 男 

子 を 生む。 名 は 長命、 後 

の 津輕耕 道 軒 政 方な リ。 

九月 十六 H、 山 崎闇齋 歿す、 

六十 六 歳。 

五 九 


堂德積 


山 鹿 素行 略 年譜 

より 大 舉を講 す、 藤 介 • 淸介 . 義兵 衞在 席。 二日. 

五日 • 六日 • 十 五日に て講了 〇 二日、 酒 井 主稅來 る、 

武敎 全書. 大學 を講す 〇 十二 日、 大村 邸に て 武敎全 

書 を講す 〇 十 七日、 論語 を講 す。 十二月 二日. 四日 • 

六日 同 〇 廿 二日、 老中 戸田山 城 守忠昌 (巧 邸に 至り、 

政治 を談 じ、 大學の 天下 國家 治平の 義に 及ぶ。 

十二月 五日、 門人 筒井 唯 右衛門 来る。 衆人の 向背 を 見す 

して 唯 だ 道義に 順 ふべき を 示す 〇 十三 曰、 菅沼彌 一 

右衛門 の) 来り 兵 を談す 0 廿 四日、 豐太閣 大下を 

素行に 與 ふると 夢む。 素行 これ を惡 夢と し、 甚だ 恐 

る 0 

0 讀書、 中庸 • 舊事. 本紀 • 家忠 日記 • 故 實撰要 . 畳 

臣實記 • 居 家 必用 (拔萃 ) • 白 氏 文集 • 半陶藁 


六 〇 

十二月 サ八 • 廿九 n、 江戸 

大火。 

多 贺神肚 は 伊 奘諾： WW を 祀 る 。 

佐 和 山 (今の 彥极) の郊 

外に 在り。 當地 附近 は 素 

行の 祖母の 出身地に して 

信仰 篤 かりし ならん。 


今合戰 年月 短 欲なる もの 存 

せず、 現^ 古戰 短歌 これ 
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山 鹿 素行 略 年譜 


六 


山 鹿 素行 略 年譜 

てるな り。 

九月 十四日、 大嶋出 羽 守 • 间雲八 来り、 聖學 及び 武敎を 

談す、 藤 介 • 蘆 田淸介 • 磺谷新 八 • 富 W 義兵 衞在席 

〇 十六 H、 熊 澤右衞 門 八 來り兵 を談す 〇 卄 二日、 ハ俭 

田 一 郞兵衞 來り聖 學を談 す。 松 平 加賀守 家來藤 S 八 

郞兵衞 (ぱ . 松 平 飛 驊守家 來高橋 十 郞左衞 門 (ぱ來 り、 

兵法 を 論す。 

十月 四 曰、 門入富田儀兵衞を牧野備後守(§<^) の 家臣 

に 周旋す 〇 卄 八日、 會津. <  向井 新兵 衞に 依頼し、 生 

ナ なかみ 

產神、 會津 の； S 訪明 神に 金 百疋を 奉納す。 

十一月 一日、 三 浦 平 太夫の 爲 に武敎 全書 を講す 〇 卜 七日、 

松浦壹 岐守來 り、 兵を談 す。 

十二月 十三 日、 熊澤作 右衞門 (11 家お、) 宅に 到り、 聖敎耍 

錄を談 す 〇 廿ニ 日、 松 浦 侯 来り、 武敎 全書 を 間 ふ。 


熊澤 作右衞 門等來 り、 聖敎要 錄を談 す 〇 廿 五日、 熊 

澤民部 宅に て 聖敎要 錄を談 す。 津 輕大學 (高 饭) 及 

び籐か 同伴、 松 浦 侯 父子 • 淺田帶 刀 (11) 在 席 〇 卄八 

y、 松 浦 邸に て 聖敎要 錄を講 す、 津輕 大系 • 藤 介 同 

伴。  - 

©讀 書、 本朝 編年錄 

〔著述〕 雜錄 • いろは 事 類 


貞享元 年刊， 紀元 二三 四 四 (二月 サ 一日 改元) 六十 三歲 

正月 五日、 松 浦 邸に 到り、 聖敎. 要 錄を談 す、 松 浦壹岐 

守 • 藤 介在 席 〇 七日、 津 輕大擧 宅に 到り、 聖 敎要錄 

を講 す、 門人 熊澤作 右衞門 • 同 右衛門 八 • 大河 內彥 

. 七 • 桑田 玄益 (§ 赶 §)  • 淺田帶 刀 (I ぎ 在 席 0 九日、 津 

山 鹿 素行 略 年譜 


十一月 廿 八日、 保 井^ 1^ 新 

曆 (貞 享曆) を 撰 進す。 

素行 自筆 年譜に はこ の m 

舊曆を 停め 新曆 を. 大 下に 

頒 つ と 出づ。 

.2 一 


堂德積 


山 鹿 素行 略 年譜 

輕越中 守 邸に て 聚敎要 錄を講 す、 藤 介 同伴 〇 十日、 

松 浦 侯 父子 来る、 聖敎耍 錄を談 す 〇 十二 日. 十四日、 

中庸 を講す 〇 十八 日、 津輕越 中 守 邸に て聖敎 要錄を 

談す、 松 浦 壹岐守 • 同 織 部 • 熊澤作 右衛門 • 山 鹿 平 

馬 • 同 藤 介在 席 〇 廿 二日、 松 浦 壹岐守 来る、 武敎全 

書 を講す 〇 廿 三日、 本 多 備前守 邸に 至り、 畫を談 す 

(IfgsJO 廿七 曰、 松 浦 邸に 至り、 聖敎要 錄を談 

1 月 二日、 尙書 を講す 〇 四日、 小 笠 原 佐 渡 守 邸に て武敎 

全書 を講 す、 小 笠 原 壹岐守 • 本 多 備前守 • 西 山六郞 

兵衞 • 津 輕大學 • 山 鹿 藤 介在 席 〇 七日 • 十日 • 十二 

日、 詩 經を講 す 〇 十六 日、 津輕 大學に 至り、 聖敎耍 

錄を講 す。 同日、 木 村 丹 安宅に 至り、 武敎 全書 を講 

す、 貴 田 孫大夫 • 戶澤 孫兵衞 • 唐 牛 甚右衞 門 在 席 〇 


六 四 

十一 月：^^九：：：、 妄 

の 版行 を 休 "ル ず。 


十七 日、 熊澤作 右衞門 • 同 右 衞門八 • 水 野 宇兵衞 • 

大河 內彥 七. 熊 谷 雲 八 (II 沛) 等 来る、 聖敎要 錄を講 

す。 藤 介 • 淸介 • 礒谷十 介在 席 〇 廿 一 日、 稻 垣淡路 

守に 至り、 大學 を講す 〇 廿 二日、 津輕 邸に 至り、 聖 

敎耍錄 を講す 〇 廿 四日、 稻垣 淡路守 (■) 來る、 大學 

の 三 綱領 を談 す。 夜、 尙 書を講 す。 ■ 

三月 七日、 津輕越 中 守 信 政 • 同 息平藏 • 與市來 り、 兵法 

同 

の 誓約 を爲す 〇 九日、 松 平 因幡 守、 武敎 全書 俥授の 

誓約 を爲 す。 原 源 發機諺 解 を批點 して 津輕信 政に 與 

ふ 〇 十七 日、 孫山鹿岩之介入學の爲に1^.-る〇廿三日、 

淺野內 匠 頭の 享を受 く、 これ 淺野 家の 傳記を 轧し赤 

穗こ遣 はし ヒる による。 

四月 一 日、 律 輕平藏 この 日より 兵書 を 講^す。 素行 -藤 

介 これ を講 す、 雨後 藤， 圹、 北條氏 長の 著 兵法 雄鑑を 

山 鹿 素行 略 年譜  六 五 
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山 鹿 素行 略 年譜 

講す 〇 十八 曰、 春秋 を講す 〇 廿 四日、 夢に 正宗の 銘 

刀 も、 鑑る. <に より 始めて その 眞僞を 知る と 見て、 

周禮の 一 書に 天下 國家 治平の 道總べ て備 はるを 悟る 

〇 廿 九日、 藤 堂 家臣 朱 雀 等 来り 兵法 を 間 ふ。 

五月 十八 日、 小 笠 原 佐 渡 守 道舉の 問に 答 ふ。 

七月 十 一 日、 春秋 を講 す。 

八月 廿 三日、 淺野 長矩、 兵法の 門弟と なり、 藤 介 宛 誓約 

. 書 を 差 出す。 奥 野將監 • 安井 彥右衞 門 血判 をな す。 

へ 以上 年譜に よる、 似し 平 戶山鹿 家 所藏の 誓約 ノ 

一書 ^1:1 は 長矩. 長廣兩 名より 素行 • 藤 介 宛な り」  • 

九月 十一 日、 千 手 觀音を 夢む-" 佛 像の 夢 は 珍しき ことな 

り 〇 十七 日 • 廿 三日 • 廿 五日、 春秋 を講 す。 

十月 一 日、 船 生 源右衞 門に 大星傳 を授く 〇 六日、 小 笠 原 

佐 渡 守 来り、 民政の 事 を 論す 〇 十三 日、 大村侯 及び 

息、 幾 之 助 • 萬 之丞來 り、 先日 兵法の 門弟と なりし 
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正月、 素行自筆の：^-錄に- 

自今 新 曆を用 ふ と 出 づ„ 

六 t 


堂德積 


山 鹿 素行 略 年譜 

三日、 磺谷十 介と sij.: を 論す 〇 卄 二日、 經を講 す、 

藤 介 • 岩 之 介 • 淸介 • 貞之進 在 席 〇 卄 三日、 木 多 肥 

後 守 邸に 至り、 兵談 あり、 藤， 圹. 戸田 喜 右 衞門在 席 

0 廿 四日、 戶田 山城 守に 到る、 道學の 問に 答 ふ。 

正月 中往來 せし 主なる 人々 左の 如し。 

松 浦 侯 • 大村侯 • 津輕侯 • 戸田 侯 • 大久保 侯 • 本 

多 侯 等。 . 

二月 二日、 易 經を講 す 〇 四日、 淺野內 匠 頭 邸に 至り、 兵 

學を談 す、 藤 介 • 淺野隼 人 . 大嶋雲 八 在 席 〇 十四日、 

菅沼 主水來 り、 兵談 あり。 

三月 四日、 大嶋 內藏助 (IW ね) 来り、 藤 介の 弟子と なり 誓約 

をな す。 小 泉 內藏助 来り、 兵 を談す 〇 八日、 松浦壹 

岐守來 る。 兵法の 祕傳 を授く 〇 十三 曰、 菅沼 主水來 

り、 兵法 を 論す。 


二月 サニ  R、 後 白 朋御 

し 給 ふ。 

この 年、 嗣子 藤 介；： 十 歲- 

養子 律 輕大學 卅九歲 • 孫 

津輕耕 道 四 歳 • 門人 tl 谷 

十 介 廿九歲 り 

淺野內 匠 頭 長^ 十九 歲 . 

大石良 雄 二十 七^。 

熊澤 一番 山 六十 七- ハ成. 木 下 

顺庵 六十 四 歳 *伢 藤仁脔 

五十 九 歲 .德 川 光^ 五十 

八錄 •nx 原 益 軒 五十六 成 • 

契冲 四十 六 歳 . 休 鳳！： 四 

十二 歲 • 淺見， ま齊 三十 四 

歳 . 新 井 白 石 i: 九 歳 . 荻 

生征徕 二十 读 . 荷 田春滿 

十七 歳 . お 田梅巖 生る。 

九月、 狩 野 法眼、 水 歿す。 
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1 ヽ し 

丄ンプ 


山 鹿 素行 略 年譜  七 〇 


歿後^ 略  . 

天明 四 年， 紀元 二 四 四 四 

百：1 忌 を宗參 寺に 行 ふ。 

天 保 五 年^ 紀元 二 四 九 四 

百 五十 囘忌 を 宗參寺 に 行 ふ。 

明治 十七 年？： 紀元 二 五 四 四 

一 一 百囘忌 を宗參 寺に 行 ふ"  ， 

明治 卅九年 I 紀元 二 五六 六  ， 

六月 六日、 宗參 寺に て 法 會を營 む。 柳 谷 謙 太郞氏 主催り 

九月 廿 六日、 法 會を營 む。 柳 谷 謙 太郞氏 主催、 雨後 毎年 同氏 これ を 主催す 

明治四十年^:: 紀元 二 五六 七 


四月 廿日、 武敎 全書 • 正 誠舊事 • 家譜 年譜、 その他 遣 品 犬 覽を賜 ふ。 

十月 廿 三日、 特旨 を 以て 正 四 位 を 贈らる。 

明治 四十 一年 g 紀元 二 五六 八 

十二月 二日、 素行 會 成る。 爾後 毎年 九月 廿 六日、 宗參 寺に 於て 法 會を營 み、 講演 を 行 ひ、 

叉 遣 著 を 出版す。 

大正 元年 紀元 二 五 七 二 

九月 十一 日、 陸軍 大將乃 木 X 布 典 「中 朝 事實」 を 自費 印刷し、 時の 皇太子 殿 1,^ 並に 皇子 殿下 

に 奉る。 

大正 十四 年 M 紀元 二 五八 五 

四月 廿日、 赤 穗町謫 居の 遣 跡に 銅像 成る。 

大正 十五 年 g 紀元 二 五八 六 

广丄 

五月 廿 九日、 會津 若松 巿榮町 誕生の 遣 跡に 記念碑 成る。  - 

昭和 三年 g 紀元 二 五八 八 

十一 月 卜 日、 山 鹿 家 祖先 山鹿秀 遠に 對し特 3 曰 を 以て 從四位 を 贈らる。 

山 鹿 素行 略 年譜  七 1 


山 鹿 素行 略 年譜  七 二 

昭和 九 年 § 紀元 二 五 九 四 

九月 廿 六日、 宗參 寺に 於て 二百 五十 囘 忌の 法 會を營 み、 東京 日 比 谷に 於て 二百 五十年祭 を 

行 ふ。 參集 する 者 約 四千 人と 稱す。  . 


修身 受用杪 


解題 並 凡例 

幼より 神童の 譽高 かりし 山 鹿 素行が、 長 じて 愈 その 大ォ を發 揮し、 加 ふるに 刻苦 

£^ 勵を 以てせし かば、 往く として 可なら ざる はなく、 當 時の 所謂 m "問と 云ふ舉 問は悉 

く 研究し、 自家 藥籠 中の ものと なさん とする 概 があった。 卽ち 儒敎は 大儒 林羅 山に 師 

事して 名 聲を馳 せ、 神道 は廣 W 坦齋叉 は 光 { 有 法 印に、 國舉 和歌 等 は それぐ の 大家に 

就き、 佛老は 好んで 自ら 修め、 兵 學は尾 畑景憲 • 北條氏 長に 就きて 最高の 免許 を 得た。 

故に 十五 六 歳より 經書 兵書の 講筵を 張り、 一 一十 歳 前後より は 1^ 然 たる 大家の 列に 上り、 

權門 武士の 門弟 も 可な り 多かったら しい。 然し 當時は 何と 云っても まだ 勉學 最中で 吸 

收に忙 はしく、 學說の 如き も 多く 模倣の 域 を脫し 得なかった。 それが 三十 歳に 近づく 

に從 つて 一 家の 見 を 立てる やうに なり、 遂に 儒佛 道三敎 一 致說を 主張す る やうに な つ 

たので ある。 

修身 受用抄 は、 その 序 及び 跌 によれば、 慶安 元年 素行 二十 七 歳の 時、 H 常 修養す ベ 

き 修身 倫理の 綱領 を 平易に 述べた ものである〕 自已 修養の 爲とは 云 ふ ものの、 當時ー 

解題 並 凡例  七. セ， 


解題 並 凡例  七. 一 ハ  . 

般 武士の 敎訓 として 相應 しい もので、 それ故に こそ 友人の 需 めに 應 じて 書き記し たと！ 

奧 書して 居る。 故に 素行の 武士道 思想 はこ れ を 出發點 として 漸次 武敎 小錄" • 山 鹿 語 二 

類 • 中 朝事實 • 武家 事紀 へ と 進 步發展 して 行った もので、 この 內 に は 將來の 萌芽 はナ龙 i 

分に 認める 事が できる。 

本書の 底 木 は 東京 市中 村庸氏 所藏の 素行 自筆 木で ある。 美 濃 紙 三十 八 枚に 見事な 行 

書體に 記され、 和漢 文で 丁寧に 振 假名 を附 しお 讀も 施して ある。 今囘 はでき 得る 限り； 

原形 を 保存す るに 力めた が、 假名 遣 は 現代 式に 改め、 句讀の 切り方 を 少しく 變更 し、 ， 

振^-名は加除したところもぁる。 尙ほ ( ) 內は 編者の 補 筆で ある。  ： 


修身 受用抄 

およそ  _ 

凡 萬卷の ふみをよ み、 五 車の 書 を そらん する 共、 天理の お 一口 貧に かな はす、 德 にさよ 

ぐ わい もつ 

る 外物 を を さめざる 時 は、 皆 是れ外 を つとむる 也。 孔子 • 老子 • 釋 迴三敎 共に、 文，；^ ナ 

た もん 

をお ぼえ- 多 聞に る 事 を、 ならへ とい ふ をし へ、 あらゆる 書物に みえす。 萬 卷の書 

は、 只だ自 性明德 の本體 をし らん その あしし ろ 也。 魚 を 得て は、 うけ を わする、、/ し。 

信實 にかな はすば、 學文を 用 ふるに たらす といへ り。 しかるに、 心の 本體 にかた ふ、、、、 

じゅよう 

き受 用、 ただ 我が 心の 信の 淺深 によるべし。 品々 の受用 をし るす 事 は、 人に さまん \ 

の 根 機 ある ゆ ゑ 也。 

一 信 勇 事 

はじめて、 がくもんに 心 を いれ、 心理の まど ひ をみ がかん と 思 ふ、 その こころざし、 

一 信 チノ 事  七 七 


修身 受用抄  七 八 

ゆうに あらす して は、 外の まど ひさり がた し。 故に 聖人 も、 智仁 勇の 三德の その ひ 

とつに 入りた まへ り。 その ゆうと 云 ふ は、 ひお を はり、 まなこ をい からしめ、 大が 

f 戰 5, ご 

たな をよ こたへ、 短 衣 をき て， ことば あらなる たぐ ひ をい ふに あらす。 いくさば に 

<首)  か 5 みやう  (髙 ！M 我 Is 

て 人 をう ち、 しるし をと り、. I 咼名 をと げたる をい ふに も あらす。 こうまん がまんに 

して、 人より うはて になり、 人に かつ 事 を よろこぶ をい ふに も あらす。 その ゆ ゑ は、 

(血 氣) 

知惠 くらく、 まど ひふかき、 けっきの ままに、 なすこと はみ な、 わたくしより いづ 

(競) あ ひ  (高 名； 

ると ころ 也。 合戰 せり 合のと き、 その 身こう みやうて がら をな す も， ゆうたり とい 

へ ども、 信 勇と はいふべ からす。 日ごろの つとめた だしく、 心理の みがき をな して 

あ ひ 

夭 理を わき まへ、 義を しらざる が ゆ ゑな り。 其の上 合戰 とり 合 は、 ふだん あるに あ 

(作 法) 

らす、 國主 その さは ふた だしく、 しんじつ にかな ふとき は、 國を さまり、 家と との 

03  ャ ノ 

ほりて、 國家 無事なる ベ. し。 國家 無事なる とき は、 此の ゆう 用 ふるに 所な し。 如, 此 

道理 を もって、 しんゆう とせざる 也。 さて しんゆうと 云 ふ は、 我が 本心の 明德 は、 

(明  白) 

つねにめ いはくな りと 云 ふこと は、 大 かた 世 閒の. <に しらざる ものな し。 人欲の わ 

たくしに よって、 これ を あきらに する ことなし。 此の 人欲の わたくし を さると き は、 


はん しんじゃ on ゆうめい はく 

本心 常 住 明白な りと はしりながら、 目に 見て 色に まど ひ、 耳に きいて こ ゑに まど 


一 一 ) 喜怒哀 

樂愛惡 欲 


(二) ャゥコ 

ゥと振 假名 あ 

h -、 今 は ェ ィ 

ゴ フ と 請む 


.  まこと 

ひ、 信 實の理 を 外物の ためにう しな ふ は、 心の 信 ふかから す、 信 勇 丈夫なら ざる 


力 


ゆ ゑな， 


ひふ-たび 


要) 


度 此の 心の 本理 をき いて、 七 情の まど ひ をと く 所 を、 かんえ うとお も 


(欲) 


はば、 何ぞ 外の よくに うば はるべき と、 なりに くき 所 をつ とめ、 心 を はげまし、 か 一 

りに も 此の まど ひ あれば、 本心の ゆうたら ざると、 心に はぢ をお も ひ、 つとめ はげ i 

ます、 是れ しんゆう 也。 こころざし ふかく、 理 にいらん 事 をね がふ 者、 この ゆう あ 一 

ら すん ば、 時々 に 外物に うば はれて、 七 情の まど ひ をと く 事、 今生に あるべ からす * 

>  ,  明；  (一二 

今生に あら ざれば、 この 心む みやう にして、 永劫に も： 大理 にかへ るべ からす。 この 一 

「^ 定)  „  . 

しんゆう ある を， けつで うの 心と も、 信心の ふかき 共い ふなり。 文舉 をなら ひげい 一 

のう をな す 共、 この 心け つで うせ ざれば、 半途に して 中絕 する 事 あり。 尤も 日夜の： 

工夫、 此の ゆう あらす して は、 いろに まよ ひこ ゑに まど ひ、 ヒ 情に うば はれて、 つ- 

ひに 本心の 受用 かな ふべ からざる 也。 孟子 はこれ を 大丈夫と いへ り。 大丈夫と 云 ふ 一 

へ 趣 骨)  一 

は、 大を とこに て、 たけた かく、 こん こつの さう ある をい ふに あらす、 をと こ はち 

ひさく、 形 はみ にくく、 筋骨 丈夫なら すと も、 本心に 大丈夫 あるべし。 本心の 大丈ー 

一 言， 5^ 事  L,L 


修身^^：^用抄 


〇 


(ぼ)  (威勢 . 權柄) 

夫と いふ は、 富貴に もお ごら す、 ひんせん にもむ さ ぶら す、 ゐ せい けんぺいに もこ 

(屈)  ど-:,' 

ころくつ せす、 金銀 を 見ても 心 動ぜす、 七 情き たりても 心 動す る ことなく、 逆境 顺 

ともに、 明德 さらに 轉動 せす、 これ 大丈夫の しんゆう 也。 凡そ 人の 心の つたなく 

(不 ma) (卑 & 

して、 人に へ つら ひ、 物に おそれ、 戰 場に のぞみて、 ふかくの ひき やう を はたらき、 

おも はざる おくれをとり、 臆病の ふるま ひ を なすこと、 皆內に 信實の 丈夫 心なき が 

ゆ ゑ 也。 內に 信實の 丈夫あって、 不動心に いたる とき は、 天地く つがへ ると いふと 

も、 この 心さら にうた が はす、 外物 前にさん らん すれ 共、 此の 心 動す る 所な し。 か 

いのち が 卞： -ノ 

： を 金石より おもんじ， 命 を 蹈モょ 


の ごとく 修行した る 人 は、 戰 場に のぞみて、 


(拙) 


かろんすべし。 只った なき 意 は、 まど ひふかき 听 にある と 知るべし。 


迎レ物 追， 物」 


( 一 ^  im 

國 時代の 莊周、 

その 思想 は老 

子に 本づ く、 

道教の 一 種な 


まよ ひふかき 愚人の、 そのこと わざ を 見る に、 或は 物 をむ かへ 或は 物 をお ふ。 此の 

デ  ( 一 ) そ. T じ L やうけ い 

一 一 つの まよ ひに 不レ 出。 是 れを莊 子は將 迎の 心と い へり。 物 をむ. かふる と 云 ふ は、 

おく" むか ふ 

(.ま  J5  S ) 

見えざる 所に すゐ りゃう をた てて、 くみ はかる。 その 一 物內 にある が ゆ ゑ、 事々 み 


(二)  ！ 0 

If 時代の 國 

名に し て 互- i 

仲惡 かりし な 

り。 或は 共に 

中央より 遠き 

國 なりし を以 

て ig 遠 を 意味 

する か 


なま ど ふ、 是れ をうた が ひと も、 すゐ りゃうと もい へり。 むかひの 人、 我れ を あし 

くお も ふと 見えた る、 我れ を そしる やうすな りと、 うたが ひの 一物 內 にある とき は- 

其の 念 則ち むかひ 出で て、 その 人の やうす、 そのごと く 見 ゆる もの 也。 是れ 君臣 父 

子の 間、 夫婦 兄弟 朋友の 間、 むか ふる 念盧內 にある とき は、 其の 間にうた が ひ出來 


〔二 


又つ 


て、 こころざし へだたり、 差別お ほく 成 行くべし。 肝 膽も楚 越な りと いふ これ 也。 

きんじゅち つきん  fK 々) 

たと へば、 大名 高貴の 人の まへ に 出る とき、 近習 昵 近の 小 性、 れ き/ \ なみゐ たる 

所 を とほるに、 我が 作法 を 見て、 何とかお も ふらんと、 むか ふる 意 ある ゆ ゑ、 小 性 

人と ささやく も わら ふ も、 みな 我が. ことかと いよ/, \ まど ふ、 是れ 此方に むか ふる 

こ， あん 

一物た つゆ ゑに、 明德黑 闇に なりて、 ことん \ く 外物に 轉ぜら るるな り。 物 をお ふ 

と 云 ふ は、 すぎさり たる 事 を 心に とどめお くこと 也〕 たと へば、 我れ は 道に. S ふか 

きに、 人 は 道 を もこの ます、 おろかに まどへ る ものな りと、 その 人の 舊惡 を內 にと 

ど むれば、 其の 人にたい して、 あいさつ おの づ からと との ほらす、 是れ內 に 物 をお 

ふゆ ゑ 也。 尤も 手前に 用 所有, 之 時分、 外より 客人 來れ ば、 用 所の 事 を 心に おうて、 

(粗 相) 

客に 對 十る ゆ ゑ、 亭主の もてなし そそ ふ 也。 當然 の理を しらす、 目前に なき 物 をお 

一 迎レ物 追レ 物事  八 一 


0 


修身 受用抄  八 二 

f  二 けんじつ (非) 

<1:>  底本 ケ  ひかくる 念 盧是れ 也。 或は 叉 我が 所へ きたる 者 あるに、 その 者の 兼 日の ひ を あらた 

ンと振 假名 あ 

ての 日  めお も ふとき は、 その 入の いふ ことかって 信用せ す、 かくの ごとき 事、 みな 物 をお 

ふが ゆ ゑ 也。 尤もす ぎた る 者 をお も ひ、 か へらぬ 事 をく やむ のた ぐ ひ、 皆 此の まど 

-  ひ 也。 是れ を受用 するとき は、 物 をむ かふる 事 もな く、 物 をお ふこと もな く、 ただ 

當 然の理 ばかり 也。 聖 入の 心 は 明鏡の ごとしと い へ る も、 明白なる と 云 ふ をのみ た 

とへ たるに は あらす。 鏡の 正體を 見る に、 かねて 見べき ともとむ る 心 もな し、 さる 

、，  影 をお ひかくる 事 もな し。 物 來る時 は 物み え、 物 さると き は 叉 本の 明白の みに して、 

來て さはる 所な く、 さって とどまる 物 もな し。 性 善明德 の本體 れきぜんたり。 此の 

故に、 日本 宗び やうの 元祖、 伊勢大神宮の 社內 に、 神體は あらす して、 明鏡 ひとつ 

S 器)  ないし どころ  (S  MW 

を あら はせ り。 叉 帝王 代々 の はう きに、 內侍 所と いふ は、 かしこくも 神代の れいき 

やう 也。 是れ皆 明德自 性の 本體を 物に へう して あら はせ るな り。 聖人 君子の 此の 德 

にかな へる 人 は、 物來 ると き は 物 を 見、 物 さると き は 物 をと どめす、 只だ當 然の理 

ばかりにして、 二つ もな く 三つ もな し。 但し 叉 か へらぬ 事 をば 不レ 可レ 思、 みえざる 

さき をば くみ はかる ベから すと いへ 共、 事の 理 によりて、 思 出さす して かな はざる 


事 あるべし。 さきの 事 を も 思案なくて はかな はぬ 事 あり。 しかれば、 我が 一念の 非 

を 見し り、 本に 一 物 を 著せす して、 道に こころざし ふかきと き は、 其の 邪 正 あきら 

(き 纏 かにして、 しかも 邪 正 一致な り。 故にた だしく 當然 にかな ふべ し。" ^ 子 op 不 Ji へ 

イツ 〈リヲ  < カラ ヌ  . 

レ詐、 不レ憶 一！ 不信； 云々。 

1 見 n 他 之 非； 取，, 他 之 非， 事 

自見 謂い 明と い へり。 自 見と 云 ふ は、 明德 の本體 は、 元来 明白な りと い へ 共、 惑 を 

とくこと を しらざる ゆ ゑに、 an にあり て 見る 事の まど ひ、 耳に ありて きく 事の まど 

ひと 成りて、 此の 本體を あきらかなら しむる 事 あた はす、 ここ を もって、 時々 に此 

(S 理， > 

のしん り をつ とめて、 おの づ から 我が 明德 のうへ に、 さはり 來る物 ある を 見 付く ベ 

し。 其の さはる 物 を 見付けて、 これ を をさむる とき は、 かなら す 聖賢の 域に いたる 

き やう 

べし。 たと へば、 七 情の まど ひ、 世間 寓般の 順逆の. 境、 いづれ も 外物に して、 の 

(明 ，：") 

用 所たら す、 却ってめ いはくの 本心 をく らます. ものな り。 物き たると き は、 物 を 見 

付く ると き は、 外物 さらにと どまる 事な し。 外物 を 入る ベから すと いふに は あらす。 

一 見 n 他 之 =s 取， > 他 之 非 一事  八 三 


修身 受用抄  八 四 

ただ 自己 迷惑の 所 を 見つ くるば かり 也。 これ を自見 謂, 明と い へり。 寧 者 此の 瑰を 

わき まへ すして、 ただ 他の 非 を 見る と、 他の 非 をと ると、 此の 兩段 におち いれり。 

他の 非を昆 ると いふ は、 人のお こな ひ を 見て、 我が 氣に あはざる 事 をば、 くやみお 

も ふの たぐ ひなり。 たと へば、 主君の 作法 を 見て 我れ 其の 職に あらす して、 善- 忠の 

(批 判)  <- し)  (非-, - 

ひはん をな し、 あざけり を あら はす、 ひたすら 人の 非 をかぞ へて、 我が 一念の ひ を 

ヽレ. F  ノ 

しらす、 これ を 人の 非 を 見る とい ふ 也。 叉 他の ひ をと ると 云 ふ は、 人の ひ を あらた 

めた くと 思 ふ、 そのこ， ころ、 つもり/ \ て、 心の くらう となり、 心身 おだやかなら 

す。 是れ 世間の 事 を 以て、. 我が 心 をな やます 也。 人の 非 を 見る のい たれる は、 皆 非 

をと るに なり ゆくべし。 世間 知のお ほき もの、 みな かくの ごとし。 臣 にして 君の 非 

を あらため、 そしり、 子に して 親の ひ を 見、 弟に して 兄の 非 を そしり、 朋友に して 

朋友の 非 を 見る、 これ 我が 信 實の受 用に は、 かりにも 益 あらす。 ただ 邪知 をます ば 

かり 也。 故に 本心の 明德 ことん \  く うしなへ り。 それ 本心 明白の 本體に は、 かりに 

も ほか を 見る ことなし。 一念 若し ほかに まど ふとき は、 卽 今に 內を あらたむ る ゆ ゑ、 

則ち その 邪知 やむべし。 是れ 聖賢の 信 賞の 知惠 也。 かくいへば とて、 君の くつが へ 


(*) 冗の 謝 

應芳の 著に 辨 

俗の 迷信 禮に 

違 ふ もの を辨 

析せる ものな 

り。 低し rニ- 

は？_s^:行の，H著 

なる が 如し。 

|g れ ども 今 殘 

1;^ せチ" 又， て 

の番ら 外に 記 

すと こ ろな き 

は 疑 2! なり 


り、 親の あくに 入る を、 其の 職に 居ながら、 いさめた だすべ からすと いふに は あら 

、 _  r へん わ，、 ろん い V.: 一. -  ^ 

す。 ここに はふ かき受 用の 工夫 あるべし。 く はしく は、 辨惑 論に 出 之 e 邪知 良智の 

事 下に 是れを しるせり。 

メ  ル トド マラ 

流行 而不， 住 事 

夫れ 明德の 本體を あきらかに するとき は、 たと へば、 水の 流行す るが ごとく、 晝夜 

をと； U 一め す、 日月のお しう つり、 四時のに ゆん くわん する がごと し。 念々 相績 して、 

つ ひに かんだん なし。 我が 自 性の 本體、 七 情の 未 發已發 ともに、 そのみな もと をい 

ふとき は、 ただ 流水のと どまる ことなき がごと し。 水 は 潔白 淸淨の 物 なれ ども、 流 

8  (芥) 

行す る ことと どこ ほる とき は、 ちりた まり、 あくた あつまりて、 水の性 そんじ、 下 

に 泥土と どまり、 水 常にに ごる e 是れ 流行せ ざる 所の まど ひなり。 明 德の理 にこ こ 

ろざし ふかきと き は、 外物 さらに 內に とどまる ベ からす。 內に 一 物 も あら ざれば、 

善惡 是非 こと f  、入れて、 しかも 是れ をと どめす。 道に 信 ある 人な り 共、 若し 內に 

8  ト 

一物 をと どめて 受用 をた さば、 水の ながれに くひ をう ちた る ごとく、 事々 物々 是れ 

： 流行 而不レ 住 事  八 五 


修身 受用抄  八 六 

にか かるべし。 我がお こな ひ をよ しとお も ふ もくひ、 我がつ とめ は 入に すぐれたり 

とお も ふ もくひ、 人の 非 を 見る も.' 我が 是を とどむ る も、 七 情の まど ひ、 是れ皆 一 

心の くひな り。 善惡 ともに 內に 一 物の くひ をうて ば、 物き たりて 是れ によ こた はり 

これにつ ながれ かかる。 かくの ごとく なりゆきて、 つ ひに 流水 ふさがれり。 舉 者た 

だ 此の 一 物の くひ を 見し るべ し。 若し 邪知 を とら へ て 一止 知と おも ひ、 七 情の まど ひ 

にんが  しふち やく けん どん しっと  ^  よくしん 

視聽 言動に ふれて、 人我. 執著 *慳 貪. 嫉妬. 愚痴 •• 欲心の ふかき 人 は、 ながれん 

とする 水 をつ つみ をつ いてせ きとめ、 水をさ かさまに 流す がごと し。 念々 の 非 をた 

く はへ、 人欲の 私に とどまる とき は、 物々 皆 ささ はり、 善惡 ともに 內を ゎづら はす 

べし。 流行の 水と どまる 時 は、 其の 內に むし 生じ、 水たまり かね、 堤 を やぶりし が 

でんばた 

らみを そこな ひて、 洪水と なり、 人家 を 流亡し、 田 白 a を あらす がごと く、 念々 の 非 

をつつ みとし、 七 情の 私 をし がらみ として、 明德の 流行 をせ きとめ 置く とき は、 其 

だい しゅもつ いで か 

の 人の 氣質 によりて、 或は 大病 をう け、 或は 大 腫物 を 出来して、 其の 身 を くるしめ 

叉 は 人欲の 私 を しらす、 邪知 邪見に ほ だされ、 のぞみ をた て、 もとめ を ふかくして 

みた 一 もと 

國家 をう しな ひ、 子孫に わざ は ひ をの こす、 其の 源 は 皆 一 物の 內に ふさがる 所より 


出づ るな り。 かくの ごとく なりゆきて は、 ひご ふの 死 をな し、 死して 天理に かへ る 

力 ラ 

事を不 レ可レ 得。 相 かまへ て 人々 此の所 をつつ しむべし。 流行 は 天理 明 德の受 用、 水 

は視聽 言動の わざな り。 其の わざに ついて、 とど. こ ほる 所 をし らば、 本來淸 淨の視 

;»■ - 1 ' . ,  r>  .  (二  ハク クハキ カク ノ  ト ドメ ヌ 

LIL^K: 聽 言動 なれば、 なん ぞ邪路 にいらん や。 孔子 曰、 逝 者 如， 斯夫、 不 X 舍ニ晝 夜 一と 有り、 

叉 云、 乾 道 不：， 息と も あり、 く はしく は 辨惑論 出. 之。 

一 慢與， 我事  . 

慢と云 ふ は、 高慢な り、 或は 是れ をお ごり 共い へり。 高まん と 云 ふ は、 我れ と 我が 

身を自 讚して、 世に 是れに まされる 事 あるべ からすと おも ふ もの あり、 是れ大 なる 

あやまり 也。 藝能 をなら ひ、 學間 をな す 事、 其の はじめ を尋 ぬれば、 我が身 を あら 

ためな ほし、 人より よく 成るべき が ためなり。 ここ を もって、 なら はざる はじめに 

は、 高まん さらに あらす。 なら ひて 後に 名利 ふかく、 まん 心 ありて、 入の 非 を あら 

ため、 我が 事 をよ しとお も ひ、 人の いふ こと を 信用せ す、 藝能 をなら ふ 共、 此の 意 

あらば、 其の 事 成就いた すべ からす。 ただ はじめて きく 時の こ ころに かへ るべ し。 

一 慢輿レ 我事  七 


( 一 ) 論語： ナ 

罕篇第 n 章に" 

「子 四 を 絶つ， 

意毋 く、 必^ 

く 固 好く、 


我毋. 

づ 


と 出； 
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我と いふ は、 がまんな り、 是れは 心に よきと おも ふ 事 なれ 共、 今まで 我れ 年 ひさし 

く舉問 をいた し、 人に しられた るに、 其の 功 をす てて 人の 弟子に なり、 道 をき くと 

あれば、 ^上の 名利す たるな りと、 我 をた て、 叉な せる 功業 藝能も あらす して、 人 

、 一 一い ひつ- - が 

にお とらじと、 我 をた つる あり。 聖人 も 意必固 我との たまへ り。 萬 事の 用 所、 順逆 

の 境 共に、 我意 を さきだつ ろ こと は、 あく はいふに 不レ 及、 善 もとる にたら す、 これ 

皆まん 心より いづる 品々 也。 君子 は あらそ はすと いへ り。 さりながら、 我が 志 を あ 

ら ためて、 善に うつる あらそ ひ は、 君子の このむ 所な り。 故に 叉 爭ふ所 ありと い へ 

り。 帝舜と 申せし 聖人 は、 大唐 ひろく、 世 ひさしく つづき けれども、 堯舜の 御代と 

て、 ならびなき 明君 聖 主にて まし/ ヽ ける。 その はじめ をき くに、 ただ 問 ふ 事 を こ 

のみた まへ りと 也。 問 ふこと を 好む と 云 ふ は、 人の いふ 所に よき 道理 あれば、 是れ 

を たづね 問 ひて、 その 信實 にかな ひ 給 はんと、 志 ふかくお はし ませり。 孔子 も是れ 

を大知 也との たまへ り。 常の 人 は、 人に 物 を 尋ねな. らふ 事 は、 只 だ 小知 小 見の 者な 

りと おも ふ。 是れ 名利に かか はる 所 ある ゆ ゑな り。 ilE に 入らん 受用 は、 ほかの 毀 譽 

そ 1- リ ほむろ 

に 心 をと どむべからざる 也。 我が 知惠を さきだてて、 物を內 へ不， 入 は、 門 をた て 


關を すゑて、 我が このむ もの を 入れて、 ほかの 物 をへ だて 不レ 入、 かくの ごとき 類 

ろ つ はもの 

は、 世間の 門に して、 小知 小 見の 器 なり。 天下の 大道 大門 は、 往来 自由にして、 

善惡 是非 上下 尊卑、 さらに 是れ をえ らばす、 尤も あとに とどまる 一 物 もな し。 是れ 

一  しゅみ やう  冬 ハク 二  メ ル ヲ 

を 信實の 門と 云 ひ、 是れを 衆 妙 之 門と 云 ふ。 老子 乃 云、 虛 而容， 物と いふ 是れ なり e 

昔 或 大工 ふるき 曲尺 を 所持し ける。 新しき 曲尺 を かひ もとめん がた め、 是れを たづ 

ぬるに、 ー國に 我が 曲尺に あへ る 曲尺な し。 つ ひに か はすして やん ぬ。 後に 人 来り 

て 此の 曲尺 を 見れば、 作法に は づれて ゆがみ もとれる 曲尺な りと い へり。 世間 まど 

ひの 中に ある 人、 皆 かくの ごとし。 ゆがめる 者 を 師匠に たて、 手本と いたし、 その 

人の いふ ことにち がへば、 みな あしきと おも ふ、 これ 信實を しらざる 入の 所作 也。 

たと ひ大唐 にても 日本 にても、 名 だかく 學 ひろく、 せ こぞり て ほめ しるせる 學者儒 

者 にても、 信實 にかな はざる 所 ある 人 をば、 師 とすべ からす。 入の 師 とする 所 は、 

聖 入明德 の本體 也。 辯 舌 あきらかに、 學間 ひろく 共、 心 をみ がき 今日日 用の 信實を 

しらざる 者 を、 師匠に たつる 事、 是れ まがれる を もって 直なる をう しれる 也。 必す 

まん 心 我心 は、 道 を さまた ぐる 惡物 也、 相 慎むべし。 我と まんと は、 二つ あるに あ 

一 慢與レ 我事  八 九 
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ら ざれ 共、 受用 のために 如レ此 しるせる 也。 

有 「i 陰德 1 有 二 陽報 1 事 

.5r:K 德と いふ は、 天理に したが ひ、 義 によって 施 をな し、 事 を 行 ふこと 也。 かくした 

らば 末に 利 あらん、 此のむ くいあるべき かと、 たのむ 心 ありて なす 時 は、 皆 信實に 

あらす。 父母に 孝行の 道 は、. 子と してつと むべき 大理の 自然な り。 主君に 忠功を は 

げ ます は、 臣 として 可, 行 天理の 自然な り。 別に 求むべき 所な し。 我れ はかくの ご 

とく 父母に 孝行 をいた せ 共、 父母 我れ を めぐみた ま はざる と 思 ひ、 自餘の 子より は 

あしく あてが はるる とうらみ、 叉 は是れ ほど 孝行 をつ くせ 共、 -大 道より 別に さい は 

ひもな きと 思 ひ、 叉 我れ は 奉公 を隨分 つとむれ 共、 主君より 別しての 恩賞 も 得 ざる- 

叉不 奉公の 者 も.、 おなじ やうに なり ゆく は 犬 道 もな きかな どと おも ふ。 これ 皆 まよ 

ひふかき 私より 出づる 忠孝の 心得 なれば、 本理 にあら す。 天理 自然の 道 をつ くす と 

き は、 もとむべき 所 もな く、 うらむべき 所 もな し。 ただ 信實 にかな ひ、 今日の 當然 

をつ くす ばかり 也。 此の こころざし ふかき 時 は、 ねが はすして むくい 来り、 名利 を 


もとめす して 名利 あり。 是れを 陽報と いへ り。 金銀 衣食 を かりそめに 人に ほどこし 

ほどこし も，；； 

あた ふる 共、 皆陰德 にかな ふとき は、 施 物の 多少に よらす、 天理に 通じて 其の 陽 

報うた が ひなし。 貧に して 渡世 あはれ なる 者に は 勿論、 家来 を はごくみ、 親類 を や 

しな ひ、 民 百姓 をめ ぐみ あはれ む 所、 その 信實 よりな す は、 是 れ陰德 なり e 供し 理 

にあたら すして、 ただ 一筋に おも ふべ しと 云 ふに は あらす、 金銀 珠玉、 一 錢半錢 の 

ほどこし、 只だ當 然の理 にした が ひて、 信實 をう しな はざる とき は、 不， 求して そ 

ほどこす こ 上 

の 身 わざ は ひ をの がれ、 子孫 長久なる べし。 施 事 山の ごとく 海の ごとくな りと も 

外の ため 利の ため、 報の ためにして、 信實 なき 人の ほどこし は、 皆惡 事と なり、 却 

つて 害と 成るべし。 孔子の 仁、 釋 氏の 慈悲な ど ある は、 叉 物 を あたへ ほどこす をば 

かりい ふに あらす。 辨惑論 出， 之。 

君臣 上下の 間にお いて、 陰德 陽報の 心得、 猶ほ 以て あるべし。 君の 臣を めしつか は 

せぎ やう  いでき た 

るる 事、 主君 は 天に かたどり、 天 道の 施行 を 了簡 ありて、 慈悲 仁愛より 出来る まつ 

じ や tf 

りごと なれば、 末々 までよ しみ 變 する ことなく、 しかも その 內に、 邪 正 あきらかに 

それ/、 の 行有レ 之ば、 一入と して おごりた かぶる 臣下 あるべからざる 也。 臣は地 

一 有 二 陰德！ 有 II 陽報 一事  九 一 
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に のっとり、 地の 1K をのす る 道理 をよ く 了簡いた し、 私 を もって 主君の 氣 にいらん 

とする 事 あるべ からす、 只 だ 主君へ はかくの ごとくした がふ ものな り、 奉公 はかく 

の ごとくい たす 物な りと、 能く 自得して、 君の 御 恩に たと ふべき 物 あらざる と、 ふ 

かく 思 ひ、 私の のぞみ をた てす、 いつまでも 初心の 時の ごとく 心 を 用 ひば、 おごり 

もな く うらみ もな し。 是れ 君臣 陰德 のな す 所 也。 かくの ごとく 信實 ある 時 は、 上に 

して は國 家た ひらかに、 下にして は 身 やすし。 是れ 陽報に あらす や。 しかるに 臣下 

はじめは 奉公 をつつ しみつと むる が ゆ ゑ、 御 恩 も あつく ふかし、 後々 は 其の 身ゐせ 

い あるに よって、 おのれが 才 覺知惠 によって，^ X 此 なりと、 かう まんいた し、 彌. -ょ 

く 心 はふ かく、 御 恩 はう すく、 わすれ やすく、 たちまちに 主君の 寵愛お とろ ふる 事 

おほし。 凡そ 人の 上に、 存じの ほかなる か、 叉 は それほど あらざる かの へ だて はし 

らす、 ゐ きて、 おごらざる もの は、 萬 人の tS: にも ある まじき 也。 この ゆ ゑに- 

命に そむき 身 をう しな ふ。 是れ 1^ 功 をた て忠 をた て、 のぞみ を 本と して 身 を さきだ 

つる 所より いたれる 也。 老子の いはく、 功 成 而不： ^居、 それ ただをら す、 ここ を もつ 

て さらす と ある は是れ なり。 但し 主君の ために 對 して、 我が身に、 ゐ せいの 入る 時 


あるべし。 是れを 私欲と はいふべ からす。 かくの ごとき 事、 志の ふかきに よって あ 

ら はるる 也。 

(爲)  ぶ てう 

叉 年 ひさしき 家来、 病 者に 成る か 年老いて、 主君へ つかへ をな さざる か、 或は 不調 

法なる ものに は、 あた ふべき 祿を うば ひ、 却って これ を 追放いた すたぐ ひお ほし。 

主君 天理に かな ひ、 七 情の まど ひなく、 慈悲 ふかき 所より は、 それん、 の ほどこし 

いふに 不， I 事 也。 かくの ご と く信實 の 陰德皆 陽報 の ある 所 也。 

叉と ぶ 鳥、 はしる けだもの、 水に くぐる 魚、 地 を はふ 虫、 いづれ も 天地の，^; 物たり。 

故に 上代に は 是れを ころす に 法 をた て、 おきて を さだめて 殺生の むくい を 論す。 し 

§  キ ノ 

かれ 共 世 ことに 時 か はり ぬれば、 如, 此 事に をし へ をた て 法度 をな して、 其のむ くい 

をい ふこと は、 皆 事の 末 也。 只 だ 七 情に つながれす、 自 性の 本體を 了簡しての 以後 

は、 その ほど/ \ に 其の 志の 用 ひ あるべし。 たと ひ 鳥 獸魚虫 を ころさす 共、 ：SE 赏の 

殺生 を しらざる 人 は、 信理 にかな ふべ からざる 也。 ただ 物 を ころす は 罪 ふかきと を 

しへ、 义 殺生 は 萬 民の 利な りと いふ、 皆 信 實の所 を しらざる 所より おこれり。 それ 

烏 類 畜類の 死 を くるしむ は、 人間に おとる ベから す。 その 內に 小の 虫大の 虫、 力 も 

一 有 n 陰德 1 有 1 ぬ 報き  .  九 三 
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有情 非情、 其の 差別 あり。 いはん や 人 は 萬 物の 長な り。 しかるに おのれが  一 If のい 

かりにより、 うらみに より、 ただ 我がい きど ほり を 散 ぜんがた め、 これ を 殺生いた 

す 事、 そのむ くい はかる ベから す。 ことに 無理 非道に して、 とがな き 民の 死に 及ぶ 

なげき は、 云 ふに 不, 及 事 也。 天下の ため 義の ため、 人 を やすん する ため、 其の 至 

極の 理 そな はれる とき は 格別な り。 世間へ 對 せる とがな く、 我れ 一 .< のい きど ほり 

のた めば かりに、 民の 死 を おろそかに いたす 事、 天理お そるべし。 或 人の 物が たり 

に、 死人 を を さめて つか はす 棺の桶 を、 死骸 を 火葬いた す 役人、 ひそかに これ をぬ 

すみ、 其の 木 を もって. < の 食 をく ふ はしと いふ 物に こしら へ、 寶 買せ しむと かたれ 

U-  h  む ダ-ん む き 

り 如 レ„^ 事 人の 心無 慚無愧 にして、 物の むくい は あらざる、 因果 はなき などと、 

邪知 ふかきが ゆ ゑ 也。 たと ひ陰德 まで はなく 共、 かくお そろし きふる まひ は ある ま 

じき 事 也。 

勉强而 行事 

人の 生れ 付に、 さま-^ そのし な ありと いへ 共、 大 かたは、 下學 して 上達せ ざれば 


( 一 ) 老子 第 

十 章、 載，， 營 

魄， 抱レ 一 、 能 

無レ 離 乎と 出 

づ 、 解釋種 々 

ある も、 普通 

は 營魄を 迷 心 

i 解す。 ここ 

ほ營を 本性と 

し、 魄を 俗情 

迷 心と 解す る 

が 如し。 載す 

は 身に つくる 

の 意 


いたりが たし。 下擧 とい ふ は、 我が 心お ろかに して 七 情 ことん \ くまどへ り、 七 情 

と 云 ふ は、 喜 • 怒 • 哀. 樂. 愛 • 惡 • 欲 これ 也。 此の 七つ は 人々 そのえん、 其のき 

(現 涯)  ， 

やうが いに よって 出です と 云 ふこと なし。 聖人 君子 も 此の 緣 きたれば、 此の 情 あら 

はる。 さらにと どまら す、 更に もとめす、 ただ 混然た る 一 理 のみ 也。 是れを 莊子も 

せまる にした がふと いへ り。 愚 入は內 にたく み ふかく、 うたが ひの 根つ よくして、 

二 一  (載)  (さ a) 

まど ひお ほき ゆ ゑ、 魄を 本と して 營 をのせ、 知者 は內 くうきょ にして 慈悲 ある ゆ ゑ- 

營を极 として 魄 をのす。 されば、 かざり もな く、 たくみ もな し。 さしあたりて は、 

色 をよ くし 一 百 をた くみに いたす 人と はちが ひ、 すげ なく 愛 あらざる ごとく なれ 共、 

內に 一 物 あらざる を もって、 我れ をた つる 所な く、 道た が はす、 此のと ころに 順逆 

是非 好惡 なし。 一物 を內 におき、 まど ひの 本 あるとき は、 七 情 皆すな ほなら す。 七 

情 は 今日 萬 端の 用 所 也、 只 だ 其の 本 を 無事に 了簡せ しむる ばかり 也。 然るに 此の 受 

用 をな すに、 一 旦に七 情の まど ひ をと く 事 は、 自性發 明いた さすして はかな ふべ か 

にんが  (卑) 

らす。 擧者 かう まん 人我 をす てて、 師の をし へ をき き、 心 を ひきく して、 なりが た 

き 所 をつ とめ、 かんにんい たして、 道に 入る ごとくつつ しみつ とむべし。 是 れを勉 

一 勉强" € 行事  九 五 


< 1、) 第二 十 

章、 素行 は、 

多くの場合、 

行 之の 之字讀 

まざる 習 懢 な 

(二) 論語 藥 

而篇第 H 章に 

「子 曰 、巧言 令 

色、 鮮 仁」 

と 出づ。 又 先 

進篇 第て 十 Ssf 

に 「論 篤 是與、 

S 子 者 乎、 色 

莊者 乎」 と 出 

づ。 色 莊は外 

貌も 飾る の 意 

(三) この 句 

讀 底本の まま 

なり。 上の 心 

は 欲心に して 

下の 心 は 我が 

.3! 心 を 指す か 

古本 大 

^傅 第二 章、 

全集 第 十 一 卷 

一二 六 頁 照 
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强 してお こな ふとい ふなり。 心に 心 を ゆるさす、 大逆 無道の 事 はいふに およばす、 

一 念の 非人 欲の 私、 一 切の 事に ついて、 行住坐臥 共に、 我れ 著す る 所、 とど こ ほる 

物 を 了簡して、 不斷 のうへ において、 すこしづつ も、 つつしみ つとめおこな ひ、 是 

れを ゆるがせに いたす ベから す。 いまだ 修練たら すして、 欲に まじ はり 色に まじ は 

§  (ニニ ハク 〈 ンジテ ヒ  〈メじ 

らば、 おぼえす して その 內に とらけ 入るべし。 中庸 曰、 或 安 行 之、 或 利而行 之、 

或 勉强而 行 之、 及 二 其 成,， 功 一 也。 

道に いらん と 志 ある 人 は、 つくろ ひて なす 事 あやまり 也。 勉强 して 行 ふと 云 ふと は 

はるかに か はれり。 つくろ ふと は、 內に 一 物 あるが ゆ ゑ、 おも はぬ 事 を かざり、 好 

(二)  しょく さう  キ ノ  (一一 一) 

雷 令色 をな す。 孔子 は 是れを 色 莊の ものとの たまへ り。 如レ此 愚人の、 心に 心 をみ 

せて は、 いと はづ かしき 事 也。 父子の 間 君臣の 間、 此のつ くろ ひ を もってな す 忠孝- 

つ とん \ く 害 をな すべし。 信實 ある 人より 是れを 見ば、 其の 內 かくすに たらす。 大 

(肺 ^) 

擧に、 人のお のれ をみ る こと 1 その はいかん を 見る がごと しとい へり。 つくろ ひの 

善、 はづ かしぎ 事に あらす や。 相 かまへ てつつ しむべし。 、 


良智 邪知 事 

良 智と云 ふ は、 明德 の本體 とさら に へだて あらす。 しかれ 共、 知と 云 ふ は、 物に 應 

する 所の 用 所是れ 也。 しかるに 正 智と云 ふ は、 いたき かゆき を おぼえし るた ぐ ひ 是 

れ也。 これ は 聖人 賢人、 知者 愚者 共に そな はれり。 則ち 是れ を良智 とい ふ。 本心 性 

善の 所より 出づ る知惠 なり。 邪知と いふ は、 見事な りと 見て、 其の 下に 邪念 をお こ 

し、 聞きた る 所に まど ひ をた て、 或は 物 をうた が ひ、 或は 物 をす ゐ りゃうす る、 こ 

(策 力) 

れを 神道に は 二見と 云 ひ、 佛 道に は 二念と いふ。 儒道に は 邪知 共、 さくち 共い へり。 

世上の 才覺 たくみ ふかきた ぐ ひみな 是れ 也。 此の 知 ふかき 時 は、 身心 を くるしめ、 

國を うしな ひ 家 を ほろぼす、 その 源たり。 それ 入の 萬 物に 長た る は、 此の 良 智をそ 

なへ たる を もって 也。 學者 よく 心得 ざれば、 良智を きら-ふ ことお ほじ。 その ゆ ゑ は、 

いかり も ある まじき、 よろこび も ある まじき、 其の 情 出 づれば まど ひなり とこれ を 

きら ふ、 大 なる あやまり 也。 物き たると き は 物み ゆ、 何ん ぞ是れ を きら はん。 金銀 

を 見て 重寶 なる 物な りと しり、 うつくしき 物 を 見て 見事な りと 知り、 けつ. こうなる 

一 ，鼓智 邪知 事  九 七 


修身 受用抄  .  ^八 

座敷 を 見て、 きれいなる としる、 是れ 我が 信實 にして、 さらに その 間に わたくしな 

し。 愚人 は 金銀 を 見て 是れに まど ひ、 座敷 を 見て 是れ をね が ひ、 たくみ ふかく、 よ 

くお ほし、 是れ 邪知の たす 所な り。 若し 良智の いづる 所 をき らふと き は、 父子 君臣 

上下の わかち もさら にしる ベから す。 加 様の 所 は、 志 ふかく 受用功 をつ ますして は 

まど ふべ し。 ちかき 比 ある 人の かたりけ る は、 道に 志 ふかき 人 ありけ り。 或は 山の 

おくに も 入り、 或は さとの 中に もいで て、 色々 我が 心の 用 所 を 工夫いた しける。 或 

とき、 人 はなれた る 山野の 人馬の 死骸 をす つる 所 ありけ るに、 ひそかに たどり 行き 

ここにて 一 夜 を あかし、 おそろしく おも ふ 心、 出づる やい なやと、 ためすべく おも 

4,- やじつ  二ろ  (t^.* 

死人お ほき 近所に 行きて 夕日 を まつ。 折し も 野 分め きたる 比 なれば おぎ il  く 

風 身にしみ、 夜もすがら 心 をす まして 居たり。 夜す でに 半 更にお よべ 共、 更にお そ 

るる 心 もな し。 さて は 我れ 受用 はなし 得たり とお も ふ 所に、 うしみ つば かりの 比、 

> ^るかの 山より、 さはが しくな りきた るお とち かづけり。 不思議に おも ひ 耳 をす ま 

あ ひだ  ， 

す ほどに、 あたり すさまじく、 心なら す 立ちて 見 わたせば、 間い よ/ \ ち .f^  、つけり 

ノ  (亂)  しらが  姥)、 

. ^者に かと 見れ いと をみ だせる ばかりに 白髮 はえて 身の たけた かく  うばな 


どやう の 者 あとさきに まちて、 なかに 人の かたち 見 ゆ。 す はや 山う ばか 山び こか、 

おそろしき くまいぬ のた ぐ ひ、 人 をく はへ て來 るに こそ あなれ と、 むねう ち さはぎ 

たちての がれん とする、 その 間の 事 おしはかるべし。 猶ほ ちかく 來る 間、 せんかた 

なくて つくん \ と 見れば、 しし. くまいぬ にも あらす、 さとち かき 農 人の、 いね を 

かりたる を あとさきに にな ひて 來る なりけ り。 さて 心お ちつき、 我が 受用 のたら ざ 

る こと をな げきけ ると い へり。 攀者 かやう の 事よ く/ \ 可 二心 得? ふかき 受ー用 ある 

べき 事 也。 おそろし きとい ふ 心 あり やなし やと 見るべき とい ふ、 是れ 則ち まど ひ 也 

只 だ 平常 無事 なれば、 さらに 別に もとむ ベ き 所 あらす。 

孟子 曰、 口 之 於， 味 也、 ； n! 之 於レ色 也、 .ur 之 於, 聲也、 鼻 之 於, 臭 也、 四肢 之 於 n 安佚 1 

也、 性 也" 有，^ 命焉、 君子 不」 謂レ性 也。 

一 不， 失 n 於 常 心, 事 

常の こころと 云 ふ は、 信實受 用の 根源な り。 物々 において、 其の 當然 の理 あり。 或 

ぢ やく 

はもと め、 或はに くみ、 或は このむ 故、 物々 に 著し、 明德 天理の 常た ちまち にかく 

一 不レ 尖；， 於 常 心； 事  九九 


修身 受用抄  一 〇〇 

る。 ただ 平常 無事 無 物にして 更に 一物な く、 一心の 明鏡 を もって 邪 正 を 明白なら し 

ザん あ// かう を 

め、 君臣 父子 • 夫婦 兄弟 朋友の 間にお いて、 善 惡好惡 のさ さはり ある その 本 を 了簡 

せば、 其の 下 則ち 平常 也、 無事 也。 忠を たて 孝 をお も ひ、 仁義 五常 を專ら にせん と 

いふ 一物 あるとき は、 却り てうら み 出來、 ふそく 出で、 人の 非 を 見、 かう まん 我 ま 

ん あって、 常に かな ふべ からす。 仁義 をと どむ る も 常に あらす、 忠孝 をた つる も 常 

にあら す、 いはん や 外物の まど ひ を や。 萬 物に おいて 萬 物に そます、 來る物 を ふせ 

がす、 さる 物 をと どめす、 水の 流行して 一 日 もと どまる 事な く、 明鏡の 內を てらし 

て不 取不捨 にかな ふとき は、 七 情 自由に 應 じて しかも 無名 也。 かくの ごとき 道理に 

いたる とき は、 欲心 妄 心の 泥 氷 もな く、 仁義 五常の 淸氷 なく、 能く 忠 あり、 よく 孝 

ありて 信實 無住な り。 前にし るす 品々 は、 只だ受 用の 階級 を あら はすまで 也。 法 を 

たて 敎 をき はめば、 ^i:? 理 はるかにた がふべ し。 畢竞 此の 無事にい たらん 事 を こ ひね 

がふば かり 也。 

此の 修身 受 HP 抄は、 更に 人の ために あらす、 我れ 今日の 受用 しばらく も間斷 あるとき 


は、 則ち 好惡 のこ ころ 出で、 善惡の 心 生す。 故に 平常 無事の 心 はるかにと ほざかる。 

こ こ をな げかし くお も ふ 事 ふかし。 時々 の つとめお こたら す受用 をな すべ きがため、 

みづ から 鏡 をた て 置かん 心 を もって 筆に まかせて つづれり。 すべ て 他人の 爲 にあら す- 

か  るが ゆ ゑに、  そしり を も ほまれ を も かへ り 見す、 もとめす、 文字 もさ だかなら す、 

まして 文章 藻 飾の 所 は、 本よりか な ひがたき わざ なれば、 若し これ を 見る 人 も、 只 だ 

信實 無事の 所まで を 心得、 雄 文 高：？ の あざけり をな すべ からす。 

慶 安元 § 年 夏 四月  •  闪ニ友 生 之- HI 書焉 
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牧民 忠告 諺 解 


解題 並 凡例 

牧民 忠告の 著者 張 養浩、 字 は希孟 は、 南の 人、 宋 末に 生れ 元 初に 活躍した 人， であ 

る。 夙に 英才 を 以て 聞え、 擧 げられ て 監察 御史 (鍾 の). 堂 gil 尹 (攝) • 翰林 直舉士 (II 

員). 禮部尙 書 (If). 中 書 省參議 (， は j 等の 諸 官を歷 任し、 何れも 偉功 を 立てた。 その後 

永く 閑居して 出なかった が、 天曆 年間に 陝西 省が 大旱 魅の 際、 特に 選ばれて 陝两行 _f 

中： 爪 ー卽ち 北支 監察 長官と も 云 ふべき 重職に 命ぜられ たので、 勇躍して 任に 赴き、 巧み 

に 難 業 を處理 して 萬 民 を 救った が、 餘り過 勞の爲 に 病んで 任地に 繁れ た。 時に 年 六 卜 

であった。 陝 西の 人 これ を 哀しんで 父母 を 失 ふが 如くであった とい ふこと である。 後 

濱國 公に 追 封せられ 文 忠と諡 された。 これ 等の 事 は 本書の 序文に も 書いて あるが、 以 

て その 人物と 才幹の 非凡な りし を 察する ことができる。 こ の 書 は その 生きた 經驗に 基 

いた 名著で ある。 尙 ほこの 書の 外に 御史 となって 著 はした 風憲 忠吿、 大 Hi となって 著 

はした 廟堂 忠告が あり こ の 書と 合せて 三部 忠告と 稱 して 出版され た 事 も ある。 义训に 

歸田類 稿 二 ト卷も 有名で ある。 

解題 並 凡例  ー0 五 


解題 並 凡例  一 0 六 

牧民 忠吿 は德川 初期に 於て は 相當に 流行し 珍 車： された もので、 四 代將軍 顧問の き津ー 

藩主 保 科 正 之な ど は、 自費出版して 各 大名に 寄贈した と. いふ 事で ある。 故に 當 時の 血ァ 

者で 或は これ を 和 譯し叉 は 講義 を 書いた もの も少 くなかった らしい。 素行 は麼 安三 年： 

二 卜 九 歳の 時に、 幕臣 曾 禰源左 衞門吉 次の 依頼に 應じ てこの 註釋を 書， いた。 山 ャんに 素 一 

行 は、 旣に當 時から 治 國平大 下 を 以て 率 問の 最高 HE 標 とし、 凡そ 政治 上の 事 は 細大と L 

たく 研究して 居た もので、 單に 一 桐の 兵^者でなかった 事 はこれ を て も わかる。 然、 

も 曾禰は 三千 石の 旗本で 評定 衆に 列し 民政の 掛り である。 かかる 地位の 人 か. り 註釋 を. 

賴 まれた とすれば、 素行の 學者的 地： も 相當な ものであった らうと 思 ふ。 少く とも 常- 

時の  界に 於け る  一 異才であった 事 は 想像に 難くな い。 .^〕 もこの 書 は 他人 の^の 忠& 

な 講義で あるから、 學說の 批判な ど はなく、 極めて 穩 かに 特別の 學派的 色彩 を蒂 びて 一 

居ない が、 一般に 三敎 一致 义 は宋學 思想で ある 事 は 疑ない。  -ー 

木 書 の 底本 は 平 戶山鹿 家 所藏 の 素行 自筆 本 で 最 も確實 な ものである。 ^し 牧民 忠肯： 

の 木 文 は、 素行 使用の ものの 外に 二三 種 を 參卡， 'とした。 註に 一 本 云々 と あるの はこ 4^ 

である。 


叉 底 木 は、 素行の I の 外 は句讓 はない が 返點 は附 して ある。 故に 成るべく 底本 

の讀 方に 從 つたが、 字 は 改め、 假名 遣 は 現代 式に 改めた。 ( ) 內は、 編者の 袖纪 。 

である。 


|h 题 1 凡例 


字 


( 一 ) 西 行 

3i 中丞の 略、 

北支 監察 長官 

と 云 ふが 如し 

ニー) 地名、 

今 山 東 省 内に 

あおる 

(： 一 こ 別 著 風 

憲忠 せの 序に 

鄭從 せ甫と あ 

今の 福 

建の 建 安道 

で40 眉が 白 

く なる^の 長 

0 

(六) 彭炳、 

代崇 安の 人、 

終巢 者、 徵さ 

るれ ども 就か 

す。 元亮 集の 

著.？ 

(七) この 天 

alf と 云 ふが 如 


牧民 忠告 一 十篇 は、 故西臺 中：^ へ 張 希孟の 作りて 以て 司 牧者に 吿 ぐる 所、 牧民の 道な 
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高 唐の 鄒從 吉が崇 安の 令と 爲り、 其の 書 を 得て 之れ を 推 行し、 祟邑 大いに 治まる。 之 

れを垂 白の 老 より 皆 言 はく、 生れて 未だ 嘗て 此の 賢 令 を 見ざる なりと。 深山 窮 谷の 民- 

f 五) び じゅ  、六】 

皆 主 を 設け 令 を生祠 し、 以て 其の 眉 壽を祝 ふ。 忠告の 明 効是れ 有る 哉。 他日 從吉、 炳 

に 謂って 曰 はく、 愚、 中 一の  一 二言 を 得て 幸に 多く 罪 を 民に 得ざる は、 皆 中丞の 賜な 

り。 愚敢 へて 獨り 其の 忠吿を (占) 有せす。 願 はく は 刻して 之れ を 傅へ、 以て 中，^ 氏の 

心 を推廣 めん、 子 其れ 爲に 之れ に 序して 可な らん かと。 嗟、 夫れ 希孟は 仁義の 人な り _ 

余 は希孟 を識ら すと 雖も、 余 は 希孟の 仁義の 人た る を 知るな り。 請 ふ 其の 風 烈を誦 み 

(七) このた み 

て、 牧民の 君子 をして 皆 希孟が 肝膽を 知りて、 其の 忠告 を 信ぜし めよ。 斯民 其れ 殆ど 

庶幾 からん か。 希 孟は濟 南の 人な り、 學行風 節 あり、 恆に大 下 を 以て 己れ が 任と 爲し 

歴る 所の 官皆卓 然として 能聲 あり。 御史 たりし 時、 大子を 諫めて 權臣を 劾し、 山岳 を 

^  一  〇 九 


ゆ  二 〇 

動搖 し、 大 下凛然 たり。 南 坡の變 に希孟 大いに 天， 倫の 崩壞を 傷み、 憤を發 して 代へ す" 

r 力)  (二 1  くわん i.- ん 

固より 將に 其の 身 を 終らん とす。 幾 邸 七 命の 終り (また) 起た す。 天曆于 戈の 後、 關陝 

すな は 

大いに 早し、 饑 人相 食 ふ。 希孟 に制誥 して 西臺に 入らし む。 迴ち 蹶然として 起って 曰 

はく、 西 人 餓死す、 此れ H:": 我れ 堅 臥の 時な らん やと。 卽ち 馬に 上り 馳せ 行く。  if 山の 

下に 至り、 則ち 民の 爲に雨 を 祈る、 * 响 大いに 行る。 嗟 乎、 時に 六年旱 す、 而 して 希孟 

そ V- 二 r- つ    * 

惻 の 誠 を 以てし、 一 夕 大雨 を 感ぜし む、 "大人の 際^ 直に 相 遠 からん や。 彼の 六 年^ 

ふらす、 以て 斯 民の 餓死 を 致す 者、 夫れ 人 罪な きを 得ん や。 旣に 西臺に 入り、 力 を^ 

して 飢民 を 救 ふこと、 赤子の 焚と 溺とを 救 ふが 如し。 希孟に 由り て 死せ ざり し 者敏萬 

人に 下らす と雖 も、 然れ ども 方千餘 5- の大饑 にして、 人力 終に 之れ を 如何と もす る こ 

と 末き もの あり。 嘗て 馬より 下り 餓 人と jK に號， んで相 慟哭す。 竟に 憂勞を 以て 疾を成 

して 卒す。 靈車 東に 還る とき 百姓 皆哭 し、 其の 父母 を 哀しむ が 如し。 嗚呼、 希孟 仁な 

る 哉、 牧民の 君子 若し 誠に 希 孟が民 を 愛する が 如くならば、 則ち 何ぞ 古人に 及ぶ ベ か 

ら ざらん や。 然 りと 雖も、 希 孟は寧 を 明かに して 惑 はす、 故に 其の 諸 言行 を 見る に 皆 

龍 然として 仁義の 形な り。 苟も 惟れ 明かなら ざると き は、 己れ 淪溺 十る に 暇 あらす、 


( i  ノ  ^も大 

夫 鍵^が^ 坡 

の； t;;! 所に 於 

て 英ゥム ナで试 せ 

し變 

(二〕  ^順よ 

リ天 ® にかけ 

て. ト .^ 繼承戰 

あり、 遂に 明 

宗 立つ 

ハ ^中陝 

•C 地な 

(E:) 膝 西 省 

内の 名山、 五 

its の 1 


(五) 


fIfO 中 蜜 第 

二十^ • 孟子 

^せ V 上 篇第十 

- 一章 

(六) ^語憲 

間篇第 ra 十五 

章 


(七) この 年 

？ は 先き に 南 

宗 代；？ 古の 

年號 にあり、 

-.i して 後の 至 

元は 元 時代な 

り、 にかく 


尙 ほ何ぞ 以て 民 を 保す るに 足らん。 故に 曰 はく、 「善に 明かなら ざれば 身に 誠なら す」 

と。 民 得て 治まらざる なり。 苟も 明かに して 其の 本 を 持せ ざると き は、 猶ほ 善く 治む 

る 能 はざる なり。 本と は 何ぞ。 敬な り。 語に 曰 はく、 「己れ を 修めて 以て 敬 あり、 己れ 

を 修めて 以て 人 を 安ん す」 と。 是れ 己れ を 修め A< を 安ん する は 皆 敬に 本けば なり。 而 

して 先哲 言 へ る あり。 「敬 は 信に 體し 順に 達する の 道な り、 聰明 容智皆 此れより 出づ 、 

此を 以て 夭に 事へ 帝に 響 ふ」 と。 誠なる 哉 是の言 や。 敬に して 然る 後 以て 王道 を 語る 

(七 J  . 

べし。 後の 至 元 四 年 夏 五月、 彭炳 序す。 


序 
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拜命第 一 凡六條 

國司. 郡 代. 奉行 人 其の 外惣 じて 物の つかさた る 官職の 仰せ を 承る を拜， 命 と 云 

ふなり。 此の 下に 其の 官職に そな はる 人の 心 持 をい へり。 

ルレ ヲ  レ 

〇 省レ己 と 云 ふ は、 己と は 私の 心、 えこひいき 邪氣 私欲す ベて 一心の 外に 惑 ふ處ぁ 

る を さして 己と いへ り。 省と 云 ふ は、 人の 心 七 情 あらす と 云 ふこと なし。 七 情 ある 

とき は、 私の 心 きざさす と 云 ふ 事 あるべ からす。 故に 其の 事々 に付きて 私 あり ゃ義 

にあ たれる やと、 本來 正直の 心に 立ち か へる ごとく 心 をつ くる を 云 ふなり。 

ルノ  ムネ ヌラ ミヨ リテ ノ  ァ クルト コノ  ；ー  モシ V；  ノ ヲ  リノ  ノ  ダ 

命 下 之 曰、 則拊， 心 自省、 有，！ 何勳^ 行 能； 膺， 1 玆 異數； 荀耍， 1 其 處祿； 假ニ其 威權； 惟 

ナシ ガヲ ナケ レバ フ ュルヲ 二 

濟ニ己 私； 靡 , 思 レ報レ 國、 

0$ 一  一一  七 


牧民 忠告 誠 解卷上  一 一 ハ 

1K ふ 心 は、 人の 司た るべき 仰せ 下る の 日、 先づ 我がみ づ から を かへ りみ べし。 我が 

ン ノ 

きにす ぐれた る才覺 •  くんこう • 行義 • 藝能 あるに あらす、 しかるに 如い 此 なる 官 

觀の數 に そな はる 事、 國恩 あさから す。 かりそめにも 俸祿 をむ さぶ り、 官職の 威勢 

, ？んぺ おい を假 りて、 我が 私の たのしみ をな し、 萬 事 正しから ざる 事 多くして、 大下 

國 家に 對 して 忝な き 官職の 恩賞 を 報す る こと を 思 ふこと なくん ば、 其の 罪 必す大 な 

るべ し。 . 

天監 伊邇、 將， 不二 汝容ハ 

云 ふ 心 は、 我が 心の 私 は 我れ ひとりし りて， 一 偏く 人の しらざる ことと 思 ひて、 ひそ 

かに 私 を なすこと ある もの 也。 1K 理 人心 本より へだてな きを 以て、 善悪の 心 則ち 天 

こ *a す。 ここ を 以て つ ひに は 大 理を そむく とき は、 そのむ くい を 不レ受 と 云 n こと 

あらす と、 不斷心 を 持ち、 天の かんがみ これちかし、 私 あるとき は、 是れを 許容な 

しとい へり。 

ノ ケ- ァ ノ丄メ リノ ゾ ゥケテ ノ  ノ ム t- シクス ノヌ レ ハチ セン モ  -ヲ， f. セン 1- -ノ  fi!) 

.11^ 受 二人 直 1 而怠二 其 エー 儋ニ 人爵 1 而曠 M 其 事 一 己 則 逸矣、 如 二 公道！ 何 如， 1 百姓 Ifr' 

(二  ) 

と は、 大 節の 官職 俸祿 をう けて、 その 事に おこたる は、 たと へば、 大工 番 匠の 人の 


やと ひ を 以て その あた ひ を 受けながら、 其の 業に 怠る が 如し。 私 を 行 ひ 欲 をた かぶ 

り、 邪義を 成さば、 必す 畢竟 我れ 一 人の 榮華 安樂 を 好む にあり。 一 人 は 安樂に こそ 

あらめ、 お ほやけ の 御た め、 百姓 萬 民の 我が 私に よって 苦しむ は 多くの 害の なる 處 

たりと 云ふ處 を、 不斷 心底に さしはさむ べしと ぞ。 

.... /ヘン  一一  3  ル .ノ 

〇 克ニ性 之 偏, と 云 ふ は、 うまれ 付の 我が 性に、 たらす、 人より おとれる 處有， 之 も 

の 也。 是れを 可 一一 見知 一也。 偏と は、 かたお ちて 中道なら ざる こと 也。 まげて かたお 

つるに は不レ 有と い へ ども、 生れ 付きて 氣 質に 必す 我がす ける 處に かたお つ る 事 あ 

る 者 なれば、 これ を 守りて 其の 偏なる 處を 除き 棄っ べしと 云 ふ 也。 克と云 ふ は、 敵 

に克 つの 克 つと 云 ふ 心 也。 偏 邪 は 心の 敵 也、 此の 敵に 克っ事 可レ爲 ニ大節 一也。 

レ ボス 11  レカ ラン セ クダ  ノ  リル ジカラ モシ ィテ ノ  I 一  トス ル  ク ラカチ ムル トキ ハ 

夫 及, 物 之 心、 人 孰 不, 有、 第 材質 强劣 有， 所 1 不：， 同、 苟卽ニ 其 所,， 短、 而 痛自克 治、 則 

トメク キ ヲサメ トメ シ ル チラ 

食 無， 難， 爲、 事 無 n 不：， 集 者 1 也、 

云 ふ 心 は、 官職に そな はれる. < は、 物 を 救 ひやしな ひ、 正路 順 道に いたした きと 云 

. ふの 心 は、 たれ か あら ざらん や。 只 だ 其の 材知氣 質の 賢愚、 知 不知の 生れつき によ 
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牧民 忠告；^ I 解卷上  •  ニー 〇 

つて、 その 行 一 つなら す。 然れ ども 少しの 事 も 我がたら ざる 所、 知の 必 すかた おつ 

る處を 知りて、 つよく 是れを 戒め 退治せば、 たと ひ 生れつ ける 氣質 もな ほらす と 云 

ふこと あるべ からす。.^ レ此に 心 を 謹まば、 官職 を さまら すと 云 ふこと なく、 其の 

事 あつまりなら すと 云 ふこと あるべ からざる 也。 

2)  <ど<  她緩 あ： 浮 率 牛 (あ、 ま so^. 之 以 -1 大體ー 苟不 

〈カラ ヌ ズル モッ。 ハラ ウテ レノ 一一  ス レバ ルけ ，，， シ , ル1, ゝル r^,r  ，ご、 

レ度 レ所レ 任、 一 循ー 一己 之 偏 一而 處レ 之 鮮レ有 一一 不レ 敗者 1 矣 

广  §  > に， vr ャ 

云 ふ 心 は、 弛緩と は、 心 ゆるく して 事 はやく 不レ 調、 公事 訴 詔の すみやかに 決藹可 

,11^も、 おこたり、 心なが くして、 もと ほらざる、 是れを 弛緩と 云 ふ 也。 すみ や 力た 

るべき 事のと どこ ほる は、 人の なげき 國 のうれ ひ 也。 その 役 入 わざとな 力く V たす 

に不レ あ、 生れ 付きに よって 自然と 如レ此 なる 事 あり。 是れ をつつ しむ は敏を 以てす 

べし。 敏と は、 さとく 速 かにして 滯 なから しむる こと 也。 物 ごと 速 かなれば 必す疎 

夂 " こ， 至り やすし。 故に 理 にさと くして 速 かなる ベ しとい へり。 浮薄と は、 知惠 あさ 

くして かる- i\ しく、 德 うすくして 心 定まらざる 生れ 付 也。 これ をい ましむ るに は 

にに. れ 莊を 以てすべし。 莊は 心信實 深く、 重り かにして みだり ならざる 事 也。 率 略と は、 


そ さう にして こまやか ならす、 理をー 偏に 取りて 深く 慮らざる 生れ 付 也。 如, 此生 

れ 付の 人 は、 我が 胸中に 浮ぶ 理 斗り にして 立歸 りて 考 ふる 處 なし。 故に 是れ を戒む 

るに は詳 ならしむべし。 煩 i 可と は、 詳 にせん とする 時 は 叉 ゎづら はしく、 不 t 入^ 

を せんさく 吟味いた す 事 多し。 故に 此れ を戒 むる に 大體を 以てすべし。 大體 とは理 

の 大體を あきらめて 其の 末 を はからざる 事 也。 如, 此の 事、 奉行 • 有司 は 我が 心 を 

勘辨 せしめ、 其の 心の 失 を 退治いた す 事 本意 也。 若し 我が 官職の 重き を はからす、 

,A 力-フル 

己が 私の 偏にした がうて 政 を ことわらば、 必す 敗れざる こと 不, 可, 有 也。 

ノ矛ビ ツルヲ ブ ナ. X シ カハヲ  ノ 十リ 

古人 佩， 弦 佩.， 韋、 亦皆此 意、 

^  ,ヲ  (1 二) 

S 春秋 晉  云 ふ 心 は、 佩レ 弦と 云 ふ は、 昔し 董安于 といへ る 入、 常に 心 ゆるく して すみやかな 

の 人 il; 丁の 

らす、 これ を戒 むる に 常に 弓の 弦 をお びて 心 をつつ しめり。 叉 西 門 豹と いへ る もの 

(3) 戰國魏  SW 

の 人  . は、 生れつき 短慮に して 物を甚 しくき はむ 故に、 常々 我が 心ながら 是れ をつつ しめ 

(臨)  § 

ども、 必す わすれて 事に 望み 急なる 事 多 かりければ、 をし か は を 我が 帶 におべ り。 

をし か はとは 皮 を や はら かに したせ る 也。 心の ゆるやかなる 如くと て 如, 此戒 をな 

せりけ ると ぞ。 古人 如：， 此に 我が 心の 非 をつつ しめれば、 以來の 人 も 此の 心得 ある 
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ベ しと ぞ。 

ノ  ム で ， ./  ノ ゾンギ --- ルハ ァー； -  ル + ヅンデ 一一  ルニラ ク -フ ムル 1?;-. 

今人 往々 讀> 言 無，， 益、 官不 X 才者、 皆 由 下^  二 於 習； 而不. 1^ 知 二 痛 自克治 1 故 也 

云 ふ 心 は、 ^人 寧 文 をな し 書 を 博く よめる も、 官職に 至りて は 曾て 才智 不レ 出。 こ 

. れは 文字 を 覺ぇ書 をよ む 斗り にして、 我が 心の 非 を 改め 惡を さる 如く 致さざる が 故 

也。 舉者心 を つ くべ きこと なり。 

〇 戒乂  1：：； と 云 ふ は、 貪欲と て、 物 をむ さぶ りね がふ 事 也。 しかれ ども、 欲 は 人 の 

なくて かな はざる 物たり とい へど も、 理を 背いて むさぶ る 事 これ 私欲 邪欲 也。 有司 

奉行 必 すつつ しむべき 事 也。 その わかち を 論ぜる 章 也。 

シリ  レ fti  .K チノ  ヲ  ルノ  ト  ク  ノゾ -ー ケヲチ rtv サム ノゾ 

普 犬 率土 生. < 無， 窮也、 然 受ニ 國寵靈 1 而爲ニ 民司牧 1 者、 能 幾何 人、 旣受レ 命以牧 r 斯民 1 

矣、 而 不レ 能に 寸ニ 公廉 之心ハ 是 不二 自愛 1 也、 寧不 n 爲：^ 世 所 U 誚耶、 

云 ふ 心 は、 犬 地の 間 生 民の 數 其の 限り あらす。 しかれ ども、 國司 * 奉行 • 有司と な 

り、 人の つかさ を 致す もの、 其の 數 いくばく ぞゃ。 まことに ゎづ かの 人數に 人り て 

(冗 力)  ru, 

斯民を やしな ふに、 私な くお ほやけ にいた し、 むさぼら すして 直になる 心 を 守る 事 


不レ叶 もの は、 身の 滅 する を 不レ 知、 一旦の 利欲に ふける、 是れ 自ら 我が身 を" 愛 

也。 ^の そしり を 不ぃ受 と iK ふこと あるべ からすと 也。 

ャ  ィ ヤシ ャ  ク n クイ クバ ケゾ ノ  ノケ ィガケ  マ テ ーフ ス  クビ ハ  ンデ へ ゾムキ  二  ハノ： -ン /  メ 

況 一 身 之微、 所， 享 能 幾、 厥 心 溪壑、 適以 自賊、 一 或 罪 及、 上 孤ニ國 恩； 中^ 二親 辱 一 

ハム  ヲ メ  ハチ：：' マ ハチ ヲ VI- クトヒ カサヌ ，、- ヲ  ラ チ フニ  ノル キセッ  ヲ  ヨリ ハノイ クマ， 一 

下 使 卞隣 鄕 朋友 蒙レ詬 包. i、 雖二任 累ニ 千金； 不， 足 一一； 以償ー 1 一 夕 線紲之 苦； 與ニ其 戚ニ於 

已敗； 易 ：1 若嚴 n  . 於 未然； 嗟、 雨有官 所：， 宜ニ 深戒； 

云 ふ 心 は、 一 身の 欲の ために 貪る とい へど も、 身のう くる 處ゎづ かの 事 也。 此の 身 

の 安樂 は 少しの 事なる を、 深く 邪欲 を かまへ て 自ら 身 を そこな ふ 事 あり。 自 賊レ」 は 

身 を 愛する とて 却って 身 を そこな ひ 心 を 苦しむ る こと 也。 若し 貪欲の き はまり、 其 

の 科 その 身に 及ぶ とき は、 上は國 家の 重恩 を も 背き、 先祖 父母 兄弟 妻子に 其の惡 名 

ひ 2 ろ 

をの こし、 一 鄕 一 在所の 我れ を しれる 朋友まで、 日 來の惡 事 を か ぞへ恥 を あら はす。 

ク ノ  >\ さ 

如レ此 なれる 後 は、 たと へ 千金 を累ね 置く と 云 ふと も、 一日の くるしみ を 免れ 惯 it 

べきに たらす。 ここ を 以て 見れば、 罪科 惡 名に 及んで 傷みな げかんより、 兼 曰に 分 

別 を 加へ その 貪欲の 不, 出 やうに 戒む るに しくべ からす。 奉行 有司 深く 戒め 思 ふべ 

しと 也。 
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.^ハシクヒロクク  ク 

〇 民 蛾不, 宜， ー泛 授, 云 ふ 心 は、 民の 司たら しむる 官職 は、 能く 其の 人 を えら. びて 町 

カラ 

レ授、 ひろく 不, 可， 授と云 ふ 事 を 論ぜる 也。 

今 選， 官者、 大率 重， 內 而輕， 外、 殊不, 知 漢宣帝 所，： 以富 C 民、 唐太宗 所，！ 以家給 人足； 

二)  W い 加 皆 由， 重 M 牧民 之 長 一 故 也、 嗚呼、 牧民 之 長 其 重 若：， 此、 乃 泛焉而 選、 而授、 奚爲 

減  二 1  ( 二) 

15 ぼん や 不一 ー是盧 一也 哉、 

云 ふ 心 は、 今の 牧民に そな はる.. < を 撰ぶ に、 大方 內官 をば 重んじて 外官 をば 輕んぜ 

り。 內官と は京官 也。 京 官と云 ふ は、 主上 天子の そばちかく i 吕仕 をいた し、 みやこ 

に 居て 事 を さばく 官人を 云 へり。 外官と は、 國司 • 受領の たぐ ひ 也。 國 司と 云 ふ は、 

いづれ の國 にても そのつ かさと 成りて 國の政 をな し、 百姓 を 撫育いた す官人 也。 受 

領と云 ふ も國司 同前の 事 也。 たと へ 一郡 二 郡 にても 代官 • 目 代いた すの 職 皆- 《ん領 な 

り。 內官は 京に 居て 天子の 守護いた す ゆ ゑに、 重職な りと して 是れを えらぶ。 外官 

まつりごと 

はゐ なか へく だり、 所々 を 政 する ゆ ゑに これ を かろんす。 是れ大 なる あやまり 也。 

昔し 前 漢の宣 帝と 申せし みかどの 時、 遠國邊 土に 至る まで 百姓と みさかえ、 國に娥 


李の 民な く 治まりし も、 叉 唐の 太宗の 御宇に 一 斗の 米 を三錢 に： か へ 、 戶を ひら いて 

臥す といへ ども， 盜賊內 に不， 入 ごとく、 百姓，^ ん ぬいた せる 政 も • 皆 是れ民 を や 

しな ふ 司 をよ く 撰び 用 ひ 給 ふが ゆ ゑ 也。 民の つかさ 其の： H 置 政事 あしき 時 は、 一 國 

ため t 

皆う、 りみ を 含み、 事の さわがしき 時必す 敵と なれる 事 其の 様 多ければ、 民 を はごく 

シ ノ  ひろ 

む 官職 その 重き こと 如； -是。 しかるに せんぎたら すして 泛 くえら び、 道理に くらく 

してむ ざと その 役を授 くる は、 遠き 慮りな きが 故なる べし。 

〇 心 誠愛レ 民 智無レ 不ぃ及 云 ふ 心 は、 信實 より 心に 民 を 不便に おも ひいと しむと き は 

智惠 のと どかざる 事 は あらざる もの 也。 政に その 作法 あしく 短才 愚 闇なる は、 信に 

民 を 愛せざる 故 也と 云 ふこと を 論ぜり。 

赤子 之 生、 無， 有 一 1 知識； 然 母， 之 者、 常 先 J 思 得 二せ ノハ 所- A 欲焉、 其理 無， 他、 誠然 而已矣 

:i 生. 愛、 愛生， 智、 惟 其 誠、 故 愛 無 X 不：， 周、 惟 其 愛、 故智き レ不レ 及、 吏 之於レ 民、 與 

レ是奚 異哉、 誠 有 二 子， 民 之 心.； 則不， 患 M 其 ォ智之 不！， 及矣、 

云 ふ 心 は、 人の子 二三 歳に いたる まで は、 一 百 かな はす、 智識 あらざる が ゆ ゑ、 心に 
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欲する 所 言に 出す。 しかれ ども、 子の 母 常に 子の 意より さきに 如レ此 あらんと、 そ 

のね が ひ を 察して やしな ふとき は、 皆 赤子の 心に かな ふ。 是れ 別な し、 子 を 愛する 

信赏の 至極、 自然と 相 通す るが 故 也。 誠 ふかきが ゆ ゑに、 愛する 事 深 S 也。 愛する 

こと まこと 有る とき は智 おの づ から 生す。 ここ を 以て 誠 あれば 愛 あまねく、 愛 あれ 

ば智 よく 及ぶ。 吏 官の民 を 治む る 事 これに か はるべ からす。 故に 古人 民 を無吿 とい 

へり。 無告と 云 ふ は、 心に 思 ふといへ ども、 たれに これ を吿 ぐべき すべ を しらす。 

いやしき しづの をが 云 ふ 事 は、 云うても 人の とりあぐ る 事な き なれば、 心に 知り 思 

ふば かりにて、 口に 出す こと あた はざる ほどに、 無吿 といへ り。 民の つかさ 信實に 

民 を 子の 如く 愛する 所 深切なる において は、 其の 身 才智たら ざる 事 を 患 ふべ からす 

と 也。 凡そ 天下の 萬 事 その 思 ふ 所 深き 時 は、 志の 至る こと 切なる が ゆ ゑ、 才覺 智謀 

不」 出と 云 ふこと なしと ぞ。 

〇 法律 爲， 師 と 云 ふ は、 法 は 古法 也、 律 は 古人 さだめ 置く 所の 作法 罪科の 品々 を か 

ける、 是れを 律の 書と もい へり。 如レ 此の もの を 手本に さだめて 今の 政 を 聞く とき 


ぜ b あ 相 夫 帝::: 
ら 高り t  、のリ 

る 平 、な 次 時 
侯 功 b い 御!?! 
に に 名 で 史 
封よ 祭丞大 お: 


は、 越度 あるべからざる 事 を 論ぜり。 

ハシテ  ヲ スト  〔ニガ  ノ クカカ リシ  二  〈  ノ  ケ レバ  ルナ  ソ ンデ 

吏人 蓋以ニ 法律 1 爲， 師也、 魏相 所，， -以 望隆， 1 當世 1 者、 漢家 典故 無， 所， 不， 悉也、 凡學 

フル ハ  11 ハキモ  ヨリ コノ カク ノ  ノ  ラク  ス  リテ 一一 コヒ ネガ ハク ハ ル  li 

仕 者、 經史 之餘、 若， ー國朝 以来 典 章 文物 一 亦須ニ 備考 詳觀； 一 曰； 入 vtBT 庶 不 T 爲ニ 

俗吏 1 所.；， 迁也、 

云 ふ 心 は、 物の つかさ 奉行 人 は、 古法 古 律 を 師匠と いたす 事 干 要 也。 前 漢の魏 相と 

い へ る もの、 政 をき き 夭 下の 事 を 奉行いた せる に、 あやまり なく、 事 分明に して 滯 

りな かりき。 是を 以て 宰相 執 權は魏 相が 如く こそ あらめ と。 當 時の 人 是れを うらや 

だめし  ， 

む。 其の 魏相 は、 漢の 世の 政、 上代の 例 • 式目 • 古典 を 詳に覺 えて、 事に あたりて 

i  ft) 

は、 古法に これ を 合する 故、 私なる 事な かりき。 凡そ 學文 をな して、 みや づか へ を 

成す の 類 は、 尤も 六 經史學 の 道 を わき ま へ 、 其の後 當 家の 先例 . 古法 • 風俗 • 公事. 

訴訟、 歷 代の さばき 文章 • 律 書 等 つぶさに 是 れを考 ふべ し。 如 X 此は 奉行と なりて 

も 人の あざけり をば受 くべ からざる 也。 

上 任 第二 凡六條 
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云 ふ 心 は、 奉行 • 守護 • 目 代と なりて、 その 國 その 郡に 至れる 初め、 其の 仕置 を 

なすの 作法 を 書きた る篇 也。 

〇 事 不一 ー預 知, 難， ー以應 t 卒 と 云 ふ は、 惣 じて 何事に よらす、 前方より 思量 ある 事 は、 

卒の 用事に 則應 する もの 也。 守護 • 目 代 兼て 其の 圃俗 やうす を 知りて 後に、 其の 國 

郡に 至りて は、 政 すみやかに 應 すべし。 預 知と は、 まへ によく 其の 事 を はかり 知る 

事 也。 

I, ん，, せ^ 境 一 民疫輕 重、 吏 弊 深淺、 前官 良否、 强宗 有無、 控訴 之 <; 多與レ 寡、 皆 須ニ盡 

7  7>  ノミ 一 尸  二  メルレ ヲヲ  リノ ヲンル シノヲ  ゾ. ノヌ  ルヌ 

レ心 詢訪, 也、 至 則 遠 居 二 數舍ー 召 二 掌^ 者； 語 二 其詳； 疏ニ 其概； 先 得-一 其 情 一 下， 車 之 

• ン/  へテ 一" サグ ユン モト ョ リク  フ ^  -フ バニ  クヲ  リ rtc  二  フレハ 

日、 ぉ考 以斷、 若 素 ■ 無レ 所， 備、 卒然 至い 部、 聽 k 之 際、 百姓 聚觀、 一 語乖 張、 則 

4^"ぁ闕^^： 仏ル、 ^nli 動、 尤 在- 1 厥 初； 初 焉無 1 ュ 以厭ニ 服 其 心 一 後雖. 有 k 亦 

二  .k  ノノ  7  Z ペ ーフ  ケテ ノ ヌ  ァ ケノヒ ヲ サム トモ レヲ ナリ ド  ンク  二  ノム  7  メ ハ 7 

一き 1^ 不， 然、 受 二其訟 1 而翼 日理レ 之 亦 可、 殆不 A 宜 1. 輕卒應 答 使 *  士民 失.？， 望 也、 

モッ， チ セン  リフ 

云 ふ 心 は、 我れ 守護 • 目 代いた すべ き國 郡の さか ひに 入る 時分、 民の つかれ は輕き 

か 重き か、 此の 前の 吏官、 政の 深き つ ひえ 有， 之 か、 政よ くして つ ひえ あさかり け 


るか、 在家 村里の 內に、 うで だて をいた し、 我意 をた つる もの や ある、 或は 富貴に 

して そのした しみ 多く、 地頭 • 目 代の 下知に つきかぬ る もの あり やなし や、 叉は控 

し おき 

訴之 人と は、 國 により 所に よりて、 公事 訴訟 を このみ、 先の 目 代の 仕置 を か はりめ 

に、 變 じて 訟を 仕り、 それに 親しき 衆有レ 之て 公事 を 取り たてさす る 輩の 多き か少 

きかと 云 ふ 事、 皆 心 をつ くして よく 所の 久しき 者な どに とひ 知る 事 干 要 也。 如レ此 

義を 前方に よく 知りて 後、 さて 奉行 その 所に いたって、 先づ 在家と ほき 所に おちつ 

き、 所の もの 叉 は 我が 下司な ど をよ び、 所の 仕置 をつ まびら かに かたり、 此の所 は 

如レ 此の 風 地なる ベ しな どと、 その 大概 を敎へ つけて 各， -に 得心いた させ、 所の もの 

の 心 を も 知るべし。 其の後 その 在家 城 地へ 入りて、 則ち 前々 とど こ ほれる 公事 訴訟 

こと.，^ くま じへ 考 へ て是れ を決斷 すべ し。 如, 此 心得 あらす して、 前より そな ふる 

こ ともなく、 卒爾に 所 へ いたり 訟を きくと き、 百姓 どもお ほく あつまり、 守護 • 目 

代の 申 分 仕置 決斷、 一言 も理に そむき 民の 我意 をな さし むれば、 以來 まで も あざけ 

り を その 所に のこすべし。 況ゃ 在家の 民の 心 は、 少しの 事に 動じ やすき もの 也。 初 

めに 決斷を 明かに 私^く いたす とき は、 民 恐れて 末まで 其の 人の 下知 をき くもの 也 

上 任 第二  一  二 九 
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初めに 民に あなどられ、 民の 心 を 服せ しめ ざれば、 末々 よき 事 ありても 信用せ ざる. 

事お ほし。 然れ ども 當 座に 決斷 して は、 理の 分明なら ざる 事 も可レ 有い 之と 存ぜ ば、 

訟を うけて 翼 曰に 決斷 しても 可也。 早く 事 をな すべし とて、 そこつなる 事 を 申し出 

し、 諸 民に さて はこの 人は奧 深き 事 も あら じな どと 思 ひあな どらる ベ からすと 也。 

〇 受レ謁 と 云 ふ は、 所に 久しき 下 代 • 下司 叉 は 所の 名主 • 百姓な ど 出で て 守護へ 肖 

みえ  - 

見 をな すと きその 心得の 事 をい へる 也。 

/  セバ  カー ノ  トメ カル  タ グイへ  ヅ テリ  ヲ セラ ルノ  ヲ ノ ギィレ 二 ス 二  ス 

諸 執事 參謁、 不, 可 r: 默然 無二 一  言； 第 曰、 誤 蒙 ニ國恩 1 託，！ 鼓 重 寄； 芒レ背 汗， 顏、 期 

與ニ 諸君 ー滌レ 慮洗レ 心以宣 * 大化上 也、 汝或余 違、 國有ニ 常憲ー 非レ 所ニ敢 私； 諸君 其愼， 之、 

諸，' の 執事と は、 其の 所に 前々 より 有レ 之、 萬 事と り 行 ふ ものの 事 也。 左様の もの- 

來 りて 當 守護へ 對 面のと き、 守護 默 然として もの を もい はすして は あるべ からす。 

しかれば とて、 一 百 多くい ふ も 不レ入 事 也。 只 だ 我が身， 誤りて 國の 守護と なり 如レ 此の 

(一) 芒  大事の 政 をぁづ かれり、 知 惠發明 は あらす、 ひとへ に 背に のぎ を いれて 身 をいた め 

顔に 汗をかいて 此の 事い かが 有らん やと 思 ふ 也、 以來 各." と 申合せ、 たが ひに 心 を 


明かに すすぎ あら ひ、 萬 民 を 撫育 せんと 存 する 斗り 也。 たと へ 各，. なりと も、 予が 

云 ふ 所の 下知 法度に 相違 あらば、 急 度 先代の 法に まかせて 可 二 申 付； 少しも 私 ある 

ベから ざる 間、 諸事 を 慎みつ とめられ よと、 如， 此可 一一 申出 ぺ 是れ にて 諸人 も 崇敬し 

法 を 大事に かくべ き 也。 

ムルハ ヲンム ルガ ヌ  ち ひ 

〇 治レ 官如レ 治い 家 と 云 ふ は、 我が家 は少 さく 國郡 は大 也。 大を 治む る こと 家 を 治 

お 5 よ  ルズ 

むる に ひとし かるべし。 大凡 そ 我が家 は、 人 ごとに 大方 不， 治 もの は あら ざれ ども、 

園 郡に いたりて は 心 怠りて 治 及ばす。 故に 治, 官如 X 治, 家と いへ る、 その わかち を 

かける 也。 

ムルハ ヲシム ルガ 7  ナ リノ 7 シへ  シ  へつ ニグ  ト  ナ" 二 ル  レバ 

治- 官如 レ治レ 家、 古人 嘗有 ニ是訓 ー矣、 蓋 一 家 之 事、 無二 緩急； 巨細 皆 所 レ當レ 知、 有レ所 

よく？^ す  ルーク チル  ル 了- フ  ャ  へノノ チリ マル キ ショウ ジョノ キ  ノキ サ. ワク ワイ ノ キ 

不レ知 則 有 レ所レ 不レ治 也、 况 牧民 之 長、 百責 所， 叢、 若ニ庠 序； 若ニ傳 置； 若 二 倉瀹ー 若 一 I 

レイ ゴノ  ャ 「ゥ キヨ クノキ  ノ  ゾノ  ル  ダン  ミ  ヲ ハカ リヲ ャプレ タル ハフ キ レヲ レタ ハ キヨ クシ 

囹圄； 若 二 溝洫； 若 二 橋 障； 凡 所い 司 者甚衆 也、 相， 時 度， 力、 弊 者葺 X 之、 汚 者 潔 

,  レヌ フサ ゲ. ^ハ 卜ホ シレヌ ケ クル ハヒ レヲ モト ノ キ ルハ  スレヌ シ フガ  ル ハマー ソゾ ランガ 二 

レ之、 壞 者疏レ 之、 缺 者補レ 之、 舊所レ 無 レ有者 經ニ營 之； 若， 曰 T 彼 之 不：， 修 何預ニ 我事 ハ 

(三) リル 1 ク ンデ ヌカ セント ノ クビ ス H- ハ  (if.) ル  ノへク  ハ  モレ パサノ 

(三) 1 本 息 瞬 夕 代 去、 自苦 奚 爲： ：； 此念ー 萌 則 庶務 皆 隨矣、 前 輩 謂、 公家 之務、 一 毫不， 盡ニ其 

上 任 第二  ニー 二 
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心.； 卽爲ニ 苟祿； 饞二罪 於 天 一 

云 ふ 心 は、 國郡を 治む る 事 一家 を 治む るが 如しと。 古人 此の 敎有， 之。 凡そ 一家 は 

少しの 事な りと い へ ども、 大小と なく その わけ をし り、 急なる 事は不 レ及レ 謂、 ゆる 

やかに なすべき 事 も、 家主 まづ これ を 尋ね 知るべし。 その内に-如 レ 事 あれば、 則 

不レ 治、 況ゃ 人の 長、 民 を やしな ふ 司 は、 あらゆる 六ケ敷 事の、 その 身 一人に あつ 

まる 事 也。 たと へば. 序と 云 ふ は、 國 郡に 學問所 をた て 置き、 在家に 富貴なる もの 

あらば、 その子 や 弟 叉 は 貧民に も、 子弟の ただに あそび をる もの をば、 件の 率 文 所 

にあつ め、 所に あらば 勿論、 所に なくば 京 家より 一 人 招請して 師匠と さだめ 學文を 

はげます。 その 學ぶ 所を庠 序と いへ り。 叉傳 置と は傳 馬な ど をた て 置く いへの こと 

也。 倉」 嫁と は 兵粮 道具 を いれお くくら 也。 nil と は 罪人 を いれお く 所の ひとや 也。 

溝 洫とは 田地の さか ひ 井 みぞの ある 所、 叉 は町屋 在家の みぞ ほり 等の こと 也。 橋 陣 

と は 河に 橋 を かけ 渡り をいた し、 つつみ 川よ けな ど をいた す 事 也。 以上 この類 は 公 

義 よりいた す 普請なる を 以て、 相レ 時て 百姓の ひまのと きをかん がへ、 叉 民の つか 

れを はかりて 右の 類の 家に やねの そこねた る をば ふき かへ 、 汚れた る をば さう ぢレ 


ていさぎ よくいた し、 みぞ^の うまれる を さらへ て 水 を 流し、 橋つつ み 川よ けの 破 

損 を 修理いた し、 叉 は先規 より 無 レ之云 ふ 共、 ありて 可レ然 をば いとなむべし。 加 様 

の 仕置 をいた すに は、 只 だ 相, 時 度, 力 事 干 要 也。 相， 時と は、 第一 民の ひま ある 時 

を しること 也。 第二に 右の たぐ ひの 普請 小破のと きに、 是れを 繕ぶべし、 大破に 及 

びて は 費 多し。 是れ その 時 をみ る 也。 度, 力と は、 民の つかれたる 年 あり、 叉 課役し 

げくして その 年 は 重ねて ふしん 成りが たき 時 あり、 これ を考へ はかる こと 也。 i 右し 

如 レ此事 修理いた さすと も不， 苦、 少しの 間に 叉 こ の 所 を か はる 事お ほきに 不レ入 事 

に苦勞 して ハ；^ あら じな どと 思 ふ 心の 一 念き ざせば、 惣 じての 政 も 皆 如レ此 になり ゆ 

くべ し。 古人の 云 はく、 公家の まつりごと、 一 つも 心 をつ くして 不レ致 守護 人 は、 

俸祿 を 取りぬ すむ とひと し、 必す 天 の 罪 あるべし といへ り。 叉 この 心 也。 

ンャ ウセ- ン 

〇 瘴說 と は、 療は熟 病の 事な り。 京 家の人、 遠國邊 土の 代官に 行きて は、 必す地 水 

のか はるに よって、 或は 風に あてられ、 或は 濕氣に 侵されて 必す病 を 成す 事 あり。 

是れを 庫と いへ り。 其の わかち を かける 段 也。 

上 任 第二  ニニ 三 
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三 四 


( 一 ) 法令 を 


(二) 閨 

(一一 一) 劉 安世、 

* 代、 大名 府 

元 城の 人、 司 

馬 溫 公の 門人、 

累進して 議 

大夫 となり、 

後 多年 地方 官 

として 名 接 あ 

理に反 

する こと 


リ ノ レガヲ  厶 ノ  ヲ  ヒト トイ テ レー 1 ハク  ス 1 ヲ ァラズ ニノ ミニ  乇  ル 

昔 人 有 T 欲 二 之 官 1 而惡二 其 地之瘴 1 者 h 或 釋ぃ之 曰、 瘴之爲 ニ舍不 n 特地 1 也、 仕 亦 有レぃ S 

-I ゥ ナガ シニ ハカ 二 ヲサメ ギテ ヲ ズルハ 二 レ  ナ" t- 一) ク フミノ テ ン クシ  ルハ アキラ カナ ラ レ  ナリ 

也、 急 催 暴 斂 1 剝：， 下 奉， 上、 此祖陚 之瘴、 深 文 以逞、 良 惡不， 白、 此 刑獄 之療、 

シゥバ ヒノヌ テミ タス ノ マウ ケヲレ  ナ リヲサ メヲメ ヌク カク ルハ  ヌ  レ  ノナリ 二  V- ラビ  ヲ 

侵， 1 牟 民利, 以實ニ 私 儲； 此 貨財 之瘴、 攻， 金攻， 木崇 飾 n 車 服； 此ェ 役瘴、 盛揀 n 姬妾； 

テン ムハヲ  レ半 〈ク  レバ  ココニ クへダ ツルヲ  ミ  リ キ  ハズ"  メ 

以 娱ニ聲 色； 此帷 薄之瘡 也、 有レ 一 こ 於此； 無， 間 二 遠邇； 民怨神 怒、 無レ 疾者必 有， 疾、 而 

(二) 

ル  ハズ スル  (三) ノ  リテ  二  ヨシコ コ ニリヌ  〈 ダズシ モク 「- n サヲ 

有 レ疾者 必死 也、 昔 元 城 劉 先生、 處ニ瘡 海 1 而神觀 愈强、 是 知、 地 之 揮 者 未ニ必 能 死-人. 

ノクス ヌハ ニルヲ  二  リテレ ヌ ル ハラ レヲ (En ナラ  二  二 セノヲ テ ノ、 

而能 死レ人 者、 常 在 一一 乎 仕ぎ 也、 慮レ彼 而不レ 慮, 此 不二 亦 左 1 乎、 故 余 具 載， 一 其 言； 以爲 一一 

ナヅ クル 二 ヲ リ キヲ クル キヲ  ト 

授レ 官憚， 遠 避 レ難者 之戒； 

云 ふ 心 は、 昔 ある. <、 守護 • 代官と なる 事 をば ねが ひお もへ ども、 遠國へ 至りて は" 

やま ひ 

必 すあしき 病を受 くる 事 ありと、 是れを くるしめり。 かたはらなる 人の 云 ふ、 い 3t の 

もの を そこな ふ 事 は、 土地に 依りて if レ之 斗り に は あらす、 仕官に も 叉 やま ひ あり。 

たと へば、 日 比 百姓に 農業 をす すめす、 民の 力 をつ ひやして 急に さいそくして 年貢 

を を さめ、 に はかに 申し 付く る ゆ ゑ、 民 こと- i\ くいた み、 妻子 をう り 家財 を なげ 

うって これ を皆濟 する、 是れは 民 を はぎ取りて 上へ たてまつ ると 云 ふべ し。 如レ此 

なる は祖 賦の瘴 也。 叉 外 を かざり 內を たくまし くして 邪欲 を かまへ、 善悪 是非 を 分 


明に いたさす、 評定 不レ正 は 刑獄の やま ひ 也。 民の たく はへ を 奪 ひ 取りて 私の たか 

(彫 

ら となす は 貨財の 瘡 なり。 金玉 をき ざみ ゑり、 木に ほりもの を 成して 車 をき れいに 

いたし、 衣服 を 美に いたせる は、 此れ ェ 役の やま ひ 也。 或は 女色に ふけり 淫亂 にし 

て 歌舞 を このみた のしむ は帷 薄の やま ひ 也。 國守 • 郡 代 この 內ー つも あるとき は、 

たと へ國 はち かくと も 遠くと も、 百姓 これ を うらみ 思 ふが ゆ ゑに、 佛神 もこれ をめ 

ぐみ 給 はす。 故に 疾 なき 人 は 病 をう け、 本より 病 者なる もの は必す 死す ベ し。 昔し 

元 城の 劉 氏と い へ る 人 は、 瘡海 とて 必 すその 地に 至る 入 は 瘴にを かされざる 事な き 

所 ありけ る、 その 地に 居て 彌. -身 心と もに 堅固な りき。 これ は 劉 先生の 道德 によつ 

て 心 を を さめし ゆ ゑ 也。 ここ を 以て 見れば、 土地の やま ひ は 入 を そこな ふこと なく 

人の 害になる もの は 只 だ 仕官の やま ひ 也。 この 心 をば 不レ 知して 土地の やま ひ をき 

らふ は大 なる 誤 也と かたりけ る。 尤も 理の 至極 なれば、 ここに 書きの せて、 官をさ 

づ くるに 遠國を きら ひ、 雞義を のぞきたがる 人の 戒 とする 也。 

0 禁ニ 家人 侵 漁 1 と 云 ふ は、 守護 •  HI 代 その 身い さぎよ しとい へ ども、 家人 或はお ご 

上 任 第二  ニニ 五. 
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り ほしいまま にして、 私に 利 をい となみ 民 を 侵す 事 多し、 如 A 此事 をい ましむべし 

と 云 ふ 事 也。 

11^レ{11;所ニ1?不^,能ニ淸白1者、 率 ま 一家 人 喜 レ奢好 然也、 中 旣不レ 給、 其勢必 ゆ^ レ取 一一， 

於ん； fc-^fek> 或 賄、 或 名ニ假 貸； 或 託 二 姻屬： 宴 截徵逐 通 {iu 禁ぃー 

テ ス モス レバ ク. 力 ヒー- シ ヲ モキ ヲ -,、 ハ， f 一一  ン， ナリト ：ハ， J 手  一一， t，.， 、グ --」 二  <a リ" i^u  二  nV ム、 レー 

以致， ー動 相 擎レ 肘、 威 無-所 レ施、 己雖 一一 日昌 1 民 則 日" 妹 已雖 一一 日懷 1 民 日怨 .Till 

レ I4ikl, レー 敗 辱 1 者、 蓋 餅， 首 驪：， 踵 也、 嗚呼、 使 _4 爲 11 妻妾 1 而爲. I. 之、 則 妻妾 不 X 能- -我救 P 

也、 i,4C 一子 11 而爲ち N、 則 子孫 不：， 能 1 一 我 救 1 也、 使！ 4lii 朋友： 而爲 4. 之、 則 朋友 不レ能 ：- 一 

ブフ 1 ノ  ： ヲフ 「  ゾシ カン  メノヌ  ラガメ  ニス ル  ー\、  二 マサ レ" ト 

我 救, 也、 妻妾 子孫 朋友 皆不， 能 二 我 救, 也、 易 若,， 廉， 1 勤 乃 職, 而自 爲 之爲. - 愈 也^ 

ン 5 な ニス レハ モ カフ モン 二 ナリト モ  ブ  二  ニス ルハ / モ  トノ シト キガ シム モ i  、 ， ズ-ル I 一 

蓋自爲 ノ 雖二 闘門恆 淡泊.； 而安榮 及- 1 子孫 一 爲 k 人雖 ニ護然 如-可 X 樂、 而禍扇 生 二 几； 

.^1 也、 二者 之 間 非 二  31 知 深 悟 者 一 未, 易 二 與言ー 有官 君子 其審 擇焉、  一 

云 ふ 、ひ は、 宫に そな はりて 心 を いさぎよく 持つ 事の かな はざる 事 は、 大方 その 奉行 一 

の內 妻妾 子孫のお ごり を このみ、 華麗 をな すに よって、 自然と 奉行 それに ひかされ： 

て、 私欲 を かま ふる 也。 妻妾 子孫の おごりに より 金銀たら ざれば、 人の 物 をう ば ひ 一 

S をい となむ 事 勿論 也。 或は 訟 あれば 賄 をう けて 依； W をな し、 或は 民に 金銀 を かし 一 


あた へ て 利息 をつ よく 取り、 或は 姻 屬 と 云 ひて 民の 緣邊 嫁娶 のこと によって まひな 

ひ を 取り、 或は ：„^, 妥遊與 を かまへ て 民の 利 をつ ひやさし め、 利の 出づ る事少 きもの 

をば おひ はら ひ、 賄 を 出す 事お ほき も、 の をば 罪 ある を もな だめ、 通窒 無, 禁。. ここ 

を 以て、 ややもすれば、 富貴の もの は ひぢを はりて 我意 をた つす る あれ ども、 是れ 

を戒 むべき 仕置 も かたはす。 如；, 此 とき は、 その 身 は 日々 にさ かえ 行く とも 民 は： n 

日に かしけ、 その 身 は 安樂に ふける といへ ども 民は必 すうら む。 この 志の 邪義 つも 

り 民の うらみ 重なりて 後、 官職 をもう ば はれ あらぬ 恥辱 をう け 重科に いま しめらる。 

此の 類 先代より 其の 例 やや 多し。 ああ 私欲 を かま ふる 事、 妻妾 を 安ん ぜん ためにな 

十と 云 ふと も、 その はぢに 及びて 後 は 妻妾 もこれ をす く ふべ からす。 叉 子孫のお ご 

り をき はめん 爲に これ をな すと 云 へ ども、 子孫 このと が を 救 ふべ からす。 叉 我が 朋 

友 をす く はんため なりと 云 へ ども、 朋友 その 期に 至りて たすくべ からす。 この 道理 

を 以て 考へ 見ば、 只 だ 我が 官職 をい さぎよ くつと め、 自身の 私欲 を やめ、 身心 を 全 

くいた すに 不レ 可レ 如、 妻妾 子孫の えいぐ わ をね がふべ からざる 也。 凡そ 奉行 人， の 家 . 

貧に して 財寶 なきもの は、 おごり を なすこと あらす して、 子孫 その 安樂 を うくべし。 

上 任 第二  ニニ 七 
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人のお ごり をき はめん 事 をね がふ 人 は、 一 旦 えいぐ わの たのしみ を 成す と 云へ ども、 

禍 その 座席より 起る。 この 二つ を 信實に 知り 深く 悟れる 人に 非す して は、 ともに 此 . 

め 事 をい ひがたし。 官職 をう けて 有, 之 人つ まびら かに 1^ 二相，^ ン こと 也。 

グ こ 

〇 吿レ廟 と 云 ふ は、 官 人我が をさむべき 國 郡へ 至り、 その 所の 名山 名 神へ ちか ひ を 

なす 事 を かける 章 也。 

故事、 牧民 官旣 上、 4 吿ゲ二 境 e 所. 《i ヒ I 之 {4 お 亂自 74誓ひ ^£ンせ1ま：|_； 

之 心 1 焉、 (J 一  後雖. 欲，， ；轉 移； 亦 必^ 所. 長》 1^71" 

云 ふ 心 は、 牧民の 官人 すでに その 境內に 入る とき、 先づ 名山 明；^ へち か. A をな し、 

此の 宫 にある 內 (は)、 賄に ふけり 私の 心な かるべし。 惡を あらためて 善に うつる の 

心 を かたく 守らし め 給へ とち かふべ し。 如， 此ち かひ をな して 後 はたと へ惡 心に う 

つらん とき ざすと も、 神明の ちか ひ をお それ 私の 心 を やむ ベ ければ なり。 

聽訟 第三 凡十條  、 


此の 篇は 公事 訴訟 をき く 心 持 を しるせる 也。 

〇 察レ情 と 云 ふ は、 訟を なす ものの 志 その 心 を はかり 察する 事 也。 

ハ  へ リル ズヨ リニ テグ ノヲ  モテ  ル  レ  ッ テル  二  ガル ャ fK  (二) チ 

人不， 能，. I 獨處； 必資， 衆 以遂ニ 其 生.； 衆以 相資、 此訟之 所ニ從 起 1 也、 故 聖人 作, 易、 以 

レ 訟繼， 師、 其 示 A 警固 深矣、 夫 善 聽，， 訟者、 必先察 二 其 情； 欲， 察 二 其 情- 必先審 二 其辭； 

ノ  チレ パノ  .1 リ ノ  ナ レパノ  ナリ マサニ 厶ルモ テナ ラノヲ  モノ  (チズ 1 フ  ズ、  テ 

其 情 直 其辭 直、 其 情 曲 其辭 曲、 政 使,， 一 强直ニ 其辭； 而其情 則 必自相 矛楣、 從而 

+  -  V  、  (ママ) 

詰レ 之誠僞 見矣、 

云 ふ 心 は、 人 は 人と 交 はらざる こと あらす。 士農工商の 四民た が ひに 相た すけて 其 

の 生 をと ぐ。 人と 交 はり 人に よるとき は 爭ふ事 出づ。 爭 事出づ ると きは訟 かなら す 

(一一 一) 

起る。 この 道理 を 以て 聖人の 周易 を 作り 玉 ふに、 訟の卦 を 師の卦 のつ ぎに 出せり。 

師 はもろ/ \ と讀 みて 入お ほく あつまる 事な り。 あつまれば 爭ふ、 故に 師の ：！^ の 次 

を 訟の卦 とい へり。 訟を いまし むる 事 誠に 深き 哉。 それ 訟を きくに は先づ その 情 を 

しるべし。 情 を 知る こと は その 言 をつ まびら かに 知り、 双方の 申し分 をよ くきく に 

まがる 

あり。 內に まこと 有る とき は 其の ことばす なほ 也。 內に僞 あれば 其の 言 曲 也。 曲と 

聽. ^第三  1 三 九 
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-VHf 曲の、 レ也。 ，u なほに 云 ふべき 所 を 言 を かざり 理を とほく いひて、 內の非 を かく 

す を 曲と い へり。 譬 へば 訟 のす ぐなる 理を いはす して、 わきみち へ かかり、 相手の 

m ばに したがうて 勝たん こと を 求む るが ごとし。 此の 時に 奉行き き あやまる 事 多し。 

只 だ 言 をす ぐに 申せと、 わきの 申 分に かか はらす、 公事 訟の理 斗り を 申せと しひて 

こ を 直なら しむれば、 內に思 ふと 外に 一 百 ふと 自ら 相違 あるべし。 矛盾と はものの 

相 塞し そむく こと 也。 理の そむく 所 を 察しき はめて、 是れ をな じり 問 ふとき は、 誠 

と僞と 分明に あら はるべ しと ぞ。 

S  i 顏 周亂以 五 lllli ー獄, 求 二 民/情 一 固 不ぃ外 n 乎此ー 然 聖人 謂、 聽， 訟吾猶 ，i 也、 必也使 

淵篇第 十一 二 章  カラ ヌ  ン クノ プ チス 一一 ルー- モ 一一 セ. パ ソ ヲ、 、。 .キ つ；,.，、 .^.-P^^-SL^V^ 

レ 訟乎、 蓋聽， 訟者 折衷 於 n 已然； 苟公 一一 其 心 一 人 皆 可 レ能也 無レ 訟者救 一一 過 於 

未 良； き 以に亂 お 一お 化. お 牛 嗚呼、 .^.^.民"者、 其 勿 K 恃ニ 能， 訟爲 也、 

云 ふ 心 は、 五聲と は、 一に 辭聽 也。 これ は 其の 訟を なす 人の 言 をき いて その 情 を 知 

^0  子 ゾ 

る こと 也。 二に 色聽 也。 これ は そのものの 色 を 見やう す を 以て 情僞を 知る 事 也 三 

こ氣 i と は、 そのき ざしの 定まる と亂れ たるとの 二つ を 以て その 虛實を しること 也 

(形 氣) 

四 こ. 斗德と は、 .：：^ を^て きき わかつ こと 也。 五に 目聽と は、 目 を てけ^ きをみ 


(B> 

その 行 法 を しること 也。 或は 云 ふ、 訟を なす もの の 目の色 をみ、 奉行の さばき をき 

くきき やう を 以て 虛實を 知る と。 以上 是れを 五 聽と云 ふ 也。 义 は五聲 ともい へり。 

是れを 以て 訟を きき 民の まことい つ はり を 知る と、 周 禮秋官 司寇の 所に 出で たり。 

しかれ ども 聖人の 言に、 訟を きくこと は 吾れ も 人の ごとくな り、 ^し 我れ 訟を きか 

ば 民に 訟 なきごとく なさし むべ しと あり。 夫れ 訟を きくに 理非 を 分明なら しむる は 

訟起 りて 後に その 善惡 是非 を わかつ 也。 已 然と は訟の すでに 起れ る處を 云へ り。 折 

衷とは 理非 を わき まふる こと 也。 訟の邪 正 を 明白なら しむる は、 その 人の 心理に 不 

レ迷、 お ほやけ なる において は 人の よくす る 所 也。 訟 なきごと くにいた すと 云 ふ は、 

民に 過 をし らしめ、 其の 本 を あらため しめて、 訟 の未レ 起さき に、 人の 心 を； 止し か 

らしむ るの 道 なれば、 その 身發明 才智 ある 斗り にて いたす べきに 非す。 道德を 以て 

民 を 自然と 化する に 非 すん ば 及び難し。 ああ、 民の つかさ は聽， 訟ょ くわき まふる 

シ ノ 

をよ きと 斗り 思 ふべ からす、 訟 なき 所 を可レ 思と 也。 

〇 弭, 訟 と は、 訟の やむべき 道理 を しるせる 也。 
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を 書かし め、 
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にお へ、 其の 
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起レ訟 有レ原 _ 


スル ショウ テフ ヲ  レ  ンシシ  クミ ハン  一！ 

f 訟喋 1 者 是也、 蓋蚩々 之 氓 闇 二 於 刑憲； 


チン 


I レ訟 者、 誠 能 開， 之 以， 

ノ ナガ ラトケ テ 力 

直； 而嘵， 之 以， 1 利害； 鮮， 有 T 不二 愧服兩 釋而退 1 者 h 惟 其 心 利 二 於 所， 獲、 含， 一 糊 

ノ  7  ァ 1 クハニ ィテ ヒゾカ 二 クラ 〈シ. X  二 ュルノ  二 レリ r, ；; シ ン ヲシヌ  ンバカ  マ  一一 ゾノノ  ヌ， 

其 是非； 陽解而 陰嗾、 左 縱而右 擒、 舞, 智弄, 民、 不, 厭不 ぃ已、 所以 厥 今吏按 


- シムル 


ズル t 


シ モト ヅヶパ 


情 僞混殺 莫， 1 之 能 信 1 者、 盖職 一一 乎此 一也、 大抵 一 方 之訟、 宜下擇 一一 一二 老成 鍊 ， 事 

,(| 一) ム ： 力 レヌ - 一べ. ト： シ 二. へ テ ノ. ヲ  フナリ  ヲ  シ レオ ゥリ 力 (三) * 


ル ナ I 


者, 使 4, 書, 之、 月 比而率 考、 酌 二 其 功過 1 而加 n 赏罰 ー焉、 若 夫 毆詈假 質 凡不, 切 之訟、 

二 ルン ノフ ヲシキ ニノ ハナ ッレノ  メ レ プ ンバセ  チン  二  二 クバ  スルニ テス セキヲ クス レ.、 、ノ 

聽 ニ其從 i 諭遣レ 之、 諭レ之 而不レ 伏、 乃 達 二 於官； 終 無二 悛心； 律 以 二三 尺； 如， ^ 

チ  クメム  ゲゥ ハク  ク ハマ ダ セン  キニ 

則 訟源可 1 淸、 而民閒 澆薄之 俗、 庶幾 乎 復歸， 1 於 厚 1 矣、 

云 ふ 心 は、 訟 をお こすに 其の 源 あり。 訟牒を 書す る 者是れ 也。 訟牒を 書す ると は、 

V.  ノ  レ  ヽ 

いやしき 者の 公事 訟を かき 付く る 目安 狀を 我れ とかく 事 は不, 叶 ゆ ゑに、 文章 をつ 

くり 理を ふくめて 目安 を かく もの、 是れを 書 二 訟牒ー 者と い へり。 是れは 筆 代 をと り 

て かく 也。 しかるに 蚩々 ともの の わかち を不, 知 民 は、 天下の 法度 公義の 作法 を も 

しらす、 我が 理を たてて 是非 を 論 決いた したがる なれば、 右の たのまれて 目安 を か 

く 役人、 信實を 以てい ひき かせ、 邪 正 を わけて さとらし め、 如, 此は利 あらん 害 あ 

らんと、 非 分 を 云 ふ 民に よく 得心せ しめ、 理を たつる ものに その 非 を あら はして き 


かせば、 たが ひに 道理に はぢて 其の 訟ゃ むべ. し。 只 だ 筆 代 を 取る を よろこびて 理を 

申す もの は 云 ふに 不レ 及/ 非 を 云 ふ もの をば、 文章 を かざり 言 をつ くして、 理 にき 

こ ゆる 如く 目安 狀 をした ため あら はに 言 ひて、 ひそかに 非 を かくし、 賄お ほきと き 

は 能く かき あたへ、 少なければ 惡く 書きて、 知 惠をま はし、 おろかなる 民 をな ぶり- 

存分 ほど 筆 代 を とら ざれば 不レ 聞。 ここ を 以て 奉行 も 目安 を 書 上げた る をよ ませき 

いても、 文章 をた くみ 理非 を まぎら はせ る ゆ ゑ、 情僞 こんらんして いづれ を 理也非 

也と いひ 分ち がた し。 是れ 皆目 安狀を かく 者の あやまりに 由って 然る 也。 大概 HI 安 

狀を筆 代 を 取りて かくやく 入に は、 老功の 年來萬 事に たんれん 致せる 者 を えらびて 

其の 職たら しめ、 月々 年々 の 目安 狀を かきあげ たるに、 非 を かざり あやまり を ひそ 

かにいた せる 目安 狀ぉ ほくば、 罰 を 加へ その 理 正しき をば 賞 をく はへば、 自然と 非 

公事の 方の 目安 を かく もの 無, 之、 公事 人に、 く はしく その 辨を いひ 含めな どして 訟 

やむべし。 その上させる ことに 不, 有 ども、 上の 賞罰 不レ 明、 訟を 起す 事お ほし。 第 

一毆詈 と は 人 をた たき 人に 惡ロ など 申し、 それ をと がめ 訟 になる こと 也。 第二に 假 

質と は 人に 財寶を かし、 質 をと りな どして それに 付きて 訟ぉ こ る ことお ほし。 如い 此 
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のた ぐ ひ 目安 をした ためんな どい はば、 その 宜しき 所 をき いて 中分に さばき、 理を 

いひ ふくめて、 無事にして かへ すべし。 若し 合點 せざる やから は、 奉行所に 申 上げ 

せき  へ 礼) 

その，^ k も 非 を あらため すん ば、 律に 三尺 を もち ふ。 三尺と は 罪 を 竹 ふだに 書付け 

おく 事 也。 如レ是 いたさば、 訟 のみな もと 淸白 にして、 民の わき まへ なく あしき 凤 

俗 も 大方 厚に なり ゆく ベ しと 也。 

〇 勿レ聽 レ讒 と は、 奉行に 訟の もの 惡ロ などいた す こと ある をき き 入る ベ からざる と 

云 ふこと 也。 

健訟 者、 理 或不， 勝、 則往々 誣ョ 其敵嘗 謗ニ官 長： 也、 聽レ之 者、 當 K 平， 心 易， 氣、 置 二 謗 

ヲ  ノニ  ダ クダメ  ノ ヲ  ハ ナツ レヲ クハ I フン チ  ノノニ  ， 

言 於 事 外； 惟 霰 ニ其實 一而 遣. 1, 之、 庶 不， 墮ニ奸 民 計 中 i 矣、 

云 ふ 心 は、 辯 舌 明かに 訟を なす もの 理に 不レ 勝と き は、 あ ひて、 このさき /-\ より 

奉行の 惡名を 申し、 あしく いひ そしりけ るな どと、 しょうこ を 引きて 公事の 外なる 

こと を 云 ふ 事 あり。 如, 此 とき、 奉行 心 を を さめざる 者 なれば 怒 をな す 事お ほし。 

故に 心 を 平 かにし 氣をを さめて 公事の 理非 斗り を せんさくいた すべ し。 必中 わきの 


事へ とりかかる とき は、 公事 は 次に なり、 その そしれる 者 を 戒めん といたす 事お ほ 

し。 ここ を 以て 只だ訟 の虛實 をた だして 分明なら しむべし、 奸 民の はかり 事に おち 

入る ベから すと 也。 奸 民の 計と は、 か だましく い たづら なる 公事 者 は、 公事^が 理 

になら ざると 見れば、 あ ひて へ 難題 を 申し かけ、 奉行の はら を 立てら るる 事 をい ひ 

かすめて、 あ ひての 訟は理 なれ ども、 この 所が 非 分に おつべき などと、 無理に はか 

りごと をな して、 いひ かかる 事 あり。 奉行 この 計の 中に おち 入る ベから すと 也。 

〇 親族 之 訟宜レ 緩 と は、 我が 一 類した しき 者の 訟 をば、 すみやかに さばかす、 ゆる 

やかに して 双方 無事に な る 如く 可, 仕と 云 ふ こ と 也。 

フル ハ ンク ニメ  カラ ナル シク ニノ  カラ ナル ナ レバ チ 〈リ ノヲ  チレべ チ  > マス ノ ヌ 

親族 相訟、 宜， 徐而不 レ 宜, 亟、 宜 寬 而不， 宜， 猛、 徐 則 或 悟 二 其 非； 猛 則 益 滋二其 • 忠.； 

クダ U テ ノニ  ス レヲ レ タリ ヲ 

第 下 二 其虽中 1 開 二 論 之； 斯得レ 體矣、 

云 ふ 心 は、 我が 一族 一門の 中に、 無理なる 者な どあって、 親類な かまに て 公事 を 仕 

り 出す 事 あらば、 急に 理非 を決斷 いたさす、 ゆるく と 可, 仕、 その上 無智 惠の もの 

なりな どと て、 はげしく 是れを 云 ふべ からす、 溫 和に いたす ベ し。 その ゆ ゑ は、 ゆ 
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る/ \ と 長び く 中には、 自然 我が 非 を 悟りて 公事 を 止まる 事 あるべし。 つよく はげ 

しく 云 ふとき は、 彌.' 怒りて 理に迷 ふべ し。 奉行の 親類の 公事 をば、 其の 在所の も 

のど もへ 內證を 申して 下にて あっか ひ 得心せ しむる 事、 是れ 大體の 定まれる こと 也。 

ニス  ヲ  シル， 

ー强弱 1 と は、 ゐ せいの つよきと 弱き と を 能く わき まへ 可レ 知と 云 ふ. こと 也。 

：、  ハ キヌ  ハミ ヲ (？^ ハゾコ ナヒヲ  ルニ ハク グ  ヲ  グヌ 

世俗 之 情、 强者 欺， 弱、 富者 呑， 貧、 象 者 暴 ， 寡、 在に 目 者 多 凌 二 無勢 之 人； 聽レ訟 之 際、 

カラル セ 

不レ可 レ不レ 察、 

云 ふ 心 は、 奉行の 能く かねて 可レ存 品々 あり。 定まりて 世閒 のなら ひ、 つよき 者 は 弱 

かたう ど 

を あざむき、 富貴なる 人 はま づ しき 者 を そ さう にいた し、 何事 にても その 方 人お ほ 

•  ければ、 寡き かたへ 無理 をな し、 官職 ゐ せいゆ ゆしき 者 は、 ゐ せい 無, 之 人 をし の 

ぐ。 この類 は 天下の 間 相 定まれる 事 なれば、 公事 訟 のとき 双方の 理非 その 身の 大小 

を 以て 考 ふべ しと 也。 

しらべ 

二) 問な 待 

つ i 讀むも 亦  き ァフヲ レ スル 

. 通す  〇 待 二 問 者 1 勿 二 停留 1 と は、 問 者と は、 公事 訴訟 を 申し あぐる 民 どもの 事 也。 この 問 


者 奉行所 へ 日 々あつまりて 申 上ぐ る を、 久しく またせと どめお く 事 あるべ からすと 

云 ふこと 也。  . 

お" 昔嘗 使：， 外、 所：， 過 州縣、 待， 一問 者き 集 二 乎 門； 毎 病. 焉、 乃 命， 一 一 能吏； 簿ニあ あ, 吿" 

<^^.u  y  二 ミテ レヲ ダ 二  (4 'ッ レヲ y  グー フサ プ チ  ゲキゼ ンクリ 

S) 狭 日に 而 日省レ 之、 而日 遣， 之、 不レ涞 旬則訟 1 ー閱 然矣、 

3? じ、 十 千 一  (三) 

、^"こと、 十 云 ふ 心 は、 むかし 外國へ 使に ゆきけ るに、 所の 奉行の 門前に 公事 訴訟の 問 者 雲の 如 

BH^  つね 

くに あつまれり。 奉行 毎に 是れを うれへ ける。 あるとき 下司に 申し付け、 問 者の 申 

す 所 を 一 々日記帳に 付けお いて、 則ち 是れを か へし、 あとに て せんさくして その 

を 分明なら しめけ る。 如レ此 日々 にいた せる ゆ ゑに.、 日數 をへ すして 訟 しづ まりけ 

ると ぞ。 閬 然と は靜 なること 也。 

(き  ， 

〇 曾 間 と は、 公事 訴訟の 場へ よりあへ る 日限 を 約して、 あつまる に、 我が つかさど 

ら ざる 者 も 公事 の あ ひて に 出づ る こと あり。 そのと きの 作法 を かけり。 

訟有 二相 約而問 者； 不， 可 T 乘ニ 一 時 之忿： 擅 加 * 榜 掠 上 也、 若釋道 卒、 亂ト li 所. 

部 1 者 是已、 
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云 ふ 心 は、 訟の對 決と して 双方 出合のと き、 奉行 必す 一 m- のい かりこよ つて、 みだ 

(折 & ちゃ， Ti やく  -  r ス. K 

りに 人 をせ つかん 打 擲 いたす 事 あるべ からす。 若しくは 我が つかさどらざる 寺社 

の もの、 叉 は 武士 等、 その 間に 有」 之べ ければ、 惡 ロ狼籍 あるべ からすと 也。 

えう げん 

〇 妖言 と は、 民間に 辯 舌た くみなる もの 有りて、 或は 衆 を まど はす 言 をな し. 或は 不 

思義 なる 事な ど を かたりて、 民 を あつめ 徒黨 をた つるた ぐ ひ、 是 れを妖 言と 云へ り。 

民有 ニ妖言 惑. 衆 者； 則當ン 6 以，, 別 罪， 而 罪., 之、 ま 妄書； P^.K^. き I 跡 I 矣、 

レ ムル ミ ダリ ニノ  ヌォ： TT ハヲキ ニソミ  ： 

勿レ 使, -蔓 爲ニ 大獄； 延 * 禍 無., 辜、 

云 ふ 心 は、 民に 妖言を 以て- < を 惑 はす もの あらば、 その 事と なく 別 罪 を 申し" ナて 

とが 

科に おとし 入るべし。 又み だり なる 事 を かきつけ たる 書物 等 ぁレ. ^ば、 ことん、 \  く 

？ー 燒捨？ しからば 重ねて 妖言 あるべ からす。 入 を 永く 籠 者な どせ しめお く 

とき は、 獄中の 者必す これに まど はかされ てあしし。 その上 其の 徒黨 のせん さくな 

ど あれば 人お ほく 損する 也。 


二)  s; と 

同き r  isg:^ も 

Br? 守す る こと 


〇 民 病 如 二 己 病, と は、 民に 病 あるとき は、 己れ に. お ある 如くお も ふべ しとい へ る- 

こと 也。  * 

民 之 有 X 訟、 如 二 己 有！， 訟、 民 之 流亡、 如 二 己 流亡； 民 在 二 線紲； 如ヨ已 在， 一線 紲； 民陷. 一水 

二  クシ レ ルガ  二  ゾノ  ハ  クス. V 力 ノ  モ スト インジ ヨウ プ ケ ン 

火； 如 H 己陷ニ 水火.； 凡 民 疾苦、 皆 如ニ已 疾苦 一也、 雖， 欲 ，ー 面仍, 可， 55 乎、 

云 ふ 心 は、 民の 訟 ある をば 己れ が訟 ある ごとく 思 ひ、 民の 家業と との はす、 年貢と 

との はすして、 所 を 退き 流浪いた す をば、 我がる らういた す 如くに 存じ、 民の 罪 あ 

つて とら はれ、 しばらる る を、 我がし ばらる る 如く 思 ひ、 民の 大水に 逢うて 耕作 を. 

失 ひ、 曰 干に よ つて 作 毛 を そん ぜる をば、 己れ が 水 太に あ へ る 如くに し、 民の やま ひ 

ある を、 己れ が疾 ある 如くに おも ふとき は、 たと ひ 其の 身に 民の ひいき へんば をな 

さんと おも ふと も、 いかん ぞ私を 可レ成 や。 


(二) 又 「州 

郡の 伊-を 隙し」 

とも 謂む 


〇 移， 聽 と は、 奉行 公事 を さばくに、 我れ 一人に て は、 氣 つき 心た ゆむ が ゆ ゑ、 我 

が 下司 ども を か はらせて 公事 をき かしむ る 事 也。 その 心 持 を かける 段 也。 

近年、 司 憲受， 一詞 訟； 往々 徵こ州 郡 官.； 代聽レ 之、 代 聽者、 不レ可 T 承 71 望 風！ 邀」 寵 

聽訟笫 三  一 四 九 
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11  ム  ヲ ノウ ケ  ヲケ テヲ  ナカラ ウレ フル  7 

. 一 時； 使 * 入 茹， 枉受, 刑、 而靡 4*1 陰理ー 

云 ふ 心 は、 近年 奉行の 訟を きくに、 往々 所の 下司に いひつ け、 ふれて、 是れ を決斷 

せし む。 か はりて 聞く もの、 奉行の 家風 をう けて 奉行の 寵愛 をう け、 奉行へ 出入の 

ものな どへ 私 をな し、 まがれる こと を理 ときき 民に 刑罰 を 用 ひ、 かくれた る 所の 理 

を決斷 なくお くべ からすと ぞ。 

御 下 第 四 凡 五條 

云 ふ 心 は、 我が 下司 を 治む るの 作法 を しるせる 段 也。 御す ると は、 馬 をつ かふ 事. 

なり。 馬に 手繩を 付けて 前後左右 を 自由に 致す に、 つよから すよ わからす、 其の 

(强)  S 

節に 應 じて 或は こはく 或は や はら かなら しむる が 如く、 下 を 治む る 事 亦 此の 如レ 

といへ る こと 也。 

ヽ 1 ン njk 、一  I  f  ニノ  〈ムヲ  ノ  カラク メノ  モ、 ン  ダ レシ  一一 ゥ ノズル t- 二  ルル ダレ 

よれ Vlii: 吏 佐官 治， 事、 其 人不， 可， 缺、 而 其勢最 親、 惟 其 親、 故久而 必至. 無， 所， 長、 惟其不 

『^に1_0銜レ|5^」  カラ ク  ニゥ メズ ルス ニヲ  レ  ス レパノ ラント  ル-, - チシク ハラ ニス ルニ ス レバ 

の 一條の 見出 ， 可, 缺、 故久而 必至， 爲， 姦、 此當今 之 通 病 也、 欲 一一 其 有！， 所レ 長、 則 莫レ若 二 自嚴ー 欲 一一 

しある べきに 

^ り  其不 1- 爲， 姦、 則莫； f 詳視ニ 其 案 1 也、 所謂 自嚴 者、 非， 勵， 一 聲色 1 也、 絕， 1 其截遺 I 


f 二) 北 畠 親 

41〕 の 著、 抄は 

^を 普：^ とす 


而 已矣、 所謂 詳視ニ 其 案, 者、 非 二 吹， 毛 求 .A 班 也、 理二 其 綱領 1 而 已矣、 蓋 犬 下 之 事， 

ヨリ アン トク 二 テ フ レ ヌ シモ レパタ ダサ 一一  チ  ッテヅ  ムルヲ 1 ノビク 二 シ ト 

無 有 巨細 皆資 ニ案牘 1 以行， 焉、 少 不， 經， 心、 則 姦僞隨 出、 大抵 使， 不， 忍， 欺 爲， 上、. 

不レ 能レ欺 次レ 之、 不二？^ 欺 一 叉次レ 之、 夫以レ 善感， 人 者、 非 一一 聖人 ー不レ 能、 故 前 輩 謂、 

不レ 忍：， 欺 在， ii^、 不， 能， 欺 在 A 明、 不二 敢欺 1 在 k、 於 ニ斯ー 「一 者； 度 二 己 所 M ヒ：^ 而条， 之、 

ク ハラン 二  レガレ ラ 

虎 不二 爲ぉ 所 ^ 矣、 

(布 流) 

.云 ふ 心 は、 吏 佐の 官と は、 奉行 牧民の 下に、 頭の 下知 を 守りて 下へ ふれな がし、 下 

の 申す 所 を 上へ とり 次な どいた す 下司、 或は 頭の たすけと なりて 事 をな すの 官、 是 

(二)  ケ. み ナけ じに： う さ C わん 

れを吏 佐の 官と いへ り。 日本の 職 原 抄に頭 • 助 • 允. 錄の あるが ごとく、 その 下 

司 をば 皆 吏 佐と いへ り。 いづれ の官 にも これ はかけ て かな はぬ 事 也。 その上 頭と 萬 

事 を 相談して、 頭の 所存 を この 下司 しらすして は不, 叶 事 ゆ ゑ、 最も 相した しき-役. 

也。 ここ を 以て 久しく ありて 後 は 下司 頭 をお それす。 おそれ ざるが ゆ ゑに 自然と か 

だましき こと をな すに なり ゆくべし。 是れ 今時 さだまりて ある 事 也。 然るに、 下司. 

の 頭 をう やま ひ 長る る 如くいた す は、 自ら 我が身 を嚴 重に いたす にしく ベ からす。 

(重々) 

嚴 重と はか るん \ しく あらす、 おもり かにして、 人に あなどられざる 處 ある 事 也 9 
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叉 私 をな させす、 姦邪 をと どむ る は、 切々 下司の 諧 百姓へ ふれ 吿 ぐる 案文、 或はた 午 

貢つ かひ 用の 帳な どの 箅用 をと げしめ、 月ぎ りに せんさく 致す とき は、 下に 私 ある 

ベから す。 さて 身を嚴 重に 奉行の もちた るが よきと 云 ふ は、 わざと ゐ たかに 化り、 

下司のお そる る ごとく 聲を はげまし 色 を そこねて 人 を おどせと 云 ふこと に 非す。 下 

(1) ありの  よりの 送り もの を とらす、 音物 賄赂 を不レ 用して、 只 だ ありめ の 如くいた さば、 下 

はおの づ からお そるべし。 叉 詳に古 案 帳： r« 錄を せんさく 致せと 云 ふ は、 毛 を 吹いて 

し舭を 求め、 なき 所のと が をき はめて 吟味いた して、 人 を 苦しめよ と 云 ふに は 非す。 

只 だ 其の 大 むね をかん がへ、 その 大體を せんさく 致せと 云 ふこと 也。 凡そ 天下の 萬 

事大 小 巨細と もに、 日記に かきとめ 帳に しるしお きて、 その 施行 をな す ものなる に- 

日々 月々 に考へ 見れば、 私の 事 を 書付く る こと あるべ からす。 若し 月 を へ て も 日記 

しる 

帳 其の せんさく なき 時 は、 或は 偽り を 書し 邪 を かき 付けて、 頭 奉行の 目 をく らます 

ーフ  ムルヲ 1 フビ クニ  A  ，、- 

事お ほ けれども、 上是れ を不レ 知と 也。 下 を をさむる の 道、 使 A 不レ 忍レ欺 爲レ 上と は ^ 

下司 上の 德に 化して 是れを あざむく 事 は 我が 犬なる あやまり なりと、 自然に 非 を 知 

りて 奉行 を 不レ欺 はこれ 上 也。 奉行 せんさく つよき 故に、 欺かん とすれ ども 不：， 叶し 


て あざむかざる は 中 也。 奉行き ぶく して、 法度 少しも ゆるやかなら ざるが ゆ ゑ、 小ゾ 

(と； 

しも あざむく ことなき、 是れを 下す する 也。 善 を 以て 人の 心 を かんぜし め、 人のお 

のづ から 我が 非 を 知りて やむ ごとく 下 を 治む る は、 聖人に あらす して は不， 叶敎 也。 

不レ 忍， 欺 在 レ德と は、 奉行に 德 そな はれば、 下 それに はぢ て、 欺かん とも 不：， 思 也。 

不レ 能， 欺 在い 明と は、 奉行 あきらかにして せんさく 不 A 闇と き は、 下より あざむかん 

と 思うても 不， 叶 也。 不二 I 欺 1 在， 長 と は、 ゐ せいつ よく 賞罰 はげしき 時 は、 それ 

をお ぢて あへ て不レ 欺と 也。 以上 三つの 道の 內、 我れ 得心いた して 可レ成 事と 思 ふ を 

• 考 へて、 是の三 つの 內を 以て 下 を はかり を さめば 下の 爲 にあな どらる ベ からざる 也- 

〇 約束 と は 下 を みだりに 往来せ しめす おかしむ る こと 也。 約束と は薪柴 などの みだ 

ャ クソク 

れんと する をつ かね 置く こと 也。 日本に はやく そくと 云 ふ. ことば 是れ 也。 

ノ  レ ムル  メ  二 (二) レ ヲ マシヲ  テシ  ヲ  テシ  ヲ  チカ  マ ヒ マナ レパチ 

p~ にお f 諸 吏曹、 勿い 使 T 縱ニ游 民間 一 納し父 富に 至、 以泄ニ 官事 一 以来 二 訟端； 以！^ ：：* 倖 門 h 暇 則 

むな よく  シ テ ジ ヲ ミ ヲ  ニキ ビス レ パレ 7 チ  二  七. シ イマで トー フ 

召集、 講 レ經 讀， 律、 多方覇 rr 縻 之； 則 自然 不 k 夹、 

云 ふ 心 は、 もろ/ \ の 下司 ども ひまの 時分に、 民の 處に むらがれ あそび、 民 をな.、 つ 

御 下 第 四  一 五三 
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けて 賄 を 取りて 我が家 を 富貴に して、 奉行の 內 にての 內證を もらしき かせて 下に. 訟 

の 出づる はし をな し、 我が ひいきの 民 をよ きごと く 謂 はしむ る ことな かれ。 如 k. 

事 は 下司の ひまお ほきが ゆ ゑ 也。 されば いとまの ある 時 は、 ことん \ く 召集め て 寧 

文 をいた さしめ、 律の 法 をよ ましめ、 其の 外 何事に よらす、 事 をい ひつけて、 わき- 

へ  心の ひかれざる 如くいた せば、 自然と ほしいままに ならざる 者 也と ぞ。 

タイス  ヲ  ぷに o そ， 

〇 待 二 徒隸, とは、 徒^|は下々のゃっこ夫人足のたぐひの事也。 それ をつ かふ 心得の- 

事 也。  ， 

サ ウッツ  ハ  ンバコ ゥコニ  レ  二 ル r  ンバ 「ゥ ケンニ レ ムル  セ カク ノゴ トキ ノ  八  チノ ゾ ムケモ 

皁卒 徒隸、 非 二 公 故， 一 勿ニ與 語つ 非， 一公 遣 1 勿， 使 ニ與， 民 相 往來； 若 輩 小人、 威以液 

レ之 猶恐 ノ爲， 患、 一 或 解 J 厥、 必百 無， 一 忌憚, 矣、 

ちキ」 

云 ふ 心 は、 下々 の 夫人 足 ごとき もの は、 公義の 御用に あらす して は、 直に 物語いた. 

すべから す。 叉お ほやけ の 用 所に つか ふに 不， 有ば、 民と 往来の 交り をな さしむ ベ 

からす。 その ゆ ゑ は、 物の 道理 を不, 辨 小人 は、 上の 威つ よしと いへ ども、 猶ほ 我： 

ようら つ 

がま まなる 事 をいた し、 民の 患 をいた すべし。 若し 放埒に 民と 交 はらしめ、 我が ま 


を 片1 レリ 

失 す 

ふ 邪 證 る 法 公 
惡據こ 様 用 
の と な 


まに いたし 置かば、 必す はばかる 處も なく 邪義を つとむべ しと 云 ふこと 也。 

〇 省レ事 と は、 萬 事に けんやく を 守り、 上に おごり を やむ ると き は、 下お のづ から 

安ん する 道理 をのべ たる 也。 

爲， 治 之 道、 其 耍莫, 如, 省 A 心、 心 省 ノ則事 省、 事 省， 則 民 安、 民 安 則 吏 無, 所 レ資、 一 

ハ  ク ラバ  ミナ ルノサ 〈ギニ  レ尺  リズ ルへク ！》  ^  ルノ  トイ フー 一 

或 紛然、 上下 胥罹 11 其擾 1 也、 然事亦 有 二 必不， 能 レ省者 一 則 叉 在 二 夫 措畫^ 防 之 術 何 如 1 

(一) ノ ハク キへ  や キニ  ャハ  ッ キー 一  クダ 二 フル 二 ヌ スノミ 二 ァ ラ リト  メ 

(一) 孫子 始 耳、 古人， 謂、 多レ算 勝レ寡 レ算、 寡. 算勝レ 無 レ算、 不二 特 用 X 兵爲 1- 然、 一 役 之修、 一 宴 

^^^^ 之設、 一 獄之 S で 誠 能 思慮 周詳、 繁略 畢擧、 則 民 之 受：， 賜不レ 淺矣、 某 嘗爲ニ ir 胥吏輩 7 

y^.  SSl ：チと あ  ハ  ヒ ヲテジ  ヲ  ハ  ノ  ニチ"  ヲ  ハ  メ  二 テシ ラベ  ヲハメ マ グづニ テ 

M00 春 則 追， 農 以報ニ 農業； 夏 則檄， 尉 以練二 卒伍 一 秋 則 會：， 社 以撿ニ 義粮ー 冬 則賦， 凝 ^飼 二 

に、 孫子 謂 多 シ^く ヌ ノクハ  ビ  モス レバ 乂 ヌ レバ セ ュ ルナ チノ ルヲ 

m ぎ I き、 ー算 尙馬ー 其 他 若 逃 兵 亡 戶逸盜 及 積年 連稅之 民、 動 集 二百 餘 1 不 ぃ賄不 レ釋、 せ ^ 見 二 其然ー 

0  L  一二 ソテ トク ヲ  サ ヲ  ァ レバ ヒキ牛  ノヲ ラ リテ ノ  二  ジ レヲ (三) キ ス ハン  キ フハ 7 

If? 常 第 X 牘不 ki、 暇 則將 ニー  二 謹 厚 吏 一親 詣ニ其 地 一而 按 A 之、 可い 擬者 擬、 可-行者 行、 ■ 

0 レニ  ダテ (gn ヲ ナス ヌ  (五) メ ヲ.  キヌ ルマデ 二  .  t ス K » 

由 レ是ー 切 惟 以ニ信 版 一 集 X 事、 吏人 失， 志 百姓 獲レ 安、 至， 今 旁 郡 爲レ伊 

云 ふ 心 は、 國郡を をさむる その 干 要は、 奉行の 心 を はぶく にあり。 心 を 省く と 云^ 

は、 心より 萬 事を儉 約に 守り、 おごりな からし むれば、 自ら 用事 も ゎづら はしから- 

御 下 第 四 .  1 五 五 
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す。 用事 ゎづら はしから ざれば 民 安し。 民 安ん するとき は 下 代 下司 まひな ひ を 取る 

べき 手 立 あらす。 一 たび 或はみ だり が はしく して、 用事に つ ひえ をな すと き は、 上 

の おごりに よって 下いた む。 下いた む 時 は、 下司 まひな ひ を 取る たより 多し。 然れ 

ど も 、 國郡 の 間に はぶかれ ざ る 用事 有レ之 者な り 。たと へば. 田 島 のさ か ひ國^ の さ 

かひ をた つる こと、 つ つみ 川よ け を 致す たぐ ひ は、 民の ゎづら はしき 事と い へど も 

叉不レ 致して 不ぃ叶 道理 也。 つ ひえと 云 ふべ からす。 古人の 云 はく、 はかり 事 をめ ぐ 

らし、 せんさく 吟味つ よき 時 は、 はかりごとの 不レ足 ものに 勝つべし。 叉 はかり 事 

の少 きも、 はかり 事 をいた さざる ものに は 勝つべし とい へり。 是れは 兵 をつ かふの 

法 を 論じたり とい へ ども、 兵 をつ かふ 事 斗り にあら す、 よろ づに相 かな ふ 心得 也。 

一役の 修、 一 宴の 設、 一 の 興と は、 つつみ 川よ けの たぐ ひ を 致す 普請の 修现、 叉 

は 妥 遊興 を 一 たびいた すまう け、 叉 は 公事 訴訟のお こる 事まで、 少しの 事 を も 思 

案分 別 をめ ぐらす 事つ まびら かにして、 民の つ ひえと ならざる 處を はかり、 ゎづら 

はしからぬ 樣 にと 心 を 付けば、 おなじく 普請 遊與 公事 訴訟 ありと も、 人の くるしみ 

あるべ からす。 某 かって 下司 どもの ために、 春 は 則ち 農業 をつ とめし むる こと をな 


し、 夏 は 所の 下司 どもに ふれて、 民 をく み 合せて 作法 をと との へけ る。 卒伍と は 五 

人ぐ み 百 人ぐ みと、 人 衆 を あつめて 軍のと きのなら しをいたす こと 也。 秋 は 所の 大 

社に あつまりて、 を さまれ る 兵粮 を せんさく いたし、 冬 は 馬 草 わらな ど を やくに か 

(牧場)  (退)  ス 

けて 公義の まきの 馬 を かひ 立てお く。 其の 外 所 をのき たる 民、 叉 は 農業 を不, 勤し 

て ほしいままに 往来せ しむる やから、 叉 は 年久しく 年貢 をす まし かねて 有レ之 民な 

(ま) 

どの あるに、 わ ひな ひ を とら ざれば 是れを ゆるさ ざるに、 某 ことん \ く 見て せん さ 

.  らち 

く を 成し、 志 厚き 下司 一 二人 を ひ きゐ、 彼の地に 至りて それん \ に埒を 明かに いた 

し、 せんぎ をいた すべき をば 致し、 直に 可 二 申 付 1 仕置 をば 申 付けて 行 ふ。 是れ によ 

<, 奸) 

つて、 一 切の 事 少しも 僞 りなく、 皆 信に なりて、 帳 目 六に も かたまし きこと を 書く 

事不レ 叶が ゆ ゑ、 下司 ども 邪 義の志 を 失して 民 皆 安ん す。 今に 至る まで 隣 鄕是れ を 

みならうて 例と せる 也。 

〇 威嚴 と は 賞罰 の 事 を 明かに しるせる 事 也。 

一： メヲ サ乂  メ  ニノ ムルモ  メ  ゎナ レバ >fy  ハサ  ヲ  ラハル  1 フー 1 リ ムルヌ 

小而爲 一； 一 邑； 大而 爲；； 天下一 賞罰 明 則 不，， 煩 ニ聲色 1 而 威令 自行、 人 徒 知， 一治， 民 之 
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難； 而不， 知 r 一治， 吏 爲ニ尤 難； 蓋 與」 目 比、 詭 詐易レ 生、 民 遠 二 於官； 不 X 能， 知 二 理法 一 

り- 厂ノ  ス シク シ キガァ ハレム ハ キヒ. -、 ル  ノニ  ル ルニラ  モレ パ ナ ズン  ゾ  カーマン 

誤 然而 犯， 宜 若：， 可， 矜、 吏 則 日處二 法律 中； 非， 不 A 知 也、 小過 不に 懲必 爲，！ 大患； 無 

スル  チヅ  ムル ハヲシ ムル ガヌ ハツ シ ョクス レバ レヲチ  > 'クラム ムル ハヲシ ム ルガ ヌ テ 4- 

レ所ニ 忌憚 1 矣、 嘗聞、 治， 民如レ 治， 目、 撥ニ觸 之 一則 益昏、 治， 吏如レ 治ニ齒 牙； 剔-一 

《お 一) 書， 漱 之 一則 益 利、 傅 曰、 威克， ま 愛二 儿 濟、 愛 克ニ厥 威二ん. 罔， 功、 法, 此而 行" 斷不 

レ至 一一 於 難治 1 矣、 

云 ふ 心 は、 小に して 云 ふとき は 一 邑をを さめ、 大 にして は 犬 下 を 治む る も、 賞罰の 

二つ 明かなる とき は、 聲を はげまし 色 を そこな はすして 上の 威勢 さかんに、 其の 法 

令 行 はるべし。 民 を 治む る はかた きと は 知れ ども、 下司 を 治む る ことの 尤も 大事な 

る こと を不レ 知。 それ 奉行と 下司と は 相なら び 居る が ゆ ゑに、 其の 間に いつはり あ 

り やすし。 民 は 奉行へ 直に こと を吿 ぐる こと 不レ 叶が ゆ ゑ、 上の 法令 を も を さめ 玉 

ふ 作法 を もしら ざれば、 あやまりて 法 を 犯す 事 勿論 なれば あはれ むべき こと 也。 下 

司 は 日々 に 法度 下知 をき き、 その 中に 居て ければ、 不ぃ 知に は あらす。 ここ を 以て 

小過 を こらさざる 時 は必す 大過 をな し、 後に はいみ はばかる こ ともなく なれる 也。 

凡そ 治 レ民は 如 A 治レ 21 とい へり。 云 ふ 心 は、 目 をゎづ らふに、 III を 切々 いろ ひ いぢ 


(二) 本文の 

引 ffi 句 は左傳 

にあら す、 書 

經 なり。 この 

下の 文 は 引用 

句と 和 や 異な 

も 


ると き は、 彌-' 目く らくなる と 云々。 民 を 治めん とて さまん \ の ゎづら はし (き) 法 

を 立つ ると き は、 民理に まど ふこと 多し。 治, 吏 如, 治 二 齒牙 一と は、 下司 を 治む る 

は 齒牙を 治む るが 如く、 みがき さ うぢ をいた す ほど するどに 成る 者 也と 云々。 故に 

(二)  ル ラ 

左 傅に 云 はく、 威つ よくして 愛不， 足と き は 事必す 成就す、 愛 を專ら にして 威少き 

時 は 事なら すと あり。 これ を 法に して 治めば 治めが たきこと 不レ 可レ有 也。 

官： 化 第五 凡十條 

云 ふ 心 は、 政 をな すべ き 作法 をのべ たり。 化と は、 ばくる とよむ 字 也。 たと へば 今 

迄 作法 惡 しき 民 も、 上の 敎 によって 則ち 變 化いた す は、 物のば けて 他物と なる が 

如し。 人の、 レ は善惡 について はや. く變 化し やすき ゆ ゑ、 ことに 敎を 大事と する 也 A 


〇 先勞 と は、 政 をな す 人の 身に 先づ 人に 先立って 辛勞 をな すべし といへ る こと 也。 

ス ヌハ  ジテ ノニ  ノ 「スニ  二 テス キヲ  スヲハ  ヶテノ キプ  スュ  二 l^f 

古 之 爲ぃ政 者、 身 任 ニ其勞 1 而貽 二百 姓 ー以ぃ 安、 今 之 爲レ政 者、 身享， 一 其 安 1 而胎， 一 百姓 1 以. 


レ勞、 己勞 則 民 逸、 己 逸 則 民勞、 此 必然 之 理也、 憚 一一 
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ャズ、 カラ  レビン シ カルニ  二)  ゾ メ  グルー I テス ンジ シ キ ヌム r  レ -1 

(一) 1^ レ靖、 仁人 君子 其 忍」 爾乎、 昔子路 聞」 政、 而 聖人 吿 以ニ先 之 勞之無 I. 倦、 嗚呼、 此眞 

路^^1な.^に出  ス ヲ 

づ  萬 世 爲レ政 之 格言 也 敷、  . 

云 ふ 心 は、 古來 より 政 をな す もの は、 その 身辛勞 をな して、 民の 安ん する 如くいた 

せり。 今の 政 を爲す もの は、 その 身 安樂に して 民 を辛勞 せし む。 凡そ 奉行 その 身 ほ 

ね を 折りて 辛勞甚 しきと き は、 民 その 德 によって 安樂 を受 く。 我が身 遊興に ほこり 

て 安樂 を ほっすれば、 民 をつ からかさ すして は不レ 叶、 是れ 道理の さだまれる こと 

ル ヤス カラ 

也。 我が身 は 一 人に して 民 は 萬 人 なれば、 一 己の 勞を はばかりて 萬 人の 不レ靜 ごと 

- くいた す は、 君子 仁人の いたすべき 道に あらす。 昔し 子路、 政 はいかが 可 A 致 こと 

ぞ やと 尋ねければ、 孔子 答へ たまへ る は、 人に 敎 ふべき 下知 法度 あらば、 我れ 先づ 

これ を 行 ひて 人に； J れを 示し、 人を勞 せす して 我が身に 辛勞 をな し、 公事 沙汰 萬 事 

の 用 所に 當 りて 怠りなく つとめよ、 右の 三つ を 以て 政 は 成就す べしと 云々。 此れ ま 

ことに 萬 代まで 政 をき く 人の 手本と 可 レ仕言 也と ぞ。 

〇 申,. ー舊制 1 と は、 新しき 法 を不： '用、 古法 を 守るべき こと をい へり。 


ft、 方 承ケ 
矣 t 册ニ  、 


-,  ノ  クハヲ シミテ  ；'  ス ルコ ガ  リ  イタル マデ 二 

-^'  P 朝廷 德澤、 牧民 者、 多 屯 而不， 能 二 宣布； 我 朝自， r せ祖 皇帝；？ L 今數十 百年、 列聖相 

ノ カランサ  ノ カラン. *  ゾ  ノチヌ フル ヲハ  ナシ ノコ ス 「  ハ キテ リ 

何 善不， 施、 何 弊不， 治、 凡 所二以 保， 國 順-民 者、 討論 靡， 遣、 所謂 文武 之 道 布 在 こ 

一 但 有司 寝廢而 • 小， 爲ニ申 明； 遂 爲ニ墜 典； 苟能褐 而行レ 之、 則不， 待 二 他 求, 而治道 

、 

云 ふ 心 は、 今 朝廷の 德澤 おほしと い へ ども、 牧民の やく 人、 是れを あつめ 置きて 民 

に 施し 行 はす。 我 朝と は大 明の 世の 事 也。 大 明の 世 祖 皇帝と 云 ふ は、 明朝の 明君 也。 

世祖 より 數百 年代々 相つ づきて 其の 間 さま，^ の 政 を ほどこし 給 へ り。 尤も 國を治 

め 民 を 安ん する の 政 せんさく 相き はまれり。 文武の 政 法 は 古来の 書物に のこしお け： 

れ ども、 奉行 是れ をす てて 不， 用が ゆる r つ ひに すたれる のみに して 不，， 明、 しばら 

くも 是れを あげて 用 ひ 行 はば、 別に 求む るに 不， 及。 この 代々 の 仕置の 作法 をう く 

る 斗り にて 治まる ベ けれども、 それ を 今 は 指 置きて 外 を 求む るが ゆ ゑ、 新法の みに 

して 古禮 明かなら ざる 也。 

〇 明 二 綱常 一 と は、 三 綱 五常の 明かなる 如くいた す 事 也。 三 綱と は 君臣 父子 夫婦 也。 

五常と は 仁義 禮智信 也" 是れを 明かなる 如く 政 を 可, 致と 云 ふこと 也。 . 
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I  セバ 二 セント ヲ レバ 

I 一-?、  P5、 欲い 先 二 敎化" 去-甘- 

許に ：sf*wv.^  U  ト，' ；ゾ キノ  ズシ モレリ ゲ-ー 

也 蹊ン、 昆弟 ア,； 奴不， あ = 主命 ハ 冠屨 倒置 比々 皆然、 凡 若， 此者、 不二 必 其 來吿" 當 

と あり  y  二-一  ン/ モ シキ ヲ ジ 一一  セパ レヲ IJ  -フ 4? ゥ メ  Vj ン, 丁 ヌ、， c、 

風ニ鄕 長.； 恆糾， 1 其尤甚 者 一 論， 衆而 嚴決レ 之、 自 慣 然 改 レ行夹 

云 ふ、、 1 よ.、 民に 敎を なして 風俗 を あらたむ るに は、 先 づ敎を そむき 下知に もとる 者 

をの ぞくとき は、 則ち 善人お こる といへ り。 近年 子 は 父の 命に そむき、 妻 は 夫の 敎 

しもべ 

を はなれ、 よめし うとめの 中に いひ ごとた えす、 兄弟 爭 ひあな どり T 部 は 主人の 

下知 をう けざる たぐ ひ 多し。 君臣 父子 夫婦 は 人のお ほづな 也。 此の 道た がふと き は- 

冠 を 足に く はへ、 くつ を 頭に のす るに 同じ。 今 巳に 如：， 此 事相 まじ はれり。 しかれ 

ども、 レ，^ 也と て來 りて 吿 ぐる 人 あるべ から ざれば、 所の 口 をき く 百姓な どに 申 

寸け 置きて、 尤も 作法 を 大いにみ だる こと ある 者 を 正し あらため、 惣 ての 民に 吿げ 

しめ、 きびしく 法度に 申 付 くれば、 民 自然と 行 を あらたむ る 也。 細かなる 行 を 一 々 

改め 正さん と 斗り にて は、 その 敎化 及び難 かるべし。 ょく：5^ー相愼ー也。 

ot^yi- と は學問 をす すめ、 これ をつ とめ しむべし と 也。 


學校乃 風化 之 本、 俗吏 多 忽焉、 不二 以 爲,， 務、 是不， 知 二 天 秩民霄 一 切 治道胥 此爲- 出、 

T レバ >|s 牛 チイ ヲ テ  ヲ  ハ  リダ ナラ リン キ リダ ク  リグ タカ ラ  リ 

暇 則 率 二 僚 菜 1 以觀二 講習； 或 生徒 有， 未， 濟、 廩靝 有， 未. 充、 祭 物 有， 未 J 兀、 敎養有 

ル  ルル 

ダ -ソ  リ ダァ マネ カーフ  テス レヲ シケレ パ キ  リテ  シレ 

レ .H^A 至、 激勸 有い 未， 周、 皆 敦篤以 成：， 之、 久 則絃 誦之聲 作、 i 義之俗 可， 興矣、 

云 ふ 心 は、 郡鄕の 間に 學校を 立てお きて、 人を學 問に 入る る こと は、 民の 風俗 を改 

むる の 本な りと いへ ども、 今時 文學に くら き 奉行 は 却 つ て 是れ をつ ひえな りな ど 一 百 

ひて これ を不レ 勤、 如レ此 もの は 天理 を しらす 人の 道に くらく、 一切の 道 はこの 中よ 

り出づ ると 云 ふこと を不, 知が ゆ ゑ 也。 凡そ 所に 學校を まう け笸 きて、 奉行の ひま 

ある 曰、 下司 を ひ きゐて 其の 場に 出で、 寧 問 をな す體 たらく、 物 を 習ふ樣 をみ るに、 

或は 學者 未だす すまざる 處 あるか、 或は 擧 間の 間食 物 衣類 不自由な るか、 まつり を 

なす 道具と との はざる か、 師の敎 至らざる か、 すすめ はげます こと あまね からざる 

かな ど 云 ふこと を考 へて、 それ-^ に 志 を 厚く 信 を 深く 是れを はげまし、 不レ足 を 

おぎぬ ふとき は、 所の 風俗 あらたまり、 民 自ら 道の すべ を 知りて 不レ言 而 無道 ある. 

ノ  サ くわん ザん じゅ. f 

ベから す。 此の 敎 久しき 時 は、 奉行 は 下知 法度 を不， 成、 管絃誦 歌の 聲ば かりにて 

禮義の 道お こな はるべし とぞ。  . 
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牧民 忠告 諺 解卷上  .  一六 四 

ム ゾ 

〇 勸レ農 と は 民に 農業 をつ とめし むる と 云 ふの をし へ 也。 

農 之 勤惰、 一 歳 之苦樂 係焉、 せ 當に艮 か 不". 待タ k ま 者； IE", 一 〔tr 治 T- 視ニぁ FT 一 

廢レ 業者； 切實， 之、 遠近 聞， 之 ノ必き fc¥、  11441 之勸 にに it、  .^ぃぼ1|^^^""ま，^酒 

食 1 候 ゆ 郊原ハ 將迎 奔走 絡 s 無， 寧、 蓋數 曰騷然 也、 i4f  吏 童卒雜 赂遣 

i  Z* 1、 り "ふ、 モん T ルヲ ソ. ミ，. ダ-シ レヌ ハ スモ (S トレ プ ノ ハス レ 7 レム パ 7 

s^s- 下 及，！ 雞 豚， 名爲 ぃ勸， 之、 其 實擾, 之、 名爲， 擾， 之、 其 實勞」 之、 嗟 夫 勸.， 農 之 道 

ン  カーフ ンブ /ヌ  、一一 一一 スャ ノー パパ 

無レ他 也、 勿， 奪 n 其 時 1 而 已矣、 繁文末節當ニ爲略^,之、 

云 ふ 心 は、 農 をよ くつと めて 五穀 澤 山なる とき は、 民た のしみ 耕作に おこたりて、 

毛作ィ 熟なる とき は、 民 くるしむ。 耕 農 を つとむる とお こたる と は、 一年の 苦樂の 

よる 所 なれば、 民なん ぞっとめ ざらん や。 尤も 民の 內に 奉行の すすめ を不, あして 

能くた 力 へ す もの ありと い へ ども、 多く は當 座の 樂に ほこりて つとめ を 失 ふこと 多 

ところ 

し。 故に 奉行 細々 所 をめ ぐり 見て、 耕作に おこたる 民 をい ましめ、 我が 所作 を 失 ふ 

もの をと がむ ると き は、 遠近と もに 必す はげますべし。 今 奉行 . ド 司な どの 厅を 

(S) 

けんみ に 往来 致す を 見る に、 先づ 所の 百姓 ども、 錢を 出し合せ て 酒 を 用 童し、 看 折 


ひつな ど をと との へ て 野外に 出で て 奉行の 御 出 を 待つ に、 百姓の 內 奉行へ 馳走す く 

なきもの は、 その 事と なくい ましめ に 逢 ふゆ ゑ、 我れ は 人に おとら じと いそぎ 出迎 

ひて 奔走いた す ゆ ゑ、 民 こと-^ く 苦しみ、 奉行 逗留の 間 萬 事物 鹿 也。 さて 所. をめ 

(小 問？ s>  しもべ 

,  ぐり 見ら るるに は、 こま づ かひ 如くなる 小官 • わら は. 下部と いへ ども、 奉行の 下 

人と さへ いへば、 威勢 をな して 民 をお どす ゆ ゑに、 まひな ひお くり 物 其の 人の 御用 

とて、 上 は 金銀 下は鷄 豚まで 此方より ささげ 物と すと い へ ども、 實は 是れを 欲して 

. とりあぐ る 也。 奉行の 巡 撿は所 を ゆたかに 成さん と 云 ひて、 民 をつ からかす の 法 也。 

お y) 精と M 凡そ 耕作 を はげます の 道 は 他なる ことなし、 只 だ 民の ほね を 折りて 農耕に 情 を 出す 

その 時分、 こなたよ りゃく を あて 民 をつ かふが ゆ ゑに、 耕作 不熟 うたが ひ あらす。 

故に 抓 レ奪ニ 其 時 一と は 云へ り。 その外の 末々 の 法令 は 是れを 出す ベ から ざれと 也 C 

ス キヲ 

〇 服レ遠 と は、 遠國 遠島の いやしき 民 を もよ く敎 をな すと き は、 道に 入るべき こと 

を 云へ り。 

民  或 問、 遠方 媳民^ ニ居溪 洞； 猛不 丄ヒぉ 聾、 寬不レ 能 レ懷、 喜 則 人、 怒 則獸、 欲 J 且 一一 
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朝廷 德澤； 若， 之 何ノ而 可、 余 曰、 物 之 凶 狼、 無， 1 虎狼 若 1 也、 然 使 二 之 左右 前後 I 一 

吾 之聽！ 者、 得 二 其 制」 之 之 術 1 也、 夫克レ 剛莫， 若， 柔、 治 k 莫：， 如， 簡、 且彼之 所 nz- 反 

側 不,， 恆 者、 亦必 有.， 由矣、 或 貪， 一 其 財； 或 一  其 境 一 或 俘 二 其 子女； 或 蔑 二 其 官屬； 以- 

ス トモ  二  ノ ヲモ シン メレ ヲ  ミ ダサ ニノ レヲ  ケ レバ トス ル モ スト ラン 卜 モ シ ョ ッ-厂 

致， 一一 蟻 結 蜂 屯 肆ニ其 酷 毒； 苟安， 之 而不 レ擾、 外， 之 而無， 所レ 事、 雖レ欲 レ忿、 然 無二 自而 

ゾぶ r マツリ ゴ トモ 乂 ハン カク グ 二 1 ノ レ， 力 ヌ テン トメ ンバ ニキ ゾハ ウメ レ ラジェ ンプク 7、  ャ レガ クビ クモ .； 

發； 政 使 3 或爾 但嚴守 二 己 界； 恬 不二 與校； 久而 彼自馴 伏矣、 況彼兵 一 動、 i 

守 土 者 非， 二 上命ハ 坐視 而不， ー敢 前； 比， 許， 1 追 襲 一 則 已雜兔 逃而 禽鳥 散矣、 由 

レニ ズルニ  二  メル へヲシ ト  トメ キ  ムル グ レ ニム 力へ ヲジ ヲ  リニ ク ヘンキン fN レヌス 一 

レ是而 論、 安靜 不 者爲， 上、 恰 無， 所 レ求者 次, 之、 邀レ 功生， 事、 妄 開二邊 置, 斯 爲ー 

レ 下矣、 官ニ於 遠方 1 者、 尙レ監 二手 玆；  一 

云 ふ 心 は、 或 人 問うて 云 はく、 遠方の 民 常に 遠 境に 居す る を 以て 中國の 風化 を しら 

す、 或は 道理の わき ま へ を 不レ存 が ゆ ゑに、 たけく 敎 へても おそれて つ つし ます、 ゆ 

る やかに みち 引きても 叉是れ にな づ かす。 喜ぶ とき は 人の 如くして、 怒る とき は獸 

(示)  キ ノ 

の 如し。 上の 敎を しめし 德を のべん とする に、 如, 此遠國 の 民 を みちびく の 法 如何。 

答へ て 云 はく、 . 大地の 間 有情の もの の內、 さまん \ の 品 か はれる ありと い へ ども、 一 

物の 至って 理 にもと り 人 を そこな ふ は 虎狼に しくべ からす。 然れ ども 虎狼 を も 前後； 


左右 我が 心の 如く あっか ふこと を 自由に 致す は、 虎狼 をつ かふの 術 を 知れば なり。 

夫れ つよきに かつ はや はら かなら ざれば 不, 克、 しげき を 治め ゎづ ら はし きを 去る 

は、 其の 大要 を 知りて その 枝葉 を のぞき 簡略なら しむる に 如く は あらす。 かの 遠 境 

の 民、 上の 下知 をない がしろ にいた す は、 奉行 民の 財 を むさぼり、 或は その 境.^ を 

ちぢめ、 民の 妻子 をと. りごに し 戒め、 その 民の 頭 をない がしろ ならしむ るが ゆ ゑ > 

民 上 を うらみに くみて これ を あなどり、 徒黨 をく みて ありの 如く 集まり 蜂の 如くた 

むろす る を 以て、 後に は 其の 惡事 をく はだつ る 事お ほし。 是れを 治む るの 法 は、 ：： ハ 

だ 民の 安ん する が 如くに して みだらす、 遠方の もの を 中國の ものと 同じく 萬 事 を あ 

へしら ふが ゆ ゑ事不 レ八ヤ 只 だ 別の 用 所に これ を不ぃ 用、 かま はすして 置く とき は、 

取合 ふ 人な きを 以て 忿 らんと 欲する ともい かるべ き 人 あら じ。 政 も 此の 心得なる ベ 

し。 我が 境 內を相 守りて 入り みだらし めす、、 靜 かに 政 をな して 民 をみ ださ すん ば、 

久しくして 自然と 彼れ も なれした がふべ し。 若し 民 あつまりて 一 揆を なし、 兵 を 用 

ふると も、 上よりの 下知に 非 ざれば 出で て是れ を不, 伐、 ゐ ながら 見て あへ てす す 

お ほチ- 

ます、 上よりの 仰 あれば 出で て、 これ をお ひ はらへば 鳥獸の のがれさ るが 如くなる 
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( 一 ) 孟. 卜 梁 

jEg 王篇 第. ュ a 

に、 「老いて 妻 

なき を 蘇と： n 

ひ、 老いて 夫 

なき を 寡と 曰 

ひ、 老いて. チ 

なき., y 濁と 曰 

ひ、 幼に して 

父な きな 孤と 

W ふ。 此の 四 

つ の 者 は 天下 

の窮 尺に して 

ル：； ぐる ことな 

き 者な り。 文 

王. も？？. し 仁 

も 施す に、 必 

す 此の II つ の 

者 を 先にす」 

と出づ 

(二) このと 

ころ、 本文の 

「省み 祝せ し 

む。 化〕 し」 の 

句 も 補 へ ばよ 

く 通す 


牧民 忠吿卷 上  一六 八 

べし。 是を 以て 云 ふとき は、 安くし 靜 かにして 人と 不, 爭は 上の まつりごと 也。 靜 

かにして むさぼらす、 民に 求む る 所な き は 中の 政な り。 我が 政の 功 を 立てん こと を 

もとめて、 みだりに 所 を きりひろげ、 民 を さはが しむる を 下と す。 此の 三つの 心 f 

は 遠方の 奉行に ゆく 人よ くかんが へ 可, 知事 也。 

ム  ヲ 

〇 恤ニ 鰥寡, と は、 たより あらざる や も を やもめの 類 を あはれ むべ きと 云 ふこと 也。 

鰥寡 孤獨、 王政 所.^ 先、 聖人 所， 1 深 偶； 其 聚居之 所、 暇 則 親 范， 之、 或 遣， 人 省視、 


ノ レバ 


若 衣粮、 若藥 餌、 逛 不二 時給, 者、 糾， 一治 之、，. 

や も を やもめみ-なし/. J ひ 入-り  キ ノ 

云 ふ、 七 は、 たより あらざる もの を鰥 寡 孤 獨と云 へり。 如レ此 もの は 王者の 政に ま 

づ めぐむ 所、 聖人の 深く あはれ む 所 也。 故に 此のた ぐ ひ を あつめお いて 家 を 立て、 

奉行より 抉 持 を あて 行 ふこと 定まれる 法^り。 此の あつまれる 所 を 奉行み づ から 行 

(二) 

きて昆 、 义は人 をつ か はして 衣類 米粮 病人の 藥等を 時々 にあて 行 はざる とき は、 下 

司の 私 ある ゆ ゑな りと 是れを 正し 治む ベ し。 誠に 仁政の その 一 つなる ベ し。 

日本の 上代に は、 悲田寺 • 施 藥院と 云 ひて、 所々 に有レ 之。 悲田 寺と 云 ふ は、 親緣の 


たよりなく 世の たづき も あらす して、 鰥寡 孤獨 なる 民 を あつめ 置き、 これ を 抉 持せ 

ら るる 所 也。 是れ は國々 に 作りお かれけ ると ぞ。 施 藥院と 云 ふ は、 いやし さ 者の^ 

にお かされて 看」 射 も 成り 難き 者 は、 皆 此の所に あつめ 置きて、 典藥 の醫師 これ を療 

洽を加 ふ。 この 所 を 施藥院 といへ る 也。 まことに 有り難き 仁政と ぞ云 ふべき。 


〇 敢ぃ强 と は、 民の 强奚 をな す を やむべき 事 を かける 段 也。  i 

^ 謂、 民 一有 二 豪强 1 脈 不：， 能， 致， 治、 是殆爲 二 貪 邪 之 吏 一而 發也、 夫 豪 强之所 二 以敢橫 r 

者、 由ー-ー牧民*^有コ以縱1- 之 也、 何 也、 與レ之 交 私 故 也、 苟絕こ 其 私 一 可 T 不レ動 一一 聲色 r 

シム レヲゾ セ 二 ハク ノ シキ It ハ メ セ ハルト (m ハク / ラ  ォゾル 卜 フ エツ ヨリ モ ナル 

0 一一)  § 而 ii^s 其 膽 落：： 語 曰、 其 身 正 不 レ令而 行、 叉 曰，、 不, 怒而民 威二 於 鉄鎖； 信 哉、 

路お第 六 章  (一二) 

一一 章 中 I 云 ふ 心 は、 民の ほしいまま にして 奚强 をな す は、 下司の 中に 貪欲 邪義の もの あるが 

ゆ ゑに、 民の 邪 をの ぞく 事 不レ叶 也。 民の 我 まま を 云 ふ は、 奉行 • 下司 のこれ をゅ 

るして いはしむ る 也。 其の ゆ ゑ は、 民と 相 交 はりて 私 をな す を 以て、 民 を 下知いた 

す 事不ぃ 叶が ゆ ゑ 也。 若し 私 をた ち 交り を やめ、 賄赂に ふけら すん ば、 下知 をな さ 

すと も 民 相 恐れて、 いかん ぞ ほしいまま なるべき。 論語に 曰 はく、 其の 身 正しき と 
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牧民 忠告 諺 解卷上  一 七 〇 

ノ セ  ことば 

き は不ぃ 令而行 はると 云 ふ、 これ 也。 古人の 言に 上 一人の 下知 を 以て 下必す 治まる 

と 云 ふの 心 也。 叉 臼 はく、 上 少しもい からすして 民 干戈 を 用 ひられた るよりも 恐る 

べしと いへ り。 信に ことわりな るかな。 

〇 示レ勸 と は、 民の よく 家業 をつ とめた る もの をす すめし むる 事 也。 

い パセィ へ ウセ ース レビ  ナルニ  ニフ  ヲ  ス ズ ヲズシ 

諸 民有， ー旌表 及舉 行異， 衆 者； 時 加， 1 存 慰.； 爲， 勸 必多、 

云 ふ 心 は、 諸 民の 中に 孝行なる 民、 或は 人に すぐれて 義を 守り 節 を 重んじた る もの 

あるとき は、 必す 其の 家に しるし を 立て 置きて、 公役 を ゆるし 安樂なら しむる 事、 

是れ 異朝の 法 也。 我が 奉行いた す 郡鄕の 中に 左様の しるし を もちた る 民 あるか、 义 

は學 文を拔 出せる 民な ど あるとき は、 奉行 これ を 尊敬し、 公役 を 免じ 彌-' 道德 にす 

すむ 如く 勵 ますべ しとい へ る 事 也。 

C 毀 二 淫祠 1 と は、 淫祠 は その 所に 古来より 相 尊ぶ の 神社、 或は 先代の 守護 風 郡 をよ 

く 治めた るに 依りて、 惣 ての 民 是れを 神に うやま ひ 置きて、 春秋に 祭 禮を調 ふる 事 


(一) 唐の 高 

宗の 初より 大 

官 に 舉げ られ、 

S-M 大功 を 立 

つ。 大§^丞た 

b し 時 在獄者 

1 萬 ヒ干人 も 

速斷 して 名 あ 

り、 江 南巡撫 

使の 時 淫祠 を 

毀ちて 稱 誠せ 

らる。 則天武 

后の 時 賢士を 

薦めし が 皆 名 

臣 功の 人な 

J>、 後 功に よ 

梁 國公を 追 

贈 せらる 

(パ〕 揚子江 

と淮 水の 間、 

今の 浙江 • 安 

徽省 附近、 昔 

與楚 と稱 せ. > 

(三) 昔 治水 

に 功 ありし 夏 

の禹 王。 伍子 

胥は 春秋 楚の 

人、 その 兄楚 

王の 爲 めに 殺 

さるる を 以て 

吳に 走り、 吳 

ん1 助けて 楚を 

伐ち 怨も 報す、 


是れ等 は 所 々に 相 定ま つて 有レ之 ほこら 社 也。 此の 外に 末社 を い は ひいろ/ \ の 神 

社 を かこ ひ 置く の 類 は、 必す 民の つ ひえ をな し、 公義の 用 物 をつ ひやす が ゆ ゑに、 

必す是 れを禁 すべし。 古来より 相 祭れるな ど 云 ふと も、 大方 は 是れを こぼち 捨 つべ 

しと 云 ふこと 也。  . I 

ッハ ヌ レバ チーフ ス r ヲ 二." ズル 「 ヲキニ  ハ レバ ツチ レガ タダシ キヲ  ル  ；； ^キエた 一 ： r.^  一  1; セ 

毀 一一 淫祠； 非 一一 燭， 理明而 信， 道 篤 者 ー不， 能、 非 下行 二 己 端 1 而處 二心 正 1 者 上 小レ敢 

云 ふ 心 は、 所に 不レ入 ほこら 多し と 云 ひて、 是れを こぼつ 事 は、 宜しき 道理な りと 

い へ ども 亦 大事の 事 あり。 其の ゆ ゑ は、 奉行 理 にくら く 道に 信心う すきと き は、 或 

たたり 

は 神の たたり をう け、 或は その 身に たたりな しとい へ ども、 その 在所の 民に £ 一 小 をな 

して 人 をな やます 事、 古 來是れ おほし。 故に 理 明かに 信 深ければ、 如レ此 わざ は ひ 

あらす。 我が 正直の 心 則ち 神に 相 通す るに あらす して は、 必す害 を 可レ受 也。 ここ 

キルい  (唐) ( 一  >  つ ー，) 

をよ く 分別 可， 有レ之 也。 昔 宋の狄 仁 傑と いへ る 名 將の江 淮をを さめけ るに、 、江淮 の 

C^JS 尺) 

間え 5 すに 近き を 以て 風俗 正しから す、 淫祠 さかんな り。 故に 淫祠 を こぼつ 事 一 千 

七百餘 にして、 只 だ 夏の 禹. 伍子 胥 二つの 廟を のこされたり。 後人 猶 ほこれ を 論じ 

後ま.^„1越も破り，，-が、 越の 和も受 くるに 反對， -、 遂に^^に遇ひて殺さる。 吳の 功臣な り 
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て 伍子 胥が廟 をす ぎたり とせり と 云々。 淫祠 はこれ をの ぞく 事 尤も 善政と い へ るべ 

し。 
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愼獄第 六 凡十條 

む 一) を,^^ I  云 ふ 心 は、 召 人 あるときに、 是 れを愼 みて 考 ふべき といへ る 事 也。 獄 は-つったへ 

に 移し 不 A 逮, 

暮 とする 方よ  召 人 也。 

(二) 徵は 粗 

税、 W は；！ P; 債、 

旁 午 は 入り 交 _  ,ス し  ャ ル 

る こと  〇 存レ おん と は、 とが 人の 心 を 推し はかりて 可レ見 也。 恕は おもん ばかる とよめ る 字 也" 

【三 ~、 底本 Bf  ョ 七- レ カハン スヌヌ  リ クル-一 アヤ マルー 一  マ  ^. 一一  スルー 一，, ノル  一 I 

I  SL,H^- 人 之 良、 孰 願レ 爲レ盜 也、 由 一二 長 レ民者 失 一一 於敎 養： 凍餒 之 極 遂至ニ 於此； 要 非 二 其 得 1 

猶言二 交  "ノ， -、 ：チ e カー- ミ -il 力， ンガ ノル 二 ゾ ル 「ヲ ヌヲ ノエ ヲメ コゴェ  ゥラミ ..、 (二) (き シ 

US, 也、 霜 光傳、 レ已也 嘗潛 體 M 其然ー 使 二 父 飢母 寒； 妻子 IM 見、 徵食旁 午、 疹疫 交- -攻、 卞 i 

者 旁 午、 ^  二)  ) 

$ 布 也、 と あ 死  一 .iH、 朝不， 逮. 暮、 於 ニ斯時 1 也、 ini 利 而不， 囘者、 能 幾何 人、 其 或 因而攘 竊、 不 

(g!) 一本 開  モ トメノ ヌ  やキ レヲ 一一 フレ -; シム 1; レニ シ  レド モノ モ卜メ マルー 一  レ 力-一 セン ノル 7 

(五) I 子 レ原ニ 其 情 一 輒置ニ 諸 理； 嬰レ 笞閉レ 木、 彼 固 無 レ辭、 然 百需 叢， 身、 孰 明 一 1 其不 |,禱 

^^篇 第 十ブ章  ム つ/  、五) へク  じ ノヌ  ズル r シ  モシ バ ノ  7 キア ィキ ヨウ V レトプ r  クテ 

JS なり レ已 古人， 謂、 上 失 一一 其 道； 民 散 久矣、 如 得 一一 其 情； 則哀矜 而勿， 喜、 鳴 呼、 人能以 
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♦ レー ヲ. - ゼバヲ モ ス , -, ナ ラン 卜 ズー フン  ，J ビ 

レ是 論， 囚、 雖レ 欲ニ慘 酷？ 亦 必有レ 所 レ不レ 忍矣、 

云 ふ 心 は、 人す でに 天理の 良知 そな はれり。 たれ か 盗賊 を このみ 惡逆を 成す こと を 

ねが はんや。 奉行 民 を 治む るの 法 を 失 ひて 百姓う ゑ こご ゆるの あまり、 遂に 盜賊を 

なすに あり。 必す 是れを 好みて 致す もの は不, 可, 有。 やむ こと を不レ 得して つ ひに 

シル  トレ 

これにお ち可レ 入。 つら/ \盜 を 成す ものの 心に なりて 見る に、 父母 あれ ども 可レ奉 

食物 もな く、 妻 は 夫の 衣食 を あたへ ざる をい かり、 子 はな けれども 喰 はん 事 を 云 ひ 

か (負) 

人 は 借し おふせた る 金銀 をせ め はたり、 人と さながら 交 はれば、 入に おとる 事 を は 

ぢて なきもの を かざり、 家に はやま ひ をな す ものお ほく、 疫碟^ しくして 用 をた す 

人 もな くば、 まことに 萬 死 一 生の 身 也。 今朝 はもの をく へ ども 晚の事 はいかが と 思 

ふ ほどに 身の なりゆき なば、 當 座の 苦 を やめん ために 利 を 見て 義を 不レ忘 もの は ある 

ベから す。 ここにお いて 盗賊 をな す 事 定まれる 道理な り。 しかるに 奉行 その 源 をば 

-ラ-  一  -  (^、  がう もんち やうち やく 

不レ 量して 則ち 獄に 入れ、 な は を かけ ほ だし をう つて 拷問 打 擲 き はまれ ども、 盜を 

ももいろ ももし な 

なせる こと 必定 なれば 申し分くべき 言 もな し。 その 身に なりて みれば、 百 色 百 品の 

苦勞 身に あつまりて やむ こと を不， 得して 如レ此 なり ゆけ ると 云 ふこと を 知り たづ ぬ 


る 人 は あるべ からす。 古人 云 はく、 上に 道な きを 以て 下に 民 くるしむ。 上 若し 下の 

めしう どつ みう ど 

情 を 明かに たづね 知り 給 はば、 囚人 罪人 あるた びに、 あはれ みかな しみて、 更に 喜 

び あるべ からすと 云々。 此の 心得 を 知る 人 は、 科 ある もの をいた むる は 律の 法 也と 

(き 

ひと へ に 思 ふ もの も、 つ ひに は 心と けて 人 をつ みする こと を 喜ぶ ベ からざる 也と ぞ„ 


(一) 片 一-一： 祈 

レ獄は 論 顏 

淵篇第 十二 章 

に出づ 


〇 獄詰ニ 其 初 1 と は、 うつたへの あるとき、 或はと が 人 あるときに、 先 事 延引せ しめ 

す、 早く 是れを たづね 問 ふべ しと 云 ふこと を かけり。 

ハフ トハ  ヲ  ン  .X テオ コル  スハ  ァラ  スル ニフモ  ァラ  二  ノ  ズ 

職 問， 1 初 情； 人 之 常 言 也、 蓋 獄之初 發、 犯 者不， 暇 二 藻 飾； 問 者不レ 暇, 緞鍊； 其情必 

ミテ シ八レ  テ ンデ レニ  ンクノ ヲ テ レ パレ ヲ  二  ヌ  シク ナパ  マ..^  ノ  二 ラント 

愼 易， 見、 威 以臨, 之、 虚 ， 心以 詰, 之、 十 得 二 七 八 1 矣、 少 萌ニ 姑息； 則 其 勞將， 有 T 百， 1 

ス 

スル ノス 二  一一 「二  一一. xti: 'ダム ルハ ヲ  グク ミスト  二  ノ キ「 ン リス 

倍 厥 初 1 者ハ 故 片言 折， 獄、 聖人 惟 與，, 乎子路 一 其 難 可」 知矣、 

云 ふ 心 は、 うつたへ 有る とき、 先づ 其の 初めの 時 是れを 尋ね 問 ふべ し。 初めに はか 

ざり かくす 事 もなら す、 問 ふ 者 これ を こまやか にせす と 云へ ども、 其の まことい つ 

はり 可い 明。 奉行 威 を 以て 下に のぞみ、 心 をむな しくして 是れを 尊ね 問 ふとき は、 

十の 內 にて 七 八 は 則ち 明白なる ベ し。 若し 是れを 延引せ しめて 早く 決斷 をな さ ざれ 

慎 獄第六  一七 五  . 


牧民忠告^^！解卷：卜  »  一七 六  . 

ば、 双方と もに 言 を かざり 僞を まう けて、 よく 是れを 論 決せ ざれば 不二 分明； 少し 

の 休息 をね がふ を 以て 却って 苦勞 前に 百倍す。 故に 片言 折」 獄と ある こと を 聖人 も 

尤と 子路に 同ぜり とぞ。 

L に、 底 義本玲 〇 詳 M と は、 罪科 相 さだまる と 云へ ども、 猶ほ つまびら かに 可レ 謀と 云 ふこと 也。 

SS に ？ i レ レー)、  • ,  . 

也と あり 在， 獄 之囚、 吏 案雖， 成、 猶 當ニ詳 讖ー 也、 若 酷吏 鍛鍊而 成 者/ 雖， pi 之 囚ー 不二 里 ハー 

ヌ  ク クサ ケ  ヲ  ゲ ヲ ヤス クシ ヲ  キテ  メ テ ゼシメ レ, 〈 メ  二 ユルク メ ヲー尸 ノ 

レ 辭焉、 須盡辟 二 吏卒； 和レ顏 易， 氣、 開 二 誠心 一 以感, 之、 或 令 ニ忠厚 獄卒； 款レ 曲以： 一 其 

ゾ ダシノ レヲ シバ ノヲ クチ Kncl 二 シ  ヌ  カラ ！ フニ 力 カハ" 7- サグ ノ  二  モ テア ゾゾ ヮ 

情 一問 レ 之、 如 得 二 其-冤 一 立 爲ニ辨 白； 不， 可ズ徒 拘 一一 閡 吏 文 一也、 噫姦吏 舞. 文、 

ノニ カラン ーフ 

何 所 不， 至、 

云 ふ 心 は、 罪科に おち 入りて 召 人と なる にき はまれり と、 下司 公事の 案文 をき はむ 

と 云へ ども、 猶ほ詳 にこれ を はかるべし。 若し 下司け はしき もの か、 理の すぎた る 

もの は、 必 すうった への 外 を 以て 人 を 罪に おとす 事お ほし。 その上 賄赂 をと りて 私 

をな すと き は、 大方の せんぎ 斗り にて 分明に は 成りが たかるべし。 故に 下司の 中の 

ものな ど をよ びて、 はげしく 不レ 云、 顔色 を や はらげ て 道理 を たづね、 叉 は 籠の あ 


I 


づ かり、 ひとやの もの をよ びて、 その 源 を たづね て、 少しも 私 あるか、 無， 罪して 

たち ど： ろ 

とがに おち 入る をば、 立 に 是れを わき まへ べし。 下司の き はめた る 理非の わかち 

なりと て、 是れを さしおく ベ からす。 大方 かたまし き 下司 は、 私に よ つて 事 をな す 

事 多し と 也。 

0 視レ： と は、 罪人 ゆ ゑな くして 死せ ると き、 その 屍を撿 使に ゆいて みる こと 也。 

或は けんく わ、 或は 預れる 囚人な どの 死骸 をみ る 是の類 也。 

一一  ク レバ  シ r セゾ .Iv カギ n テ ヌ  フ  ンズル  ヲ  レ 八 へドモ モレ 二  ニス レドモ 

故事、 承 一一 撿屍之 牒.； 則 劃， 時而 行、 重 11 人命 一也、 其 或行焉 而後 レ時、 時 焉而 不二 

ラ マ  ラス レドモ  二 七  ル カラ  レ スル レヲへ  二 クフ ゼ イシ ノ ハ  カラ 

親 液； 親 焉而不 ，1 精詳； 罪 皆不， 輕也、 其 檢レ之 之 式、 叉 當ニ徧 考.； 筮仕 者、 不， 可 二 

シ  (二) 

テ ル 5 

^不 1^ 失 

云 ふ 心 は、 死骸 を點 見可レ 致と ある 仰 をう けて 後 は、 則ち 刻限 を さだめて 必す 可い 至 二 

其 場？ これ は 入の 命 ほど 大 節なる もの は あるべ からす、. しかるに それ を そのまま さ 

しおきて 死が い を もお そくみ る は、 人の 命 を かろんす る 也。 或は ゆけ ども 時分に お 

くれ、 時分に は あへ どもみ づ から 不， 行、 みづ から ゆけ ども 詳 にこれ を不， 檢は、 其 
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牧民 忠告 諺 解卷下  一 七 八 

リレ つかへ  ノー- 

の罪大 なり。  尤も これ をみ るの 法 別に 有レ 之、 をな す 人 は 不レ知 かたはざる こと 也 

〇 囚糧 と は、 罪科あって ひとやに 有レ之 ものに 食を與 ふるの 法 を かける 也。 

±) 一本、 1K 地 之 德曰ニ 好 生 一 聖元體 A 之 以有ニ 1K 下ハ 諸 在， 1 縲紲ー 無， 家 者、 皆 給 二 之 粮； 惟縣狱 

朝に 作る  ^ セ  フー 一 ハズ 、ノ  ニヲレ  二  ニズテ ボラ ノル 「ヲ  ル レヌニ オヨ プ マミ ュ ルニヲ ナム ルヌニ 

(5  f  # 不レ給 也、 意 者 縣非レ 待 二 報 之 官府 一 故 令 11 一 略 詰 二 其然ー 而上ニ 之 州 一 比レ見 11 爲- 州 者 一 

レ報之 {yw, の  (二)  (111) - 

<Jt  .S-,.  メ -I  ノレ レカ (En  ケ テス  7  二 レ メラ 二  テ ガ ヲ ッテ ス 

"JT 「5 ろ 往々 爲ぃ吏 之 所 X 欺、 吹 求不っ 1  乂、 以致， 1 瘐死於 縣獄； 夫 罪不， 至， 死、 而以， 1 己 私 一纏 殺 

州を爲 むる 者  レヲ  ン  ヲ サム ル シ クハヲ  4:- ク V ョレヲ 

t るに」 と ， 之、 不仁 甚矣、 爲ー 一州 若 府ー 者、 尙 深戒， 之、 

？ g む 方よ く 通 

.rs) しき.' 云 ふ 心 は、 天地の 德は萬 物 を 生す る を 以て 德 とす。 故に 夭 地の 德を好 生と いへ り。 

一」 求 もる こ IW 

天子 は 天地の 德に のっとりて 天下 をた もち 給へば、 天地の 仁德を まなび 給 ふべ し。 

0,. のとら はれに 付きて ひとやに 有レ之 罪人の、 家より 食事 を つづく る iej 不, 叶 もの 

に は、 上より これに 糧食 を あたへ 給 ふ 事 有りが たき 政な り。 しかれ ども、 少しば か 

りの 在家 村な どに 有レ之 ひとやへ は、 奉行より かて をお くる 事 あらす、 それより 國 

府へ おくりて 國府の ひとやに て は 糧食 を あた ふとい へど も、 遠き 在々 にて は、 下司 

の 私に よって 往々 罪人 をう ゑし む。 凡そ 罪科 は 死罪に いたす ベ き 科に あらす して、 


下司の 私に よってう ゑ 死なし むる は、 不仁の 至りと 云 ふべ し。 郡 司必す これ を わき 

まふべ しと 也。 

ところ 

〇 巡警 と は * 切々 所 をめ ぐり 見て、 民 をい ましむ る こと 也。 

詰レ 盜非レ 難、 而警， 盜爲， 難、 警， 盜非レ 難、 而使 一一 民 不 -爲， 盜 尤雞、 き 天下 之 事、 

ンジテ ノキ ザシ； - セ バレ ヲ チリ  L テ / 1| セ バレヲ チ  ノ  シ  レノ ォ コル r  ニヅ 

先 11 其 幾 1 爲レ 之、 則 有， 餘、 後， 一 其 幾 一 爲.， 之、 則 艱苦 而 無：， 益、 夫 盜之發 也、 恆出 11 不 

二  ハグ  -;  ノグレ ヌハ  チリ クシ  ヲ  ニシ  マ  /  ヲ (SJi?) ズルニ  7  ハ 

虞； 知者 防 二 於 未然； 其 防, 之 之 術、 則 在 1. 廣ニ 耳目； 嚴ニ 巡邏 一 戒ニ飮 博； 幾 * 游聚 h 或 

(i  ノ 

旬 或 月、 卽命, 尉 行， 境、 以 恐ニ懼 之； 夫 盜猶ヒ 鼠 也、 尉猶ニ 捕， 鼠 之 狸 一也、 勤 二 於 出.； 

キ  、ン  、 

鼠必伏 而不， 動、 狸不, 出、 則鼠必 舆矣、 彼爲， 尉 者、 與,， 一 其勞， 1 於 已然ー 孰 K 若警 一！ 於 未 

發 一之 爲 4, 愈、 若 夫 使 一一 民 不 -爲, 盜、 則 叉 在 二 於 勤， 本以致 >A 富、 勤 斯 富、 富 斯 

ル  ルレ バ モ リテ レ ヲムト マ  ズ  チサ レヲ  二  へ グ  ミチ テ リ  ヲ 

禮義 生、 禮義 生、 雖 ニ驅リ N 使 竊、 亦必 不二 肯 爲,， 之矣、 故 管 子 謂、 倉 慮實而 知ニ禮 節； 

衣食 足而 知ニ榮 辱； 諒 哉、 

云 ふ 心 は、 盜を とらへ てこれ を詮義 いたす 事 はやす く、 盜 まれざる 如くに いまし む 

I おき  ル ハ 

る 法 を 難しと する 也。 ぬすまれざる 仕置より 盜を 致す こ と の 不レ叶 仕置 をよ しとせ 

愼^ 第 六  ， " 七 九 


牧民 忠告 錄解卷 下  ， 一 八 〇 

り。 凡そ 天下の 萬 事、 物の きざし を 知りて そのき ざす 所を戒 むる とき は、 力 を 入る 

る 事 寡く して 功 を なすこと 大也。 きざして 後に これ を 治む ると き は t その 身 も 力 を 

入れ 辛苦して 功 を 成す 事 すくなし。 盗人の 世間に 出づる は、 人の 油斷 をかん がへ、 

世の 法度の 怠る を 以て 必す國 に盜人 起るべし。 是れを 知る 人 は、 盜人 のき ざさざる 

所 を 防ぐ。 防ぐ の 法 は、 奉行 • 目 付. 橫 目 を 以て 世間の 樣を よく 聞きよ く考 へ、 下 

司 • 下 奉行 を 切々 所 をめ ぐらし め、 或は 酒 を もて あそび 博奕 を こ のむ もの を 戒め、 

あつまり あそぶ ともがら を 禁ぜし め、 或は 十日に 一度 一月に 一 度 も、 奉行 境內 をめ 

ぐり みて、 是れ をお どす とき は、 盜 おこるべき 時分 あらざる 也。 たと へば、 盜は鼠 

の 如し。 奉行 は 鼠 をと る 猫の 如く 也。 、猫 切 々往来して 鼠の 有る ベ き 所 をね らふと き 

は、 ；；^ ふし かくれて うごかざる 也。 猫不, 出處 也と 知る とき は、 必す 出づ。 盜を 

戒 むる こと 亦 如, 此也。 盜を とらへ 戒めて 拷問 せんさく を 致す は、 奉行 ことに 苦勞 

いたす 事 也。 盜. < の不レ 出、 おこらざる 如くい ましめ 置く とき は、 辛勞 更に あらす 

此の 理を考 へ て 切々 所 をめ ぐる を辛勞 なりな ど 思 ふべ からすと 也。 叉 民に 盜 をいた 

す 心の なき 如く 致す 政 は、 勤レ 本て 富 を 致すべし と 也。 勤レ 本と は、 民の 家業 を 情 を 


出して つとむる， こと 也。 象 業に おこたりて 酒宴 遊興に ふける とき は、 必す 手前 貧に 

なり 身體き はまる を 以て、 必す盜 賊惡黨 をな すに いたれり。 故に 先づ 家業 をつ とめ 

§  ル ラ 

しめて、 家 もとみ 貧に 不 A 至 ごとくに 民 を はげます ベ し。 家と むと き は、 民お のづか 

ら禮義 を 知る。 禮義を 知る とき は盜人 をいた さしむ ると 云 へ ども 盜人 あるべ からす- 

(に、 戰 m 齊 この 道理 を 以て 管 仲が 曰 はく、 倉廩み ちて 禮節を 知り、 衣食 足りて 榮辱を 知る と 云 

の お 公 も雜け 

云。 云 ふ 心 は、 道 を まなび 禮義 をき くべき にも、 その 身 貧賤に して 朝に 食して 夕の 

相な り  ルラ  てだて  ォ 

食 を不レ 知が 如くに なりゆきて は、 學 ぶべき 手段 もな く、 心 自らみ だれて、 禮節も 

なすべき 事 あらす。 故に 先づ 家業 をつ とめ、 身 も 富貴なる とき、 禮節を 寧ば ざれば 

(足)  シ 

必す失 あるが ゆ ゑに、 禮節を 知り 衣食たん ぬして 後に 榮花 恥辱の わき ま へ を も 可 

レ 知と 云 ふの 心 也。 - 

.  〇 按視 と は、 下司 ぁづ かりの 所々 を 切々 めぐりみ て 事 を 正すべし と 云 ふの こと 也。 

獄 庭時當 一一 一 至 一也、 不 II 惟 有, 二 以安 一一 衆囚之 心； 亦 使 下司 レ 獄卒 吏 輩 知レ 所ニ警 長； 而 

シ 

カラ  メ リテ ゥッタ フル  レ ンジ ニグ レ プ  ^ ジ 

無 S 飮博 喧嘩、 逸而反 獄 者：； 是亦 先， 事 防， 之 之 微意 也、 倉 ゆ 同、 
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牧民 忠告 諺 解卷下  一八 一一 

云 ふ 心 は、 ひとやの ある 所、 或は 罪人 を 戒めお く 所へ も、 折々 みづ から 至りて 是れ 

をみ ベ し。 若し 下司の 私と して 罪人 を ゆるやか にし、 輕罪 をつ よく 戒 むる 事 も ある 

べき なれば、 是れを 改めん ため、 叉は獄 司の 內の もの ども、 その ぁづ かりに 居て、 

酒宴 博 突 を 弄び て、 油斷 をな す 事な どの あるかと 云 ふ 事を戒 むべ き爲 にも あれば、 

奉行 折々 加 樣の處 を 見め ぐる 事、 叉 政の 正しき 也。 ひとや 斗り に不レ 限、 惣 じて 下 

司の ぁづ かり 居る 處 をば めぐりみ る事最 たるべ しと ぞ。 會 車と はくら の こと 也。 


アイ キヨ ゥ 


〇 哀矜 と は 民に とが を 犯せる もの あるとき は、 是れを あはれ み ふび/し を. S へ a" 


亡友 段 伯英、 嘗 尹二鉅 野； 民有  犯， 法受， 刑 者； 毎爲泣 下/ 或 以 余聞 之 レリ 

； ^ニノ ハク ズ リノ ル シテ， ム ヲ ソク ダャカ モ ンヲ ジテ ヲ 一， ， 

^自語 曰、 人必 有二是 心； 然後可 以語， 1 王政； 且 獨不， 閜、 古人 亦有卞 林が i 人 於獄, 而^-,. 

家寢 1 者， q 乎、 要 皆 良心 之 所, 發、 非， 過 也、 

うしな  〔 一 ) 

云 is 心 は 我が 友 今 は 亡 ひたり、 名 は 段 伯 英と云 ひける。 かって 鉅 野と 云 ふに 奉行 

たりし とき、 民の 內に法 を を かし 罪に あ ひて 刑を受 くる もの あるとき は、 必 すう， e 


なみた 

ひ 思 ふが ゆ ゑに 泣し ば/ ヽ 下る。 或 人の IE はく、 これ は あまりなる 事 也、 とが を以. 

てと がに 逢 ふ は、 なげくべき 事に 非す と 云へ り。 我れ これ を 聞いて ひそかに 語りて 

云 はく、 人必す この 心 有りて こそ 政 をば なすべ けれ、 古人 も 人 を獄に 入れお く. とき 

は、 その 身の 苦 を 思 ひ はかりて みるが ゆ ゑに、 夜 更に ねられ ざると いひし 人 ありき。 

是れ皆 我が 本心の 仁の 外に 發見 する 所な り。 過ぎたり と 云 ふべ き 所に あらす とぞ。 


〇 非， 縱， 囚 と は、 古へ は、 とら はれ を ゆるし 宿に かへ らしめ て、 叉 ひとやに 入る 

(り) 

る 事 ありし なり。 是れは あやまり なると 云 ふ 事 を そしれり。 

シ ヌセ シムヲ  ク ノル  二  ダシ  スルニ  カラ テス ト  レハ  -i  メス ル 

古人 縱， 囚省， 親、 如， 期 還， 獄者甚 多、 要 不， 可ニ以 爲；， 法 也、 夫 法 者 天子 之 所， 有、 而 

ハサ バレ ヲ  レス  ヲ  メレ チへ テヲ  ス  レヲ  レ  チカ カラ  ンデ  ヌ  テヌ 

民 或 犯， 之、 是犯ニ 天子 之 法 1 也、 而彼乃 與.， 期 而縱， 之、 是不， 幾 T 於 弄 二 天子 之 法 ー以掠 

レ美、 市， 1 恩 於 者，, 乎、 然 出 二 於 朝廷 1 則 可也、 出 二 於 一 己 之 私 1 則 不可 也、 

云 ふ 心 は、 古人 囚を ゆるして 親 をと ぶら はせ、 親類 父母 を かへ りみ にっか はして、 

日限の 如くに 叉 ひとや へ か へ る 事 あり。 是れは 慈悲の 政に 似たり とい へど も、 必す 

是れを 法と 致す ベから す。 その ゆ ゑ は、 法 は 天子より 出で、 民 これ を 犯す は 天子の 
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法 を 犯す 也。 しかるに、 法 を を かせる 民 を ゆるして 日限 を 定め 宿 へ かへ すの 類 は、 

天子の 法 を もて あそび あなどりて、 下の 民に 私の 恩 を あた へ 喜ばしむ るの ゆ ゑ 也。 

是れ皆 私の 行に して、 お ほやけ の 政に 非す。 若し 公義より 出で たる 法度に おいて は 

不レ 苦、 一己の 私に 出で たる 法 を 立つ る は 皆 不可 也と ぞ。 古人 云 はく、 理を 破る 法 

は 有りと 云へ ども、 法 を 破る 理 なしと 云々。 

〇 自實 と は、 民に とが あるとき は、 我が 政の たらざる 所 也と、 我が身 を せむべし と 

ぞ。 

敎. 民不， 至、 則 犯 多、 養， 民 無， 術、 則 病， 飢者 衆、 爲二 守與 U 牧而使 二 其 至 1. 此、 

獨歸， I 咎於 民, 難矣 哉、  . 

云 ふ 心 は、 民に 敎 ふるの 道 至極せ ざる を 以て、 法 を 犯しと がを受 くる 者 多し。 民 を. 

養 ふの つとめ そのみち を不， 得が ゆ ゑに、 たく はへ を 失 ひて 飢に のぞむ 者 多し。 守 

.  §  (き 

護 牧民の 人の あやまり を 以て 民の 苦しみ をな せる に、 只と が を 民に のみお ふせて 太 

守の 非と 不レ思 は、 牧民の いよ/ \ おろかなる 也。 


救荒 第 七 凡九條 

云 ふ 心 は、 荒 は 田 由 S 不熟 にして、 民の 家業 こと-^ く あるる こと 也。 是れ をす く 

ふべ き 政 を 救, 荒と はい へ り。 

フ イナ ムシ プ  いね 

〇 捕 レ蝗 は、 田に つける 虫 をと る. こと 也。 蝗 はいな むしと よめり。 この 虫 種に つ 

くと き は、 必す不 熟せり。 是れ をと りすつ るの 法 を かけり。 

故事、 蝗生， 一 境內； 必馳 M 聞 於... h 少 ま 1 頃刻.； 所， 坐不 A 輕、 然 長， 民 者、 亦須 t 相， I 

ノ  スノヲ ヌシキ ョ卜ノ シムノ  二  ン  スレパ  クリ 

其 小犬 多寡、 爲， 害輕 重； 若 遽然以 聞、 液， 1 其 上 1 者、 群集 族 赴、 供張徵 索、 一 境 騷然、 

ノ ッテ シキ ヨリ モ ナリ レ ハ 二 イネ ワカ ケ レバ チ ニス ミヤ 力 二 中  ヲテ ルレ ヲ ザレ ズシモ テ 二 

其 害 反 ま ー於蝗 1 者、 其 或勢微 種禪、 則 當,， 亟 率， I 衆 力, 以 圖，, 之、 不 T 必 E,i 細 虞 1 

以来 * 大難 於 民.^ 也、 故 凡 居/ 官、 必先敢 二 於 負荷.； 而後 可ニ以 有,， 爲、 

云 ふ 心 は、 蝗田 につく とき は、 則ち はせ 来りて 上へ 吿げ 奉る ベ し。 少しもと どこ ほ 

り 有レ之 其の 罪 かろから す。 是れ 定まれる 法な り。 奉行み づ から 其の 所に 至り、 虫 

の 大小お ほき すくなき、 害 を 成す ことの かろき 重き を考 へ て 其の 下知 をもう くべ し。 
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若し 奉行 あわてさ はいで、 むらがり あつまり、 一族 これにお どろいて、 彼の 所に お 

もむ き、 その 在所の 民 こと^: \ く ここに 來 りて 奉行へ 馳走 をな し、 民のお そくあつ 

まる をめ しもと めな どして、 一 在所の 騷動 をな せば、 田に 虫の 付きた るよりも 民の 

つかれ 必す さかん なるべし。 此の所 を考 へ、 田の いね もい まだ わかく、 虫の つき や 

う も すくなく ば、 人 を あつめて 是れ をと らしむべし。 少しの ことに 驚きて 大難 を 民 

にかくべ からす。 民の つかさた る 人. は、 萬 事の つ つし み を 身に せお へ る ごとく 大事 

にかけ て、 後に 政 をな すべし とぞ。 

〇 多 方救賑 と は、 我が身の 富貴 を 以て 人 をす くひに ぎ はす 如く、 萬 事に 心 をつ くべ.. 

しと 云 ふの 心 也。 

、一 \ 命 151; さ  ノ  ノアク フル ニトヲ  ハ ズ スル ニノ ミナ ラシ 乂ン トシ 二 ズ ントノ ヲ ス ルテス クハ  ルプバ  ヱ クル 

政 kyK^S 天 所- mk 二人 富與 1, 貴 者、 非， 欲 二 其 自裕； 蓋 將レ使 1^ 推 レ所レ 有 以濟中 人 之不. 及 也、 飢 

及, ひ. .ie-^ 篇第  -I ハ ハセ レヲ VI タル 二 ハス レヲ レ  力 ガ フル 二  「ニキ ハゲ レヲ レル ハク レヲ レ  力 

の 一章に I 者 食レ 之、 寒 者 衣， 之、 斯不レ 負 一一 天 Ek 之 富 ー矣、 直 者擧レ 之、 枉 者錯レ 之、 斯 不レ负 一一 

^li 作 i マ 故 天 £k 之 貴： 矣、 然 富 *3； 而能 若， 是者、 其惠 在， ん、 而善則 在， 己、 名爲， 一惠 人.； 實 自惠、 

に有ニ；3^^社-者  一一  クモチ ヌ (- 二十 ル  ハ  ニメ ァへパ  -- -テノ ヌ  ズリ  テス ル r レニ 

と なる  也、 故 古 之 有， 民 壯者、 或 不幸 而値ニ 凶荒 夭 札 之變； 視 ニ其輕 重； 必有ニ 術 以處- 之、 


J  ニー 一)  户  《  ヒラキ  ハシ レヲ  二  ハス 二 テン  ヌ  ハ ニダ/ ミケン セィニ リカ ヒ ヨネ ヌ 

或 私帑之 分、 或公廩 之發、 或 託 二 之 ェ役ー 或假 以， 一山 澤ー 或 已負ニ IS 征； 募レ 0 勧 

ゥ" ヨネ ヲ  ハエ ルメ  --メ  ノ  ヲ  ハジ テニス  ノ  ヲ-  ゾキ チヌ、 ク フノヲ  ハ チシ  トメ ル  つ  シ 

fe> 或聽 k 收 n 其遺稚 一 或 命， 醫療ニ 其 疹疾； 凡 可 ri 以 扬ニ 其 生 一 者、 縻ニ微 不 r 至、 0 

古ん 視 k 如. 子、 天下 未. 有 二子 在. i、 而 父母 あ 視不. 救之理 1 也、 嗚呼、 凡 牧民 者、 せハ 

テヲ サバト  クハ カラン  - 

以ニ古 之 人 ー爲， 法、 庶 無， 一 彼我 之 間 一哉、 

云 ふ 心 は、 人の 富貴に なりて 金銀 を 多くた く はへ、 官位 をし ば/ \ うくる は、 我が 

身 を ゆたかに なし、 榮 華に ほこらしむ るの ために、 天 これに 富と 貴と を あた ふるに 

あらす。 分限 ゆゆしく とみ さかえた る 人 は、 我が 所に ある をお し 施して、 人の たら 

(3 

ざる をす くひ、 う ゑ かつ ゆる 人 を はごくみ、 さむく こご ゆる 民に 衣服 を あた ふるこ 

と、 是れ 天の あた ふる 富の 道に そむかざる 也。 叉 心 直に 行よ ろしき もの をば 用レ 之， 

志 邪に 行か だましき もの をば 是れ をす て 置く、 これ 天の あた へ し 貴き 道に そむか ざ 

る 也。 そのうへ 富貴に して 如レ 此の 心 ある 人 は、 人に ほどこし.. <  を めぐむと 思へ ど 

も、 實は その 善 は 人に あらす、 我が身 をめ ぐむ 道理なる べし。 ここ を 以て 古の 民の 

つかさた る 人 は、 民の 壯年 にして： ii 合 あしく、 情 を 出しても 却って 田 畠 不作いた し、 

水 損 曰 干 魅に あ ひ、 叉 は 其の 身 父母の 病に 依りて、 家業 を つとむる 事 不レ成 か、 叉 は 
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わざ は ひさいなん にあうて、 つとめ を 失 ふとき は、 其の 輕重 を考 へて 是れ をす く ふ 

の 道 を 工夫いた し、 奉行 その 身の たく はへ は 云 ふに 不レ 及、 公義の 倉" it を ひらき、 

上へ は 公役の 用 所に つかへ る 由に いたして、 是れを 民に ほどこし、 叉 は 山澤の 入用 

r 借- 

也と 號し、 或は 奉行 その 身の かり 分に 致して かひよ ね を 出し、 うりよ ね をす すめて、 

民の 苦み つかれ をす くひ、 病 民 をば 醫を つか はして 療治せ しむ。 たと へ 少しの 喜に 

も 心 を 入れて 民の 生 をす く ふごと くいた せり。 古人 民 をお も ふ 事 子 をお も ふに ひと 

し。 子の さいなんに 逢 ふ を 父母みながら 不， 救と 云 ふこと は、 天下に なき 理 なり。 

民に わざ は ひ あるとき は、 奉行 これ をす く はざる ベ けんや。 凡そ 奉行 この 心 を 手本 

カラ ル 

といたして 政 をな さば、 民と 我れ と を わけ へ だつ る 事 は不ぃ 可：. 有と ぞ。 

〇 預備 と は、 前方より 用意 をな して 不慮の わざ は ひ を 救 ふ 如くいた すべ しと 云 ふの 

、いなり。 

ズルャ -ーヅ  一一 ルハ  二 ヨリ レバ ノ  モ  トルー フス ニト  ク. 

災異之 生、 常 出， I 於 人 之 所 I, 不 jsr 誠 素 有 二 其備ー 雖， iSi 災 1 不 憂 也、 今 州 郡 多 

無， ー委 積； 有， 之、 而在， 上 者 封 銅 嚴、 不 i 有， 虞、 茫 無， 所， 措， 手、 此厥今 牧民 


\ にモ  ンケゥ  ：  ダテー フシ  モ/  ォ ムネ ン. b ゥ 

者 之 通 患 也、 然 今 所謂 祇應 之錢 者、 山 州僻縣 未二嘗 有- V 之、 而使客 往還、 率 無- 1 拐 

:1 メ  *t  ノ  ニズル チ ノん  リテハ フル 二 タク ハへニ リダ ラ プ レ； 一. • ： テ.' - 

腹而過 者； 意 必有ニ 以規畫 一也、 至 一一 於 備レ荒 之 儲； 獨未レ 有 二 及， 焉者 1 岢  1 以ニ 治平 之 時 1 

ゾ y  7 テー尸  一 ノン トレ  二 インジ m ウメ  ニキ テ レバ 一 フン タメ ニノ クラ  テク -,, ヲ^" -ル - ,  * 

遽 有 ， 此、 所以 因仍、 歳月 幸滿而 去、 不一 一 復爲， 民 遠慮 一耶、 嘗聞、 近代 爲， 縣者、 

： ユウ M ル 「ヲ マン セィ ヲキ テノヲ テシ ト ナルハ  メ  ， へ レヲ ， ァ，： ハ ， 二、 ， ム；; ：- チ ；. ァ.， へ， シム 

敎さ民 種 二 蔓菁ー 搗ニ其 根, 以爲， 餅、 大 者 三 四 斤、 乾 而儲レ 之、 後 値 二 凶年- 蒸 ^食 二 

クメ  y ナリ リテ テ ゥ セル ヲ  グシ トレ  7 ルヲ  キ r ンノ  ル テ 45 ゾメ ニノ  II 

飢民； 味 甘 且美、 賴 以全 A 活者甚 衆、 夫 古人 慮， 民 之 遠 也 如 レ此、 其肯 苟且 幸 代 

而}4,1 爲：， 民預備 1 哉、 

云 ふ 心 は、 わざ は ひのお こる 事 は、 必す 人の 不レ 意と ころより 出づ。 本より その 用 

意 をな し、 兼て そな へ あるとき は、 甚 しき 災 ありと 云へ ども 憂 ふるに 不ぃ 足、 今國 

郡の 內に 不意 を そな ふるたく はへ 更に 無 X 之、 叉 ありと 云へ ども、 上より 封 をつ よ 

(^) 

くねん を 入れ、 ぢ やう をつ よく かためお くが 故に、 不意に わざ は ひあって 民 を 救 は 

ん こと 難， II、 にれ 牧民の 人の めいわく いたす 所 也。 祇應 の錢と は、 道中の 所に、 に 

はかに 入る 用の ため、 公義より 錢を あつめ 置く が ゆ ゑ、 往來 のっか ひ 遠方の 客 かつ 

て 事に つ まらす。 尤も 都と ほき 邊土 わき 道に はこの 政な しとい へ ども、 海道た る處 

お ほく は 如 レ此。 これ 政の よろしき 處也。 年の 不熟、 世の さいなん を 救 ひ 給 ふ 用意 は 
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クナラ ノ けう ふ.、 

叉不 レ如レ 此。 拷 腹と ははら のす き 食の たきを 云 ふ。 長久に を さまり 平 かなる 時、 何 

事 か 不慮の ことの あるべき ぞ とて、 それに ひかれて 此のた く はへ なし。 是れ 民の た 

めに 遠く 慮らざる が ゆ ゑ 也。 近代の 郡國を 治む る 入、 民に 蔓菁 をう ゑる こと を敎 ふ。 

蔓菁と はかぶら なな どごと き 野菜 也。 この 根 をつ きこれ に 米な ど をく はへ、 もちと 

なし、 大 なる 者 三 四 斤ば かりにい たし、 よく ほし かわかして 置く 也。 もし 年 不作し 

て 民う ゆると き は、 これ をむ して くらはしむ。 味 あまく して 食す るに よしと 云へ り。 

是 れ^りに かぎらす、 古人の 民 を はかる ことた やすから す、 代官 • 守護 は 時々 にか 

はれば、 念 を 入れて 民 を 政して 不レ入 こと 也と 存じ、 遠き 慮 をな さざる ベ けんやと ぞ。 

シクス ヲ  (役)  シ ス 

C 均 レ賦 と は、 民の 年貢 叉 はやく を 出す 事 を 高下な くひと しく 可レ 致との こと 也。 

二  ナ レバ  ッ イデ/  ヲ  スレヲ  ハンデ ヲダバ  ジン  ， 、ケノ  r- テ ヌ 

故事、 民 之稅賦 三年、 則 第二 其 貧富 1 而均 IT 平 之； 或 好, 名 未， 及而 先爲、 或 避, 謗踰， 期 

ナ  ク ノ  〈パレ ヲ  ノ クル：. 'ヲ  カラ 

而不 レ爲、 皆 非 也、 如レ期 行， 之、 民受， 賜不， 淺矣、 

云 ふ 心 は、 民の 年貢 公役 等 を 三年に 一度 づっ 平均になる ごとく、 民の 贫 なると 富め 

ると を考 へて、 ひとしく 致すべし。 若し 三年に 不, 及して 早く あらためて、 人より 


すぐれたる 名 を 求めん といたし、 叉 三年に 及べ ども 是れを 改めば 人の そしり あらん 

とて、 延引 致す の 類 皆 非 也。 定まれる 如くに 三年に 一 度づっ これ をた ひらかな らし 

めば、 民 必す喜 をな す事淺 から じと 也。 

〇 祈禱 と は、 年不熟 損亡して 所 あるる とき は、 奉行 必す 天神地祇 を 祭り、 祈 禱を致 

して 年の ゆたかなる 事 を 願 ふ 事 あり。 その 心 得 を かけり。 

ソル 二  ズシ モセ ヲ  テフ レガ アヤ マ. ti- ヲニル クシ ナズ 11- ルル r ンル ザウ 

凡 有 二 祈禱； 不二 必 勞,， 衆、 齋居 三日、 以思ニ 己 愆； 民有，. 歟、 己有レ 贓歟、 政事 

ルダ カラ  ュルニ  ル ダナ 一 フ  キト キハ ク ノヒ ヲ ル トキ ハチ ズッテ  フ  二 凡 

有， 未， 善歟、 報， 國之心 有， 未， 誠歟、 無 則 如， 儀 行 WJ、 有 則 必俟ニ 追 政 1 而後 禱焉、 

レ  ル 

夫 動 二 天地， 感こ 鬼祌； 非 n 至誠 1 不可、 繊 毫之應 未， 除、 則 彼此 邀然 矣、 

ン バ 

云 ふ 心 は、 年穀 損亡 をいた みて 祈り をな すに、 叉 民 をつ かひ、 つ ひえ をな して、 も 

ろ もろの つかれ ある 時 は、 是 れいの るの 心に かな はす。 其の 身 ものいみ する 事 三日 

にして、 我が 政に あやまり 有り やと 是れ を考 へ、 民に 非道へ おち 入りて くるしむ あ 

り や、 我れ 心なら す 賄 を 取りて 民の つ ひえ をな すか、 仕置 法度のお こたる ゆ ゑ か、 

上天 子 へ つかへ 奉る 志の 誠 少なき ゆ ゑに やと、 心 を 省みて、 此の あやまり なくして 
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自然と 年穀不 熟なる とき は、 - 大地の 神明 を 祈るべし。 我れ にあ やまり 有る を 以て 民 

つか るるとき は、 先 づ是れ を 改めて 政 をよ くし、 政 を あらためて 後に 天地 を 祈る ベ 

し。 夫れ 神明 をい のりて！ K 地の 心 をう ごかし、 目に みえぬ 鬼神 を 感ぜし むる 事 は、 

我れ に 誠 ふかから すして はいかん ぞ 天地に 通 ぜん。 我が あやまり を 指 置きて、 天地 

を 祈る 事 あるとき は、 天 人の 心 はるかに 隔て て い のる とも 何ぞ 其のし るし あらん や _ 

〇 小い 可レ奴 ^ 妾 流民- と は、 年 ゆたか ならす、 民つ かれて 年貢に つまる ゆ ゑ、 其の 身 

人の やつ こ . つか ひものと なる、 是れを 流民と い へり。 奉行 是れを やっこと いたす 

ベ からざる との 事 を かけり。 

i2 ァ！ HI, 一  っ顯{11^ー  1" 二 凶年 一 巿所部 民 子女 殆數 十餘 人、 美 且壯者 皆 奴 二 あ 之 一 餘將 •、 赂 >1 時 

iii 以" 希 * 恩寵 上 也、 僕 聞 而颦ぁ 曰、 使 二 其 困爐ハ 吾 治已得 1 罪矣、 叉 不：』 お， 救而反 

奴，！ 妾 之 一 不 1,1大 獲 11 罪 於 法 1 耶、 故感而 書， ^ 之 以戒ニ 後 來者ー 

云 ふ 心 は、 ある 奉行、 我が をさむる 郡、 年穀 不作に して、 民 こと. <\ く 身 をお くに 

：.^ なかり き。 奉行所々 へ 人 をつ か はして、 民の 子女 を 數十餘 人 あつめて、 尤も 年 さ 


I 


かりなる 男女 を やっこと し、 つか ひ 女と せり。 あまつ さへ 是れを 寵愛して そばち か 

くつ かへ しむ。 我れ これ を 聞きて うれ へ て 曰 はく、 民の 家業 を 失 ひ 不作に 至ってく 

るし みかな しむ は、 我が 政の よからざる を 以てな りと 存ぜ ば、 その 身 尤もな げくべ 

きこと たり、 然るに、 民 を 救 ふまでの 政はなくて、 その子 女 を やっこと する こと を 

喜ぶ は 法に そむける 大罪 也。 如レ此 こと は 奉行の 戒めに 可， 致 ことなれば、 ここに か 

き 付けお くと 也。 

〇 救， 焚 と は、 在家 燒 亡のと き、 是れを 救 ふの はかり 事、 かねて 可レ有 ことと ぞ。 

ハ  J: バ  土 二 尸 ヲメプ  一 フン デテ ヘレ ヲ  ハ  ナリニ ル  ；-ク  / チォ コ セバ ノ ゾ 

民 或 失火、 則伐レ 鼓集レ 衆、 親范 以救， 之、 惻隱之 心 人 所 二 共有.； 誠 能 鼓舞 以作ニ 其 ハ澉ハ 

雖ニ仇 入 ー亦將  一二 集， 頭爛 レ額而 相ニ趨 患難 ー矣、 

云 ふ 心 は、 かねて 在々 へ 約お を さだめ、 民の 內 失火の やから あらば 太鼓 を うつべし。 

是 れに從 つて 相 あつまる ベ しと。 下知して みづ から 火事場に のぞみ 是れを 救 ふべ し。 

八の 災難に あ ふ をいた ましく 思 ふ 心 を 惻隱の 心と い へ り 。 この 心 は 大小 上下と もに 

2，  0^ 

人 は、 めす ある 志 なれば、 こと-^ く かり もよ ほして 民の 氣を はげまし すく はば、 日 
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比 あだかた きに 思 ふ もの も、 ともに 相 集まりて 頭 を こがす までに、 せい を 出し 相す 

く ふべ し。 是れも 奉行の 心得に よる 事なる べし。 


人 一) 名、 

今 河^^に 蹈 

す 

(二) 縣名、 

今 湖北 省に 屬 

す 

f 三) 漢 代の 

人、 帝の 時 

€1； 書 令たり、 

後. として 

opgs あり 

(ra) 縣名、 

今^ W 省に あ 


〇 尙レ德 と は、 人は智 惠才覺 はたと へつぎ にても、 德義の 正しき をよ しとす。 德ぁ 

ら ざ れ ば 人 必す輕 薄 に 至り やすしと ぞ。 

1^ け Ai, 火/ 虎 ：6 レ河、 M 不 境、 金 境 之水囘 流、 此在， 1 長， 民 者 之 德何如 1 爾、 殆不 

レ可 1, 一 皆 謂 二 之 偶然 1 也、 

云 ふ 心 は、 古人 郡縣を をさむる に 其の 德 正しき とき は、 其の 國 自然の 妙 あり。 後漢 

の劉昆 とい へ る もの 弘 農の 太守たり しとき、 所に 虎お ほくして 民 を 害す。 劉 昆政を 

なすこと 三年に して 德 さかんに 民に 及びけ ると き、 虎 みな子 をおう て 河 を 渡りけ る 

(ニン  § 

叉 その 前に 江 陵に 太守たり しとき、 江 陵に 切々 火事 出来して 民 これに かしけ ける， 

ニニ)  (巧 一 

劉昆 火に 向って いのれば 忽ちに 雨 ふって 風 やむ。 叉 楊 球と 云 ふ 人、 茂 陵の 太守たり 

しとき、 民 を をさむる 政の 至って しんせつ なりけ る ゆ ゑに や、 隣 鄕速年 田に 虫つ い 

ーフ (五) 

て不 熟な り けれども、 楊 球が をさむる 茂 陵の 境に は 虫 更に 不レ 入。 叉宋 均が を さめ 


-^c 不明  し 九 江に も、 つ ひに いなむ しつ かざりける。 义金 境の 水 かへ り 流れて 田に そそぎし 

たぐ ひ 多し。 是れ皆 民の を さとして 政 をな すに 信 深く、 德 さかんな るが ゆ ゑに、 虫 

獸の たぐ ひも 是れを 感じ、 天地 もこれ に 化する 也。 今の 人 如, 此の 義を きいて、 そ 

、  の 所 その 時の 仕み 口にて、 不慮に 如レ此 こと も ありし と 云 ふべ からす。 偶然と 云 ふ は 

自然に 如, 此と云 ふの 心 也。 

マウ シァグ  ヲ 

〇 上, 1 災異, と は、 災難の ある こと をば、 必す 上に これ を吿 ぐべ しと 云 ふ 心 也。 

災異之 事、 則不， 可， 不：， 聞、 祥、 瑞雖， 不， 上 可也、 

云 ふ 心 は、 民の わざ は ひ あるとき は、 必す是 れを可 一一 申 上 一也" 叉 所の 嘉瑞 吉祥な ど 

をば 不二 申 上 一と も不, 苦 也と 云 ふ の 心 也。 

事 長 第 八 凡 五條 

云 ふ 心 は、 下と して 上に つかへ 奉る 道 を 知る とき は、 おごらす、 ひと ごろ ふこと 

あらす。 其の 道 を ここに 書せ る 也。 

.  事 長 第 八  一九 五 
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〇 各 守 ニ涯分 1 と は、 面々 に 定まれる 分限 有レ之 もの 也。 是れを 守る とき は、 外に 求 

, むべ き のぞみ あらす と 云 ふの 心 也" 

尊卑 之 分定、 則 家 無二 逆子； 國 無二 叛臣； 夫國之 所， 以亡； 家 之 所 二 以欧； 皆 由 こ 卑不. 有 

ヲ  y  ル  ハ  スルヲ  11  ス  フル ニコレ ヲ  二  ノカガ ミグ ナリ  レー ーノ  ニメ 

レ尊、 而尊不 レ能レ 制 レ卑之 所-致 也、 考 一一 諸歷 代； 默監 明、 今 夫 h 而 朝廷、 下而 郡邑、 

(ご 一木、 其設， 官也、 有 一一 長官 ー焉、 有レ 贰焉、 有 ニ募屬 1 焉、 有 一一 胥史 1 焉、 各 安-一 其 分； 而事 一一 其 

,  ヌ  ゾ 一，. ンル マラ  ダレ ノ モノ, ノシ ゾムキ (二) 一- ク  (•  お) 二 ンパ セ 

2)  ms 事； 天下 安 有 ニ不， 治者 一哉、 惟 其 小智 自私、 乖ー 一同 寅 之義； 無 一一 協 恭之誠 一 裏 旣不， 和、 

淘 SJA に、 同レ寅  ， 

い、 lr7„. し"、  ^  ルズ？ ノル ジ カラ  ハ  ラツ  ヌヌ  ハ  ケ  フル ニニ 

^^^f 則 所 レ視必 有 ニ不， 同 者 一 或 長官 不， 知 T 待 二佐 貳" 之禮ょ 也、 或 佐甙闇 K 於 事 n 長官 1 之道ハ 

少 見 ニ辭色 1 則 彼此 胥失 矣、 若 夫 事例 應」 爾、 而所. 見 或 不レ， 同、 居 レ下者 當ァ誠 二 其 意 一 

ク シ テ  シ 

二 シノヲ  クメノ  ヲ  テク ノフ  シナ ホダ マコト チーフ チヅ チノ クヲ  レ レヌニ  ハズ  二 

<s ュルサ 婉ニ 其辭ー 卑ニ其 容體ー 以開中 其 上 h 若 由未レ 允、 則 俟ニ其 退； 而語ニ 之 家； 人 非 二 木石； 

レ む 方よ  レバ (三) 

^. -  シル ヘラ  ノ ハル 二  レバ  ルカ ラフ、  モ  r クノル レ 7  ャ レバ  厶 

<f  無二 不， 囘之理 一 其 或 居， 下 者、 有 X 所， 不， 可：， 爲、 長者 亦 當，！ 如. 是曉， 主 也、 稍 有， 所， 挾、 

モ マノ アタリ ヒ テフ トキ テ ズ ラン ル へ  ニキ ニクメ ル  二  ルャ ノヤ 7 メ  ザ ンンン 

雖ニ面 强 從； 退 而必有 一一 不, 堪者； 日 引 月 深、 終 ニ於洩 露； 入 見，； 其乖忤 一也、 龜譜之 

へ PT ソ 1.1^、  ジテ レニ ル (En ケ レバ チズ ルノ クゾル メニ  ノム  _ブ ノレ  7  メ 

人」 作 ネ 言 乘， 之而 入、 久 則訟必 興、 而 政事 竊矣、 爲，. 1 一 時 之忿； 使 M 同僚 之 心 離、 闘 境 之 民 

(五〕 窨ぉ ラ  ヲ  チノ  ヘン セン シ ル  リ フ r  (五) ズ レバ ブ 「チレ リト チス  ハク ス レバ サン ト 

不 I, 得レ 治、 則 其. < 之 褊 淺可レ 知矣、 古人 有 レー 百、 必有レ 忍 乃 其 有 レ濟、 叉 曰、 欲 レ成ー I 


ヌズ クシ ク ブ  ハク 〈 ス _,  トム ネ アル  - 

大事， 1 必須- -少 忍； 叉 曰、 忍爲 II 衆 妙 之 門； 旨 哉、 

だっとき 

云 ふ、，； 3 は、 いやしき と 尊と は 其の 分限 相 定まれり。 互に その 分 を 守る ときには、 家 

に 父母に さから ふ 子 もな く、 國に君 を そむく 臣も あるべ からす。 國の 亡び 家の. 敗る 

る は、 皆 尊卑の 分 を不レ 守して、 いやしき は 尊 をつ かふる 道 をう しな ひ、 尊 は あ を 

下知す るの 法 を不レ 知が ゆ ゑ 也。 この 道理より 代々 の國 家の やう を考 へみる に、 そ 

のかが み 茶 だ 明白 也。 ちかく これ を 論す るに、 大 にして は 朝廷、 小に して は 一 國 一 

郡に 至る まで、 官職 を まう けて 尊卑の 位を定 むる に その 次第 あり。 有，， 長 有 レ甙と は 

長官と 云 ふ は、 何れの 官 にても、 その 官 のかみ つかさの かしらの 事 也。 贰官と は 頭 

一. < にて は、 その 官 によって 下知 をいた す 事不， 化が ゆ ゑ、 頭の 職 をた すけな す 助 

(一 ホー)  (目) 

を貳官 とい へ り。 長官 • 次官の 外に、 官職に したが ひて、 じょう • さくわん などと 

云 ふ有レ 之、 頭と 助との なす 事 を うけとりて、 萬 事と どこ ほりな からしむ る、 これ 

を募屬 とい へり。 日本の さくわん と 云 ふ 也。 胥 吏と 云 ふ は、 その 官へ つ いで 小頭の 

たぐ ひ 有る 也。 您 じて 下司 を 吏と 云 ふ 也。 如， 此に 次第 ある ことなれば、 官人 各.' 

の 分 を 安んじて、 我が 職 を 守り、 上下の 位 を 不レ亂 ば、 天下 安ん ぞ不， 治と 云 ふこと 

事 長 第 八  一九 七 
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あらん や。 只 だ 小智 輕 薄の もの、 私 を かまへ 人の 非 を考へ 改め、 我が あやまり をば 

かくすが ゆ ゑ、 同官 にして 我が 下知 をう くる 人に そむき、 心 を 同じう して 相談す ベ 

き 事 を、 內に 誠な き ゆ ゑに、 我れ/ \ になり 行きて ととの ほらす、 心に へだて あつ 

て 互に そね みあら そふと き は、 官の事 各 I に 分別 を 用 ひて 一 用なら す。 こ こ を以 て. 

長官 は、 下つ かさ をつ かふ 禮を うしな ひ、 下司 は 長官へ つか へ 奉る の 道に くらし。 

長官. 次官と もに そむく とき は、 少しの 事に もた が ひに 怒れる 詞を きくか、 其の 色 _ 

グ  / 

を みれば、 共に 理を失 ふ 事 多し。 たと へば、 つかさどれる 官職の 內に、 是れは 如レ此 

ありて 可レ 然と 思 ふ 事 を、 長官 理に そむく と ころ あらば、 下 官の方 信實を 以て 詞をゃ 

はらげ かたち をつつ しみて、 是れ はかく こそ あらめ と 可， 吿。 若し この 吿ぐ る處內 

に信實 なく、 上 を あなどりて 致さば 彌. > 相 そむくべし。 されば 誠 二 其 意； してと は あ 

り。 是れ にても 同心な くば 達て これ を不 レ吿、 長官の 家老 出頭 人に かたるべし。 人， 

必す 木石に あらす、 下 如， 此に禮 をつ くして 上なん ぞ そむかん や" しかれ ども 义下 

に をる もの も、 いかに これ は 長官への 禮也 とても、 いたしに くき 事 ある もの 也。 

レ此惹 をば 長官 これ を さとら しむべし。 心に へだてあって さしはさむ 處 あれば、 頭 


前にて は 無二 是非 一した がへ ども、 退いて は必す これ は 無理なる と存 すべし。 左様 

ひび 

の赛 日に あって 月々 に ふかく なれば、 下司 はや 上の 惡名 をい ひもら すべし。 人 上下 

の 間 さから ふ を 見て は、 彌 i ざん を かまへ そしり をな す ゆ ゑ、 上 もこれ をに ベむ こ 

と 深く して、 必す訟 となり 國の政 もす たるべし。 一 日； の 怒り を を さめ かねて、 我が 

下司 も 心 を はなれ、 それ ゆ ゑ その 在々 の 民 を も を さめが たき は、 其の 奉行の 知惠ぁ 

さきが ゆ ゑ 也〕 古人 云 はく、 有， 忍 乃 其 有, 濟 と 云 ふ は、 よろ づに 堪忍いた しても 

のこらへ ある 人 は、 何事 を も必す 成就す べしと 也 U 叉 云 はく、 大事 をな さんと おも 

ふ. < は、 必す物 をかん にん 深く 可， 致と いへ り。 叉 忍 は 爲ニ衆 妙 之 門 一と 云へ り。 云 

ふ 心 は、 その 身 道 を 行 ひ 政に おこたらす.、 我が家 職 をつ とめ 攀文 をな し藝 をなら ふ 

にも、 心の ほっする ままに して、 つとめて これ をい たす 堪忍 の 心 あらざる 人 は、 事 

をと ぐる ことなき 者 也。 古人 この 道理 を 以て 堪忍 を 第一 の 心得と いへ り。 智仁奚 は 

聖人の 三德 たりと い へ ども、 勇 非 すん ば 智仁を 行 ふこと 成りが たからん とい へ る も 

この 堪忍の 心 をい へり。 
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〇 寧 人 負レ我 と は、 これ は 本文 をよ めば 則ち その 理明 也。 

クト モレ-一 シレ クニ  レツ.！ プ  へ  ズシモ 3 リサ  レツ ノズ 

寧. <  食， 我、 無二 我 負 -A 人、 此 待， 己 之 道 也、 天下 之 善 不二 必 己 出 一 此待， 人 之 道 也、 

ン ハバノ  7  テ 一 1 レ チカ カーマン 

能 行 n 斯 二者 一 於レ道 其. 庶幾 乎、 

云 ふ 心 は、 たと ひ 人我れ に そむく とも、 我れ は 人に そむかざる ごとく 心 を もつべし 

入が そむく なれば 我れ も そむく と 云 ふ は 小 入の 事 也。 我が 下司の 我れ に そむく 處ぁ 

りと も、 か ヘリみ すして 我れ は そむく ベから す。 是れ 我が 心 もち 第一 の處 也。 その 

うへ 我が 智惠 斗り にて 物 はととの ほらざる もの 也。 人の 云 ふ をき き 人に 相談して、 

初めて その 事 成就す べしと、 奉行の 心に おも ふべ し。 これ 人に あたる の 道 也 U この 

二つの 道 を 行 はば、 理 において ちかしと ぞ。  - 

〇 處ニ 患難！ と は、 たのしみ さかえ、 とみ、 たっとき 處は、 たれ もこの みて 理に應 す 

る こと を も 致す もの 也。 難に のぞみ 患に いたって 理を そむかざる もの はすく たし。 

しかれば 患難に 居て 理を 守る 如く 致す ベ しとの こと 也。 

凡 在， 官者、 當 X 知 二 榮與， 辱 相 倚 伏、 得與， 失 相 勝負、 成與， 敗 相 循環； 古今 未， 有 n 榮 


而無， 辱、 得而無 X 失、 成而 無， 敗之理 1 也、 雖， 「大地 之 運、 陰陽 之 化、 物现人事マ契，1^ 

ラ  フ、 ルニ レニ レバ テセ ヲ ，チ  -モ ズ ゥゴ卞  I ーモ ズ クジク  -. 、， -广ハ  /  一： 

皆然； 處， 之 不 A 以に 退、 則纖 毫之寵 必搖、 一 唾 之 辱 必 到矣、 故 君子 於 n 外物 重輕？ 

_  ニノ ル イタ マ ォモフ ノル レニ  ト ノミ  厶 レヌノ ラ キ モノ ヅ  モトへ，： カヌモ  ハー- チ シ 

皆 所， 不， 恤、 顧， 1 其 在， 我 者 何 如 i、 使 n 其 有 1, 可.' 辱、 雖， 不， 加 ，譴、 而 君子^ 以爲 

トラ  ム レヲメ カラ キ モノ  ，、ン  モ ク卜 レ ヌニモ  ハ 二 尸 ス リレ  7、 や 二 リ 

レ不レ 足、 使 一一 其 無-可 レ辱、 雖レ置 二 之 死地； 而 君子 恆 以爲, 有， 餘、 歷觀、 自 J 日 大聖 大 

ハ  ニメミ ダリ 二 リ  一一  ト メルへ ノヲ  アキ ラカナル  二  モダ クノー：  へ 

賢 不幸 横 罹， ー禍 患； 恬然 不， 易 二 其 素 1 者、 灼， I 乎此 一而 已突、 苟惟 能處， 榮 而不. 能 

- ヌル-に 一 ダ ク . ンジテ 二，  ナ レバ ンパ ハ  モ ル f スルモ マント ノ ンデ 二 ル 「ヲ ス シ 

レ處， 辱、 惟 能 安： 順境； 而 逆境 則不， 能 二 一  朝居ハ 欲レ 望 二 其 臨， 政 有- 爲 難芡、 嗚呼、 

クル  フ  ノテ  二  セ m レヲ 

善觀， 人 者、 其 於レ此 焉察レ 之、 

云 ふ 心 は、 凡そ 官に 居て 職 を つかさど るに、 これ を 安樂な り榮 華な りと 斗り 存じて、. 

永代 如レ此 ならん と 思 ふべ からす。 榮と 辱と は 相よ つて 得と 失と はか はるん \ 至り、 

成と 敗と は必す 相め ぐる もの 也と 云 ふこと を 知る ベ し。 古より 今まで 一 度 はさ かえ. 

てつ ひに は 恥 をう け、 一 日； 官職 をうる と 云へ ども 後に はこれ を 失 ふ。 事 を 成就して 

は必す 敗れに 及ぶ。 是れ さだまれる ことわり 也。 天地の 間 をみ るに、 日月の うん 行 

晝夜 のか はり、 陰陽の 變化 四時の 轉運、 草木 .dl 獸 人倫に 至る まで 皆然ら すと 云 ふこ ■ 

となし。 此の 理を 不レ 知、 人道 を 以て 行 はざる が ゆ ゑに、 君の 御 寵愛 あれば 少しの 
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事に も ほこり おごりて 心 をう ごかし、 少しの いかり ゎづ かの 辱に も 身 を 失 ひ 位 を か 

へす 事 多し。 君子 於 二 外物 一重 輕皆 所, 不」 恤と は、 心 を かへ りみ て あやまり なく、 道 

を そむかす 德に おこたらざる とき は、 たと ひ 外より は 何様に そしり をハ ひ、 已にリ 目 

離 をう ば はるる 斗り の 災難に あうても、 外より 來る もの をば 輕重 ともに いたまざる 

也。 只 その 我れ にある 所の 行に あやまり あるかと かへ りみ るの み 也" 心に はづ かし 

き 行 あれば 人 そしらす といへ ども、 君子 は樂 します。 心に 非な くお^な きとき. H、 其 

の 身 災難に あうて、 一命 を 失 ふ 處に至 りても 苦します。 是れぞ みち しれる 人の 行 也。 

あまねく 昔 をかん がふる に、 大聖 大賢 も 時代に よって、 不幸に して わざ は ひに あへ 

ども、 恬然と して 不, 易 二 其 素 一也。 云 ふ 心 は、 人は災 にあへば 心 を 動かして、 日 比 

つとめた る 道 を も 取り 失 ふこと あり、 聖賢 は あやまりなくて あへ る禍 は、 心 をう ご 

かすに たらざる， を 以て、 更に 守れる みちを かへ すと 也" 素と は 平らかに 常 ある 處を 

いへ り。 是れ皆 心の を さめ やう を しれる ゆ ゑ 也。 榮化举 安樂のと き は 道 を 守り、 惡事 

. £,  (或)  ^  、 

災難に のぞみて 心 を まど はかす 人 は、 順境に 安んじて 逆境に は 居る こと 不， 能 也。 

順境と は、 その 身の 安樂なる こと をい へり。 叉 は 我が 行 ふ 行に もな りよき こと を 順- 


境と いへ り。 逆境と は その 身 患難に あへ る こと 也。 叉 は 我が 行の なりに くきこと を. 

もい へり。 たと へば、 無事のと きと 有事のと きと、 父母 妻子 安穏のと きと、 父母 妻 

子に うれ ひ あるときと、 皆 是れを 順逆の 境と 云 ふ 也。 順に ゐて 逆に をる こと 不レ叶 

人 は、 政 を なすこと 不， 叶べき 也" ここ を 以てよ く 人 を 察せよ、 相違 は あるべ から 

ざる 也。 

〇 分レ謗 と は、 世の そしり ある をき いて は、 これ は 我が身の 事 也と おも ふべ しと 云 

こ とぞ 0 

是非 毀譽、 .USX 古爲 k 所 A 不」 ヒ t^. 無 者、 是則 歸乂、 非則歸 X 己、 聞， 譽 則歸. 入、 聞，， 毀 

き歸レ 己、 無 レ長無 k、 處レ之 皆當， 如， 是也、 前 輩 云、 恩 欲 M ざ 出； 怨將， 一 誰 歸、， 嗚 

ふて  フ义 

呼、 此眞 博大 君子 之 言 也、 

云 ふ 心 は、 政 をな す 人に 是非 を 申し、 そしりつ ほめつ 致す こと は 世の なら ひなり。 

是 なりと ほむる こと をば、 我れ はいたさざる、 我が 下司の 致せるな りと、 人に これ 

をゅづ り、 非 也と そしる こと をば、 我がいた せる あやまりに こそと、 我が身に 是 れ- 
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を かう むる ごとく、 上下と もに ありた き 事 也。 古人 云 はく、 人に 恩 をいた しめぐ み 

を 致す こと は、 我が 政より 如レ此 とい はんとお も はば、 怨の あり そしりの ある こと 

をば、 たれが とがと 曰 はんや。 人 も 亦 うらみ をう け そしり を 請く る こと をば-,^ X 可 

レ好 なれば、 此の 處を よく 心得よ と あり。 まことに 志 ひろく 大 なる 入の 言 也" 

〇 以， 禮下， 人 と は、 人 をう やま ひ 禮義を 正しく 可レ 致と 云 ふの こと 也。 ただし 人 を 

うやま ふに 禮を 以てせ ざれば へ つら へ るに 同じ。 故に 以，， 禮下, 入と い へり。 

ケル； -へ  ノ  ズク /  ノ  ルズン  ノニリ  ヘン ガウ ニノ  二  セノヲ  ニム 

天 能 下レ人 者、 其志必 高、 其 所 レ至必 遠、 昔 某 郡 有 二 新 守； 褊 驚 大不， 禮 其 下； 常 令 M 

> -ン？ /セ  -1  リ  メテ  ルヲグ  V- テニ  ス  ノマニ フル  ジテ リ 

掾屬羅 n 拜於庭 下.； 有， 1 一 賢換ー 初 以二疾 在 1 吿、 疾愈 當ニ 庭參ハ 是日偶 大雨、 守 命 張 

ヌカ セ冬ゾ  ニム ヌメセ  トメ  カサヲ  グズリ  ルノ  ズルメ 

レ傘布 11 茅 於 庭 下 一 使二掾 拜 1 焉、 橡 恬然 不， 動」 谷、 興 伏 惟 ti、 識者 知 li ハ 他曰必 爲ニ宰 

相 一也、 後 果然、 

云 ふ 心 は、 人に 禮を つくし へり 下る 者 は、 士 心の 高く 大 にして その 智惠の 至る 處も遠 

し。 昔 ある 國 郡に 新に 太守た る 人 あり。 その 志せ まく、 おごり さかんな りければ、 

下司 を かって 禮 せす、 常に 我れ にち かき 下官 ども を も、 庭へ おろして 拜禮 せしめけ 


る。 その 下に、 させる 賢人な りと 云 ふ 下司 ありき。 初めは 疾 あって 不, 出、 疾 いえ 

て 太守へ 禮を なすべし とて 至れり。 折し も その 日 大いに 雨 ふる、 太守 かさ を ゆるし、 

庭 下にお りて ちが や を 庭に 布き、 その 所に て禮 せし む。 みる 人い かが あるべき にか 

と 思 ひければ、 この 官人 つつしみて 庭 下にお り、 靜 かに 禮 をつ くろ ひ容 を不レ 動し 

て禮 をな せりけ り。 心 ある 人 は、 日 比 賢人の 名 ありし に、 誠に ふかくよ くっつし め 

る樣 哉、 この 心に て は 末々 宰相 ともなれ るべ しとい へりけ る。 Ei^ してし かりけ ると 

ぞ。 世人 は その 身の 賢に ほこりて 人に 下る の 禮を失 ふ 事 多き にこ そ。 

C 不レ可 卞以ニ 律 レ己之 律 一律. r< と は、 我が身の あやまり をば つよく 戒め、 人の あやま 

り をば ゆるやか にいた すべ しと 云 ふの 心 也〕 

间 官有 A 過、 不， 至, 害， 政、 宜， ー爲 包容； 大抵 律， 己當 X 嚴、 待 t 人 當レ恕 、必 欲， 1 人々 

ジク セント レー 1  ズ キノ 

同 1- 己、 天下 必 無二 是^ 1 也、 

云 ふ 心 は、 我が 下 官 • 同官 人の， M: にあ やまり あると も、 國の政 を 有する に： ム+る は 各 

別 也。 害に ならざる をば、 必す これ を そしりせ むべ からす。 凡そ 我が身の あやまり 
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を 正す こと をば きびしく * 人の 非 を あらたむ る こと をば ゆるやかに なすべし。 人々 

を 我が 心に お も ふごと く淸 白に 致す こと は 不レ叶 もの 也。 大方の こと をば 相な だむ 

べしと 也。  ， 

受代第 九 凡六條 

云 ふ 心 は、 古來は 日本に も受 代と 云 ふこと ありき。 これ は 國司國 の 政 を 三年 或は 

六 年ば かり 致して、 叉自 餘の國 へう つると き、 新たに 國司 になり 我が を さめし 所 

へ來る 人へ 所 を 引 わたし、 か はり をう けて 退く こと 也。 今の所が へ國 がへ と 大方 

ひとっこ となれ ども、 心得に か はる こと あり。 この やう を かける 也。 

〇 郊二迎 新 代, と は、 新しく 太守の 来れる を 野外まで 迎に 出る こと 也。 

バ  ルト  ケー k ヲル  ンレ： N  カラ テ ノル ヲ レニ  ンチ し.' ウス ンジナ レヌ 

聞，！ 代 者來； 則 避, 所レ 居、 而郊 n 迎之？ 不：， 可 1^ 以ニ其 代 1, 己 也、 而疾 之、 而薄， 之、 而 

不 * 以，！ 舊政 ー吿. 1, 之 也、 大抵 天下 之 善、 在：， 彼 猶 A 在 1 此、 勸乂爲 卽己 之 爲レ善 

也、 ： ぬ 何 惟 許 二 己 爲；， 善、 而不，願>!他人爲^,善哉-  . 


云 ふ 心 は、 我れ に 代りて 郡 を をさむる 太守 來る とき は、 卽ち 我が 居る 所 を さけて 野 

外まで 出で て迎 ふべ し。 我れ に 代る 人 なれば とて、 是れ をに くみ 是れ をう すんじて、 

前方よりの 位置 を もい ひき かせす 置く 事 あるべ からす。 天下の 善 は 人の なす も 我が 

なす も、 天下の ため なれば 同じ 事 也" 人 をす すめて 善なら しむる は 己れ が 善 をな す 

に 同じ、 何ぞ 我れ 斗り 善 をな して 人の なすこと をば さら はんや。 

〇 克レ終 と は、 始め をつつ しむ こと はやす くして 終り を つとむる ことかた し。 故に 

終り をよ くす ベ しと 也。 

ス ヲ  メ カラ  f  シ  クんル r リフ  X  トク  ゴ； 3  ユルク  二  >1 'ス ルハ 

爲レ政 者、 不， 難 二 於始ー 而難ニ 於克； - 終 也、 初焉則 鋭、 中焉則 緩、 末 焉則廢 者、 人 之 

情 也、 愼， I 如い あ、 故 君子 稱焉、 

則き 敗 事， と  云 ふ 心 は、 政 をな すに、 始めは 物 をつ つし みて つとむと い へど も、 終り はお こたり 

出づ 

5  £コ^^"  てつと めざる こと 多し。 凡そ 何事 も 初めはつ よくい さみて 事に 情 を 出せ ども、 屮ご 

と 諮む 方よ く  •  (腐 怠)  y  .ー.7 

f  ろに 至りて は、 けだい おこたり 易し。 尤も 末に は その 事 を 存じ も 不：， 出 すておく は 

人の 情なり。 終り をつつ しみて 我が を さめし 所へ 人の 入り 代りたり とも、 是れに は 
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あとに 恥 なきごとく 終り を つとむる こと を 君子と は 云 ふ 也。 

0 不レ競 と は、 後に 来れる 太守と あらそ ひ、 きそ ふべ からすと 云 ふの 心 也" 

嘗見, 1 世 之 交. 代 者； 多 有：， 所 X 爭、 要 皆 舊官不 之 所；， 致、 或據 11 其 居 1 而不 レ徙、 或 

*|  一  r あ 田 一而 不レ 分、 或 匿 二 其 〈ム物 一 不二 盡以 相授； 使 1. 新 者 懷ニ 不平 一而 無. 所 レ訴、 し 非 一 1 

ク スルヲ 11  レト ハ  ビーフ ンケ レバ ゥ トク ケ レバ ン ャリ 

士君子 善い 後 之 道 1 也、 夫 利 之與： JT 勢 不二 並處； 義親 則 利疏、 利 近則義 遠、 況爲ニ 

民っ^;  ^Ibsn 於 利"； せ 怨納 侮、 視二 市井 小人 1 不ぃ 若 也、 故 君子 之從 k 也、 寧 

ケニメ シキ トモ レ 一 1 メマ  ロリテ スト モレ ヌ レゥテ セ マ 

< ム而 貧、 不二 私 富； 寧讓而 損：， 己、 不，！ 競而 損.." 人、 

云 ふ 心 は、 世上の 交り 代る をみ るに、 必す 新しき 太守と 舊き國 司の 心に あらそ ふ處 

出来て、 萬 事 首尾 不レ致 こと 多し。 これ は舊き 太守の 作法 あしく 心せば きが ゆ ゑ 也。 

その ゆ ゑ は、 我が 宿 を も わたさす、 太守の 来る にも 迎 にも 不レ 出、 或は 田. を 私し 

お ま£\ け  ル  Z 

てこれ を わかた す、 公家の たから を かくして 新しき 太守に 不レ與 を 以て、 新しき 方 

はや 

心よ からす 思へ ども、 初めて 其の 處に 至りながら、 早訟を なすこと もなら す、 互に 

心 をへ だてて か はり 行く、 是れ 君子の 行 にあら す。 利と 義 との 二つ はならび たた 


ざる もの 也。 利 を このめば 義 なく、 義を おこな へば 利な し。 人の 行、 義 を專ら とす 

れば 天下の ために 善 多し、 利 をお ほく 好む とき は 天下の ために あざけらる。 況ゃ民 

のっか さたる 人、 利 を 好みて 義を すて、 人の うらみ を 受け 侮り をい， れて、 市井の 小 

人 ごとき こと をな す は 君子の 行と せんや。 こ こ を 以て 君子の 政 をな す は 公義の ため、 

お ほやけ の 事に は 貧になる とも、 私 をして 富貴に ならす、 .< と あらそ はす、 ゅづり 

へりくだりて、 我が身の そん ありと も、 爭 うて 人 を 損する 事 を不, 好と 也。 

カラ ラ ヒサ グ 

〇 不， 可 一一 自爾 1 と は、 我が 口にて 我が身 を ほめて、 人に よく 云 ふごと くいた す、 是 

れを 自ら ひさぐ と 云 ふ 也。 ひさぐ と は 物 を賣る こと 也。 奉行の 心に なき 事 を、 民に 

ほめう やま はれた く 思うて い たす はかりごと は、 あしき こと 也と ぞ。 

リ  ダ ラ  シ フ テテ ヲテセ シズヲ  ブ 二  二  テシ f 一 ) ヲ アツ 乂テ ヲ テケ  ノマ  チテ  ヲ 

代 之 未 k 也、 風， 民？ 石以， 德、 結 綺門 1 以 n 祖行ー 鳩 n 錢帛 1 以佐， 一路 費； 建， 一生 祠 1 

以圖ニ 不朽 之 名； 皆 非 二士 君子 之 事 一也、 蓋爲 X 善不, 求 二人 知 1 者 爲ニ上 知； 而不 1, ー自 有， 1 其 

グ レニ ダウ/ \ トメ ーフ ナカ ダ手ン ラ ギ ダ タツ トブ ヲ  レルニ 

善 1 者次レ 之、 呶々 焉 自媒、 自 ir 惟崇 ニ虛譽 1 者、 風斯 在， 下矣、 

(二)  レ 

云 ふ 心 は、 我が 代り 來 ると 云 ふ を 聞きて、 代りの 不レ 至の 前に、 民に いひつ けて 石 

受代第 九  二 〇 九 


牧民ホ^告^^き解卷下  一二  ：} 

を 立て、 その 石に 我が 政の よく 民の なづける ことな ど を 自ら 文章 を 作りて 石に きざ 

みつけ、 或は かへ り ぢの錢 なる 送り ものなる とか こつけ て、 民の まへ より 錢を とり、 

(布 綿)  . 

きぬわた を 取りて、 みちの つ ひえ をた すけ、 ほこら を 立て、 是れは 前の 太守の 一 tj を 

ほめて 所々 に ほこら を 立て 置きて、 ほこら を 祭らし め、 末々 まで 名の 殘る 如くに. U 

かり 事 をな す。 是れ 君子の 行に あらす。 夫れ 善 を 行うて 人に 知られざる をい から ざ 

る は 上 知 也。 善 を 行うて 人の 知 を よろこぶ とい へど も、 我れ こそ 此の 善 ありけ ると 

是れに ほこる 心なき は 中の 知 也。 口 をき きか まび そしく して、 人も；<;レ，|ことを；^？^ 

れと 我が身の 善 をかぞ へ、 人に ほめき かする、 是れを 下知と 云 ふ 也。 自ら 媒す とよ， ■ 

女 を なかだちす るに、 其の 女の 惡し きこと を不, 謂して、 容貌の よろしき を 人に か 

たる、 その 如く 我れ と 我が身 を 入に なかだち する こと は、 君子の f^, 好 こと 也。 虛 

譽と は、 實の なき ほまれ を 云 へり。  . 

〇 吿 ^ニ舊 政 1 と は、 新しき 太守へ、 我が 政の やうす 先 親の 作法な ど を、 こまやか 

にかたり 吿 ぐべ しと 云 ふの 心 也。 


、一) ノゴ マン ケ. ィ  ル  ノ  ト  ニリテ  トメ  ノニ  (グ ノ  C リ ンバぉ リダ カラ ノハニ ンテ 

(1) 今 ^ 東 近代 東 原吳曼 慶爲ニ 某所 憲長； 旣代諄 二々 新 上 者 一 曰、 某 事 有 ニ少許 未； a 元、 某 獄已具 

省に 蹈す  ル  ，^ 

4^  I  ダ セ  ノハリ ク ノキ r フ  ノハリ ン r> キ 「フ  乇； 1 マ カク 手 コマ 力 二 ヒラク ダ クハノ 

而未， 決、 某 按有二 如， 是可 1. 疑、 某 人 有 二 許， 能 可 用、 一 部 之政毫 分樓 析、 惟 恐 其 

ラン コヲ ラ  リテ レ： N ダクハ ノ ン r ヲ サ  リテ ノ ルニ 一 一  六-  テヒ 7 ャ-- リ 

不レ 知、 知レ之 惟 恐 其不， 盡、 嗚呼 今 之 仕 者、 方 二 其 在 1, 職、 尙 不二 肯用 I, 心、 況已代 

去 而勝責 二 其 如. A 是哉、 

云 ふ 心 は、 近代 東 原の 吳曼慶 と 云 へりし 入、 或る 所の つかさな りけ るに、 すでに 我 

がか はり 来りければ、 新しき 太守へ こまやかに 政の 樣を 告げて けり。 誶々 と はくり 

かへ して 委細に 云 ふこと 也。 たと へば、 某の 事 未だ 少しと どこ ほれる、 ■ そこのう つ 

たへ を 未だ 決斷 いたさざる、 その 下司の 奉れる 按 文に うたが はしき こと 有り、 某の 

(り) 

郡の もの は 此の 能 ありて 用 ふべ きものなる など 云 ふこと を、 我が つかさどれる 一 在 

所の 內 のこと、 一毫 一分の 事まで も、 若し 新 守の 不レ知 ことの あれば いかが 也、 知 

りても 不レ詳 ばいかが 也と、 委細に 是れ を吿げ ける。 今時の 政 をな す 人 は、 職に 居 

る 間 怠り あるが ゆ ゑに、 く はしく 考 へ不, 知、 まして 新しき か はるに、 何ぞ つぶさ 

に吿 げんや" まことに 可い 愼 こと 也。 

ニー 一 


牧民 忠告^ 解卷ド  ， ニニ 一 

〇 完 歸 と は、 代りて かへ ると きに、 我が つかさどれる 在々 の 政 を、 不レ殘 よく 化り 

とげて、 全くして $1 り、 心 元な きこと 無， 之 やうに 可， 致と 云 ふこと 也。 

其 在, 政 也、 民 被 二 德澤； 訟淸 盜息、 豪强 消沮、 同僚 悅服、 則 去， 之 之 日、 雖， 1 弊 車 羸 

カウ クク  クリト ノ  リ ル P- クグニ  /二 モノ  ノウ ケ モノ ノ  ノ ミニ ァラ  /リメ  ル  二  ジナ 

馬 行 然ー 其樂 有， 不二 翅萬金 獲 而千駟 受 者； 前 輩 由 M 外官 一而 至 二 執政 一 者、 論 M 

濟， 人 之 功； 皆自 以爲, 不, 及、 爲， 縣遠 甚、 嗚呼、 有 二 志 及 1, 物 者、 其 勿 .1 薄，！ 州縣, 而 

ル 「 トセ ナル 7 

不， 屑 ，爲 也、 

云 ふ 心 は、 我れ 政 をな すの 間、 Qi^ も 我が 德 のうる ほひ を 蒙り、 公事 訴訟に 私な く、 

(腕 立) 

邪 惡盜賊 もやみ、 國の內 のうで だて 致す やから も 自然とう すくなり、 下司 も よろこ 

び 安雄せ しとき は、 たと ひ 所 を 去る の 日、 やぶれた る 車に やせた る 馬 を かけて、 よ 

たりし み  せん ー 

ろづの 調度 も すくなく、 さびしき 斗り なりと も， 其の 樂は萬 金 をえ 千刚 をう けたる 

よりも これに はしく 不 X 可。 古人 外官 より 執政の 官に いたれる 人 も、 人 をす く ふこ 

と を 十分に いたせる とい へ る 人 あらざる 也。 外官と は、 國の 守と なりて 逮 II に をる 

人 をい へり。 志 を 物に 及ぼして 人 をす く はんと 思 ふ 人 は、 外官 をい やしき、 いさぎ 

よからぬ など 思うて、 政に おこたる ベから すと 也" 古 は京官 をば 貴び 外官 をば いや 


しめる ゆ ゑに、 如, 此云 へ る 也。 

閑居 第 十 凡十條 

云 ふ 心 は、 官を さり 職 を 退いて 閑居 をな す 人の 心得 を かける 也" 叉 は 人に 不レ被 

レ用、 世に うづ もれて 閑 窓に 势、 居す る 人の 心得に も かかれり。 

ンズヲ 

〇輕 二 去就 1 と は、 官の ひま あるとき は 則ち 去り、 叉 職 をえば 是れ をつ とむべし。 去 

る こと を不レ 願不レ IS1K、 その 職に ついて 居たがる は あやまり 也と 云 ふの 心 也。 

士之仕 也、 有， 一 其 任ー斯 有 n 其責； 有 二 其 責ー斯 有 11 其 憂； 任- 「一 縣之責 一 者、 則 憂 こ 一 縣ー 

ズ レバ  二  キ ，、  ヲズ レバ  二  チテ  ト 7-  ス ... 

-任ー 1 一 州之實 1 者、 W 憂 M 一  州； 任 一一 一 路之責 天下 之責 1 者、 則以 一二 一  路與ニ 天下 1 爲レ憂 也、 

蓋 任 重則責 重、 責重则 憂 深、 古 之 人 所 二 以三 揖而 進、 一 揖而退 1 者、 有， 以也、 雖 ニ堯舜 

^湯 文武 之爲， 君、 C ま ir 俊 契 伊 傅 周 召 之 爲；， 臣、 固 未 T 嘗不レ 憂 二 其責ハ 而以， 位 爲，, i 也、 

ル 

彼以レ 位爲， 樂者、 苟 一一 其 位 一 者 也、 嗚呼、 大聖 大賢、 宜， 不レ難 二 於 其 所- A 任、 猶且 不二 

自暇逸 1 如， 此、 吾 才遠不 レ逮ニ 聖賢 一 顧 可 T 樂二其 位 一 而重 巾 其 去. q 哉、 

^居 第 卜  二 一  三 


牧民 忠告 諺 解卷下  ，  ニー  四 

1K ふ 心 は、 士 のっかへ をな す、 それ-^ に 職 を あた へら るれば、 それほどの うれへ 

あらす と 云 ふこと なし。 たと へば、 一 在所の つかさ は、 一 在所 を うれへ、 一圃の あ 

る じ は 一 國の政 を うれ ふ。 一路と は 日本に て五畿 八道と 云 ふが 如く、 その 道に つけ 

ちろ こし 

る II の 司と なること 也" 唐に も宋の 世に 十八 路と わかてり。 このつ かさと なる か 

叉 天下の 政 を きくかの とき は、 一 路と 天下と を 我が 苦に もつ 也。 官位 俸祿の 重き ほ 

ど その 身の 苦 勞も大 也。 ここ を 以て 古人 官に すすむと き は 三度まで 辭退 をな し、 退 

くと き は 一 度禮 をと との へ て 退く と ある は、 進んで 官に をる ことの 難ければ 也。 君 

かう えう き  しょく せつ 

にして は堯. 舜 • 王 • 湯 王 • 文 王 • 武 王、 臣 にして は阜陶 •  稷. 契. 伊 尹 • 

ふえつ  せき 

傅說 • 周 公 日 一 • 召 公！^ この類 は、 君も聖 主、 臣 も聖臣 にして、 世 を 政せ した も 

我が 職 を 心 易く 思 ひ、 位 を 安樂な りと て その 政 をつ とめす、 その 苦勞を うれへ すし 

てまう しませる ことなし。 若し 官に 居て これ をた のしみ とお も ふ. < は、 政に おこた 

りお ごり を 成す の 人 也。 ああ 大聖 大賢 すら、 政に くらから すして 明白な りと いへ ど 

も、 若し 苦しむ. 民 も あらん か、 政のと どこ ほる 處も あらん かと、 是れ をつつ しめり 

况ゃ 我が 才智 聖賢に 不レ及 こと はるかな り。 この 處を 思へば、 いかん ぞ位 をた のし 


みさかえ なりと して 去る こと を きら ひ 重く せんや。 早々 職 を まるこ そ 苦 をまぬ かる 

るの 道なる ベ けれと 也。 

〇 致レ政 と は、 政 を 君へ かへ すの 法 をい へり。 

テ ；、 ヲ ヘス ヲ 7  に ■ キテ  ヲ  スル卜 7  一一., フニ レヲ ニリ ノ  リテ ヤノ  二 

古人 以ニ 休」 目 致 1- 政、 爲 T 釋 二重 負 一而 脫 * 覊囚 h 切嘗 思, 之、 誠 有 二 是理； 方， 1 其 任 1 也、 

ニノ  7  ミ  ヲ  ヒン  モ  テ テカ ：1**L\ シク サ 二  シ  二  メリノ  ト シクュ レバ ゾ 

嚴ニ 出入 1 而愼二 起居； 一 瀕 一 笑 亦 不二 敢以 輕 假 、蓋 一 身 而爲， 1 衆 師表 一 少 規矩 一 

ョ モニュ  フレヲ リク 二  ヲ  リ  ル マデュ  ルー 一  シ トイ フ r  レゾ  リ 

、 謗議四 聞、 譬 H 之 特行ニ 於 高 屋之上 一 自 X 頂 至， 踵、 在, 下 者 無， 不， 見：， 之 也、 一 朝 代 

ル  クメヲ  ル ナン ゾタダ キキ  ヲス ルガ ヲ  ナ ラン ャ テルニへ テ  スルヲ  バ 

至、 完， 身而 去、 詎 止 如 T 釋， 一重 負 1 脫 m 覊囚. q 而已 哉、 嘗見， 1 仕 而休居 者； 往々 不レ 喜、 

ジ卜 Is ン  ハ ジ  二  ハ シ  二 ゥリ ヲ ジ ヲ  シ  ル 「 バ  シク レバ  フ チハク  f 1 ) ジク ルト ゼ 

(1) 同，， 見 或 命， 一子 姪； 或 託 二 朋友； 市 レ奸講 レ訟、 靡 ニ政不 1. 及、 小 有 レ所レ 違、 則 曰、 去官： 1： 昆レ 任、 

任- と む を  乂  ノヲメ サ サへテ ベ  ダキ 〈マラ クメ  ソ  ティ ス r ヲ  ナリ  ク ル r  ヒナ ナビ ク ダト 

する か 使 二 新 上 者 法 格 令 弛、 担 納惟谷 一 甚而撓 沮排觝 爲：， 狀百 端、 細民 無， 知、 亦從 而麼、 設 

ヒ レガ  ズ  テレヲ リニ ミダ セバ ニイ カン カス シ ヲセ バレ ヲ ズ ラー フン ノ キ， N ム 

使 己 政 之 初、 人以， 是 荐 擾、 當， 1 若 何 一 推：， 心體， 之、 必自知 二 其 可；， 惡矣、 

キ 

云 ふ 心 は、 古人 官を さり 政 を かへ し、 閑居の 體を なす をば、 重き 任 をお ろし： とら 

はれ ほ だし をまぬ かれた ると 同じき と 云へ り。 詳に是 れを思 ふに、 誠に この 理 ある 

事 也。 官位に 居る の 間 出入 自由なら す、 起きる こと も 居る こと も 尤も 是れ をつつ し 

m 居 第-に  ニー  五 


牧民 忠告 箭解卷 下  ニニ ハ 

み、 一た び 怒り 一た び 笑 ふ も、 あへ て輕々 しく 不， 假, 人 也。 不 レ假， 入と は、 奉行の 

笑 怒 を 以て 下の もの 或は 私 をな し、 或はた かぶる、 是れ怒 を かり 笑 を かる 也。 一 身 

にて 大勢の 手本と なり 人の 師 となれ るに は、 少しの あやまり 有って 法 を 北 ほけば、 是 

れを 見出し 聞 出して そしり 四方に ひろし。 是れを 髙き屋 の 上 を獨り あゆむ にたと へ 

/ レゾ 

たり。 いただきより 足の 下まで、 下に をる 者 こと- く 見い 之が ごとく、 上 一人の 

行 は 下 萬 民の みる 處也〕 されば つつしみて 猶ほ あまり ある 斗り 也。 しかるに 我が 代 

り 至り、 官に をる の 間 あやまり なく 身 を 全くして 去る は、 重き 任 をお ろし ほ だし を 

まぬかれた るよりも 心 易く 安樂なる べし。 此の ことわり を不， 知、 大方 仕 を やめ 官 

を ひ 

を 去って 閑居 をいた す. <、 往々 に 喜ばす、 或は 我が 子 姪に 云 ひつけ、 或は 心 やすき 

朋友に かたら ひて、 新しき 太守の 政 を そしらし め、 小し もた がふ こと あれば 是れを 

いひ ひろめて、 新 官の人 を くるしま しむる こと^し。 そのい たれる は、 或は 民 を か 

(W)  § 

たら ひ 人 を あつめて、 新 官の人 を はばめみ だして 政 をし そこな ふ 如くた ばかる に、 

わき まへ 無, 之 百姓 は、 皆是れ になび き從 うて 新官を そしる 也。 加 様の 事 我が身に 

とりて、.： J 得べ し U 我れ 初めて 官 にいた ると き、 人し きりに これ を 妨げば いかが ある 


ベ き や、 心 を 推して 人 を はからば 其の あしき こと を可レ 知と 也。 

0 進退 皆 有レ爲 と は、 士の 道、 官に 進みて は 進みての 心得、 退きて は 退きての 心得 

ある なれば、 これ を 能く 可，.^ と 云 ふの 心 也。 

メバチ  メテヒ ノヲ  ケ バチ  メ テム ノヲ ダ クセ チ レム モリ A  クモ ル ス 

進 則 安居 以行 二 其 志 一 退 則 安居 以修 二 其 所 能、 則 是進亦 有：， 爲、 退 亦 有レ爲 也、 近 

ノ^  ノ  ダナ ヅンデ  二  コ ンゼン トメ ク  〈カルン ク ダ クラ ヒ ヌ フヲヲ  トメ  テ クビモ .テ 

(1) 組：^ 於 世士大 夫、 惟 钮二於 進退 一 則惽然 無， 所， 猷、 爲ニ 甚而茹 k 懷 1, 慙、 考縮 不二 敢ー 出 1 

ムニ ケバチ  f 1 ) 

進 1 fnj^l 則：  ヲ  レケン ベン ハ  テス クマ/ \ル  ト  ノル ャ ノア ラン フル ノ キヤ ノア ランスル  、， 

■■■if レ戶、 夫 軒 冕、 古人 以爲ー 1 攩來之 物 一也、 其 有 也 何 所， 加、 其 無 也 何所レ 損、 不レ思 二 良 

貴 在， 我、 惟 假ニ於 物 1 以爲 M 重輕ー 則 其 人品 之 卑下、 不， 待， 論 而可， 知矣、 

云 ふ 心 は、 進んで 君に つか ふる ときには、 位に 安んじて 居て、 我が 志 を 行うて 人 を 

-  まつり f  J と 

すく ひ、 世 を 政 し、 官を かへ し 職 を やめて 退く とき は、 我が 心の 非 を あらため、 

未だ 修 しえざる 處を つとめて 心 を をさむ。 是れ 進みても 退いても ともに なすの わざ 

也。 近代の 士大夫 はこの 心得な きを 以て、 進みて は榮 華に ほこりて 私 をな して、 つ 

(K) 

ひに 恥 をいだ く 斗り になり、 退きて 官を 去る とき は、 身 を ちぢめ 世 を さみして、 門 

戶をも 出で まじき 如くに なれる 也。 夫れ 官位 は. <の つねに ある ものに あらす、 その 
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身の 德 によって たまく 來れる 者 也。 しかれば 官位 を 得 たれば とて、 心に 物の く は 

はりて おごりの あるべ きに も あらす、 官位 を 失 へばと て 心の へ る處 あるべ きに も 非 

す。 至って 貴き もの は 我が 心に あり、 外の 貴き もの を 求む ベ からす。 此れ を 不，. i し 

て 官位の 得失 を 以て 心に 高下 をな す は 實理と 云 ふべ からす。 左様の 人 は あ， その 

,  けんべん  二 1 

E1) 卜 上 、乇 はしれた る 也。 軒 冕 は 官位の こと 也。 此の 段 は 孟子の 天爵 • 人爵の 論に 同じき 也し 

天爵と は 人倫の みちをつ とめ 行うて、 その 貴 を 知る こと 也。 人爵 は 官位の ことにし 

て 人の あた へう ば ふ もの 也。 故に 天爵 をつ とめて 人爵 を不, 求と い へ ると 同意 也" 

〇^ レ義 處乂 I と は、 何事 も 天命 也と 斗り 云 ひて、 義 を不, 盡は あやまり なること を 

,  云へ り。 

/ノ テ  ヌ  ヅケ ノ  ニイ ハュル  スルハ  モ ケ ッケッ ムト ム r ヲモ  ス  スレ 〈  t 

世俗 ニ窮達 進退 1 皆 本 二 天命； 謂 命之窮 者、 雖 ニ竭蹶 求.， 進、 而 亦窮、 命 之 達 者、 雖， 1 

ク や クカ クルト 力 モトへ クレ  ル  /ニノ  ヽ. 一 厂ヌメ  二 

遠 逝 深藏ー 而亦不 にヒぉ 退、 此星 翁術士 之常談 也。 非, 君子 所, 尙也、 君 M; 服 zi, 義處， 命、 

. -、 ァ， ニー i-: セ .7 ケ レバ チム チミ ケ レバ テク チク  レ ハル ハ ヲ  ム y ハチ ヒ レヲ 

而不， き， 命 Z- き 義、 可， I 以進 1 則 進、 可， 1 以退 一則 退、 吾 不， 謂， 命 也、 樂 則 行， 之、 

憂 见違， 之、 吾？：：，： 謂, 命 哉、 彼淪， 一 胥富責 利 達 之 境； 而不， 能， 出 者、 則 往々； 命 z| 


ラ フ  .f ル カナ ッ イデ アト ヲ  一一  二 ル r へ ル r シィ カナ 

自評、 宜乎、 接 こ武禍 機； 而 卒不， 能， 悟、 悲 哉、 

云 ふ 心 は、 世間の 人の 心得 は、 身に 富貴に なりて 榮華過 奢 をな す も、 叉贫賤 にして 

朝夕の いとなみに くるしむ も、 二つながら 皆 天命 也。 1K 命の あしき もの は、 さま ざ 

まに つとめて 進まん こと を 求む ると も 不レ！ H-, 得、 叉 天命の よろしき もの は、 遠く 身 

をの がれ ふかく かくる ると 云へ ども、 必す 富貴に 至る なれば、 身 を を さめ 心 を 正し 

(占 ®0 

て も ハ：^ のな き 事な りと 云 ふ。 此れ は うらかた をな し 術 を 行 ひ、 人の 行末 を考 ふるな 

ど 云 ふ ものの、 常に 云 ふこと にして、 君子の 尙ぶ處 にあら す。 尤も 君子 は 天命な き 

と 云 ふに は 非す、 我が身 義を つとめ 德をを さめての 後、 進む こと あらば 進むべし、 

退く こと あらば 可レ 退、 只 だ 進退 は 天命に まかせた る 也と 思 ふ、 是 れを以 ,義 處レ <1 

. と 云 ふ 也。 天命 次， 第 也、 家業 をつ とめても いらざる 事 也と 云 ふ は、 是れ 倚， 命 害レ義 

也。 進む ときをみ て は 進み、 退く 時 をみ て は 返く、 是れ義 也。 たのしむ とき は 道 を 

おこな ひ、 憂 ふるとき は 世 をのが る、 是れ 天の 命に まかす る 也。 今の 人、 富貴に な 

りて これ 天. 命の 至極せ りと 存じて 義 を不レ 顧、 我がまま をな す ゆ ゑに、 卒に はわ ざ 

は ひに 逢うて、 この 理を不 レ知は 誠にお ろかなる こと 可, 悲 とぞ。 - 
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o 求 レ進ニ 於 己 1 と は、 身の 官位に すすまん こと を不レ 求、 我が 心の 道に すすまん こと 

を可レ 求と 云 ふの 心 也。 

ハ 二 ム マン r ヲ レニ  ^ラ ム マン r ゾ 二  ル ムトハ マン r ヌ レニ  r\ ノミ. 

士當， 求， 進 二 於 己； 而不 A 可， 求い 進 二 於 人 一也、 所謂 求， 進 n 於 己一 者、 道 業 學術之 精 是已、 • 

所謂 求レ 進 二 於. <1 者、 富責利 達之榮 是已、 蓋 富貴 利 達 在, 天 而不レ 可 A 求、 道 業 學術在 

レニ  カランバ アル. X  ャ  ハル ヲャチ  メナ. に  /  ハフ 二，  シク ：；r テ 

レ我而 不レ可 レ不レ 求 也、 況古之 人不卞 以ニ 富貴 利 達 ー爲. -心 也、 其 所 ニ以從 P 仕 者、 宜ニ， 

レ此 以行 P 道 也、 道不 つれ 而 富貴 利 達 者、 古人 以爲， 恥、 而 不二 以爲 ：」 榮、 嗚呼、 非 T 誠 

有 二 致， 君澤， 民 之 心 一 者 h 其 孰 能與ニ 於此ー 

云 ふ 心 は、 士は 己れ が 心の すすむ こと を 求めて、 人に すすめ 用 ひられん こと を 不レ求 

也。 進 二 於 己一と は、 學問 をな して 道 をつ とめ 學業 を專 らいた す。 是れは 人の すすめ 

ふるに よって 致し 成る ことに は あらす、. <  を たのます とも 心の 修行 にある こと 也" 

叉 進 二 於 人 一と は、 富貴に なり 官位た かく、 俸祿 多く さかえた のしむ。 是れは 人の 用 

ひに よる こと 也。 富貴に して さかえ ゆく は、 天命に して 必 すと 求めが たし。 學 道の 

つとめ は 我れ にあって 求む ると き は 則ち 得， \ 之、 古人 更に 富貴 利 達 を 以て 心と せす、 


然れ ども 官位 をう けっか ふる は、 これ を 以て 道 を 行 ふべ きがため 也。 道 を不， 行し 

て 富貴なる は、 古人 これ を 恥と してた のしみ とせす、 君 を 堯舜に なぞらへ、 下に 恩 

澤を 及ぼす ベ きがため にこ そ は 官位 俸祿 をば ねが へ 、 身の 榮華 のために は いささか 

あらざる 也と ぞ。 

〇 風 節 と は、 其の 身の 風 義名節 をつ とめ 守るべき と 云 ふの 心 を かける 也。 

々ル 二  メ  7 モ ッテセ ミ  ノ  ヲモ ッテセ シ  ニキ ハ  丄ぃ ノ"， カナ- ソ  キノ.？^ 

名 節 之 於， 人、 不二 金幣 1 而富、 不 II 軒 冕； 而貴、 士無， 一名 節 一 猶ニ女 不.， 貞、 則 何 暴 

ラン ハ  ノ. P ラン 力  VU リトノ  ルーフ  フニ  二  ノュ凡  ；： ク  ハシ  キ 

不， 從、 何 炎不， 附、 雖 A 有， 1 他 美 一 亦不， 足に 赠也、 故 前 輩 謂、 爵祿 易， 得、 名 節 難， 保、 

ハ ハス レド モリ テ  ビル  ハタ ビケテ ル マデヲ  マタセ  -、 メ  A 一.  クテ ノ 

爵祿或 失、 有 レ時而 再來、 名 節 一 膨、 終， 身 不二 俊矣、 嗚呼、 士而 居， 閑 者、 能以 -I 此 

ヲ セバノ  二  ク ハラン 力へ テヲ ル  力  一一 

言 1 銘ニ其 心.； 庶 不一 二 易， 所：， 守而趨 ニ勢耍 一哉、 

云 ふ 心 は、 名聞 は 人の 末代まで 傳 はる 處 にして、 節義 は士の つとめて 守る ベ き 處也。 

金銀 を 以て 名 をった ふるものに あらす、 官位に よって 節の あるに も あらす。 人と し 

て 義を不 レ守節 をつ とめざる は、 女の 貞 心なら す、 兩心 あるに たと へたり。 心の 節 

を不ぃ 知、 義を たがへ る ほどに て は、 何事の 惡 事け はしき 心 だても 皆 この 內 にある 
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ノ し。 自餘 のよ き 所 ありと もこれ をす く ふべ からす。 故に 古 <^1^ はく、  .f 目 4^ 俸条. H 

得る こと やすく、 名 をけ がさす 節 を 守る こと は難レ 叶。 その ゆ ゑ は、 ， ぎ 餅の たぐ ひ 

は 是れを 失うても 亦 時 至れば これ をうる こと あり、 名と 節義と は 一 度け がれ 一 度 か 

けて は、 その 身 死して 後まで 相傳 はれり。 しかれば 士の 閑居 をな し、 官を 去りて as 

る 人、 此の 言 を 以て 心に しるし 思 はば、 節義 をす て、 守る 處を ひるが へして 富貴 を 

もとむ る こと は 不レ可 \ 有と 也。 勢 要と は 威勢 ある を 求む る こと 也。 


(一) w 朝、 

元に 代りし 當 

^なる を 以て 

かく 一 ぶふ 

ニー) 内容と 

外形の 一 致せ 

ざる をい ふ 

(二)  ^^- « 

南行お 篇に、 

誰，？？^ 無.. 角 

何以. 浮， 1 我爐 f 

一 K々、 ^si 嵐 

無 レオ、 何以 

と 出 づ。 本來 

人と も 構 へ 

て辨別 判斷の 

H きな いへ り 

(I) 洪武元 

年 

(五) 兵火に 

同じ 

二ハ) 縣か、 

今 河^ 省に 1? 

す 

(七) W の 太 

組の 年教、 そ 

の廿 一 年に 


せんしつ つぶさ 

を觀 るに、 其の 己れ を 修め 民 を 治む る の 道に 於て、 纖悉 備に 具 はる。 誠 


民の 爲に牧 を 立つ る は、 天に 事 ふる 所以な り。 民 を 恤み本 を 固く する は、 邦 を 保つ 所 

以 なり。 之れ が 長 伯た る 者、 其れ 牧民の 道に 昧 かるべ けんや。 今 張 希 孟が著 はす. 所の 

牧民の 

f 1 〕  あまね 

に 牧民 者の 規範な り。 今 我が 聖朝、 天に 應じ命 を 革む。 旁く 俊彥を 求めて 庶 位に 列せ 

よ  fj 上  おも  (二) 

んに は、 宜しく 是の 書に 頼る こと 無き が 若 けんや。 然れ ども 慮 ふに、 羊 質 虎 皮の 未だ 

. あらた  (三)  なん  かがみ 

盡く 革め ざる、 雀 角 鼠 牙の 未だ 辨じ 易から ざる、 盍ぞ亦 此れ を視て 鑑と爲 すに 可なら 

§  リ  やん 

ざらん や。 去りし 戊 申の 冬、 晉 陽の 牧伯驪 と閔 公藤と、 始めて 此の 書 を 得て、 陽に 

けづ  ふ えん かか  わいじん  (六) 

刊る。 後賦焰 に經り 遂に 煨燼 と爲 る。 今密 陽の 府伯 全義李 公愼、 幸に 其の 本 を 得て 其 

し  ちりば  (5? 力) 

の廣 まらざる を憫 み、 ェに 命じて 梓に 鏡む。 旣に泯 びんと したる の 書、 是に 於て 後廣 

まる。 嗚呼、 二 公の 牧民に 拳々 たる もの、 其れ 至れる かな。 若し 善人 君子、 法 を 此れ 

に 取り、 以て 民 を 治め 天に 事 ふるの 實を 得れば、 則ち^：ー小補と曰はんゃ。 洪武 戊、 寅 七 

ぶ ズ け- 


月日、 密 陽の 教授 文 幾 謹んで 誌す。 


つぶ > 


是の書 は、 己れ を 修め 民 を 治む るの 道、 纖悉 備に 具 はる。 誠に 牧民 者の 龜鑑 也。 洪 
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(一) S0 

靈 公！！ 第五 章 

に、， fi^ 書 k 

神 T  isr つ。 

大帶の 一 端に 

書す、 忘れ ざ 

る爲な h- 

(二) ひ，， -禰は 

HI 极と ：1 州せ 

しが 如し、 曾 

根源 左衞吉 次、 

致仕して-お 齋 

と號 す。 幕臣、 

一一； 干 石 を IS す。 

評ゥ疋 衆に して 

政の 事 を： 一? 

る 

(二)  i.H 

年 

S 上 は？ « 

行、 下 は の 

1 ネ、 共に 全 

^お £ お 口：^ 

中.^、 に出づ 


と ，〉 


武戊寅 七月、 府 使李愼 是の府 に開刊 す。 中間 板 本 散 失し、 幾 ど 百年な り。 今 4g 監司 

？ g の 命に 因り、 改め 刻んで 以て 李 公の 志 を墜す こと 無し。 時 適. > 戊 寅に 丁る。 5 一： 數 

ありて 其の 閒に存 する に 非ざる か。 

萬 暦 戊 寅 三月 十八 日 通訓 太夫 府使 金克 一 誌す 


(二  > 


張 希 孟が著 はす 所の 牧民の 一 書 は、 牧 令の 人、 紳に 書し 心に 銘せ すん ば あらす。 今 曾 

あ. i れ  、- とま 

禰氏吉 次 丈 は、 阈家 牧民の 事を監 し、 民 を 恤み本 を 勤む。 公務の 暇、 常に 經史を 11 味 

し、 尤も 此の 誓に 熟す。 且つ 諺 解 を予に 求む。 故に 焉れ を爲 りて 其の 大要 を抒 ぶ。 蓋. 

し 民の 牧 たる 者 は、 唯 だ 其の 本 を 察し 其の 要 を 知る に 在る のみ、 何ぞ 文字の 著述に 依 

ゆ ろん  _  つま  - 

らん や。 以に 訓詁 字解 を 略し、 專ら 急務なる もの を 摘む" 

ニニ)  、ョ 

龍 集 庚 寅 春 三月 廿日  後學 素行 子 謹 誌颇關 
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解題 並 凡例 

この 書は跺 文に ある 通り、 慶 安四 年、 素行 三十 歳の 時、 遠 藤備前 守の 所 Ml により 書 

いた ものである。 この. < は 室町 時代の 歌人 東 常緣の 後裔で、 當時 は德川 譜代の 大名、 

美濃國 八幡 城主 二 萬 四千 石を領 して 居り、 早くから 素行の 門に 入ったら しく、 門人 帳 

に 名 を 列す る 人で ある。 また 素行の 自筆 年譜 中、 承應ニ 年卽ち この 書 を 書いた 翌々 年 

の 五月 廿 三日の 條に 「遠 藤備前 守享, 予」 と あるから、 門人 中で も相當 親しかった もの 

であらう。 

內容は 武士の 格言 百箇條 で、 當時 素行の 抱いて 居た 武士道の 綱領で ある。 故に 後に 

できた 武敎 小學 • 武敎 本論 は 勿論、 士道 士談等 その後の 著作の 先驅 萌芽 と 見る 事が で 

きる。 面して 素行の 學說 として は 最初 期の 儒佛道 三敎ー 致 時代で ある。 

底本 は 平 戶山鹿 家 所蔵の もので 序 及び 本文 は 他 筆で、 ^文 奥 書 及び 出典 細 註 並に 訂 

正 等 は 自筆で ある。 故に この 底本 は 察する に 遠 藤 備前守 に與 へた ものの 草稿で あらう。 

成るべく 原形 を 保存した が、 本文に 句讀訓 點を附 し、 註の 引用句 は 原 漢文 を 書 流しに 

解題 並 凡例  ニニ 七 


解題 並 凡例  ニニ 八 

し、 誤 脫は補 ひ 假名 遣 は 現代 式に 改めた。 


字 (原 漢文) 


( 一 ) 邵鞭、 

字 は堯 夫、 諡 

は康 節、 宋の 

大擧 者、 易^ 

こ 造詣 gi^  く、 

f 書 多し、 邵 

子 全書 あり。 

下の 文 は 全書 

第 一 卷皇 極^ 

^附錄 中、 誡 

子孫の 章に あ 

b. 小舉 にも 

引けり 

(二) 大畢經 

第三 節に 出づ 


邵康節 云 はく、 「上智の 人は敎 へす して 善な り、 中 品の 人は敎 へて 後 善な り、 下 ni の 人 

は敎 ふる も 亦 善なら す」 と、 實な るかな 此の 格言。 今邵 子の 語に w りて 條 31 を 擧げ、 

百箇に 到る。 本末 を 正し 先 後を敎 ふ。 古 入 云 はく、 「先 後す る 所 を 知れば 則ち 道に 近し」. 

と。 仍って 字す。 


ぼ 


ニニ 九 


Ir 八ん か 0 


ニー 一一 〇 


二) 古語 引 

例 は S お 原 漢文、 

以下 皆 同じ 

(二) 以下、 

六號 活字に て 

組める は、 出 

典な り。 近 思 

錄は朵 iff 大家 

の  一； 一一！： を 朱 子と 

呂祖 謙が あつ 

めしものに し 

て、 朱 學の入 

門 書と 稱 せら 

る。 又 この 語 

は 孟子 離篓上 

篇末章 朱 子 註 

並に 朱 子の 小 

にも 出づ、 

朱の 舉者羅 仲 

0, 孟子に あ 

こそ、 つよろ こび 

る rlsi 豫 

い. U 

を 底して 天下 

の 父？ おる 者 

定まる」 の 1 

節 も 論じて  一 K 

はく、 「只 だ 天 

下に 不是 底の 

父母な きが 爲 

なり 云々」 と。 

•w^ 第 六卷三 

五六 頁^ 照 


ゃェ 目 mi 


、 奉公 之 道、 信實 可, 勤 ニ忠行 一事 

く、 君に 事 ふるに、 能く 其の 身を委 す。 叉 田 はく、 ほの 君に 事 >4 るは忠 


古語に 日 は 


を 以てす。 

、 對 11 父母 ハ 

おなじく 

同 曰 はく 


專 可レ盡 一一 孝行 1 事 


父母に 事へ て 能く 其の カを竭 す。 叉 臼 はく、 天下に 不是. の 父母な し- 


(二) 


0^ 近思錄 

、 於 二子 孫 1 可レ令 ニ敎訓 1 事 


(！ 一 一) 


同 云 はく、 父母 其の 子 を 養うて 敎 へざる は、 是れ 其の 子 を 愛せざる なり。 勸學 古文 

、 夫妻 之 道、 尤可， 爲 二 厳重 1 事 

古語に 云 はく、 夫婦 別 あり。 孟子 

， 兄弟 之 間、 可 レ爲ニ 深切 1 事 


CO 朱の ほ 

^？柳屯田が勸 

J, 古文 ほ 

资前 集に 出づ 

(四) 齊の大 

夫、 名 は ST 

平は諡 なり 

(五) 論語 公 

冶長篇 第 十六 

ま、 以下 論と 

ある は 論語な 


(六 J 孫子 始 


同 云 はく、 兄に 宜しく 弟に 宜しくして、 而 して 後 以て 國入 を敎 ふべ し。 詩 

リハ  ル カラ フ  ヌ 

、 傍輩 之 交、 KTA 可， 失 ニ禮義 1 事 


(En あんべい ちゅう 

同 云 はく、 晏平仲 は 善く 人と 交 はる。 久しくして 之れ を 敬せ 


(五) 


叉 曰 はく、 

「朋友と 交 はりて 信なら ざる か」。 論 

、 於 二 家僕 一 可レ加 ニ愛敎 一事 

同 云 はく、 樂 しき 君子 は 民の 父母な り。 毛 詩 

テ  ヲ キス ラ ノカガ ミト 

， 以 i ハ法 1 可， 爲二自 鑑 一事 

同 云 はく、 兵 は國の 大事な り、 死生の 地、 存亡の 道、 察せざる ベから ざるな り。 

、 先祖 之 敬禮、 不， 可， 致 二 怠慢 1 事 

中庸に 云 はく、 宗廟の 禮は 其の 先 を祀る 所以な り。 三 略に 云 はく、 祖を祖 とする は： 

親たり。  , 

、 行儀作法、 可 レ爲ニ 厳正 1 事 

論語に 云 はく、 容貌 を 動かして、 斯に 暴慢に 遠ざかる。 

、 國家 式訓、 可， 爲， 一明 白 一事 - 

式目 家訓  二三 一 


式 目 f  二三 二 

(以 ) 

同 云 はく、 敎 へざる の 民 を 用 ひて 戰ふ は、 之れ を棄 つると 謂 ふ。 論 

一 、 農工 商、 不レ令 二 疲勞, 樣可， 仕事 

苛政 は 親します、 煩 苦 は 恩 を つく。 

一 、 寺社、 尤 可.^ 加 二 尊崇 1 事  • 

鬼神 を 敬して 之れ に 遠ざかる は、 知と 謂 ふべ し。 論 

ハル カラ フ  ヲ 

一 、 家宅、 不， 可レ 用， 1 無益 之 華麗, 事 

む 2  E 畑の 古語に 云 はく、 宮室 を卑 くして、 力 を 溝 洫に盡 す。 論語 叉 曰 はく、  I^icIは安きを求. 

むる ことなし。 論 

一 、 庭園、 不， 可レ 構，, 美景, 事 

同 云 はく、 茅 茨 は 庭に 編 けれども 剪らす。 六韜  . 

一 、 衣服、 不， 可 レ成二 珍 希 1 事 

同 云 はく、  士、 道に 志して、 惡衣惡 食 を 恥 づる者 は、 未だ 與に議 るに 足らざる なり- 

論 

一 、 嘉看 美味、 平日 不レ可 X 嗜事 


ニー〕 六 IT 

盈 $1 篇 


(三) 書經 の 

篇 名 


同 云 はく、 飮 貪を菲 くして、 孝 を 鬼神に 致す。 論 叉 曰 はく、 八 珍 を 前に 羅ぬ 一、 

食 ふ 所 は 口に 適する に 過ぎす。 文章 軌範 

， 腰刀 衣類 等、 異形の 用意、 可， 爲 H 禁制 1 事 

f  二  J 

きん- つ， ふん キ-  き  • 

錦 誘文綺 をば 衣す、 奇怪 珍異 をば 視す。 

、 好色 可 レ禁之 事 

古語に 云 はく、 賢 を 賢と して 色に 易 ふ。 論 叉 云 はく、 宴 安 は 毒な り。 左傳 

、 大酒 之 輿 1^ ニ禁斷 1 事 

同 云 はく、 酒を樂 しんで 厭く ことなき、 之れ を 亡と 謂 ふ。 孟 叉 云 はく、 外 荒 は 人 

心を蕩 す。 五子 之 歌 註 

、 博奕 諸 勝負 禁止 之 事 

同 云 はく、 賭博 門 中 去りて 親 無く、 能く 英雄 をして 下賤と 爲 らしむ。 勸學 _ お 

、 亂舞 遊興 可 レ應レ 節 事 


たのしみ 


同 云 はく、 先王 は、 流連の 樂、 荒 亡の 行なし。 ： も r 

、 家僕、 應ニ其 役 一 令， 專，！ 武藝 1 事 

式目 ハオ fii が 


(一) 論 藥 

而篇 首お + 


(二) 書^の 

篇名 


(一一：) 五-ナ之 

歌の 文と 多少 

異なる。 Hi つ 

その： H は 五子 

の： 一-一 I にして 周 

ヘムに あら. 1^。 

< ？は禽 1； の 意 


式 H 家 ニー 二 四 

古語に 云 はく、 兵 を 用 ふるの 道 は、 教戒 を 先にす。 

、 軍役 積、 兼 可 二 定置！ 之 事 

古語に 云 はく、 天下 平 かなりと 雖も、 戰を忘 るるとき は 必す危 し。 

、 武藝、 專 相嗜、 分 M 其輕 重； 撰 二 其師； 令， 稽ニ古 之； 須臾 不レ可 n 懈怠 ノ事 

同 云 はく、 學 に重輕 あり。 叉 云 はく、 舉んで 時に 習 ふ j。 舉を務 むる は、 務めて 師； 

を 求む るに 如かす。 師は 人の 模範な り。 

、 兵 具之雜 器、 應 二 其 分限； 可レ 致，： 所持 1 事 

同 云 はく、 其の 事 を 善く せんと 欲せば、 必 ゃ先づ 其の 器 を 利に す。 論 

ルカ ラブ  ヲ 

、 當用之 外、 不， 可， 弄， 一 無益 之 器物 1 事 


もて あそ  (二) りよが う 

古語に 云 はく、 物を玩 ベば 志 を 喪 ふ。 書旅樊 


玩 好の 器は寶 とせす- 


. ッテ 


， 人馬、 隨 U 分限 1 可， 致 二 所持 1 事 

同 云 はく、 義を 見て 爲 さざる は、 勇な きなり。 論  . 

ハ  ル 力 ラブ 

、 人馬 之 外、 遊 類 之 禽獸、 不， 可,^ 事 

そと きん ふけ  (三) 

周 公 云 はく、 外、 禽に 荒る こと 勿れ。 書 五子 之 欲 叉 云 はく、 獸に從 ひて 厭く こと „ 


J.lffs 一 土 なき、 之れ を 荒と 謂 ふ。 孟.^ 

一 、 諸 奉行 役 入、 應ニ其 器量； 可 二 申 付 1 事 

同 云 はく、 官の爲 に 人 を 擇ぶ者 は 治まり、 人の 爲に官 を擇ぶ 者は亂 る」。 .< に 私す 

るに 官を 以てする 者は危 し。 

(五」 第二 章 一 、 諸 奉行、 私欲 毛頭 不レ 可レ 有事  . 

に 出づ、 その  (五)  しめ 

a は、 上に 立  老子 云 はく、 欲すべ. きを： さ ざれば、 心 をして 亂れ ざら しむ C 

つ 者 欲望 を あ  、 

^^0^ 一 、 諸 奉行 役 入、 巅負 偏頗 之 沙汰 不レ 可レ 仕事 

すと なり  〔力) 

(六) 古本 大 古語に 云 はく、 好みて 其の 惡を 知り、 惡 みて 其の 美 を 知る。 論 

^^^0  キ， ーク 7  , キ. ■  . 

It ぼ 一 、 就 二 賄賂 一 欠 一. 1 役義 1 之 輩、 可. 爲ニ 不忠 1 事 

頁參 照。 論： *13 

.0 ある は 誤  同 云 はく、 官に當 るの 法 三 事 あり。 曰 はく 淸、 曰 はく 愼、 曰 はく 勤、 此の 三者 を. 1： 

(七) g のま  (七〕 

^!<1薛^5.の著な  ると き は、 身 を 持す る； W 以を 知る。 從政 名ず 

り。 似し 我が 

0^^^^. 一 、 賄赂 勘定、 可 k ニ淸廉 1 事 

なし。 朱 子 小 

© に 、童？ 家訓 同 云 はく、 福 は 淸儉に 生じ、 忠は 多愁に 生す。 

より 引用す と  テヌ  ハレー 一 

S  一 、 以ニ 名利 1 勤行 之 輩 者、 非 ニ信忠 1 事 

式 H 家訓  二三 五 


式： H 家訓  二三 六 

古語に 云 はく、 志士 仁人 は、 生 を 求めて 以て 仁 を 害する ことなし。 論 

一 、 米穀 金銀、 應ニ其 分限 一 可 二相 嗜 1 事 

しょく し  (一一) 

(一) 農事  同 云 はく、 人 を 以て 天に 事 ふる は、 穡に 若く はなし。 書 無 逸 之 意 叉 云 はく、 國を 

(二) 書 1^ の 

無逸篇  足らす の 道 は、 本 を 務めて 用 を 節する に 在り。 

一 、 無二 由緒； 而及ニ 貧窮 一族 者、 可， 爲 ，1 不忠 1 事  - 

に 5 論 Ji^  同 云 はく、 民 貧なる とき は、 姦邪 生す。 貧 は 不足に 生じ、 不足 は不 農に 生す。 叉 (lli) 

「^は，…」 と はく、 其の 奢らん より は 寧ろ 儉 せよ。 

一 、 考 n 其 分際； 而不， 可 レ有ニ 無用 之 費 1 事 

S) 禮記. 丄  同 云 はく、 入る を 量りて 出す を爲 す。 

制 篇  、 

一 、 音信 贈答、 以二數 量！ 可 レ定事  . 

古語に 云 はく、 禮は 士の歸 すると ころな り。 

ハ  ルカ ラス  ヌ  ムコ ンゥト ゲン カウ  キフ 

. 一 、 嫁娶 之義、 不， 可レ致 二 美麗 1 事、 付^ 舅 之 權衡、 可, 考之事 

司 馬 溫公曰 はく、 凡そ 婚姻 を議 るに、 先づ 其の 壻と婦 との 性行 及び 家法 何 如 を 察す 

べし 云々。 小學 


(五) 跡. と 

.* 書く、 跡繼 

ざ 父 は 嗣子の 

意 

(六) ^0, 

田 敬 仲 完世家 

(七) 狐の 皮 

にて 作れる 美 

服、 貴人の 服 

なり 


一 、跡 職 之義、 養子 者、 前廉可 n 相究； 及 11 末期 1 不 1 屆二遣 言.； 可， 有 二 用捨 1 事 

(七) 

(六)  こ きう わ ぶ 

古語に 云 はく、 狐裘は 弊れ たりと 雖も、 補 ふに 黄 狗の皮 を 以てすべ からす。 

一 、 喧嘩 口論 之 族、 可：， 爲， 1 不忠； 堪忍 之 輩 者、 可レ爲 1! 忠義 1 事  - 

古語に 云 はく、 一  朝の 忿に 其の 身 を 忘れて、 以て 其の 親に 及ぼす は、 惑に 非す や 


(八) 論語 爲 

政鴛 第三 章 


(九) 書經、 

說命下 「事 古 

も師 とせす し 

て、 以て 克く 

世 を、 ガら する 

は、 說の 聞く 

攸 にあら す I 


ナ バキ ハチ  ヌシグ  ヌ  ルカ ラフ 

、 公事 諍 論 之 捌、 以 ニ本理 一可, 遂ニ 決斷ハ 理屈 之 批判 不ぃ 可.^ 用事 

みちび  ととの 

同 云 はく、 之れ を 道く に德を 以てし、 之れ を齊 ふるに 禮を 以てすれば、 恥 ありて 且 

ただ 

つ 格し。 

ョ n ヅー厂  ヌ ル カラ キル 

、 萬 以 一一 內緣ー 不レ可 二 聞 入 一事 

同 云 はく、 君 小人 を 近づく ると き は、 賢者 侵害 せらる。 

、 寺社 之 1^ 論者、 本 寺 本社 先 規之舊 例 可 レ任事 

同 云 はく、 事 古を師 とせ ざれば、 難 以て 長久な り。  ， 

八  へ  ヲ  二 ルカ ラナ シ厶ヌ 

、 道路 驛馬 船橋 等、 破損 之 所 者、 少破之 時 加 二 修補 一 往還 人不. ^可い 致 二 困窮 1 事 

同 云 はく、 寬惠 博愛 は、 身 を 敬す るの 基な り。 

f5  lLl:  ,ノス 力 0 


式： H 家訓 


一三 八 


ハ  一 ) IM 本大 

^傳第 十 章に、 

「康；|^1に：11は 

く、 ：：」 と 

出づ、 4*； 集 第 

十一 卷 一六 九 

S0 

(二) 論語 衞 

S 公篇 第二 十 

九 lis- 


旱損 • 水 損. 風 損 • 飢錢 • 疫紘等 之 災難 有， 之、 而民及 二 辛苦 1 者、 可 レ加ニ 愛 養 1 事 


间云 はく、 農 は 政の 本と 爲す。 叉 云 はく 

、 年貢 課役、 因 二 其ぁハ 用捨 可, 有， 之 事 


もつ ばら 

農 は 其の 鄕に 一 なれば 穀 足る。 六雜 


すね 


ii: 云 はく、 百姓 を 損して 以て 其の 身に 奉す る は、 猶ほ腔 を 割きて 以て 腹に 啖ふ がご 

とし。 腹 飽きて 身斃 る。 い M 觀政耍 叉 云 はく、 聚斂の 臣を畜 へす。 

、 」 お 雞之族 療養 之義、 雖， 爲ニ 凡卑之 者； 不， 可：， 令 二 疎略 1 事 

二〕 やす  ， 

同 云 はく、 赤子 を 保ん する が 如し。 心 誠に 之れ を 求 むれば、 中ら すと 雖も 遠から 

す。 

アヤ マチ ハ ル 七 ラ. <  ト 

、 不慮 之 過、 不レ 可：， 爲， 1 大過 1 事 

f  二 ) 

同 云 はく、 過ちて 改めざる、 是れを 過と 謂 ふ。  ~ 

ズ >  二  ル. P ラフ  ヌ 

、 非 n 大科ー 而不， 可， 行 二死 罪 1 事 

六 韜に曰 はく、 一人 を 殺して 三軍 震 ふ もの は、 之れ を 殺す。 

、 死罪 之 輩 者、 重 々加，, 吟味 一 對， 一 公義 一 於 二 諸人 至極 之 上； 可，！ 申 付 1 事 

古語に 云 はく、 聖人， は 常の 心なし、 百姓の 心 を 以て 心と 爲す。 


た師は に ひ' 威 
t) 太 周 出 賞 第 v3 
公 の づ fii] 廿 
！も夂 '第二 六 
1 王 太 十 、飽 
尙の 公一 及將 


、 大科之 族、 佗言 不：， 可， 用事 

同 云 はく、 功 ある も 賞せ す、 罪 ある も誅せ ざれば、 唐 虞と 雖も、 以て 天下 を 化する 

能 はす。 

、 隨ニ 奉公 之 善惡ー 可 レ加ニ 賞罰 1 事  ， 

间云 はく、 功 を 賞す るに 時を踰 えす。 叉 云 はく、 善惡 同じければ 功臣 倦む。 

、 赏者擧 II 少 善.； 罰者禁 11 大惡 一事 

(三)  ，  I 

太 公 曰 はく、 殺 は大を 貴び、 赏は小 を 貴ぶ。 叉 云 はく、 一  を赏 して za」 百を暫 め、 

一 を 罰して 以て 衆を懲 す。 

ハル カラス 二  - 

、 諸人 之 善惡、 不レ 可レ出 二 口外 1 事 

古語に 云 はく、 .< の 短 を： 百 ふ 勿れ。 叉 云 はく、 夫れ. < は 言 はす、 首へば 必す 中る あ 

リ。 

、 不レ 正， 一. < 之 非.； 可：， 見， 1 自身 之 非 1 事 

t^if， 同 云 はく、 其の 身 正しければ 令せ すして 行 はる。 

路篇第 六 章 

一 、 ，< 之 異見 諫、 善惡 共不, 可, 担 事  、 

• 式 y 家訓  一二 二 九 


^  H  ..^^  0  j 一四 

同 云 はく、 木 は 繩に從 へば 正しく、 人 は 諫に從 へば 聖 なり。 苟子 

一 、 平生 之 勤行 可 レ爲二 干 要 一 不， 然者、 臨 11 急 事 一 何時 可 ニ取亂 1 事 

(一) ナ論  同 云 はく、 門 を出づ るより 敵 を 見る が 如し。 

ほ P  ハ  ルカ 一 フス  ヌ 

一 、 勤番、 不レ 可， 致 ニ闕如 1 事 

(二)  よは  ， 

(-;) 終 小 古語に 云 はく、 夙に 興き 夜に 寐ね、 以て 一 人に 事 ふ。 

雅、 小 宛の 篇 .  ーソ  -ー  ルカ ラム  セ 

に、 「夙に 輿、 き 一 、 不， 限ニ晝 夜； 不， 可レ令 一一 油斷 一事 

^に ffit ねて、 

pa  > リ： cn.  e  ゆるがせ 

同 云 はく、 事は忽 にす る 所に 起る。 

舞" かれ j と あ  ンノ  一一  ルカ ラズ  ヲ > 

り。 乂 大雅、 一 、 無二 用事 一 而與， 他漫 不， 可レ通 一一 往來 一事 

^£^の篇に、  (一一 一) 

「夙气％ら 同 云 はく、 君子 は 群して 黨 せす。 

.1 ^、以て 一人 

.サ 事 ふ」 と 出 一、 對 一一 諸人 一過 言 事 

US 公篇 i?, 一  同 云 はく、 忠信 以て 之れ を 得、 驕泰 以て 之れ を 失 ふ。 

.^  シ  二  キ ズ ，ノヲ 

一 、 對 二 傍輩 一 過分 之 饗應、 大勢 之 寄 合、 可レ禁 A 之 事 

,54、 お 卜 一 ぎ 1  にり  ほしいまま 

だ, iii 同 云 はく、 傲 は 長す ベ からす、 欲 は 縱 にす ベ からす。 

1 、 就， 1 大小 事 一 立 n 徒黨 1 之 科、 可 レ爲こ 重罪 1 事   11 


つも を 吠 吠に 王；^ は 偏に 政 Q 
傳傳 ゆえ， 符 公 颇出篇 ^ 

ふへ 、百 一 著  なな づ第 

し 萬 一犬 犬潛後  り り 、十 論 

i 人人 聲形 夫漢  、比 語 

出實虛 にに 論の  周 は 章 S 


へ 七) 論語 泰 

伯篇第 四 章、 

倍は卑 背に 

同じ 

(八) 不滿を 

云 ふ 

(九) この 

は 古文 孝經の 

序に ありと 云 

ふ。 蓋し 論語 

顏淵篇 第 十 一 

章に 「信に 如 

し 君 君たら す、 

臣臣 たらす 云 

云」 ょり！^化 

したる もの か 


同 云 は 


小人 は 比して 周せ す _ 


ケル 


、 傍輩 之內、 有，！ 子細； 而立 退、 於 二 家中 1 時分、 或 日 比 入魂 之 族、 或緣者 親類 之 輩、 

荷 こ 擔其者 一 而雖， 無二 子細； 立 退 者 有, 之 者、 可, 爲，」 逆心 同意 1 事 

一 犬虛 に^えて 萬 犬 實を傳 ふ。  ■ 

、 構， 1 虚言 1 企 二 讒訴 1 族、 克可， 察 之 事 

同 云 はく、 衆 之れ を 好めば 必す 之れ を 察し、 衆 之れ を惡 めば 必す 之れ を 察す。 叉 云 

はく、 讒邪 進めば 衆 賢 退き、 群 狂 盛 なれば 正士銷 ゆ。 

ノ  ハ  テ ノォキ チノ  メ レヌ ル カラル レヲ 

、 門戸 出入、 以， 1 其投, 改， 之、 不， 可， 猥， 之 事 

同 云 はく、 法禁は 行って 犯す ベから す。 

、 平日 雖， 爲， I 少事； 虚妄 之 語不, 可, 談事 

(七)  一三 ひばい  < ほざ 

同 云 はく， 辭窜を 出して、 斯に鄙 倍に 遠 かる。 同 云 はく、 霜 を 履んで 堅 氷； 4^.; る。 易 

ハ  ン ノー 1  モト シ カラ  ル カラ ム (A) セ 

、 主人 之 疑、 對ニ其 身； 雖：， 不 に且、 毛頭 不：， 可， 令 二 述懐 1 事 

古語に 云 はく、 君 君たら ざる も、 臣臣 たらざる ベから す。 


、 內談 之義、 可， 爲 W 隱密 1 事 

式 H 家訓 


一四 


2 出 み fia  ^  ：;^ 

こつ 、ふ J^V^ 

： こ に 

U  ： と"！ 中 

W. しも 舜庸 

大 と 好 は 第 


式 H 家訓  .  二 四 二 

同 云 はく、 將の 謀 は密 ならん こと を 欲す。 將 の謀密 なれば 姦心 閑ぐ リ 

、 大細 事共、 可， 去， 一 疑心 1 事 

同 云 はく、 疑 志 は 以て 敵に 應 すべ からす。 叉 云 はく、 一 たび 決して 猶豫 せす。 

、 諸 用 之義、 雖， 爲 U 少事； 不％, 令 二 延引 一事 

同 云 はく、 周 公 は 吐 握の 勞を 自らす。 史記 

モリ ト  テヲキ フレヲ 

、 雖 A 爲ニ 凡卑之 詞.； 以, 善 可い 用.， 之 事 

二 1  じげん  (二  ) すう ぜぅ はか  . 

同 云 はく、 好んで 邇言を 察す。 叉 云 はく、 芻 蕤に詢 る。 

テ  ヲル カラ ンズ ノ ヲ 

、 以ニ 身體之 風卑； 不：， 可^ 二 其 入 1 事 

同 云 はく、 君子 高ければ 卑 くして 益.' 謙 なれ。 易  ,  . 

の篇に  テレ  ヲル * ラル  ヲ 

g づ、 1 、 以ニ己 之 才能； 不， 可， 侮 二人 之 無才 1 事 

薪な 打る 賤し 

きき. i より  と  み  むなし  (1 一一) 

r コ IT 泰伯篇 同 云 はく、 有れ ども 無き が 若く、 實 つれ ども 虛 きが 若く す。 論 

第五 章  モリ ト テハ- ーキズ ヌ 

一 、 雖， 爲二 先例； 於ニ當 時； 可 レ辨ニ 善悪 1 事 

こころ 

同 云 はく、 君子 は、 國の爲 に、 之れ を 上古に 觀て、 之れ を當 世に 驗む。 叉 云 はく、， 

(II) 論語 爲  (En た-つ 

政篇第 十一 章  古き を瀰 ねて 新しき を 知る。  ml 


一 、 閣 家老. 當時之 近^ 輩、 不， 可：， 挾 ニ權威 1 事 

まさ ひ  そん 

同 云 はく、 將に卑 をして 尊に 踰ぇ、 疏 をして 戚に臉 えし めんと す、 慎まざる ベ けん 

や。 孟 叉 云 はく、 人の 善惡 は、 誠に 近習に 由る。 近習の 間 尤も 深く 慎むべし。 

一 、 宗旨 储可， 1 相定 1 事 

古語に 云 はく、 其の 鬼に 非す して 之れ を 祭る は 詔 ふなり。 論 

一 、 吉凶 用義、 可， 依 二 其 品 1 事  . 

< 五) 孔明  諸 葛 云 はく、 事 を 謀る は 人に 在り、 事 を 成す は 天に 在り。 

一 、 怪異 不思議 之 風聞、 一 切不レ 可， 致 二 沙汰 一事 

古語に 云 はく、 夫れ 將は、 上天に 制せられす、 下地に 制せられす、 中 人に 制せられ 

メラ  ヲ  リニ ル七ラ アバ ク  ヌ 

一 、 不 X 知 二人 之 胸中- 漫 不， 可 J? 心底 1 事 

同 云 はく、 人心 は 測り 難し。 

一 、 勵， 1 忠 1^; 而專好 二世 智辯聰 一 就 二 諸事.； 樂， 1 一 旦之 利潤 1 事 

同 云 はく、 志は滿 たす ベ からす、 樂は 極む ベ からす。 

式目 家訓  二 四 三 


式 wr 家勖 


一四 四 


(一) 論語 顏 

淵篇 首章に、 

「* 禮視る こ 

と 勿れ、 * 禮 

聽 くこと 勿れ、 

禮言ふ こと 

勿れ、 fc- 禮動 

くこと 勿れ」 

と出づ 

(二) 吳子圔 

阔篇 に出づ 

(三) 孫子 地 

形篇 


(e:) 論語 學 

而篇 第五 章 

(五〕 孫子 行 

素行 後 

年の 著 孫子 諺 

義は 「令 素よ 

h- 行 はれて 以 

て 其の も敎 

ふ ると き は 民 

服す」 と訓點 

しあり。 こ の 

方よ く 通す 

(六) 陣形 變 

化の 原則 

f 七) 孫子 始 


、 或 立 11 我意 一 或專輕 薄. 大過 • 不 四 勿 之 行 有：， 之歟、 常々 可い 加 二 省察 1 事 

古語に 云 はく、 中 は 偏せ す 倚らす、 過不及な し。 

ハ  乂キ  リノ  二  ルカ ラ厶  セ  キ  ク 

、 火難 之 守禦、 平日 定量、 當 n 其事ハ 不ぃ 可， 令 ニ騷動 1 樣、 可 二 申 付 1 事 

つ 一) 

同 云 はく、 戰 勝つ こと は 易く、 勝 を 守る こと は 難し。 

キ ル レプ 

、 地形 之險易 可， 知, 之 事 

(三)  * 

同 云 はく、 地形 は 兵の 助な り。 險阨 遠近 を 計る は 上將の 道な り。 

、 出軍 之 節、 從， 一郡 村 一可 二 召 連 一人 夫 事 

同 云 はく、 民 を 使 ふに 時 を 以てす。 

、 出陣 之 前、 物 頭 諸 奉行 • 先手. 近習. 後軍 等 迄、 上下 4fx 可 二 堅敎令 1 事 

古語に 云 はく、 素行して 以て 其の 民を敎 へし むれば 民 服す。 

、 出軍 前 諸 侍、 以， 一誓 紙 1 可 X 堅， 1 其 約 1 事 

同 云 はく、 君臣 信ぜ ざれば、 國 安から す。 


ゾ ナ へク テャゥ 

備 立樣、 幾 一 

(七) 


一 可レ 有ニ內 習； 方 圓之格 可 レ敎レ 之 事 


同 云 はく、 多算は 勝ち 少算は 勝た す、 而も^ やま 慎 ヒゅげ 


/ 


屋之掛 様、 以ニ圖 式 1 守, 之、 可， 營， 之 事 


(八) 論語 衞 

g スム篇 第 十 一 

章 


(九. >  お 本大 

舉は傅 第一章 

に出づ 、 El し 

文ネ 多少 異な 

る。 こ"？ 引用 

文 は、 「未レ 有，， 

其木亂 ..m 末 治 

者-」、 大學の 

原 X は 「其 本 

末 治者 否 

芡」 に 作る 


同 云 はく、 凡そ 事豫 めすれば 立ち、 豫 めせ ざれば 廢す。 

、 出陣 之 留守居、 丈夫 可 二 申 付 一 尤可レ 撰 二 其 人 1 事 

(A)  おもん ば り  • 

同 云 はく、 人に 遠き 慮 なければ、 必す 近き 憂 あり。 

、 出陣 之發 足、 尤可 L 速 事  - 

古語に 云 はく、 兵の 情 は 速 かなる を 主と し、 人の 及ばざる に乘 するな り。 

、 武具 馬具 等、 雖レ令 二 用意 ハ 不， 試 一一 其 用 一 不, 勤 工其業 1 者、 不， 可, 爲 ー1 信實 1 事 

同 云 はく、 来 だ 其の 木 亂れて 末 治まる 者 は あらす。 

、 寬仁之 心、 常々 可 レ致ニ 工夫 1 事 

同 云 はく、 寬 なれば 衆 を 得。 

、 敬 謙 之義、 應 11 其 節 1 可 二相 勤 1 事 

同 云 はく、 禮は 天理の 節 文、 人事の 義則 なり。 近思錄 

、 不顢ニ 其 末 一 可， 察， 1 其. i^i 

同 云 はく、 本 立ちて 道 成る。 

式目 家訓  •  二 四 五 


式目 家訓  二 四 六 

テ  タノ シミヲ キル  ト， ハ キ. ル- -.、 ，ト 

1 、 以， 二 人 之樂； 可, 爲， 1 諸人 之 苦 1 事、 可， 有 n 遠 ま 1 事 

同 云 はく、 樂 極まれば 哀 生す。 

一 、 諸 役 入者不 X 及い 申、 凡卑之 下々 迄、 隨 11 其 分限 ハ 可, 守 二 忠勤 1 事 

よよ 

夙に 興き 夜に 寐ね、 思 ふ 所 忠孝なる 者 は、 人知ら ざれ ども 1K 必す 之れ を 知る" 

ン  ヲリテ ノ  ル * ラス - , ,r  J  , 卜 

1 、 察， 1 分限 1 知 二 運命 一 而不， 可レ加 11 過分 之 望 1 事 

(一) $0 同 云 はく、 死生 命 あり、 富貴 は 夭 に 在り。 

淵 is  一  、  4 諸 4" 大丈夫 之 志 事 

富貴 も淫 する こと 能 はす、 貧賤 も 移す こと 能 はす、 威武 も 屈する こと 能 はす、 此れ 

を 之れ 大丈夫と 謂 ふ。 孟子 


(二) 六月 


跋， (原 漢文) 

式 ini 家訓 は、 筆端の 及ぶ 所に 任せて 示 諭す。 唯 だ 家業の 本末 を 知り、 日用の 急務 を勵 

まし めんが 爲 なり。 若し 一 言 以て 之れ を 定めば、 修身 を 以て 本と 爲す のみ。 故に^す- 

右 東常季 gf 備  11 の 所望に 依り 筆を染 む。 時に 慶安辛 卯 林 鐘 中旬。 


二  §： 七 


I 


家訓 條目 

陣中 諸 法度 
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解題 並 凡例 

積德堂 書籍 目錄 によれば、 この 二 書 は、 淺野內 匠 頭 長 直の 命に より 書いた もの. であ 

る。 故に これが 淺野 家の 武士道の 基本に なった に 相違 はない。 素行が 淺野 家に： H へた 

の は承應 元年 (ffi^) であるから、 この 書 も それ 以後で あらう。 されば この 書 は 別册 式 

目 家訓より は 後に できた もので あらう。 互に 相似た ると， ころが ある。 されば 兩書は 素 

行の 武士道の 早い 頃の ものと して 研究 上 極めて 重要な ものである 事 は 云 ふ 迄 もない。 

底本 は 平 戸山 鹿 家 所藏の もので、 筆者 は 直 門人ら しき 寫 本で、 現存 中 最も 精確な も 

ので ある。 誤脫を 直し 句 讀訓點 を 施し、 假名 遣 を 現代 式に 改めた 以外 は 成るべく 原形 

を 保存した。 


解題 並 凡例  二 五 


一 、 從二 御 公儀 一 被 二 仰 出 1 所 之 條々、 堅守 二 其 旨； 違背 仕 間 敷 事  . 

へ  ーソ  二  ヒノニ  n コ ロイ レ キル 

一 、 奉公 之 道、 不， 依 二 上下.； 各 隨ニ其 品； 忠節 忠 功之 心 入、 可：， 爲 n 肝要 1 事 

一 、 對ニ 父母 1 盡ー！ 孝行； 兄弟 之 間 可レ爲 二 深切 1 事、 付 子孫 之 儀、 幼弱 之 時より、 r:^ 馬 • 

擧文 品々、 諸 作法 家職、 不， 怠候樣 可， 致 教戒 事 

一 、 物 頭 物 奉行 之 輩、 私 を かまへ、 ひいき 偏頗 之 儀 可, 爲ニ 曲事 1 

カラル レモ  ハ  シフ  ヲハリ  二 

一 、 諸 役人、 毛頭 私曲 不， 可， 有：， 之、 尤 公事 訴訟 之 儀、 1^ 細 可， 加， 一 吟味； 或 耽， 1 賄赂ー 

寸ュ遊 亂酒舆 を このみ、 用 所 等 令 二 遲滯； 役儀 之 上 邪曲 令 二 出來ー 者、 可, 爲ル 一一 曲事 一事 

一 、 先祖 を 崇敬し、 神社 をう やま ひ、 可, 定ニ其 宗旨 1 事 

シニ  カラス  ヲ乇  ノ 

一 、 對ニ 諸人； 不, 可, 致 二 無禮； 尤諸 傍輩 之 出合、 禮義を 失 ふべ からす、 或は 己の 才能 

に ふけり、 或は 當座之 權柄を かりて、 無禮 有， 之 者、 可， 爲ニ 不忠 1 事 

1 、 家職 之 儀、 常々 無二 油斷 1 可， 一 相 勤； 付 武具 馬具 等 其の 分限に したが ひ、 利 方を考 

へ、 小道具 以下 迄 相 嗜可, 申 事 


條 H  二 五 四 

、 軍役に したが ひ、 分限に 應じ、 下人 乘馬可 レ致ニ 所持 一 常々 無用 之 道具 無益 之 器 を 

好み、 常々 珍 膳 美酒 を 用 ひて、 其の 期に 望みて 軍用 不自由 之 儀 有, 之 は、 可， 爲こ不 

^ 1 事 

、 金銀 米穀 其の 分限に 應じ可 二相 嗜； 無 M 由緒 1 而 貧窮 之 輩、 軍役等相闕事_^ノ之者、 

可レ爲 U 不忠 1 事 

r 奉公 之 道、 他人 を はばかる ベ からす、 御爲 可， 然義 有， 之ば、 頭 奉行 役人 迄 其の じ曰 

可 二 申達 1 事 

ラー 一  ルケ  シノ  二  (力)  キ レ 

、 不ぃ寄 二 何事 一 被 二 仰 付 一義、 對 一一 其 身 1 よろし からすと 云ぺ 共、 御爲に 可， 然義 は、 

他の はう べん を かへ り 見べ からざる 事 

, 、テヌ  カラム  モ  ルカ ラ ベ 

、 緣邊之 儀、 以：， 私 不.， 可， 究、 尤嫁娶 之禮義 美々 敷不， 可， 致 事 

， 跡 式 之義、 養子 は、 前方 可 二相 究； 實子者 前方 相 續之禮 可, 令， 仏 \ 之、 末期に およ 

ルケ  ーフ， 、ハレ  ッテノ  二  キル 

び 不，， 屆遣言 有， 之 者、 隨， 一 其 品, 可, 有 二 用捨, 事 

、 喧嘩 口論 は、 私の ために 忠を 忘る、 雙方 可, 爲ニ 曲事； 尤 堪忍 之 輩 者、 爲ニ 公！^ 

レ私、 穿鑿 之 上 可 レ爲ニ 忠節 1 事 


就 二 大小 事； 徒黨を 立てし 輩 は、 可：， 爲 一一 罪科 一事、 付 傍 蒙 之內有 二子 細 1 而立 二 退 家 

ヌ (力)  ，  / 

中 1 時分、 日 比 入魂 之 族、 或は 緣者 親類 等、 其の 者に 荷擔 いたし、 無， 一子 細 一 立 退 輩 

者、 可レ爲 二 逆心 之 罪科 1 事  _ 

モリ ト  ル シ カラ ーフパ レ  キ レレ 

一 、 雖レ爲 二 先例 1 當時 において 不レ宜 事 有レ之 者、 其の 品に よって 用捨 可,^, 之 事 

一 、 衣類 腰刀 等 異形 之 用意 可， 爲ニ 禁制； 付 家宅 之 結構 衣裳 之 風流 不, 可， 有， 之 事 

一 、 平生 衝ニ 傍輩； 無二 子細 一して 過分 之 振舞 をいた し、 或は 亂舞 遊興 を 催し、 或は 大 

勢 之 寄 合不, 可, 有, 之 事 

一 、 一 人之樂 によって 諸人 之 可, 苦 事 可， 有 二 遠慮 1 事 

ク  サヌ  カー ノ  J- レ 

一 、 無二 由緖 一して 他家 之 者と 入魂 仕り、 不， 殘 一一 心底； 腹 藏を あら はす 事、 不, 可, 有, 之、 

付 門戶之 出入 不， 可， 成， 猥事 

一 、 家老 用人 を 指 置き、 當座之 利口 を もって 諸事 をい らふべ からざる 事 

一-、 死罪 之 輩 有. -之 者、 重々 吟味 を 加へ、 對， I 公義； 於， 1 諸人 至極 之 上, 者、 可，； 申 付 1 事、 

一 曰： のい きど ほりに よって、 不レ有 ニ大科 一して 死罪に 宛 行 ふべ からざる 事 

一 、 好色 淫亂堅 停止 之 事 


陣中^^法度  二 五六 

一 、 平生 之 心 入 可：， 爲ニ 第一 1 也、 一 日 之 油斷を 以て 千日 之心懸 すたる 事 可, 有, 之、 此 

所 之 心 持 可 レ爲， 1 旰要 1 事 

陣中 諸 法度 

一 、 諸 侍 專抽ニ 忠節 忠 功一 進退 堅 可：， 守 二 御 下知 1 事 

一 、 爲， 一頭 奉行 1 輩、 若不, 勤 二 組 下 之 下知； 欲 T 成 n 自己 之 功名 一 遂 * 一  身 之 勇 譽.. ： 者、 ^ 

日 可 レ差ニ 上 其 組 1 事 

カラス レヲク キル  ヲ 

一 、 出陣 之 行列、 前後 之 次第、 不， 可.， 亂， 之、 堅 可レ守 11 兼 日 之 式法 1 事 

テニ  カラス  ヲ  ヒ  ノヲ  キズノ  -1 

一 、 於，, 陣中； 毎 篇不ぃ 可， 成 二 血氣之 我意； 諸事 伺，！ 家老 組頭 下知； 可, 任， 一 其 意 1 事 

モ ク (油) モシ メ.、 ハ  一一 メヌ  キズ  (力) -1 

一 、 行軍 之 間、 尤無， 1 弓斷ー 如 臨， 敵、 索 11 伏 覆 一 行 止 可， 應ニ 約束 之 鼓 1 事 

ハ  リニ レテヌ  カラス  ヌ  ルレ  ル  ハサ ノニ 

著 陣之已 後、 漫 離 二 諸 ロー  而不， 可， 致 二 往来； 不慮 之義 有， 之 時に、 不， 有 二 合 其 場 1 

輩、 可 k ニ不覺 1 事 

テ  二  ハ  ニテ  二  モスト  ヌル カラ ス 

一 、 於 n 戰場； 不, 從ニ頭 奉行 一 於 二 他 之 陣所ハ 雖， 成， 1 自身 之 功名； 不, 可, 致 二 許容 1 事 

一 、 雖， 視ニ 必勝 之理； 密 致 ,言，1上 其 il 曰 趣； 可, 受， 一 御 下知 一事、 若賴， 一己 眼 之 是非 一 而 


漫 挑， 戰輩 者、 可 レ爲ニ 不忠 1 事 

1 、 合戰 勝負 之 是非、 謀計 之 善 gf で 聊^^,可，加，1私之批判ハ 若 有， 1 私意 相違 之義ー 者、 

不レ撰 11 上下 一 或 用 二直！ HE 安； 或以， 1 家老 組頭 一 可， 致 二言 上 1 事 

】 、 夜 軍 夜 討 者、 衆 之 所, 惑 也、 兼 日 堅 如, 制 n 其 法.； 陣々 常 守 n 此 式； 變動可 レ相ニ 待 

御 下知 1 事 

1 、 火事 狼藉 喧嘩 等 有， 之 者、 如 二 定式； 於 二 其 陣其所 一 可， 担， 之、 別 陣別所 之 輩 者、 

堅 備ニ其 所； 意不レ 出, 分、 其 場 可い 隨ニ御 下知, 事 

一 、 於ニ戰 場； 喧嘩 輩 者、 爲， 私不： ^知 二 公義 一 不忠 之 至 也、 雙方 可.， 爲ニ 死罪 一 堪忍 之 族 

者、 可， 爲ニ 忠節 1 事 

1 、 陣中、 酒宴 遊興 淫亂 高聲、 堅 禁制 事 

一 、 於 二役 所 一 敵 味方 强弱 批判 停止 事 

一 、 自ニ 敵方 一途 二 音物 1 義有， 之 者、 則 可, 致 二 其 子細 言上 一事 

一 、 陣中 食物 不, 可, 別 二 上下.； 嘉看 珍味 堅禁ニ 制之ハ 伹非時 之 食、 常 可 レ有ニ 用意 1 事 

】 、 手柄 高名 批判 穿 馨可, 如， ん疋式 一 偏頗 之 輩 者、 可， 處 U 大科 i 事 

陣中 諸 法度  二 五 七 


制札 五ケ 條  二 五八 

一一  ハ  7、 レヲ テハ. ^二  キル ノヲ 

一 、 合戰 勝利 之 後、 亂取禁 二 制 之 一 於， 有 二 御 下知 定式 ハ 可に 寸ニ其 法 1 事 

右 於 二 古今 法 一 合 M 加 愚案 一 令， 示 二 諭焉； 陣中 各 可， 守 ニ此旨 一事 

制札 五ケ 條 

(一) t 一 、 陣之 不淨如 レ無レ 之、 面々 可， 合 様 事 

股 あるか  、 

一 、 於 二 陣所ハ 取 二 敵 馬 1 輩 者、 可， 爲ニ 曲事 1 

一 、 陣中 酒宴 高聲 禁制 事 

一 、 諸 商 買押賣 狼藉 堅 停止 事 

一 、 御 定刻 限 之 外、 無用 之 往来 停止 事 ■  . 

右 之條々 違犯 之 輩 者、 可， 處ニ嚴 科 1 者 也、 仍如レ 件 

諸 侍 誓紙 前書 

ハ  キス  ヲ  l チンデ  ダ  >  , キ 

一 、 御 奉公 之 儀、 毎 篇可， 盡， 1 忠勤 1 心底 之處、 今度 御 陣中 彌以 抽， 一日 比 之 忠義 一 萬 事 可 

レ守ニ 御 下知 一事    II  -  t  Im 


、 ：^ニ歡^^所之御條目、 御 軍 下知 之 通 堅 不レ可 レ致二 違^ 1 事 

ノ  モル トレ  ハシ  乂ニ ルカ ラル  ラバ レ  .^  _h ト 

、 對二自 4^ 一  高名 手柄 之 名利 雖， 有 X 之、 已來對 二 御爲ハ 不， 可 レ然事 有 レ之者 銷レ爲 二 

ル カラル 

何様 之義； 不, 可い 仕事  、  . 

付 御 下知 之義、 ：41せ， ハ身 1 雖， 不 レ宜、 於 ニ御爲 1 可， 爲ニ 忠節-事 者、 不レ l^A 顧 11 他人 之詞- 

葛 

、 對" 二 諸 侍 輩 一" 雖"， 有 ^1  私ノ 遣恨ハ 於 二 御 陣中 ハ 1.;^ 頭 喧嘩 口論 仕出 中間 敷 事 

二  ちラ ス  モモ トガ ナラ  ハシリ マハリ  ル カラ 

、 組 下 之 者、 御 奉公 之善惡 更不， 可， 致 二 偏頗 ハ尤雖 A 不二 我 V 难ハ 諸人 走 廻 之 是非 不レ可 

レ致ニ  負 1 事 

, 、テハ H  JI^ ルニ， 一" 、丄 下块文 なれ ども、 假 りに 5 鹿 5^ 兵 a-, 一 

右 五ケ 條於. 相 二 違 之， (g 釘 ||5<i 記 r" ころも SS きド) 

日本 國中 大小 神祇、 別而 摩利支 尊 天 八幡宮 幷 自分 崇敬 之 神社 神罰、 深 重 可 > ー罷蒙 1 者 也、 仍起 

請 文 如レ件 

年月日  .^^名タ 

諸 侍 誓紙 前書  一一 五 九 


ll 


海道 日記 


解題 並 凡例  . 

この 書 は、 山 鹿 素行が 承應： 兀 年に 淺野 家に 聘 せられ、 同 二 年 三十 二 歳の 八月に. 江戸 

を發 し、 赤 穂に 赴いた 時の 道中記の 一 部で ある。 元来 は 全部あった らしい が、 明曆三 

年の 火災で 大部分 燒 失し、 現存の もの は 江戸より 京都 迄で ある。 然も 自筆 本 は 始めの 

草稿で、 東海道 日記と 云 ひ、 成 稿 は 海道 日記 叉 は驛路 記と 云 ひ、 寫 本し か殘 つて ゐな 

い。 この 書名 は 素行の 附け たもの か、 後人の 附け たもの か、 素行の 筆蹟で はない から 

判斷 しかねる。 

內容 は兩者 共大體 同様で、 道中の 名勝 舊蹟 や、 古戰場 要害の 地勢 等に 就いて 語る と 

ころが 多い。 ^し 日附 がな く、 素行 一 行の 行動が 記されて ゐな いのは、 日記と して は 

物 足らぬ 感じが する。 然し 年譜 S 纏 I き) の 記事 はこの 邊が 殆ど 略して あるので、 それ 

を 補 ふ ものと して 貴重なる 史料で ある。 況ゃ 素行の 紀行文と して は 正に 一 品と 云って 

よ い。 

成 稿 は、 その 序文に ある 通り、 明曆 三年 素行 卅六歳 以後の 作で あらう。 草稿との 主 

解題 並 凡例  二 六 一一 一 


解題 並 凡例  二 六 四 

なる 相違 は、 序文が 加 はり、 各處に 詩が、 合計 三十 首 ほど 附記され、 所々 和文が 漢文 

化されて ゐる こと 等で ある。 尙ほ別 著 武家 事 紀卷第 四十 一 、 驛 路上、 東海道の 部 はこ 

の 記の 拔萃 である。 

今囘 使用の 底本 は、 平 戸山 鹿 家 所 藏の寫 本、 弘前巿 東 奥義 塾 所蔵の 寫 本であって、 

平 戸山 鹿 家の 自筆 草稿 並に 武家 事紀を も參考 とした。 東 奥義 塾 本 は、 素行の 直 門人 貴 

田孫大 夫の 筆寫 らしく、 書名 も 「先生 癸 巳 紀行」 となって ゐる" 平 戶の寫 木 は 筆者が 

明かで ない。 底本の 原形 を 保存す るに つとめた が、 漢詩の み 書 下し 文 を 併 載し、 和文 

の 假名 遣 は 現代 式に 改め、 濁 點 • 送 假名 も 補った こと 他の 場合と！： 樣 である。 J 


y) 承應 M いにし 突 巳のと し 秋 八月 旅 衣 朝た ちそめ て、 東海道 を經て 山陽に ものし、 播の 赤穗郡 

屋 にいたり ぬ。 あけぬ 年 五月に 西 海の はるけ き 船に ただよ ひ、 この度 は 東 山道 を經. 

て 江 都に いたりぬ。 行 來の間 目に ふれ 心のと まる 所 を、 筆に まかせて、 所の 名、 地の 

(年.) w§ 粧を しるせれ ども、 世の 事に ささ はりて うちすて 置きぬ。 過ぎし 酉の 春、 囘祿の 事 あ 

りて、 半に 過ぐ るまで やきう せぬ。 かさねて 叉し るし も 付けぬ ベ けれども、 年お とろ 

ま 行の へ、 叉 漂泊 せん も 命な りければ、 おちと どまり しあら ましまでに、 曳尾 堂の かたはら 

に 筆 をした て つ。 


海道 日記  二 六 五 


海道 日記 


(*) 

本に 從ふ、 以 

下 同 


(一) SS の 

できあがる こ 

と 

(二) 寓里周 

九、 禳僧、 五 

山 文 * 者、 文 

明 七 年武！ 

に 遊び 太 田 道 

_«と交はる。 

靜！. ンぉ 銘？ 

序 は 武家 事紀 

卷 八に 出 

，つ 


江戶城 

本 太 E 道灌持 *； 開基 也、 父 太 田備中 守資淸 入道 道眞、 扇 谷 之 老臣、 而武 州都 筑郡太 S: 

鄕之 地頭 也、 此子源 六 持 資、 後號 二道 灌ー初 居 二 住 武州荏 原 郡 品 川 館； 有 n 靈夢 之吿 1 移 こ 

同 國豊嶋 郡 江戸き； 此地 無， 山而 能筌， 一四 邊ー 海 入 而能便 二 往還； 康正ニ 年 丙 子 初 築-一 

城邑； 長祿 元年 四月 八日 成 風 之 功 i^、 地靈 人傑、 城 營之中 有 二 燕窒； 曰ニ靜 勝 軒 一 


- 「二 ) キゥマ ン W ガ 


爲こ含 雪- 東 爲ニ泊 船つ 九 萬 里 靜勝軒 序 曰、 其 壘營之 爲：， 形、 曰 二子 城 1 曰， 1 中 城 一 曰， 1 外： 


凡 三重 有， 


叉 五 之 石 門.； 各 掛ニ飛 橋- 懸崖 千 萬^、 而下臨 無：， 地、 築 二 弓 場 1 毎旦 


ラバ 


驅ニ 幕下 士數百 人； 試， 1 其 弓手； 分 二 上中下； 有 二 跼躇而 射 者 及 怠 一 則 罰金 三百 片、 んー 

二  へ  テ 7、  -、  二  --i- ヲテゾ ラヌス ル r  ヲ  ノ  ダ 

有司 1 貯、 以爲 一一 試射 之 茶資" 一 月 之 中、 操,， 戈 打, 赶 閱 -1 士卒 1 而三 四囘、 其 令甚嚴 

云 々 。 

海道 日記  二 六 七 


條 c: 條き 
m 時 
時 武房相 


海道 H  ,  二 六 八 

萬 里 居士が 靜勝軒 を 見て、 窓 含 ニ西嶺 千秋 雪 一 門 繁ニ 東".. 犬 萬 里 船； と 祝せ しも 此の 事 

(ご ト； にや。 此の 年長 祿 元年、 管領 廣感院 殿于, 時 十四 歲、 道灌に 命じて、 武州河 越の 南 波の 

^  (5 

(：) ,§ 城 を 今の 川 越 三好鄕 へう つし、 要害 を繩 張せ しめらる。 北の方に 此の 城の 鎭守三 好の 

稿はこの58^和  . 

^^0^^ 大政 威德 天神、 宫 はしら ふとし きまし ます。 是れを 三 好の 天神と い へりと 也。 御神體 

W 下皲 行なし は 銅 骨の 五本 骨の 扇 を 納めた てまつ る。 何れの 御代よりの 御垂跡 にゃあり けん。 

武藏野 

いなげ か さい こしが や (三) いはつき か は w え -ー うのす おし 

3 今 S 稻 毛. 葛 西. 越 谷 • 岩 築 • 河 越 • 鴻巢 • 忍、 皆 野之內 也と ぞ。 

據 

淺草 

爱に觀 音大 士を あがめ 奉る。 推 古 天皇 三十 六 年 g 三月 十八 日、 宫戶川 ^1、 之 漁家の 網 

あらた 

S  i にかから せ 玉 ふ。 御 靈驗新 なれば、 漁 人 觀音堂 を 建立す。 其の後 或は 地 動に よりて 顚 

る 天災  (—， 

倒し、 或は 池 魚 之災に 罹る こと 凡そ 九 度と 云々。 治 承 四 年 I 八月 十八 日、 源賴 朝卿此 

(3  (さ 

の 寺に 參詣 ありて、 平家の 滅亡 を 祈りぬ。 承久 三年 55 五月、 平政 子 ニー 品 • 相 州. 武 


s)  w 下自 州、 被"， 獻 一一 願書 於淺 草； 建武 年中、 源 尊 氏 卿 願書 を淺 草に こめら ると 云々。 怫法 最初 

筆 草 より 補 

J  の 靈場關 東 無 雙の觀 音 也。 

山 王 

〔八 xil) 

LA』、I ほ 太 田 道灌、 長祿 元年に 江 戶城を 築き、 文明 年中、 河 越の 仙 波の 山 王 を 城 中に 灌 頂して 

l^s をん ス？？ L て 

t! 鎭守 とす。 則ち 山 王は大 三輪の 神、 素 盞烏尊 也。 今 は 城地廣 くして 是 れを郭 外に 安置 

して、 將軍 家の 氏神と なし 奉り、 崇敬 他に 異なり。 

揚. s:5、 申 

文明 十 年 六月 五日、 太 田 道灌、 城郭の 內に 天神の 祠を 立てられけ るが、 同年 秋靈 夢の 

吿げ あって、 城の 北に 天神の 堂 を 立て、 梅花 をう う。 香 月 亭と號 すと 也。 大 神の 祠堂 

是れ なり。 

津久戶 明 神 

海道 R 記  ニナ、 九 


(一) 底本の 

振 假名に よる 

へ 二) 勅撰 藤 

原 時 平の 箸延 

喜 式 中の 神 名 

の 部 

a 一一) この 書 

名見當 らチ、 

或は 吉野朝 安 

ぽ院 作， 神道 

； にあら ざ る 

S  .n 筆 草 

搞、 氷河に 作 

る 

(五) 藤原秀 

綱の 著と 傳へ 

ら る 


海道 日記 

河 越に 日 河の 社と 云 ふ あ- 


ニセ 〇 


、 日 河大明 神と 號す。 在 原 業 平の 廟 といへ り。 しかれ ども 

(二)  (一二)  あ だち  ひかみ の  ， I 

钟名 帳幷に 日本 神祇 集に のせた る 武州足 立の 犬せ：： の 氷 川 大明神 はしから す。 俗名 藏 人 


太郞尊 盛と 號 すと 云々。 實說 たしか ならす。 文明 年中 江戸に 日 河大明 神に なぞらへ 津 

久戶の 明 神 を 祟め 玉 ふとい へり。 

申 申 

； JST  0 日ノ lis- 


(1 } 

繽 本朝 文 粹に曰 は 


(叔父) 


朱^ 院の承 平 二 年、 總州相 馬 郡に て、 將 門が をぢ常 陸の 大橡國 

香を攻 む。 于， 時天慶 三年、 國 香の 子平貞 盛. 依藤 太 秀鄕 • 藤原忠 文、 勅命 を 蒙り 將 

門を誅 しぬ。 將 門が 首 飛んで 此の 地に 留まる、 是れを 崇めて 號ニ明 神？ 

或 日記に 曰 はく、 神 田 牛 頭 天 王 洲崎大 明 神 は、 安房の 洲崎明 神と ー體 にして、 武州祌 

(名 巾 . 品 川 /江戶 いづれ も 此の 御 神 を 祝 ひたて まつる 也。 


(六. - SS 河 S 

安倍 郡に あり、 

$虔 とも 書 

き L こと あり 


愛 { 右 


(上ハ) うつの や 


此れ は駿 1^ の 內屋の 愛宕 を うつせり と 也。 勝 軍 地蔵の 法お こな はると て、 ことに 武士 


f 七) 泉 岳 寺 

の 南 隣 如来 寺 

の 大佛、 世に 

高 輪の 大佛と 

稱 せり、 靈場 

として、 大き 

なる ものの 標 

示と し て 名 あ 

り， 或は 芝の 

大佛 とも 云 ひ， 

宽永 寺の 末寺 

なり 


(八) 今 東京 

市 品川區 

(九) 以下 地 

名の 下に 括 

註記せ る は SI 

自筆 草稿に 攄 


の 崇敬す る 神 也。 

(七) 

. ^弗 .tc,, 江戶， 二 里 安- 

プ# IK 五智 如來ハ 


驛路遙 催 八月 天 

如来 堂上 擲金錢 

杳々 漁 舟 溟烟裏 


驛路遙 に 催す 八月の 夭、 

如来 堂上、 金 錢を鄉 つ。 

杳々 たる 漁 舟、 溟烟の 裏、 

滿 目 江山 皆 自然 滿目 の 江山 皆 自然。 

鈴 森 有 二 小 祠ー近 比 迄 鈴 石 ありて 玉音せ りと 也。 海 を 左に 見、 右に 有 二 品； 

林 中 有 石 響 冷然 林 中 石 ありて 響 冷然たり、 - 

遊 泊の 遠 人 ー聯を 題す。 

吟蟬 暗に 旅客 を 送る に 似たり、 

そく  みだ 

啷 々たる 秋聲 常に 眠を攪 す。 


遊 泊 遠 人 題 一 聯 

吟蟬暗 似 送 旅客 

f: 々 秋 聲常攪 眠 


c<) 

口  zir  二 里 

半 . 


n 


自筆 草稿に は、 地名 右 肩に 「江 戶 より 二 里」 と あり ノ 

て、 地名の 下に は 「 一 里」 と あり、 大佛 より 一 里 か、 


海道 日記 


二 七 一 


一-岩の 北 g 
-せ淵 渡 足 ^ 
¥ の 場 立 
渡な 郡武 
の り 荒藏 
上 、川國 


里 間 里 間 里- ur 

川 


(一) 長 元 

和の. m に^ 耕 

の 御殿 ありし 

も 以て かくよ 

ぶと 江戶 名所 

鬭^ に いへ り 


(二〕 今 蒲 田 

に 作る、 東京 

市に 屬す 


(一一 一) 以下 * 

迄 自筆 草稿に 


每 一  H つん 

此の間 地形 高し、 海 を 左に 見、 品 川の 臺を 右に 見る。 御殿 あ， 

萬 頃 白波 遠 別 秋 萬 頃の 白波 遠 別の 秋、 

佳境に 逢 ふ 毎に 思 ひ 悠々。 

輕舟短 棹 唱歌の 處、 

遙に江 東 を 顧みて 水流に 題す。 


，一 a- 逢 佳境 思悠 々 

輕舟短 棹 唱歌 處 

遙顧江 東 題 水流 


しゅす ひき 

朱須引 

(二) 

かまた 

加 末 太 

ろくが-う 

六鄕 


壹 

半 


出口に 有レ川 有, 撟、 武藏 の六鄕 とて 驛路 の內大 なる 橋 也。 橋より 東 を號， 一六 鄕； 西 を 

^  ヽ-、 S)  * 

號 一一：：^ 崎 1 品パ より 六 鄕迄は 山 を 右に とほく 見る、 先に 見 ゆる は 池 上の 山な り。 

わたし 

パ 上に 矢 口の 渡と 云 ふ 所 あり、 延文五 年 十月 十日、 新田 義與を 江戸 遠 江 守が はから ひ 

うちし 所 也。 今に 新 W 大明 神と 號 して、 その あと 有りと 也。 叉 云 ふ、 i£ 一田の 渡の こと 

也と. fee 


ス地察 を 二に:^ 東 村：^ 

な 件? y, 年 人；^ 岸 -C 
り の り 卜 穿; る 鹤 
こ 名て 人 '今 兌 今 
の あ 生 英义鶴 川 町 
― る 麥人久 見 の 田 


(五) 今、 川 

崎 市、 以下 三 

cS の 前まで > 

すべ て 相 gin 

神 奈川縣 に 瑁 

す 


(五 )  * 

:zr 奇 二 里 へ 地名 右 肩に r 自，， 江戶, 五 B 

j  t. 半  I 地名の 下に 「半里」 i あ- 


自 ニ六鄕 一川 崎 迄 は 平 陸 也。 

(六， 一  (七 J  . 

い.^ ば  ，f  な. MtJ 


市場 . 一川 崎- 


半 Hrlj  - 


生麥 ，sr 場- 


- ひやす 


戀安 一里 此の間 皆 平 場 也 „ 


行 十 一 字、 

^bHi により 

補 ふ 

(九) 今の 橫 

^の 一 部、 金 

川、 又 狩 野 川 

にも 作れり 

(一 〇) 徳川 

氏の 行 M=s なり 

(二) 以下 

八 字、 .0 筆 草 

稿に より 補 ふ 

( 一 二) 今 保 

土 谷に 作る、 

横濱市 保土ケ 

お 區に 入る 

二三) 今 品 


V 下に 「半里」 と あ. 


J^^n  一  S 一 、右 周 14. 「.R-- 江 戶-七 里」 ノ 

"二 0 一  (二)  — 

有 二 御殿？ 神 名 川 は 古戰場 也。 

かた ひら  .《|  I リレ  リ 

形 平 冗 自レ是 地形 高下 あり、 左へ 鎌 倉への 道 あり、 自 二形 平 一 五 里 也" 鎌 倉 山 を 

左に みる 也。 


(一二) 


程 谷 


里 三 1 


十 町. 


、 一 ノ 

m  二 

,51 、 


經， 一 小山 一 左右 谷 深く 山 多重なる 石 地 也。 無二 木立？ 路之兩 片に松 あ 


(一 三) 

しなの 


品 野 村 ぎ や-ナガ シ とも 云 ふ。 相 摸と 武藏 の境シ ナノ ノ 坂の 上に あり。 この 坂をシ 


1 


ナノ ノ 坂と 云 ふ。 此の 右の 上に 上田 山 あり。 此の間に 屋部村 吉田村 あり。 川 あり。 地 

海 道 日 記 


ぬに 作る 

二  M) 厂塚 

町の 大. ：. い 欠 部 

な る ベ し 

( 一 ) 以下 嫌 

A3; 郡 

(二〕 以下 八 

字 C 箫 草稿に 

て 補 ふ 

(づ：) 以下 高 

郡 

(£) 時宗の 

寺な り、 5 

上人 その 開祖 

なり、 又 この 

寺の 開 i ^ば 四 

w..^ 海と もい 

ふ說. 止しき 力 

如し 

(五) 藤澤道 

<;1;大5!?. 紙に 見 

ゆる 小 栗 判官 

滿 重の 傅說を 

云 へ ななり 

(六) 以下 十 

11 一字、 ，= 筆苹 

ti にて 補 ふ 

(七) 今の 江 

の& 


海 道 H  m 

形 高下 多し。 


二 七 四 


( 1 ^ 


一 里； 

11 町 


お S に 「一 H, ；」 下に r 自， _ 

パ神名 川 ニー 一里 半」 と あり 


平 陸 也。 自， 是鎌倉 二 里 _ 


f 二) 


原 宿 や 塚- 此の間 地形 高し、 道の 左右 谷 深し。 道の 兩片に 松 あ. 


三 里 十二 町 

自，, 江戶, 十二 里餘 


、半里、 ー戶 塚， 二 里. 自，， 江戶, 

ぺ 十二 里、 繪の 島へ 一 里と あり 


り 


右の 方 山に 付いて 遊行 上人の 道場 あり、 淸淨 光寺と 號す。 有 二 一遍 上人 像？ 鎌 倉よ 

(五) レバ ヨリ  • 

出る 道 あり。 山の 上に 代々 の 墳墓の 地 あり。 世 諺に 曰 はく、 小 栗 出 1 ー此所 一則ち 山上に 

仏レ 池と。 寺領 二百 石、 門前に 有 二 石碑？ 菅野喜 八郞範 重の ためと あり." 行 ニ綺嶋 1 藤澤 

の 町の 中 橋 を わたり、 左へ つき 行く 也。 自 ニ藤澤 1 到 ニ檜嶋 1 て は、 出 二 極樂寺 切通 一三 里 

あまな 十一. V まり デ  二  リ  _ル  二  ルノ  二 

半 也。 叉せ 繩通は 出 二 建 長 寺 • 圓覺 寺の 前 1 て、 自 ニ藤澤 1 到 n 鎌 倉 1 二 里， 江 島 1 1 里- 

題 ニ藤澤 道場 1 

寺 堂 高 築 挑 燃 灯 寺 堂 高く 築き 燃 灯 を 挑ぐ、  一 


(八) 以ド * 

まで 十一 字、 

.RlJJIi* 稿より 

補 ふ 

(九) 以下 十 

字： 

( 一 〇) 所謂 

雨 降 山の 大山 

寺の 缀場 あり 


1 望凑然 多廟陵 

葉 落 孤村 漁火 見 

雁 飛幽洞 白雲 瞥 

鎌 倉 古 郭今無 跡 

江嶋 神仙 感興 競 

獨立撫 松 秋色 晚 


一 望 i ^ぶ 然として 廟陵 多し。 

葉 落ちて 孤村 漁火 見 はれ、 

雁 飛びて 幽洞 白雲 署る。 

ち と 

鎌 倉の 古郭今 跡な く、 

江嶋の 神仙 感與競 ふ。 

獨り 立ちて 松ビ撫 すれば 秋色 晚れ 

古 碑字滅 して 歸 僧に 對す。 


古 碑 字 滅對歸 僧 

(比 知 幾)  *  3  3 

ヒヂキ 村 一里 ヒヂキ より 少し 前に 小 和 田 村 あり、 此れより すなはま 也。 右に 宮根 m 

、 ご  (き 

み ゆ。 あとの 方に 江の 島 見 ゆ。 小 和 田 は 少し 高し、 大山へ 行く 道 あり、 右の 方 也。 

十 間 坂 S;1S 鎌 倉の 道に 十 間 坂と 云 ふ は、 これに あらす と 云ふ說 あり。 

いま じゅく  T 1 

今 宿 此の間 平原に して 山 遠し。 八幡 村 あり、 右に 正 八幡 あり、 凰 尻と 云 ふ 

所 あり。 

馬 入 今お- 川 あり 相模 川と 云 ふ是れ 也。 舟 越 也。 近 邊平陸 也。 


海逍 no 記 


二 七 五 


海道 日記 


二 七 六 


二) 今 平 塚 

市 

(二)  £0 

筆 草稿に より 


平 塚 


廿六 へ半ノ 


(一一 一) 以下 中 


(H) 大磯 55 

の 遊お 虎が、 

我 十 郞の妾 

とし て^：！；節を 

立てし よ h- 附 

會 せられし も 

のな り 


町 


-里、 


、二)  ffs?) 

馬 入 平 嫁の 間に 八幡 村 あり、 平 嫁 右に 八幡 を 潜 頂せ り。 平 嫁と 大礒の 間に 十 間 坂 あり 

と 云 ふ、 沙地 也。 

出口に 有レ 川、 花 水 川と 云 ふ、 橋 あり。 平 嫁の 向 ふに 山 あり、 如 11 盆 山.； 路の右 也。 鳥 

居 あり、 八幡 をい はへ り、 高麗 寺と 云 ふ 權現を 祝 ふ 也。 

(ミ)  ， ； -I 

kM  ra へ 一里、. 0,, 藤ン 

^r«H  m  _ -澤, 三 里 半 J 

あ 二 御殿； 左 宿の うら は 海 也。 平 塚より 大礅迄 右に 小山 あり、 宿の 入口の 前に， 山 ◎ 

や しき  〔Er) 

下に、 河原 長者 屋布 あり。 山の 中段に 签の跡 あり、 路に 虎石 あり。 

題 11 虎石 1 

武夫 猶屈 十郞情 武夫 猶ほ 屈す 十郞が 情、 

可 畏可愼 一 顧 傾 畏 るべ し 慎む ベ し 一 顧に 傾く を。 

ち？" 

§ 操 心盟得 否 虎 婦が操 心盟ひ 得る や 否や、 ：  t 


(五) 見 村、 

今 吾 村に し 

て 志 保^ .  0 

美 . 兄 等に 

作る 

ゴ フ 

(六) 今國府 

i^。 以下 足枘 

下 郡 

(七) 太平 記 

卷第 三十 一 、 

W 吹峙 事の 

末尾に 5r つ 、 

正 平 七 年 三 巧 

w 日の ことな 

り、 又 この 山 

名 河 村 山の 誤 

との 考證も 見 

ゆ 

(八) 吾番鏡 

に 丸 子と あり、 

源. ルー-盛衰 記に 

圓 子と あり、 

一本^子に 作 

る 


化成 此石見 斯贞、 化して 此の 石と 成りて 斯の貞 を 見 はす。 

此の間に 大礒の 切通 あり、 兩方 小山、 この 內を 切り通す 也。 右に 石地藏 あり。 

小 ti 村 • 加 波 江村 • 幸 戶村 i§ の 右に 六 所の 明 神と 云 ふ あり、 相 摸の 國府 也と 云 ふ。 五 

月 五日に 祭 あり。 中 村と 云 ふ 所 近し。 大 庭へ 大礒 より 二 里、 山の 方 也。 


シボミ n  ©  • 

梅澤 保 美- 右は沙 山、 左 は 海 也" 自， 一大 礒 1 皆 海！ 


1) 

！也、 砂地。 ヲッ キリ 村と 云 ふ あ 


り、 村の 入口に 川 あり、 大嶋 I. 沖に み ゆる 


豆 


tH  梅 澤- 

SfT 半里 

か うづ 
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香津 "^一  穴) 入口に 有， 川、 コゥゾ 川と 云 ふ- 

(七) 

コゥヅ まで は 山の 高下 幾重 も あり。 新田 義舆. 義治』 

倉より 此の 山の 奥へ 先づ引 入られた る 所 也。 

平 陸 也。 


コ ゥヅ より 小 田 原 迄 は 皆 平地 也 _ 

石 堂 • 三 浦. 葦名 を 引 連れ、 鎌 


こ、 や 一 はた 

さか わ 1 1I 

-nn  Shu  - 


半 

里 


C 八) 


酒 勾 川 (I) 川の 名 を 菊 川と 云 ふ。 叉 マリ ケ川 とも 云 ふ。 酒 勾 は 小 田 原の 東 


かち わたし  (！^ 津) 

の 町 はづれ 也。 仍てサ サグル ヮと云 ふ。 舟 越、 馬は步 渡、 下 は 則ち 海 也。 コゥヅ よ 


り 


海道 日記 


二 七 七 


(1) 一-の 一 

より 補 ふ、 但 

しこの 條， 5：! 

本の 文と 頗る 

前後せ り 

(二)  ^"1 

文治 兀年五 》^ 

十！ fjp 六 ul の 

K 木， こ 5?.. つ 

(三) この 五 

字、 ，：：1 筆 草： i 

に はなし 

(M) 防照戳 

に 便よ き 地の 

怠な り、 この 

言葉， 東 山道 

日記に もこ の 

口. 記に も 所 .„"; 

に 散 兄す 

(五) ，：：：s3f- 

稿に：^ カケと 

あり 

(六) n 策 草 

- 稿に ァ シコ川 

と あ- り 

(七) 五ネ、 

箫 草稿に よ 

(八) 辨 $1 風 

土 記に よれ は 

築城 は^なら 

ざる も. 應永 


海逍： H 記  二 七 八 

是れ迄 平地に て 廣原地 さがり 也。 是れ より 小 田 原の 城昆 ゆる。 

元" 曆 年中、 平宗盛 所レ囚 下向の 時、 北條殿 此の 酒 勾 宿に 出向きて 請 取られし もこ こ 也。 

此の 川媒 雨の 時必 す出づ る、 但し 早く 干 落つ る 也" 小 田 原の 城、 東 は 相模川 • 酒 勾 川 

を 要害と す。 武田信 玄小田 原 入の 時、 此の 川の 水 まさりて 越しに く かりし を、 初鹿傳 

右衛門 瀨蹈 せし もこ この 川 也。 

此の 問に 一 色 村 あり、 小 田 原の 入口 也。 この 次スナ ハラー 色と 云 ふ 村 あり。 曾 我、 力 

へサヮ より 半里、 山の き は 也、 みち 通りより 五町 斗り 也。 

(一 一一)  . 

/  Lb  自， 一江 戶, 廿里餘 

(En  (五一 

是れ迄 午 陸に て 地形 少し づ つ 高し。 酒 勾より 小 田 原 迄の 間、 場よ し 也。 此の 浦 を 袖 

(かけ) の 浦と 云 ふ。 宿の 入口に 川 あり、 芝 子 川と 云 ふ。 袖 掛けの 蔽 あり。 入口に 番所 

(七 一  (八) 

あり、 出口に も あり。 右に 城 あり。 此の 城 は 上 杉の 屬大森 氏が 築く 城 也。 北 條早雲 勃 

起して 明應 年中、 大森 式部 藤 賴を火 牛の 謀に て攻漠 し、 大森は 同國赏 田の 城に 入る。 

北條早 雲つ ひに 相 州 を 取 布き て、 すでに 五代の 春秋 を 送り、 天 正に 璺臣 氏に 亡ぼさる- 


二十 年 以後 

は大森 式部 大 

守) 賴 Jilw 後 

代々 藤賴 まで 

當 城の 城主た 

b とい ュ 

(九) 相栂國 

中郡眞 ffl 

二 〇) 以下 

* 迄. E 擎 草稿 

によ. c 補 ふ 

二 ご 今 米 

神 村。 又米啮 

にも 作る 

( 1 二) 山の 

学 ci?- 草稿に 

より 捕 ふ 

(ニニ) 六 字 

.H: 筆 草^に よ 

b 補 ュ 

( 一 今大 

^^村 

二 五) 一名 

笠懸 山、 秀吉、 

小 £ 原 城攻の 

時に 陣所 とな 

h- し 山に し て、 

その の. H: 跡 

f。  ,n 筆 草 

稿に は、 「.ら ぶー 

山 あ h -」 を 

「1;, 臣秀吉 卿 


後 は宮裉 山つ づき、 前 は 海 河 をう けたる 絶景の 地 也、 山つ づきの 方に 早 雪 掘 切 をいた 

され 要害 殘る 所な しと 云々。 箱 根へ 出口 を 西板撟 口と 云 ひ、 熱 海へ 行く ロをァ ラクロ 

(御 & 

と 云 ふ。 gi^ig (江戸の 入口 を 蘆 子 川口と 云 ふ。 北の方 シボ トリ 口 打」 お ミク リャロ 

をィサ イタ 口と 云 ふ。 ？ (If 口 縦， 水ノ尾 n?4?lsss ノ l^s 關所は 仙 石 原 • 根 布 川 • 

S  . 足 柄 ？ ネ修？ s。  . 

(矢 食， 澤) 

ャガ ムラ ミク リャの 山よ せ 也。 川 ムラ。 

(一 一) (神)  OS  (枳府 ) 

米カミ 石橋 山へ 近し、 石橋 は 治 承 四 年 八月 廿 三日、 賴 朝の 籠り 玉 ふ 城 也。 ネフ 川 • 

(R  &  二  5 

マナ ツル. ソ コ クラの 湯 皆 近所 也〕 

題， 1 小 田 原 城 1 

孤城 對海 破烟霧 孤城 海に 對し烟 霧 を 破り、 

前 海 後山 兀 々として 高し。 

北 條五俥 英雄の 事、 

廢與 至る所 秋毫に 在り。 

風 祭 rff 田 原- 自 一一 小 田 原 一到， 是、 地形 少しづつ 高. 

海道 H: 記 


前 海 後山 兀々 高 

北 條五傅 英雄 事 

廢興至 所在 秋毫 


かざまつ 


つ 5 


左に 當 りて 石垣 山 あり、 熱 海 

二 七 九 - 


海道 日記  .  二八 〇 . 

•  ic:.  ,  二)  t- 入 生) 

お fo" れ へ 行く 道 左に あり。 ィ リウ S と 云 ふ 村 あり。 

稿 る 湯 本 "？ぎ 風 祭- 前 入口の 下に 有：， 川 有， 橋、 菊 川と も 云 ひ 早 川と も 云 ふ。 相 摸の 菊 川と 

S  (木 

云 ふ は、 是れ 也。， 今 田 村 家 五六 あり、 菊 川 を こさす に 右に 付いて行けば トウ ノ澤 • キ 

S  (底食)  S 

ガ. ソコ クラ • 宫ノ下 へ も 行く 也。 小 田 原より 湯 本 迄 は、 左に 谷 を 見て 山の そ は 道 也。 

(ニズ ■ り 

(二) ほ箫草 左の 谷 も 地 僻の 平地 也。 向 ふに 叉 山 あり、 山より 道 迄 は 十 町 或は 七 八 町、 中に 谷 あり、 

稿に はお 名に 

^ナ が MM ら  (三. 一  (端) 

山に 木立な し。 湯 本まで 地形 次第に 高く 石 地 也。 此の間に 川 ハタと 云 ふ 在所 あり。 

ならん 

(一 5  S 字自 本より は 右に 谷 をみ る、 是れ はきり 岸の 谷 也。 川 其の 中 を 流る。 是れ よりそ は づたひ 

筆 草 .55 による 

、0 'ン ョで J  へだ  (ST) 

p^^^ の 山へ 上る 路也。 右に も 谷 を 阻て て 山 あり、 小 木 あり。 湯 本の 向 ふに 湯 あり、 湯 本の 

町に 地藏堂 あり。 此の 堂の 右に 古き 堂 あり、 曾 我 兄弟の 御影堂と 所の もの 云 ふ 也。 

はた 1 ァ，、 ， ，、  (須雲)  (須 雲) 

畑 £11, ぎ 一八" t 前に スクモ 嫁と 云 ふ 村 あり、 川 あり、 スクモ 川と 云 ふ。 スクモ^^の村 

は 地形 平 也。 此の 村より 谷 を 左に 見て、 路羊 i きたり。 十 町 斗り 行きて 叉 谷 を 右に みる" 

叉し ばらく 行きて 谷 を 左に みる。 自, 是 山中 左 谷 右谷 也。 左の 谷の 向 ふに 有, 山、 梗木 

澤と云 ふ 木立 也" 璺臣秀 吉卿小 田 原 入りの 時、 山中より 直に 複木澤 の 山上 を 押した ま 

(西？^ 子 坂) 

へりと ぞ。 昔は路 ありき。 今 も 獵師薪 取り 往来す。 峠 迄の 間切 所 岩石 也。 サイ 力 チ • 


一に 字:^ 元流皇 の；^ 
；:^ よ 、c 年 さの 祖幺 
！ d る ['1 赦 れ 朝 、 

筆 こさ ソ;^ 文 修 
建 草の る 大豆 武驗 
武 稿一 资に天 道 


(五) 一一 KS 

mjcils による 

(六) この 1 

句 同 „M 

(七) 早 雲 寺 

の ことなる ベ 

し、 早雲號 を 

fe- 端と 稱 -9 る 

故に、 崇宗； 

用せ しか。 小 

mK 北條 氏の 

0$. 金 港 

山 早せ h ザと 稱 

す、 臨濟の m 

寺に して、 大 

永 元年の 創建 

にか かる、 德 

川 氏の E-vg や 

面 リ4 新に し 

今 も そ の 一 部 

も存す 


(滑) 

猿スべ 


(五)  お ほた ひら  (六 一 

J<  丁  ig/ 大 平. 白水 坂" 此の il^ ども を こして 峠へ 出る 也。 


宮根 


三里廿 

八 町 


、ニノ 

-里、 


(七) 


二 年 十二.^、 

太平 だ。 卷第十 

四、 筘根竹 下 合 r お 事 ( 


此の 村より 前、 峠に 權 現への 路 あり、 前に 崇瑞寺 あり、 右の 方 也。 箱 极權現 は 孝 謙 御 

宇、 天平 寶字 年中に 萬卷 上人 是れを 草創す。 中 比炎燒 せし を、 平泰時 再興して 十二 州 

の鎭 守と す。 三 所 權現蔡 をなら ベ、 仙人 四 代 此の 山に すみて、 駒 形の 深祕を あら はす。 

役の 小 角 もこ こに 來 りて 其の 跡 をの こせり とぞ。 堂の しばらく 前に 小社 あり、 浴签ぁ 

り。 銘に云 はく、 文 永 五 年別 當隆實 云々。 道の 右に 湖水 あり、 これ を 箱 根の 湖と 號し、 

叉 は^の 海と 云 ふ。 此の 道に 道祖神 あり。 莒 根の 町、 新 町馬續 也〕 叉藥師 町と も 云 ひ、 

本 町より 町 半分 は 小 田原領 也。 有 二 御殿.； 有 ニ關所 1 右。 此の 山 は 東海道 第一の 難所に 

て^ 迄 上下 八 里に 及ぶ 也。 建 武の亂 に、 尊 氏 卿 鎌 倉より 打 出で、 新田 義寅を 担ぎけ る 

に、. 笞根. 竹 ノ下兩 道へ 手 分せ しハ 5 この 山 也 れれ slf^ii 顏 § き お 

碌) 一平 時 行 が宫根 水飮峠 にて 相 ささへ！： る を、 赤松 貞範攻 敗り て 大 i お で 追 打 

〕 割 註 は .Efw 草.； i による (ニー〕 建 武ニ年 八 H: 、太平 記卷第 十三、 足 利 殿東國 下向 事 幷時行 城亡 事 

海道 H 記  二八 一 


海道 rn  rs- 


二八 二 


二) 越の 字、 

.0^.^5!.草稿にょ 

(二)  W 下 同 


せし もこ こ 也。 東海道の 路莒根 • 竹 下 越 • 山中より 左に 付いて 複木澤 へ こ ゆる 道 も あ 

るな り。 

題 n 莒根山 一 

石 徑斜廻 山 叉 山 

沈！ 犬氣 萬重關 

四隣 聳日 白雲 裏 

疑 化 登仙 出せ 寰 


石徑 斜めに 廻る 山 叉 山、 

沈寥 たる IK 氣萬 重の 關。 

四隣 日に 聲ゅ 白雲の 裏、 

疑 ふらく は 登仙に 化して 世寰を 出づる を。 


行盡 山々 蠛旋磨 


莫言 來往太 辛苦 

吊 遊 我險心 


うす めぐ 

行き 盡 くす 山々 蟻の 磨 を 旋るを I 

大湖 絡頂戰 競と して 臨む。 

よた， H 

言 ふ 莫れ來 往太だ 辛苦す と、 

萬 似 常に 遊ぶ 我が 險心。 


(三 下 伊 

豆國、 靜 Si 縣 

に 人る 


(三) 

L.  U- 


二 里 


(in この 1 

i ？、  草稿 

による 

(五) 六 字 同 

上 


, ：  I.  原)  气.. -リ 

笞极 山中の 間に ミ ツヤ.  一ノ山. ッ カバラと 云 ふ 小 村 あり。 山上より 次第に 卑也。 山 

中 は 伊豆の 內也。 入口の 左に 古城 あり、 元と 北條 氏の 地 也。 堀の 形の こる。 左 は 谷に 

て 向 ひ 叉 山 也。 城 中 竹し げりて みえす。 北 條氏康 度々 武 田信玄 と對陣 に、 旗本 を 山中 

f 五 一 

に 立て、 先手 を三嶋 へお ろして 諸 備を笞 根に 立て 玉 ふ 事お ほし。 山中より は三嶋 ベの 

てっか ひ 

手 遣よ し。 山中の き はより 富 士の报 方 を へ て 甲 州 へ さがる 道 あり。 


(六) ^^豆國、 

^si 縣 m 方 郡 


(七) この 二 

字、 c 筆 草稿 

による 

(八) 延喜式 

神 名^な る ベ 

I. 地 ひ 窨 

によれば、 C 

の 事、 諸說ぁ 


M 


二 一 叫 半 

(力 ハラ ガイ、 き 讓草 il:) 

入口の 撟をガ ラガイ ノ 橋と 云 ひ、 町 口の 撟を 新町ノ ハ シと云 ふ。 此の 外小撟 二つ、 小 

川 也。 山中より 三嶋迄 次第に ひきく、 三 鳴より 平地 也。 山中より 三嶋 までの 間に 左に 

谷 を 阻て て 山 あり、 木立な し、 右 も 左に 同じ。 稷 原より 三嶋を 目の 下にみ る 也。 ッカ 

ハラより 三嶋迄 はなで 形 也。 地形 赤土、 雨水の 節 は 行跡 すべりよし。 町の 中に 右に 明 

神 あり。 

(像)  つみ (七；  (八) 

三 嶋明神 は 南向き 也。 伊與 の三嶋 大明祌 をう つして 大山 祇の 神と 祝 ひ 奉る。 神 名 帳に 

云 はく、 伊豆 國賀茂 郡 三嶋の 神と 云 ふ是れ 也。 預州 • 攝 州. 此の 國三 所に あら はれま 

海道 H 記  二八 三 


海道： H 記 


二八 四 


します と 云々。 此の 神靈驗 のこと 多し。 能 因 法師が 伊 預守實 綱が 命に 因りて 與 州三嶋 

の 神社に 歌 を 奉り、 炎 曰 千に 時雨 を 得し も 靈驗の 一 つ 也。 

やきはたら き  (一二 

元祿 十二 年、 武田 信玄三 の 宿に 燒 働 ありて、 川ナリ 嶋に陣 をと り 玉 ひける とき、 

一夜に 大水 出で はた をな がせし もこの あたり 也、 叉 同年 中、 北 條氏政 三嶋の 北に 三 萬 

餘の 人數を 立てて 武 田と 對陣も 此の所 也。 

口、  、一 


初拜 社頭 三嶋神 

金 宫紫閣 薦溪頻 

雲 收朗月 浮 山 殿 

松饗塞 蝶 雜暮新 


初めて 社頭 を拜す 三嶋の 神、 

金宮 紫閣溪 蘋を薦 む。 

雲收 まりて 朗月山 殿に 浮び、 

松 響 寒蟬、 薄暮 新な り。 


そ-つたう ざん  / 三 1 

走 湯 山 是れは 伊豆の 山の 事 也。 伊豆 權 現と 云 ふ 也。 瓊々 杵尊を 崇め 奉れり。 鎌 倉 右 


いでゆ 


大將 家、 伊豆. 宫根ニ 所權 現と 崇敬と ある は是れ 也。 此の所に 出湯 あ 

沼津 までの 間に 長澤村 あり。  . 

せんぐわん 上 ひ  fsn 

千 貫 土 井 是れは 伊豆 駿 河の 境 也。 寛 あり、 ここに 高名の 淸水 あり。 

§ 


り 


(五) 


木瀨川 新田 下石 田と 云 ふ 村 あり、 何れも 平地 也。 


S 


韮 山 • 中嶋. 伊藤、 皆三嶋 より 近し- 


£) 


沼津 


半 


里 


-里、 


二 S  (： 一) 

入口の 右に 森 あり、 頼 朝 卿 富 士の御 狩の 時の 釜 あり。 左 は 沼津川 也。 木瀨 川の 方よ 


ゆ. この 事 を 

指せり 

(^)  a- 豆よ 

り駿 河へ 水な 

引けるな り。 

以下 駿 河！： 駿 

rf!) 下流 は 

今 招^ 市の 東 

南 も 流る る 狩 

野 川と 八 ：！ し て 

内沛 の？ に そ 

そぐ。 治 承 ra 

年赖 朝と 義經 

と對 面せし と 

r- ろと して 名 

あり、 その 處 

今のお？ S 八幡 

の？！^ とい ひ 傅 

(六) マ 管 

-舉 卜 により 

補ス 

(七) 建武ニ 

年 十二  H -、 太 

平 記 卷第十 四、 

官 ：ホ 引，， 返 箱 

根-事 

(八) 今の 伊 

東なる ベ し 

(九) 以下 大 

井 ，.^4: で、 駿河 W の內な り 二 〇) 二字. R 箫 草稿に よる ( 

ふ (Is:) 別 本  一 a 一に 作る、 實際  一 rai 

海道 日記 


I り 


(七 J 

建 武の亂 に、 


黄瀨川 撟 あり。 駿 河の 內也。 三. 嶋 より 半里、 申 州 谷 村へ 出る 道 あ. 

新田 義貞莒 根 を 引と り 小山の 判官と 此の 川に て相戰 ひし 處也。 霖 雨の 時 は 河原 迄 出る 


流れ出る 也。 地形 平原 廣陸 也。 右に 古城 あ」 

こ こ 也。 

(1 二)  0 三： あ， L だか 

この間に、 小 誠訪. 大誠訪 • マ ツイ. 金澤 など 云 ふ 村 あり。 右に 愛鷹 山 あ- 


武田勝 頼と り 立て 也。 三枚 橋と 云 ふ は 


： と 本 


道の 間廿 町餘、 山と 道との 間に 井出村 あり、 川 も あり。 左 は 浮 嶋が原 也。 沼津 より 足 

かかりな し。 昔の 道 は 今の 道の 左、 海の 方に そ ひて ありし と 也。 


(m) 

二 

S1 


の 一 句 上 ( 一 二) 四 字、 第 草稿に よる ( 一 三) 又、 はし たかともい 

二八 五  、 ， 


(一) f  • 

方丈 . SI 洲な 

いふ 

(二) 東 關紀 

行に かくいへ 

り 

寺に も 作る、 

北條 U ぷ r 一 

時 こ こに 在 城 

せり 

(円) 又 愛 IS 

山 

(五) HTM 

筆 tiMSl による 

(： ハ) - 

筆 草稿に よる 

(七) 以下 富 

士郡 

(八) 以下 * 

まで..：：：： 筆 iC ト稿 

《九) 山？ 赤 

人、 不翁山 も 

；? I める ぉ砍、 

E 子の ゆの 

反歌 を はじめ、 

ふじの 嶺を高 

みかし こみ 天 

雲 もい 行き は 

ばかりた なび 

くもの を 等 人 

n に臉 ii< する 

もの 多し 


海道 H 

浮， i ぺ が.！^ 小 也。 惣ケ 原と も 云 ふ 


二 


V し； 


. は 富士の 麓に つづき 南 は 海 也" 此の 昔 は 海上に 浮 


(二  (二)  せん ぼん 

びて 蓬萊の 三の 嶋の 如く なれば、 浮嶋が 原と. 云 ふと 也。 千 本の 松原 も あり、 廣原 にし 

ニニ)  (En  (足 高) 

て 足が かりなし。 高國 寺の 古城 ァ シ タカ 山の ふもと 原の 北 也。 

(き 

此の間に、 


本 松. 新田 • 柏 原と 云 ふ 村 あ. 


此の 柏 原より 富士 よくみ ゆる。 右に 大 


(六) 


なる 川 沼 あり、 右の 向 ふに 山 あり。 あしたか 山へ は 遠し。 左 は 平原 也。 此の 川 沼に i1 

魚 多し、 此の 水 は 河 合へ おつる 也。  - 

(七) 

本吉原 右 は 田 山間 遠し、 本吉 原の 出口よ. = ^左 は 沙の 小山 也、 沙路 也。 右 は廣原 也。 

S  ネ 

本 吉原を 出て はなれて 左右 廣原 也、 本 吉原を 出て 川 合 河 あり、 橋 あり。 此れより 吉原 

へ 二三 町 也^ 

「九〕 

富士山 本朝 無雙の 名山に て、 異朝まで も 其の 名き こ ゆ。 赤 人の 歌 は 萬 葉 集に 出. でた 

(：〇 一 

みやこよりか 

り。 都 良 香が 富 土の 記に、 貞觀 十七 年の 冬、 白衣の 天女 二人 山上に 並び まふと かけり „ 

せんげん 

淺間大 神 あと を たれ 玉へ り。 孝靈五 年に 近 江湖 水 はじめて たたへ、 富士山 始めて 出現 

あさま 

せり。 大同 II 元年 立， 一 此祠； 木 花 開耶姬 也。 三 嶋富士 は 父子の 神と 云 ふ 也。 義 楚六帖 

あづま かがみ  (新) 

に は 日本の 富 士を蓬 萊と號 すと 云へ り。 東 鏡 に 云 ふ、 建 仁 三年 六月 源賴家 卿、 仁 田 


(一〇) 平安 

朝の 文^者、 

群 書； g 從卷百 

1 二十 に？ 3 士 

山 記 を收 む。 

卽 V 「：a 觀十 

七 年 十  一 五 

致 祭、 加 

レ午、《<^^^!;晴、 

^  MM 峯, 

有，， <：： 衣 iij- 女 

二人， 雙，， 舞 山 

靡： 上 レ ilw 1 

尺餘， 土人 共 

見」 をい ふな 

り 

草お、 此 社に 

作る 

( 一 二) 卷の 

第 T- 七 


の 四 郎忠常 を 入れて 麓の 人 穴 をみ せし むと 云々。 是れ 淺間大 菩薩 の 所， 坐 也と 云々 

(怖) 

富 士沼は 平家 鳥の 羽音に ぉぢて にげさりし 處也。 今善德 寺の 所な りと 云 ふ 也。 

題 11 富士山 1  . 

遠く 暮煙を 望みて 玉 眉を抹 す、 

近く 白雪に よりて 華 肌 を 洗 ふ。 

乾坤 別に 置く 銀世界、 

何 ぞ識ら ん 扶桑に 四時 あ る を。 


遠望 暮煙抹 玉 眉 

近因 白雪 洗 華 肌 

乾坤 別 置 銀世界 

何識 扶桑 有 四時 

同 

素聞遙 越此峯 i 山 

蟋跨三 州 日本 冠 

若 雪 時 得 到 山上 

扶桑 六十 一 圑丸 

同 

仙 客釋流 多少 蹤 

海道 H 記 


素 聞 遙に越 ゆ 此の 峯憎、 

三 州に 蟠 跨して 日本に 冠た. 

若し 雪 時 山上に 到る を 得 ば - 

扶桑 六十 一 團丸。 

仙 客釋流 多少の 縱、 


一 


(一) mu< 

年 波に て 町 

家 失 L、 元 

4Ir:K と 名のみ 

g£ めて 北方 十 

町の 地に 吉 ffi 

町 新に 成る、 

承胞 ニ^の 素 

行 は その 元吉 

ぬ も 行き、 桌 

せ や 二 年益 軒の 

吾 姿. 路の記 は、 

新 吉原を 記せ 

り、 數 年の 隔 

にて 地變 する 

を 見る ベ し 

ふるいへ 

(二) 又 古家 

川と も 云 へ り 

(二) 以下の 

円 字、 nine 十 

.If による 

(S:) 以下 菴 

(五) 甲州嫩 

よ b 下る 舟 

筏の 整 留^と 

して、 當時水 

陸の 要衝な り 

(六) 二字、 

nj^ 草稿に よ 


海道 日記 

閑 吟乍覺 曰 西 群 

白梅 淡 月 四時 景 

一 日千容  一 士峯 


吉原 


二 里 

半 


, 半 


里ノ 


町に 川 あり 橋 あり。 遠嶋忖 • 


小川 あり、 

左右 原 也、 


(二) § 

ウル ィ川 


今 泉より 0^ あ. 

今 泉に 御 ^あり" 


田嶋杓 叉 カジ マ 村と も 云 ふ。 自ー 一吉 原, 一 里 半、 

二  S 一  . 舟 越、 富士 のす そよりの 遠 流 也 „ 


富士川 ^ii. 


り、 東海道 第一 の 急流 也。 

お Iniw 到-蒲 原- 

-? 卜  一里 


(六) 


二八 八 


だち ま  5 すづ 

閑吟 乍ち 覺ゅ rn の 西に く を- 

白梅 淡 月 四時の 景、  j 

一日 千容  一士 峯。  一 


富士川 迄 は 平地、 川 を こして 山へ 少し あがりて 

の 間せば し、 ^1? 小 也" 


S 原) 


(依田) 


歩駭續 W 石^き、 タテ ハラ 村、 ョダ 村- 

(15 


、^ 筆苹 稿半ノ 

- ま. 一と あり 、 


„ ち 1  ノー  し 


甲 州よりも 出る。 川下に 歩 越の 顺ぁ 


岩 淵へ 上る 也。 岩 淵は臺 也。 川と 臺， 


^句？!？ 同り ft  ；；^  m 卩 せつ- 1> に 綠城田 ：7： 
；：：；な せ WffiSiZ^;  >J し郎 、！ 》3 にな 信:^ 
！:^ し 《パ こふ 草         な 綱 rni め は り ir、 

は は 、稿 割 名 り It しら 北し 治 も 
S し" 1 f なに 註 は せて れ條も 下と 
軒 の攻 ほよ 、 綱 城 新た 氏 永の 武 


小 池 村. 中の 江村。 3 石 淵へ あがる 處に小 坂 あり、 それより 髙 みへ あがりて 蒲 原の 方へ 

さがる 也。 そこの 山の きれめ 谷間 あり、 原より 十 町 斗り 前方より 平地 也。. 右 は 高く 

左 は 富士川の すそ、 則ち 海に 入る 也。 


かむ ばら 

一 原 


里 


(七) 


の 1*1^ 路の記 

に は 「かん， さ 一 

と あり 

(一一) 乂由 

比と も 作る 

( 一 一；) S 

草稿に は 「山 

問ち かし」 と 

あり 

<  ニニ)  ニネ、 

筆 草稿に よ 

-h- 補 ふ 


右に 山 あり 御殿 あり 古城 あり。 昔 治 承 四 年、 平家 惟 盛. 忠度等 陣取りし 所是れ 也。 永 

祿 十二 年 極月、 武 田信玄 駿州發 向の 時、 北條新 三郞蒲 原の 城に こもれる を、 信玄 武略 


(九) 


のて だて を 用 ひて 攻 落せる は 此の 城 也。 

(堰 澤) (小金)  (5)  S  S0 

セキザ ヮ- コガネ 、是れ 迄 蒲 原領。 カン ザヮ、 是れ より サッタ まで 油 井領 A 


由 井 


, 半 


里 


有レ 河。 船ガ嶋 • 由 井ノ宿 • 今 宿、 左 は 海 也。 右に 蒲 原のと り つづ きの 山 あり。 

テラ ヲィ  (井)  (一一 一一) 

へ ラフ 右 は ユイの 山き は、 左 は 海 馥燒濱 也。 海 は 入海 也、 三嶋迄 入海 也、 海の 向 ふ 


にみ ゆる は 伊 一旦の 山 也 ~ 

海道 nn 記 


二  V  J し 

二-/, TN 


海道 日記 


九 〇 


，二)  1, 

化！ n は奧 . 沖 


(二) 太平 記 

卷第 三十、 薩 

歸ー山八ぃ^^*、 

は 正. 平 六 年 

のこと なり、 

觀應は 足 利の 

私年號 なり 

.(；") 二字、 

.R 第 草稿に よ 

る 

(I) 氏^^は 

信 玄の爲 に^ 

府も追 はる。 

故に 今 歸せ 

しめんと なり 

(五) 一 字、 

筆 草稿に よ 

る 

(六) 1： ネ同 

前 

(七) 七 字 同 

前 

(八) c 筆 草 

稿 は 「とられ 

た る と 云 ふ も 

此の所 也」 と 

- あり 


(倉 澤) 广 ！^」  ，  .  ^ 

クラ ザヮ ホラと 云 ふ 在所の 上に 古城の あと あり 山の 丄サ ッタ山 也。 此の 山より 沖 

津山甲 州へ つづけり。 倉 澤と淸 見 寺の 間 山の 出 崎に 岩 あり、 昔の 淸見關 也と ぞ。 此の 

間 皆 濱傳ひ 也。 

* 'つた  F  .  (場) 

薩通村 上の 山を薩 遠山と 云 ふ。 山の 出 崎 を薩田 崎と 云 ふ。 古道 は 山の 上に あ 

(二  ) 

り。 觀應ニ 年、 尊 氏 • 直義中 あしくな り、 尊 氏 此の 山に ゎづか 三千の 人 衆に て 陣を取 

り、 直義 五十 萬の 兵に て、 一方 は 由 井. 蒲 原、 一方 は薩埵 山、 一方 はゥッ ブサへ 廻り 

31) 

てよ せ けれども、 此の 山 三方 險阻 にして 谷 深く きれ、 一方 海に て 岸 高く、 つ ひに 直義 

永祿 十二 年 正月、 


§ 


( 1 } 


方 海に て 岸 髙- 

I  ！  I  CEE) 

敗軍に 及べ 

薩满 山. 八幡 平 • 由 井. 蒲 原 迄 取つ づき 出張 也。 武 田信玄 は興津 にて 對陣 也。 此の 時 

ル /  f 六)  (七) 

夜中に 兵士 竹 葉 をつ かひ、 酒の 不レ醒 中に 薩雜 山へ 攻 上りければ、 北 條衆寒 氣ゅゑ 山 

ラ  S 

. 上に 一 人 も不レ 居して 陣を武 田 氏に とられぬ。 

題 二 薩通山 1 

薩 高聳 臨海 波 薩逮 高く 聳えて 海 波に 臨み、 

旅人 幾度 苦經過 旅人 幾度 か 經過を 苦しむ。 


《九) 蒲 原と 

同じ 


•( 一  〇) ハ. に 

圆  >  狭 圆爾、 

京都： EgH 山 東 

福^^：-の開：^、 

0 一  1： 師の諡 

號も賜 はる 

ニー) 京都 

臨 濟宗の 本山 

.( 一 ■ ； ) 藤 原 

ふ 5 文 


萬 夫 昔日 橫旗地 

枯草德 々 似 動 


萬 夫 昔日 旗 を橫た ふるの 地、 

枯草 凛， 5- として 戈 を 動かす に 似たり- 


ヽ. ft- 


一 里ー 

二 町 


, 里 、 


歩 渡。 與津 村、 同 森 あり。 左 は 海、 田 子の 浦と 云 ふ是れ 也。 右 は 沖津山 

£) 

申 一 


與津川 あり 

(九. 

とほく つづく 也。 神 原より 淸見寺 迄の 海邊也 

題 1! 田 胡 浦 一 


.£海共淸萬^^-松 

士峰浸 影 水中 龍 

扁舟 幽棹對 漁火 

漠々 烟 光遠 寺 鐘 


山海共に淸し萬^^る松、 

士峰影 を 浸す 水中の 龍。 

扁舟 幽棹 漁火に 對し、 

漠々 たる 烟 光遠 寺の 鐘。 

淸見寺 爱に關 あり、 淸 見が 關と云 ふ。 左 は 海 近く 三 保 松原 をみ、 右に こめ 關山 あり * 

(一 0 一  ス (關) ，、 

此の 寺 は 南向きに して、 惠日 山の 聖 一圓 爾の 弟子 開山 也。 號ニ 開聖ー 則ち 淸見 寺と 號 

せり。 今 は 妙 心 寺に 屬す。 朱 雀院の 御宇、 將門返 逆の 時、 宇治 民 部忠文 此の 關に 至り 

海道 日記  二 九 一 


海道 tn 記 


二 九 二 


, 源 親 行 

S 關紀 〔；： 及 

巷 第 il 十五に 

も に こ の 引 ffl 

あり 

(二) 元？ 釋 

養^ 延？ i 傅に 

出づ 、 ..；^ 上將 

は 坂 上 W 村 

麻"！ I なり 

vCi 二〕 景時 


ノ  クシ テキ ヲ  ノ  f 一  1 グヌ  (ニー  「ろ 

て 、「漁 舟 火影 寒 燒， 波、 驛路 館聲夜 過， 山」 と 云 ふ 古詩 を感 詠せ し 所 也。 延 暫 の 比 奥； 


州の 逆徒 髙丸、 駿 州へ 發 向して 此の 關に陣 をと」 

へ 引きし とぞ。 梶原も 正 治の 比 關東を そむいて- 

深 洞 長 松 古寺 梅 深 洞 長 松 古寺 の 梅、 

江山の 勝 迹太だ 奇なる 哉へ 

古今の 代謝 人間の 事、 


江山 勝 迹太奇 哉 

古今 代謝 人間 事 

天竺 天生 赫々 堆 

〇 

蘿辟 幽居 處 

石 泉 盈掬淸 

僕 夫 對鞍陲 

征馬得 鞭 驚 

淸見寺 前 景 

W 胡 浦地晴 


天竺 天生 赫々 として 堆 し- 


蘿薛 幽居の 處、 

石 泉 掬に 盈ちて 淸し _ 

僕 夫 鞍に 對 して 陲り 

征馬鞭 を 得て 驚く。 

淸見寺 前の 景、 

田 胡 浦 地の 晴。 


しに、 坂 上將軍 打破り て、 髙丸奧 州 

此の b に 到れり とぞ」 _  _ 


(g:) 又 有 度 

山と も い ふ 

(五) 僭辨 圓、 

前 出 二 九 一 頁 

00 


僧房 寒水靜 僧房 寒水靜 かに、 

萬籟寂 無 聲 萬籟 寂と して 聲 なし。 

三 保 淸見 寺より まさしくみ ゆ。 其の 景言 にた ふ。 三 保 は祌名 帳に 駿河國 魔 原 郡御穗 

の 神社と 云 ふ 也。 昔し 天より 乙女の 天 くだりて、 此の 松原に 羽衣 を 忘れし を、 漁 人の 

ひろ ひえし と 云 ふ は 此の所 也。 駭 河の 國カ クシ 本ノ 松原と 云 ふ は ミホ ノ 松-原の こと 也 


一 樹凄然 の 地、 

行人 常に 吟 あり。 

暗中摸索して 識る 

^海 碧 松の 陰。 


といへ り。 

一樹 凑然地 

行人 常有吟 

暗中摸索 識 

洽海碧 松 陰 

向 ふに 久能山 あり、 觀 音大 士の鎭 座の 地 也。 補陀洛 山と も 云へ り。 東に 寺 あり、 久能 

(五 ) 

寺と 云 ひ、 堯辨 法師 これに 住す。 則ち 聖ー の師 也。 源 義經、 薄墨と いふ 横笛 を 此の 山 

へ 寄進せ りと 也。 武田 信玄駿 州へ 發 向し、 小人 數 にて こもり、 多勢 を 以て 攻められて 

くる かる まじき 堅固の 地 はと 尋ねられ ける 時、 久能 山に しく はなしと て 城 を 築きた 

海道 H 記  二 九 三 


る 地 也。 

人 跡 

地 遠 

溪 深 

堂 々 

太" 々 

松 見 

竹 彰 

昔 往 

天 下 

萬 民 


海道 日 記 

東 照 大權現 此の 地に 宫柱 ふとし き 立てて 鎮座 まし ませり- 

題, 1 久乃宫 1 

一 靈 山 

奈躋攀 

世情 薄 

學侶閑 

金 殿閣 

畫 甍 寰 

千年 色 

君子 顏 

今日 德 

全天 下 


し 

ブ 


儼然 たり 一 靈山、 

人跡 をい かんぞ^ 攀 せん _ 

也袁 j  くして 世情 薄く 

溪深 くして 學侶 閑な. り。 

堂々 たり 金 殿の 閣、 

ぐ わば う くわん 

杏々 たり 畫甍 の寰。 

松に 見る 千年の 色、 

あら は 

竹に 彰る 君子の 顏。 

神明 今日の 德、 

その かみ 

昔往幾 雞艱。 

天下 全く 天下、 

萬 民獨鰥 なし。 


「ほ 原) 


( 一 ) .E 箪草 

"お は 右 有に 

「する が爐原 

郡」 と 註 あり 


(二)  r 應原 

や ts- 田 河原の 

磯 枕た び /  \ 

E ルれど あかぬ 

沛哉」 と ある 

夫 木 集の 源 {豕 

長の 歌 を 指す 

(三) 尋ね 得 

す 

(ra) 今 草； 雉 

に 作る。 以下. 

安 は 郡 


(五〕 .n 筆 草 

^？！は只だ 「二 

里」 と あり 


淸見 寺と 江 尻との 間に 橫須賀 村 あり、 ィ ハラ 川- 

原松樹 多し。 右に 山 あり 間遠し、 川 あり。 


この 川上に 伊原と 云 ふ 在所 あり。 甲 


f 1 ) 

江 尻 


里 


湊也、 人家 多し。 町に 川 あり 橋 あり。 是れ より 三 保の 松原へ 二 里。 

B 分) 

淸水 江 尻の 西 御殿 あり。 ヲ イワ ケ、 右に ゥバカ 池 あり。 遠 坂 村 • 岩 原 村 皆 平原、 右一 

(ヒ ) 

(庵 原)  (二) 

に 遠山 あり。 角 田 川、 ィホ ハ ラノ角 田 河と よめる はこ こ 也。 所の 者 は イワ ハ ラと云 ふ. 

也。 此の 角 田 川、 今 は あせて 水な し。 吉 田と ィホ ハラの 閒、 南より 北へ 流る る 川 也。 

(小)  (三)  ナラ 

少き橘 あり、 ス ミタ川 クサ ノ礒 松と よめる は爱 にて はなき か不 レ審。 

< さ な ぎ   

久佐奈 岐と云 ふ 神社 あり、 延喜 式に 草薙ノ 神社と 云 ふ はこれ 也。 日本 武尊 東國へ 下向 

のとき、 賊徒 原野に 火 を 付けて やかんと す。 尊 叙 をぬ いて はら ひ 玉へば、 草 悉く はら 

はれて 難な かりけ りと ぞ。 草 を やきし 所 を 燒津と 云 ひ、 草 をな ぎ 玉 ふ 所 を クサ ナギ と 

云 ふ 也。 久 佐奈岐 より 左 は 岡、 右 は 小山、 山と みちの 間 一 里 斗り。 

g)  こ-一 

吉田村 尻 _ 江 尻より 是迄 大方 平地 也。 右に 山の 尾 崎み ゆ。 此の 山に 梶原影 堂 あり 

海道 日記  二 九 五 


れ 後な 萬納る し 頼 城 後^ ^岡3 

り はり も- や 、 な 家 市 J 

番 、 の せ、 、 紀 一 り m 十 

城寬/ S 長 駿州時 、隱： ミ駭 今 

と 永 城 五 河に 居 後退 年府 の 
な以と 十 大移城 、の以 城 群 


(一) この 狐 

崎異說 あり 

(二) 景季と 

共に 3!!- 時の 子 

なり 


海道 H 記  二 九 六 

. ふしゃ， f 

道より 半 単； 斗り。 此の間 小石 地 也。 栗 原 村 • 不 生 村 • 長 沼 村 あり、 長 沼より 左 は 場よ" 

し、 廣原 也。 右に 狐ガ 崎と 云 ふ 小山 あり、 道まで 出る 也" 此の所より 駿 城み ゆる。 

東 鑑に云 ふ、 正 治 一 一年 正月、 梶原 相模國 一 宮を のがれ 出で、 淸見關 に 至る。 甲乙 人 行 

二 1  (二) 

き あ ひて ければ、 相戰 つて 梶原 狐崎に て 返し 合 ひ、 ここにて 景茂 うたれ、 景時 •：： 京 手 

等 は 後の 山に うたれ ぬと ぞ。 

ス  二  . 

題 1 一 狐崎 1 

景時 平日 嫌疑 を 弄し、 

德 なくして 材 ある も 君子 卑しむ。 

虎口の 龜人 尤も 長る ベ し、 

一朝 却って 是れ 狐崎に 死す。 


景時 平日 弄 嫌疑 

無 德有材 君子 卑 

虎口 讒人 尤可畏 

一 朝 却是死 狐崎 


(五) 所謂 淺 

問 新せ：！ な b 


S  一  里 十六 町、 (半 al)  一 

a,, 江戶， E 十二 里 化- 

リ (En  §  かち わたし  (W 倍)  S  B 

有レ 城、 町の 出口に 阿部 川 あり。 府中の 西 をな がるる 步渡。 此の 川 は アベ 山 . ヮ ラシす 

(五 ^ 

山兩 山より 出で たる 谷川 也。 霜 雨の 時 は、 こしに くし。 淺間山 は 城の 北 也。 此の 神 は 


(六) 今駿州 

安估郡1^^"5村、 

東 i# 道 重耍の 

驛 なりき 

つ て 歷史に 文 

络に こ の 地名 

多く 見 ゆ 

(七) s: 字、 

筆 草稿に よ 

る 

5  二字、 

词前 

(九) n 筆 草 

稿、 丸 子に 作 


富士 の 本宫 を 醍醐 帝う つし 玉 ひて 新 宫と號 せ ると ぞ。 阿部 川の 向 ふに み ゆ る は 得 願 寺 

山 也。 則ち 寺 あり。 左 は西嶋 村、 平地 也" 海へ 近し。 川より 山 迄 十四 五町。 

題 ニ駿府 1  . 

東 照の 靈神 仰げば 是れ 香し、 

ひつ さ 

駿 陽に 地 を 卜し 扶桑 を 寧ぐ。 

太平 五十 年来の 事、 

在す が 如く 洋々 として 久長を 祝す。  . 

^^^村 Sf 府- 長者！ 1^ 布 あり、 右 は 丸 子 へ つづける 谷 山 也 

(七)  (狭 B  (八)  (父、 カテゲ 山) 

山 也。 此の間に、 サヮ タリ 村 あり、 右 は タテガ 山、 小山 也 

廣京、 ^し 向 ふに 山 あり。  - 


東 照靈祌 仰是香 

駿陽 卜地擎 扶桑 

太平 五十 年来 事 

如 在洋々 祝久長 


f 六) 

て a し 


左の 向 ふに み ゆる は久能 ■ 

川 あり 橋 あり、 是れ より 


鞠 子 


二 


§1  \HI1 、 


左 は 山、 右 は 原、 向 ふに 山 あり、 是れ より 山路に 入る。 ニ間屋 村、 丸 子より 四 五町 リ 

此の 村より 谷間の 道 也。 左に 山 あり、 舟 川 山と 云 ふ。 舟 川と 云 ふ 川 も あり、 义舟川 村 

海道 H 記  二 九 七 


( 一 ) 以下 四 

字、 C 筆 草稿 

による 

(二) 在 原 菜 

平、 阿保 親王 

の 第五- ナ、 右 

近？ § 中將 なり。 

故に 在 五中將 

と稱 す。 ™s あ 

h- て 東 函に追 

はる。 此處 を 

過 ざて 歌 あり。 

駭： g なる う つ 

の 山 SW のう つ 

つに. f 夢にも 

人に あはぬな 

けり、 伊勢 

物語に 出づ 

(三) 今の 赤 

H 谷 か 

(£)  二字、 

n 箪草 によ 

る 

(五) 今 S 部 

町、 ここより 

志 太 郡 

(六) 宗尊親 

王の 「身の 5 

さの また 友 も 

なきた ぐ ひか 

な 岡 部の さと 

の 松の ひと も 

と」 か 


海道 日記 

も あり、 この川-^^川也〕 丸 子 川 あり、 いく 所 も 小 渡 あり _ 


し 


內屋 1% 丸 子-宇都の 山 也。 峠に 堂 あり、 坂 下に 村 あり、 此の 村 迄ハ介 ii 也) これより a: 


f  二 


へ 上る。 峠 迄 は 谷 を 右に みる、 峠に て 谷 を 左に みる。 狹道切 所 也。 在 五 中 將の事 人の 

皆 しれる こと 也。 坂の下 口 左 は 平原、 向 ふに 山 あり、 右 は 山 也。 ュ ャと云 ふ 村、 家 二. 

三 あり C ァ カメ 川 村 あり、 此の 村より 前に 兩の 山の 尾 出た る 所 あり、 川 も あり。 きり > 

(巧) 

とほし、 村 皆 家 二三 あり。 山 は 皆 石山 也。 山へ s., 所より は あがりに くしと ぞ。 


悠々 奇嶺 遠人烟 

兩路崔 鬼 馬不前 

楓葉經 霜 紅色 美 

遺 篇殘愛 幾年 々 


悠々 たる 奇嶺 人烟 遠く、 

さいく わい  すす 

兩路德 鬼と して 馬 前ます。 

枫葉霜 を經て 紅色 美に、 

遺 篇殘愛 幾年 々 0 


(W) 


一 里廿 

六 町 


三 里- 

V  丁ち， 


但六ノ 


(六)  (七) 

是れ迄 谷間 也。 岡 部の 松と よめる はこ こ 也。 此の間に、 横根 村、 小川 あり。 

や はた 

八幡 村 小川 あり、 八幡 を勸 請して 右の 方に あり、 いつの ころの 垂迹 やらん、 たしか 


(七) 四 字、 

草. 私に： n, 


ならす。 此の 小川 は 朝比奈 河の 下 也。 六 江の 橋と も 云 ふ。 この 村に て は 右 は 山間 遠 


藤 枝 


二 

ョ n 


(八) 一字、 

筆 草稿に よ 


(九」 以下 五 

字、 自筆 草稿 

による 


(一〇) 三 字、 

,H1 筆 草稿に よ 

る 

(一一) 同前 

(一二) 三ネ、 

.E 筆せ 十 稿に よ 

る 

二三) 四 字、 

自筆 草稿に よ 


前方に 田 中 へ の 道 あり。 但し 左の 方 也。 町に 大手 口 あり.、 出口 入口に 門 あり。 田 中 は 

S 乃 一 色) 

古 は トク ノイツ シキと 云 ふ。 永祿 十三 年 正月、 武田 信玄駿 州へ 發向 せしめけ ると き、 

藤 枝 • トク ノ 一  色と もに 今 川 家の 衆、 落城ゅ^^、 馬場 美 乃 守に 馬 出 を とらせ、 田 中の 

城と 號し 番手 持 也と 云々。 此の 田 中に 信 玄馬を いれられて、 江 尻に 城 を きづかれ、 山 

懸三郞 兵 衞居レ 之。 叉淸 水に も 馬場 繩張り、 このと き 也。 出口に 瀨戶川 あり、 左右 平 

(一 0-  (志 太)  (二) 

原、 此の間、 シダ原 宿、 左右 平原。 右に 小山 をみ る。 道の 間 五六 町、 此の間、 小石 地 

(瀕卢 )  (瀬： 尸) 

場よ し。 右の 山 をセト 山と 云 ひ、 セト川 これより 流れ出る 也。 山 下に も 在家 あり。 

南 荒 井 左 小山 あり。 水 ノィへ 村、 左廣 原、 右に 間 五 七 丁 置いて、 H ボシ 山と 云 ふ。 

(瀬； 尸)  . 

みきり 所 あり。 セ ドア ライ、 左右 小山な り。  . 

、マ  i 

(i) セトを 出て は 皆 平地 也。 左の 方に 小山 多し。 此の間に 

海道： H 記  二 九九 


勢戶 pi 


三 間 屋、 


海道 ni 記 


三 0〇 


( 一 ) 草 

稿、 谷川に 作 

る 

(二)  二  {-f 同 


(三) この 1 

行、 c 筆 草稿 

による 


(r-) この 


f 1 ) 


川 あり、 橋 あり。 此の 邊皆 原、 右に 小山 あり。 遠 嶋* ケ シ、 家 二三 あり。 トチ 山村、. 

〔二)  (色 尾) 

皆 左右 原。 伹 しトチ 山と 云 ふ 小山 右に 宿 際 迄 出るな り。 左は大 井川の 末ィ 口 フの出 あ 

り。 此の 村より は 半里 斗り、 大 井川より ィ U フ迄 はニ虽 斗り 也。 

* 田 


単； 


r 三 )  (緞 冶) 

廣 助と 云 ふ 刀 カヂぁ 


左右 廣原。 大堰 川、 此の 川 は 遠州駿 州の 境 也。 霜 雨 洪水のと き は、 嶋 W 金 谷 一 里の 間 

一片の 河流と なる 也。 尤も 淵瀨 定まらす。 永祿 の比武 田信玄 と大權 現宮、 此の 川 を か 

ぎりて 遠駿を 治め 玉 ふ 也。 大權現 は 遠 州 をし ろしめ されたり と 云 ふ 也。 大 井川 出さ か 

りて は 越 入な し〕 此の 下ィ フ へ 廻りて 越 あり、 その外 無 レ瀨。 

題 n 大 井川 一 

遠 到嶋田 雨殆晴 遠く 嶋 田に 到りて 雨 殆ど 晴れ、 

兩 崖更隔 不分明 兩崖 更に 隔てて 分明なら す。 

褰裳 旅客ぬ 溪裏 褰裳 の 旅客 洽 ，洪 の 裏、 

M 谷 St 獻熟荑 金 谷の 泊 亭熟囊 を M,tl。  .  ^ 


九 

平 
記 


っリ' れ 町；? 
—にり の ご 

M  f'l '大 
半 聚地字 今 

し 草 名と 金 
と -fe のな 谷 


以下 遠 

±ハ) ニー 一字、 

,n 筆 草稿に 據 

(七) 武£ 典 


かな や 

金 谷 


1 里 

廿 srj 


川 を こして 臺 迄の 間 半里 斗 


(六 一  S  .  I J  J  ： 

此の 臺の上 平地 也。 菊 川へ は をる る 也。 1^ に 諷訪明 神 


(醫 


あり、 此の 原 を スヮノ 原と 云 ふ。 大 井川の 流れに そうて 臺 あり、 小山 多し。 天 正 元年 

(お) (七) 

武 W 勝 賴遠州 譚 訪 原に 城 を 築く、 馬場 美 乃 守. 典 厩の 繩張 也。 是れ より 横 织賀へ 道 あ 


此の 宿 矢 根の 名物。 入口に 小川 あり、 金ハ 介より おりて 叉 菊 川より 坂 を あがる 


り、 小山 はィ フ のき は 也 

卷 ；ぉ • ： 、 俊 基 

卿 東： 卜に 出づ、 

,^書 には宗 行 

は 光親と あり、 

i ク お. 5^  s£-l 

岸, は 宿，， 西 

岸 一と あり 

( 一 〇) }s 妻 

鎮第 十、 建久 

. 几 年 十 M 十，； 一一 

赖 朝の 歌、 ま 

ぶつ えたる 人の 

たさけ もす は 

キ りの わりな 

く兑 ゆる 心 ざ 

しかな 

ニー) 太平 

記卷 第二、 藤 原 俊 基の 歌、 古 も かかる ためし を 菊 川の 同じ^に 身 もや 沈めん 


(八) 

菊 m 

# や  f+J)  8  'J  , 

此の 山上 を 小夜の 中 山と 云 ふ。 承久 三年 秋、 中 御門 中 納言家 行と が ありて、 此の 宿に 

留まりて、 「昔 南 陽縣菊 水、 汲 二 下流 1 而延， 齢、 今 東海道 菊 川、 臨 二 西！ i 一而 終， 命」 とか 

ける もこ こ 也。 文治の 比 鎌 倉の 右 大將家 上洛の 時、 遠 州 菊 川の 宿に て、 佐々 木 盛 綱 鮭 

の 楚割を 奉りければ、 詠歌 をな し 玉 ふこと 東 鏡に 出で たり。 元德ニ 年、 藏人右 少辨俊 

基 再び 關東 下向の 時、 古 も かかる ためし を 菊 川と 宿の 柱に かける もこ こ 也。 

越 險涉河 秋 半 去 險を 越え 河 を 渉り て 秋 半ば 去り、 


海道 日記 


一二 〇 


<  一 ) .nJ9- 草 

iir 御茶： fe:」 に 

作る 

(二)  嶽义 

は. 山と も 

云 ふ。 坂路臉 

しく、 一度 踏 

み 外せば 無 間 

地獄に 落つ る 

に 似たり、 因 

つ て名づ くと 

云 ふ。 頂に 無 

間 山 觀音寺 あ 

UV, 鐘 は こ の 

キの ものなら 

ん 

で 一一 一) 一一 一字、 

.c: 筆 草.；？ I によ 

る 

Is:) この 句 

は 源 親 行の 作 

i 稱 せらる る 

東關 紀行に あ 

り， 故に 海 東 

は 東 S1 の 誤記 

か、 或は 鴨 長 

明 又は 源 光行 

作と 稱 せらる 

る；； g 道 B 記と 

思 違 ひせるな 

Kvo この こと 

乂後 にも ar つ 


海道 H 記 

入 家 見 柱 菊 川 宿 

謫客幾 囘題ロ 詩 


三 〇 二 


一 庭の 黄葉 雁 南に 之く。 

家に 入り 柱 を 見る 菊 川の 宿" 

誠 客 幾 囘かロ 詩 を 題す。 


〔二  2)  3  一)  Z  , - 

佐 夜中 山 御殿 右に あり、 谷 をへ だてて 右の 方に 遠山 あり、 無 間の 鐘 ある 山の よし 也 


南 は 野 山に つづき、 北 は 深山に して、 谷より 峯 にう つると 海 東の 記に かける は是れ 也。 

(五)  きリ とほし 

圓位 法師が 歌、 人の 知る 所 也。 中 山の 御茶屋の 末 を 西 坂の 切通と 云 ふ。 此の 下に 少茶 

店 あり、 杏 掛と云 ふ 所 あり、 古城 あり、 天 正 元年 武田勝 賴を遠 州 方より 日 坂の 切通に 

て ねら はせ たる を、 馬場 美 濃 守が 工夫に て とらへ たりと 云 ふ は 此の所 也。 坂の下 を 日 

坂の 宿と 云 ふ 也。 北 條時行 蜂起の 時、 日 坂 • 佐 夜の 中 山 • 橋 本に て 相 支へ たりと， 太 

平 記に 出で たり。 要害 能き 地 也" 

題， 一 小夜 中 山, 

有山號 小夜 中 山 山 あり 小夜の 中 山と 號す、 

歌 老西行 命 也 嘆 歌老西 行が 命 也け り の 嘆。 

とどま 

客路 年光更 無住 客 路年光 更に 住るな く、 


X 五) 新 4C 今 

集に、 ^位の 

作、 年た けて 

又 こ ゆべ しと 

おも ひき や い 

のちな りけ り 

さやの 中 山 

< 六) 卷第十 

三、 足 利 殿 東 

1： 下， M 事附時 

行诚亡 事に 出 

づ、 佤し日 坂 

の 字 は 見えす 

(七) 以下 遠 

江 小 笠 郡 

(八) 蕨卽ち 

貌の ことなる 

ベ し。 支那 古 

代の 資人伯 夷 

は雕 潔に して、 

?g 世 を 恥ぢ首 

n 山に 隨れ激 

も采 りて 食し 

遂に 娥 死す。 

もの 詩に、 彼 

め 西 山に 登り、 

そ の 凝 を采 る、 

暴 を 以て 暴に 

易へ その 非な 

る も 知らす 云 

々と 史 記に 出 

づ 


垂楊 終 古暮 鵪護 垂楊 終 古に して 暮鴉 謹し _ 


(七) 

に つ さか 

日 坂 


1 里 

廿九町 


、右 肩に 「清 見 寺より 十 

, 里」 下に、 「一里」 と あり、 


西 坂. 新 坂と も かけ. 


出口に 橋 あり、 フル ノ宫の 橋と 云 ふ。 左に 八幡 神社 あり、 此 


(湖) 


の 道 谷間 也。 出口より 三 町 斗り 出て 左に 鯨 山 あり、 山の 下に 小川 流る。 此の 川に 鹽の 

指 引 あり。 右 は 小山 也。 此の 道兩 山の 間 五六 町 斗り の 谷 合 をと ほる 也。 日 坂 は 西より 

登れば け はしく、 東より おる る は、 なだらか にお ぼ ゆる 也。 

婆 見 行人 呼蔵鎚 


婆 は 行人 を 見て 蕨鎚を 呼び、 


夫 は 驛馬を 催して 前來を 待つ 

00 


夫 催驛馬 待前來 

伯 夷 遣 愛 在傍路 

秋 館 雲 凝 萬古哀 

山 口  ，fpf 坂- ヌ メリ 川と 云 ふ 宿 あり、 左に 小川 流る。 左右 小山 つづく、 欠 川迄少 しづ 

つ あがるな り。  -  * 


伯 夷の 遣 愛 傍路に 在り _ 

秋 館 雲 凝りて 萬 古 哀し _ 


(掛 河) 


海道 日記 


三 〇 三 


海道 日記 


三 〇 四 


{】) ni^ 草 

稿、 §^河 に 作 

る 

-(ー：) この 上 

に..： njff 草稿 は 

r 武 w;;,!? 玄駿 

州 の 時、 

入，， 川 氏 a 此の 

城に つぼ まれ 

おる を、 岡 崎 

より 家^ 公 御 

-手逍 ありて 欠 

川な 岡 崎 衆へ 

渡した る是 也」 

と あり。 石 川 

日， M 守、 名 は 

象 成。 後に こ 

こ は山內 一 豐 

ハ萬 石の 城下 

となる 

-{: 二)  .H の 名、 

化 M 城の ありし 

ところ、 城趾 

今ぬ ほ 4i す 

■(S:) 名 は 盛 

• (五) 以下 5© 


一 t 1 

掛河 


六 丁 


ST 


(二) 


右に 城 地 あり、 城の つづき 天王山と 云 ふ は、 城の 北 雄 也。 元と 今 川 家の 城、 後に 石 川 

(a)  i)  (掛) 

日向 守 在 城。 掛 川より 平 場 也。 西 坂より は 地 高し。 高 天神 は 欠 川より 南 三 里 奥 也。 マ 


§ 


ハ マ へと 云 ふ 所カケ 川より 南東の 方に み ゆる。 仁 科 五郎 |麵 居, 之。 橫須賀 は 高 天神 

より 二 里" 澤田 村、 クッレ 村、 綱 川。 f 。あ 

入口に 原 川 あり、 撟 あり。 此の間に クッ ベと 云 ふ 村 あり。 是れょ 

袋 井 迄 は 平地 原 地 也" 右に 半里 斗. 


原 河 ギゲ 


り 


(淺 K) 

ありて、 セン ゲン 山 あり、 廣原也 


き 

袋 井 


虽十 


木 原 村、 川 井村、 西嶋 お, 井- 


, 里、 


(三 香 野)  (三 香 S;)  (：ー； 香 10 

ミカ ノ川 あり、 ミカ ノ山 坂、 ミカ ノ村 あり 


自ニ掛 川 1 ミカ ノ迄は 皆 平原 廣野 也。 ミカ ノ原 をお りて 大久 保と 云 ふ 村 家 二三 あり、 そ 

れ より 叉 見 付の 臺 へあがる 也。 その 臺を おりて 下に 見 付の 村 あり、 見 付へ おる る處切 

適 也。 


一六〕 今 見附  Hs:- 寸 三 里 - 肉 筆 草！？ S 里數 なく、 「みつけより はま ン 

ふ-書く  EN ィ 七 丁  〈まつへ 三 里 中 泉 迄の 問 少し 也」 i あり」 

國 -i^- 也。 廣原、 出口に 川 あり 橋 あり。 元龜 三年 武田 信玄 遠州發 向の 時、 家 康公內 藤 三 

左 衞門等 を 四チの 兵に て ミカ ノ川迄 出さし め 玉 ふ 時、 一 言 坂に て 本 多 中 書 忠勝戰 功 あ 

牛 里 位の 處  0 

中 泉 I 酣ノ間 割」 く」) 左に 八幡 あり、 石の 鳥 井 あり、 左の 浦 をお 麟ひ云 ふ。 

ヌ)  rjs 

po。l ほ， 見 付 • 濱 松の 間に 中 泉 ありて、 遊獵 他に ことなる 地 也。 長 明 海 東 記に 此の 浦より 小^ 

の 文よ 原 親 行  ， ,  (極)  うる ほ 

の mi 紀行に に 棹して 出、 つれば、 南に は 柳 浦の 浪袖を 儒し、 北に は 長 松の 風 心 をいた ましむ、 とか 

あり、 思 ひ 誤 

b なるべし ける はこ こ 也。 法 印 村、 大乘院 と 云 ふ 山伏の 法 印居る。 

宫石 ，|| 問 法 印 村より 皆 平 陸に て、 左右 廣原 也。 法 印 村 は 小高き 所 也。 森 下 村 家 

五六 あり 

池 田  . 

や しき  (形) 

右に 長者 屋布 あり、 路 より 四 五町 ほど、 本の 池 田 はかた 斗り あり。 美 乃の 靑墓、 遠 江 

海道 H 記  三 〇 五 


A 一 ) 平家 滅 一 

亡の 時、 S 

の 子平宗 盛、 

尾 cS の 大臣と 

：稱 す、 捕 へら 

れて關 束に 送 

らる、 ここ は 

その 途中の こ 

と。 湯 谷 は こ 

の 地の 長者 の 

姓な り。 源平 

"盛衰 ^iii;^ 第 四 • 

. 十五 こ 5^ づ 

ベニ) 同 S 宗 一 

- 盛の 弟 平 案： 衡 

柿 へられ ^東 

に 送らる、 歌 

は 長 «1 の 女の 

作、 東 路の丹 

生の 小屋の い 

• ぶ せきに 古郷 

いかに ai いし か 一 

るらん。 太平 一 

, 記卷 第二、 盛 

衰. 記に は宗盛 

と！^ is 谷が 女の 

ことに 作る 

(一一 一) 建武ニ 一 

年 十二  n- なり、 

太平 記 卷第十 - 

四の 各 意に 出 1 

づ  一 

tIEI) 又 力 ン 1 


海道 H 記  一一 一 〇 六 

の 池 田、 駿 河の 手 越、 いづれ も 遊君の ありし 所 也" 矢 崎の 大臣の めされし 湯 谷 も 池 田 

(一二  (W: 生の 小 B 

の 宿の 女 也。 重衡關 東に 下向のと き 此の所に 泊り ハニフ ノコ ャの歌 あり。  一 


思 出 昔年 鞍馬 過 

天 龍 水 浩有烟 波 

遊君 長者 何處是 

古渡 無人 秋草 多 


思 出す 昔年 鞍馬 の 過ぐ る を 、 

天 龍の 水浩 として 烟波 あり。 

遊君 長者 何の 處か是 なる、 

古渡 人な くして 秋草 多し。 


(コ 一) 


天龍川 舟 渡、 大 天寵. 小 天 龍 あり。 新田 義貞尊 氏に 戰 まけて 上方へ 引取りけ る 時、 

此の 天寵水 まさりけ る を、 俄に 在家 を こぼち、 浮 橋 を かけて こされたり。 夭 寵川水 ふ. 


かち わた 


かき 所 は、 はばせ まし、 歩涉 になる こと あり。 小 天 寵は濱 松の き はの 流れ を 云 ふ 也。 

〔5(安^)  S 

此の間に 中 町 • ァ ン マ その外 村 多し、 平原 也。 川より ハマ 松へ 一 里に 少し 近し" 


w) 

濱松 


ニ里廿 

八 町 


(里、 


一六)  (犀 

左右と もに 平原 也。 城 は 道の 右に あり、 サイ ガガケ このうら 也。 本 坂 越 をいた せば、 

(七)  (八) いぬ ゐ  (引 馬) 

味方 ガ原 よくしる る 也。 味方 ガ原 は濱 松の 乾 也" ここ を 昔ヒキ マと 云 ふ 也。 東の 町 は 


^あ:^^ な :f ち 多 <•> の 年 ；;: 城 ；ま. の つ. 名；;; 
7； り e  W りの' し 他 古 武 と 代 城 e 郡 3 照 

d  地 、SIii 戰 W な大 、 

蒲 W な の ち ；；- •  yt れ 名 後 德 W 
蒲 神 北 れ野こ 、f;i':^ りの 多 川 下 

m 社 方 は 用と そ 川 三 だく 氏 接 


の ：1』 によ わば 

入， の 蒲 も 昔 

の の^: S の 

地と 同じき が 

ごと 1-、 次 1^ 


(11) 今 舞 

坂 

ニニ)  二字 * 

第 草稿に よ 

る 

二：.：) 五の 

丄 によ 


S 込) 

づれに 川 あり、 マコ メ 川と 云 ふ撟 あり。 ハマ 松より 半道、 道より 三 四 町 わきに カンマ 

と 云 ふ 村 あり。 是れ- 汕範賴 の 居所と 也。 今 も 此の所の 祌 II その子 孫 これ を つとむと 云 

云。 

若 林 自ニ濱 松 1 一 里、 高； i¥ 村 あり、 平原。 t§ 原、 自ニ若 林 1 1 里、 マゴ へ 村、 クボ へ 村 

あり、 左右 平原。 

A 川 反 廿 一 一一 へ 半ン 

；  いま ぎれ  ふね わ fe し  (荒 井 5)  (一 ーづ 

此の間、 今 切入 海 也、 舟 渡。 今 切 は 遠 州ァラ イノ ハ マ よりおく の 山 五 斗り、 海と な 

(井) 

りて 大船 出入す。 昔 は 山に つづきた りしが、 ほらの 貝 出で て 海と なれる ゆ ゑに 今 切と 

(一三)  崎) 

號す。 五十 町 斗り 大海の はた を 渡りて 向 ふの すさきに 上り、 すぐに 白 須賀へ 出る みち 

あり、 馬の足の 入所 多し。 此の 今 切の 邊を天 龍の な だと 云 ふ 也。 マイ ザヮノ 原と 云 ふ 

はこ この ことに や。 

i ム爪井 i 廿 <  町  ， 


.Rn 日 坂， 十三 虽 


海 道 nz 記 


三 〇 七 


海道 日記 


三 〇 八 


1i ふ 

(一 £3 新居 • 

新 江 , 荒堰等 

とも 書く 

二)  二字，：！： 

筆 草稿 


(二) 沖つ 風 

音 も 高 師の山 

越えて 打寄浪 

のしら すかの 

はま。 歌の 時 

シラ 

は EI 音 にても 

スゲ 

菅 にかけ てよ 

むの 意なる ベ 

し、 軒の 記 

にも 「しらす 

か、 歌枕に 爱 

を 白菅 とよめ 

りと なん」 と 

あり 

亡 一一) 鴨 長 明 

の 海道 記 を 云 

ふなれ ども、 

下の 文 は 親 行 

の東關 紀行に 

出， つ、 E 〔ふ 誤 

b たり 


關所 上下の 女の手 判改レ 之。 廣原、 左 は 海 也。 橋 本 は 荒 井より 十 町 西、 ここに ははし 

あり、 昔の ハシ モト ノハ マな ど 云 ふ もこ こ 也- 濱松は 荒 井より 五 里 山の 中 也。 濱名七 

鄕 とて 里數 多し。 

題 二 荒 井 海 1 

渺々 潮 波 獨愁秋 

相 著 相 別 往来 舟 

中流 欲 話 古 園 事 

一 葉縱之 少不留 


渺々 たる 潮 波獨り 秋を愁 へ、 

相 著き 相 別る 往来の 舟。 

中流に 話さん と 欲す 古 園の 事、 

ほしいまま ゆ  しばら 

1 葉 縱 に 之き て少 くも 留まらす- 


白須賀 


一 里廿 

ra 町 


ニー  里ノ 

一. 餘 、 


(二) 


是れ迄 平地、 左に 海 をみ る。 歌に はシ ラス (力) とよめ り。 潮 見 坂、 沙山 也、 切 所 也。 

白スガ より 上る 坂 也。 海 を 目前に みれば 潮 見 坂と 云 ふ 也。 白須賀 より 搏宿迄 半里、 此 

の 間切 通し、 左右 廣原、 猿が 馬場、 この 下に 小川 あり、 三 遠の 場 也。 ゆ ゑに 堺 川と 號 

ニー 一)  •  ， 

す。 長 明が 日記に、 岩 瀨の浪 ことん \ しく 聞 ゆ、 境 川と 云 ふと あり。 今 は 小川 也。 三 


(高 師) 


州. 遠 州の 境に タカシの 山と きこ ゆる あり。 タカシ は 遠 州 敷。 此の 境 川より 西の方 は 

(so  (^) 

なで 方の 坂 也。 左右 小 松原 山 も なだらか 也。 鹽見 坂お るる 方 は 切 所 なくなで 方の 山地 


下り 也。 白須賀 より 三 州 田 原へ 出る 道 あ 


り 


(ra)  ？i 河！ r 

愛知 縣涯^ IT 

今大川 町と い 


ふ たかは 

- - n 一  里卅 

一 J 一町 


、 一 . 


入口に 小川 あり、 右に 小山 をみ る、 皆 近 邊の松 山 也。 此の間 大岩 14^ 一  . ィム レ. K 一川 

ち ひさ (池) 

左右 松原 也。 左に 少 きふけ あり、 イムレより 少し 平地に て 叉 少し 高下 あり、 松原 也。 


/ 


一つ あ. 


I 五) 今の 

iSI 市、 昔 は 今 

1SI と.^ 掰 せり 


(六) 又檢 木、 

二 禮來に 作る 

(七) 戶£ 丹 

彼せ 宣光 


(W) 

吉田 


二 里せ 

一 町 


入口 平地 也。 吉田迄 は 松原 也。 入口 ひら はた 也。 出口に 吉 W 川撟ぁ 


り 


(ゆ) 

ス ナ 


, Ax.  j 


に そふ。 瀨は 上下に あり、 橋の 所 水 あさし。 長 擦の 近 邊鳳來 寺よりも 此の 川へ 川 出し 

【に 六 ぎ (七) 

あり。 瀧 川 此の 川上 也。 二 連 木が 棚 薪 波は吉 田より 十二 町 あり。 野 田 • 牛 久保皆 近所 也. 

ョ コ ス 力 左右 原、 小川 はし あり、 右に 小山 あり、 間廿町 斗り 山つ づけり。 叉 小 橋 一 一 あ 


海道 日記 


三 〇 九 


海 

道 

記 


〇 


二) 以； 卜^ 

今 秋 村 昔 

は糟？ ^ともい 

へり 

(「) 足 人 は 

ぬ か る みに て 

足場の 不 

なる^ 味なら 

ん 

(三) 五卞、 

^11筆草稿にょ 

る 

晋 五位 

又は 五井と 稲 

せ し こと あり 

し i 云 ふ 


(五) 今 il^ps 

村に 作る 

(六； 以下 額 

m 郡。 今法藏 

寺、 xm^^^ 

廢こ の 寺に て 

芋 習せ しと 傳 

へ、 故の も 

の ありと、 當 

^の 紀行に 云 

へり 


を ざ かゐ 

小 坂 井 


〔二) 

--吉 田- $ 左右 松原、 此の？^ 製 町、 小川 二三 あり、 左右 si 仉し足 人なら 


半里  パ里 

す、 右に 遠く 小山 あり 閒廣 し。 幸 村、 t;t， 左右 畑 也、 、右と もに 小 m 問 近し 


(一一 一) 


ョ) 

ご ゆ 


1 


入口に 川 あり、 御油 川と 云 ふ 也。 雨に 小山 あり、 雨の 間 五町 斗り、 右に 小川 あり、 {It 

あり。  ， 


お 反 二 里 

-^s 九 町 


(§) 


左右 小山 あり、 左の 宿の うら 松 山 也。 茸 多し。 赤 坂 を 五六 丁 斗り 出て、 能き みきり 場 

の 山 あり、 右に 小山 あり、 小川 あり、 歩 渡〕 

モ W 

永澤 a) 何れも 左右 小山 多し。 

寶藏寺 ，f 町.， 左右 小山、 兩 山の 間 二 町 三 町 山 皆 木立な し。 寶藏 寺の 後の 山 を 二 村 山 

と 云 ふ。 此の 寺の 制札、 永祿の 比、 松 平 蔵人 元康と あり、 門に 有レ 之。 寶藏寺 左の. 3： 


に 木立 あり、 長篠も 此の 右の 方 也" 寶藏 寺の わきに 丸 山と 云 ふ 山 あり、 能き みきり 所- 

也" 左の 田 は 足 入 多し。 此の 寺、 寺領 三十 石。 此の 町 を 出 はなれて 甲 州へ の 道 あり。 

山中 f-I^M, ゾ 左右 芝 山な り、 田 足 入 多し、 雨の 間 六 七 町、 山中への 入口に、 兩 山の 

間 一町 斗り の 所 あり。 前 木 村、 左 はしげ りて 人 難， 入、 右 は 芝 山 也。 

ふぢ か は ！に 

藤び 五町 . 

うか は 

入口 右の 山 高し、 芝 山 也。 左の 山 は 平 山 也。 出口 左右 小山、 間 二三 町、 左の 山の 下に 

小川 あり。 カン バサキ り 左右 松原。 鹽田、 爱に堤 あり、 大平 川、 步渡、 これより 

C 八) お ほひら 

少し 臺 へあがる 也。 大平 村、 臺也、 左右 田 足 入 多し。 小山 左右に 遠く あり、 小 河 あり、 

岡 崎の 境 也。 少し 臺 へあがりて 右に 六本 松 あり。 


地形 高し、 左右 皆 原 也。 

矢矯 岡 崎より 廿町 斗り、 城 は 川に そへ り。 道の 左に あり、 長者 屋布 あり。 川 常 は淺. 


十 事門將 

太 な 長 
にチ り 義 
出 aD ハ 貝 
づ卷こ 左の 


と I 半作 井：: 
< ^て • の •  二 

は こ 三川究 
す' の ikl 下 塚 ケ 
記 半 二 は の 

事 に a 欠 m 


0 迸 H  .^  三  一二 

し、 水 出れば 撟を こす 事 あり、 常に ある ことにて なし。 常 は 深き 所 ひざ だけ 也。 水 出 

て も梳の 下の 廣き 河原 皆淺 し、 沙川ゅ ゑに 足 入 也。 雨 ふれば 四方より 落 合 ふ。 故に 川 

水 そのまま 出る 也。 大井. 落 合. 木 曾より くる 川 也。 すそ は 則ち 海 也。 但し 三虽 斗り 

皆 平原、 矢燏へ かからす に ヮシヅ 力 • フヂ 井より 此の 川 を こして、 藤 川へ 出る 也。 矢 

矯の 川上 也。 歩涉 あり。 矢矧 より ヮシグ 力 へ 四 里、 フヂ ヰへ 一 一里 也。 

東海道 江戸より 京 迄の 內大撟 四 あり、 武藏の 六鄕、 三 川の 吉田. 岡 崎、 近 江の 勢 田 也. 

矢矯 、 ， , 

や はぎ  &/  (二) 

矢 矯の長 橘 百 九十 九 間、 新田 義貞尊 氏と 矢矧川 をへ だてて 戰 ふのと き、 長濱 此の 川 を 

ものみして 可, 渡 所 三 所 あり、 上中下の 三瀨 なれ ども、 向 ふの あがりば 屛風を 立てた 

るが，^  くして、 敵 矢 じり を そろ へ て 待つ なれば、 敵 を あざむいて わたらせ 可, 打と いひ 

き據？ 5  (； 一つ Kl^r) し は 此の 河 也。 

題， 一矢 作 川 1 

蛟龍 臥 浪此長 橋 絞 龍浪に 臥す 此の 長 橋、 

横獎 武夫 多沒消 奥 を橫た ふるの 武夫 多く は沒 消す。 

矢 作 川 流 依然 去 矢 作 の 川 流 依然として 去り て 、 


延 m り 池 立 二と 
喜 郡 、p 町 
人- の"/] 鮒 、^く 

内 お 祌 Ir^l 知 

社 は 所 里 今 
な 、 碧 な 布 知 


委泥遊 魂 獨5„」 々 泥に 委ねし 遊 魂獨り 々 


i 女 祥は岡 崎よ 


(五) (SS 


里 半 南 也。 吉 良. 橫 須賀. 岡 崎へ 近し e ウタ ゥ村、 廣原 少し 髙し 


(六)  (七)  つ r-v-  i 

尾 崎 村 家 少し あり。 大濱 茶屋、 家 少し あり、 是れ 迄皆臺 也。 上の 地平 也。 今 村ぎ. - 此 

(猿 投)  f 九 1 

の臺 より 右に み ゆる は サナゲ 山、 是れ より 六 里餘、 この 山 下に 衣 村 あり。 此の 臺の左 

(溜)  (5)  iM) 

にみ ゆる 山 は吉良 也。 此の間 左右 皆 原 也、 右に ため 池 あり、 池 里 布大明 神の 池 也" 


(一 一) 

やつはし 


ふ 


八橋 は 岡 崎より 池 鯉 鮒に 到る 道の 北に 一 里 斗り ありて、 八橋な りと て 形 斗り あり。 

題 二八 橋 1 

八橋の 風景 佳 名 を 得たり、  ♦ 

蔓草 寒 烟水汀 を 鎖す。 

人世の 去来 眼前の 事、 

田と 成り 畢と戎 る 幾 霜 星。 


八橋 風景 得 佳 名 

蔓草 寒 烟鎖水 汀 

人世 去來 眼前 事 

成 田 成 澤幾霜 星 


ニ里廿 

八 町 


^^屋ょり 一 虽半 あり 

海道 H 記 


(1 二) 


此所 は關ケ 原の 役に 加々 野 井 彌八郞 が 事 ありし 所 也" ャット 

三 一 三 


(一一) 今 は 

牛 橋と い ふ 

( 一 二) 自筆 

草 5i に は、 「水 

e;f- 兵 衞を殺 

せいせし 所 也」 

と あり。 この 

事 武家 事紀卷 

第二 十三に、 

廿 五日、 


til は，： i< 城に 作 

る、 何れも 通 

m す。 以下 碧 

^^郡に屬す 

(五) 又 耽 頭 

とも 記す 

(六) 二 { や、 

草稿に よ 

る 


(七) 前 

(八) ^谷と 

も 書く 

ころも 

(九) 今5^^$!, 


阿^' お 1 へ 云に; s い t 水 
野 じ 郡：：々 ソ 人て 池 ¥1; 
i         i    郞 加 m 

稱今 以 あせが 賀. 
す は 下りら たの に や 
東 愛 るめ 井お ノぉ、 


§ この こ 熱田宮 ほ まき ま 

と は 源-ぬ 行の  Ir,,-^.^- 

東 M 紀行に あ  、，i 

^W^K 此は 日本 武尊ァ ダマ を征 して かへ り 玉 ふとき、 尾 州 稻種宿 翻が 女 宫贊嫒 が 家に まし ま， 

b  ししょり、 此の 社の 神と 祝 ひ 奉る 也" 長 明が 日記に は、 素^^！^尊也、 景 行の 御宇、 此 


海 M  H  ^  .  三 一四 

(芋)  f 1  一 f 阿 W)  (ひ) 

ィ モ 川是れ より 尾 州 也。 小川 あり、 尾 州の 道 右に あり。 ァノ尾 州 ニニ 州の さかい 也 * 

(柳 ra)  ^  & 

ヲケハ ザ マ. デ ン ガクガ ッボ、 ここに 今川義 元の 打 死の 所と て 嫁 あり。 左の 山の 間の-. 

0 ) 

サヮ にあり。 落 合、 是れ迄 打つ づき 平原 也" 是れ よ. り兩 方に 小山み ゆる 也。 

一里 一  ノ 

n'w^ 半 广 si 牛 」 

左右 廣原 也、 田 あり 足 入 也。 此の間に 小川 二三 あり。 笠 寺、 右に 觀音^ あり、 左右 廣- 

原 少し あがりて 左に 海 をみ る。 桑 名の わたし 也。 此の所 は 今 川の 家臣 戸部 新 左衞門 居. 

(三)  T 

住の 處也。 は麵 fSlii お srjs 戶部 • 山 崎. 星 崎、 ナ ルミの 西 也、 道より 少し わ 

き。 井戸田、 宫の東 六 七 町、 治 承 三年 冬、 妙 音 院太政 大臣 師長の 配所 (なり)、 熱 田 御. 

寶 C. 殿) 前に てび は を彈ぜ しと 云々。  ， 


ニー 一)  .E 筆 草 

€1 による 


(五) 一條 大 

鬼の 御宇の 年 

號 


(六) 熱 S も 

^^す — 


の砌 にあと を たれた まへ りと 也。 叉 曰 はく、 草 難と 號し 奉る 神劍 也と 云々。 大 江匿銜 

と 云 ふ 博士、 長 保の 比に 當國 守と なりて 下りし とき、 大 般若 を こめた る もこの 社 也. リ 

師長 琵琶の 桌、 出， 一 盛衰 記 第 十二 卷 . 

ス  二 

神 日本 武尊、 

洋々 乎と してず すに 以 たり。 

古 宮舊に 依り て靜 に、 

わ だか ま 

華閣 波に 映 じて 蜿る。 


神 日本 武尊 

洋々 乎似存 

古宫依 靜 

華閣 映波蜿 

尋問 道士  一一 一  iG 

論客 琵琶 曲 

對月 語殘痕 

此の間 七 里の 渡海。 


A ザ たら (六) 

聞^^く_€|萊の事、 

尋問す 道士の 言。 

誠 客 琵琶の 曲、 

月に 對 して 殘痕を 語る。 

大方 名護屋 は、 新田の 堤より 一 里 半 ほど 海 を乘る 也。 宮 より 名 護： 

(小)  (小 a 并) (比 良) (t&as  リ 

屋 へ 一 一里、 淸洲 へ 三 里、 尾 口  • 樂田 • ヲ タイ • ヒラ • ッシマ ニノ シ ッ皆 近所 也) 自レ 
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三 一 五 


tiq  = 一知 ？ IS] - 

t  c 已綱 にじ 
な はよ - 
卷 天り 素り 1'3 
二 武 行 補 筆 
十 天 の ふ 草 


( 一 ) ^勢、 

一二 重 縣 桑 名 郡 


八に^ づ、 所 

壬 巾の 亂な 

(五) 卷十 三、 

天平 十二 年 十 

1 巧廿； 立 日の 

條 に出づ 


二ハ〕 应 生が 

邯郸の 舎に 

て is- に 燕！： 公 

に 封 ぜられ お 

る.. 0 見る、 そ 

の 間 使に 黄^ 

C な 炊き 終 

る 時 問たり， L 

i  一 K ふ、 


海道 H 記 

到 こ 萬 場 一 醒 吁佐屋 i 桑 名 S 


三  一 .1 ハ 


桑 名 


勢 州 也 _ 


三 里 

八 町 


(二 


此の 城； g は 本 多 3 書繩張 也、 城^#上へ築. 

出す、 近年 源お 綱 主領，， 此地 f 城 盡レ 突、 


(15 


吉 野より 潛幸 ありて、 皇后 を も. 


(美？： D 


供 ひ、 皇后 は 此の 地に とどめ 給 ひ、 天皇 は ミノの 不 破の 關に 趣き 給 ふと 也。 皇后 は 持 


§ 


統 天皇 也。 今に その 舊跡 あり。 日本 紀に 出で たり- 

む ほんの 時、  聖武 天皇 太 神宮に 渡御な りて、 則ち 一 

でたり。 

Kn^l 元と 太守 源 定！！ 予に顧 1： あり、 

si- 二 f% 名 一 今昔 時 も ひ卒に 詩に 题す。 

海 若 向洋 七 里程 海 若 洋に向 ふ 七 里の 程、， 

遠 帆風途 更吹晴 遠 帆 風 送りて 更に 晴を 吹く _ 

邯鄲夢 裏 黃梁熟 

在！： U 餘音 太守 情 


並に 聖武の 朝、 藤原廣 繼西國 にて 


(五) 


： 名に 到りた まふ 由、 績 日本 紀に出 


邯鄲の夢 裏黃梁 熟す、 

耳に 在り 餘音 太守の 情、 


大福 村. 安長 村 • 町屋 川、 二 所 を わたる。 直 江村、 此の 村の 右に 直 江山 あり、 秀吉卿 


< 七) 0s 


〈八) 三审郡 


(九) 以下 三 

w、  6i 


(一 〇) 以下 

^鹿 郡 


織 田淨眞 卿へ 對 面の 所 也、 小山 也。 左 は田沙 地、 海 迄廣田 也〕 ヲッケ 村. カキ 村け 

i 、キは PS 二き 田村赃 右. モチブ 村 • 朝日 川 あり。 ハヅ 村、 ハヅ川 あ り、 橋 あり。 


四日 市場 


二 里 

五 丁 


入口に 川 あり、 橋 あり、 左右 平廣原 也。 桑 名 • 四日 市の 間に 高山 あり、 伊世の 內也。 

I 九  一  S 

海へ 出 崎 也。 此の 北 は 濃 州 伊吹山 也。 關ケ 原より 道 あり。 杖 ツキ 村、 祌 部へ の 道 あり 

(退 分) 

をい わけと 云 ふ。 


石藥師 町 

庄野 isis よ 


g 山 


一 里 十 

八 町 


(里) 

、二 里ノ 

パ半 、 

里ノ 


ニー) 鈴^ 

川の こと を か 

くい ふ 


ョ 1】 


へ. n 筆 草稿 は 「桑 名ノ 

, より 一 と 註せ り ^ 


町に 地藏堂 あり、 宿の 入口 南に、 伊世 山 田より 出る 道 あり。 關 より 山 田へ 十四 里 半、 

津迄五 単： 半、 松 坂より 九 ra!: 半。 出口に 川 あり、 八十 瀬の 川と 云 ふ。 步渡、 時に よりて 

海 道 H 記  三 一 七 


七 

m 

の 

ぽ: 


る ：：^ S なる £む> ^鈴 本;;;^ m 
、5 る も a\i « 鹿 朝!!!^ ふ 
草 山 ベの 行 、翁 神 
お,'; 七賊ゃ しのに 及 、>1^ ト羅 
にネ なま 引 記び 不^ 山 
よ 、り だ せ 丙 破 の の 


海道 H 記  三 一 八 

橋 あり。 向 ふの 村をゥ チノ セと云 ふ。 此の 川 迄 左右 山、 左の 方に 川 流る。 右の 山 近し。 

二)  是れを 渡りて、 左に 山、 右に 川に そふ、 谷川 也。 その 先に 叉.^ 撟 あり、 これ を こして 

箱に よる  、  、二 

八乂 y 太 J 太. 鹿 左に 川 あり、 鈴 鹿まで 八十 瀬の 川 也。 (？ のの き U 一 lis き S ぎ奈 良への 道 あり、 奈 良の 春 

S^K-ともかく。  (一 ご 

大和への？ S 路 日 山 迄 十六 里。 

- (；  一一) 一 一. 一一 一」 (杏 掛) 

JSOHg により  この ク、 ソカケ 

一二  、ニン 

ま jtoi^ お r" 里 (里」  - 

左に 八十 瀬 川の 川上 あり、 右山 さかの 左に 明 神 あり、 鈴 鹿の 明 神 也。 坂の 間 五町 斗り。 

鈴 鹿の 明 祌は不 破の 關の明 神と 一 所に 天武の 朝に 出現 也。 鈴 鹿の 翁天武 天皇に 逢 ひ 玉 

七ラ  (五) 

ふと 云 ふ是れ 也。 鈴 鹿 御前の ものがたり 不 レ實。 此の所 古より 山 立の ありし 處に こそ。 

子 王隔、 親に 今昔 物語 廿 七に 鈴 鹿. H を 通る 三人、 入 こ 宿 不レ知 堂 一の 語 あり。 此の 坂 石山に て 道 盤 曲 

この 險 を！： さ し 往來の 旅人 馬より おりて 上下す る 也〕 五町 斗り 行きて 山上 は 平地、 それより 西 はな 

へ せ  (Is ノ 

^ いふ I で 方の 坂 也。 高下 幾重 も あり。 此の 峠の 上に 伊世 近 江の 辦 あり。 

R  ^  r=ria  ス  一一  J  (七)  (A) 

gw4^-^^  i  -ん "te^, 此の 坂に 到り、 萬の 州の 剌史 と爲り 九； 坂に 到り、 嘆 じて □ はく、 

集お 縣に广 り  二  i 虔 一 柰何ぞ 先人の 遣體を 奉じて 此の 險に乘 ぜんと、 因って 車も囘 へす も 35 ふ。 


土  g 
山 

五 二 
町 里 
廿 


.( 九) 坂 上田 

H.MWC こ の 

出^な：； ちし 

傅說 あり 

(一 C) 或は 

SS  ノ  a- の 誤り 

.( 一 一) n 策 

- 草稿に、 「仉し 

ハ介川 ゆ ゑ 千 落 

つる こ と！： 十し」 

と あり 

ベー 二)  ： ニネ、 

n 筆 草 if によ 

る 

ん 1 ヌ) 近 江 


道述 本； 鈴 鹿 岡 

13； 頭 涉險思 王 陽 

urn 氺東き す .！：；• 服 

勢路 新開 安 泊 商 

山中 村 • イワ 原、 兩 


梭道 空に 連なる 鈴 鹿の 岡、 

頭 を 罔ら し 險を涉 り 王 陽 を 思 ふ。 

田 村 東 罰す 此の 山賊、  . 

勢路 新に 開きて 泊 商 を 安ん す。 

8  (S ぎ  . 

の 谷間 也。 力 二 坂、 前後と もに 平 坂、 左に 力 二 ッ 力 あり。 土 

山川、 步渡、 力 二 坂のお り 口の 川 也" 水 出れば 渡し 無， 之。 干 落 早し。 土 山の 立上り 

場 あしし。 この 川 を こして 臺 へあがりて 麼原 也" 松 多く 左の 向 ふに 小山 あり、 芝 山 也 ( 


入口に 田 村大明 神の 祠堂 あり、 これ は 鈴 鹿の 鬼 をした が へ 玉 ふこと ゆ ゑ、 祟め 奉る と 

也。 此の 堂の あたり 打 ひらきよ き 見切 所 也。 此の 宿 を ゆいて 坂へ おる る、 下に 白 川と 

云 ふ 川 あり、 歩 渡 也。 川 向 ふの 村 を 松ノ尾 村と 云 ふ 也〕 松 尾 は 白 川より 小 坂 を あがり 

て 行く 也。 左に 谷川 あり、 山 あり、 出 は 芝 山 也。 此の 山の 麓に しげり あり、 右 は 松原 

也。 市場、 是れは 左右 ひろく 松原 也。 遠山 左右に あり、 左に 谷川 あり、 しげり 多し。 

海道 日記，  ニー 二 九 


< 一) ねかる 

みの  <1 なにて g 

. ^"的に 見て 足 

場の 不. 0 由な 

る を j;>) 味す る 

(二) 又、 今 

在家と も 云 ふ 


海道 H;  ;e 


三 二 〇 


あし 


德原、 左右 廣原叉 は 左 谷間、 田 足 入 也。 芝 山 あり。 大野、 右 は 原、 左 谷間の 田 也。 足 

入 多く、 山 迄の 間 三 五町。 今 宿、 左 原 也。 左の 向 ふに 有 二 小山 ハ 有 二 谷川 ハ 間遠し。 右 

(二 i  - ヽ 

こト山 あり、 道 あり、 一 町 斗り、 右の 宿と も 皆臺の 上に ある 也" 今 ザィ、 左 原、 

(斷 3  、 

山。 土 山より 水口まで 大方き りきしの 谷に て 橫田川 をう けて 行く 也。 橫 田"， "はば 

寅し。 


みなく ち 

^口 三里廿 


.I:!!,, 關十里 


一、 自筆 草； i は 「江 州甲賀 郡」 と 肩に 

^入れ、 下に 「三 里」 とおされたり， 


(H) 三 上 山 

の s 名、 近 江 

國野洲 郡、 下 

記 • も 部に 近き 

處に 在り、 依 

藤 太 むかでな 

射し 傳說 あり 

•fso 飯 道 神 

社、 飯 道 寺 あ 

り、 甲贺 郡の 

il 加 場と す 

(五) 勢 多 川 

岸黑津 附近 も 

云 ふ、 後出 三 

ニニ 頁參照 


古城 地形 高し、 右左に 有 二 御殿； 水 口を出て 橫田川 歩 渡、 水 出れば 舟 渡し 也。 川 を こ 


して 左、 山の き は をと ほる。 叱の 山 はげ 山に て なだらか 也〕 右に も 山 あり、 沙山 也。 右 

の 向 ふに IS で 足^み ゆ。 左に み ゆる 山 は ぎ 寺 山、 一. i ほ、 ハヤシ. 泉 1^1 の. タカ バ- 

,:. ひみち 

(夏 見 )( ミ) (W 子 袋)  (針) 

ナツメ  • 力 ウジ フク n  • ハ" 


平 松、 此の間 左右 山、 但し 右の 山 遠し、 橫田 川の 末 也" 


石 部 


二 里 十 

二 町 


(五) く  fjc- せ 

宿の うら 川 也。 "flt^slsp 大野、 是れ迄 左に 小山 あり、 芝 山 也。 右に 川 あり 


ム 力 デ 


(六) 以下 ：*K 

太 郡 


(七) の 

東海道 i 中 山 

： 追の 分岐 點な 


山 あり。 

手 原 村. マ ガリ 村 • 川 ヅラ、 此の間 左右 廣原、 川ヅラ より 小川 左に 流る。 則ち 草津川 

(目) 

也。 メ川、 左に 草津川 あり、 川よ けの 堤 あり、 右 は 原、 向 ふに 小山 あり。 新 町、 . 草 

川へ かかる 前の 村 也" 草津 川、 歩渡リ 


(七) 

草津 


一一- 3i¥ 

s: 町 


、 一 里^- 

牛 」 


左右 廣原 場吉。 

草 津見レ 菊 

略 近洛邊 地氣淸 

芳塘長 繼道平 々 

驛夫挿 菊 寄愁客 

初骸 今朝 秋已盈 


略 ぼ 洛邊に 近づ き 地氣淸 く、 

芳塘 長く 繼 ぎて 道 平々。 

驛夫菊 を 挿み て愁 客に 寄す、 

初めて 駭く 今朝 秋 已に盈 つる を- 


勢 P  T 里？ 1..^ 一 


ま、 


三 二 一 


海道 記 


、二) 一； ネ、 

C 筆 草稿に よ 


(二) 勢 多の 

大橋、 盆 軒の 

紀行に は 九十 

六 問と あり 

M0. から は 

し、 とどろの 

■gl などい へり 


ベ：.：) お： の 八 

^なり 

s) 八， の 神 

？ i に 在り 

(五) C 筆 草 

一. i よる 

二 ハ) 源平 合 

戰* 承 久の役 • 

：兀弘 建 武の役 

をい ふ 

(七) 五ネ、 

草稿に よ 


草津 より 是れ 迄平揚 にて、 右に 湖水 あり、 左 は 小山、 川ば た、 地形 平 也。 瀬 S の 川 は 

湖水の 流れ 也。 瀨は 橋の 所 あさし。 はしの 南 石山の 間 二三 町 平地 也。 その 皆 渡し 瀨 

也。 但し 足 入 多し" 石山の 方 は 足 入な し。 小石 地 也。 石山の つづき は 皆 石 地 也。 石山 

のかた には瀨 なし、 水 急に 淵 多し。 

供御 ノ瀬、 是れ は大撟 より 前に 左に つき、 橋より 四 五町 前方に、 左の 山の 內へ 入る 道 

あり、 川に つき  一 51； 斗り さがり、 大日 山と 云 ふ 所 あり。 此の 山 を こえ^ 5 化：^ 讓灿の て 五 

(田 上、 又 手 上)  (黑 $ 

六 町 ほど 行き， タ ナカ ミ 川と 云 ふ 東より 落つ る 川 あり。 河に 付き 右/ゆき クロ ヅ 村と 


云 ふ 村 あ- 


： より 大日 山の 麓へ ゆきて、 則ち 供御 ノ瀨 也。 川の 前 少し 田 也。 足 入に 


あらす。 向 ふの あがり 揚 よし。 川 中へ 嶋 出て あり、 その 頭 を こす 也。 八 嶋と云 ふ あり、 

(3( 建 部) 

それより 上 也。 叉 石 部より すぐに タ ナカ ミ 川へ 出る 道 も あり。 叉セ タの內 タケべ ノ明 

祌 より 出る 道 も あり。 此の 川の 末 宇治川 也。 その 末 淀川 也。 (1^ 歸！ i^ll は J 、に 治) 供御 ノ 

ぜ ぜがせ  (芋 a) 

瀨 • 善是瀨 • 宇治 瀨 • 大渡 • いも あら ひ、 皆 此の 川の 一 流 也。 度々 の戰場 也。 

せま  つつ -t.- 

兩 軍 必 ^^1世 田 塘 兩軍必 す^る 世 田の 瑭、 

慘耳 傷心 幾斷腸 耳 を 慘め心 を 傷めし む幾斷 腸。 


(八) 紫 式部 

の 源氏物語 を 

す 


(九) 今 膳 所 

と 崇1  く、 以下 


帝 德恩波 流 無限 

却 今 成 翰墨 文 場 

題 二 石山 寺 1 

漫々 波浪 咽危石 

片 々 孤舟 掉碧天 

古木 千尋 人跡 絕 

柴扉半 掩學僧 眠 

多情 練 漉 若干 册 

紫 女 筆端 今古 鮮 

聞說 中秋 新月 節 

遠 臨 湖水 寫 全篇 


帝 德の恩 波 流れて 限な く、 

却って 今 翰墨の 文 場と 成る 


むせ 


漫々 たる 波浪 危 石に 咽び、 

片々 たる 孤舟 碧 天に 掠す。 

古木 千尋 人跡 絶え、 

柴扉 半ば 掩 うて 學僧 眠る。 

多情 練 漉す 若干 册、 

S  ぶ ざ やか 

紫 女が 筆端 今古 鮮 なり。 

聞說く 中秋 新月の 節、 

遠く 湖水に 臨み 全篇 を寫 す。 

セタ より 是れ迄 湖水 を ま はりて 行き、 左に 小山、 間 半里 斗り、 此 


ぜぞ  J 

.IferT 厅 ,u- せ PI 一  里 .ま， 一 

^にが 大律， 一 里之內 

の 間 を 粟津原と 云 ふ、 古戰場 也。 山 は 石山に つづく。 町の 南が はの うらに 木曾義 仲の 

^^有レ之、 打 出ノ濱 

海道 日記 


(矢 5g) 


田 • ャバセ の 舟 道、 湖水 をのる 也。 右の 向 ふ は志賀 • 唐 崎 • 坂 


(一) .E 筆 草 

稿に よる 


(！： ) 德川氏 

の 築きし は 膳 

の濱 とい ふ 

(一一 •) 資は今 

の： S 滋 賀村崇 

福 寺の 南東？^ 

力と い？？ 

き .E 筆 草 

による 


《五) 巿銜路 

上の 意 


海道： n 記 

木. 比 叙 山、 いづれ も if ili ま) 名 ある 處也。 


三 二 四 


大 4i 


一 1 一里 

半 


善 所よりの 町つ づき 也。 慶 長の 後まで t 津の城 あり。 昔 夭 智 天皇、 大和 岡 本の 宫 より 

近 江の 志賀の 郡に うつり 給 ひて、 大津 ノ宫を 作られた る 所 也。 伏 見へ 出る 追分 迄 半里 

^0  ニ-ー井^^^、 右にぁり、 湖水を目の下に見、 志賀 • 害崎も9前にみゅ、 ょン 

^  I き 見切 听也、 三 井寺. 志賀. 唐 崎、 いづれ も： 兀 si. 建 武の古 戰場也 』 


題 ニ大津 1 

湖水 茫々 一 色 天 

東西南北 客 旅 連 

髙亭縱 E 惱呤意 

旰 陌事繁 忘日遷 

遊 二三 井寺. 

獨 出大津 吟海濱 

一 山高秀 石，： ：！^ 新 


湖水 茫々 たり 一 色の 夭、 

東西南北 客 旅 連なる。 

ほ I, いま ま 

高 亭目を 縱 にして^ 實を惱 まし、 


千 } 


陌事繁 くして 日の 遷るを 忘る 


獨り 大津を 出で 海 濱に吟 す、 

一 山 高く 秀でて 石 泉 新な り。 


僧房 汲 盡東江 水 僧房？^ み.！ す 東 江の 水、 


三 井 法 流溺々 醇 

ス (七) 

題-! 翠： il 

帝都 護 鎭比教 i 山 

1K ムロ法 水 漲 波瀾 

山 王 七 社 洗 凡慮 

根本 中堂 凝 世 肝 

志賀 孤松 秋更慘 

堅 田 漁 泊 火幽殘 


墨汁 偶然 洒 筆端 

ぎ tlsl 夾. き虛凍 

天 高地 濶 古今 看 

江湖 明月 嶺間饗 


三 井の 法 流溺々 として 醇 し- 


帝都の 護 鎭比數 の i 山、 

犬ム y の 法 水 波 瀾 を 漲らす- 

山 王 七 社 凡慮 を 洗 ひ、 

根本 中堂 世 肝 を 凝らす。 

志賀の 孤松、 秋 更に 慘み 

堅 田の 漁 泊、 火 幽に殘 る- 

蜘蛛 硯を 鎖す 懶 練の 事、 

墨汁 偶然 筆端 を洒 ふ。 

興 去り 悲來る 盈虛の 事、 

天 高く 地 潤し 古今の 看" 

江湖の 明月 嶺 間の 響、 


逢る も 此歌卷 ：2 屋 
& も 別 行に 第 C 
の れ く   、 —卜 
開ら つも こ 五 後 
»b.  、撰 
も しる ゃ雜集 


海道 H 記 


三 二 六 


(1) 仁 明 天 

(二) この こ 

と 鴨お 明の 無 

名抄 にあ り と 

云 ふ 

(三) この 說 

源 親 行の 東關 

紀： i: に出づ る 

も、 ？. „g りなる 

ベ し、 今昔 物 

語に 宇多 帝の 

御. ナ敦货 親王 

の雜 色な りと 

(四) 御 治世 

の年號 により 

*■ す 

(五) 關の陣 


不盡 乾坤 不變觀 不盡 の 乾坤 不變 の 觀 

あ ふさ か 


相 坂 • 日ノ岡 小山 高下 多し。 大津 より 京 迄 地形 高下 多し。 關ノ淸 水 は 右 也、 町の 屮 

也。 關ノ明 神 は蟬丸 也。 草屋の あと あり、 深 草 天皇の 時、 僧正 遍 i; 爲ニ 勅使 lln 二 和琴パ 

ニニ)  (ran  ' 

蟬丸は 延喜第 四の 宮也" ゆ ゑに 此の 邊を 四宮 河原と 云 ふと 云々。  „ 


やましな 


山 科 シルタ 二 越 • 大龜谷 • 伏 見へ の 追分 也。 安祥 寺 は山シ ナ の內 也。 右に あり。 大 

(音 羽) 

谷 • ヲトハ 山 この 谷の 上 也。 四宮大 明 神 右に あり、 四宮 河原、 四宫の 祭 は 九月 九： n 也- 

題 二相 坂 1 


陳迹， 猶淺相 坂 名 

蟬丸遣 響 只松聲 

淸^^浸影此關鎖 

荒 魔 幾年 交辱榮 


陳迹猶 ほ 殘る相 坂の 名、 

(六 一 


蟬 丸が 遣 響 只 だ 松聲。 

淸^^^影を浸す此の關鎖、  - 

荒廢 幾年 か 交，' 辱榮。 

ゴべ ウノ は 御廟 野 也。 みささぎ あり。 粟田口、 京へ 入る 口 也。 小山の 谷 あ ひ 也。 右 は 

三 井寺へ つづける 山 也、 此の間 地形よ し。 


(七) 九 e: 九 

0. 


-^s 自 -H 戸-百 へ 京の 條. 自筆 草 if は 方向^ 別ちて、 名ノ 

12^ &  二 拾 一里 1, 所 を ベ あり、 寫 本に はな L  、今 略す、 


一 さ 


一陽 入レ 京 

節 到 重陽 入洛 京 

路邊 黄菊 故 園 情 

曾 聞 帝都 名利 地 

塵 上， R 塵 心 不平 


節 重陽に 到りて 洛 京に 入る" 

路邊 Q 黄菊 故 園の 情。 

會て 聞く 帝都 は 名利の で 二 

塵 上 塵 を 加 へて 心 平たら す- 


山 鹿 素行 子 


海 道 日 ；i^w 


七 


東 山道 日記 


解題 並 凡例  . 

承 應ニ年 以來赤 穗に滯 在して 居った 素行 は、 所用終って同三年(^ー^^}^) の 五月 五日に 

赤穗を 去って 江 戶に向 ひ、 海路 大 坂に 著いた のが 同 七日で ある。 年譜に は それから 卜 

一 日 大坂を 發し伏 見に 至り、 「歷ニ 東 山道 一」 とだけ あって 詳しい こと は 記して ない。 然 

し 五月 廿 四日に 、江戸に 著いて ゐ るから、 東 山道の 旅行 はこの 間の 事で あらう。 その 日 

記の 村 料 を 記した ものの 一部が この 記で ある。 表題はなかった が、 その 內容は 丁度 前 

揭 海道 日記の 初 稿 東海道 日記 (S 细 I) と 相對す る もので、 書き振り もよ く 似て ゐ るか 

ら東 山道 日記と 命名した。 但し これに は 前の 海道 曰 記の 如く 清書した もの はない。 或 

は當 時あった かもしれ ぬが、 今殘 つて は 居ない。 然し 別 著 武家 事 紀卷第 四 卜 一 の驛路 

上、 中 (東) 山道の 一部 はこの 書 を 材料に した ものであって、 然も 完結して ゐ るから、 

こ の 書の 前後の 缺 けたる 部 は それ を 以て 補 ふこと がで きる。 今囘 使用の 底本 は 兵し ゅ縣 

伊丹 市 喜 多 村久盛 氏所藏 の 素行 自筆 本 である。 尙ほ 同家 は 素行 の 娘 鶴 女 の 嫁した 喜 多 

村 源 八の 後裔で ある。 
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(ぎぎ 

二. -  ,  (ニー  歸〕 

ミ カリ 木 は ミカ へ シと云 ひ、 今はミ カリと 云 ふ。 家 六 七 間。 

(須 原) (將)  (二) 

臨 川 庵 ス ワラの 常 正 寺の 末寺 也。 妙 心 寺の 派。 

S  _^) (三) すな どり 

ネザメ 浦嶋 漁の 處、 嶋 岩ぐ みあり。 臨 川 庵の うらより 出る。 シシガ シラ、 タ タミ 

岩、 屏風岩、 ゥ リ舟ノ 岩、 マナ 板 岩、 ッリ 岩な ど 云 ふ あり、 辨才！ K あり。 右の 高山 

は駒ガ タケ、 左の 高山 は 高 倉 山。 

あげ まつ  (鲰 訪.； 

上 松 ミカ ヘシより 半里に 近し。 右 は 山、 左 は 木曾川、 入口 右に スヮ大 明 神の 社 あり。 

(橋) 

出口に 小川 はし あり。 バ ンャと 云 ふ 小 坂 あり。 

ク ッカケ 六 町。 上 松より 廿 (丁； I ほど 行き 小川 谷 あり、 はし あり。 イタ ジキと 云 ふ 

(S  .& 

所より 二三 5- 行きて、 木 曾の かけはし、 長さ 八十 間、 銘に云 ふ、 此 石垣 慶 安元 戊 子 

六月 ft^ 辰 成就 爲畢。  . 

東 山道 日記  一一 ニー 一三 


v5iS  t  t 1： 
す の 木 w 

る 二 

Mm の 御 
なの 本嶽 
り 合流 川 


東.；^ 道： W 記  三 三 四 

r 1 )( 裏) 

ゴ ウド イタ ジキ より 十 町 斗り。 

ミ モロ  二三 町。 

セゥブ ゴ ウドより 十 町 斗り、 道より 少左 也。 

(御 嶽) 

鳥 井 あり、 ヲ (な) タケ ノ權現 鳥 井 也。 是れ へ參詣 は、 百日の 精進 也。 正月 一 曰より 六 

月 一 日 迄 也。 女の なす もの をく はす。 昔 はこのと り ゐの中 をと ほれり。 今よ 下 こみ 

5  )  0  (ン)  ，  (飛 驟)  (ン ) 

ち あり ヲ 二 タケの 前に 山 あり、 そこに ヒダへ のみち あり、 ヲ 二 タケまで^：；！サょり 

三 re^; 也。 

fc^^M 筑摩 福嶋 町中に はし あり、 川上 は ヲパノ 瀧 也。 川下 は.^) ナヘ 行く 也。 町の きたに, 村 

おの 〈ts な ^兵へ 屋敷 構 あり、 飛 驊 へ 行く 道 左に あり、 十八 里 あり。 木 曾 殿 在所 小 だ 葡と云 ひ 

り と あり 

て、 福嶋 より 十 里 斗り 也。 左の 方 也。 今 は 座王權 現と いは ふ 也。 福 島の 前、 三 サイ、 

(徒) 

^イノ 郡と て 村 二つ あり。 この間に 木曾川の かち 渡し あり、 木曾川の 川上 はかち 度 

しなし と 也。 _ ^兵へ 屋敷の 上に 木 曾 殿 城 山 あり、 その 下に 長 福 寺と 云 ふ禪寺 あり。 

出口に 番所 あり、 高臺の 上。 

上野 フクシマより 四 町 斗り、 ^むかひ 也。 


イト ジリ 上野より 三 町。  . 

上田 六 七 町。 

栗 本 一 町、 此の間 小川 はし あり。 

. 原野 村 入口に 小川 はし あり、 川 はば 廿間、 クリ 本より 十 町餘。 出口に，^ 川 は， しあ 


■〔5 お 筑. 1& 

ひよ しむら 

郡、 今日 義村 

5) 地名 辭 

書に 所謂 木酋 

南お な る ベ し 


■ (六) W 筑 

き そ 

郡， 今 木祖村 


(ヒ) 長野縣 

東 筑摩郡 


みやの こし 

宮越 原野より 半里、 右山 左 川。 

(德 恩 寺)  I  (五) 

トク ヲンジ 四 五町. パは しあり。 この 所より 右に 木 <| 曰 殿 ふるやし き あり、 木曾川 

を とりまき、 前に 山 あれ ども 谷 ふかく きれてよ し。 これに 社 あり、 藥 巴が 太刀 あり 

とぞ。 是れ より 川 を 右に する。 トク ヲン 寺より 半里お いて はし あり、 是れ より 川 左 

に 成り、 吉田 村と 云 ふ あり、 トク ヲン 寺より 半里。 

(六) cfcs 原) 

ャゴ 、ノ ラ 本 田より 一 里に 近し。 此の所 平地、 左右 山、 入口に 飛驟へ 行く 道 あり、 廿 

(奈良 井) 

七 単； あり、 難所 也。 出口 坂 下に 小川 橋 あり、 鳥 井： t 也。 ナ ライまで 上下 壹虽 半の 坂 

也、 左 谷 也。 

(七) (奈良 井) 

ナ ライ ャゴ ハ ラ より 一 里 半、 左 山 也。 右川 向に 山、 巣 鷹ノ山 どもお くに あり。 入口 


東 山道 cn 記 


三 三 五 


東 山道 H 記  三 三 六 

に 左に 鈴 鹿の 明 神 をい はへ り、 七 年 前 也。 一方に 藥師堂 あり。 ナ ライ を 出で て 二 町 

斗り 行きて 小川 橋 あり、 ハ シバノ 橋と 云 ふ。 

へで.^. 1 お 力 ン 

ラサ 1i 村 奈良 井より 半里 餘。 此の間 川原 道、 左右 山、 ひもの や 町 也。 ニー 一： 町 行 

きて 小 坂 也。 道の はたに 右に 誠 訪大明 神の ほこら あり。 

フシ コ ミ ヒ ラサ ヮ より 一 里。 入口に 小川 撟 あり、 小 坂 を あがる 也。 この 坂をス ヮ 

ザ 力と 云 ふ。 此の上より 二 ェ川 迄ろ くに なだらか 也。 

一 f ェ川 ヲ シコミ より 六 七 町。 番所 出口 左に あり、 右 は 川 左 は 山。  • 

ァ コ シ 是れ より 小 坂 をお りて 下れば 小川 橋 也。 

ト チノ 木 家 二三。 

ワカ ミ コ ト チノ 木より 五六 町。 是れ迄 山の そ はみ ち、 右川 左 山。 

カタへ ラ ワカ ミコ より 四 五町、 家 十 斗り。 出口に 小川 はし あり、 是れ より 川 を 左 

にみ る。 

ぢ 0 クラ 澤 右の はしょり 三 町 斗り、 右に イナ、 ヲノ へ 行く 道 あり、 中 伊奈へ 二 里、 

名護屋-^1-へ出る。 小川 橋 あり、 この 橋 尾 州 領驟木 曾 郡 是れ迄 也。 此の はし をサク 


ラ澤ノ 橋と 云 ふ。 これより 東 松 本領 也。 この 橋兩 よりかく る 也。 是れ 迄が け 橋 也- 


(三) 東筑 摩 

郡、 今宗贺 村 

(E) 一本、 

マ チノ に 作る 

(五) 同 郡， 

作る。 今 洗 馬 


(六) 同 郡、 

尻 村 


く 


この 橋より 左に 川 右山、 银し山 なだらか にて 木立 薄し。 木 曾より は 各 別う ち ひら 

也。 この 橋より 西 は 皆 そ は 道、 谷間 木曾川に そふ 也。 

ヒヂ所 橋より 十 町餘〕 三 四 町 行きて 山川 はし 二 あり。 

(三) 

とやま 

本山 平地、 左右 山、 ^し 左に 小川 流る。 右の 山 も なだらか 也。 

(巧 j 

マ キノ 本山より 廿町餘 、是れ 迄 平地 也。 

(五)  (よ) 

洗 馬 入口に ヲサヮ の 橋と 云 ふ あり。 此の 口に 松 本 越後 海道 也。 左へ 行き 善 光寺へ も 

ゆく 也。 善 光寺へ 十八 単； 也。 出口 廣原 也、 桔梗 原と 云 ふ は是れ 也。 この 原の 右に 小 

高き 山 あり、 比 叙 山と 云 ふ 也。 この 原 七 八 里 斗り あり、 揚 よし 也。 右の 追分の 向 ふ 

に 本 セバと 云 ふ 村、 山ぎ はに あり。 セバの 追分より 松 本へ 四 里 半。 

だ-もん (M 馬)  S  梗) 

大門 セバ より 一 里 半。 キ キヤウ ガ 原の 末 也。 ここ も 平地 也。 此の 村 を 離れて タ ガワ 

ノ撟と 云 ふ 小ば しあり。 

鹽尻 大門より 十 町 斗り。 出口に 飯 田へ 行く 道 右に あり、 十七 里 也。 三 州へ も 出る。 

入口に 越後へ 行く 道 左に あり、 松 本へ もこの みちより 行く、 四 里 也。 

束 山道 H 記  三 三 七 


東 山道 日記  三 三 八 

(柿 澤)  、 

力 キザヮ 村 鹽 尻より 六 七 町家 十 間餘。 

rf ヮほゥ 、れノ 坂 鹽 尻より  一 Ef; 半 斗り。 此の さか なだらかなる 高下の さか 也、 大坂 

也。 この 坂の下 西に 松 本の 番所 あり、 但し 買賫の もの 不レ入 番所 也。 誠 訪領は 山の 

上 一里；^ かより 也。 このと うげ を 少しお りて 諷訪の 海 見 ゆ。 むかひに 富 土の 山み ゆ 

る。 右谷 山 也。 

四 (>% - 坂 下 也。 鹽 尻より 二 里に 近し。 是れ より 諷訪 也、 平地 也。 廣野 左右 也。 右 

は 海 左 は 山き はと ほし。 野 畠 也。 小川 撟 あり、 ョ ツヤ 川と 云 ふ 也。 入の 村をョ ツヤ 

村と 云 ふ、 川下 スヮノ 海 也。 海ば たに 西 堀と 云 ふ 村 あり。 

新田 四 ツヤより 二三 町。 右 同地 也。 町中 右に 三 州へ 出る 道 あり、 左の 山ぎ はに 山 

田 村と 云 ふ あり。 

•i^" 訪 入口の 小町 をト モノ 町と 云 ふ 也。 諷訪雲 州の 城 右 湖水の 中に あり、 この 城 B 根 

(Is  や ノ 

き.！ 部繩張 也。 はなれ 嶋へ、 な はで を 付けて 城の 道と す。 な はで を とれば. ならで 

は 往来な し。 本 は 田の 中に 屋敷 構 あり、 この 湖 二 里 斗り 四方 也。 右； ま訪の 城の 方へ 

かかり 行けば 甲 州 郡， c へのみ ち あり。 三 州へ は 前に 道 あり。 この 水 海 天龍川へ 流る 


Q  に應七千こ大守甚に元^； 
i  歿 二十 石の 坂 、太當 、™ 

す 年に を 地 役關郎 る 'も 
甲  こし 食 五に 原、、 治 脇 

州  のて む 萬 從役淡 通の 坂 

地 承 、五 ひ • 路稱孫 安: 


(S- 奈)  (巧)  一， お)  , 

る。 西の イナと 云 ふ 山間の 谷より 流る る 也。 この 海 脇 坂 淡 州の 城下 イイ 田へ 出て 1K 

龍へ 流る る 也。 城の 東に 八ケ嶽 あり、 この 麓 信 州 シブノ 湯 也、 雜訪 より 七 八 里 也、 

へ 線)  , 、(小) .  (且 過) 

城下より 三 里 也。 スヮに 湯 あり、 ヮ タノ 湯、, f き 似、 り コ？ II、  き 4、 タン グヮ 湯、 

S 冲れ I、 上下 大明神 は 上 諷訪. 下誠訪 にあり、 地 行 千 五百石、 千 石 は 上雜訪 也。 兩社 

同體 也。 下の スヮの 下に 觀音堂 あり、 明 神の 本 地 也" 武田信 玄造畢 の 由 也。 八ケ嶽 

は諷訪 より 東に あたり 六 七 里 也。 郡內へ 行いて その 左に 八 ケ嶽へ 行く 道 あり、 この 

嶽に 八. わ. と 云 ふ 他所に なき. lull- あり、 雞に 似たり。 

i) 

韮 崎へ 諷訪 より 十四 里、 韮 崎の 北に 信玄 屋敷 かまへ あり。 南に 家康 公御陣 所、 御 

陣 所より 甲 府へ三 里。 郡 內の道 は 前に 記す ごとく、 諷訪の 束より 上 ノス ヮ へ かかり 

2  井) 

行く 也。 駿 州へ 行く にはッ ブライと 云 ふ 所より わかれ 行く 也。 誠訪 より ッ ブライ へ 

十二 ffi.: 也。 上 ノ陬訪 へ 一 里 半、 明 神へ 一 虽半、 但し 湖の き は、 山の ふもとの はへ 也 

諷訪の 出口に 左に ハ ルノ宫 あり、 右に 會下寺 あり。 

落 合 スヮ より 半里、 左右の 川 流 おちあ ふ 也。 小 はし あり。 

トイ 橋 落 合より 卄町。 是れを 出て 下に 小川 橋 あり。 是れ より ヮダ峙 へあがる 也。 

東 山道 日記  ，  三 三 九 


(一) 今 は 小 

諸に 作る 


< 二) 長野縣 

小縣 郡、 今 和 

m 村 


(二) 長 野 

小縣 郡、 颜訪 

.と山石ぉ£;^の 、 

中 山道 a§i- 所 

なり キ、 又 長 

窪に 作る 

(£) ほ 田な 

るべ し。 昔よ 

h' 芝 田と 稱せ 

し 事な し、 素 

行の 「T^ 記なら 

ん。 武家 事紀 

に は S 出と あ 

り 正し、 佐久 

郡、 今 疆田 村 


^山道ョ：^^  、  三 四 〇 

石 道 切 所、 西の方 難所、 東へ 下る 方 は 心 易し。 諷訪ノ 茶屋、 和田ノ 茶屋 あり。 峠よ 

り 東 は小窒 領分、 峠より 西 識 訪領。 

大平 峠より 一 単： 餘。 

力 ヂァシ 大 平より 三 町餘。 

(二)  (ご  3i 

和 田 カジ ァシ より 二三 町。 和 田 町中に 大川 II 橋と 云ふ撟 あり。 左右 前後 山 也。 出 

口に 右の 方に 大門へ 行く 道 あり、 和 田より 一 里 斗り 也。 甲 州へ も 行く 也り 

下 和 田 上 和 田より 十四 五町。 小川 橋 あり、 橋より 左に 岩山 あり。 叉 小川 あり、 此 

の 川 越後より 流る る 也。 橋 あり、 是れ を大川 橋と 云 ふ 也。 下 和 田より 十 町 右に 大門 

叉 は 甲 州へ 行く みち あり。  • 


二 5 

lL< が/ 


マリ 下 和 田より 三 四 町。 


hi  f 時 田)  . 

長久 保 前後左右 山 也。 町中 左に 上田、 トキ ダへ 行く 道 あり、 長久 保より 五 里 也" 

石 ァラ坂 長久 保より 三 四 町、 あがり 坂 也。 この 石 ァラ坂 を カリ 峠と も 云 ひて、 上 

下の 坂 あり。 この 峠 をお り、 左に 在鄕 みち あり、 松 本へ ゆく 也。 かた そ は、 左右 山- 

芝 田 入口に 小窒へ 行く 道 左に あり、 是れょ • り 四 里 半。 ッガネ 寺と 云 ひて 天台の 寺、 


芝 田 町 左の うらに あり、 名山 也。 この 出口に 野 方と 云 ふ 所へ 行く みち 左に あり、 是 

れ より 小 窒へも 行く 也。 出口 右に 芝 田 古城の あと あり、 道より 二 町 斗り。 二 町 斗り 

- 出で て 小川 はし あり。 

(a 旧 井)  - 

モ タイ 芝 田より 半里に 近し。 是れ より 小 坂 也。 モ タイ 坂と 云 ふ。 この 出口 右に 甲 

州へ 行く みち あり。 

(で ) 

もち-つき  シミ ヅノ クワン 普、 布 岩 あり  (八重) 

望月 入口に 越後へ 行く 道 あり、 左 也。 布引へ 入る 道 左に あり、 二 里 半 也。 ャ へ 

^ss ネ ゼ  ぬのびき 

右 同 方より 行く 也。 仉し 先にて 左へ 行く みちより 行く、  二 里 半 也。 北東に あたり M 

月 殿 城 山 あり、 山城 本 城の 下に 腰郭 あり、 北方 堀 切 多し、 高山。 町中に 川 あ 

かく  i  MO (角 間) 

(六) 义鹿曲 り、 カグマ 川と 云 ふ。 川下 は筑 摩へ 入る。 城 山の 下に 常 光 院と云 ふ 寺 あり、 望月の 

に 作 7.* 

P^^M  寺 也" 望月の 御牧 名所 也。 望月の 出口 道より 右の 方に 古城 山 あり、 叉 小高き 所に 取 

5^ として 名  (瓜 生) 

な.'  出の あと あり、 天神 山の 上 也。 出口より ゥリフ 坂 也、 上下 八 町 也。 右の 坂お りて 桃 

澤と云 ふ 村 あり、 桃澤橋 あり。  . 

〔八) 

PAi ゆせ S 久 八幡 半里、 平原 也" 出口 右に 八幡の 社 あり、 小川 橋 あり。 

ミ マゼ 八幡より 半里に 近し。 入口 小 坂お り 坂 あ. り。 出口に 筑摩川 橋 あり、 四 所に 
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(I) 今 北 佐 

久 s*5i;J や； £H.- 


(二) 今や 报 

村 


東 山道 R 記  三 四 二 

かかる 大河 也。 川下 越後 也、 川上 は 相 木 也。 橋 を わたりて 右に 小 室への 道 あり、 是： 

れょ」 


rf^u、 父、 ^) 

里。 チグ マ を 渡れば 鹽ナグ 也。 


鹽ナダ  •  . 

下 ッカ原 六 七 町。 

中 ッカ原 三 町。 

上 ッカ原 三 町。 右 皆 平地 原 也。 

岩 村 田 上ッカ 原より 半里、 平原 也。 入口 右に 甲 州への 道 あり、 府中へ 十六 単： 也。 95. 

(龍 iO 

口 左に 越後へ 行く 道 あり、 高 田 迄 三十 九 里。 右に リウ ヲン 寺と 云 ふ 寺 あり、 禪寺、 

(二)  (ゥ)  / 

寺領 五十石。 出口 右に 平 尾 山 あり、 平 尾と 云 ふ 村 あり、 山間 遠し り 道の 右 東に 平 尾 

殿 城 山 あり、 岩 村 (田) より 半里、 岩 村 (田) 町の 後に 平 城 地 二つ あり、 南を大 城、 北 


り 


を 小 城と 云 ふ 也、 平 城 也。 是れ より 皆廣原 也。 六十 六ケ の； i あ 

(輸 乘 ：>  (小 田 井)  S  (苷) 

ヮノ リノ 馬場 ヲ タイより 四 町 斗り 前、 名所 也。 草 はえす、 夜に 乘る おと ありと 云 


(マ乙 今 北 佐 

久郡 御代田 村 

(£〕 今 松 代 


(三) (小 田 井)  (En 

ヲ タイ 平原 也。 入口に 川 中嶋へ 行く みち あり、 是れ より 十三 里 松 城へ も 行く 也。 南； 


8 木^ 路 

と北國 道との 

分岐 點 なり 


(六) この 地 

迄 信 州な り 


(& 

にあたり 古城 地 あり、 ヲ タイより 十 町 餘平城 也。 大ヌ マ 新田の 寺と 云 ふ 寺 あり、 眞 

言 寺 也。 諷訪の 本 地名 所 也。 頼 朝 建立の 寺 ありと ぞ。 

マ イタ ハラ ヲ タイより 三 四 町。 

大ク ボサカ ヲ タイより 半里。 和 ES 峠の 高さと 大クボ 坂の 廣 原の 地と： i: じきな りと 

云 ふ。 淺 間の ふもと 也。 原の 中に 堀 切 ども あり。 

(で } 

追分 平原 也。 入口に 越後へ 行く みち あり。 

力 リヤド 村 追分より 半里 

§ 掛) 

タツ カケ 半里、 平原 也。 出口 小川 はし あり、 左に 淺間 也。 ヲ タイより クッ カケ迄 

の 間に アサ マ の やけ 石 あり。 

輕 井澤 ク ッカケ より 一 里。 左右 平原、. 伹し 左淺間 也。 アサ マ へ は 三 里 也。 右 もと ほ 

き 山 也。 入口 右に 入り 山 越と 云 ひて、 坂 本へ 出る みち あり。 出口に 左に 山 あり、 ダ 


ィガッ 力と 云 ふ。 

うす ゐ  (離) 

笛吹 輕 井澤 を 出て 向 ひ ハ ナレ 山と 云 ふ 山の すそ を 右へ ま はりて 笛吹へ あがる 也。 

峠に 茶屋 あり、 峠 迄 下より 半里、 難所なら す、 峙 より 坂 本 迄 一 里 半。 峠 をお りて 番 
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のに もの 水 後 ヱに 亡 し 州 上條政 QfJl 

M 居領ぅ • 守 C 誅のも Vr. 州 氏 重 
所 りしち 群ソ t せ 後、 ')、 松 に 、 
を て 、二, 導 綱 水ら 、 北 を 仕 代 大 
守碓 * 萬兩 、野る 秀條 M    、へ々 道 
る 氷 中る-郡 碓備 古 诚せ信 ソヒ 


(ご 今 群 a? 

縣、 上 州碓氷 


(二) 上州碓 

氷 郡、 今-:: 井 

町 

つ _) 今お 

m に^す 

(g:) 今 群 馬 

1 碓氷 郡お 井 


東 山道 日記 

所 あり、 峠 をお りて 東の 方に ハネ 石と 云 ふ 切 所 石 地 也 _ 


三 四 四 


坂 本 入口に 輕 井澤へ 行く みち あり。 坂 本 一 二 町 出て 原と 云 ふ 村 あり、 家 七 八 間、 原 

を 三 町 ほど 出て 橫川橋 あり、 この 川 は ウス ィ川 也" このはし を 出て 坂へ あがり、 左 

に 番所 あり。  . 

(二)  (妙 義) 

橫川 出口 右に 川 をへ だてて 白雲 山、 ミヤ ウギ ガ 嵩と 云 ふ 名 地 あり。 左 山 也。 右 は 

ゥ ス ィ川 也。 川 を 

ゴ シャゥ 平 橫 川より 八 町。 

ごリ やう (川)  (ヒ ) 

五料 橫 寺より 半里。 右の 方 は ウス ィ川を こえて 白雲 山 也。 天狗の すむ 山 也-" 


： 石山 也〕 


ニニ)， 

新 堀 左に 禪寺ぁ 


(§ 


フダ 寺と 云 ふ。 叉 眞言 寺 も あり。 

新 町 右に 白雲 山へ ゆく みち あり、 出口に 八幡の やしろ あ 


(W) 


松 枝 新 町より 一 所 也。 松 枝 左に 城 山 あり、 大道 寺 駿河守 城 山 也。 松 枝より 白雲 山 を 


(六) 


こえて シガ 越と 云 ひて ill? 州へ 出る 道 あり。 これに も關所 あり、 但し 水 野備後 殿よ 


(S 


にて はなし。 藤 岡 越と も 云 ふ。 横 川より 皆 左 は 高山 そ は 道 也。 右 は 川に 向 ひ 山 也。 

(伊香保)  (沼) 

左の 山のう しろ 北 は、 カホ の？ Ml〕 これへ は 板 鼻より 15 く 也。. この 北ね ヌマ ffi の 


道 也。 これ も 板 ハナより 行く 也。 これに は 木工 之 橋と 云 ふ關所 あり、 安中より 之れ 

を 勤む る 也。 

(後 缺) 
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治 敎要錄 (抄) 


解題 並 凡例 

山 鹿 素行の 寧說は 一 代の 間に 數變 して ゐる。 最初 は大體 儒怫道 三敎ー 致の 思想で あ 

つたが、 ー轉 して 儒學 一本 朱子學 中心思想 となり、 再轉 して 古學 となり、 三轉 して 遂 

に B 本學 となった。 この 治 敎要錄 は 年代が 記して ない が、 年譜 及び 語類の 序 等に より、 

明 曆ニ年 素行 三十 五 歳の 著で ある ことが わかる。 故に 舉說 より 云へば、 その 朱 子學中 

心の 時代に 相當 して ゐる。 而 して 叉修敎 要錄 (gfl 一一 卷 •) の 姉妹 篇 でもあって、 彼れ は 

大學の 修身 齊 家に 當り、 此れ は 治國平 大 下に 當る こと、 修敎 要錄の 解題に 記した 通り 

である。  . 

本書の 目的 は その 序文に ある 通り、 實 寧の 立場から 治國 平： 大下卽 ち 政治 學を 論じた 

ものである。 その 體裁は 支那 宋 の 學者眞 西 山 の 著大 學衍義 及び 明 の 學者 丘文莊 の 著大 

學衍義 補 を參考 とした もので、 大體治 道 • 治 法の 一 ー篇に 分ち、 治 道 は 正 心 • 修身 • 力 

行 • 治 道の 四 H: に、 治 法 は 君 道 • 御 下 • 風俗の 三 目に 分ち、 更に 小 分して 精細 を盡し 

て 合計 卅 一 卷の 大册を 成して ゐる。 

解題 並 凡例  三 四 九 


解題 並 凡例  三 五 〇 

尙ほ 門人 序に よれば、 「先生 本朝の 俗を考 へ、 中國 (g) の 風に 賴り、 法 を 建て 事 を 制 

して、 各，' 其の 綱 を 擧げ、 其の 領を 提げ、 二 氏 clg§) の 書を斜 酌し、 其の 言を增 減し、 

其の 說を先 後す 云々」 と ある。 

內容は 主として 所謂 一 一書 その他 を 取捨 摘錄 した もので、 多く 支那の 古典 先 儒の 說を 

組合せて 自己の 意見 を 述べた ものである。 往々 日本の 記事が あり、 叉 素行の 意見 今 案 

も あるが、 前揭 門人の 推稱 する 程に 日本的で はない。 然し この 時旣 に將來 日本 學に復 

歸す る の 萌芽 は 充分に 認め 得る ところで ある。 尙ほ 本書 の價 値に 就いては 修敎 要錄解 

題 並 凡例に 略 ぼ 述べ た 通^、 素行 研究者に は 極めて 重要な ものである。 

底本 は 平 戸山 鹿 家 所蔵の 自筆 並に 門 入 筆の 混った もので、 極めて 精確な ものである 

が、 卅 一 卷の 內廿、 廿 一 、 卄五、 廿六、 卅 一 卷の 五册が 不足して ゐる。 のみなら す 今 

囘は 紙數の 制限の 爲に、 その 一 部 片鱗の 外褐 載で きなかった 事 を 遺憾に 思 ふ。 底本 は 

全部 漢文で 大部分 は 訓點を 施して ある。 今囘 これ を 書 流 文に する に當 りて は、 成る ベ 

くその 固有の 訓 點に從 つたが、 甚 しき 古代語 叉 は 古代 風の 讀み方 は 現代 風に 改め、 明 

かに 誤 脫と覺 しきもの は 訂正した。 


二) 朱 子 註 

に r 舉の言 た 

る效 t" なり。 

人性 皆 善に し 

て£^ るに 先 後 

あり、 後 の 

者 は 必す先 

の爲す 所に 效 

へば、 乃ち 以 

て 善 を 明かに 

して 其の， 初に 

復す べきな り 

云々」 と。 然 

るに こ の 序文 

によれば、 素 

行 は 效は習 ふ 

にあら すして 

效果の 意に 解 

せり 

(二) 效果の 

意 

(三) 栄の大 

儒 朱 si) は、 浙 

江 省 新 安 郡の 

人 

(巧) 宋 代の 

朱子廢 者、 现 

宗の 時^ 林擧 

士 となり 參知 

政事に 進. む。 

世に 西 山 先生 

と 稀す。 ^書 


治 敎耍錄 序 


(二 か.. 


嘗て 論語 擧而 を讀 むに 注に 云 はく、 「學 は效 なり」 と。 歎じて 曰 はく、 學 んで效 なくん 

ば實學 ならす。 何 を か 實學と 曰 ふ、 事物の 理を 窺め 至り、 其の 極む る處 到らざる なき 

を 欲するな り。 能く 其の 極に 到れば、 表裏 精粗、 全體大 用、 明かなら ざるな し。 大學 

は德に 入る の 遣 書に して、 治國平 天下 を 以てし、 中庸 は 傳授の 心 法に して、 天地 位し 

ニニ 

萬 物 育す るに 到る。 其の 學を擴 めて 其の 效を得 ざれば 實學 ならす、 是れ なり。 古今 治 

(三) 

を 論す る は、 專ら虚 談に騖 せ、 唯 だ 俗 弊 を擧げ て、 綱領 條目 殆ど 備 はらす。 新 安の 朱 


(En 


子 は 近 思錄を 述べ、 治 體治法 政事 を 論じ、 其の 節目 を詳 にす。 而 して 後 建 安の 眞德秀 

けい ざん (五) きゅうしゅん 

は 大學衍 義を著 はし、 之れ を 時 君に 獻す。 瓊 山の 丘 港 は、 衍義を 追 補す。 天子 講官 

をして 五日に 一 たび 進めし め、 寒暑 を 以て 廢 せす。 蓋し 其の 治 を 益す る、 知る ベ きか 

な。 治 敎要錄 の 書た る、 眞* 丘 二 氏の 書に 因る に似て、 其の 趣向 甚だ 殊 なり、 其の 著 

もレ J 

はす 所の もの は、 大概 二 書の 要む る 所な り。 
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(五) 明 代の 

人、 孝宗の 時、 

女 淵 大^ 士 

i な h- 機務に 

< ^ー與 す。 卒し 

て 文 莊と諡 す 


^敎 耍錄序 

本朝 は 遠く 中華に 隔 ると 雖も、 其の 人質 其の 風俗 尤も 敎 化し 易し。 往昔の 令、 gi- 弋 

の 格式、 略ぼ存 すと 雖も、 晗 異に 勢 差 ひて、 之れ を 用 ふるに 足らす。 況ゃ 異域の 治 法 

を や。 凡そ 道 は 法に 因りて 行 はれ、 法 は 道に 因りて 成る。 故に 先生 

本朝の 俗を考 へ、 中 圏の 風に 賴り、 法 を 建て 事 を 制して、 各- '其の 綱 を 擧げ、 其の 領 

ひつ V.- 

を 提げ、 二 氏の 書 を 斟酌し、 其の 言を增 減し、 其の 說を先 後す。 伏して 惟 ふ、 今 

聖朝 久しき を 承け、 

天德 日に 新に、 地道 時に 敷き、 理學の 名 立た すして、 皆 理學の 中より 流 溢す、 書な く 

篇 なくして、 治 仰ぐべし。 後の 其の 柄 を 執り、 其の 極 を 御す るの 君子、 此の 書に 憑依 

遵守して 其の 趣向 を 明かに し、 其の 節 次 を 具にせば、 治敎 休い に 明かに、 風俗 厚き に 

歸 せんか。 門人 等拜題  - 


治敎耍 錄自敍 


-^sl 第：？ 八 章 

に n ナ： IMIn は 

く、 如し！ e く 

£^に施して、 

： 能く 衆. ふ 

あらば 何 如， 

.ut. 調 ふ ベ き 

かと- 子； II は 

く、 何ぞ； 1 を 

-事 とせん。 必 

. ^や S か、 堯 

舜も 其れ 猶ほ 

これ 

.? ^も 病めり」 


(二) 周禮 は， 

,H<.:E  (治 地官 

-教 ：>  春官 (禮 J 

S 官 (兵〕 秋官 

(刑) 冬 官-. 事) 

に 分つ 


露んで 按す るに、 博く 民に 施し、 衆 を濟ふ は、 堯舜の ハ！： める 所な り。 明德を 天下に 明 

かにす る は、 大學の 極む る 所な り。 ^ま" の 淵源 兹に 到りて 至れり 盡 せり。 古の 帝王 治 

を爲 すの 要は、 一言に して 幾るべし。 所謂 修身 を 以て 本と 爲す、 是れ なり。 治 を爲す 

の 序に、 次第 節： ni あり、 先 後 急 緩 あり。 所謂 修身. 齊家 • 治國. 平 天下な り。 凡そ 治 

に德 あり、 知 あり。 德は體 なり、 知 は 用な り。 體用 合一 して 治 始めて 論すべし" 宋 u 

西 山の 眞氏 は、 大學に 因りて 其の 義を衍 ぶ。 明儒瓊 山の 丘 氏 は、 衍義に 因りて 其の 說， 

を 補 ふ。 皆 治平の 要 を 論じ、 綱領 條 111、 體用 全備と 謂 ひつべし。 夫れ 德は、 格物致知 

して 誠意 正 心する、 是れ なり。 其の 效を 推せば、 近くして 修身. 齊家、 廣 くして 治 ！！• 

平 天下、 炳 然として 觀る べし。 周 公 は 六官を 序し、 周禮を 述べ、 至微の 事と 雖も、 其 

き ざ し  jp- よ  あ i 

の 幾 を 見て 其の 制 を 建つ。 是れ物 あれば 則 ありて、 其の 知の ぶ 所 偏から ざるな きな 

り。 是れ德 知 並行、 體用 一致す る 所以に して、 其の 功大な り。 今 竊にニ 儒の 書に 因り- 

治敎耍 錄ほ敛 


治 敎耍錄 自敛  三 五 四 

其の 嘉言善行 を 摘 ひて、 治 敎耍錄 若干 卷を述 ぶ。 三代の 隆 なる も、 猶ほ司 徒の 職 

樂の 官を設 く。 故に 治平の 良法 は、 皆敎 成に 依る。 敎の 重き こと 知るべし。 是 れ治敎 

を 號と爲 す 所以な り。 其の 篇は治 道と 治 法に して、 治 道 は 其の 目 四つ、 正、.： 修身. 

カ行 • 治 道な り。 治 法 は 其の 目 三 つ、 君 道 • 御 下 • 風俗な り。 治 道 • 治 法は體 用に し 

て、 各. > 本末 先 後 あり。 體を論 すれば 必す用 あり、 用 を 謂へば 體 ある は、 聖藥？ -の 始終 

なり。 體を謂 ひて 用 を 知らす、 用 を 知りて 體を 知らざる 者 は、 異端の 技術な り。 一 身 

の 修正 を 論じて 天下の 大を 推さ ざれば、 固陋に して 全から す。 後の 擧者、 眞. 丘 二 氏 

の 遣 書に 本 づき、 撫世 安民の 良規に 志して、 此の 書 を 以て 審思 明辨 せば、 治敎の 本末 

に 於て 小 補す る あらん か。 後學 素行 謹んで 序す。 
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卷之 一 治 道 

正 心 性 心 • 恭敬 • 寬 仁. 剛武. 禮譲 • 明 
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卷之三 治 道 

ブ わ ネ^な ，悌. . さ i ^ 1 戒， 荒淫 - 

卷之四 治 道 

•Kf  fv,- 衣服. 財德. 鄙吝 

卷之五 治 道 
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王莉 
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卷之八 治 道 
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外 家 驕恣 

卷之十 治 法 
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卷之十 一 治 法 
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卷之 十二 治 法 
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卷之卄 七 治 法 

風俗 l4 一一 狱ぁ 斷 詳 

レ fl  . 伸 二直 抑 1 

卷之卄 八 治 法 

ttsf ハ 人口 儿 - 1 1 ん ， 一-小 --禁 刑 -二少 ：2"  -  • 刑獄 -に 具 • 

周 伯 BM ー开 徒 流. 贖 刑. 議ぁ i 之 一. 戒き 

縱之 失， *赦令*德刑先 

後 〔德刑 • 刑獄 之 本」 

卷之廿 九 治 法 

風俗 武備 上 g 

卷之 三十 治 法 

1. ^  I お.. 禁之衞 . 京 輔之衞 • 郡國之 守， 

屯 成 • 守？ {ぶ •  fts^  • 兵器 • 馬 政 

卷之^ 一  治 法 ， 
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論 こ 治 道 


出づ 

(二) 朱 子の 

論語 集註に 出 

づ 

(一 ュ) 心 を 1 

點に 集注して 

他に ゆかしめ 

さ る こ と 

(En 朱 子の 

煤 註に 出づ 


を さ 


治 說 

子 曰 はく、  "H^) 乘の國 を § むる に、 事 を 敬して 信。 用 を 節して 人 を 愛し、 民 を 使 ふに 

時 を 以てすと。 朱 子 (li) はく、 道 は 治な り。 千乘は 諸侯の 國 にして、 其の 地 兵車 千乘を 

出すべき 者な り。 敬 は" Ih 一  無 適の 謂な り。 事 を 敬して 信と は、 其の 事 を 敬して 民に 信 

あるな り。 時 は 農 隙の 時 を 謂 ふ。 言 ふ. こころ は、 治國の 要は 此の 五つの 者に 在りと。 

亦 本を務 むる の 意な り。 程 子 1 はく、 此の 言 至って 淺し。 然れ ども 當 時の 諸 候 果して 

此 el を 能くせば、 亦 以て 其の 國を 治む るに 足る。 聖人の 言 は 至って 近し と雖 も、 上下 

皆 通す。 此の ニー 言 は、 若し 其の 極 を 推せば、 堯舜の 治 も 亦 此れに 過ぎす。 常人の 言の- 

近き が 若き は、 則ち 淺近 のみ。 

論 n 治 道 I  一一 一玉 九 


註の n,  ^  二 

に 說下公 ノ 
出 は 先 篇 
づ朱 第 ui| 

集 人韋衞 


(二) 宋の 

者 張 載、 i. 

先生と 稱す。 


(一二) 尹お、 

代の 擧者、 

{. 十 はな 明、 和 

靖と S; す。 5^1 

00 • 門人 問 

0  . 和 if 集 等 

の 5« あり 

孟； ナ雜 

文 公上篇 第一！ 一 
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f 1 


額 淵、 邦 を 霞む る こと を 問 ふ。 子：： はく、 夏の 時 を 行 ひ、 殷の蛴 に乘. 


く し 

蜀の 2： 免 を- 


-^ し、  I おは 則ち 韶 i: し、 鄭聲を 放ち、 侯 人 を 遠ざけよ。 鄭 聲は淫 に、 侯 人は危 しと。 

程 子 曰 はく、 政 を 問 ふ は 多し。 惟 だ 顔 淵 之れ に吿 ぐるに 此れ を 以てす。 蓋し 三代の 制 

は 皆 時に 闪 りて 損益す。 其の 久しき に 及びて は 弊な きこと 能 はす。 周の 衰 ふるや 架 人 

£ら す、 故に 孔子 先王の 禮を餅 酌して 萬 世 常 行の 道 を 立つ。 此れ を發 して 以て 之れ が 

. 兆を爲 す. のみ。 是れに 由り て 之れ を 求 むれば、 餘 は皆考 ふべ し。 「^ 子 曰 はく、 禮樂は 

治の 法な り。 鄭聲を 放ち 侯 人 を 遠 ざく る は、 法外の 意な り。 一 日 謹まざる とき は、 法 

ifp る。 虞 夏の 君臣 更，' 相戒飭 せし も、 意 ふに 蓋し. 此の 如しと。 叉 曰 はく、 お立ちて 能， - 

く 守る とき は、 德久 しかるべく、 業大 なるべし。 鄭聲侯 人 は 能く 人 をして 其の 守る 所 

を. 喪 i しむ。 故に 之れ を 放ち 遠 ざく。 -ー) ラ氏闩 はく、 此れ 所謂 百 王 不易の 大法に して、 

孔子の 舂秋を 作る も、 蓋し 此の 意な り。 孔. 顏 之れ を 時に 行 ふ を 得 ざり しと 雖も、 然. 

も 其の 治を爲 すの 法 は 得て 見つ ベ し。 

、HT)  や.、  ゆる  ン 

碟の文 公、 國を爲 むる こと を 問 ふ。 孟子 曰 はく、 民の 事 は 緩く すべ からすと。 が ゅ牟 


(1.: i 漢の武 帝 親ら 策して 問 ふに、 古今の 洽道を 以てす。 仲舒對 へて 曰 はく、 「ほ： 大， < 

( 一、 一  ^  ^ ク  ま、 

とや 相與の 際を觀 るに、 ^だ畏 るべき なり。 國 家の 將に道 を 失 ふの 敗 あらんと する や、 1K 

乙勉 家に て すな は  けん， 了、 

一一 一年お S を 窺 迺 ち先づ 災害 を 出して 以て 之れ を (： ぉ吿 す。 自ら 翁る を 知ら ざれば、 叉： £異 を 出して 以 

ほす と 云 ふ。  . 

て 之れ を警懼 す。 尙ほ變 を 知ら ざれば、 傷 敗 乃ち； ムヒ る。 此を 以て 天心の 人君 を 仁愛 レ 

て、 其の 亂を 止めん と 欲する を 見るな り。 大いに 道 を 亡 ふの 世に 非ざる より は、 天盡 

く 扶持 せんと 欲す。 而も 全 安の 事 は 勉强に 在る のみ。 勉强 して 舉間 すれば 聞 見 博く レ 

て 知 益.^ 明かな り。 勉强 して 道 を 行へば 德 日に 起り て 大いに 功 あり。 此れ 皆 還り 至つ 

したが  ゆ 

て、 立ち どころ に效 あらしむ ベ きものたり。 道 は 蘇って 治に 適く 所の 路 なり。 . 一. 義 ！？パ 

樂は皆 其の 具な り。 故に 聖王 已に沒 して、 子孫 長久 安寧なる こと 數百 歲、 此れ^}:11禮樂 

(七)  した パ 

K 幽丄 • 敎 化の 功な り。 周の 道幽 厲に衰 ふる は、 道の 亡ぶ るに 非ざる なり。 幽腐縣 は ざれば な 

り。 宣 王に 至りて、 昔の 先王の 德を思 ひ、 滯を與 し 敝を補 ひ、 文武の 功業 を 明かに し、 

周 道 燦然と して 復與 す。 此れ 夙夜 懈らす 善 を 行 ふの 致す 所 也。 故に 治 亂興廢 は 己れ に 

(八〕 

^^A^^^0 在り。 天の 命 を 降し 反すべ からざる に 非ざる なり。 ほ 聞く、 命 は大の 令な り、 性 は 生 

也」 ？  の 質な り、 情 は 人の 欲な り。 堯舜德 を 行へば 民仁壽 あり、 t な 紂暴を 行へば 民 鄙 夭たり、 

f 治 道 I  三 六 一 


治 敎耍錄 卷之七  三 六 二  , 

皆 治亂の 生す る 所、 故に 齊 はざる なり。 王者 爲す所 あらんと 欲せば、 宜しく 其の 端 を 

天に 求むべし。 天道の 大 なる もの は 陰陽に 在り。 陽 は 德と爲 り、 陰 は 刑と 爲る。 刑 は 

殺 を 主として、 德は生 を 主と す。 是の 故に 陽 は 常に 大 夏に 居て、 生育 長 養 を 以て 事と； 

爲す。 隱は 常に 大 冬に 居て、 空虚 不用の 處に， 積む。 此を 以て 天の 德に 任じ 刑に 任ぜざ- 

る を 見るな り。  王者 は 天の 意 を 承け 以て 事に 從ふ。 故に 德敎に 任じて 刑に 任ぜす。 今 

お ま 

先王 德敎の 官を廢 し、 獨り法 を 執る の 吏に 任じて、 德敎の 四海 を 被 はんこと を 欲する 

は 難き かな。 人君た る 者、 心 を 正して 以て 朝廷 を： 止し、 朝廷 を 正して 以て 百官 を 正し、.. 

百官 を 正して 以て 萬 民 を 正し、 萬 民 を 正して 以て 四方 を 正す、 四方 正しう して 遠近 敢 

へて 正に 一 つならざる 莫し、 而 して 邪氣 其の 間 を 好む 者 ある 亡し。 是を 以て 陰陽 調 ひ，. 

風雨 時 あり、 群生 和して 萬物殖 り、 諸 幅の 物、 致す ベ きの 祥、 畢， く 至らす とい ふこと ■ 

たも 

莫し。 而 して 王道 終る。 今 陛下 貴き こと 犬 子たり、 富 は 四海 を 有ち、 行 高く して 恩 厚 

く、 知 明かに して 意 美な り、 民 を 愛して 士を 好む、 誼 主な りと 謂ぶべし。 然して 天地 

未だ 應ぜ すして、 美祥 至る 莫 きもの は、 凡て 敎化 立た すして 萬 民 正しから ざる を 以て 

ひ-、 き 

なり。 夫れ 萬 民の 利に 從ふ は、 水の 下に 就く が 如し。 敎化を 以て 堤防と せ ざれば、. 止 j 


し殷 下-つじつ 

たの、 じ vJ 

る射大 

を 王 誼 周 帝 
云 もとの と 
ふ K は 武 同 


むる こと 能 はざる なり。 古の 王者 は 敎化を 以て 大務 と爲 さざる 莫く、 學校を 立てて 以 

しゃう じょ  うる ほ  t げま 

て 國に敎 へ、 庠序を 設けて 以て：！ 巴に 化し、 民を漸 ずに 仁 を 以てし、 民 を 摩すに 義を 

以てし、 民 を 節する に禮を 以てす。 故に 其の 刑罰 甚だ 輕 くして 而も禁 犯さざる 者 は、 

敎化行 はれて 習俗 美 なれば なり。 聖 王の 亂 i を繼ぐ や、 其の 迹を 掃除して 悉く 之れ を _ 

去る。 之れ を譬 ふれば、 琴 瑟の調 はざる 甚 しき 者 は、 必す 改めて 更に 之れ を 張る、 乃 

ち 鼓すべき なり。 政を爲 して 行 はれざる 茶し き 者 は、 必す變 じて 更に 之れ を 化す、 乃 

を さ 

ち理 むべき なり。 故に 漢 天下 を 得て 以來、 常に 治 を 欲して 今に 至り、 善く 治む ベから 

ざる 者 は、 之れ を 更に 化すべく して、 更に 化せざる に 失するな り。 古人 言へ る あり、 

曰 はく 、「淵に 臨みて 魚 を 羨む は、 退きて 綱 を 結ぶ に 如かす」 と。 今 政に 臨みて 治 を 願 

はば、 退きて 更に 化する に 如かす。 更に 化する とき は 善く 治まるべし。 善く 治まる と ■ 

き は 災害 日に 去り、 福祿 日に 來る。 

(二  ) しゃう ま  わか 

上復た 之れ を 策す。 仲舒對 へて 曰 はく、 臣 聞く、 聖 王の 天下 を 治む る や、 少 きとき- 

は 之れ を 學に習 ひ、 長 すれば 諸れ を 位に 村る。 爵祿 以て 其の 德を養 ひ、 刑罰 以て 其の 

さ と  ニニ」 

惡を 威す。 故に 民皆禮 誼に 曉 くして 其の上 を 犯す を 恥づ。 武王は 大誼を 行 ひ 殘賊を ザ 
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Ji は 大典 大 
投 志に はづ戴 
周 な し 光 、 禮 
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(一) 成 王 • 

(二). 牢獄 

ニニ) 

戰ゅ絵 S 人、 

W: パ ゅ卽 V 法 

家の m なり。 

韓の 人、 刑名 

m^. 秦土其 

の 著 を悅ぶ 


一二 代の 名 王、 

卽ち禹 十 • . 

王 • 文. 土  • 武 

王 

(.ぺ) 12- 文 「堯 

舜 心」 


げ、 周 公 は 禮樂を 作りて 以て 之れ を 文り、 成 • 康に至 りて 囹^ 空虚なる こと 四 卜餘年 

つる チ-ひ  ニー 二 

此れ 敎 化の 歡 にして，！ 


なり。 此れ 敎 化の 漸 にして 仁義の 流な り。 秦に至 りて は 則ち 然ら す。 申 *韓 の 說を師 

とし 帝王の 道 を 憎み、 貪 狼 を 以て 俗と 爲し、 名を誅 めて 實を 察せす、 善 を爲す 者は必 

すし も 免れす して、 惡を 犯す 者 は 未だ 必す しも 刑せられ す。 是を 以て 百官 皆 虛辭を 飾 

, *  、  - -  かみ  いつ ト. -リ  あ むき 

りて 實を 顧みす 外 君に 事 ふるの 禮 ありて、 內 上に ずくの 心 あり。 僞を 造り 詐を 飾り、 

利に 趨 りて 恥な し。 是を 以て 刑 者 甚だ 衆く、 死者 相 望みて 姦息 ます、 俗化 然 らしむ る 

なり。 今 陛下 は 天下 を幷 有し 、率 服せ ざるな くして、 功 百姓に 加 はらざる 者 は、 殆ど 

王 心 未だ 焉れに 加 はらざる のみ。 曾 子 は 曰 はく 、「其の 聞く 所 を 尊べ ば 高 明な り、 其の 

知る 所 を 行へば 光大な り、 高 明 光大 は 他に 在らす、 之れ に 意 を 加 ふるに 在る のみ」 と。 

願 はく は、 陛下 W りて 聞く 所 を 用 ひ、 誠 を內に 設けて 之れ を 行 ふ を 致さば、 則ち 三 王 

何ぞ 異ならん や。 陛下 夙に 寤め晨 に 興き、 務めて 以て 賢 を 求む。 亦堯舜 の" 心 を 用 ふる 

なり。 而 して 未だ 獲たり と 云 はざる 者 は、 士 素より 勵 まざる 也。 夫れ 素より 士を養 は 

すして、 資を 求めん と 欲する は、 譬 へば 猶ほ 玉を琢 かすして 文采を 求む るが ごとし。 

故に 士を養 ふ は太學 より 犬なる は莫 し。 太 拳 は 賢 士の關 する 所な り。 教化の 本 原な り 


願 はく は 太 學を與 し 明師を 置き、 以て 犬 下の 士を養 ひ、 數- '考 問して 以て 其の 村を盡 

すと き は、 英俊 宜しく 得べ し。 郡 守 縣令は 民の 師帥 にして、 承 流して 化を宣 べしむ る 

所たり。 師帥贤 なら ざれば、 主德宣 びす、 恩澤 流れす。 是を 以て 陰陽 錯 終し、 氛氣充 

塞し、 群生 遂 ぐる こと 寡く、 黎民 未だ 濟 はれざる なり。 且つ 古の 所謂 功 は、 官に 任じ 

職に 稱ふを 以て 差を爲 し、 積 日 累久を 謂 ふに 非ざる なり。 故に 小材は 日を累 ぬと 雖も 

小官 を 離れす、 賢材は 未だ 久しから すと 雖も 輔佐た る を 害せす。 臣愚以 謂ら く、  get 

の 列 侯 郡 守 をして、 各.' 其の 吏 民の 賢者 を擇 び、 歲貢各 二 一人 以て 宿衞に 給し、 且つ 

以て 大 12- の 能く 賢 を 貢ぐ 所の 者 を 觀て赏 あり、 不肯を 貢ぐ 所の 者に 罰 あらしむ。 夫.^ 

£^ 年 i?^ お 是の 如く 諸侯の 吏 二 千 石 心 を 賢 を 求む るに 盡 さば、 大 下の 士 得て 官使 すべきな り。 日 

.Ic なる. A- 以て  な  ， 

tK ふ  月を：^て.^:{-と爲す毋く、 實に賢 能 を 試みて 上と 爲し、 材を 量りて 官を 授け、 德を、 #し 

て 位 を 定めば、 嫩恥路 を 殊にし、 賢 不肖 處を 異にせん。 

上 三た び 之れ を 策す。 仲舒 復た對 へて 曰 はく、 臣 聞く、 天 は 群 物の 祖 なり、 故に-椀 

覆 包含して 殊にす る 所な し。 聖人 は 天に 法り て 道 を 立つ、 亦溥く 愛して 私 t- し。 春 ま 

天の 生す る 所以な り、 仁 は 君の 愛する 所以な り。 夏 は 天の 長す る 所以な り、 德は 君の 

mi^  一一 一六 五 
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養 ふ 所以な り。 霜 は 天の 殺ぐ 所以な り、 刑 は 君の 罰する 所以な り。 故に 孔子 は 舂秋を 

作り、 上 は 之れ を 天道に 揆り、 下 は Is れを 人情に 質し、 邦家の 過 を 書し、 災異 の變を 

兼ぬ。 此を 以て 人の 爲す所 を 見る に、 其の 美 惡の極 は、 乃ち 天地と 流通して 往来 相應 

す。 此れ 亦 天の 一端 を 言 ふなり。 是の 故に 人君 は 春秋 を 知らざる ベから す。 天の 令 之 

れを 命と 謂 ふ、 命 は 聖人に 非 ざれば 行 はれす、 質樸 之れ を 性と 謂 ふ、 性は敎 化に 非 ざ 

れば 成らす。 人欲 之れ を 情と 謂 ふ、 情 は 制度に 非 ざれば 節せられす。 是の 故に 王者 は 

意 を 承け て 以て 命に 順 ふ を 謹むな り、 明敎を 務めて 民 を 化し 以て 性 を 成すな り。 

法度の 宜しき を 正し、 上下の 序 を 別ち 以て 欲 を 防ぐな り。 此の 三者 を 修めて 大本 擧が 

-ニ)  る。 人 は 命 を 天に 受け、 固に 超然と して 群生に 異なる。 故に 孔子の 曰 はく、 「天地の 

性 人 を 貴し と爲 す」 と。 天性 を 明かに し、 自ら 物より 責 きを 知りて、 然して 後に 仁義 

を 知る。 仁義 を 知りて 然して 後に 禮節を 重んじ、 禮節を 重んじて 然して 後に 善に 安處 

す。 善に 安處 して 然して 後に 理に循 ふこと を樂 しみ、 理に循 ふこと を樂 しみて 然して 

- で-) ©5 文、 

^ 後 之れ を 君子と 謂 ふ。 臣叉 之れ を 聞く、 少を聚 めて 多 を 成し、 小 を 積んで 鉅を 致す。 

致. -g- 以レ微 致 I  (二) くらき 

k  故に 聖人 は、 晻を 以て 明 を 致し、 微を 以て 顯を 致さざる 莫し。 是を 以て 堯は 諸侯より 


、(： し m は 元 

•i 僻村の 出な 

も .％ 云 ふ 


、(gj) 底本の 

讀 方に 從ふ。 

原文 は 周^ 

レ文 者、 所レ概 

之^ 當用レ 此 

也 


發り、 舜は 深山より 興る、 一 日に して 顯 はるる に 非ざる なり。 蓋し 漸 あり 以て 之れ を 

致す。 言 は 己れ より 出で て 塞ぐ ベから す、 行 は 身より 發 して 掩 ふべ からざる なり。 言 

行 は 治の 犬なる 者、 君子の 天地 を 動かす 所以な り。 故に 小 を 盡す者 は 犬に、 微を愼 む 

者 は 著 はる。 善 を 積みて 身に 有つ は、 猶ほ長 日加 益して 人知らざる がごと く、 惡を稹 

あ ふら 上 か 

んで 身に 在る は、 猶ほ 火の 膏を銷 して 人 見ざる がごと し。 此れ 唐 虞の 令名 を 得、 村 

が掉懼 せらる ベ き 所以の ものな り。 夫れ 樂 しみて 亂れ す、 復 びして 厭 はざる、 之れ を 道 

と 謂 ふ。 道 は 萬世敝 ゆる 亡し。 敝 ゆる は 道の 失へ るな り。 夏 は 忠を尙 び 殷は質 を尙び 

J  (Hn  す，、 

周 は 文 を尙ぶ は、 機ぐ 所 之れ 梂 ふこと 當に 此れ を 用 ふべき なり。 道の 大原は 天に 出 づ„ 

天 は變ぜ す、 道 も 亦變ぜ す。 是を 以て 禹は 舜を繼 ぎ、 舜は 堯を繼 ぎ、 三聖相 授けて 一 

道 を 守り、 敝を梂 ふの 政 亡きな り。 是 れに鯀 りて 之れ を 観れば、 治世 を 繼ぐ者 は 其の 

道 同じく、 亂世を 繼ぐ者 は 其の 道變 す。 今 漢は大 亂の後 を 機ぐ。 若し 宜しく 少しく 周 

き は 

の 文を损 じて、 夏の 忠を 致め 用 ふべ しとせば、 夫れ 天 も 亦 分限す る 所 あらん。 之れ に 


あた 


齒を予 ふる 者 は 其の 角 を 去り、 之れ に 翼 を 傅く る 者 は、 其の 足を兩 にす。 是れ受 くる 

所大 なる 者 は 小 を 取る を 得ざる なり。 古の 祿を予 ふる 所の 者 は 力に 食せ す、 末に 動.^ 
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< 一) mi 

の 相たり、 @ 

て. 滅^ 巾の 野 

.«^な.-拔き棄て、 

又 機 織 器 を燒 

きて H はく、 

t:: わ 「しに 食祿 

あり、 乂 ，•；； 夫 

はんやと， 

、(： し ハ卷 

に 「？ g の K 仲 

舒が 曰 はく、 

一  統を大 

なり i する は、 

天地の 常經古 

- 今の 大：！ なれ 

ばな り。 今 肺 

道ち にし、 

人 論 を 異にし、 

： 百 家 方 も 殊に 

し、 55 意 同じ 

からす、 tte れ 

も n て 一統 亡 

く、 法制^31ょ 

變 じて、 下 守 

る 所 を. S らす。 

.臣© 以 は. らく、 

の 六^の 

科 孔子の 術に 

.i^ らざる 者 は、 

其の 道も絕 

,v 'て齊 進せ し 
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す、 犬と 意 を 同じう する ものな り。 身寵 せられて 高位 を 載け、 家溫 かにして 厚 祿を食 

み、 2： りて 富貴の 資力に 乘 じて、 以て 民と 利を爭 はば、 下民に 於て 安ん ぞ 能く 之れ に 

f 一 ) 勢 を拔 き、 織 11 を 去る  お 

如かん や。 若し 君子の 位に 居て、 君子の 行に 當 らば、 公儀 休が 魯に 相た るを舍 きて 爲 

すべき ものな きなり。 ， 一 。に 

(三)  たも 

孔子 曰 はく、 (丘 や 聞く」 「國を 有ち 家 を 有つ 者 は、 寡 を 患へ すして 均しから ざる を 

患 ふ。 貧 を 患へ すして 安から ざる を忠 ふ」 と。 蓋し 均しき とき は 貧な く、 和 すれば 寡 

なく、 安ければ 傾く ことなし。 夫れ 是の 如し。 故に 遠 人 服せ ざると き は、 文德を 修め 

て 以て 之れ を來 す。 旣に 之れ を 来す とき は 之れ を 安ん すと。 

(En  .  一  五 ) 

^侯、 顏囘に 問うて 曰 はく、 「子 も 亦 東 野 畢の御 を 善くす る を 聞きし か」 と。 對 へて 

H はく、 「(善くす る は 則ち) 善くす。 然 りと 雖も、 其の 馬 將に必 す 佚 せんとす」。 「昔 

(七) 

帝 舜は民 を 使 ふに 巧に して、 造 父 は 馬 を 使 ふに 巧な りき。 舜は (其の) 民力 を 窮めす" 

造 父 は (其の) 馬力 を 窮め ざり き。 是を 以て 舜に佚 民な く、 造 父に 佚 馬な かりき。 今 

ノ-っ わ 

東 野畢が 御す る や、 之れ が 車に 升り て 輕 を 執る こと、 御の 體 正し。 步 驟馳騁 して 朝禮 

(遠)  せ 

畢る。 險を歷 高き を 致して 馬力 盡く。 然して 尙ほ (乃ち) 馬 を 求めて 巳ます。 臣 聞く" 


2 も 賜 あ 王: p 
0 稱は り' に ：5 
す り 、仕 

m 後 趙へ周 
の 趙 城ての 
人 氏 を功穆 


むるな く、 邪 

僻の 說诚 i::- し 

て 然る 後に 統 

紀 1 なるべし 

云々」 と sT つ 

氏 篇首意 

S 孔子 家 

語 <¥囘 第 十八 

に 出づ。 字：？ 

多少 異なる と 

ころ あり 

(五) 来歷明 

かなら す 

(六) 逸と 同 


！ s:^ の 太守と 

なり、 民に 農 

菜 を ji め 51 内 

大 いに 治まる 

(九) 武 帝の 

時尙 *ls 一一  公郎 

に拜 し、 累進 

し てお 尉と な 

り、 遂に 吏 部 

尙書 となる (1 


ついば  つか  いつは 

鳥究 すれば 啄み、 獸究 すれば 攫み、 人究 すれば 詐り、 馬究 すれば 佚す と。 古より 今に 

(5 

至る まで、 未だ 其の 下 を 究めて 能く 危 きこと なき 者 あらざる なり」 と。 

C 八) きょう すゐ 

宣 帝の 朝に、 襲遂曰 はく、 亂民を 治む る は尙ほ 亂繩を 治む るが ごとく、 急に すべ か 

ら ざるな り。 

晉の 世祖の 朝に、 劉 頌が曰 はく、 「天下 は 至大な り、 萬 事 は 至 衆な り。 聖王を 以て 要. 

を 己れ に 執り、 務を 下に 委 する は、 勞を 憚りて 逸 を 好む に 非す。 誠に 政體を 以て 宜し. 

く 然るべき なり。 人 主 誠に 能く 易き に 居て 要 を 執り、 功罪 を 成敗の 後に 考 ふれば、 群 

下 其の 誅賞を 逃る る 所な し。 

no)  を さ 

唐の 太 宗王挂 に 問うて 曰 はく、 「近代の 君臣 は、 國を理 むる こと 多く 前古に 劣る は 何： 

ぞゃ」 と。 對 へて 曰 はく、 「古の 帝王の 政 を爲す は、 皆志淸 靜を尙 び、 百姓の 心 を 以て 

ほし いま ま 

心と 爲 せり。 近代 は 則ち 唯 だ 百姓 を 損し、 以て 其の 欲 を 適 にす。 任用す る 所の 大臣 

は 復た經 術の 士に 非す。 漢 家の 宰相 は 一 經に 精通せ ざるな く、 朝廷 若し 疑 事 あらば、 

皆經を 引きて 決定す。 是れに 由り て 人， -禮敎 を 識り理 太平 を 致す。 近代 は武を 重ん 

〇) 廣觀 政耍卷 一 、 政 體篇に 出 づ。 王 は 太宗に 仕へ たる 名臣 なり。 諫議大 夫より 待 中に 進み、 遂に 禮部 尙嘗に 至る 
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じ 逃 出すな 
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儒 を輕ん じ、 或は 參 ふるに 法律 を 以てし、 儒 行 旣に膨 け淳風 大いに 壞る」 と。 太 小 深 

く 其の 言を然 りと す。 此れより 百官の 中、 學業 優長に して 兼ねて 政 體を識 る 者 あれば 

しぎ 

多く 其の 階 品 を 進め、 累 りに 遷擢を 加 ふ。 

太宗 侍臣に 謂って 曰 はく、  r 國を 治む ると 病 を 養 ふと 異なる ことなき なり。 病人 愈 ゆ 

る こと を覺 えて 彌. -須 らく 將 護すべし、 若し 觸れ 犯す こと あらば、 必す命 を" おすに 至 

おそ  すな は 

らん。 國を 治む る も亦然 り。 天下 稍 や 安くして 尤も _ ^れ愼 むべ し、 若し 便ち 驕 逸せば 

必す喪 敗に 至らん。 今 天下の 安危 之れ を 朕に 繫く、 故に 日 一 日を愼 み、 休す と 雖も休 

する ことなし。 然して 耳目 股肱 は 卿 輩に 寄す、 旣に義 は ー體に 均し。 宜しく 力 を 協せ 

心 を 同じう し、 事 安から ざる あらば、 極言して 隱す ことな かるべく すべし。 儻し 君臣 

つぶさ かんかく  を さ 

相 疑って 備に 肝 膈を盡 す こと 能 は ざれば、 實に 國を爲 むる の大 害な り。 

太宗曰 はく 、「天子 は 道 あれば 人 推して 主と 爲し、 道なければ 人棄 てて 用 ひす、 誠に 

畏 るべき な. り」 と。 魏徵對 へて 曰 はく、 「古より 國を失 ふの 主 は、 皆 安き に 居て 危 きを 

忘れ、 理に處 して 亂を 忘る る こと を爲 す。 長久なる 能 はざる 所以な り。 今 陛下 {4: 四海 

たも  (sn 

を 有ち、 內 外淸晏 なり。 能く 心を理 道に 留め、 常に 深き に 臨み 薄き を 履めば、 國 家の 


(五) 典 前 

文に： i; じ 

(六) 唐の 太 

宗に仕 ふ。 ^ 

ぉ大夫 • 同 中 

書 門下 二 品に 

進み、 功に よ 

り 朱國 公に 封 

ぜらる 


(ヒ) 贞觀政 

耍卷 一 、 君 道 

篇に出 づ、 又 

ifiw 列傅廿 一 

(八) W の！^ 

王 は 不仁の 爲 

に 殷に滅 さる。 

故に 殷も それ 

に驟 むべ しと 

の 怠、 ^.5經大 

雅、 蕩？ 篇に 

出づ 


曆數 自然に 靈長 ならん。 臣叉 聞く、 古：^11に云はく、 君 は 舟な り 人 は 水な り。 水 能く 舟 

を 載せ、 亦 能く 舟 を 覆へ すと。 陛下 以て 畏る べしと 爲す、 誠に 聖 の 如し 一 と。 

(五) 「入)  わか 

太宗 蕭瑀に 謂って 曰 はく、 「朕少 くして 弓矢 を 好む。 自ら 謂へ らく、 能く 其の 妙. を 泰 

すと。 近 ごろ 良 弓 十數を 得て 以て 弓ェに 示す。 乃ち 曰 はく、 『皆 良材に 非す』 と。 朕 其 

の 故. を 問 ふ。 ェ曰 はく、 『木 心 正しから ざれば、 則ち 脈理皆 邪な り。 弓は剛 勁と 雖も箭 

を 遣る 直から す、 良 弓に 非ざる なり』 と。 朕 始めて 悟る。 朕 は 弧 矢 を 以て 四方 を 定め. 

弓 を 用 ふること 多し。 而れ ども 猶ほ 其の 理を 得す。 況ゃ 朕が 天下 を 有つ の日淺 し、 理 

を爲 すの 意 を 得る こと 固に 未だ 弓に 及ばす。 弓 も猶ほ 之れ を 失す、 況ゃ理 に 於て を や 一 

と。 是れ より 京 官五品 以上に 詔して、 更. '中 書の 內 省に 宿せし めて、 毎に 召 見し 皆 坐 

を 賜 ひ、 與に 語りて 外事 を詢訪 し、 務めて 百姓の 利害、 政敎の 得失 を 知る。 

(七 J  あに 

魏 徵上疏 して 曰 はく、 「臣古 より 圖を 受け 運に 膺り、 體を繼 ぎ 文 を 守り、 英雄 を按御 

し、 南面して 下に 臨む を觀 るに、 皆 厚德を 天地に 配し、 高 明 を 日月に 齊し うし、 木 支 

百世まで 酢 を 無窮に 傳 へんと 欲す。 然して 終を克 くす る者鮮 く、 敗亡 相繼 ぐ。 其の 故 

〔八)  むかし 

何ぞ や。 之れ を 求む る 所以 其の 道 を 失へば なり。 殷鑒 遠から す、 得て 言 ふべ し。 昔 在 
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( 一 ) §ff 

魏 CiS 傳には EI 

十餘 年と あり、 

机し い Hss 政耍 

は齊 霄を引 

用せ る も、 こ 

の 年数の み 。み 

れり 

(二)  §^ 

に、 地に 九州 

八； 1^ ありと 出 

づ。 又 括 地 象 

に 曰 はく、 崑 

を 柱と 爲 

す、 地の 中な 

り、 地下に 八 

杵 あり、 名^ 

大 川をキ 制す 

云々 と 

紙排 する s: 本 

の 大綱、 卽ち 

la. ぉ廊 恥な り。 

ナに卞 r, つ 

s 藝ナ 

路 第 十 一 章 

に、 「善 人 邦な 

爲むる こと 百 

年なら ば、 亦 

以て 殘に 勝ち 

殺 を 去る ベ し 

と。 诚 なる 哉 

是の おや」 と 


治 敎耍錄 卷之七 

有 隋寰宇 を 統一す。 甲兵 鋭なる こと 三十 餘年、 風 萬 里に 行 はれ 威 殊俗を 動かす も、 

一 R: 擧げて 之れ を棄 つれば、 盡く 他人の 有と 爲る。 彼の 揚帝 1; ュ 天下の 治安 を. 悪み、 社 

俊の 長久 を 欲せす、 故に： S の 套を行 ひて 以て 滅亡に 就かん や。 其の 富 强を恃 み 後の 患 


おもん ばか 

を 虞 らす、 天下 を 一 


まし 、 


-て 以て 欲 を 從 にし、 萬 物 を して 自ら 奉す、 域 中の 子女 を 

採り 遠方の 奇異 を 求め、 宮 苑是れ 飾り、 臺榭 是れ崇 くし、 I 役 時な く、 干戈 取ます、 ， 


やす 


外 厳重 を 示し 內險 S い 多し、 讒 邪の 者必す 其の 福 を 受け、 忠 正の 者 其の 生 を 保ん する 莫 


あ ひい： • に 


し、 上下 相 蒙 ひ、 君臣 道隔 る、 民 は 命に 堪 へす、 率土 は 分 崩して、 遂に 四海の 尊を以 


た ふ 


てんぜつ 


て 匹夫の 手に？^ れ、 子孫 殄絕 して 天下の 笑と なる。 痛まざる ベ けんや。 聖 折：： 機に 乘じ 


(三) 


其の 危溺 を扬 ふ、 八 柱 傾きて 復た 正しく、 四 維 弛みて 更に 張る。 遠き もの 肅 しみ 邇き 

、3 

もの 安し。 期 月を踰 えす して 殘に 勝ち 殺 を 去り、 百年 を 待つ ことなし。 今 {«: 觀臺榭 

きき やう t ゆ，.. ゑん 

く 之れ に 居り、 奇珍 異物 識 く 之れ を收 む、 姬姜淑 媛盡く 側に 侍し、 四海 九州 盡く E 妾 

おも 

たり。 若し 能く 彼れ が 失 ふ 所以 を鑒 み、 我が 得る 所以 を 念 はば、 日 一 日 を 慎み、 休す 

€1  (六 一  (七、 

と雖も 休す る ことなく、 鹿 臺の寶 衣 を 焚き、 阿房の 廣殿を 毀ち、 危 亡を峻 宇に 懼れ、 

!_) 處を卑 宮に思 はば、 神化 潛 かに 通じ、 無爲 にして 治まらん、 德の 上な り。 若し 成功 


出づ 

(五) 股の 射 

王が 財 货も貯 

へし 所 

(六) 秦の始 

皇 の 築け る宮 

殿 

(七) 書經 a 

書、 五子 之 歌 

に、 「fil を 甘と 

し 音 を^み、 

宇な 峻 うし 牆 

に雕 む、 此に 

一 も あれば、 

未だ 亡び すん 

ば あら. \^」 と 

出づ 

(八) 

伯篇末^11|に、 

「せ：： 宝 を く 

して 力 を 溝 洫 

に 翁す。 禹は 

吾れ 問然 する 

ことなし」 と 

(九) 抑 損の 

意、 ^^約する 

な h- 

(一 〇) 玉の 

ニー) 采色 

したる タル キ 

(ニー〕 彫刻 


やぶ 


(九) 


ばう し 


して 毀れ す、 卽ち 其の 舊に仍 りて 其の 不急 を 除き、 之れ を 損し 叉 損して 茅 茨 を 柱 棟に 

まじ  ぎょくせ い まじ 

雜へ、 玉 砌に參 ふるに 土 培 を 以てし、 悅んで 以て 人 をして 其の 力 を竭さ ざら しめ、 常 

おも  . 

に 之れ に 居る もの は 逸し 之れ を 作る もの は勞 する こと を 念 へ ば、 億兆 悅んで 以て 子の 

こ  おも  な 

ごとく 来り、 群生 仰ぎて 性 を 遂げん、 德の 次な り。 若し 惟れ 聖 をば 念 ふこと 罔く して 


(一 ご 


そ  おも  V  、て v>  4 るが； ti 

厥の 終を愼 ます、 締 構の 艱難 を 忘れ、 天命の 恃 むべき を 謂うて、 采椽 の恭儉 や〕 忽 にし- 

雕 墻の靡 麗を追 ひ、 其の 基に 因りて 以て 之れ を廣 め、 其の 舊に增 して 之れ を 飾り、 

類に 觸れて 長 じて 止 足す る こと を 知ら すん ば、 人 は德を 見す して 勞役 する のみ。 是れ 

聞く、 斯れを 下と 爲 すと。 之れ を 薪 を 負うて 火 を 救 ひ、 湯 を 揚げて 沸く を 止む るに 譬 

ふ。 暴 を 以て 亂に易 ふる は、 亂と道 を 同じう す、 測るべき こと 莫 きなり。 後嗣 何 を か 

觀ん。 夫れ 事觀 るべき なきと き は人怨 む。 人怨 むと き は 神 怒る。 神 怒る とき は 災害 必 

す 生す。 災害 旣に生 するとき は 禍亂必 す 作る。 禍亂旣 に 作りて 能く 以て 身 名 全き 者 は 

(一三)  そ  のこ 

鮮し。 天に 順 ひ 命 を 革め ての 後、 將に七 百の 酢を隆 にし、 厥の 子孫に 船し 之れ を 萬 葉 

に傳 へんと する は、 得難く して 失 ひ 易し。 念 はざる ベ けんや。 

宋の 太祖の 天下 を 治む る や、 性 仁 孝 豁達に して、 質 自然に 任せ 矯飾 を 事と せす、 宫 
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p 鯀驟惡 さ 書 も 才空後 初つ ふ 
S   ffii 人 G 文監 あに 平め G 

• 、 惠修り 進 竜 兵 
年 三 共 ra 紫す 五む 事 部 宋 
號 苗 工人 あ 。代 °  • 待の 

•  • のり 著史 II 司郞人 


ュ£敎 耍錄. お 之 七 


三 七 四 


したる：^ 

(ニニ) 左； S 

に、 「成 王 鼎 を 

鄉^ に 定め、 

世 を 卜する こ 

と 三十、 年 を 

卜する こと 七 

百、 天の 命す 

る 所な り」 と 

(一) 豆と 麥 

と は 大いに 異 

なる、 それさ 

へ 別し 得ぬ 

愚鈍なる を 云 


<5フ の 河 

南お 開封 麻 


あるひ  や 

中の 葺簾は 緣に靑 布 を 用 ひ、 常 服の 衣 は游濯 再びす るに 至る。 一 日朝 を罷 めて 便殿に 


なんち 


坐し、 樂 しまざる こと 久し。 左右 其の 故 を 請 ふ。 曰 はく 、「雨ら 天子た る こと 容易な り. 

おも  な 

と 謂 へ る や。 早く 作し 快に 乘ぜば 一 事 を 決する を 誤る、 故に 樂 しまざる のみ」 と。 嘗 

て 近臣 を 紫雲 摟 下に 宴して、 W りて 民事に 論及し、 宰相に 謂 ひて 曰 はく、 「愚 下の 民 

二)  b 

しゅくば/、  ゆる 

菽麥を 分た すと 雖も、 藩侯 撫養 を爲 さすして 務めて 一可 虐を行 ふ は、 朕斷 じて 之れ を容 

01 ) せっきよ せい 

さす」 と。 叉 嘗て 宰相 薛居 正に 謂 ひて 曰 はく T 古の 君た る もの、 能く 心 を 正して 自ら 

無 過の 地に 致す は鮮 し。 朕 嘗て 夙夜 畏懼して 非 を 防ぎ 慾を窒 ぎ、 德を 以て 人 を 化する 


一 ひねが 


の義を 庶幾 ふ。 唐の 太宗の 如き は、 人の 諫疏の 直に 其の 失 を 詆るを 受け、 曾て 愧 恥せ 

す。 お 之れ を爲 さすして、 下 をして 間 言な からしむ るに 若かん や」 と。 尤も 意 を 刑 

む 二  あいきょう  ニニ) 

辟に 注ぎ 無辜 を哀矜 す。 嘗て 二 典 を 讀んで 嘆 じて 曰 はく、 「堯舜 の 世 は 四 凶 も 投資に 止 

まる。 何ぞ 近代の 法網の 密 なるや」 と。 故に 開寶 より 以来、 大辟を 犯す も、 情理 深 害 

なる 者に 非 すん ば 多く 死 を 貸す を 得。 惟 だ贓吏 は棄市 すれば、 i は I ま は ssiw ひ 4iss。 

す、 ^ち未だ嘗て容_^^せざるなり云 々。 

(五) 

べんじ" う  * が 

太祖^ 城を资 め、 且つ 有司に 命じ、 洛陽 殿を畫 き、 圖を 以て 之れ を修 し、 韓重贊 を 


な資と 時云擧 7 仕 太に あ 章宗: 
り 治な 尙ふ 者。 す 尉 封り 事の; H 
通る 書、、 とぜ、 と 時 
鑑 。左 哲 温 宋 た ら 許な 、朱 
有 著僕宗 公代 り る國り 同の 
名 書 射のと の 致 。公功 平 仁 


S 宋の 人、 

a 宗に仕 ふ、 

ェ 部待郎 より 

左 司諫に 進む。 

後 退し 子弟 

に敎ふ 


以て 其の 役を董 さしむ。 營精 旣に畢 る。 帝寢 殿に 坐して 諸 門 を 洞 開せ しむ。 皆 端 直 軒 


、わつ 


豁 にして 雍蔽 あるな し。 左右に 謂って 曰 はく 、「此れ 我が 心の 如し、 若し 邪曲 あらば 人 

皆 之れ を 見る」 と。  . 

f 六) ちゅう よう  ヒ 

眞宗沖 放 を 召し、 詢 ふに 民政 邊事を 以てす。 放 曰 はく 、「明 王の 治 は 民 を 愛する のみ、 

おもむろ 

惟だ徐 にして 之れ を 化す」 と。 餘 は皆對 へす。 

仁宗の 朝、 呂夷 簡手疏 して 八 事を陳 ベて 曰 はく、 朝廷 を 正す、 邪徑を 塞ぐ、 賄赂を 

禁す、 侯 壬を辨 す、 女 謁を絕 つ、 近習 を 疎ん す、 力役 を罷 む、 冗費 を 節す。 

仁宗の 朝、 司 馬 光五 規を 進む。 一 に 曰 はく、 業 を 保つ。 其の 略に 曰 はく、 天下 は 重器 

なり、 之れ を 得る こと 至って 難く、 之れ を 守る こと 至って 艱 きなり。 王者 始めて 天命 

なら  あ ひと も  くら 

を受 くるの 時、 天下の 人 皆 我れ と 肩 を 比べ、 相與に 智力 を 角べ て 之れ を爭 ふ。 智竭き 

て抗 する 能 はす、 力 屈して 支 ふること 能 はす、 然して 後稽顏 して 臣 たる を 願 ふ。 智力 

首と して 世に出 づ るに 非ざる より は、 則ち 天下 得て 一 となる 莫 きなり。 斯れ亦 之れ を 

得る こと 至って 艱き にあら す や。 夫れ 群雄 巳に 服して 衆 心已に 定まる に 及び、 常人の 

おもへ  ぅ、」^. 

性 皆以爲 らく、 子孫 萬 世 泰山の 如く 搖 すべから すと。 是に 於て 驕惰の 情 生じ、 兵を玩 
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治 敎耍錄 卷之七  三 七 六 

けが  おさり  かろ， お；， J  , ひく わい  ：  すお： 

び武 を， お" し、 奢 を 究め 輕 しく 侈る あれば、 一 曰： 渙 然として 四方 潰す。 秦*隋 の季是 

れ なり。 斯れ亦 之れ を 守る ことの 至って 艱 きに あらす や。 二に 曰 はく、 時 を 惜しむ。 

二)  (二)  よ,^ 

(1) 易に こ 其の 略に 曰 はく、 易に、 泰 極まれば 否な り、 否 極まれば 泰 なり。 豐は亨 る、 日中に 宜 

の なし、 S  ミ  - 5  . 

、. ゥ, • し - - 131、  ^  /  力た も  ろ  t 

!i、^l"gl し。 孔子 之れ を 象して 曰 はく、 「日中 すれば 曰 K き、 月盈 つれば 食す」 と。 是を て^ 人 

と あり、 象 曰、  い.？ り 

s-gg 、何 は國家 隆盛の 時に 當 りて、 則ち 戒懼 彌. -甚 し。 故に 能く 其の 令聞 を 保ちて、 永久 疆な 

is レ長也 の 意  (g 

f:;.: ひる. も し。 三に 曰 はく、 遠 略〕 其の 略に 曰 はく、 詩に 闩ふ、 「天の 未だ 陰 雨せ ざる」 と は、 國 

ダンなる 〈し  (H) 

f 二)  S5 の.^  つど  と 

に！ パ 家 間 暇に して 災害な きの 時な り。 「彼の 桑 土を徹 りて」 と は、 賢 を 隠微に 求む るな り。 

两 sfs.^T- の篇  いう こ もうび う 

「歸戶 を綢緣 す」 と は、 其の 政治 を 修整す るな り。 四に 曰 はく、 微を 謹む。 其の 略に 曰 

ij,vfsfi はく、 宴 安 怠惰 は 荒淫の 根を肇 め、 奇巧珍 玩は泰 奢の 端を發 し、 せ言卑 辭は燒 倖の 塗 

S)  <x の 根  ひら 

を 啓き、 附耳屛 語 は 睡賊の 門 を 開く。 是れを 知りて 之れ を 革む ると き は、 力 を 用 ふる 

こと 百倍な り。 五に 曰 はく、 實を務 む。 其の 略に 曰 はく、 夫れ 國家を 安んじ 百姓 を 利 

する は 仁の 實 なり。 國緒を 保ち 子孫に 傅 ふる は 孝の 實 なり。 是非 を 決し 好惡を 明かに 

する は 政の 實 なり。 姦邪を 詰め 暴 亂を禁 する は 刑の 實 なり。 言行 を 察し 政事 を 試む る 

は 賢 を 求む るの 實 なり。 材能を 量り 功過 を 課する は 官を審 にす るの 實 なり。 安危 を詢 


(五) 宋の 人、 

始め 院に居 

り. 後： 福 州 及 

び 杭 州に 知事 

揚ぐ。 書數 

あ. o。 この 

文 〈木史 の列傳 

に 見 ゆ 

(六) 和 は 古 

代の名^53、 扁 

は 扁^に し て 

春秋 時代の 名 

0 

(七) 宋の 人、 

出で て 河東陝 

f?: 宣撫 使と な 

り， 人り て戶 

部侍郎 となり 

名 * ば.： =2 し、 卒 

して 兵 部 £ ^書 

も 贈らる。 こ 

の 文 は 宋史列 

傳に W づ 

(八) 朱の 人、 

謂 博 々才 

に—. て 神宗の 

^相と なり、 

新政 治 を 

したる も、 非 

難 多く、 遂に 

失敗に 終れり 


ひ 治亂を 防ぐ は 諫を納 るるの 實 なり。 勇果を 選み 戰鬪を 習 ふ は 治 兵の 實 なり。 實の存 

せざる は、 文の 盛 美と 雖も 益な きなりと。 帝 深く 之れ を納 る。 

i)  まう 

蔡 襄 仁 宗に言 して 曰 はく、 天下の 勢は譬 へば 病 者の ごとし。 陛下 旣に 良醫を 得ば、. 

信任 疑 は ざれ、 徒 だ 病 を^ やすのみ に 非す して 民を壽 せん。 醫は良 術と 雖も用 を盡す 

を 得 ざれば 病 且つ 日に 深く、 和 • 扁 ありと 雖も效 を 責め 難し。 

(七)  たてまつ  ちゆつ ちょく 

范仲俺 十 事 を 仁宗に 上りて 曰 はく、 黜陟を 明かに す、 燒悻を 抑 ふ、 貢擧を 精し くす- 

長官 を撵 ぶ、 公田 を 均しく す、 農業 を 厚く す、 武備 を修 む、 恩 信 を 推す、 命令 を 重ん 

す、 ^役 を 減す。 

祌宗曰 はく、 治の 要は 唐の 太宗を 以てせん、 如何と。 王 安 石 曰 はく、 陛下 當に 堯舜 

に 法るべし。 何 ぞ太宗 を 以て 爲ん や。 堯舜の 道 は至簡 にして 煩なら す、 至要に して 迂 

ならす、 至 易に して 難から す。 但だ 末世の 擧者 通知す る 能 はす、 以て 高く して 及ぶ ベ 

からすと 爲す のみと。 

やぶ 

司 馬？. a 公祌 宗に對 へて 曰 はく、 天下 を 治む るは譬 へば 居室の 如し、 敝 るれば 之れ を 

15  あらた 

修し、 大いに 壞 るるに 非 ざれば 更め 造らざる なり。 
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に 一 ひ 1" 蘇軾神 宗に對 へて 曰 はく、 臣が言 ふ 所の もの 三 言の み、 願 はく は 陛下、 人、. ：- を 結び、 

# にして 文 憂  ニニ  - ； 

2:;,讀。坡！- 風俗 を 厚く し、 紀 綱を存 せよ と。 き If 。の 

の 文の 意 は 八  ニー 一) 

家 文中 神宗 哲宗の 朝、 侍讀 S 公 著 十議を 上りて 曰 はく、 天 を 長^、 民 を 愛し、 身 を 修め、 學を 

帝に 上る 文中 

(iff 神宗ょ 講じ、 賢に 任じ、 諫を 納れ、 敛を 薄く し、 刑 を 省き、 奢 を 去り、 逸るな かれ。 

王， ズ もの 新法  (En 

も 用 ふ。 この 明 道 先生 曰 はく、 先王の 世 は 道 を 以て 天下 を 治む。 後世 は 只 だ是. e 法 を 以て 天下 を 

文 は 其の 新法  、 ， 

把持す。 治 道 は 亦 本より して 言 ふ あり、 亦 事より して 言 ふ あり。 本より して 言 はば、 

I と 一 ti^s 惟だ從 つて 君 心の 非 を 格し、 心 を 正して 以て 朝廷 を 正し、 以て 百官 を 正す。 若し 事よ 

なり 

(さ t タの赌 りして 言 はば、 救 は ざれば 則ち 巳む も、 若し 須 らく 之れ を 救 ふべ しとなら ば 則ち 須ら 

piss"  く變 すべし。 大いに 變 すれば 大いに 益し、 小し く變 すれば 小し く 益 せん。 叉 十 事 を 論 

E-spsi へ 一と 力 

輔 す。 一 に 曰 はく 師傅、 二に 曰 はく 六官、 0, 三に 曰 はく 經界、 gi に 曰 はく 鄕黨、 ^き 

る i き阔 W を fKl に 始まる。 其の 法 比閭に 起り て 族 黨州鄉 ^遂 以て 相聯屬 して 統 £ こ rrr 十" kb. -ヽニ  £、u? -、  <, 

託す。 侍読 は 治す、 故に 民 相 安んじて 親睦す。 法 犯す こは鮮 く、 廉恥 格し 易"。 五に 曰 はく 貢士 1 ハに曰 はく 兵役 七 

{HI 名に し て  一  I 

S このき にあ こ 日まく民<3艮、 お i-s 必す； 5 年 あ f,、 今せ 天下 之れ を 耕す 者は少 く、 之れ も-貪 ふ 者 は 衆し。 地力 蜜 さす 人 功 §5 めす、 

けし!/ り  ^  E^.  e\HJ 闳に {f  く 敬に 古制に 從 つて、 田 を 均， L  くし 農 も 務め、 公私 交. i を 儲 ふるの 法を爲 し-、 以て ゆ 謎 w 備 

(n)  S  Q^dj- 八 こョま 3 「お、 せ は， Eiif^ 土 吊の 職 あり、 而 して 農： « 十に 八 九に 居る。 故に 衣食 給ト， - 易し。 今 は 京師の wi:.:^ の 

栄の 大儒、 て ノ.^Ffくt^L!l- 數百 萬な 違 ゆ。 此れ 古 も 酌みて 今も變 じ、 多き を 均しく ー 寡き" を 他み て、 漸^ 之 I 婦 業- 

に § 先生 00 九に 曰 はく 山澤、 十に 曰 はく 分數。 i 膽謹？ J 。其の 言に 曰 はく、 古今と な 


ふ 


く、 治亂 となく、 如し 生 民の 理窮 する こと あらば、 聖 王の 法 改めつべし。 後^ 能く 其 

かたつ.； =. た 

の 道を盡 すと き は 大いに 治まり、 或は 其の 偏 を 用 ふるとき は 小し く康 し。 此. れ應代 

彰灼 著明な るの 效 なり。 苟も 或は 徒に 古に 泥む こ と を 知り て 之れ を 今に 施す こ と 能 は 

t ばら  したが  . 

す、 姑く 名に 狗ふを 欲ん て 遂に 其の 實を廢 する は、 此れ 則ち 陋 儒の 見なり。 何ぞ 以て 

治 道 を 論す るに 足らん や。 然れ ども 儻し 今の 人の 情 皆已に 古に 異なり、 先王の 迹 今に 

復 すべから すと 謂 ひて、 y 前にき 便して 高遠 を 務め ざれば、 亦 恐らく は 大いに 爲すこ 

と あるの 論に 非す して、 未だ 以て 當 今の 極 弊を濟 ふに 足らざる なり。 

明 道 先生 朝に 言して 曰 はく、 天下 を 治む る は、 風俗 を 正し 賢才 を 得る を 以て 本と 爲 

す。 宜しく 先づ 近侍の 賢 儒 及び 百 執事に 禮 命して、 心を悉 して 德業 充備し 師表と 爲す 

に 足る ある 者 を推訪 すべし。 其の 次 は、 志 を 篤く し 寧 を 好み、 材 良に 行 修まる 者 あら 

えんへ いとん けん  あつ 

ば、 延聘敦 遣して 京師に 萃め、 朝夕 相 與に正 學を講 明せ しめ、 其の 道 は必す 人倫に 木 

X.. い さ う  さ き 

づき、 物理 を 明かに せよ。 其の 敎は小 學の洒 掃應對 より 以往、 其の 孝悌 忠信 周旋 禮樂 

を 修めし めよ。 其の 之れ を 誘 被 激勵漸 摩 成就す る 所以の 道 は、 皆 節 序 あり。 其の 要は 

善 を 擇び身 を 修め、 天下 を 化成す るに 至る に 在りて、 鄕 人より して 聖人の 道に 至る ベ 
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し。 其の 寧 行 皆 是れに 中る 者 を 成 德と爲 し、 材識 明達に して 善に 進むべき 者 を 取り、 

日に 其の 業 を 受けし む。 其の 學 明かに 德 尊き 者を擇 びて 太學の 師と爲 す。 次 は 以て 天 

(1) 藥 校の 下の 寧に 分ち 敎 へしめ、 士を擇 びて 學に 入れ、 縣は 之れ を 州に 升せ、 州 は 太 學に賓 興 

意 

し、 太 舉は聚 めて 之れ を敎 へ、 歳 ごとに 其の 賢者 能 者 を 朝に 論ぜし めよ。 凡そ 士を選 

ぶの 法 は、 皆 性行 端 潔に して 家に 居て 孝悌に、 廉恥禮 遜に して 學 業に 通 明し、 治 道に 

曉 達する ところ ある 者 を 以てせよ。 

(二)  たも  (三) 

唐 は 天下 を 有ち 治平と 號 すと 雖も、 然れ ども 亦 夷狄の 風 ありて 三 綱 正しから す。 君 

あと 

臣. 父子 • 夫婦 (の 道) なし。 其の 原 は 太宗に 始まるな り。 故に 其の後 世の 子弟 皆 使 

りょう い 

ふべ からす。 君 君たら す、 臣臣 たらす、 故に 藩鎭賓 せす 權臣 跋扈し、 陵 夷して 五代の 

rsn  (五) 

§  § 亂 あり。 漢の治 は 唐に 過ぎたり。 漢は 大綱 正しく、 唐 は 萬目擧 ぐ。 本朝 は 大綱 0.^ だ) 

#：!：5 こ し て 五代 

の ^ に は r 正しくして 萬 目 亦 未だ 盡く擧 げす。 

S  指 伊川 先生の 曰 はく、 當 世の 務は、 尤も 先と する 所の 者 三つ あり。 一 に 曰 はく 立, 志、 

す 

二に 曰 はく 責：， 任、 三に 曰 はく 求， 賢。 今 嘉謀を 納れ善 算を陳 ぶる と雖 も、 君の 志先づ 

立つ に 非 すん ば、 其れ 能く 聽 きて 之れ を 用 ひん や。 君 之れ を 用 ひんと 欲する も、 任 を 


II 


宰 輔に責 むる に 非 すん ば、 其れ 孰れ か 承け て 之れ を 行 はんや。 君 相 心 を 協す とも、 S 

者 職に 任す るに 非 すん ば、 其れ 能く 天下に 施さん や。 此の 三つの 者 は 本な り。 事 を 制 

する 者 は 用な り。 三つの 者の 中 復た立 レ志を 以て 本と 爲す。 所謂 立， 志と は、 至誠 一 心- 

をし へ  . 

にして 道 を 以て 自ら 任じ、 聖人の 訓を 以て 必す 信すべし と爲 し、 先王の 治 を 必す行 ふ 

n ハ) 周 べしと 爲し、 近規 に，^ 滯 せす、 衆 口に 遷 惑せ すん ば、 必す 天下 を 致す こと 三 一代の 世の 

如き を 期せん。 

叉 曰 はく、 民の 爲に君 を 立つ る は、 之れ を 養 ふ 所以な り。 民 を 養 ふの 道 は 其の 力 を 

をし 

愛む に 在り。 民力 足れば 生養遂 ぐ。 生養遂 ぐれば 敎化行 はれて 風俗 美な り。 故に 政 を 

な) 离の歷 爲 すに は 民の 力 を 以て 重し と爲 すなり。 春秋に は、 凡そ 民力 を 用 ふる をば 必す 書す。 

其の 與作 する 所 時 あらす して 義を 害する をば 固に 罪と 爲 すなり。 時 あり 且 っ義 ありと 

雖も必 す 書す は、 民を勞 する は 重 事た る こと を 見す となり。 然れ ども 民力 を 甲 ふるの. 

(九)  (一？ 

.  (八) はんきゅう ひきゅう 

$  大 にして 書せ ざる もの ある は、 敎を爲 すの 意 深し。 偉 公 件宫を 修し閟 を復 す、 民力 

(i  ^^^^ 

f 一校 〇) を 用 ひざる に は 非す。 然して 書せ す。 二つの 者 は、 古に 復り 廢れ たる を 興す の 大事に 

して、 國を爲 むる の 先務な り。 是の 如くして 民力 を 用 ふる は、 乃ち 當に用 ふべき 所な 
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り。 人君 此の 義を 知らば 政を爲 すの 先 後 輕重を 知らん。 

叉 曰 はく、 身 を 治め 家を齊 へ、 以て 天下 を 平にす るに 至る は 治の 道な り。 治 綱 を 建 

立し 百 職 を 分ち 正し、 天の 時に 順 ひて 以て 事 を 制し、 制 を 创め度 を 立て 天下の 事を盡 

すに 至る は 治の 法な り。 聖人 天下 を 治む るの 道 は 唯 だ 此の 一 一端の み。 

横： 渠 先生 曰 はく、 千 乘の國 を 道む る こと 禮樂刑 政に 及 かす。 而 して 云 はく、 用 を 節 

して 人 を 愛し 民 を 使 ふに 時 を 以てすと。 言 ふこ ころ は、 能く 此の 如くなる とき は 法 行 

はる。 是の 如くなる 能 はざる とき は 法 徒し く 行 はれす。 禮樂刑 政 は 亦制數 のみ。 法 立 

® は 周 ちて 能く 守る とき は德 久し かるべく 業大 なるべし。 鄭聲 3 人 は、 能く 邦を爲 むる 者 を. 

その li して、 守る 所以 を 喪 はしむ。 故に 放ち 遠 ざく。  . 

橫渠 先生が 范巽 之に 答 ふるの 書に 曰 はく、 朝廷 は 道舉. 政 術 を 以て 二 事と 爲す、 此 

れ 正に 古よりの 憂 ふべき ものな り。 之醉 へらく、 「孔孟 作る ベ くんば、 將た 其の 5£ る. 

所 を 推して ^ れを 天下に 施さん か、 將た 其の 爲 さざる 所 を 以て、 强 ひて 之れ を 天下に 

施さん か」 と。 大都君 相 は 天下に 父母た る を 以て 王道と 爲す。 父母の 心 を 百姓に 推す 

ヒ H  あ ら 

能 はすして、 之れ を 王道と 謂 ふ は 可な らん や。 所謂 父母の 心 は、 徒に 一 百に 見 はるる に 


非す、 必す 四海の 民 を視る こと 己れ が 子の 如くなる べし。 設し 四海の 內 をして 皆 「」 れ 

すくな 

が 子と 爲 さしめば、 講 治の 術必す 秦漢 の恩少 きを 爲 さす、 必す五 伯の 名 を假る こと を 

とも とが  とも そし 

爲 さす。 巽 之 朝廷の 爲に 言へ、 人與に 適む るに 足らす、 政與に 間る に 足らす、 能く 吾 

が 君 をして 天下の 人 を 愛する こと 赤子の 如くせ しむれば、 治 德必す 日に 新に して、 人 

の 進む る者必 す良士 ならん。 帝王の 道は必 すし も途を 改めす して 成り、 學と 政と 心 を 

殊にせ すして 得ん。  * 

(三) 

にし 木 十二 光宗の 朝、 朱 熹四事 を 奏す。 其の 一 に 曰 はく、 天下の 事、 常 あり 變 あり、 而 して 其 

の 事に 處 する 所以の 術に は、 經 あり 權 あり。 事の 常に 當 りて 其の 經を 守る は、 聖賢と 

雖も 此れに 外なら す。 而 して 衆人 も 亦 焉れを 能くすべし。 事の 變に遭 ふに 至りて は 之 

れに處 する に權を 以てす。 則ち 惟れ 大聖 大賢に して 能く 其の 正 を 失 はすと 爲す。 而し 

S) 宋の a て 衆人の 及ぶ 所に 非ざる なり 云々。 

者、 又：：^ .齋 先 if:)， んんし 

1^1  ぱ i 。じ £  魏锬 之が 治 道 を 孝宗に 奏して IE はく、 治 道 は 臣下の 邪 正 を 分つ を 以て 要と 爲す。 

f^ifls 先 眞德秀 は 寧 宗の朝 五 事 を 奏す。 一に 曰 はく、 宗 社の 恥 は 忘る ベから す。 成 (si は。 二 

生、 前 出 三 五 

參照 に 曰 はく、 比隣の 道輕ん すべから す。 三に 曰 はく、 幸 安の 謀恃 むべ からす。 四に 曰 は 
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三 八 四 


(一) 贍 物の 

意 .—. 


0 一) 朱 子の 

門人、 始め 御 

史 となり、 後 

右一 水 相と なる 

S 宋代、 

他 官 な： # 職す 

るか J 一一 ム J. 

(E)  sir 引 

換ふる i の 

もの 

(五) 紙幣 

(六) 官吏 部 

待郞に 至る、 

者に して 南 

軒先 生と 云 ふ、 

，書 多し 

(ヒ) 宋の文 

豪 i ^蹄、 東坡 

の * なり。 八 

家 文、 商 論に 

出づ、 似し 抄 

出な り 


く、 の言聽 くべ からす。 五に n: はく、 至 公の 論忽 にす ベ からす。 

惠秀、 人心 を收 むる の 四 事 を 言 ふ。 一 に 言 はく、 刑 政 は當に 衆と 共に 議 すべ }^。  二 

に 言 はく、 賞罰 は 私 あるべ からす。 三に 言 はく、  i は 直。 g ナに 四に 首 はく、 治世の 氣象. 

は 其の 寬裕 にして 解く こと 密に、 綱 下情に 達せん こと を 欲す。 

(二)  -  ：  I  ,  、  、/？ に rl-ll  0  ふ こ ころ は、 政事 は 常 に 

南宋 理宗の 朝に、 丞相 杜範が 五 事 を 上りて 曰 はく 治 本 を 正す 常に 中 書より 出ヌ旁 踐し 

s§  i^po  aas. 人才 を 擇ぶ。 爵き ii ザ. 

名器 を 惜しむ。 i;  Jii3sr、 財 用 を 節す。 S ま 5 

主の 一身より 始め、 きお より 始め、 貴 近より 始めて、 封捲國 出： 省 1^ 考， C い 1 

^ひ； 漏 も 補 望し、 稱熒 拷幣變 K の H も 求めて、 其の 利， > "を e»I すべ し 云々 

蹈) 式宋の 孝宗に 答へ て 曰 はく、 身 を 修め 寧 を 務め、 夭 を 畏れ 民 を 棘み、 僥倖 を 《 'へ 

讒； g を屛 く。 

i) 子 曰 はく、 周 公の 天下 を 治む る 所 は、 務めて 文章 繁褥 の禮を 以て 剛强の 民 を 和柔， 

f  ここ を も 

盾 • 覆す。 故に 其の 道 は 尊 を 尊と して 親 を 親と し、 老を 貴んで 慈愛す るに 本づく 以て 

上 を 犯し 制し 雞 きの 民な く、 其の 至 柔の道 を 行 ひ、 以て 天下の 屍 心 を 揉げ て、 其の 剛 

毅 果敢の 志 を 去る。 故に 共に 天下の 至 久を享 く。 而れど 諸侯 內に 侵し 京師 振 はす、 卒 


(八) 以下 蘇 

轍の 原文 は、 

「まなる 者 は 

以て 久しく 存 

すべ きも、 而 

も (！e に 勝た ざ 

るに 困し む- 

g3、 なる 者は以 

て 折れ 易き も、 

而も 其の 末 や 

乃ち 以て 立つ 

所 あるべ し。 

此れ 商の 長 か 

ら ざ る 所以に 

して、 周の 拔 

はざる 所以な 

之 

「九) 殷に同 

じ 

(一 〇) 周の 

史 名 

(11) 司 馬 

光 

(一二) 呂 祗 

謙、 朱 代の S 

者、 朱 子と 名 

も齊 しくす。 

I^F 名なる 近 Hf 

St は兩 氏の 共 

編な り 

(ニニ) 屋 

なき^^殿、 史 


に 廢れて 至 弱の 國と爲 る。 何と なれば、 優柔 和 易 は 以て 久を爲 すべく して、 以て 强を 

爲 すべから ざれば なり。 蓋し 物の 强き者 は 以て 折れ 易く して、 柔 忍の 者 は 以て 久しく 

_  (八) (九) 

存 すべし。 此れ 商の 長から ざる 所以に して 阓の振 ふ听以 なり。  - 


いつ 


成 王 嘗て 史 佚に 問うて 曰 はく、 「何の 德 あって か 民 其の上 を 親しまん.」。 對 へて 曰 は 

く、 一  之れ を 使 ふに 時 を 以てして 敬し、 之れ に 順 ふに 忠 ありて 之れ を 愛し、 令 を 布く こ 

しょくげん 

と 信に して 食言せ す、 深淵に 臨む が 如く、 薄氷 を 履む が 如し」 と。 王 曰 はく、 r 懼 るべ 

き 哉 一。 對 へて 曰 はく、 「天地の 間、 四海の 內は、 善 すれば 臣 たり、 善せ ざれば 雞 なり。 

夏 殷の民 は！！ 紂を讎 として 湯 武を臣 とす。 若 之 何 其れ 懼れ ざらん や」 と。 

溫公曰 はく、 夫れ 天子 は、 萬國を 統治し、 其の 服せ ざる を 討ち、 其の 微弱なる をぎ 

し、 其の 號令を 行 ひ、 其の 法度 を 一 にし、 敦く 信義 を 明かに し、 以て 兆民 を 兼 愛する 

所以の 者たり。 

(二- 

呂東萊 曰 はく、 天下 を 治む る 者 は、 人の 財を盡 さす、 .< の カを盡 さす、 人の 情を盡 

さす。 是の ニー 者は盡 すべく して 繼ぐ ベから ざるな り。 古の 人に 之れ を 行 ふ 者 あり、 漢 

(一一 ミ  (一 E) 

の 文 帝是れ なり。 露 薹に百 < ^の 費 を 惜しみ、 後宮 は 地に 曳 かす。 敢 へて 輕，' しく 天下 

谕ニ治 道 I  三 八 五 


治 敎耍錄 卷之七 


三 八 六 


Pi 孝 文 * 紀に 

「帝 «5 て露蠻 

な 作らん と 欲 

し、 R を 召し 

之れ な 計る、 

や も？ m 金な りと。 

上 H はく、 百 

金 は 中 人 十 家 

の產 なり- 吾 

れ 先帝の.. K 室 

も泰 じ、 常に 

之れ を 恐れ 羞 

づ。 何 ぞ臺を 

以て 爲 さん」 

( 一 ED 史記 

の慨 夫人の 衣 

は 地に か 

す」 と 出づ 

二) 史 記に 

「詐 病して 朝 

せす、 就き 一」 

几 杖な 賜 ふ。 

群臣 袁^ 等の 

如き^ 説 切な 

りと 雖も 常に 

りに 之れ を 

借用す 一 

(二) 漢の文 

帝に 仕へ て郎 

中 令たり。 同 

じく 史記に 出 

づ、 「群臣 張武 


つ ひや 


一- r-4. 

の 財 を 醸さす と 謂 ふべ し。 匈奴 三た び 入りて 三た び 之れ を 担ぎ、 未だ 嘗て 兵 を 究めて 

塞 を 出です。 輕， 'しく 天下の 力 を 用 ひすと 謂ぶべし。 一王 は 朝せ すして 之れ に 几 杖 を. 

01) まひな ひ 

^ひ、 張 武は赂 の 金錢を 受けて 心に 愧づ。 敢 へて 輕-' しく 天下の 情 を 索め すと 謂 ふべ 

し。 


i)  き  >-<-,- 

胡 致 堂 曰 はく、 治に e: る 者 は 未然 を 憂 ふ。 君子 は 幾 を 見て 作る を贲ぶ 所以な り。 善 

く-犬 下國 家を爲 むる 者 は、 微を 謹む のみ。 宫を卑 くし 服を惡 くす る は 侈 汰を盧 るな りハ 

いとま あ 

暇 食に 遑ら ざる は 逸豫を 防ぐな り。 慄々 危懼す るは驕 溢を戒 むるな り。 

(In  ： つく 

揚 子の 先知 篇に曰 はく、 君子 は 國の爲 に 其の 綱紀 を 張る。 ：11 はく、  にか 綱紀 在り 

や。 曰 はく、 犬なる を 綱と 作し、 小なる を紀と 作す。 如し 綱 綱なら す、 紀紀 なら ざれ 

ば、 羅網 ありと 雖も惡 んぞー 日に して 諸れ を 正す こと を 得ん。 

陶 天台 曰 はく、 君の 臣に 於け る は、 猶ほ 天の 萬 物に 於け るが ごとく、 包まざる 所な 

、五) こんやく  ほう は. - 

し。 泰山の 高き、 黄河の 深き、 鲲躍三 v!>、 鵬搏九 萬、 皆 其の 間の 一 物の み。 何ぞ 之れ 

と 長短 を較 ぶる に 足らん や。 高 帝は亭 長より 起れ り、 不學無 術に して 5 み々、 として 惟 だ 

人の 己れ に 勝らん こと を 恐る。 故に 信と 兵 を將ゐ るの 多少 を 論じ、 以て 其の 意を觀 る。 


等の 如き 駱 i„s 

の 金 餞な 受け 

しな 覺り、 上 

乃ち 御 府の金 

錢を發 して 之 

れに賜 ふ。 以 

て 其の 心 ぁ愧 

ぢ しわ」 

(三) 胡お、 

宋 代の 

中 人に 

至り、 後欲狱 

閣直 舉士も 以 

て 致仕す 

§  j€ の揚 

雄、 事 者に し 

て宫大 夫に 至 

る。 著書 太玄. 

法 首 • 方 さ：： ャザ 

あり。 先知 篇 

は 法 言 中の 一 

なり 

(五) 鲈 ぷは大 

魚、 鵬 は大 2| 

(六) 漢の高 

祖劉邦 は壯年 

に洲 上の 亭. お 

たりし こと あ 


(若し) 信たら ば 直 だ 當に對 へて H はん、 「犬 は^ 人 を 生み、 天地 民 物の 主と 爲す。 犬 

f 八)  . 

下の 智^ は 皆 一 人の 智勇な り。 陛下 は 惟 だ 當に人 を 知り 任 を 授け 功 を 論じ 赏を行 ふべ 

し。 臣下と 能を爭 ふべ からす。 臣の 君に 事 ふる は 死 ありて 貳 なし、 生 殺 與奪は 推 だ 

君の 命す る 所の ままな り。 詩に 云 はく、 夙に 夜に 解る 匪く 以て 一 人に 桌 ふと。 (これ) 

臣の 職な り、 庸ぞ 其の 他 を恤へ ん」 と。 此の 如く なれば、 高 帝の 心釋 然として 君に 事 

ふるの 道 得ん。 乃ち 曰 はく、 「陛下 は 兵に 將 たる 能 は ざれ ども、 善く 將に將 たり」 と。 

(ママ)  た- ん， r る もの- 

彼此の 長 を 較べ、 能く 君臣の 大分 を 忘る。 斯の言 一 たび 出で て 衆 恩 皆 起る とも 何爲者 

ぞゃ 云々。 


無 事 

繁辭に 曰 は， 

子 曰 は ■ 


(一 0 


黄 帝. 堯 .舜 は 衣裳 を 垂れて 天下 治まる。 

ぁづか 


巍々 乎たり、 舜. 禹の 天下 を 有つ や、 而 して 與ら す。 ■ 好ば い 


； -、、 魏々 は 尺？ 

與 からすと は ® ほ 


相關^；^^？と言ふが ごとし。 言 ふこ ころ 

は、 其の 位 を 以て 樂と爲 さざる なり。 ■ 


(七」 淮 侯 

韓信 なり。 こ 

のこと 屮； 記の 淮陰 列 傅に 33 づ (八) 君主 一人 も 指す (九) 易の^ 粹下傳 (一 〇) 論語 泰伯篇 十八^、 註の 朱 子 曰 はく は、 朱+ 集註に 出 

づ。 "ド溉 ね然り 


論 二 治 道： 
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ム. m 敎耍錄 卷之七 


一一 一 


(一) 

伯？ i 第 十九 章 


つ：) ^mi 

S 公 篇第四 章 


「ら は 孔子の s: 

人冉； ％ の {. ケな 

り、 德 ii: な以 

こ あ. り。 子 

一；^、； S. ナは害 傳 

に 見えす 


f 1 ) 


子 曰 はく、 大 なる 哉堯の 君た る や、 巍々 乎と して 唯 だ 天を大 なりと 爲す。 唯 だ堯. NT 

れに 則る。 蕩々 乎と して 民 能く 名づ くるな し。 朱 子 曰 はく、 唯 は 猶ほ獨 の ごとし、 則. 

は猶ほ 準の ごとし、 蕩々 は廣 遠の 稱 なり。 言 ふこ ころ は、 物の 高大 天より 過ぐ る 者 あ 

るな し。 而 して 獨り堯 の德 能く 之れ と す。 故に 其の 德の廣 遠 も 亦 天の 雷 語 を 以て 形 

容 すべ からざる 如きな り。 

子 曰 はく * 無爲 にして 治まる 者 は、 其れ 舜か。 天 何 を か爲す や。 己れ を 恭しくし 正. 

しく 南面す るの み。 プノう 曰 はく、 無爲 にして 治まる と は、 聖人の 德盛 にして 民 化す、 

其の 作爲 する 所 ある を 待たざる なり。 獨り 舜を稱 する は、 堯 にぎぐ の 後に して、 义人 

を 得て 以て 衆 職に 任す。 故に 尤も 其の 爲す あるの 迹を 見ざる なり。 己れ を 恭しくす と. 

は、 聖人 敬 德の容 旣に爲 す 所なければ、 人の 見る 所 此の 如きの み。 

ニー 二 

仲 弓 子 桑 伯 子 を 問 ふ。 子 円 はく、 可な り、 簡 なりと。 仲 弓 n: はく、 敬に 居て 簡を行 

ひ、 以て 其の 民に 臨まば、 亦 可なら す や。 簡に 居て 簡を行 ふ は、 爲 乃大簡 か。 子 曰 は 

く、 雍 が言然 りと。 朱 子 曰 はく、 一 百 ふこ ころ は、 自ら 處 るに 敬 を 以てすれば 中 主 あり 

て 自ら 治む る こと 厳し。 是の 如く， て簡を 行って 以て 民に 臨まば、 事 煩なら すして 呙 


擾れ す、 可と 爲す 所以な り。 若し 先づ 自ら 處 るに 簡を 以てすれば、 中に 主な くして 自 

ら治 むる こと 疎な り。 而 して 行 ふ 所叉簡 なり。 5； 〈之れ を 大簡に 失して 法度の 守るべき 

なから す や。 家 語に 記す、 伯 子 衣冠せ すして 處り、 夫子 其の 人道 を 牛馬に 同じく せ. ん 

と 欲する を 幾る。 然れば 則ち 伯 子 は 蓋し 大簡 なる 者な り。 而 して 仲 弓 夫子の 過って 許 

す を 疑 ふか。 ね 子 曰 はく、 子 桑 伯 子の 簡は 取るべし と雖 も、 而も 未だ 盡く 善なら す。 

故に 夫子 は 可な りと 云 ふなり。 仲 弓 因って 言 ふ、 內敬を 主として 簡 なるとき は 要 直と 

爲し、 內 簡を存 して 簡 なるとき は 疎略と 爲す。 其の ：0 曰 を 得たり と 謂 ふべ し。 义闩 はく- 

敬に 居る とき は 心中 物な し、 故に 行 ふ 所 自ら 簡 なり。 簡に 居る とき は 先づ簡 に、.： - あり 

て 一 の 簡の字 多し、 故に 大簡と 曰 ふ。 

六 韜に曰 ふ、 太 公が 曰 はく、 帝堯の 天下に 王なる や、 心 を 削り 志 を 約に して、 事に 

無 爲に從 ふ。 

(七〕 きふ あん 

漢の 汲黠は 東海の 守と 爲り、 淸淨を 好み、 大指を 責め苛 小なら す、 其の 洽務 M 爲に 

在り、 大體を 引きて 文法に 拘ら す。 

漢の武 帝 は 術 儒を尙 び、 束 帛に璧 を 加へ、 II 車駟 馬して 以 ハン を迎 4。 旣に！^丄 


(£) 孔子 家 

urn 

(五) 程 明 道 

又は 程 伊川 

(六) 武經七 

* の 1 、 以下 

の 文 は 文韜の 

a 虛篇に 出， づ 

(七) ？ S の武 

帝に 仕 ふ、 東 

淘 太守と して 

名 凝 を 揚げ、 

されて 九 卿 

となる。 M 言 

よく 帝も輔 け、 

自ら 社稷の 臣 

を 以て 任す。 

この 文意、 史 

記 列傳に 出づ 

(八) 老人 乘 

りの iaf に 頭 

の E? も つけて 

迎ュ るたり 

(九) 漢の * 

^、 門人 凡そ 

千餘 人と 稱す。 

官 太中大 夫た 


り 


論 二 治 道 


三 八 九 


(一) 明の 擧 

者 方 *J-lr 號 

も 正 • と  一 K ふ。 

靖 難の 亂に正 

義を 主！^ W して 

殺さる。 方正 

g;. 文 あり。 

以ド M 文集 曹 

お 一 を 論 やる の 

文に 出. 、つ、 然 

わ ども S 

(•  れ」 の 間 は 文 

異なる 

W 下史 

記 » 相 國世家 

g-igsr より 抄 £5 

せる もの なり 

(； 一一 一 父菌參 

が 日夜 飮；？ す 

るの 现由 も-問 

はしむ るな り 

(四) 父 高祖 

.Erf 帝 

(五) 以下 ま 

方正 舉の文 

なり 


敎耍錄 卷之七  三： f^〇 

て、 天子 治 亂の事 を 問 ふ。 申 公年 八十 餘、 對 へて 曰 はく、 「治 を 爲す者 は 多言に 在らす、 

まさ  --だ へ 

カ行 如何と 顧る のみ」 と。 是の時 天子 方に 文辭を 好み、 申 公の 對を 見て 默然 たり。 

晉武 幸す る 所の 張 夫人 曰 はく、 夭 地の 萬 物 を 生み、， 聖 王の 天下 を 治む る は、 其の 

自然に 因りて 之れ に 順 ふ。 . 

. 方正 學曰 はく、 善く 天下 を 治む る 者 は、 先づ 治めざる を 以て 之れ を 治む。 宵 參が惠 

帝に 相た る や、 日夜 醇酒を 飲みて、 (然も) 府中 事な し。 參が 子^ 中大 夫と t ，？。 帝怪 

ひそか  (1 二)  すみ や li  - なんち.' 

しみて 私に 之れ に 問 はしむ。 參 怒って 曰 はく、 「趣 に 入りて 侍せよ、 犬 下の 事 は 若が 

當に言 ふべき 所に 非す」 と。 朝に 至れば 帝 參を讓 む。 參冠を 免ぎ て 謝して HI はく、 「陛 

下 自ら 察せよ、 聖武は 高 帝と 孰れ ぞ や」。 上 曰 はく、 「朕 乃ち 安ん ぞ敢 へて 先帝 を 望ま 

ん」。 曰 はく、 「臣 は蕭 何が 賢と 孰れ ぞ や」。 上 曰 はく、 「君 は 及. ばざる に 似たり」。 參曰 

はく、 「陛下の 言是 なり。 高帝蕭 何と 天下 を 定め、 法令 旣に 明かな り。 今陛 下垂 拱し、 

參等職 を 守り、 遵 ひて 失 ふなく ば、 亦 可なら す や」。 帝日 はく 「善し」 と。 參相 たる 

あきらか  、丫」 

こと 三年、 百姓 歌って 日 はく、  r 蕭何 法を爲 り、 較 なること 一 を畫 する が 若し、 曹參 

すなよ  (五) 

之れ に はり、 守りて 失 ふこと なし。 載ち 其れ 淸淨 にして、 民 以て 寧 一 なり」 云々。 參 


(六) ^^..^の 

(七 J 戰^ 時 

代の 遊說， }S6 な 

り。 常時の 大 

^燕趙 韓魏齊 

^！^に說き同盟 

して^に 對 

す 

f 八) 00, 

戰 國 時代の 遊 

說家 泰 と！！ 

じき も、 六^ 

の ！！ 1： 盟を 解き 

て奏 に從ふ を 

^す 

( 一 〇) 宋ぉ 

に、 史浩字 は 

i , 魏國公 

後 越. 上に 追 封 

せられ、 忠定 

i. 森す と出づ 

ニー) 朱の 

？ SJi- 宗 の年號 

(ニー) 醴 泉 

は縣 名、 觀； S 

は {:!: 名な らん 


は 治 亂の方 を 知る と 謂 ふべ し。 秦の 亡びし は 制な かりし に 在らす して、 制 多き を 患へ 

たり。 法の 疎なる を 患へ すして 過密 を 患へ たり。 故に 參は 寧ろ 無 功の 名 を 受け、 有功 

を圖 りて 以て 當^ を禍 する に 忍び ざり き。  . 

(六-一  (七) 

言行 錄に、 司 馬溫公 恃讀に 選ばる。 進みて 通 鑑を讀 み、 蘇 秦六國 と 約し 事. に從 ふに 

至る。 光 曰 はく、 秦* 儀は縱 横の 術を爲 し、 華 を 多くして 實を少 くし、 ：^ん にハ； ^なし、 

皆 利口の 邦家 を 覆す 者と 謂 ふ。 

蘇 軾宋の 神 宗に對 へ て 曰 はく、  ^だ 患 ふらく は 陛下 治 を 求む る こと 太 だ <!. わにして、 

首を聽 くこと 太だ廣 く、 人 を 進む る こと 太だ銳 し。 願 はく は鎭 めて 安靜を 以て 事の 來 

る を 待ち、 然して 後に 之れ に應 ぜんこと を。 

f 九) (.-9  ニー)  ニニ) 

國 史衞國 公浩、 字 は 直 翁 は、 淳照 中、 醴泉觀 使に 除せられ 侍讀を 兼ぬ。 ^_.5嘗て正心 

篇を讀 み、 黄 帝 は無爲 にして 天下 治まる を 論す。 上 曰 はく、 所謂 無爲は j: 一は 燕 安に して 

攀を 事と する 所な きの 謂な らん やと。 


勤 勞 
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治 敎耍錄 卷之七  一一 一九二 

二 さう う  (一一 二 

唐の 太 宗蕭瑶 に 問うて 曰 はく、 隋の文 帝 は 如何なる 主ぞ や。 對へ て 曰 はく、  r 克レ己 

一一  まつり と  力た 

復レ禮 、勤勞 して 政 を 思 ふ。 一た び 朝に 坐す る 毎に、 或は 日の eK ぶく に 至る。 五 品 

已上 坐に 引きて 事 を 論じ、 宿衞 の士. @ を傳 へて 食す。 性 仁 明に 非す と 雖も亦 是れ勵 精 

の 主な り」 と。 太宗の 曰 はく 、「公 は 其の 一 を 知りて 未， だ 其の 二 を 知らす。 此の 人性 至 

察に して 心 明かなら す。 夫れ 心喑 きとき は 照す こと 通ぜ ざる あり、 至 察なる とき は 多 

く 物 を 疑 ふ。 叉 孤兒寡 婦 を 欺いて 以て 天下 を 得、 に 群臣の 內 不服 を 懷 かんこと を 恐 

れて、 肯て百 司に 信任せ す、 每事皆 自ら 決斷 す。 則ち 神 を 勞し形 を 苦しむ と雖 も、 未 

だ 盡く理 に 合 ふこと 能 はす。 朝臣 旣に 其の 意 を 知る も、 亦敢 へて 直言せ す、 宰相 以下 

おもん みる 

惟 だ 卽ち承 順す るの み。 朕が 意 は 則ち 然ら す、 以 に 天下の 廣き 四海の 衆き、 千 端 萬 

> ベ >  A な  まか 

緒、 ^らく 變 通に 合 ひて 皆 百 司の 商量 宰相の ■ 畫に委 すべし。 事に 於て 穏便なら ば、 

方に 奏 行すべし。 畏ー 日 萬 機 を 以て 獨りー 人の 慮に 斷 する こと を 得ん や。 且つ 日に 十 

事 を斷ぜ ば、 五條 は 中ら す。 中る もの は 信に 善し、 其の 中らざる 者 を 如何せん。 日 を 

以て 月に 繼ぎ、 乃ち 累年に 至らば、 乖譯旣 に 多 からん。 亡びす して 何 を か 待たん。 3 

赍 く賢良 こ K じ、 高く 居 深く 視 るに 如かん や。 法令 嚴肅 ならば、 誰か 敢 へて 非と 爲さ 


ん。 因り て^：？司をして詔敕の頒下の若き、 未だ 穩便 ならざる 者 あらば、 必す須 らく 執 

、五)  ただち  (六) い： J 

奏すべ く、 旨に 順って 便ち 卽に 施行す る を 得す、 務めて 臣ド. の 意を盡 さしむ 一； と。 

且 p3?  た 

ポ,. ^曰 はく、 君 は 人 を 知る を 以て 明と 爲し、 臣は 職に 任 ふる を 以て 良と 爲十。 君 人 を 

知る とき は 賢者 其の 擧ぶ所 を 行 ふ を 得、 臣 職に 任 ふるとき は不 賢者 苟も 朝に 容るを 得 

わす  一七) そう V； 

す。 此れ 庶事 康き 所以な り。 若し 夫れ 君に して 臣の職 を 行 ふとき は幾脞 なり、 臣 にし 

て 君の 事に 任へ ざると きは惰 る。 此れ 萬 事の 嬉 るる 所以たり。 舜の 時に 當り、 ！ は 一 

相と して 百官 を總 ベ、 稷 より 以下 職 を 分ち て 以て 聽く。 人に 君. たる 者、 天の 上に 運り 

て 四時 塞 暑 备 其の 序 を 司る が 如く なれば、 勞せ すして 萬 物 生す。 君 は 以て 逸せ すん 

ば あるべ からす、 々おむ る 所の 者大 にして 司る 所の 者 要な り。 臣 以て 勞せ すん ば あるべ 

からす、 治む る 所の 者 寡く 職と する 所の もの 詳 なり。 不明の 君 は 人 を 知る 能 はす、 故 

に 察 を 務めて 疑 多し。 一人の 身 を 以て 百官の 爲す 所に 代らん と 欲する とき は、 聖智と 

雖も亦 日に 力めて 足らす。 故に 其の 臣下 事大 小と なく 皆 之れ を 君に 歸す。 政に 得失 あ 

りて 其の 患に 任へ す、 賢者 は 其の 志 を 行 ふ を 得すして 持 祿の士 は 以て 其の 位 を 保つ を 

得、 此れ 天下 治まらざる 所以な り。 是を 以て 隋文 勤めて 功な く、 太宗 逸して 成る こと 

論： 治 道 一  三 九 一 Ij 


2) 上 命な 

ただ そのまま 

施行せ -、 自 

,」 の £^ 慮判斷 

交 へ て 事 を 

行 ふか" 云 ふ 

(六) 宋の核 

メに資 治 i^y 

•nl ら s-n. や 著 

はす、 is 給 事 

中に 至る 

(七」 i 

(八) 奏 舜に 

什 へ 乙 賢お 


帝 pu) 宗づ 

時 G のじ 
代 年 
の 隋號唐 

年の の 

き § 文 太 


に耍 この 人 ！^. へ 
出前の 註 、者 二 

づ 文釋貞 、 

文 貞者觀 臨 え 
■ の 觀 な 政 川 代 
後 政り 耍 のの 


治 敎耍錄 卷之七  王 九 四 

あり。 彼れ は 其の 道 を 得すして、 此れ は 其の 道 を 得る が 故な りた 戈 直 曰 はく、 古の 犬 

下に 君た る 者 は、 賢 を 求む るに 勞 して 人 を 得る に 逸す、 未だ 身. 群臣の 事に 代りて 自ら 

以て 勵 精と 爲す者 あらざる なり。 隋の文 帝 は 天資 f 可 察に して 疑 多く、 自ら 任じて、 一 

身の. 冃を 以て 周く 1K 下の 務を 知り、 一 人の 手足 を 以て 悉く 百 司の 勞に 代らん と 欲す- 

再傳に 及ばす して 天下 大いに 亂る。 後世 道 寧 明かなら す、 故に 隋文は 自ら 以て 勵 精の 

事と 爲し、 蕭瑀も 亦 之れ を稱 して 勵 精の 主と 爲す。 夫れ 堯の兢 々は 堯の勵 精な り、 舜 

の孳々 は 舜の勵 精な り。 堯は舜 を 得ざる を 以て 己が 憂と 爲し、 舜は 禹-阜 陶を 得ざる 

を 以て 己が 憂と 爲す。 堯舜の 勵精は 賢 を 求む るに 勞 する のみ、 5:1:^ 其の 身 を 以て 群臣の 

事に 代らん や。 瑶叉 11 はく、 其の 能く 克 X 己復， 禮と、 斯れ顏 子が 勉行 する 所な り、 

H ぽ丄隋 文の 能くす る 所な らん や、 之れ を 失 ふこと 遠し。 太宗 深く 隋 文の 非 を 悟り、 惟 だ 

廣く賢 良に 任じ、 高く 居て 深く 視んと 欲する のみなら す、 祖だ百 司 をして ぼに 順 ふ を 

ニニ)  (Bn 

得す、 務めて 臣下の 意を盡 さしむ。 故に 貞觀の 治 は 之れ を 開 皇に較 ぶれば 相 去る こと 

め あ 

懸絕 する 者以 あるかな。 

太宗の 朝に、 事 を 言 ふ 者 は、 多く 上 親ら 奏表 を覽て 以て 壅 蔽を访 がんと 請 ふ。 上以 


(■:) 共に 舜 

^  ^ぉ、 禹は 

後に- の. 土と 

なる、 皐 陶は 

# の 時代 獄官 

の 長と なる 


て 魏徵に 問 ふ。 答へ て 曰 はく、 一 斯の人 大體を 知らす、 必す 陛下 をして 一 々之れ を 親ら 

せし む、 -ひ： 惟 だ 朝 堂の みならん や、 州 縣の事 も 亦當に 之れ を 親ら すべし」。 义房玄 齢- 

(七) 

王 接、 內外官 の 御を考 ふること を 掌る。 御史 權萬紀 其の 不平なる こと を 奏す。 ^-命じ 

て 之れ を 推す。 魏徵 諫めて 曰 はく、 「一 一人 素より 忠直を 以て 委任 せらる。 おふる 所旣に 

おもね 

多し。 其の 間 一 二の 當 もざる なからん や。 然れ ども 其の 情 を 察する に、 終に 私に 阿る 

に 非す。 今 之れ を 推す も 未だ. 朝廷 を婢ハ < 奴す る に 足らす、 從っ て 大臣に 委任の 意 を 失 ふ 」 

と。 上 乃ち 釋 して 問 はす。 义太宗 の 曰 はく、 r 隋の文 帝 は 明かなら すして 察 を 喜ぶ。 明 

かなら ざれば 照らす こと 通ぜ ざる あり、 察 を 喜べば 多く 物 を 疑 ひ、 事 皆 cn 決して 群臣 

あ やま ち 

に 任せす。 群臣 旣に 主の 意 を 知り、 惟 だ 取決して 成 を 受け、 您違 ありと 雖も 能く 諫爭 

する 莫し。 此れ 二世に して 亡ぶ る 所以な り。 朕 は 則ち 然ら す、 天下の 賢 村を擇 びて 之 

れを 百官に 寅き、 天下の 事 を 思 ふに、 宰相に 關由 せしめ、 審に 熟し 便ち 安んじて、 然 

して 後に 奏 間せ しむ。 功 あれば 賞し、 罪 あれば 刑す。 誰か 心 カを竭 して 以て 職業 を修 

めざらん」。 

叉 曰 はく、 若し 夫れ 君に して 臣の職 を 行 ふとき は叢胜 なり、 臣 にして 君の 事に 任へ 

論！： 治 道 1  .  三 九 五 
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ざると きは惰 る。 此れ 萬 事の 竊 るる 所以な り。 人に 君た る 者、 1K の 上に 運り て 四. ^寒 

暑 各.' 其の 序 を 司る が 如く なれば、 勞せ すして 萬 物 生す。 不明の 君 は 人 を 知る 能 はす、 

故に 察 を 務めて 疑 多く、 一  人の 身 を 以て 百官の 爲す 所に 代らん と 欲す。 是れ 天下の 治 

まらざる 所 なり。 

⑩ 

貞觀政  叉 曰 はく、 「朕 毎夜 恆に 百姓の 間の 事 を 思 ひ、 或は 夜半に 至る も寐 ねられす、 淮だ恐 

耍卷 二に 出づ 

る、 都督. 刺史 百姓 を 養 ふに 堪 ふるや 否や を。 故に 择 風の 上に 其の 姓名 を錄 し、 坐 臥 

饭に 看る。 官に 在りて 善事 あるが 如き は、 亦 具に 名の 下に 列す。 朕 は 深 { 吕の中 におて、 

. 視聽 遠き に 及ぶ こと 能 はす、 ぬる 所の 者 は 惟 だ 都督. 刺史 のみ。 此の 輩實に 理亂の 

繁る 所、 尤も 須 らく. < を 得べ きなり。 

r 一) 害の 皇  (二」  まか  31)4 いえんれ い 

帝 g 德宗は 宰相に 任せす、 天下の 細務皆 自ら 之れ を 決す。 是れに 由り て^ 延 齢が 輩 事 を 

(三) 唐 C 姦 

縣、 お 《f 。戶 Ms 用 ふる を 得たり。 上 11 藩邸に 在りし とき、 心 固より 之れ を 非と す、 位に 卽 くに 及び、 

^する も 以て  (S はいき  を V-6 

恐れら る。 遂 宰相 を 擇び心 を 推して 之れ に委 ぬ。 裴堆も 亦 誠を竭 して 輔佐す。 上 嘗て 理を爲 すの 要 

fsTMi* の 何 を 先と する か を 問 ふ。 洎對 へて 曰 はく、 先づ 其の 心 を 正しくす と。 

憲宗 s 相  憲宗 宰相と 論す、 古より 帝王 或は 庶政に 勤勞 し、 或は 端 拱無爲 たり、 互に 得失 あり、 


(五) 1? 代、 

.^1  „— 


(六) 始. は 

天性^ 反に し 

て c: ら S ひ、 

天下の 

ら决 す。 故に 

一 日に 敛 決す 

べき 書類の 分 

量 を 計る に衡 

；,? 卽ち 計量器 

を 以てすん ほ 

どなり 

(七) 胡 ^s:、 

、」s 出 三 八，：；： K 


いかん  fifj; 

何して 可な らんと。 杜 黄裳對 へて 曰 はく、 王者 は 上天 地 宗廟 を 承け、 下 百姓 四 夷を撫 

し、 夙夜 勤 憂す。 故に 自暇自 逸すべ からす。 然れ ども 上下 分 あり 紀綱序 あり、 苟も 愼 

みて 天下の 賢 村 を 選びて 之れ に 委任し、 功 あれば 賞し 罪 あれば 刑す とき は、 誰か 力 を 

盡さ ざらん。 明 王 は 賢 を 求む るに 勞 して 人 を 任す るに 逸す。 此れ 虞舜が 能く 無爲 にし 

て 治まる 所以な リ。 簿書獄 市 煩 細の 事に 至りて は、 各.' 有司 存す、 入 主の 親ら すべき 

所に 非ざる なり。 昔 秦の始 皇は衡 石 を 以て 書 を 程り、 魏の明 帝 は 自ら 尙 誓の 事 を按す „ 

明 帝 文書 を 行 はんとす。 陳 »| 曰 はく、 此れ 0 ら臣が f  D  tfeND  t  --is^.^i>^o 文 帝 朝に iCi む每 に、 或は： H 昃 

職分な り、 陛下の 宜しく 臨むべき 所に 非ざる なりと。 隨の の德. H は餐を 傳ぷ くに 至り、 大食に^ あら 

ほ I。 し 皆當 時に 補な く、 議を後 来に 取る。 其の 耳目 形 神 は 勤め 且つ 勞せ ざるに 


.Hi- 

IN 


ざれ ども、 勤む る 所 其の 道に 非ざる な 


(七 一 


胡 致 堂 曰 はく、 「黃 裳が 言 固に 要な り。 然れ ども 夙夜 憂 勤に は必す 其の 事 あり、 苟も 

其の 事なければ 何の 所に 憂 勤 せん。 古の 人君 は旣 に賢ネ を 得、 之れ を 列 位に 布く。 是 

あした  * 

に 於て 朝に 政を聽 くと き は、 公卿 前に 在り、 史 左右に 在り、 諫評七 人、 訓 誥救誨 す、 

あした  み 

而 して 朝に 怠るな し。 晝に 以て 訪問 するとき は、 成憲 を監、 古訓 を學 び、 多く 前言 往 

行と 夫 民の 疾苦と を識 る、 而 して 晝に 怠るな し。 夕に 以て 令 を 修めば、 夫の 應違を 思 
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三 九 八 


(一) 遊妝に 

同じ 

(二) 書經太 

甲 上に、 「先王 

は味爽 云々」 

と出づ 

逸に、 「周 公 曰 

4*  く、  s 乎せ- 

子 は 其の 無 逸 

を 所. 0 す」 と 

出づ 

(ra) へ 几と^ 

に 仕へ、 後に 

周に 仕 ふ、 蔡 

州 防衝推 官^ 

り。 後 遂に 宋 

に 仕へ て Sic 作 

佐 郞* ん抬遣 

となる 


(五〕 秦の an 

不韋の 著と 云 

ふ。 古代の 傅 

說 を集錄 せる 

ものな り 

(六」 魯 

孔子の 弟子、 

單父 は 土地 の 

名 


(！！^か^^^せき 

ら 決す。 高 錫 上書して 諫めて H は 


ひ、 夫の 榮辱を 慮り、 慎みて 後出す。 而 して 夕に 怠るな し。 叉 淫逸 遊畋 なく 銘戒箴 

ニー； まい お ほ  あきらか  あした  一 

あり、 叉賢妃 淑女 ありて 警戒 相 成し、 味爽 不一い に顯 にし、 坐して 以て 日； を 待つ。 此れ！ 

乃ち 憂 勤の 事に して、 乃ち 端 拱無爲 なる 所以な り。 是の 故に 勤勞と は、 程 書 傳餐の 謂 

ニー 一)  かんが 

に 非す、 無爲 は萬務 を遗棄 する の 謂に 非す。 無 逸の 言を稽 ふれば 人君の 德具 はるな りへ 

五代の 周の 世宗 は、 衆議に 違 ひて 北漢を 破りし を 以て、 是れ より 政 大小と なく 皆 親： 

お ほ  _ 

四海の 廣き、 萬 幾の 衆き、 堯舜と 雖も獨 り 治む. i 

る こと 能 はす、 必す人 を 擇んで 之れ に 任ぜり。 今 陛下 一身 を 以て 之れ を 親ら す。 天下. - 

陛下 は 聰明 赛知 にして 以て 百官の 任 を 兼ぬ るに 足る と 謂 はすして、 皆； 百 ふ、 陛下 は 編： 

迫 疑 忌に して 擧て 群臣 を 信ぜざる のみと。 若 かす 能 を 選び 人 を 知り、 公正なる 者 は以ー 

ゆたか 

て 宰相と 爲し、 能く 民 を 愛し 訟を聽 く 者 は 以て 守 令と 爲し、 能く 財 を 畳に し 食 を 足ら 

す 者 は 以て 金穀を 掌ら しめ、 能く 情に 原 づきて 法を定 むる 者 は 刑獄 を 掌ら しめ、 陛下 

は 但だ明 堂に 垂 拱し、 其の 功過 を視て 之れ を 賞罰した ま はんに は、 天下 何ぞ 治まら ざ 一 

る を 憂 へん。 何ぞ必 すし も 君の 尊き を 降して 臣 職に 代り、 貴 位 を して 賤事を 親ら し" 

無 乃 政を爲 すの 體を失 はんや。  M 


5) 

呂氏舂 秋に 曰 は 

(七) ふ ぼ 


(六) ふ，. し ナん ザん .  .  , 

、、 {必 子 賤單父 を 治む。 琴 を彈じ 鳴らして、 身 堂 を 下らす、 而し て單 


父 治まる。 巫 馬 期は虽 を 以て 出で、 星 を 以て 入り、 日 夜 居らす、 身 を 以て 之れ を 親ら す、 

而 して 單父亦 治まる。 巫 馬 期 其の 故 を 問 ふ。 子 曰 はく、 我れ は 之れ を 人に 任す と 謂 ひ、 

子 は 之れ を 力に 任す と 謂 ふ。 力に 任す る 者 は 故に 勞し、 人に 任す る 者 は 故に 逸すと。 

•、 請 ふ 明 公の 爲に家 を 


「八)  しら  やうぎ やう 

孔明 嘗て 自ら 簿書を 校ぶ。 主 簿楊顒 直に 入って 諫めて 曰 は • 


ナゐ さん つかさど 

作る を 以て 之れ を譬 へん。 今人 あり、 使 奴 をして 耕 を 執り、 婢 をして 炊爨 を 典り 


むな 


(七) 翁の 人、 

孔 f の： 

(へ) 資治通 

卷 七十、 魏 

紀 二に 出づ - 

(九) IS 吉は 

漢の宣 帝に 扣 

たり、 ！_« て 出 

でて 道路に 橫 

死せ る もの を 

見る、 問 はす 

して 過ぐ。 別 

に 主務の もの 

あれば なり。 

然るに 乂牛喘 

ぎて 舌 を 出す 

も 兄、 其の 天 

象 和 を 失する 

なきや を 患 ふ。 

これ 相の 知ら 

ざ るべ から ざ 

る 事な り。 故 

に 問 ふ 

( 一 〇) 史記 

陳 丞相 世 家 第 

廿 六に、 文 帝、 

右 丞相 勃に Si 

> つて 曰 はく、 

天ド 一 歲决獄 

幾何 ぞ。 勃 謝して； I： はく、 知らす と。 問 ふ、 天下 5 餞 穀の出 人 は 幾何 ぞ。 勃 又 知らず と 謝す。 汗 出で て 背を沾 ほ- -、 對 ふること 能 はざる も愧. - 


は晨を 司る を 主と し、 犬 は 盗に 吠 ゆる を 主と し、 私業喊 しきな く、 求む る 所 皆 足らし 

めば、 雍容 として 枕 を 高く して 飮食 する のみ。 若し  一 H: 盡く身 を 以て 其の 役 を 親ら せ 

んと 欲せば、 形 疲れ 神 困し み、 終に 成る 所な けん。 I 一： ま ハの智 奴婢 雞狗に 如か ざらん や „ 

主たるの 道 を 失へば なり。 治を爲 すに 體 あり、 上下 相 侵す ベから す。 故に 古人 は 坐し 

て 道 を 論す るを稱 して 之れ を 三 公と 謂 ひ、 作して 之れ を 行 ふ 之れ を士大 夫と 謂 ふ。 故 

f+s〕  二？  あへ 

に 丙吉は 道に 横 はるの 死人 を 問 はすして やの 喘ぐ を 憂 ふ。 陳平は 肯て穀 錢の數 を 知ら 


〔•  えに 於て 上 また 左, i^: 相 平に 問 ふ。 平 曰 は 

問 はは 治-典 内史を 責め よ 云々 i 


主 者 ありと。 上 In はく、 主 者 は 誰 を 謂 ふや。 平日 はく、  ^下卽 し 吏獄も 問 はば 廷尉か 責めよ， 楚穀な 
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文， 

m  g 莊。 

5 認丘 


(1) 明の^ 

は 了 凡、 歷 史 

綱 SI 補 を 著 は 

す。 や-の 評 は 

同！ S. せ 十三 に 

あ h 

r じ 字 は 文 

蜀の 人、 

後 主の 時、 尙 

書へ" •  州 刺 

史 とな h- 孔明 

の 後 を繼ぐ 


： 解、 

す。 
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つ かさ ど 

すして 自ら 主る 者 ありと 云 ふ。 彼れ 誠に 位 分の 體に 達するな り。 今 明 公の 治を爲 す、 

乃ち 躬 自ら 簿書を 校べ 汗 を 流して 日 を 終 ふ、 亦勞 せす やと。 亮 之れ を 謝す。 

f 一 )  こと ふ \  しら 

袁了凡 曰 はく、 孔 明の 蜀を 治む る や、 事 E 細と なく、 咸く 親ら 決す。 躬ら簿 書 を 校 

(二) 

ぶる に 至る。 汗 を 流し 曰 を 終 ふ。 費韓 之れ を繼ぐ や、 常に 朝啼を 以て 事を視 る。 其の 

間 賓客に 接納 し、 人の 歡を盡 す。 夫れ 材を 以てすれば 優劣 分る。 時 を 以てすれば 盛」 我 

異 たるな り。 然して 勞逸 同じから すして 皆 以て 治まる は何ぞ や。 孔明は 其の 创に當 り 

て、 文 偉 は 其の 成 を 蒙 くれば なり。 故に 孔 明が 勞は蕭 M が規 にして、 文 偉が 逸 は曹參 

ひら  5? に！ か 

の 守な り。 然 りと 雖も、 孔 明が 蜀を 治む る や、 田野 辟け、 蓄積 饒に、 其の 師を 帥ゐる や、 

營擧" 井 竈 藩；： t 障 塞皆繩 墨に 應す、 則ち 勤の 故な り。 韓は卒 に歡飮 沉醉を 以て 害に 降 人 

うと  ゆる ^>1ケ-  こ- -  かしこ 

に 遇 ふ。 蓋し 防 險に闕 くして 細微 を忽 にす、 所謂 禍此に 成りて 兆 彼に 見 はるるな り。 

丘 文莊曰 はく、 「君に は 君の 職 あり、 臣には 臣の職 あり。. 君の 職 は 人 を 任す るに 在り 1 

臣の職 は 事に 任す るに 在り。 君. <を 任ぜす して 自ら 任 するとき は、 是れ 君が 臣の職 を 

行 ふなり。 君が 臣の職 を 行 ふとき は、 是れ 一 身 を 以て 百ェの 事に 代り、 一 人の 姦を防 

たま/  、 

がんと 欲して、 ，適 ，■ 以て 百姦を 長す るに 足り、 一事の 庫 を 虞らん と 欲して、 身 適 》-以 


へ£)  行の 

3* なり、 以下 

1? じ 


S  ？ ^代の 

人、 武 帝の 時 

中郎 となる— 

よく： 一-; にし て 

帝を諫 む。 客 

.辨 は^ * 名 

(六〕 冠して 

is 方に 垂下す 

る もの ある は 

妄りに 見ざる 

sir  乂； が J に 耳 

あての 审： 下す 

る は 妄りに 聞 

かさら しわる 

なり 


て 百廢を 致す に 足る。 是の 故に 人君の 治 を 爲すは 毎に 人 を 任じて 以て 成を實 む。 

今 案す るに、 人 主 或は 無事 或は 勤勞 す、 其の 論 本末 あり。 能く 勞 するとき は 能く 逸 

す。 所謂 勞は 其の 本を勞 勤す るな り、 所謂 逸 は 其の 末に 逸樂 するな り。 其の 本 は 人. 主 


其の 心 を 正し、 其の 人 を 選んで 之れ に 任 するとき は、 萬 機の 事 自ら 正し。 東方 朔が客 

難に 答へ て 曰 はく 、「冕して 前旒 する は 明 を蔽ふ 所以な り、 註 I まして 耳 を 充すは 聰を塞 

ぐ 所以な り」 と。 是れ門 を 出です して 天地 を 知り、 戶を 開かす して 四海 を 察し、 其の 

朱 形 を視、 其の 無 聲を聽 く、 是れ 天子の 勞逸 なり。 其の 本 正しから ざると き は、 朝よ 

り 夕に 至る まで、 政務 を 論じ 時弊 を談 じ、 其の 說 甚だ 切なり と雖 も、 皆虛 論な り。 譬 

てんれ ふ 

へ銘戒 箴諫を 以て 勞と爲 し、 淫佚 畋獵を 以て 佚と 爲すも 亦 末 論な り。 • . . ... 


- (七) 中央.： t:. 

地方せ として 

も 令名 あり、 

に觀 文殴攀 

上に. -fi りて 卒 


(七 Y つきよう  , , 

翰林 學士 劉块宋 の孝宗 に對 へて 曰 はく、 獨斷は 英主の 能事と 雖も、 然れ ども 必す衆 

智に 合し て 之れ を 質す に 至 公を以 てし、 然して 後に 以て- 大理入 心の 正に 合する あり、 

+ 一ん ぼ-つ  したが 

而 して 事 成らざる なし。 若し <i:^ 謀 を^て、 私見に 狗 つて 獨り區 宇 を 御す るの 心 あらば、 
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お出7 んゃ; さ Q 

!S づ術十 部 c; 

之 - ヒ 
れ 異 卷 巢 こ 
下 窜王衍 の 
孟 に 道義 _章 


< 一) 

五 一 參 


.f 
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適，' 四 達の 明 を蔽ふ 所以に して、 左右 私昵の 臣將に 之れ に乘 じ、 以て 天下の 公議 を 阻 

む 者 あらんと に 二 眞德秀 曰 はく、 公論 は國 の元氣 なり、 元氣 隔 するとき は 以て 人た る 

、、/ からす、 公論！； 懲 するとき は 以て 國 たるべ からすと。 

、- ^  、  よか  もち 

今 案す るに、 (.i^) 禹謨に 曰 はく、 無 II の. 言は聽 くこと 勿れ、 詢ら. さるの 謀は庸 ふろ こ 

K  «  もろく  .V も あげつら 二 

と 勿れと。 聖德 太子の 憲法に 曰 はく、 大事 は 獨り斷 むべ からす、 必す 衆と 與に Ji^s ふ、 へ 


ト事. H 是比輕 し、 必す しも 衆と すべから す、 唯 だ 大事 を 諭 ふに 逮 びて は、 若し 失 


し- 


あ ひわき よ 


あらん こと を 疑 ふ。 故に 衆と 與に 相辨 ふるとき は辭 則ち 理を 得む 


I 

子 梁惠 王上篇 

第 七 章の 抄出 

なり 

(： 辻) この 句 

ならん 


n 一一) 

王 霸 

兩の宣王5?|き^.,ぽ？な 問うて 曰 はく、  r 齊桓 • 晉 文の 事 1§ 戰 slisslf 得て 

聞く こと を 得べき か」。 孟子 對 へて 曰 はく、 「仲 尼の 徒 は 桓- 文の 事 を 道 ふ 者な し。 是 

を 以て 後世 傳 ふること なし。 (臣 未だ 之れ を 聞かざる なり。) 以 むこと なくん ば 則ち 王 

か.」 と。 ts"sss§ ぼ 曰 はく、  r 德何 如に せば 則ち 以て 王た るべ きか」。 曰 はく、 「民 

を 僻ん じて 王たら ば、 之れ を 能く 禦ぐ こと 莫 きなり」 と。 は。 む 曰 はく、 「寡 人の 若 


き 者 は、 以て 民 を 保ん すべき か」。 曰 はく、 「可な り」 と。 曰 はく、 「何に.^ りて か 吾 

ヌ) 寫 土の が 可なる こと を 知る か」。 曰 はく、 「臣 之れ を 胡 敵に 聞け り、 n はく、 『王 堂上に 坐す。 

近臣  、 

牛を牽 きて 堂 下 を 過ぐ る 者 あり。 王 之れ を 見て 曰 はく、 や 何く に 之く か。 對 へて 曰 は 

ちぬ  お  -ん： て ノ、：  >  .^-vg 

く、 將に 以て 鐘に 驚らん とすと。 王 曰 はく、 之れ を舍 け。 吾れ 其の-溢^？: ひ？」 i として 

罪な くして 死地に 就く が 若くなる に 忍びす。 (對 へて) H はく、 然 らば 則ち 鐘に 豫る 

こと を廢 せんか。 曰 はく、 何ぞ廢 すべ けんや。 羊 を 以て 之れ に：；^ へよ』 と。 識らす 

れ あり や」。 曰 はく 「之れ あり」。 曰 はく、 「是の 心 以て 王た るに 足れり。 百姓 皆 王 を 

以て 愛め りと 爲 すなり。 Mggf。 臣 固に 王の 忍びざる を 知るな り」 と。 王の 曰 はく、 

「然 り、 誠に 百姓の 者 あり。 S 辣滅 f§f" 齊の 國は褊 小な りと 雖も、 吾れ 何ぞ 一 牛 を 

愛まん や。 卽ち其の穀觫として，？|2^;:£餘：^31 罪な くして 死地に 就く が 若くなる 

に 忍びす。 故に 羊 を 以て 之れ に 易へ しなり」。 曰 はく、 「王 百姓の 王 を 以て 愛め りと 爲 

す こと を異 しむ ことな かれ。 小 を 以て 大に易 ふ、 彼れ 惡んぞ 之れ を 知らん。 請 

歸、 の H おね？ は。 王 若し 其の 罪な くして 死地に 就く こと を隱 まば、 11， 則ち 牛 羊 何 

ぞ擇 ばん や」 と。 王 笑 ひて 曰 はく、  r 是れ 誠に 何の 心ぞ や。 我れ 其の 財 を 愛み て 之れ に 
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易 ふるに 羊 を 以てせし に 非ざる なり。 宜な るかな 百姓の 我れ を 愛め りと 謂 ふや」。 曰 

はく、 「傷む ことなき なり。 是れ 乃ち 仁の 術な り。 牛 を 見て 未だ 羊 を 見 ざれば なり。 君 

子の 禽獸に 於け る や、 其の 生 を 見て は 其の 死 を 見る に 忍びす。 其の 聲を 聞きて は 其の 

はう ちう  上ろ こ 

肉 を 食 ふに 忍びす。 是を 以て 君子 は 庖廚を 遠 ざく るな り」 と。 王說 びて 曰 はく 、「詩に 

云 ふ、 『他人 心 あり、 予れ 之れ を 付り 度る』 と は 夫子の 謂な り。 夫れ 我れ 乃ち 之 

マチ/ \ えん 

れを行 ひ、 反りて 之れ を 求めて 吾が 心に 得す。 夫子 之れ を. 言 ふ、 我が 心に 戚々 焉 たる 

こと あり。 1:^ まいむ 此の 心の 王た るに 合する 所以の 者 は何ぞ や」。 曰 はく、 「王に 復す者 

あり。 曰 はく、 『吾が 力 以て 百鈞 SliSr を擧 ぐるに 足れ ども、 而も 以て 一 羽を擧 ぐる 

に 足らす、 明 は 以て 秋毫 ば 至の 末 を 察する に 足れ ども、 而も 舆薪 i 総れ を 見す』 

と。 則ち 王 は 之れ を 許さん か」 と。 曰 はく 「否」、 「今 恩 は 以て 禽獸に 及ぶ に 足れ ども、 

功 は 百姓に 至らざる 者は獨 り何ぞ や。 然 らば 刑ち 一 羽の 擧 がらざる は 力 を 用 ひざる が 

爲 なり。 輿 薪の 見えざる は 明 を 用 ひざる が爲 なり。 百姓の 保ん ぜられ ざる は 恩 を 用 ひ 

^ト, ^.^"l ざるが 爲 なり。 故に 王の 王 g たらざる は爲 さざる なり。 能 はざる に は 非ざる なり」。 

數句 あり、 今 、二 

せんなり 「吾が 老を老 として 以て 人の 老に 及ぼし、 吾が 幼 を 幼と して 以て 人の 幼に 及ぼさば、 


裁 以 八 節と 義:^ 

な 下の； g( の あは 

り ^意 五 終 り つ 
こ 見 行り 、臣 大 
のな 迄 ra こ 按"^ 
體り同 〇 のし- 衍 


(二)  £. ナ原 

典 は この 問に 

二三 十 行 あり、 

今^せる なり 


S 書 終 威 

y,   


天下 は 掌に 運ら すべし。 詩に 云 ふ、 『寡 妻に 刑り、 兄弟に 至りて 以て 家 

邦 を 御む』 と。 言 ふこ ころ は、 斯の心 を， げて 諸れ を 彼れ に 加 ふるのみ。 故に 恩 を 推 

せば 以て 四海 を 保ん する に 足り、 恩 を 推さ ざれば 以て 妻子 を 保ん する ことなし。 古の 

ニー ) 

人 大いに 人に 過ぎた る 所以の 者 は、 他な し。 善く  (其の) 爲す所 を 推す のみ」。 「今 王 

政 を 發し仁 を 施さば、 天下の 仕 ふる 者 をして 皆 王の 朝に 立たん こと を 欲し、 耕す 者 を. 

して 皆 王の 野に 耕さん こと を 欲し、 商. 費 をして 皆 王の 市に 藏 めんこと を 欲し、 行旅 を- 

して 皆 王の  塗に 出 でん  こと を 欲し、  天下の 其の 君を疾 |§ば まんと 欲する 者 をして 皆 王 

に 赴げ 慰 た拖は 15 興 へん こと を 欲せし む。 其れ 是の 若くならば， 孰 か 能く 之れ を 御？ が ん 」 

に53 具德秀  、 £It  g  •  ^ .ra^t  ；  o  と は齊： £ . 晉文 . 奏拷 • 楚莊 • きお、 な 

と ブイ-う 曰 はく  5 霧 は 4^  • タを 测^ りと 旁 ザ 春秋^!; の ilj; に t て 諸 に霸 たりし 者な り。 古 

に宜王 其の 事 を 聞かん と 欲せし なり。 孟子 直ちに 謂 はく、 「仲 尼の 徒 は 之れ を 道 ふ 者な 

し」 と。 深く 宣 王の 霸功を 羨 慕す るの 志を祖 めて、 其の 王道に 進まし めんと 欲せし 

以 なり。 世 以て 王道 は 甚だ 高く して 行 ひ 難しと 爲す。 孟子 之れ を斷 する に 一 言 を 以て 

して 曰 はく、 「民 を 保ん じて 王たり」 と。 保ん. すると 云 ふ は、 愛護 育 養の 意な り。 書に. 

所謂 「赤子 を 保ん する が 若し」 と是れ なり。 王道 は 民 を 保ん する に 外なら す。 而 して 

論 ：| 治 道 1  四 〇 五 


(一) 朱 子の 

£ 子 集註に 出 

づ 


治 敎耍錄 卷之七  四 〇 六 

民 を 保ん する は 叉 此の 心に 外なら す。 卽ち宣 王が 牛 を 愛し 殺す に 忍びざる の 心、 其の 

以て 民 を 保ん する に 難な かるべき を 知るな り。 或る 者 は、 宣王羊 を 以て 牛に 易 ふる を 

- 見て、 其の 貪 吝に出 づと謂 ふ。 而 して 孟子 獨り曰 はく、 「是の 心 以て 王た るに 足る」 と。 

宣王 を警覺 して、 只 だ 此の 一 心 便ち 以て 天下に 王た るに 足る を 知らし むる 所以な り。 

其の 指示す る 所 も 亦 精 切なり。 而 して 宣 王は猶 ほ 本心の 然る 所以 を 悟らす。 是に 於て 

孟子 復た曰 はく、 「傷む ことなき なり。 是れ 乃ち 仁の 術な り」 と。 是れ叉 宣王を 警覺し 

て、 前日 羊 を 以て 牛に 易へ たる は、 是れ 乃ち 仁 を 行 ふの 術なる こと を 知らし むるな り" 

，は 法の 巧なる 者 を 謂 ふ。 蓋し 事に 處す るに は 法な くんば あるべ からす。 此の 心 あり 

と雖 も、 而も 法 以て 之れ に處 するな きとき は 亦 徒 善の み。 朱熹謂 はく、 「k と 禽獣と 同 

生に して 類 を 異にす。 故に 之れ を 用 ふるに 禮を 以てして、 忍びざる の 心 を 見聞の 及ぶ 

所に 施す。 其の 庖廚を 遠 ざく る 所以の 者 は、 亦 以て 此の 心 を 養 ひて 廣く 仁の 術 を爲さ 

ん と- 胁 ふるな り」 と。 宣王 此れ を 聞きて 乃ち 始めて 孟子の 其の 心 を 知る を悅 ぶ。 而れ 

ども 亦 未だ 王道の 是れに 外なら ざる を 知らざる なり。 孟子 復た 一 羽 輿 薪の 譬を爲 し、 

以て 物 を 愛する の 難く して、 民に 仁なる の 易き こと を 明かに す。 宣王旣 に 能く 其の 難 


(二  ； 

S 前 出：： 一 き 听を爲 して 乃ち 其の 易き 所を爲 十能 は ざろ は何 ぞゃ。 善い かな 張 栻が說 に 曰 はく、 

八 si  あた  まげん 

i 其の 牛 を 見て 忍びざる に 方り て は、 以て 之れ を蔽ふ ものな く、 物 を 愛する の端發 Hf- 

するな り。 其の 恩 を 民に 加 ふる 能 はざる 者 は、 以て 之れ を蔽ふ もの ありて、 民に 仁な 

ち * リ 

るの 理著 はれざる なり」 と。 斯の言 や 以て 宣 王の 病に 中る に 足る。 老を老 とし 幼 を：？^ 

しもつ かた 

とする より 而下 は、 則ち 宣 王に 吿 ぐるに 仁 を 行 ふの 序 を 以てする なり。 聖人の 天下 を 

視る は、 吾が 仁に 歸 せんこと を 欲せざる 莫し。 而 して 其の 行 は^ち 近より 始まろ。 故 

に 親 を 親と して 民に 仁 あり、 民に 仁に して 物 を 愛す。 其の 序紊 るべ からざる なり。 五 C 

が 父兄 を 敬 ひ、 吾が 子弟 を 慈む は、 所謂 親 を 親と する たり。 之れ を 推して 以て 人の 父 

兄 子弟に 及ぼす は、 所謂 民に 仁 ある あり。 是れに 由り 之れ を 天下に 達すれば、 昆蟲草 

木と 雖も 其の 澤を 被らざる 者な し。 此の 心 を 擧げて 諸れ を 彼れ に 加 ふるに 過ぎざる の 

み。 恩 を 推して 以て 四海 を 保ん する に 足る は、 此の 心 流行 するとき は、 遠し と 雖も必 

す蹵 ベば なり。 恩 を 推さ ざれば 以て 妻子 を 保ん するな き は、 此の 心 遏 すれば 近し と 

雖も 周から ざれば なり。 親に 由り て 以て 民に 及び、 民に 由り て 以て 物に 及ぶ は、 此れ 

古人の 善く 推せば なり。 能く 物に 及びて 民に 及ぶ 能 はざる は、 此れ 宣 王の 善く 推さ ャ、 ： 

論. こ 治 道 1  四 〇 七 
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れば なり.。 政 を 發し仁 を 施す より 而下 は、 則ち 宜 王に 吿 ぐるに 民 を 保ん する の 實を以 

てす るな り。 其の IE は、 賢に 任じて 士 をして 朝に 化 ふる を樂 しまし め 、其の 賦斂を 

ゆる  を 

くし _ て 農 をして 野に 耕す を樂 しまし め、 其の 征税 を寬 くして 商賈 をして 市に 藏 むる を 

樂 しみ、. 行旅 をして 塗に 出づ るを樂 しまし むる に 過ぎす。 所謂 王道と は 蓋し 此の 如し。. 

一 甚だ 高く して 行 ひ 難き 者 あらん や。 惜しい かな 宣王 終に 悟らざる こと や。 

^^h^M  、 公孫 ass: の 問うて 曰 はく、 「夫子 g に 齊に當 らば、 お njss"^ 管 仲？ 

一-  ち C 

S. つ  II- 晏 子？ If の I の 功、 復た 許て すべ きか」。 孟子 對へ て H はく、 「子 は 誠に 齊人 なり、 

管 仲 •  u 安子 を 知る のみ。 或 ひと 曾 西 ff! に 問うて！！ はく、 『吾子と 子路と 孰れ か 賢れ る』 

• と。 sits ，曾 I 楚^ まきと して 曰 はく、 『吾が 先 子の 長れ し 所な. り』。 ss§ せ R 

はく、 『然 らば 則ち 吾子と 管 仲と 孰れ か 賢れ る』 と。 ，西 艴 然として 悅ば すして 曰 はく、 

リ. <  もぢ  すなよ  -. J 

『爾 何ぞ 曾ち 予を管 仲に 比する や。 則 管 仲 は 君 を 得る こと 彼れ が 如く 其れ 專ら なり。 

國政を 行. ふこと 彼れ が 如く 其れ 久しき なり。 功烈 彼れ が 如く 其れ 卑しき のみ。 爾何ぞ 

曾ち 予を 是れに 比する や』 と。 曰 はく、 管 仲 は 曾- すら 爲 さざる 所な り。 而 して 子 我 

i に龜 が爲に 之れ を 願 はんや」。 曰 はく、 「管 仲 は 其の 君 を 以て 霸 とす。 晏子は 其の 君 を 以て 


i 稱 1，。 この 

Si 朱 子の 孟子 
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枢公 なして 諸 
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の こと 次 |sj の 
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文 公 下篇首 II？ 

乘り て-;^ する 

者 あり。 御 « 

の 名人 H.R が 

正说： 通りに 御 

すれば 射手 拙 

くして 1 禽を 
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よらす 射手の 

さ ふに 任 かせて 

御 すれば 十禽 
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顯 はす。 管 仲. 晏子は 猶ほ爲 すに 足らざる か，」。 IZ はく、 「齊を 以て 王 1  曰た る は 猶ほ乎 

を 反すが ごときな り」 と。 眞德^ 曰 はく、 齊の 宣王旣 に柩. 文 を 慕 ひて、 公孫 丑復た 

管 安 を 慕 ふ。 蓋し 霸は 功利の 說 深く 人心に 入り日 を爲る こと 已に 久し、 故-に 淮だ時 

君 之れ を 慕 ふの みならす して、 舉者も 亦 之れ を 慕 ふなり。 孟子 曾 西が 言 を 引きて 以て 

之れ を 折く。 蓋し 子 路は爲 す あるに 及ばす と雖 も、 而も 其の 學ぶ所 固に 聖贤の 大學な 

もち  , 

り。 管 仲の 已に試 ひらる るが 若き は、 則ち 桓公 專ら 之れ に 任す る こと 四十 餘年、 其の 

成就す る 所は國 富み 兵彊 きに 過ぎざる の み。 此れ 孔 氏の 門の 稱 する を羞る 所の 者な り- 

いさ ギ 一よ 

故に 曾 西と 雖も 之れ を 屑し とせす。 況ゃ 孟子 は 三聖を 承く る を 以て 自任す。 其れ 肯て 

くら  (二)  (三 J 

之れ と 匹べ んゃ。 先 儒 楊 時 曰 ふ あり、 「孔子 は 子 路が才 を 言って 曰 はく、 千 乘の國 其の： 

(R)  (五) 

g を 治めし むべき なりと。 其れ 是れ をして 施し 爲 さしめば 是の 如きの み。 其の 諸侯 を 

ま 二と およ 

九 合し 天下 を 一 匿す るに 於て は、 固に 逮 ばざる 所 あり。 然れ ども 則ち 曾 西の 子 路を推 

尊して 管 仲に 比する を 羞づる 者 は何ぞ や。 之れ を 御者に 譬 ふれば、 子路は 則ち 範 して 

き ぐう 

我れ 馳驅 して 獲ざる 者な り、 管 仲の 功は詭 遇して 禽を 獲る のみ」 と。 斯 の首盡 せり。 

孟子 をして 路に 齊に當 らしめば、 必す 王者の 道 を 行 ひて、 其の 齊を 以て 王た らんこと、 

論 n 治 道 1  §:〇 九 


(一) S0 

問お？ 第 十八 章 

に、「子^3;曰は 

-、、 .！^:1仲+*-ー 一 

おに *f ざる か 

—— *f 曰 はく、 

。中 はお 公 を 

相け て 諸^に 

め g たらしめ、 

天下な  一 す。 

2^ 今に 到る ま 

で 其の 賜を受 

く  にがな 力 

りせ， は、 ：.！一:1 れ 

其れ 1^ も 被り 

-代, y ん にせん 

…こ 

(二) 論；？ I 八 

^篇第 廿ニ章 

に 「子 曰 はく、 

^.;:;仲の器は小 

なる かな」 又 

同&; に 「J5a 氏 

にして^ を 知 

らば、 ； SS れか 

？ぉを 知ら. VJ ら 

ん」 i5r つ 

(三) 戰 國 衞 

の 人、 刑名の 

ぬ 一 者。 ？." SlS の^ 

ヘムへ？ - 助けて 國 

^な 補く。 商 

に； t ぜら わて 


治 敎耍錄 卷之七  四 一 〇 

信に 猶ほ掌 を 反すの wvf さが ごときな り。 或 ひと 謂 はく、 r 晏 子が 齊に於 ける は、 固に 功. 

烈の言 ふに 足るな し。 管 仲の 若き は、 孔子 蓋し 嘗て 其の 仁の 如き を 以て 之れ を稱 す。 

孟子 は 孔子に 舉ぶ 者な り、 何ぞ 其れ 之れ を 言 ふことの 異なる や」。 曰 はく、 孔子の 稱 

むる は 其の 夷狄 を攘 ひて 中 夏 を 尊ぶ を稱 むるな り。 孟子の 幾る 所 は 其の 王道 を舍 てて 

ま-一と 

霸術を 用 ふる を 幾るな り。 指す 所 固に 同じから す。 孔子 は 其のな を稱 むる と雖 も、 而 

も 器 小なる の 識、 禮を 知らざる の 裁 あり、 固に 未だ 嘗て 略せす。 況して 世 變じ日 下る. 

孟子 をして 復た 其の 王を舍 てて 霸を用 ふるの 罪 を議せ ざら しめば、 人 將に醋 然とし 

て 霸に趨 かんとす。 波 流滔々 として 孰れ か從 つて 之れ を 返さん や。 此れ を 以て 民を坊 

ニニ) しゃ-, あ-つ -EziL ん ふが い  V りよ/、 

ぐ すら、 商 缺* 申不 害の 流の 猶ほ詐 力 を 以て 國を； i; め、 而 して 霸の 下に 處 るに^ん す 

る 者 あり。 

孟子 曰 はく、 力 を 以て 仁 を 假る者 は 霧たり。 霸は必 す 大國を 有つ。 德を 以て 仁 を 行 

ふ 者 は 王たり。 王 は大を 待た す。 湯 は 七十 里 を 以てし、 文 王 は 百 m を 以てす。 カを以 

て 人 を 服す る 者 は 心服す るに 非ざる なり、 力 贈ら ざれば たり。 德を 以て 人 を 服す る 者 

は 中心 悅 びて 誠に 服す るな り。 七十 子の 孔子に 服す るが 如きな り。 詩に 云 はく、 「西よ 


と？. s す， 

書 あり 商..；， 

i 云 ふ 
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東より、 南より 北より、 田 ：1 ひて 服せ ざる ことなし」 と は、 此れ 之れ の 謂な. 


眞 0. 


曰 はく、 先 儒 古より 王霸を 論す る 者 多し と 謂 ふ。 未だ 此の 章の 深切 著明なる 如き あ 

ら ざるな り。 蓋し 王 霸の辨 は、 曰 はく 德と 力との み。 力 は 國富兵 摄 の 初めより 仁 

を爲 すに 心なく して、 其の 名 を 借りて 以て 事 を 集すな り。 德は 躬行 心得の 謂、 其の 仁 

素と 中に 具 はりて 之れ を 推して 物に 及ぼすな り。 霸者は 力 を 以てす、 故に 必す 大國乃 

ち 能く 之れ を爲 す。 王者 は德を 以てし 力 を 以てせす、 何ぞ大 なる を 待たん や。 カを以 

て 人 を 服す る 者 は、 人 を 服す るに 意 ありて、 人敢 へて 服せ すん ば あらす。 德を 以て 人 

を 服す る 者 は、 人 を 服す るに 意な くして、 人 服せ ざる 能 はす。 此れ 天理 人欲の 分に し 

て、 王霸の 異なる 所以な り。 夫れ 孔子 は 匹夫 を 以て 位 を 得 ざれ ども、 而も 七十 子 身 を 

終る まで 之れ に從 ふ。 是れ 孰れ か 之れ をして 然ら しめん や。 所謂 心悅 びて 誠に 服す る 

ない 


t  (七)  んが 

王者の 人 を 服す る も 亦 猞ほ是 の ごときな り。 春秋を以て之れを^^ふるに、 齊积 


さと  まひ な ひ 

の衞を 伐つ は、 王 を 尊ぶ が 若し、 而 して 心 は 則ち 赂を 取る に 在. 


莊ニ 十七 年、 王 召 伯 廖 .. 

して 齊 侯に 命 も 照 はし わ、 


(八) 


かへ" 


^^SMS^^m^sM^^^^ 其の 難 を魯に 省みる、 隣を邺 むが 若し、 而 して 

i  (九)  ちう そんせう 

、いま^ち 画 を „? ^ふ こん t り。 閱 元年、 齊の仲 孫 ^來 りて 雞も 省みる。 仲孫歸 る。 公 曰 はく、  取るべき かと。 

J  <  .-IE  Ir  ^l, ；. 曰 はく、 不可な り。 先 11 其の 計 謀の. H をして 虚 赏 を 窺 5^" せしめ、 |g に乘 じて 國を. K んノ， 

論  治 道； 


(一) 0-0. 

彰 ともに 小 K 

の 名 


(二) 莊公十 

七 年 


S 包み物、 

米 依の 如し 


信 ヘム 十 

1 年 


ュ H 敎耍錄 卷之七  四 二： 

其の 名義の 最も 正しき 者に 就きて は、 邪 を 救 ひ衞を 封す る の擧、 宑信 

IS お 首 止. 葵 I の盟の 如し。 好 3 謎 SLISS 吓 然れ ども 其の 心 は 則ち 義に. 

仗って 以て 諸侯 を 服して 己が 霸を 成さん と 欲す。 此の 若き の 類 は 皆 所謂 仁 を假る もの 

なり。 其の 小國に 於て は 則ち 譚を滅 し、 喊" 遂を滅 し、 針つ 一 彰 を 降し、 lil;J- 陽 を 

遭す、 爛 5^5 一」 ^剧，， 是れ皆 力 を 以て 之れ を 服す るな り。 然して 遂旣に 減ぶ。 而 して 

國っ責 Ja? へ 51 ま.？ 化く ill、0 帀 トーみ 哉" こ- u。 齊人 遂を诚 して 之れ を 戌る。 十ゼ 年、 齊の師 遂に 殲 さる。 傳に 一〉 一 ：ふ、 

T- 面び？、 ぇ& ^^ム H:  く. n  ノび 一. Hp を 残 rv7 遂の w 氏. 氏- ェ鏖氏 • 須遂氏 、齊の 戌 を 饗し、 醉 はしめ て 之 k 

かふ こうろう 

則ち 人心 服せ ざる こと 知りぬべし。 犬國に 至りて は、 則ち 楚に 於け る や、 If 侯の 


すと。 


かひ 


衆に 仗り、 王 祭の 名 を 執り、 能く 其れ をして 盟を召 陵に 受けし むと 離 も、. gitsj 

けい やど 

侯* 都：5  •  ：^：-男 •  »伯と<|-し、蔡ナどな^-。 蔡潰 ゆ。 遂に if:! や 伐つ。 ii- に 次る。 林 ^ のぽ完 * り 師に盟 す。 召 陵に 盟す。 傅に^. -、 

• 其の？^. -4 貴む るの 詞に曰 はく、 爾、 が 貢の 苞茅 人ら す、 干： 祭 共に せず、 て -J^ を 縮むな しと。 對 へて 曰 はく、 貢の 人らざる は 

( 一二  )  し.！.： 

Ss5"r^)』 曾て 未だ 数年なら すして、 吾が 與國の 黃を伐 たれ、 叉從 ひて 之れ を滅さ 

るれ ども、 齊卒に 救 ふ 能 はざる なり。 旣に叉 吾が 與國の 徐を伐 たれ、 齊 之れ を 救 ふと 

〔巧： 

准 も、 夂 A こ！ w、{::' 夂^ ヒひる iFl- レ 0 十一 年、 楚人 を 伐つ。 十： 年、 楚、 荧を诚 す。 十S年、.£、C:^14ーョこ<5L、十 

0  V が，-ま\グー2-を Jt^v^^NL 楚人徐 を 伐つ、？ If 侯徐を 救 ふ。 楚人 徐も鏖 林に 敗る。 あの IP に：^ け 

る や、 未だ 嘗て 能く 之れ をして 一 たび も會 盟に與 らしめ す。 蓋し 嘗て 號と 虞と を 取る 

も、 其の： 1： 姓 を 減す を 以て 之れ を 問 ふ を 聞かす。 II- 叉 嘗て 太子 申 生 を 殺す も、 其^ 


公の  > 、人、 生 

れは 人な り。 

故に 公の 袖へ 

られ たる も 解 

決する ぬに 齊 

. 侯に 〈1! したる 

なり。 に 公 

.5? され て^り 

来る 

• (六) 11 ぼの 大 

夬、 狐 腺の 字 

(七) 語の 

に 「文 公 

な 伐 ち、 令 

する に 二 y の 

掲も 以てす。 

；-!  rw にして 原 

^ら す、 公 令 

して を疏し 

て 之れ か-去ら 

ふ。 諜出 一.」 

て： n はく、  I* 

はーパ H こ ほ 一 

じと。 〔小吏 

以て ル： す。 公 

u はく、 原 を 

得て；！ も 失 は 

ば、 何も 以て 

人 も 使 はん 云 

々と。 乃ち 之 

れも 去らし む」 


嫡子 を 易 ふる を 以て 之れ を 正す を 聞かす。 § 葵 丘の 盟に將 に 來り會 せんとして 還る も、 

亦 其の 之れ を 致 詰す る を 聞かす。 |5 蓋し 其の 力の 至る所 は 則ち 以て 之れ に 服す る も、 

力の 及ばざる 所 は 則ち 以て 之れ に 服す るな し。 其の 末年に 迨び、 緣 陵に 城き て 散 じ、 

陰 十： 二 年、 諸侯 緣 陵に 城く。 傅に 曰 t ^こ き C  al^  4-T 乙-、 0 僖 十六 年、 に 城く。 役人 病む、 夜 丘に. i?; りて 呼ぶ もの あ 

はく、  ^は亂 なり。 指の 德ー ふ、 vtoE に. き マ ft^ さ- り、 曰 はく、 齊に凱 あらんと。 城く ことな 果 さすして，？ 5! る。 

狄、 衞を 侵し、 叉鄭を 侵す、 ？ KsisI? ヽ 而 して 返ぐ こと 能 はす。 魯、 項を滅 すと 

き、 其の 罪 を 討つ と雖 も、 而れ ども 終る こと 能 はす。 是れ 服し 易き 者と 雖も亦 以て 之 

L::12-ll5,x.*TrH--o 僖 十七^、 魯、 項を诚 す。 齊人 以て *S も はして ヘムな 止む。 ん&、 り ii-  ノき チ、 

に H する たきたり 聲姜、 公の 故 を W て齊 侯に 卞に會 す 。公 食より： き， ％ フスせ Ab-TI^ しき *r 

(sj せいき やう 

して 未だ 幾くなら すして 曹 • 衞 •  g の 師已に 伐た る。 iJf 醉 きに i;<?l^ 醉 Sii 計へ 

ナ レ  一  ちゆ 

.plfiai? 。晉 文の 譎の 若き は、 其の 齊桓の 正に 視 へば、 义焉 れに逮 ばす。 本と 義な 

くして、 而 して 一 事を假 りて 之れ に義を 示す、 本 信な くして、 而 して 一 事を假 りて 之 

れに信 を. 示す、 本禮 無くして、 而 して 一 事を假 りて 之れ に禮を 示す。 ほ 難 ぜ-。 め 職 


(六) 

ひんと 欲す。 子 犯 曰 はく、 民義を 知らす、 未だ 其の 居に.， せん ぜ すと。 是に 於て か 出で て. M 王 め 、入りて ほな 利す るも務 む。 

お 生に 壞ん や。 之れ を 用 ひんと す。 子 犯 曰 はく、  未だ 信 も 知らす、 未だ 其の ffl も， >ーぺ すと。 "だに 於て か 原 を 伐って 之れ に 信 を 

やす 

ーポ す。 おの 易 資する 者 豐 ならん こと を 求めす、 其の 辭を 明徵 にす。 公の 曰 はく、 可な らん かと。 子 犯が ョ. ヽ、 -ー 

ni はく、 お 未だ fj を 知らす、 未だ 其の 共 を 生ぜす と。 ITy におて か 大いに 蒐 して W て 之れ に禮 を：： 小す。 く 一 万 r- と 


(七」 


(八) 


ほこ 


かり 


云 ふ もの は、 表 はして 之れ を 揚げ、 以て 衆に 夸る なり。 故に 1 たび 王に 朝す るの 頃に 

論 ふ S 道 1  四 二； 一 


つ -人- H "はの づは 二ぐ 

じ叔昭 m 亂 ^fs-^C 

こ 公 王な 王 七 
P されとの り 位 年 左 i ヰ 
樊な云 ift  "举 に傳物 
人 り ふ 、^奪 出 に 


治 敎耍錄 卷之七  四 一 四 

ン てお 豕 靑，， 僖十 £ 年、 王， 子帶、 難 を 作す" 天工 外に す。 二十 五 年、 git 侯に 言って 曰 はく、 諸 fe, ぇヒ I 

.^rf^^t  " に 求む る は Hi に 勤む るに 如く はなしと。 遂に 大叔を 殺し 褒£ を i, えむ。 隧か請 ふ、 おされす。 el^ わ 

名 は 王に 勤む と爲す も、 而も 實は 大物 を 窺 ふなり。 陽樊 服せ ざれば 之れ を 園む。 ？；^ 1;, 

さん ほ 5  (二)  や、 つ は.，： 

溫 *原* 麼 茅の 田を與 ふ。 ？ I 樊服 せす、 之れ も 園む。 蒼 葛 呼んで 曰 は lra^:2:2£ 卜」 、  L  M  Ho  zn.H 也 

く、 此れ 誰れ か 王の 親に ざらん。 其れ 之れ をお-にせん とすろ やと。 ゼ され は i 义， ソ れを匱 も 名 は 地 

を 王に 受 くると 雖も、 實は 則ち 力 を 以て 取るな り。 五霸 は积. 文より 盛なる は莫 し。 

然して 皆 力 を 以て 仁を假 りて、 德 に本づ かす。 故に 能く 人の 力 を 屈して、 而も 以て 其 

Z ト- ズ： 11  ( 三 )  おこ  な-つ 

の 心 を 服す るな し。 昔 成 湯の 興る や 東征して 西 怨み、 文 王の 作る ゃ大は 畏れて 小は懷 

1j ぉづ く を視れ ば、 何 如と か爲 さんや。 臣 故に 其の 事 を 略叙し、 以て 孟子の 說を 信に す。 

？ やん ひ荀 苟 子が 曰 はく、 粹 にして 王たり。 lis- 較 にして 霸 たり。 ？ .-， 露 德秀曰 はく、  ^ 

e- と稱 す。 戰  "r  ,  ./ 

卿 は 粹駭の 一 一字 を 以て 王霸の 分と 爲す、 亦 言 を 知る 者と 謂 ふべ し。 蓋し 粹 然として 仁 

4? あり  義に出 づる者 は 王たり。 仁に して 雜 ふるに 不仁 を 以てし、 義 にして 雜 ふるに 不義 を以 

てす る 者は霸 たり。 王者 は 道德に 純に して、 霸 者は雜 ふるに 功利 を 以てす。 此れ 其の 

異なる 所以な り。 "：？ 卿の 王霸を 論す る 一 に 非す。 獨り 此れ を理 に當れ りと 爲す。 他禮 

を隆 にし 賢 を 尊び、 法 を 重んじ 民 を 愛する の 別、 日 を 敬 ひ 時 を 敬 ふの 分の 如き は、 皆 

• 非な り。 是の 故に 取らす。 


(五)  r 

董仲舒 曰 はく、 夫れ 仁人 は 其の 誼 を 正して 其の 利 を 謀らす-' 其の 道 を 明かに して 其 

の 功 を 計らす、 是れを 以て 仲 尼の 門 は、 五 尺の 音 一子 も _ 五 伯を稱 する を 羞づ。 い，」 

其の 詐カを 先にして 仁義 を 後に する が爲 なり。 眞德チ 曰 はく、 孟子の 後、 其の 能く 深 

く 五 霸を圖 くる 者 は、 惟 だ 仲 舒を然 りと 爲す。 蓋し 仁人 は義を 正す こと を 知る のみ、 

利の 有無 は 論ぜざる なり。 道 を 明かに する を 知る のみ、 功の 成否 は 計らざる なり。 義 

は 天下 合 宜の理 を 謂 ひ、 道 は 天下 通行の 路を謂 ふ、 其の 實は 一 なり。 霸者は 則ち 惟 だ 

利の み是れ 謀りて、 義に 於て 顧る に 暇 あらす。 惟 だ 功の み是れ 計りて、 道に 於て 邺む 

1 リぞ  HO  (七  > ていか リ 

に 暇 あらざる あり。 此れ 孔 氏の 門に 黜 けらる る 所以な り。 本朝に 至りて、 程 顥又謂 ふ、 

r 天理の 正 を 得、 人倫の 至り を 極む る 者 は 堯舜の 道な り。 其の 私心 を 用 ひ 仁義の 偏に 

依る 者 は 伯 者の 事な り。 王道 は砥の 如し。 人情に 本 づき、 禮義 より 出で、 大路 を 履み 

きょくけ い  き ： 

て 行く が 若く、 復た囘 なし。 伯 者 は 曲逕の 中に 崎嶇 反側して、 卒に 堯舜の 道に 入る 

t からす」 と。 顥が言 は 孟子 • 仲 舒と實 に 相 表裏す。 
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. 敎 化 

(二 一  かく C ふと  、二  ：-卜 乂. 4t 

〈一) S-S 成  周 書の 君陳篇 に、 王 若 く  HI ふ、 .^1は惟^^-風、 下民 は淮 r ^草な りと。 汐曰 はく、 

王 力せ 陳 にへ 叩  . 

^^^^^^ 君子の 德は 風な り。 小人の 德は 草な り。 草 は 之れ に 風 を 上 ふれば 必す 偃す。 君 陳克く 

の 策ん 叩な り。  ，v しへ  -n^^^ 

"下大 ゅ衍義 周 公の， まに 由れば、 商の民も亦君陳の！^^に由る。 J  はく、 人君の 上に 居る や、 

補^ 八十 一 の 

なむの ® 其の 轉 移の 勢、 ^風に 止まらん や。 而 して 民の 下に 處る や、 其の 隨 順の 形 は 則ち 草よ 

集傳 著名な り り しし。 人君 は 神に して 之れ を 化し、 民 をして 之れ を宜 からしむ。 則ち 其の 感 学の 妙 

なる、 轉 移の 易き、 順 從の速 かなる、 其れ 猶ほ 風の 草に 於け るが ごとく、 其の 然る を 

知るな くして 然る あり。 

ニー：)  ，て 

3  ^.1  淮れ 民の 生 は if けれども、 物に； S りて， 還る こと あり。 h 一の 命す る听に 違へ ども、 

と-一ろ たん ぢ  二  な  まこと だいいう 

a) 火 道 の 好む 攸に從 ふ。 爾克く 典 を 敬して 德に 在れ。 時れ 乃ち 變ぜ ざる 罔 けん。 允に 大猷に 

升れ。 蔡、， リ曰 はく、 言 ふこ ころ は、 斯の 民の 生る る や、 其の 性 本と 厚く して、 澆 薄た 

る 所以の 者 は、 習俗に 誘 はれて、 物の 遷す 所と 爲るを 以ての み。 然れ ども 厚き 者旣に 

遷 りて 薄く すべければ、 則ち 薄き 者 5;:^ 反って 厚く すべから ざらん や。 薄き を 反して 學 

きに 歸 する は、 特に 聲音 笑貌の 能く 爲す 所に 非ざる のみ。 民の 上に 於け る、 固より 其 


2 に 句の 義ク- 二 さ 
； 2 出 はれ、 m  C 心 ^ 

づ 同出卷 あ 
苛 君、 八 W る 反 
刻 陳こ十 下 こ 例 
な 篇のニ 衍とは 


の 令に 從 はすして 其の 好みに 從ふ。 大學に 言 はく、 「其の 令す る 所 其の 好む 所に 反すれ 

ば民從 はす」 と、 亦 此の 意な り。 典 を 敬す と は、 其の 君臣 父子 兄弟 夫婦 朋友の 常道 を 

敬す るな り。 德に 在れと は、 其の 典 常の 道 を 得て 之れ を 身に 著 はすな り。 蓋し 典 を 敬 

する こと を 知りて、 德に 在る こと を 知ら ざれば、 典と 我れ と猶ほ 二つな り。 惟 だ 典 を 

敬して 德に 在れば、 敬す る 所の 典 は實に 諸れ を 己れ に 有する に 非ざる ことなし。 實に 

ふ- -  すみやか  二  な  ま-てし 

之れ. < を 感ぜし むる こと 桴 鼓よりも 捷 なり。 時れ 乃ち 變ぜ ざる こと 罔く して、 信に 大 

献に 升るな り。 5 文莊曰 はく、 凡そ 吾が 民に 令して 以て 政 敎と爲 す 所の 者 は、 卽ち吾 

が 好みて 以て 典 常と 爲す 所の 者な り。 則ち 吾れ の 一 身 は、 大道の 中に 周旋 動 履す。 是 

れに 由り て聽聞 觀感の 下に 得る 者、 善に 遷 りて 過 を 改め、 惡を變 じて 以て 美と 爲し、 

頑 を 化して 仁と 爲し、 薄 を 反して 厚に 歸 せざる こと 莫く、 蕩々 平々 として 皆 大道の 中 

に 升 進して、 反するな く 側す るな からん。 

王 曰 はく、 君陳爾 惟れ 周 公の 不一なる 訓を弘 めよ。 勢に 依りて 威 を 作す ことなく、 法 

(七 ズ. く  「八 jlffj 且 

るの 意  に 倚りて 以て 削す る ことな かれ。 寬 にして 制 あり、 從容 として 和 を：：^ てせ よと。 .£ポ 

(八) 前 出 三 ft 

. 八 五頁參 照 靆曰 はく、 周 公の 訓大 なり。 猶ほ 之れ を弘 めんと 欲する 者 は、 前人の 政を繼 ぎ、 苟も 
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止 だ持循 因襲 を. 以て 心と 爲 さば、 其の 成す 所必す 前人に 降る こと 數等 なり、 惟 だ 奮然 

おとろ 

として 開拓し、 期す るに 前 業 を 光大に する を 以てして、 然る 後 僅に 能く 替 へす。 蓋し 

始を 造る と 成を繼 ぐと は、 其の 力量 同じから ざれば なり。 和 中の 時、 大體 固より 當に 

寬 なるべき も、 苟も 制なければ 流蕩 放肆に して、 安ん ぞ 能く 從容 として 以て 和 せんや。 

じゅんぜうて うご  c£ 

品 制の 中に 馴接 調娱 し、 範圍の 內に游 息 化 養す。 斯れ 其れ 和す る 所以な り。 丘. ^胡 曰 

(二  み みづか 

はく、 先 儒 謂 ふ、 周 公 は 殷の頑 民 を 下 都に 遷し、 周 公 親 自ら 之れ を監 す。 周 公 旣に沒 

して、 成 王 君陳に 命じて 周 公に 代らし む。 此れ 其の 策 命の 辭 なりと。 夫れ 周 公の 殷の 

頑 民を您 みて、 君陳 其の後 を繼 ぐ。 民 習の 頑 猿なる 者是に 至りて 稍 ゃ馴擾 す。 故に 成 

王 其の 法制 を 以て 刻 削の 政 を 行 ふこと なく、 尙ほ寬 典を存 して 以て 和 厚の 仁 を 布き、 

ほ とん  ちか 

幾 ど 其の 吾が 化に 從 つて 以て 其の 舊俗 を變 する に庶 からん こと を戒 むるな り。 

2) 

叉 曰 はく、 爾頑を 忿り疾 むこと なかれ。 一 夫に 備 はる こと を 求む るな かれ。 必す忍 

ぶこと あらば、 其れ 乃ち 濟す こと あらん。 容 るる こと あらば、 德 乃ち 大 ならん。 厥の 

えら  よぎ 

修まれる もの を簡 び、 亦 其の 或は 修まらざる もの をも簡 ベ。 厥の 良 を 進めて 以て 其の 

或は 良から ざる もの を 率 はしめ よと。 蔡，" 曰 はく、 人の 未だ 化せざる 所 を 忿り疾 むこ 


となく、 人の 能 はざる 所を備 へん こと を 求む る ことな かれ。 忍 は 事 を 言 ひ、 容は德 を 

言 ふ。 丘 文莊曰 はく、 民の 民た る、 修まれる 者 あり、 亦 修まらざる 者 あり。 良き 者 あ 

り、 亦 良から ざる 者 あり。 修まれる 者 は 之れ を簡び 別けて、 修まらざる 者と 混ぜし め 

一  す、 修まらざる 者 も 亦 之れ を簡び 別けて、 修まれる 者と 雜へ しめす。 旣に 之れ を簡び 

別く る こと 是の 如くに して、 然る 後に、 中に 於て 其の 能く 修めて 良に 至らん と冀 ふ。 

-.  善なる 者 は 進みて 之れ を 用 ひ、 而 して 良から ざる 者も愧 慕す る 所 を 知りて、 亦 必す修 

飭 して 良 善に 至らん。 是れ 其の 良 を 進めて 其の 不良 を 率 はしむ る 所以な り。 先 儒 謂 ふ、 

頑に して 敎に率 はざる 者 は 之れ を 忿り疾 むべ からす、 敎に率 ふ 者 も 亦當に 之れ を獎拔 

.  すべし。 然れ ども 以て 備 はらん こと を 求む ベから す。 必す 忍ぶ こと 有りより、 德 乃ち 

大な るに 至る まで は、 卽ち頑 を 忿り疾 むこと なきの 意な り。 厥の 修まれる を簡 びより、 

其の 或は 良から ざる を 率 はしめ よに 至る まで は、 卽ち備 はらん こと を 求む るな かれの 

0.  0 意な り。 此の 數言 は、 成 王が 君 陳の殷 の 民 を 治む るが 爲に 一一 一一 II ふと 雖も、 是れ 誠に 萬 世 

王が^ 公に 命 

じ、 洛 東の 殷 の 人君. r 目に 命じ 民 を 化する の 要 道な り。 

の 遺：^ を 治め 

ノ も.， - 一ら. STD  (コ 一)  かくの ご と  -ー  もつ 

^^-u  畢 命に、 王 若 く 曰 ふ、 嗚呼 父師、 惟れ 文 王 • 武王、 大德を 天下に 敷き、 用て 克く 
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(一) 書 終の 

篇； >«、 帝舜の 

事 も 記した 

る ものな り。 

以下 大 衍義 

補卷 K 十七の 

抄出な り 
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たす たす 

殷の命 を 受けし に、 惟れ 周 公 先王 を 左け 右- 

み つじ 


四 二 〇 


やす 


厥の 家 を 緩ん じ 定め、 殷の頑 民 を毖み 


をし へ 


て、 洛 邑に遷 し、 王室に 密邇 せしめ、 式て 厥の 訓に 化して、 旣 に三紀 きに I バ" を歴 て、 

予ー 人 以て 寧し。 蔡沈曰 はく、 畢公は 周 公に 代 


、 , 1 '-.r.  おもん ばかり 

世 i 肝 5 せ 變り風 移り、 四方 虞 な， 


r と 曰 ふ 

もつ 

りて 太師 となるな り、 文 王 • 武王 大德を 天下に 布き て、 用て 能く 殷の 命を受 くと は、 

之れ を 得る の 難き を 言 ふなり。 周 公 は 文 • 武 • 成 王 を 左右け、 國家を 安定し、 頑 民 を 

きん ひ  もつ  _ へ、 

ti 毖し、 洛 邑に遷 し、 王室に 密近 せしめ、 用て 其の 敎に 化する こと、 旣に 三紀を 歷、 

世 已に變 じて 風 始めて 移る。 今 四方 虞 度すべき の 事な くして、 予 一人 以て 寧し と は、 

之れ を 化する の 難き を 言 ふなり。 丘 文莊曰 はく、 周 公の 元聖を 以て 文武の 聖、 成 王の 

賢を輔 け、 而 して 一 殷民 京邑の 近き に 在りて、 叉 之れ を繼 ぐに 君陳を 以て 其の 中 を 和 

し、 三十 六 年の 久しき を歷、 世 已に變 す。 而 して 後に 其の 風 始めて 移る。 是れに 由り 

て 之れ を觀れ ば、 民の 化し 難き こと 知りぬべし。 

舜 典に、 帝の 曰 はく、 契、 百姓 親します、 五 品 遜 はす、 汝司徒 と 作りて、 敬 

みて 五敎を 敷いて 寬に 在れと。 朱 子 曰 はく、 五 品 は 父子 君臣 夫婦 長幼 朋友、 五つの 者 

の 名 位 等級な り。 五敎 は、 父子 親 あり、 君臣 義 あり、 夫婦 別 あり、 長幼 序 あり、 朋友 


つじ 書經の 

篇名、 周の {a 

制の 大網 も述 

ベた る ものな 

り 

(； 一：) 撫でな 

び かすな り 

S 書經の 

篇名、 周の 穆 

王が 君 牙に 八 叩 

じて， 司 徒たら 

しめ^る 時の 

文な り 


信 あり、 五つの 者の 當然 の理を 以て 敎 令と 爲 すなり。 丘 文莊曰 はく、 此れ 萬 世の 帝王 

敎を爲 すの 始、 然して 敎を爲 す 所以の もの は、 人倫に 過ぎざる のみ。 人倫の 道 は 人 有 

たす とい ふこと 莫し、 而 して 皆 以て 之れ を盡す こと ある 能 はす。 其の 敎を 立つ る 所以 

の 者 は 君な り。 其の 敎を 敷く 者は臣 なり。 是れ 五倫の道 は 獨り民 之れ を 有 てるのみ に 

非す して、 君と 臣と亦 皆 これ を 有つ。 然して 其の 敎を 立つ る 所以の 本 は、 則ち 敬に し 

て 以て 寬な るに 在り。 敬 以て 己れ を 持 すれば、 整 齊嚴肅 にして 怠忽に 失せす。 寬 以て 

人に 施せば、 從容 漸次して 迫 切に 失せす。 先 儒 謂 はく、 此の 二字 は 千 萬 世敎を 掌る 者 

易 ふ る こと 能 はざる なり。 


(二 


周 官に曰 はく、 司 徒 は 邦の 敎を 掌. 


五 典 を 敷き、 兆民 を 後ん すと。 呂祖 i 曰 はく 

じゅんし ふ  f 三 ) ふ ひ 

擾は訓 習して 之れ を 熟し、 拊 靡して 之れ を 入れ、 畜 養して 之れ を寬 くす るの 謂な り。 

丘 文莊曰 はく、 五 典 は 乃ち. <  々有する 所、 家々 備 ふる 所の 者、 人君 因って 申ね て 其の 

義を 明かに するな り。 

/、 んが  お ほい  I 

君 牙に 曰 はく、 匕で 


に 五 典 を 敷き、 式て 民の 則 を 和げ よ。 雨の 身克く 正しければ、 敢 

な  な  一 ali  ^ 

？ 罔し。 民の 心 は 中 罔し、 惟 だ爾の 中の みと。 まジ曰 はく、 弘に 敷く 

俗  四 ニー 


(一) 古典の 

名、 周の 體を 

集めた る もの • 

周 公 几 の 編な 

の 文 は 地お. 

Ji^ 篇 に^.. つ 

(二)  ！ S じく 

篇 に ST つ 

B 1 見 五 

典乂は 五教を 

指す が 如き も 

然らャ 、山林 • 

m^* 丘陵 • 

^衍 •  sil の 

五 地に 生す る 

物 を 〈ム ふ。 蓋 

し 以上 衣食の 

物資；： 止り て 後 

以下 „1 教を說 

くな らん。 こ 

の 事 周 * おの 原 

典に ある も、 

今お かれたり 

S 吳 澄に 

じ、 元の s-t 

者、 8? 林擧士 

となり、 資善 

火夫と なる。 

書 多し、 門 

人 千 数百 人 
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と は、 大 にして 之れ を 布くな り。 式て 和す と は、 敬して 之れ を 和す るな り。 

周禮 に、 乃ち 地 官司徒 を 立て、 其の 屬を 帥ゐて 邦敎を 掌ら しめ、 以て 王 を 佐け、 邦 

あんぜう 

國 を安援 す。 

大司 徒、 此の 五つの 物に 因る は 民の 常な り。 而 して 十 有 ニ敎を 施く。 一  に 曰 はく、 

祀禮を 以て 敬を敎 へば 民 苟もせ す。 二に 曰 はく、 陽禮を 以て 讓を敎 へば 民 (.1^ はす。 三" 

そ. a 

に 曰 はく、 陰禮を 以て 親を敎 へば 民怨 ます。 四に 曰 はく、 樂禮を 以て 和を敎 へば 民乖. 

かす。 五に 曰 はく、 儀 を 以て 等を辨 すれば 民 越さす。 六に 曰 はく、 俗 を 以て 安き を敎 

へば 民 偸なら す。 七に K はく、 刑 を 以て 中を敎 へば 民雜暴 ならす。 八に 曰 はく、 誓^ 

.^て；^を敎 へ ば民怠らす。 九に 曰 はく、 度 を 以て 節を敎 へば 民 足る こと を 知る。 十に 

ョ はく、 世事 を 以て 能を敎 へば 民 職 を 失 はす。 十 有 一 に 曰 はく、 賢 を 以て 爵を 制すれ 

ごちょう 

ば ni? 德を愼 む。 十 有 二に 曰 はく、 庸を 以て 祿を 制すれば 民 功 を 興す。 吳徵曰 はく、 

唐 虞の 司 徒の 敷く 所 は五敎 にして、 周の 司 徒 は 十二 敎を 施す。 五敎は 其の 綱 を 擧げ、 

十二 敎は 則ち 其の 目を詳 にす。 五敎は 其の 本 を 端す に 在り、 十二 敎は 則ち 其の 末 を 兼 

ね擧 ぐ。 其の 敬讓 親和 辨等 を敎 ふる は、 是れ德 禮の屬 なり。 安中 恤節 能と 制 爵制祿 と 


；；^！^恤站睦开^^：^同：：^ 

•       •       •  し 

Da 不小 ん 
次 言 任 リ^ 周 $ や. 

第 *  •  •  • 代 m 

に 亂不 不不の に 


を敎 ふる は、 是れ政 刑の 屬 なり。 祀禮は 祭祀の 禮 にして、 追 養して 孝 を 致し、 民に 示 

すに 敬 を 以てす。 苟且に せざる 所以な り。 陽 禮は飮 射の 禮 なり、 敬老 齒讓、 民 を 導く 

に 順 を 以てして、 闘爭 せしめざる 所以な り。 陰禮は 婚姻の 禮 なり、 男女 合 好、 至 親の 

•  えんく わう  (五)  な 

き J 獎に 在る 所に して、 怨赎 ならざる 所以な り。 樂禮は 燕 響に 樂を 作す の禮 なり、 尊卑 齒位、 

至 和の 在る 所に して、 乖離せ ざる 所以な り。 儀 を 以て 等を辨 すと は、 君臣 上下の 儀 あ 

り、 父子 長幼の 議 あり、 隆殺等 あり、 而 して 民の 志 自ら 定まる、 踰 越せざる 所以な り。 

俗 を 以て 安き を敎 ふと は、 宮窒 墳墓 衣服の 俗 あり、 兄弟 師儒 朋友の 俗 あり、 本 俗に 安 

H ハ) とう +5 く  (七 J 

んじ、 人倫 自ら 厚く して 偷薄 せざる 所以な り。 刑 を 以て 中を敎 ふと は、 鄕の八 刑の 如 

し、 以て 敎を弼 けて 中に 歸る、 暴亂 せざる 所以な り。 誓 を 以て 恤を敎 ふと は、 軍旅の 

誓の 如く、 之れ をして 憂患 相 救って 其の 事を恤 へしむ、 怠惰せ ざる 所以な り。 度を以 

て 節を敎 ふと は、 冠婚 喪祭の 度 各. -等 あり。 殺 以て 其の 欲 を 節す、 自ら 止 足 を 知る 所 

以 なり。 世事 を 以て 能を敎 ふと は、 士農工商 世.' 厥の 習 を 傅へ、 以て 其の 能 を 精し く 

す。 職 を 失 はざる 所以な り。 十の 者 皆 之れ を 敎と謂 ふ。 敎の 常な り。 而 して 聖人 は 徒 

に敎 へざる なり。 賢 を 以て 爵を 制する とき は、 不 賢者 も德に 謹まざる 莫し。 庸を 以て 

風俗  四 二三 
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(！) 周 •  お 地 祿を 制する とき は、 功な き 者 も 功 を 興さざる 莫し。 是の 二つの 者 は、 聖人 天下 を 奔走 

官 司徒篇 

g 一) 出典.^ する の權 にして、 人心の 激勸の 係る 所な り。 故に 敎と言 はすして 後に 列す。 

ヽ 一二  ノ  y^M. の  、一) 

門、 II 五 禮 を 以て 萬 民の 僞を 防ぎて 之れ に 中を敎 へ、 六 樂 I， ： P ： :s • を 以て 萬 民 

く 摇げ たる を  , 

ほ SJ- 。-? 5 の 情 を 防ぎて 之れ に 和を敎 ふ。 

^  Ti:  二. 6c た 

り、 お！ P^+SOT  (二)  31) や- U か 

の 左 SI む：： 正月の 吉、 始に 和して 敎 を邦國 都鄙に 布き、 乃ち 敎 象の 法 を象魏 に縣 け、 萬 民 

杓見樓  せう じつ -  を さ  し 

S  *s をして 敎 象を觀 せし む。 挾 日 iJJ^ にして 之れ を斂 む。 乃ち 敎法 を邦國 都鄙に 施き、 

周^, W 譲  S  (五) 

はの他^*多 之れ をして 各. - 以て 其の 民 を 治む る 所を敎 ふ。 朱 申 曰 はく、 子に 建つ の月朔 日、 始め 

(ri 、お て 十二 敎 以下の 事 を 調和して 此の 敎蛾 文書 を邦國 都鄙 に 頒布し、 地 官の敎 法 を 以 て 之 

(六) ^1 れを畫 き、 象と 爲 して 兩觀に 懸け、 萬 民 をして 敎法 を觀て 之れ を 儀 則せ しむ。 一 旬 を 

f， 乃ち 牧敛 して 遠近 をして 皆 之れ を 知らし む。 乃ち 敎 民の 法 を 外の 邦 國と內 の 都 

(八) 唐の 血+ 鄙に 施き、 邦國の 諸侯 をして 邦國の 民に 敎へ、 都鄙の 大夫 をして 都鄙の 民に 敎 へしむ 

者、 官. S 博 3  (七， 

K^^^^  歳の 終に は、 則ち 敎官 をして 治 を 正して 事 を 致さし め、 正 歳に は 敎官に 令して 曰 は 

り  なんち  なんち 

(九) sew  く、 各. '雨の 職 を 共に し、 乃の 事 を 修め、 以て 王 命を聽 き、 其れ 正しから ざる あれば 

代に は、 日没  C 八) ク  (九 一 

後 北 斗 5 柄 國に 常の 刑 あり。 S ハ， 曰 はく、 周禮に 凡そ 正 歳と 言 ふ は、 夏の 寅に 建つ の 月な り。 


が is" の 方角 を 

と す 

(一 〇) 周の 

時代に は、 日 

S 後 北 斗 Si の 

柄が f 直に 見 

ゆる 時 も 建 

エ 

レ 子と 云へ り 

(二) 周？ お 

地 {E.SE- 徒 篇 


(5 一 


(一二) 元の 

畢者、 經師先 

生. i 稱す、 ；g 

記 集 說め著 あ 


直 だ 正月と 言 ふ は、 周の 子に 建つ るの 月な り。 

小 司 徒の 職 は、 邦の 敎法を 建つ る を 掌る。 凡そ 衆庶 を 用 ふるに は、 其の 敎 政と 其の 

戒然と を 掌る。 朱 申 曰 はく、 政 以て 之れ を 正し、 敎 以て 之れ を 導き、 戒 以て 其の 怠忽 

を 筋め、 林：^ 以て 之れ をして 爲す 勿ら しむ。 

禮 記の 王制に 曰 はく、 司 徒 は 六 禮を修 して 以て 民の 性 を 節し、 七敎を 明かに して 以 

て 民の 德を與 し、 八 政を齊 へ て 以て 淫を 防ぎ、 道德を 一 にして 以て 俗 を 同じく し、 老曰 

ちょれ  J? よ 

老を養 ひて 以て 孝 を 致し、 孤 獨を恤 みて 以て 足らざる に逮 似び、 賢 を 上りて 以て 德を 

えら， JJU  しりぶ ご 

祟び、 不肖 を簡 I びて 以て 惡を絀 く。 六禮 は、 冠. 昏. 喪. 祭. 鄕. 相 見なり。 七敎 

は、 父子 • 兄弟 • 夫婦. 君臣. 長幼 • 朋友 *賓 客な り。 八 政 は、 飮食 • 衣服. 事 爲 • 

ちんかう 

(一 二〕 4s^ig- 

異別 • 度 • 量 • 數 • 制な り。 曰 はく、 六禮 • 七敎 • 八 政 は 皆 司 徒の 掌る 所に して、 

民の 性を禮 節し、 民の 德を 敎與 す。 修 すれば 壊れす、 明か なれば 渝ら す。 然れ ども 八 

政を齊 へて 以て 淫を 防ぐ に 非 すん ば 則ち 亦 禮敎の 害な り。 事爲 は百ェ の技藝 にして 正 

あり 邪 あり。 異別は 五 方の 器械に して 同 あり 異 あり。 度量 は 則ち 長短 小 大の殊 あらし 

めす。 數制は 則ち 多寡 廣狹 の異 あらしめ す。 夫の 飮食 衣服の 若き は、 尤も 民生 日用の 
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闕 くべ からざる ものにして、 八 政の 首に 居る 所以な り。 之れ を齊 ふる は 則ち 僭擬詭 5i ハ 

の 端 あらしめ ざるな り。 丘 文莊曰 はく、 舜 典と 周 官とは 皆 五 敎と云 ひて、 而 して 此に 

(一) *i 叉 七 敎と云 ふ は、 其の 敎の 目、 書に 比すれば、 載す る 所 二つ を 加 ふ。 所謂 五敎 は、 父 

子 • 君臣 • 夫婦 • 長幼 • 朋友に して、 此は 之れ に 加 ふるに 兄弟. 賓客 を 以て 七と 爲す。 

所謂 長幼 は卽ち 兄弟の 謂な り。 今 分ち て 二と 爲す、 則ち 是れ 兄弟 は 天 合して 先 後 ある 

くみ  あまね 

者な り。 長幼 は 人 合して 先 後 ある 者な り。 朋友 は 親しんで 相與 する 者な り。 賓客 は泛 

(二) 書經 く 相 遇 ふ 者な り。 然して 五敎の 書に 在りて は 則ち 之れ を 敷く と 謂 ふ。 敷 は 之れ を 布く 

(三)  あきらか 

(5 禮記  ことなり。 七 敎の禮 に 在りて は 則ち 之れ を 明と 謂 ふ。 明 は 之れ を昭 にす る ことなり 

面して 皆 司 徒の 掌る 所に 在り。 

ハ rap  そろ ひ ，、 

S  廣谷大 川 は 制 を 異にし、 民の 其の 間に 生す る 者 は 俗 を 異にし、 剛柔輕 重 遲速齊 g を 

異にし、 五味 和 を 異にし、 器械 制 を 異にし、 衣服 宜を 異にし、 其の 敎を 修めて 其の 俗 

を 易へ す、 其の 政を齊 へて 其の 宜を 易へ す。 」」 大徵曰 はく、 敎は卽 ち 七 敎是れ なり。 修 

めと は 其の 敎皆 明かに して 廢闕 する 所な きを 謂 ふ。 政 は 卽ち八 政是れ なり。 齊 ふと は 

其の 政 並に 擧げ て參 差す る 所な きを 謂 ふ。 廣谷大 川 を 以て 言 ふこと は、 則ち 地 産 異な 


(五) 以下 大， 

藥衍義 補卷六 

十七の 抄出 

(六) 「^«,ナ 

以て 敎 する 

こ と 窮り无 く、 

民を容 保す る 

こと 疆ま り无 

し」 と 謂む も 

亦 通す 

(七) 膨 制す 

る こと 

(八) 杜預の 

左 傅 序に T 蹬 

にして 之れ を 

柔 にし、 ら 

之れ を 求めし 

め、 厭かせて 

之れ を 新 かせ、 

.R ら 之れ に趨 

かしむ、 江 海 

の 浸し、 膏澤 

の 潤 ふが 若し」 

i 出つ 


る こと ありて 其の 習尙の 安ん する 所、 各 》■ 其の 俗 を 異にす。 故に 之れ を 導く に 敎を以 

てす と雖 も、 然れ ども 亦 其の 安ん する 所の 俗 を 改易せ す、 之れ をして 各. '以て 其の 安 

ん する 所に 安ん する を 得せし むるな り。 剛柔輕 重 遲速を 以て 言 ふこと は、 則ち 人の 禀 

くる こと 異なる ありて、 其の 身 口の 便と する 所 各-' 其の 宜を 異にす。 故に 之れ を 正す 

に 政 を 以てすと 雖も、 然れ ども 亦 其の 便と する 所の 宜を 改易せ す、 之れ をして 各. '其 

の 宜しと する 所 を 宜しと する を 得せし むるな り。 

S)  (六) 

の 臨の 大 象に 曰 はく、 澤 上に 地 ある は 臨な り。 君子 敎思 する こと 窮 りなき を 以て、 

民 を 保ん じて 疆り无 かる 容し。 丘 文莊曰 はく、 臨の 卦 たる、 上が 下に 臨む の 象 あり。 

上の 下に 臨む と は 果して 何れの 事と する 所ぞ や。 曰 はく、 之れ を 保ん す。 將に 之れ を 

保ん ぜんと 欲せば、 何 を 以て か 先と 爲す。 曰 はく、 之れ に敎 ふ。 之れ に敎 ふるの 道 は 

之れ を驅 迫す る は 不可な り。 之れ を 操 切す る は 不可な り。 徒らに 法 を 事と する は 不可 

なり。 必す 刻す るに 期 を 以てする は 不可な り。 必すゃ 之れ を 匿し 之れ を 直く し、 之れ 

を輔け 之れ を 翼く、 優にして 之れ を游 し、 自ら 之れ を 休めし め、 厭して 之れ を飫 し、 

自ら 之れ に趨 かしむ、 江河の 潤 ふが 如く、 湖海の 浸す が 如し。 是れ 之れ を敎 思と 謂 ふ。 

風俗  四 二 七 


治 敎耍錄 卷之七 


四 二八 


(ご 人を敎 

導す： <* こ と 


(二) 以下 大 

^衍義 補の 抄 

出。 始めは 易 

より 出づ 

ち伊川先^^^。 

その 易 傅の 

を大 ぬ！ 衍義補 

に 引けるな り 


一 ^を 擧げて 之れ を甄陶 し、 萬 邦 を 合せて 之れ を 協和す。 息む こと 无 きに 由り て 悠遠 

に_^^り、 動變に由りて能く化するに至り、 一人と して 化せざる 无く、 一地と して 到ら 

ざる 无く、 一  日と して 間 或る 无し。 豈窮盡 あらん や。 是の 如きと き は、 凡そ 形 氣有生 

の 類 皆 吾が 度量 包容の 中に 在り、 相 生 相 長の 樂 ありて、 此の 疆 彼の 界の殊 なる 无し。 

坡の |g 之れ に 臨む に 威 を 以てし、 之れ を齊 ふるに 政 を 以てする 者 は、 其の 意思 淺 且つ 

促な り。 旣に淺 且つ 促なら ば、 寇に 之れ を容 るる 能 はす。 5;C 广 b おく 民 を 保ん じて 疆 まり 

なきに 至らん や。 

ニニ  -1)  くわん  すす  ま 二と  ぎ. H.r じゃく  I  . " 

i の に 曰 はく、 觀は盥 して 薦めす、 孚 ありて 顒 若たり。 下觀て 化すな り。 天の 

神道 を觀 るに、 四時 II はす。 聖人 神道 を 以て 敎を 設けて 天下 服す。 ^曰 はく、 聖人 

は 天道の 神 を 見、 神道 を體 して 以て 敎を設 く。 故に 天下 服せ ざる 莫し。 夫れ 天道 は 至 

」- 一 が 

神な り。 故に 四時 を 運行し、 萬 物 を 化育して 差 ひ. ふこと ある ことなし。 至 神の 道 は 

名言すべき 莫し、 惟 だ 聖人 は默 して 契し、 其の 妙 用を體 し、 政敎 を設爲 す。 故に 天下 

の 人 は 其の 德に涵 泳して 其の 功 を 知らす、 其の 化に 鼓舞して 其の 用 を 測る 莫く、 自然 

に W 觀 して 戴 服す。 故に 曰 ふ、 神道 を 以て 敎を 設けて 天下 服す と。 


(£) 觀卦の 

象な り、 前の 

つづき 

(五) 伊川の 

戶ク傳 


(六) 宋 代の 

人、 { や は 執 中、 

神 宗の時 都 水 

スー、 次いで 處 

州に 知たり。 

？ t 書七經 中議. 

^善雜 等 あり 

(七) 齊 .衞- 

菌は 共に 戰國 

時代の 國名 


(八) 伊川の 


象に 曰 はく、 風 地上 を 行く は觀 なり。 先王 以て 方 を 省みて 民 を觀、 敎を設 く。) 程 子 

あ. H ね S 

風 地上 を 行く は、 周く 萬 物に 及び、 由歷周 一 


曰 はく、 風 地上 を 行く は、 周く 萬 物に 及び、 由 歷周覽 の 象と 爲す。 故に 先王 之れ に體 

として 方 を 省みる の 禮を爲 し、 以て 民俗 を 觀て政 敎を設 くるな り。 天子 四方 を 巡 省し 

て 民俗 を觀視 し、 政敎を 設け 爲し、 奢 は 則ち 之れ を 約す るに 儉を 以てし、 儉は 則ち 之 

れに 示す に禮を 以てする が 如き、 是れ なり。 丘 文莊曰 はく、 劉 弊 謂 ふ、 「民 を 觀て敎 を 

(七) 

設 くと は、 齊の末 業に して 敎 ふるに 農業 を 以てし、 衞の 淫風に して 敎 ふるに 禮 別を以 

てし、 奢る こと 曹の 如くに して は 則ち 之れ に 示す に儉を 以てし、 儉 なること の 如く 

にして. は 則ち 之れ に 示す に禮を 以てする が 如きの 類是れ なり」 と。 蓋し 四方の 俗 同じ 

•  、  つ まやか 

からすして 各-偏 尙 する 所 あり、 其の 偏す る 所に 因り、 約 にして 之れ を 正に 歸 せば 

則ち 四方の 俗 皆 其の 中 を 得て 過不及な きなり。 此れ 三代の 盛 王が、 必す方 を 省みて 民 

を觀、 民 を觀て 敎を設 くる 所以なる か。 

ひたん  rs 

良の 彖に曰 はく、 天文 を觀て 以て 時變を 察し、 人文 を觀て 以て 天下 を 化成す と。 程 

T4J  (八) 

ョ曰 はく、 天文 は 天の 理 なり、 人文 は 人の 道な り。 天文 は 日月 星辰の 錯列、 寒暑 陰陽 

の 代 變を謂 ふ。 其の 運行 を觀、 以て 四時の 遷改を 察するな り。 人文 は 人 理の倫 序にし 
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て、 人文 を觀て 以て 天下 を敎 化す。 天下 其の 禮俗を 成せば、 乃ち 聖人 赏を用 ふるの 道 

なり。 

2) はこ 同 離の 象に 曰 はく、 重 明 以て 正に 麗 きて、 乃ち 天下 を 化成す と。 程ザ1!^1)はく、 上下 皆 

じ  f 三 ) 

(二)  S 離に して 重 明な り。 五 •  二 皆 中正に 處るは 正に 麗く なり。 君臣 上下 皆明德 ありて 中： t 

(三) 離の 卦  J 

1^ 一； fgj 一， • に處 る。 以て 天下 を 化し 文明の 俗 を 成すべし。 

六 五 • 上 九な  (En  おこ 

,ん 故に 五. 大學に 曰 はく、 康誥に 曰 ふ、 「新 民 を 作す」 と。 詩に 曰 ふ、 「周 は舊 邦な りと 雖も、 

二 は 六 五 • 六  t^p 

一一 sf) こ i^^、 其の 命 惟れ 新な り」 と。 "^ョ 曰 はく、 之れ を 鼓し 之れ を 舞し、 鼓を擊 つが 如く 然り。 

1-5 に 出 自然に 能く 人 をして 跳 舞踊 躍せ しむ。 上の 人の 民に 於け る、 時 警發 するとき は、 

£) 共に 周 下の 觀瞻 感化、 各自 以て 自然の 善心 を 興起して、 自ら 已む能 はざる あるの み。 」 乂氏季 

の 祖先の 居所、 チ  (五) ひん たい 

t のメほ 1. ョ曰 はく、 文 王は岐 山に 興り、 豳. 部千餘 年の 國を 以て ー變 して 之れ を 新に す。 地 は 

(To  lits は 

B5- り 4 ロ且、 \<  しゃ Irk ん  さ ひま ひしず 

i^tj 中 ^ 改辟 せす、 民 は改聚 せす、 而 して 聖德彰 聞し、 天の ：£ 滋く 至り、 近き は悅び 遠き は 

の祖  くわん ぜん  (丄、 ) 

p^^^^. 来り、 天下 を 三分して 其の 二 を 有つ。 周の 氣象焕 然として、 復た 后稷. 公 劉の 舊に非 

大 す。 故に 詩人 之れ を 美め て 曰 はく、 「周 は舊邦 なりと 雖も、 其の 命 維れ 新な り」 と。 

②傅第 九 章に (七) 

§  叉 曰 はく、 所謂 國を 治む るに は、 必 す先づ 其の 家を齊 ふと は、 其の 家敎 ふべ からす 


して 能く 人を敎 ふる 者 は 之れ なし、 故に 君子 は 家 を 出です して 敎を國 に 成す と C 

、人" ^-^a  "尸 J  しょ  ザん いう 

第 ^1;、 子 曰 はく、  r 庶 あるかな」 と。 冉有曰 はく、  r 旣に庶 あり、 叉 何 を か 加 へん」。 E は 

多なる き K ふ く、 「之れ を 富まさん」 と。 曰 はく、 「旣に 富めり、 叉 可 を か 加 へん」。 曰 はく、 「之れ 

を敎 へよ」 と。 朱う 曰 はく、 庶 ありて 富ま すん ば 民の 生 遂げす、 故に 田 里 を 制し 賦斂 

を 薄く して 以て 之れ を 富ます。 富みて 敎 へざる とき は 禽獸に 近し、 故に 學校を まて 禮 

出!^ ^ 義を 明かに して 以て 之れ に敎 ふ。 お 寅 曰 はく、 天 斯の民 を 生じ、 之れ が 司牧を 立てて 

if 寄す るに 三 事 を 以てす。 然して 三代の 後より 能く 此の 職を擧 ぐる 者、 百に して  一 二な 

y や？) 文 帝 • し。 漢の文 • 明、 唐の 太宗 も亦庶 あり 且つ 富めり と 云 はんも、 西 京の 敎は聞 ゆる こと 

ニー)  J€S3  ふ  (一 S よう 

共に 長 安に 都 なし。 明 帝 は師を 尊びて 傅 を 重んじ、 雍に 臨みて 老を拜 す、 宗戚の 子弟 舉を 受けざる 

す。 陽に S 

そ」 西京と云 莫し。 唐の 太宗 は、 大いに 名 儒 を 召し 生 員 を增廣 し、 敎も亦 至れり。 然して 未だ 敎ふ 

ニニ) 天子 

の攀 校、 辟. M る 所以 を 知らざる なり。 三代の 敎は 天子 公卿 躬ら 上に 行って、 言行 政事 皆師 法と すべ 

とい ふ 

し。 彼の 二君 は 其れ 能く 然 らん や。 丘 文莊曰 はく、 曰 はく 庶、 曰 はく 富、 曰 はく 敎の 

このかた 

三つの 者 は、 堯*舜 より 以来、 治を爲 すの 大 節目 大綱 領 なり。 蓋し： 大斯の 民 を 生じ、 

而 して 一 人 を 立てて 以て 之れ が 司 牧と爲 し、 之れ に 付す るに 庶富敎 の 三 事 を 以てす。 

風俗  四 三 一 


(一) 以下 括 

^内 衍義 補に 

據り補 ふ 

(二)  文 公 

上篇第 章 

(三) 堯の號 

S 以下 衍 

義補卷 八十 一 

の 抄出。 この 

詩 序 は 國風召 

南 #: 羊篇 にあ 

り 

(五) 恙 羊の 

如 * 顯 潔の 君 

は 夫人の 功に 

よる ものな り。 

召 南 は 召 公の 

領地 召の 南部 

を 云 ふ 

(六) 召 南の 

首 篇 の 名に し 

て、 文 王の 化 

を 被りし こと 

と 夫人よ く 家 

も 治む る., y 歌 

(七) 以下 は 

詩の 本文な り 


治 敎耍錄 卷之七  四 三 二 

人君 は 上天の 付托を 承け て 萬 民の 父母と 爲り、 必す當 に治敎 養の 三 事を盡 すべし。 之 

れを 養って 以て 繁庶に 至り、 之れ を 治めて 以て 富 足に 至り、 之れ を敎 へて 以て 仁 厚に 

そむ 

至れば、 斯の 民に 父母た るの 責を盡 して 上天 付托の 重きに 食く ことなし。 苟も 然らざ 

ほしい ま-  あはれ  (11 

るを爲 して 惟 だ 天下 を 以て 己れ に 奉す る を 知り、 己れ に 適に して 人を恤 まざれば (生 

ひんくん  び たう  た i  . 

齒 日に 衰耗に 至り、 田 単； 日に 貧窘に 至り、 民俗 日に 靡蕩に 至る。 是の 如き は 但だ民 其 

の 生 を 安ん ぜ ざるの みに 非す して、 君 も 亦 其の 位 を 安ん する こと 能 はざる なり 云 々)。 

ニー ) 

孟子 曰 はく、 人の 道 ある や、 飽くまで 食 ひ援に 衣、 逸 居して 敎 なきと き は 禽獸に 近 

し。 聖人 之れ を 憂 ふる あり、 契 をして 司 徒たら しめ、 敎 ふるに 人倫 を 以てし、 父子 親 

(三)  ， 

あり、 君臣 義 あり、 夫婦 別 あり、 長幼 序 あり、 朋友 信 あり。 放勳 HI はく、 「之れ を勞し 

之れ を來 らし、 之れ を 匡し 之れ を 直く し、 之れ を輔け 之れ を 翼け、 自ら 之れ を 得せし 

め、 叉從 つて 德を 振へ」 と _ 


(六) 

tfc -v /さ-つ 


(in  (2)&ぅゃ-< 

詩の 序に 曰 はく、 羔羊は 鵲巢の 功 致な り。 召 南の 國、 文 王の 政に 化し、 位に 在る 

(七) 

もの 皆節儉 正直に して、 德羔 羊 執 S 一？ 4 の 如しと。 羔 羊の 皮ば |§ 素： S な 絲五柁 

せり。 S 醫。 食に 手 0 細 sir 公より す 0  力。 委 蛇たり 委 蛇たり。 一 I。 丘 文 I 曰 


二 南:： じ 和て 南:;;^ ぶ餘 f 《方 南；^ 

の 0 た <^ 文 の ^ な , は ものの ひ 

Z 終 ；;^ る の ヒ 篇 歌 庶仁 11^ 終 

m も iis の 名;? きふ Iff す 侯篇？ $ 
衍 同の を 夫に にる そ、 禅 
i& 周 し 周 及 の の南^^ 


已 

子 g む 


補 卷へ十 一 よ 

h'H.;  く この 

文もと禮^^！^の 

細 衣^に sr つ 

( 一 二) 朱の 

畢者、 太 常 博 

士、 祐甞省 正 

字たり。 禮書. 

語 全 解の 著 

あ-り 


はく、 光 儒 謂 ふ、 此の 詩 は 文 王 人 を 作す の 效を爲 す こと、 春風 和氣 所在に 輝 を 生す る- 

二  み  きラ /-、 

が 如し。 故に 人才の 成就す る 所、 諸れ を 野に 在る に 驗れば 則ち 趙々 たる 武夫 公侯の 腹 

心， 諸れ を 朝に 在る に 觀れば 則ち 委 蛇の 大 夫に して、 節儉 正直な り。 此れ 文 王の 化 は、. 

淺深 遠近 を 以て 論すべからざる ものな り。 然 らば 則ち 人君の 一 身 は 風化の 本たり、 烏 

んぞ 其の 自ら 出づ る 所 を 慎まざる ベ けんや。 

(八： H ちぐ 

叉 曰 はく、 騮 腐 は siss^ の應 たり。 |i 巢の化 行 はれて 人倫 旣に 正しく、 朝廷 旣に 治ま. 

る。 天下 純ら 文 王の 化 を 被れば 庶類 蕃殖し、 直 田 時 を 以てし、 仁驄 虞の 如く なれば 王 

道 成る。 ，>. う 曰 はく、 文 王の 化 は 關雎に 始まりて 麟趾に 至る とき は、 則ち 其の 化の 人 

に 入る 者 深し。 鵲 巢に形 はれて 驪 虞に 及ぶ とき は、 則ち 其の 澤の 物に 及ぶ 者廣 し。 蓋 

し 意 誠 あり 心疋 しきの 功 息ます して 久しき とき は、 其の 薰蒸 透徹、 融液 周； し、 自ら • 

能 はざる 者 あり。 智力の 私に 能く 及ぶ 所に 非ざる なり。 

曰 はく、 下の 上に 事 ふるや、 其の 令す る 所に 從 はすして 其の 行 ふ 所に 從ふ。 上是 

の 物 を 好めば 下 必す甚 しき 者 あり。 故に 上の 好悪す る 所は愼 ますん ば あるべ からす、 

是れ 民の 表な りと。 一" ぼ 一 ^ 道 曰 はく、 一 百の 人 を 化する ゃ淺 し、 故に 其の 令す る 所に 從は. 
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す。 行の 人を感 する や 深し、 故に 其の 行 ふ 所に 從ふ。 好惡 正しき に出づ ると き は 彼れ 

おもてた だ 

皆從 つて 正し。 好. 惡 非に 出づる とき は 彼れ 皆從 つて 非な り。 猶ほ表 端し くして 影 端し 

く、 表枉 りて 影：^ れ るが ごとし。 故に 民の 表と 謂 ふ。 

『 一 1  お へ」 そか  しづか 

(一) 大き 位  子 曰 はく、 民 は 君 を 以て 心と 爲し、 君 は 民 を 以て 體と爲 す。 心莊 なれば 體舒 なり。 

^f^，ぜ八卜 一 

よ- - 引く 心肅 むと きは容 敬む。 心 好めば 身必す 安ん す。 君 好めば 民必す 欲す。 心 は體を 以て 全- 

く、  亦體を 以て 傷る。 君 は 民 を 以て 存し、 亦 民 を 以て 亡ぶ。 禮維. 《篇 

(--) n 下大 漢書の 食貨 志に R はく、 五家 を 隣と 爲し、 五 隣 を 里と 爲し、 四 m 一 を 族と 爲し、 五 族 

ゆ- 衍 *t 、補 卷. パ 

十七の 抄錄 を 黨と爲 し、. 五黨を 州と 爲し、 五州 を 鄕と爲 す。 鄕は萬 二 や 五百戶 なり。 隣の 長 は 位 

(三) じょ 

(一： 一) 序 も 下士な り。 此れより 以上 は 稍 や 一 級 を 登り、 鄕に 至りて 卿と 爲す。 単； に 於て 序 ありて 

も 共に 今の 學  しゃう  しめ It 一，.、 

零  鄕に序 あり。 序 は數を 明かに し、 庠は 則ち 禮を 行うて 化 を視讀 は ね.： す。 春 は 民 をし 

て畢く 出で て 野に 在り、 冬 は 則ち 畢く邑 に 入らし む。 陰陽に 顺 つて 寇 賊に備 へ、 fi 文 

、„ ノ  f)  (ran 

(il) 村の 役  まさ  り しょ  S- 

人  を 習 ふ听以 なり。 春 將に民 を 出さん とする に、 里 胥平旦 に 右 塾に 坐し、 隣 長 左 塾に 坐 

^ 門 r  しんせ う 

S ま は す。 畢く 出して 然して 後に 歸る。 夕 も 亦 之の 如し。 入る 者 は 必す薪 樵 を 持し、 輕重相 

左 Jg!: とす  (J. 、一  て 、ナ、  つむ 

ヱハ) 老人 分つ。 耻 白は提 ませす。 冬 民旣に 入る。 婦人 は 巷 を 同じく して 相從 ひ、 夜績 ぐ。 女工 


(七) 作に 就 

かざる 者 


(八) 大^ 衍 

<si 卷六 十七 

(九) j€ の 文 

帝に 仕 ふ。 幼 

より 學を 好み 

二十 餘 にして 

«^ とな る。 

後 大中大 夫 • 

長沙 K 太 . 

梁-土 太 ゆと な 

る。 著書 貢^ 

新 害 有名な り。 

下の 語 は^ 書 

列 傅に 出づ 


(一 〇) 大舉 

衍 義補卷 八十 

二の 引用 


一 月に 四十 五 曰 を 得。 必す 相從ふ は、 火 を 省 費し、 巧拙 を 同じく して ¥^ 俗に 合する 

かたしみ PJ、=- 

所以な り。 男女 其の 所 を 得ざる 者 あらば、 ra: りて 相 與に歌 詠して 各 其の 傷 fi を 一 百 

(七) 

ふ。 是の月 餘子亦 序窒に 在り。 八歲小 擧 に 入り、 十五に して 大學に 入る。 此れ 先王 土 

を 制し 民を處 し、 富みて 之れ を敎 ふるの 大略な り。 

(さ 

r， ヽ. か ぎ  まう 

漢の賈 誼 文 帝に 言して 曰 はく、 凡そ 人の 智は 能く 已然を 見て 將然を 見る こと 能 はす" 

夫れ 禮は 將然の 前に 禁じて、 法 は 已然の 後に 禁す。 是の 故に 法の 用 ふる 所 は 見易く し 

て、 禮の爲 す 所 は 生れながら 知り 難き なり。 禮と云 ひ 禮と云 ふ もの は、 惡を未 朗に絕 

ちて、 敎を 微眇に 起し、 民 をして 曰に 善に 遷り辠 に 遠ざかりて、 自ら 知ら ざら しむる 

を 貴ぶ。 丘 文莊曰 はく、 治を爲 すの 大要 二、 禮と 法と なり。 禮は敎 化の 從 つて 出づる 

所な り。 誼が 所謂 惡を未 萌に絕 ち、 敎を 微眇に 起し、 民 をして 日に 善に 遷り 罪に 遠ざ- 

かりて、  自ら 知ら ざら しむる もの、 是れ 則ち 禮の將 然に禁 する 所以の ものな り。 法の 

法た る は、 已 然に禁 する ものにして、 則ち 是れに 反す。 將 然に禁 するとき は肅 ますし 

て 成り、 嚴 ならす して 治まる。 而 して 天下 咸 孝弟 忠信 禮義廉 恥の 中に 鬧 はると。 

賈誼 がと 疏に曰 はく、 夫れ 風 を 移し 俗 を 易 ふること、 天下 をして 心を囘 らして 道に 

風俗  四 三 五 
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鄕|^^はしむるの類は、 俗吏の 能く 爲す 所に 非ざる なり。 俗吏の 務 むる 所 は、 刀 筆筒 

篋に 在りて、 大體を 知らす。 陛下 叉 自ら 憂へ す。 竊に 陛下の 爲に 之れ を 惜しむ。 S ー兑今 

經制を 定め、 君 君たり、 臣々 たり、 上下 差 あり、 父子 六親 各.' 其の 宜しき を 得せし む 

るに 如かん や。 此の 業 一 たび 定まれば 世々 常 安に して、 而 して 後に 持循 する 所 あらん。 

若し 夫れ 經制 定まらざる ごとき は、 是れ猶 ほ 江河 を 度る に 維 椅を亡 ひ、 中流に して 風 

つ なかち 

波に 遇 ひ、 船必す 覆へ るが ごとし。 

J ハー ？，， Mg;" 棄仲舒 曰 はく、 「夫れ 萬 民の 利に 從 ふや、 水の 下き に 走る が 如し、 敎化を 以て 之れ を 

大奥 衍 捕卷 ていば う  ： ， ， ■  r>  . .  . 

六十 七の 「3 用 ^防せ ざれば 止む 能 はざる なり。 是の 故に 敎化 立ちて 姦邪皆 止まる は、 其の 防 ゥ儿け 

れば なり。 敎化廢 して 姦邪 並び 出で、 刑罰 勝つ 能 はざる もの は、 其の s^- 防 壊 るれば な 

り。 古の 王者 は此に 明かな り。 是の 故に 南面して 天下 を 治む るに、 敎化を 以て 大務と 

爲 さざる 莫し。 大學を 立てて 以て 國に敎 へ、 庠序を 設けて 以て 邑を 化し、 民を漸 すに 

仁 を 以てし、 民 を 摩く る. に 誼 を 以てし、 民 を 節する に禮を 以てす。 故に 其の 刑罰； 13^ だ 

輕 くして 禁 犯さざる 者 は、 敎化行 はれて 習俗 美 なれば なり。 聖 王の 亂世 を繼ぐ や、 其 

の迹を 掃除して 悉く 之れ を 去り、 敎化 を復修 して 之れ を崇 起す。 敎化已 に 明かに、 習 


(•：) ： 通 書の 

樂上第 十七に 

出づ 

(三) 書^ 洪 

に、 九蜴と 

は、 1 に 五行、 

二に 敬んで 五 

事な 用 ふ、 三 

にあつ く 八 政 

を 用 ふ、 II に 

^ふに 五紀 を 

用 ふ、 五に 建 

つ るに 皇極を 

用 ふ、 六 に を 

さむる に 三 德 

も 用？ 5,_ 七に 

TO かにす るに 

Sl£ 疑 を 用 ふ、 

八に 念 ふに 族 

徵な用 ふ、 九 

にむ か はしむ 

るに 五 isi を 用 

ひ 威す に 六 極 

も 用ュ と あり 

S 樂^ 


俗已に 成りて、 子孫 之れ に循 ふ。 行 くこと 五六 kn 歲尙ほ 未だ 敗れざる なり。 

明 道 先生の 曰 はく、 人を敎 ふる 者 は、 其の 善心 を 養へば 惡 自ら 消 ゆ。 民 を 治む る 者 

は、 之れ を 敬讓に 導けば^. e: ら息 む。 

(二)  ニー 一) つい . 

膝溪 先生の 曰 はく、 「古 は聖 王、 禮法を 制し、 敎化を 修め、 三 綱 正しく、 九 疇 叙で、 

百姓 大いに 和し、 萬 物咸若 ふ。 乃ち 樂を 作りて 以て 八 風の 氣を宣 ベ、 以て 天下の 情 を 

平にす。 t^§l?s;J;,; 巧 s§s。 故に 樂聲 淡く して 傷ら す、 和して 淫れ す、 其の 耳に 人り 其 

の 心に 感し、 淡く して 且つ 和せ ざるな し。 淡ければ r お 心 平 かなり、 和 なれば 躁心 釋くハ 

優柔 平 中 は德の 盛な り。 天下 化 中 は 治の t 至な り。 是れを 道 天地に 配す と 謂 ふ、 古の 極 

t-l 0 朱 の HI はく、 淡 は理の 狩、 和 は 淡の 爲、 淡な 先にし 和ち-後に する も 亦靜を  . 

,i.  ,f_ とする の 意な り- 欲心 平な り、 故に. 平 中な り。 ？ S 心釋 く、 故に sg- まな. n -。 

明 道 先生、 朝に 言して 曰 はく、 天下 を 治む る は、 風俗 を 正し 賢才 を 得る を 以て 木と 

爲す。 

(巧)  たけ 

伊川 先生 曰 はく、 夫れ 鐘 は 怒りて 之れ を 撃てば 武し、 悲しんで 之れ を擊 てば 哀し、 

誠意の 感じて 入るな り。 入に 吿 ぐる も 亦是の 如し。 

司 馬 溫公曰 はく、 敎 化は國 家の 急務な り、 而 して 俗吏 は 之れ を慢 る，^ 風俗 は 天下の 
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；; 5 蔡：" ^和 ！リ i  、に it  二 
ピ校 じの •      C 武 
順 孝 光 皇 
後 天 序 武帝帝 東 
漢 +     •  • 名 i« 

の の 孝 il£ な の 


人、 一 き 力 人に 

過ぐ、 靈 帝の 

時前將^^«拜 

す。 帝 崩す、 

將兵 朝に 人り、 

少帝を _ ^し獻 

帝 を 立つ。 袁 

招 等 兵 を 起し 

て 卓な 討つ。 

卓、 帝 を 擁し 

て 長 安に 人り 

c: ら太師 とな 

り、 凶暴 甚し、 

遂に 王 允に 殺 

さ る 

(せ) 靈 帝の 

時 佐 Ssf 校 尉と 

なる。 帝 崩ャ、 

5g 何 進と t も 

に 謀りて 董卓 

の ee^ を 召し 共 

に 宦官 を誅 す。 

^未だ 至ら や 
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ゆるがせ  f 1 1 

大事な り、 而 して ま 君 之れ を忽 にす。 光武 は 漢の中 衰に遭 ひ、 四方 を 征伐して 日. '暇 

給せ す、 乃ち 能く 經術 を敦尙 し、 禮 樂を修 明し、 繼 ぐに 明 帝 を 以てす。 邁に先 志 を 追 

ニニ)  みな 

ひ、 雍に 臨み 老を拜 し、 經を橫 たへ 道 を 間 ふ。 公卿 大 夫より 郡縣の 吏に 至る まで、 咸 

經明行 修の人 を 選 用す。 是を 以て 敎 上に 立ち、 俗 下に 成る。 風俗の 美なる こと、 未だ 

東漢の 盛なる に 若く もの あらざる なり。 孝 和 以降に 及んで 亂 ると 謂 ふべ し。 然れ ども 

上に 賢臣 ありて 公義 を 用 ひ 以て 其の 危を扶 け、 下に 君子 ありて 私論 を 立て 以て 其の 敗 

を 救 ふ。 是を 以て 政治 濁る と雖 も、 風俗 衰 へす、 亦 光武. 明. 章の 遣 化な り。 卓 • 

(五)  とん ザい 

袁紹 の徒徙 され 難 を 構へ、 然して 州 郡 兵 を 擁し 地 を專ら にす る 者、 互に 相 呑 晚 すと 雖 

も、 猶ほ 未だ 嘗て 漢を 尊ぶ を 以て 辭と爲 さすん ば あらす。 魏武が 暴戾を 以て、 君 を 無 

する の 心を蓄 ふる 久しき も、 乃ち 身を沒 する に 至る まで、 敢 へて 漢を廢 てて 立た す。 

5 お 其の 心の 欲せ ざらん や。 猶ほ 名義 を 長れ て 自ら 抑 ふるな り。 是れ に. a りて 之れ を觀 

れば、 敎化 安ん ぞ慢 るべ けんや、 風俗 安ん ぞ忽 にす ベ けんや e 


政 道」 


(六 一  きみ 

して *Jf;.sr  大禹^^^に、 ^曰 はく、 11  ロ克 く- M の IL 口た る こと を しとし、 臣克く 妖の臣 たる こと を 

進 殺さる。 招 

ひむ^ l^Mi^ 難しと せば、 政 乃ち 乂 まり、 黎民 德に敏 からん。 蔡， ジ曰 ふ、 孔子 曰 はく、 一  君た る こ 

卓 至り.^ 立 を 

議す。 紹從は と 難し、 臣 たる こと も 易から す 一 と、 卽ち 此の 意な り。 其の 政寨 乃ち 能く 修まり 治ま 

す、 兵 も 起し  . 

れ， れ ^ 。す つて 邪 •  憑な きとき は、 下の 心 自然に 觀感 し、 速に 善に 化して、 巳むべからざる もの あ 

(，： ハ) * 終の , 

,tl 名  ら ん 

(七) 論語.. ナ  3  ああ 

"おけ, 孫 曰 はく、 於 帝 念へ や、 德は 惟れ 政 を 善くす。 政 は 民 を 養 ふに 在り。 水 • 火 .金- 

二  i んス. .f*^  た 

木 •  土  • 穀 惟れ 修まり、 正 德* 利用 • 厚生 惟れ 和す。 u はく、 德は徒 だ 善なる の 

みに 非す、 惟れ 當に 以て 其の 政 を 善くす る あるべし。 政 は 徒 法の みに 非す、 以て 其の 

(九) 六府 は、 民 を 養 ふこと あるに 在り。 下 文の 六 府三事 は 卽ち民 を 養 ふの 政な り。 水 -火. 金. 木 • 

六つ G^H の 意、 

^-^  土. 穀惟れ 修まる と は、 水 は 火に a ち、 火 は 金に 赴ち、 金 は 木に：^ ち、 木 は 土に a ち、 

,Hlf;l7 利？ ！：：•  へ ら 

Is す 土 は 五穀 を 生す、 或は 相 制して 以て 其の 過ぎた る を： K し、 或は 相 助けて 以て 其の 足ら 

ざる を 補 ふ、 而 して 六つの 者 修まらざる はなし。 正德 は、 父 は 慈 あり 子 は 孝 あり、 兄 

は 友に 弟は恭 に、 夫 は義に 婦は聽 ふ、 民の 德を 正す 所以な り。 利用 は、 ェは付 器 を 作 

り、 商 は 貨財 を 通す るの 類、 民の 用 を 利す る 所以な り。 厚生 は、 ^£を衣、 肉 を 食 ひ、 
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饑ゑす 寒えざる の 類に して、 民の 生 を 厚く する 所以な り。 六つの 者旣に 修まり、 民生 

始めて 遂 ぐれば、 以て 逸 居して 敎 なかる ベから す。 故に 之れ が 惇典敷 敎を爲 し、 以て 

其の 德を 正し、 功 を 通じ 事 を 易く し 以て 其の 用 を 利し、 節 を 制し 度 を 謹み 以て 其の 生 

を 厚く す、 皆 其の 理に當 りて 乖 くこと なから しむれば 和せ ざる； J となし。 ョ"^ 太 曰 は 

く、 溝 泡の 導き、 满 の蓄 へ、 井の 汲む は、 水の 修 なり。 鑽燧變 あり、 焚來禁 ある は 

みづ たまり 

火の 修 なり。 之れ を 地に 產し、 之れ を 取る に 時 あり、 銘範 して 之れ を 成す は、 金の 修 

なり。 山林に 植ゑ、 之れ を 斬る に 時 あり、 林を掄 びて 之れ を 取る は、 木の 修 なり。 播 

種に 時 あり、 1^ 瘦に節 ある は、 穀の修 なり。 水 は 以て 火 を 制し、 火 は 以て 金 を 制し、 

ひら 

金 は 以て 木 を 治め、 木 は 以て 土 を 塾き、 土 は 以て 毂を 生す。 此れ 六府の 序な り。 

二) 書 絡の  洪範の 八 政に、 一 に 曰 はく 食、 二に 曰 はく 貨、 三に 曰 はく 祀、 四に 曰 はく 司 { 仝、 五 

に 曰 はく 司 徒、 六に 曰 はく 司寇、 七に 曰 はく 賓、 八に 曰 はく 師と。 蔡、 ジ曰 はく、 食 は 

民の 急に する 所、 貨は 民の 資る 所、 祭祀 は 本に 報す る 所以な り。 司 空 は 土 を 掌り 其の 

居に 安ん する 所以な り。 司 徒 は敎を 掌り 其の 性 を 成す 所以な り。 司 寇は寇 を 掌り 其の 

姦を 治む る 所以たり。 賓は諧 侯 遠 人を禮 し、 往 來.！ 父 際する 所以な り。 師は殘 を 除き 暴 


俊^ 篇っ 
の G 名 乙' 


書^の 

利口 便 

つとめ 

すく 


< 五) 害^の 

ね 名 I 


(六〕 易の 泰 

卦に 出で、 近 

£^ 錄治體 類に 

引く。 荒 は？ S 

asr 瑪 河は果 

斷 の 意 

(七) 程 氏 易 

傳。 但し 文に 

£ あり 


！ 一一) せんじ ん 


を禁 するな り。  . 

(二)  --: ,  ) 

立 政に ほ はく、 古より 國は 則ち 政 を 立つ るに、 檢人を 吊 ふること ある 罔 かれ。 德に 

訓 はざる、 是れ顯 はれて！： の 世に 在る もの 罔し。 今より 繼ぎ、 政 を 立つ るに、 其れ 儉 

もち  た  もつ  (gns い 乂ー、  t 

人を以 ふる 勿れ。 其れ 惟 だ 吉士、 用て 我が 國家を 相せ しめよ。 ^^曰 はく、 古より 

國を爲 むる こと、 政 を 立つ るに 儉 利の 小 入 を 用 ふる 者 ある ことなし。 小人に して 之れ 

を 儉と謂 ふ もの は、 其の 沾々 として 便利の 形 を 形容す るな り 。 

(五)  た 

周 官に曰 はく、 明 王の 政 を 立つ る、 惟 だ 其れ 官 ならす、 惟 だ 其れ 人の み。 司 馬 は 邦 

政 を 掌り、 六師を 統べ、 邦 國を平 かにす。 S は KJ^ まひ 、政 ばお、 な ゆ- 古 を 寧び 


蔡沈 


曰 はく、 古 を 寧ぶ は 前代の 


て官に 入れ、 事を議 して 以て 制せよ、 政 乃ち 迷 はじ 

法を學 ぶな り。 制 は 裁 度な り、 迷 は錯緣 なり。 

(六】  くわう (七) 

泰の九 二に 曰 はく、 「荒 を 包ね .购 河 を 用 ふ」。 傳に曰 はく、 「人情 安肆 なるとき は、 

政舒 緩に して 法度 廢 弛し、 庶事 節な し。 之れ を 治む るの 道、 必す 荒穢を 包含す るの 量 

あれば、 其の 施 爲寬裕 詳密に して、 弊 革 まり 事理 まりて 人 之れ に 安ん す。 若し 含弘の 

度な く、 忿疾の 心 あれば、 深遠の 慮な くして 暴 摱の患 あり、 深 弊 未だ 去らす して 近 患 
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已に 生す。 故に 荒 を 包ぬ るに 在り。 古より 泰 治の 世 必す漸 や 衰替に 至る は、 蓋し^^ 

安逸に 由り て、 因循して 然り。 剛斷の 君英烈 の輔に 非ざる より は、 挺 特奮發 して 以て 

2) 朵の缀 其の 弊 を 革む る こと 能 はざる なり。 故に 曰 はく、  河 を 用 ふと」。) 葉ダ曰 はく、  r 泰の 

者、 建 安の 邵 

武の： <、 ネ；？ 盛に 當り、 上下 安肆 し、 政令 舒 緩して 振 はす、 法度 廢 弛して 立た す、 庶事 泛 溢して 節 

がま  一 リ -き 

0^^^ なければ、 未だ 以て 亟に 正し、 騾に 之れ を 起す ベ からす。 必す 荒稳を 包含す るの 量 あ 

こして 東 こ  . 

從 m す。 官祕 りて、 而 して 後に 施 爲に見 はるる 者、 寬裕 にして 迫らす、 詳密に して 疎なら す、 迫ら 

^^！監に至る。 

よ す 疎なら ざれば、 弊 革むべく、 事理 まるべく して、 人 且つ 之れ に 安ん す。 或は 其の 百 

り。 この 文 第  に はか 

解の 文な—，' 度の 弛慢を 見、 含 忍す る 能 はすして、 遽に 忿疾の 心を懷 くと き は、 詳密に 暇 あらす、 

何ぞ 深遠の 慮 あらん。 寬裕 なる 能 は ざれば、 寧ん ぞ暴擾 の 憂 を 免れん や。 深遠の 慮な 

ければ、 深 弊 未だ 革め 易から す、 暴 摱の憂 あれば、 近 患已に 生す。 

(二)  § 孔子 曰 はく、 政を爲 すに 德を 以てする は、 譬 へば 北 一 R の 其の 所に 居て、 衆^の 之れ 

si  ひか  fe-Kul 一一) 

(三) ！ si に 共 ふが 如し。 ^子 曰 はく、 政の 言た る、 正な り。 人の 不正 を 正す 所以な り。 德の言 

註 

たる、 得な り。 道 を 行って 心に 得るな り。 政を爲 すに 德を 以てすれば、 無爲 にして 天 

下 之れ に す。 其の 象 此の 如し。 叉 曰 はく、 政を爲 すに 德を 以てすれば、 人 自ら 感化 


(s 論語 爲 

政 I! 第； 二 章 

(五) 集註 

(六) BS 

淵篇第 十七 意、 

以下 や- の 一 節 

は大络 衍義補 

卷 八十 一 に 引 

ける もの を抄 

したるな り 

(七) 普 

# ゐ るに 正 を 

以てせば 云々」 

と讀む も； E- な 

り 

へペ) 大奥 衍 

義 補の 著者 

「九) 書經仲 

^之誥 

( 一 〇) 論語 . 

淵！ I 第 十九 

意、 以下 この 

一 節大 樓衍義 

補より 引ける 

なり 


す。 然して 感化 は 政事の 上に 在らす、 却って 德の 上に 在り。 蓋し 政 は 人の 不正 を 正す 

所以な り。 E: ュ爲す 所な からん や。 伹だ 人の 歸往 する 所以 は、 乃ち 其の 德を 以てする の 

み。 故に 作爲を 待た すして 天下 之れ に歸 するな り。  - 

(En  み 二つ ひ  とと C- 

子 曰 はく、 之れ を 道く に 政 を 以てし、 之れ を齊 ふるに 刑 を 以てすれば、 民 免れて 恥 


なし。 之れ を 道く に德を 以てし、 之れ を齊 ふるに 禮を以 て すれば、 恥 ありて 且つ 格 

し。 朱 子 曰 はく、 政 は 法制 禁令 を 謂 ひ、 禮は 制度 品 節 を 謂 ふ。 

季康子 政 を 孔子に 問 ふ、 孔子 對 へて 曰 はく 、「政 は 正な り、 子 率ゐて 以て 正さば， M 

れか敢 へて 正しから ざらん。 リ.^.^.... 曰 はく、 未だ 己れ 正しから すして 能く 人 を 正す 者 

は あらす。 丘 文莊曰 はく、 書に 曰 ふ、 「萬 邦に 表 正たり」 と" 上 は 表な り、 下 は 影な 

り。 表 正す とき は 影 正し。 先 儒 謂 ふ、 政の 名 を 得る 所以 は、 其の 能く 己れ を 正しう す 

る 者 を 以て 人 を 正しう する を 以てな り。 己れ 正しう する 能 はすして 焉んぞ 能く 人 を 正 

さんや。 人の 上に 居る 者 は、 誠に 能く 正 を 以て 心に 存し、 身 を 以て 天下に 率先す ると 

き は、 近くして 群臣、 遠くして 萬 民、 孰れ か敢 へて 以て 正しから ざらん や。 - 

rm  も 

季康子 政 を 孔子に 問 ひて 曰 はく、 如し 無道 を 殺して 以て 有 道に 就かば 何 如と。 孔子 
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對 /て 曰 はく、 子 政を爲 るに 焉んぞ 殺 を 用 ひん。 子 善 を 欲すれば 民 善な り。 君子の 徳 

n) 集註 は 風な り、 小人. の德は 草な り。 草 之れ に 風 を 上 ふれば 必す 腹す。 朱 子 曰 はく、 政を爲 

る 者 は 民の 視效 すると ころな り。 ：e ぞ殺を 以て 爲ん や。 善 を 欲すれば 民 善と なる。 

. いん-一一；^ 

(二) 前 出； 11 (一一)！ く、 殺の 一一 一； n たる、 -:- 乂 入の 上の 語と 爲さ， ^や。 身 を 以て 敎 ふる 者 は從 ふ。 ： 百 . 

六 〇li  、き 長 式 

aiD  IH を zf て敎 ふる 者は訟 ふ。 而る を況ゃ 殺に 於て を や。 ネ曰 はく、 上に 在る 者、 志 殺に 

AWK^F"  、- つく 

存 せば、 固より 巳に 人に 長た るの 本 を 失 ふ。 B んぞ 能く 其の 惡を 禁止 せん。 善 を 欲す 

もつ よ  はつげん  お ほい .V  -  i  UJ 

るの 心 純ら 篤く、 政敎の 間に 發見 すれば、 民將 に率從 して 不一に 變 する こと、 周の 動く 

所の 如くな らん。 其れ 孰れ か從 はざる 者 あらん。 然 らば 則ち 民の 未だ 之れ に從 はざる 

所以の 者 は、 則ち 吾れ 善 を 欲する の 誠 篤から ざるの み。 丘 文 サ《, ^曰 はく、 人君の 民に 於 

ける は、 天地の 物に 於け ると 父母の 子に 於け るとの 如し。 天地 は 物 を 生み、 父母 は 子 

を 生み、 惟 だ 其の 所 を 得すして 天 其の 生々 の 理を閼 ぎ、 或は 其の 生 を 傷る に 至らん こ 

と を 恐る。 君の 民に 於け る、 當に 天地 父母の 心を體 せば、 君の 道を盡 すに 庶幾 からん。 

是の 故に 人君の 民に 於け る、 賢者 は 則ち 保恤 す、 .个 肖 者 は 則ち 哀憐し、 之れ を 養 ひ 之 

れを敎 へ、 之れ を懲し 之れ を 戒め、 再びに 至り 一一 一び に 至り、 而 して 後に 之れ に 刑 を 加 


ふ。 而も 刑 も 亦 等 あり。 康子は 乃ち 無道 を 殺して 以て 有 道に 就かん と 欲す。 夫れ 道 は 

諸れ を 己れ に 有して、 然して 後に 以て 人 を 黄むべし。 吾れ 人の 上に 居り、 所謂 道 は 或 

は 出で 或は 入る、 乃ち 下の 人の 無道 を實 めて 之れ を 殺さん と 欲す。 叉 何 を 以て か 其の 

無道た る こと を 知らん。 

子 路政を 問 ふ。 子 曰 はく、 先んじ 勞 すと。 翻 ほ 曰 はく、 凡そ 民の 行、 身 を 以て 之れ 

に 先ん すれば、 令せ すして 行 はる。 凡そ 民の 事、 身 を 以て 之れ を勞 すれば、 勤めし む 

と 雖も怨 ます。 

.  (五)  ni^  0^ 

fJl ノ 益 を 請 ふ。 子 曰 はく、 倦む ことな かれと。 -ソム 曰 はく、 構 者 は爲す あるに 喜びて 持 

ゾ つっき 

S  0.^ 久 する 能 はす。 故に 此れ を 以て 之れ に吿 ぐ。 £^.^^^曰はく、 先んじ 勞 すと は、 固に 以 

て 政を爲 すの 道を盡 すに 足る。 而 して 子 路猶ほ (. 叙 を 請 ふ。 則ち 之れ に吿 ぐるに 「倦む 

なかれ」 を 以てせし は、 之れ をして 是の 二者に 敦 篤なら しむる のみ。 

(七) 

^Jff ナ 仲弓季 氏が 宰と爲 り、 政 を 間 ふ。 子の 曰 はく、 有司 を 先にす。 小過 を赦 して 賢才 を- 

擧げ よと。 曰 はく、 焉んぞ 賢才 を 知りて 之れ を擧 げん。 曰 はく、 .幽 が 知れる 所 を擧げ 

ス〕 集 H よ、 爾が 知らざる 所 は 人 其れ 諸れ を舍 てん や。 朱う 曰 はく、 有司 は 衆 職な り。 宰は衆 
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( 一 一 朱- ャ 一!53 

類卷 1: 十三に 

出づ 

(二) 論語. 个 

路篇 第： 一： 章の 

析略 

(三〕 謝， M 佐、 

学は顯 道、 上 

蔡の 人、 * 代 

の 藥^、  二 程 
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職 を 兼ぬ。 然れ ども 事必す 之れ を 彼れ に 先んじて、 而る 後に 其の 成^ を考 ふれば、 nJ 

れ勞 せす して 事 畢く擧 る。 過 は 失 誤. なり、 大 なる 者 は 事に 於て 或は 害する 所 あり、 懲 

さざる を 得す、 小なる 者 は 之れ を赦 すと き は、 刑濫れ すして 人心 悅ぶ。 賢は德 ある 者、 

才は能 ある 者な り、 擧げて 之れ を 用 ふれば、 有司 皆 其の 人 を 得て、 政 益. "修まる。 叉 

曰 はく、 凡そ 政 を爲す は、 其の 小犬に 隨 つて 各 ~ 司る 所 あり、 須 らく 先づ 他れ をして 

理會 せしめ、 自 家 は 方に 其の 成 を 要むべし。 且つ 錢穀の 事の 如き、 其の 出人盈 縮の 數 

そな 

は、 須 らく 是れ 他れ をして 逐一 に 自ら 具へ 來ら しむべく、 自家 は 方に 其の 虛實の 成 を. 

考ふ べし。  • 

(ニノ  t  なに 

、子路 曰 はく、 衞の 君、 子 を 待ちて 政を爲 さば、 子 將に奚 を か 先に せんと。 子の：：： は 

く、 、ふす や 名 を. さんか。 名 正しから ざると き は 言 順なら す、 言 順なら ざると き は、 

事 成らす、 事 成らざる とき は禮樂 興らす、 禮樂 興らざる とき は 刑罰 中ら す、 刑5_^?中ら 

ざると き は 民 手足 を 措く に 所な し。 餘上蔡 曰 はく、 名 を 正す と は、 衞 君の 爲に首 ふと 

雖も、 然れ ども 政を爲 すの 道 は當に 此れ を 以て 先と 爲 すべし。 r お 曰 はく、 事 其の 序 

を 55 る、 之れ を 禮と謂 ふ。 物 其の 和 を 得る、 之れ を 樂と謂 ふ。 事 成らざる とき は 序な 


路 *i 第五 章 

(六) 底本 は 

「使，， 之 於 SI 

方,」 と ある も、 

之の ネ 恐らく 

+* 衍な らん 

(七) 00 

(八) 論語-卜 

路篇第 十三 章 

(九) 11 魯、 

字 は 伯 輿乂仲 

元、 雙峯 と號 

す。 i 巾 代の 與， f 

者、 朱 ffflg 

や Sa: 珠の 門人な 

b。  ；:； S 書院 

に敎 ふ。 五經 

^•511" 秋 節 傳， 

§s . 大 

十二 圆 * 西銘 

岡 • 近 3^ 鈴 註 

等の 著 あり 

(一 〇) 0 

子 路篇第 十六 

章 

(三) 

ネ はい？ 5 卿、 f.? 

齋 先生と 稱す。 

栄代の擧^!^ 


くして 和せ す、 故に 禮樂 興らす。 禮樂 興らざる とき は、 之れ を 政事に 施して 皆 其の 道 

を 失 ふ。 故に 刑 調 中ら す。 

(五)  ，  (六- 

子 曰 はく、 詩 三百 を 誦すれ ども、 之れ に授 くるに 政 を 以てして 達せす、 之れ を 四方 

ひ- - 二た  なに  .11/  0|( 七； 

に 使して 專り對 ふる 能 はすん ば、 多し と雖も 亦奚を 以て か爲 さん。 子 曰 はく、 詩 は 

人情に 本 づき 物の 理を該 ぬ、 以て 風俗の 盛衰 を驗 み、 政治の 得失 を 見るべし。 其の 首 

溫 "fe: 和平に して 風 論に 長す。 故に 之れ を 誦する 者必す 政に 達して 能く 首 ふなり。 哲ョ 

曰 はく、 經を窮 むる は將に 以て 用 を 致さん とするな り。 世の 詩 を 誦する 者、 果して 能 

ひと 

く 政に 從 つて 專り對 ふるや。 (能 は ざれば) 然 らば 則ち 其の 學ぶ 所の 者 は 章句の 末の 

み。 此れ 樂者の 大患な り。  . 

(八) 


子 曰 はく、 苟も 其の 身 を 正しくせば、 政に 從 ふに 於て 何 か あらん。 其の 身 を 正し. 

■31 雙 肇 曰 はく， おに sw>,! と. S み- 5« すと； し 力ら す 

夫子の 此の 


人 を *hy.u ことら. 5,^  ij/r -。 饒雙峯 曰 はく、 政に 從 ふと 政も爲 すと！！ じから す。. f を^す 

づ マ rHf う/., t  ノを こと を， せん は是れ 人君の 事、 政に 從ふは 是れ大 夫の 事な — 


； B は-夕ぶ し 大^< の 

爲 に？^;;: するな り „ 

5 一 


葉 公 政 を 問 ふ。 子 曰 はく、 近き 者說 び、 遠き 者來 ると。 i 子 曰 はく、 其の 澤を 被れ 

r 一) 

ば^び、 其の 風 を 聞けば 來る。 然 らば 必す 近き 者說ん で、 而る後 遠き 者來 るな り。 黃 

風 〔ぬ  四 四 七 
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ュ m 敎耍錄 卷之七  四 四.^ 

曰 はく、 此れ 其の 說び 且つ 來るを 求む るに 意 あるに 非す。 其の 說び 且つ 來るを 求 

むる に 意 あらば、 必す說 ばす 来らざる 者 あらん。 吾れ の 當に行 ふべき 所 を 行うて、 其 

の效 此の 如き は、 乃ち 所謂 政な りつ 陳 i 安 曰 はく、 近き もの 說び 遠き もの 來るは 皆 政. 

の驗 なり。 

(二) きょほ 

子夏莒 父の 宰 となり、 政 を 問 ふ。 子 曰 はく * 速なる こと を 欲するな く、 小利 を 見る- 

ことな かれ。 速なる こと を 欲すれば 達せす、 小利 を 見れば 大事 成らす。 朱 子 曰 はく、 

事の 速に 成る を 欲すれば、 急遽に して 序な く、 而 して 反って 達せす、 小者の 利た る を • 

見れば、 就く 所の 者 小に して 失 ふ 所の 者大 なり。 南 曰 はく、 速なる こと を 欲すれ 

、. そ  かりそめ 

ば、 成る に 期ぎ て 爲す所 必す苟 なり、 故に 反って 達せす。 小利 を 見れば、 E 前に ソ：^ つ. 

て 久遠の 謀 を 忘る、 故に 反って 大事 を 害す。 

, 哀公 政 を 問 ふ。 子 曰 はく 、「文武の 政 は 布いて 方策に 在り。 其の 人存 するとき は 其の 

政擧 ぐ、 其の 人 亡 するとき は 其の 政 息む。 人道 は 政を敏 くし、 地道 は樹 うる こと を敏. 

くす。 夫れ 政 は蒲盧 なり、 故に 政 を 爲すは 人に 在り。 人 を 取る は 身 を 以てし、 身 を修 

41z-t4Jf 五) 

むる は 道 を 以てし、 道を修 むる は 仁 を 以てす」。 ョ曰 はく、 是の君 あり 是の臣 あれば、 


(.：) 字 はお 是の政 あり。 蒲 盧は沈 括以爲 らく、  -^i みず K れ なりと。 人 を 以て 政 を 立つ る は、 猶ほ地 

巾、 朱の 缀者、  つ 

^^^.0^ を 以て 樹を 種うる がごと く、 其の 成る こと 速な り。 而 して 蒲 荼は叉 生じ 易き 物にして、 

談 • 蘚沈良 方 

の 著 あ 其の 成る こと 尤も 速な り。 首 ふこ ころ は、 人存 すれば 政擧 がる、 其の 易き こと 此の 如 

{ヒ} 

Jy-)  ？子家 しとな り。 「政 を 爲すは 人に 在り」 は、 家 語に、 「政 を爲す こと 人 を 得る に 在り」 に 作 

る。 語意 尤も 備 はれり。 人 は 賢 臣を謂 ひ、 身 は 君の 身 を 指し、 道 は 天下の 達 道な り。 

言 ふこ ころ は、 人君 政 を爲す こと 人 を 得る に 在り、 而 して 人 を 取る の 則 は 叉 身 を修む 

るに 在り、 能く 其の 身 を 仁に するとき は、 君 あり 臣 ありて、 政擧ら ざるな しと。 

S  たら 

S 論語 顏  子 貢 政 を 間 ふ。 子 曰 はく、 食 を 足し、 兵 を ni> し、 民 信に すと。 子 貢が 曰 はく、 必す 

淵 篇第七 章 

已 むこと を 得すして 斯の 三者 を 去らば、 何 を か 先に せん。 曰 はく、 兵 を 去らん。 子 貢 

が 曰 はく、 必す已 むこと を 得すして 去らば、 斯の 二者に 於て 何 を か 先に せん。 曰 はく、 

S 集註 食 を 去れ。 古より 皆 死 あり。 民に 信なければ 立た す。 ^子 曰 はく、 言 ふこ ころ は、 倉 

廩實 ちて 武備 修まる、 然して 後に 敎化行 はる、 而 して 民 我れ を 信じ 離叛 せざる なり。 

まこと 

人情 を 以て 言 ふとき は、 兵食 足りて 而 して 後に 吾が 信 以て 民 を 字に すべし。 民の 德を 

以て 言 ふとき は、 信 は 本人の 固有す ると ころに して、 兵食の 得て 先にす る 所に 非ざる 

風俗  四 四 九 
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なり。 是を 以て 政 を 爲す者 は、 當 に身づ から 其の 民 を 率ゐ. て、 死 を 以て 之れ を 守る ベ 

し。 危急 を 以て _ ^つ ベから ざれば、 其の 政の 民心 を 得る 所以に して、 民俗 を 善くす る 

者 得て 言 ふべ し。  ， 


f 1 1 


齊の景 公 政 を 孔子に 問 ふ。 孔子 對 へて 曰 はく、 君 君たり 臣臣 たり、 父 父たり 子 子た 


り 


Al^luJ (二  ) 

舞う 曰 は. 


此れ 人道の 大經、 政事の 根本な り。 張 南 軒 曰 はく、 政 を爲す は； t 倫 


しげ 


を 序す る を 以て 先と 爲す。 彝倫 叙せ ざれば 節：！ EE 繁 しと 雖も亦 以て 順 治な し、 堯舜の 治 

と 雖も亦 此れ を 越えす。 


S) 


子 張 政 を 問 ふ。 子 曰 はく、 之れ. に 居て 倦む ことなく、 之れ を 行 ふに 忠を 以て 十 


子 


曰 はく、 居 は 諸れ 心に 存 する を 謂 ふ。 倦む ことなければ 始終 一 の 如し。 行 ふ は 事 を 


發 する を 謂 ふ。 忠を 以てすれば 表褢ー の 如し。 之れ に 居て 倦む ことなしと は、 心 上に 

在りて 說く、 之れ を 行 ふに 忠を 以てする と は、 事 上に 在りて 說く。 程 子 曰 はく、 子 張 

は仁少 く、 誠心の 民 を 愛する ことなし、 則ち 必す 倦みて 心を盡 さす。 故に 之れ に吿ぐ 

るに 此れ を 以てす。 

S ) 

季康子 問 ふ、 仲 由 は 政に 從 はしむべき や。 子 曰 はく、 由 や 果なり、 政に 從 ふに 於て 


か 何 か あらん。 曰 はく、 賜 や 政に 從 はしむべき や。 曰 はく、 「賜 や 達な り、 政に 從 ふに 

於て か 何 か あらん。 曰 はく、 求 や 政に 從 はしむべき や。 闩 はく、 求ゃ藝 なり、 政に 從 

？: ハ) S ふに 於て か 何 か あらん。 朱 子 曰 はく、 果 は決斷 ある こと、 達 は 事理に 通す る こと、 0 

は 才能 多き こと。 子 曰 はく、 夫子 答 ふるに、 各.' 長す る 所 ある を 以てす。 惟 だ 三 子 

のみに 非す、 入 各-長す る 所 あり、 能く 其の 長 を 取れば 皆 用 ふべき なり。 

(七)  ： こ 

第 fsT  . 子 張 孔子に 間うて 曰 はく、 如何にして か斯に 以て 政に 從 ふべき か。 子 曰 はく、 五美 

を 尊び 四 惡を屛 けば、 斯に 以て 政に 從ふ べし。 子 張が 曰 はく、 何 を か 五美と 謂 ふ。 子 

曰 はく、 君子 は惠 して 費 さす、 勞 して 怨 ます、 欲して 貪らす、 泰 にして 騸ら す、 威 あ 

りて 猛 からす。 子 張 曰 はく、 何 をか惠 して 費 さすと 謂 ふか。 子 曰 はく、 民の 利す る 所 

に 因りて 之れ を 利す、 斯 れ亦惠 して 費さざる に 非す や。 勞 すべき を 擇んで 之れ を勞 す、 

叉 誰 をか怨 まん。 仁 を 欲して 仁 を 得たり、 叉 焉んぞ 貪らん。 君子 は 衆寡と なく 小犬と 

なく、 敢 へて 慢る ことなし。 斯 れ亦泰 にして 驕ら ざるに あらす や。 君子 は 其の 衣冠 を 

正し、 其の 瞻視を 尊く し、 儼然として 人望み て 之れ を 長る。 斯れ亦 威 ありて 猛 から ざ 

るに あらす や。 子 張 曰 はく、 何 を か 四 悪と 謂 ふか。 子 曰 はく、 敎へ すして 殺す、 之れ 
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を 虐と謂 ひ、 戒めす して 成る を 視 る、 之れ を 暴と 謂 ひ、 <E を慢 ゆに 期 を 致す、 之れ を 


やぶ さか 


贼と謂 ふ。 之れ を猶く 人に 與 ふるな り。 出納の 吝 なる、 之れ を 有司と 謂 ふ 


) 胡雲峯 


曰 


はく、 政 を 問 ふこと 論語に 見 ゆる 者 多し。 夫子 之れ に 答 ふるに、 未だ 此の 章の 如く 詳 

なる 者 あらす。 蓋し 惠は 未だ 費 さすん ば あらす、 勞は 未だ 怨 ますん ば あらす。 欲 は 則 

ち 貪り 易く、 泰は 則ち 11 り 易く、 威 は 則ち 猛り 易し。 今 皆然ら す、 美と 爲す 所以な り A 

之れ を虐 して 敎 ふる を 知らす、 之れ を 暴して 戒 むる を 知らす、 之れ を賊 して 令す る を 

知らす、 之れ を吝 みて 與 ふる を 知らす。 民の 父母た る 者、 奚ぞ是 の 如くなる に 忍びん 

や。 此れ 惡 たる 所以な り。 . . . 


(二 


孟子 曰 はく、 善政 は 善 敎の民 を 得る に 如かざる なり。 善政 は 民 之れ を 長れ、 善敎は 

民 之れ を 愛す。 善政 は 民の 財 を 得、 善敎は 民の 心 を 得。 朱 子 曰 はく、 政 は 法度 禁令 を 

謂 ふ、 其の 外 を 制する 所以な り。 敎は道 德齊禮 を 謂 ふ、 其の 心 を 格す 所以な り。 民の 

財 を 得と は、 百姓 足りて 君 足らざる なきな り。 民の 心 を 得と は、 其の 親 を 遣て す、 其 

の 君 を 後に せざる なり。 張 南 I 曰 はく、 善政 立ちて 而 して 後に 善敎行 ふべ く、 所謂 富 

みて 之れ を敎 ふる 者な り。 


t のニ大 -了' 鏖 r?: 
河川 夫 鹿 下 
I おの 、は篇 
劣 名 il 鄭第孟 
に 、洧國 二- 户 
在 今 はの 章 離 


S  ？ K"  ^» 樂 正子 をして 政を爲 さし めんと 欲す。 孟子の 曰 はく、 「吾れ 之れ を 聞け り、 喜び 

子 下 笃第十 ；  _  . 

お *  て 寐られ す」 と。 公孫 丑 曰 はく、  r 樂 正子 は强き か」。 曰 はく 「否」。 「知慮 あり や」。 曰 

なん すれ  D 

はく 「否」。 「聞 識 多き や」。 曰 はく 「否」。 「然 らば 則ち 奚爲ぞ 喜びて 寐られ ざる か」 

曰 はく、 「其の 人と 爲り や、 善 を 好む」。 「善 を 好めば 足る か」。 曰 はく 二， 善 を 好めば H< 

下に 優な り、 而る を況ゃ 魯國を や。 夫れ 苟も 善 を 好めば、 四海の 內皆將 に 千里 を輕ん 

じて 來 りて 之れ に吿 ぐるに 善 を 以てせん とす。 夫れ 苟も 善 を 好ま ざれば、 人 將に曰 は 

ん とす、 池々 として 予れ旣 に 巳に 之れ を 知れり と。 池々 の 聲音顏 色 は 人 を 千里の 外に 

, ぐ。 士 千里の 外に 止まらば、 龜諸 面談の 人 至らん。 龜； S 面^の 人と 與 に：^" ると き は、 

§  ^.^0 國 治まらん こと を 欲すと も 得べ けんや」。 舞う 曰 はく、 池々 は 自ら 其の 智を 足れり とし 

サ3 

善 言を嗜 まざる の貌。 此の 章 は 政 を爲す こと、 一 己の 長 を 用 ふるに 在らす して、 以て 

天下の 善 を 來すぁ る を 貴 ぶな り。 

. 子 產鄭國 の 政を聽 くに、 其の 乘輿を 以て 人を溱 棺に濟 す。 孟子 ：！： はく、 惠 ありて 政 

を 爲すを 知らす。 歳の 十一 月に 徒杠 成る、 卜 二月に 輿 梁 成る。 民 未だ 涉る こと を 病ま 

ひら 

ざるな り。 君子 其の 政 を 平に するとき は、 行く ときに 人 を 辟 かしむ る も 可な り。 焉ん 

風. 俗  四 五： 一 • 


(一) 孟子 集 

註 


(二) 周禮の 

天-订ぉ^！^篇、 

關 人の lis- に、 

「閣人 は 王宮 

の 中 門の 蔡を 

棠る。 ：： 凡 

そ 外 内へ 叩 夫 命 

婦の 出入に は、 

則ち 之れ が は 

に^く」 と 出 

づ 

(一-:) 孔明 
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ぞ人々 にして 之れ を 濟すを 得ん。 故に 政 を 爲す者 は、 人 毎に して 之れ を悅 ばし めんと- 1 

せば、 日 も 亦 足らす。 朱 子 曰 はく、 惠は私 恩 小利 を 謂 ふ、 政 は 則ち 公平 正大の 體、 綱- 

紀 法度の 施 あるな り。  杠 は方撟 なり、 徒枉は 徒行 を 通すべき もの、 梁 も 亦 橋な り。 輿， 

梁 は 車 輿 を 通す ベ きものな り。 周の 十一 月 は 夏の 九月な り、 周の 十一 一月 は 夏の 十月な 

まさ 

り。 夏の 令に 曰 はく、 十月 梁 を 成す と。 蓋し 農 功 已に畢 り 民力 を 用 ふべ し。 叉 時將に 

塞： 化な らんと す。 水に 橋梁 あれば、 民 徒渉 を 患へ す。 亦 王政の 一 事な り。 辟 は 辟 除な. 

り。 周 鱧の 「閣人 之れ が爲に 辟く」 の 辟の 如し。 5 お！； 言 ふこ ころ は、 能く 其の 

政 を 平に すれば、 出 行の 際 行人 を 辟 除し、 之れ をして 己れ を 避けし むる も 亦 過ぎたり 

と爲 さす。 況ゃ國 中の 水 は 當に涉 るべき 者 衆し、 能く 悉く 乘輿を 以て 之れ を濟 さん 

や。 毎 人 皆 私 恩 を 致して 以て 其の 意を悅 ばし めんと 欲すれば、 人 は 多く 曰は少 くして、 

亦 用 ふるに 足らす。 諸 葛武侯 嘗て 言 はく、 「世 を 治む るに 大德を 以てし、 小惠を 以てせ 

す」 と。 タ曰 はく、 先王の 政 は 細大 具に 擧げて 事の 民心に 合し、 天理に 順 は ざなる し * 

故に 其の 公平 正大の 體、 紀綱 法度の 施、 纖悉の 間と 雖も亦 遣 恨な きこと 此の 如きな 


十舉下南^;^ 
八衍 こに 5： 
ょ義の 出 
り 補ーづ ii せ 
引卷節 "經 
く 七 大以周 


R) 孟. ナ盡 

心 下 第 十二 

章 


(六) 左傳褒 

公： 二十 年の 文 

も大舉 衍義補 

卷八 十二に 抄 

銶 せし を 又 引 

けるな. 5 

(七) 體記 王 

制篇に 出づ、 

老„!?は荷物を 

持た すと なり 

(八) 百姓 道 

具 を 家に 歸藏 

せす とも 盗 

にか かる な 

しとな り 

(九) 借金 


孟子 曰 はく、 仁 賢 を 信ぜ ざれば 圏 空虚な り。 禮義 なければ 上下 亂る。 政事なければ， 

財 用 足らす。 

(五)  fc-AJ 

詩の 序に 曰 はく、 王道 衰へ、 禮義廢 れ政敎 失し、 國政を 異にし 家 俗 を 殊にす。 . ^ザ 

曰 はく、 天子 は 諸侯 を統 ぶる 能 はす、 故に 國々 自ら 政を爲 す。 諸侯 は大 夫を統 ぶる 能 

はす、 故に 家々 自ら 俗を爲 すなり。 丘 文莊曰 はく、 國々 自ら 政を爲 し、 家々 自ら 俗 を 

爲す は、 道德の 一 ならざる に 由るな り。 道德の 一 ならざる 所以の もの は、 王道 衰 へて 

禮義廢 れ政敎 失へ るに 由るな り。 

「六)  ミラき よく 

鄭の子 產政を 鄭に爲 す。 都鄙に 章 あり、 上下に 服 あり、 田に 封： a あり、 魔 井に 伍 あ 

り。 人の 忠儉 なる 者は從 つて 之れ に與 へ 、 泰 侈なる 者 は 因りて 之れ を 幾す。 一年に し 

ぎ お ふ (七)  ほ  いつは 

て 竪子 戲狎 せす、 班 白の もの 提擎 せす、 童子 畔 を攀ら す。 二 年に して 市に 惯を 豫ら す、 

お  (八) を さ 

三年に して 門 をば 夜閉 さす、 道に 遣ち たる を 拾 はす、 四 年に して 田器歸 めす。 五 年に 

f を 

して 士尺籍 なく、 喪 期 令せ すして 治まる。 輿 人 之れ を 誦して 臼 はく 、「我れ に 子弟 あり、 


子產 之れ を誨 ふ。 我れ に 田 疇 あり 

れを嗣 がん」 と。 ■ - 

風 俗 


子產 之れ を殖 す。 子產 にして 死せば、 誰か 其れ 之. 


四 五 五 
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四 五六 


(一) 近 3i 

治體； g に出づ 

(こ) 近思銶 

集 解に 出づ 


5  S0 

治體 額に 出づ 


「I 道 先生 曰 はく、 政 を爲す は、 須 らく 紀綱 文章 ある を 要すべし。 有司 を 先にし、 摘 

官、 法を讀 み、 價を 平にし、 權量を 謹む、 皆闕 くべ からざる なり。 葉ダ曰 はく、 大を 

綱と 曰 ひ、 小 を 紀と曰 ふ。 文章 は 文法 章 程 を 謂 ふなり。 有司. は 衆 職な り。 必す 先づ有 

司 を 正し、 而 して 後に 其の 成る を 1^ へ て 其の 要を會 す。 鄕官 は黨正 • 族師 • 問 W  . 比 

長の 麟が 如し、 法を讀 むと は、 州の 長、 正月の 吉 及び 歲時 祭祀に 於て、 各，' 其の 州の 

民を屬 め、 法を讀 みて 以て 其の 德行道 藝を效 へて 之れ を勸 め、 以て 其の 過 惡を糾 して 

之 を戒 むる が 如し。 價を 平にす と は、 賈師 各.' 其の 次の 貨 賄の 治 を 掌り、 其の物 を 

辨 して 均 平し、 其の 成を展 へて 其の賈 を奠 むる が 如きの 類な り。 權は 五つ、 銖 *兩. 

斤. 釣. 石な り。 量 は 五 つ、 愈. 合. 升 • 斗 •  ，M なり。  . 

(：！) 川 先生 曰 はく、 政 を 爲すは 民力 を 以て 重し と爲 す。 春秋に、 凡そ 民力 を 用 ふる は- 

必す 書す。 其の 興 作す る 所、 時なら すして 義を害 ふ をば、 固に 罪と 爲 すなり。 時に し 

しめ  0 

て 且つ 義 なりと 雖も必 す 書す は、 民を勞 する は 重 事た る こと を 見すな り 

叉 曰 はく、 政を爲 すの 本 は 民 をして 行 を 興さし むる より 犬なる はなし。 民俗 善くし 

て 衣食 ら ざる 者 は 未だ 之れ 有らざる なり。 水 早 tef 蟲の災 は 皆 不善の 致す ところな り- 


叉 曰 はく、 古の 時、 天子 は 宰相 を擇 びて 之れ に 政 を 任じ、 宰相 は 諸 司 長官 を 擇んで 

之れ が 治 を 委ね、 諸 司 長官 は 各 其の 屬を擇 びて 校く るに 事 を 以てす。 治 功の 成る 所 

以 たり。  . 

命 令 

^mm^  (：! の i の 卦の大 象に 曰 はく、 天の下に 風 ある は S なり。 5。 な 后 us 以て 命 を 施き て 

三より 引く  M  M  あまね 

四方に 誥ぐ。 ， ^股の 曰 はく、 風 天の下に 行く、 周から ざるな し。 君 后た る もの、 其の 

周徧の 象を觀 て、 以て 其の 命令 を 施し、 周く 四方に 誥 ぐるな り。 丘 文莊； II はく、 昔 入 

首 ふこと あり、 風 は 天の 號令 にして、 萬 物 を 鼓舞す る 所以な り。 命 は 君の 號令 にして、 

萬 民 を 鼓舞す る 所以な り。 風 は 天より 下る、 物と して 遇 はざる なし。 而 して 君の 命令 

は實に 之れ に 似たり。 入 君 九重に 尊 居し、 下民と 本と 相 遇の 理 なし。 惟 だ 王 言 一 たび. 

よろこ 

布く とき は、 萬 民 先き を爭 うて 快び 覩、 其の 下に 鼓舞せ ざるな く、 而 して 君民の 心始 

めて 遇 ふ。 是れに 由り て 之れ を觀れ ば、 人君 命令の 頒ち は、 君の 德を 布き て 民の 心 を 

感 する 所以に して、 其の 機 括の 大、 轉 移の 妙、 此の 如き 者 あり、 謹まざる ベ けんや" 

風. 俗  四 五 七 


奮, 屮, 義 さもに が 年：: J 
終づ補 じお^ 缺 1}- ご 
の 。お す 靡 
篇 多之大 中 省、 W 

名 方 、^德 元 
は に 衍 詔天宗 元 
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(二  かさ 

(1) S 典！^ 易の の 象に 曰 はく、 重 巽に して 以て 命 を 申ぬ。 象に 曰 はく  > 隨風 は^なり、 君子 

以て 命 を 申ね 事 を 行 ふ。 澳の九 五に、 澳は 汗の ごとし、 其れ 大いに 號ぶ。 曰 は 

く、 人君 は當に 人心 澳 散の 時に 當 りて 之れ を收 めんと 欲す、 大號令 あるに 非す んば不 

可な り。 故に 渙の 時に 當 りて 必す號 令の 頒ち ある こと、 身の 汗 を 出し、 處 として 浹 

(二) 

からざる なきが 如し。 然して 後に 以て 咎を 免るべし。 唐の 德宗の 奉 天、 宋の高 宗の中 

興の 二 詔 を 觀て驗 むべ し。 

(三)  かくの と  ああなん ち 

書の 多 方に、 周 公の 曰 はく、 王 若 く 曰 ふ、 猷爾の 四國多 方に 吿ぐ。 r ポ誦曰 はく、 

先づ周 公と 曰 ひて、 復た王 若く 曰 ふと は何ぞ や。 周 公 王 命を傳 へて 周 公の 命に 非ざる 

こと を 明かに するな り。 丘 文莊曰 はく、 後世の 人臣 代りて 王の 言を傳 ふる は、 蓋し 諸 

れを此 に 本、、 つく。 國家 不幸に して 刑 討 征誅の 事、 可否の 間に 在り、 形 似の 疑に 涉る者 

あらば、 必す 明白に 詳悉 して、 - 天下に 頒布し、 人心 をして 嘵 然として 吾が 意向の 在る 

所 を 知ら しむべし。 其の 情に 丙 りて 其の 罪 を 定め、 其の 罪に 隨 つて 加 ふるに 刑 を 以て 

す。 蓋し 已 むこと を 得ざる もの 此の 如き あれば、 則ち 群疑釋 けて. < 心服し、 亂根 永く 

絶えて 國是明 著な り。 


大 き 細に Q 
の 絲 く 出 e 
索、 、づ 

.1^  iWni 維 
は は 絲 衣 
最 太は篇 


(wn  お ほい はか  ヌ .--き  1-1/ 乙.. 

(5)  i 詩の 大雅 抑の 篇に曰 はく、 訐に講 りて 命 を 定め、 遠く 猶 りて- M を もて 吿ぐ。 ゾノ --曰 

す 

はく、 計 誤は大 謀な り。 大謀は 一 身の 謀を爲 さすして、 天下の 慮 ある を 謂 ふなり。 定 

と は審に 定めて 改易せ ざるな り。 遠謀 は 一時の 計を爲 さすして、 長久の 規を爲 す を £ 

ふ。 辰 を もて 吿 ぐと は、 時 を 以て 播き吿 ぐる を 謂 ふ。 

春秋 穀梁 俥に 曰 はく、 天下の 主たる 者 は 天な り。 天に 繼ぐ者 は 君な り。 君の 存 する 

所の 者 は 命な り。 人臣と して 其の 君の 命 を 侵して 之れ を 用 ひば、 是れ 不臣な り。 人君 

として 其の 命 を 失 はば 是れ不 君な り。 君 君たら す臣臣 たらざる は、 此れ 天下の 傾く 所 

以 なり。 

モ W 

鱧 記に、 王の 言 は絲の 如く なれば、 其の 出づる ゃ綸の 如し。 王の 言 は綸の 如く なれ 

ば、 其の 出 づるゃ 棹の 如し。 丘 文莊曰 はく、 王者の 言 は 其の 中に 在る や、 惟 だ 細き 0 

と絲の 如きの み、 其の 出づる や、 乃ち 宛轉 として 繩の大 なる 如し。 其の 初めて 出づ る 

とき や、 僅に 大 なること 綸の 如きの み、 其の 出で て 益.' 遠き に 及びて は、 乃ち 格 を 引 

くの 大 索の 如し。 然る 所以の 者 は、 良に. < 君 九重の 上に 居て、 萬 方の 主たる を 以て、 

一一 百 一 話、 人君に 在りて 甚だ 微な るが 若き ものと 雖も、 其の 之れ を 外に 施す に 及びて 

風 俗  .  四 五 九 
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. は、 天下の 人 之れ を 仰ぐ こと 日 星の 明の 如く、 之れ を 長る る こと 雷 鐘の 震の 如し、 之 

れを 去る こと 愈. - 遠くして、 之れ を 見る こと 愈.' 大 なり。 然 らば 則ち 人君 號 令の 頒ち、 

其れ 以て 謹まざる ベ けんや。 

〔一に  まう  らうる んリ ゆうしつ 

n) 大 卑-衍  漢の， 費 山 文 帝に 言して 曰 はく、 臣 聞く、 山 東の 吏、 詔令 を 布き、 民老一 M 窿疾 と雖 も、 

義補卷 之 二に  しばらく  , 

ゲ？？ f| 杖に 抉 けられて 往 きて 之れ を聽 く、 願 はく は少 須臾 死す る こと 毋く、 德 化の 成る を E, 

0^^^^ ん こと を 思 ふ。 丘 文莊曰 はく、 司 馬 遷が史 記 を 作る に、 文 帝紀に 於て、 凡そ；； i は 皆 上 

づ けて； f  j- 一 ：！ と 

『。ほの 曰 はくと 稱 して、 他の 紀には 則ち 然ら す。 蓋し 以て 文 帝の 詔 は 皆 帝の 實 意に 出 づるこ 

お W の と を 見すな り。 上實を 以て 感す、 故に 下實を 以て 應す。 一 たび 其の 詔書の 下る を 見る 

おも 

や、 欣々 然として 相 率ゐて 以て 聽く。 意 ふに 必す 其の 眞に 此の 實意 ありて、 然して 後 

此の 實言 を爲 すなり。 後世 詔書の 下る、 率ね 詞臣 の視 草、 有司の 議擬に 出で、 皆 故事 

を 按じて 之れ を擧 ぐ、 未だ 必す しも 皆 上の 心より 出で ざるな り。 是を 以て 其の 言 あり 

て 其の 事な く、 其の 事 ありて 其の 效 なし。 人に 許す に 直言す る も 罪 を 加へ ざる を 以て 

して、 之れ を 罪する こと 愈， -甚 しく、 民に 許す に 欠 負 も 復た徵 せざる を 以てして、 之 

れを徵 する こと 故の 如し。 是の 故に 上の 言 民に 信 あらす、 民の 心 上に ハ户 とせら^す。 


の -リ 

光 光 
原 武 武 出 
本 皇は典 
劉 帝 後 同 


此れ 德 化の 成る こと、 文 帝に 歉 ある 所以 か。 

(二)  (3) 

光武の 時 天下 已に 定まり、 務めて 安 靜を用 ひ、 手迹を 以て 萬 國に賜 ふ 者、 一 札 十 行」 

細 書して 文 を 成す、 i の 風 天下に 行 はる。  ， 

に 作る  よ せし 

S に！！？？ 害の 陸贄 は德宗 の. 奉 天に 幸す るに 從ふ。 嘗て 奏して 曰 はく、 「今乘 輿播遷 す、 陛下 宜 

ぶ =2  -,ィ  」  あ - 

一 や ■I しく 痛く 自ら 過 を 引きて 以て 人心 を 感ぜ しむべし」 と。 德宗 之れ に從 ふ。 故に 行 在に 

L*」 中 書 待郎. 

平 章 事と な て 詔書 始めて 下る や、 驕將 3! 卒と雖 も、 涕を揮 ひて 激發 せす とい ふこと 莫し。 京師に 

る。 せ i と諡 す。  (五)  . 

一  還る に 及びて、 李 抱眞來 朝して 奏して 曰 はく 、「陛下 山 南に 在りし 時、 山 東の 士卒、 書 

德宗に 仕へ 功 詔の 辭を 聞き、 感泣して 臣節 を 奮 はんこと を 思 はざる なし。 臣 知りぬ、 賊の 平ぐ に 足 

あり、 y 

, ほ ベれ ベ 威 ら ざる こと を 一。 丘 文莊曰 はく、 人を感 する の 易き は 言より 易き はなし。 故に 人君 一 

. ^凍に 4^ 

言の 善 は、 深宫の 中、 九重の 上、 四海の 遠き に 於け ると 雖も、 之れ に應ぜ ざるな し。 

況ゃ德 音の 宣布して、 詔令の 郡國に 頒行す る 者 を 以て を や。 夫れ 上に 中に 由る の 誠 あ 

らば、 下 必す感 学の 效 あり、 徒然なら ざるな り。 光武 勤 約の 風 天下に 行 はれ、 德宗過 

. を 引く の 詔 夫の 士卒 を 感ぜし むる を觀て 見るべし。 人君 誠に 能く 其の 心 を誠實 にし、 

さう  しゅんぐ 

其の 命 を審定 し、 草を視 るの 臣を擇 び、 澳 汗の 信 を 守る とき は、 養： 愚の 夫、 驕 の」 か 

風 俗  四 六 一 


がつ 義 

%H  補 W  W 

卷 

大 書 之大强 

m 經 三換惡 


者 

衍 

義補 は.. 假 

レ給、 底本 は不， 一 

暇— 給， と あり。 

；！！^忙にて暇な 

きを 云 ふ 

(五) 漢の高 

組の 功臣 第 一 

の 人、 開國の 

名 相と 稲 せら 

る 

(六) 史記曹 

相國世 家列傳 

に 「百姓 之れ 

ち 欲つ て 曰 は 

く、 蕭何法 を 

あきらか 

f,  0 な 

る こと 一 を 

する が 若し」 

と 出づ 

(七) 出典 同 

； is。 劉 安世 は 

{.ナ は 器 之、 司 

馬 光の 門人、 

{C 承 議郞に 至 

る、 世に 元 城 

先 iii と稱 す。 


けつが う 
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四 六 二 


光 驚の 募と 雖も亦 感動せ ざる 者な し。 而る を況ゃ 愚直の 民， 循 良の 吏 を や- 


(二) 


唐の 太宗 侍臣に 謂って 曰 はく、 詔令 格式、 若し 常に 定まら ざれば、 人心 惑 多. 


姦 


詐盡く 生す。 周易に 稱す、 「澳は 汗の ごとし、 其れ 大いに 號ぶ」 と。 令 を 施く こと は 汗 

fj と  かへ  ニー 一) なんち 

の體 より 出づ るが 若し、 一 たび 出で て復ら ざるな り。 叉 書に 曰 はく 、「乃の 令 を 出す こ 

かへ  (ran  (五) 

と を 慎め、 令 出で て 惟れ 行 はれ、 惟れ 反らす」 と。 且つ 漢祖 曰に 暇 給せ す、 蕭何 小^ 

より 起り、 制 法の 後 猶ほ畫 一 と稱 す。 今 宜しく 詳に 此の 義を思 ひ、 輕. - しく 詔令 を 出 

すべから す、 必 す審定 以て 永 式と 爲 すべし。 

(七) 

宋の劉 安世 哲宗に 言って 曰 はく、 臣 嘗て 載 籍を考 へて 以て 先王の 道 を 推す に、 IS 樂 

刑 政 をば 號 して 治具と 爲 すと 雖も、 而も 之れ を 行 ふ 所以の 者 は、 特に 命令に 在る のみ" 

昔の 善く 人の 國を觀 る 者 は、 其の 世の 盛衰 を 知らす して、 先づ 其の 令の 弛 張 を 察し、 

未だ 其の 政の 醇疵を 論ぜす して、 先づ 其の 令の 繁簡 を審 にす。 惟 だ 其の 慮の 旣に减 る 

あば 

る もの は、 之れ を發 くに 妄りにせ すして、 持して 以て 必す行 ふとき は、 堅き こと 金石 

の 如く、 信なる こと 四時の 如くして、 敷 天の下. 斗 を 傾けて 承聽 し、 聳動厭 服せ ざるな 

し。 此れ 聖人 ゆみて 以て 萬 民 を 鼓舞す る 所の 術な り。 傳に曰 はく、 「令 重きと き は 君 尊 


り 


(尸、) 前 令 を 

取消す こと 

(九) 出典 同 

前。 范 成大、 

は 致 能、 朱 

の a!^ 縣の 人、 

-る湖 居士と 號 

す。 官 中書舍 

人 • 參知 政事 

たり、 文名 あ 

り， -誊石 湖 

«泡^^衡志等 

あり 


し」。 叉 曰 はく、  r 國の 安危 は 令 を 出す に 在り」 と。 凡そ 此れ 皆 謹み 重ん する の 意な 

今 朝廷の 命令 變易 頻りに 數. 'なり。 遠く は  一 二 歳に 過ぎす、 近き は 或は 期 月の み。 

まさ  のぞ 

しき 者 は、 朝に 行うて 夕に 改む、 亦 前 詔 方に 頒 ちて、 後 令 II 除く 者 あり。 吏 守る 所 を 

知らす、 民 從ふ所 を 知らす、 其の 弊 原 を 求む るに、 蓋し 講議 未だ 精し からす、 思慮 未 

だ審 ならす、 人情 未だ 盡 さざる 所 あり、 事理 未だ 通ぜ ざる 所 あり、 或は 好悪の 私に 牽 

かれ、 或は 迎合の 說に 溺れ、 是非 辨 する 所な く、 取舍宗 とする 所な し、 故に 一 人 之れ 

を 言 ひて、 遽に 之れ が爲 に紛更 する に 由るな り。 平安 無事の 時に 方り、 輕 慢多變 之れ 

此の 如し。 緩急 有事の 際、 何 を 以て 信 を 人に 取らん。 伏して 望む らく は、 深く 前古の 

戒に み、 謹みて 今日の 慮を爲 し、 法度の 廢置、 政事の 因 革に 至る まで、 必す 大臣 を 

して 心 を 公に し 謀 を 協せ、 博く 利 病を詢 ひ、 廣く覽 詳に擇 び、 努めて 義理に 當 らしめ 

あらた  いと ひ 

ん こと を。 其の 更 むべき 所を更 めば、 俗に 違 ふに 嫌 あらす、 其の 守るべき 所 を 守らば 


ふるき 


> ひねが 


(八) はん 


故 を 襲ぐ に 憚る ことなし。 庶幾 はく は 政令 淸簡 に、 吏 民 信服して 事 久しく 行 はれ、 反 

汗に 至らざる ベ し。 

f 九 1  を さ 

范 成犬が 曰 はく、 「人君 國を爲 むる 所以の 者 は、 其の 命令 以て 群 下 を 鼓舞す るに 足る 
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に 11- るの み。 命令 重きと き は、 其の 政擧 る。 命令 輕 きとき は、 其の 事 M る。 人臣 君の 

入 叩 を 敬す る こと 雷 鐘の 敢 へて 侮らざる 如き は、 蓋し 吾が 君の 國を爲 むる 所以の 者焉に 

在る を 以てな り。 故に 曲禮 に、 君命 を 尊敬す るの 說を 序ぶ る こと 尤も 詳 なりと 爲す 

.  人君 深く 九重の 中に 居りて、 化 萬 里の 外に 行 はれ、 命令 至る所、 奔走 奉 承して、 其の 

震動 此の 如し。 是を 以て 聖王兢 々業々 として、 敢 へて 令 を 出す を忽 にせす、 之れ を審 

にして 輕，' しく 發 せす、 之れ を 守りて 輕， - しく 變 するな く、 天下 をして 敬 を 致して 則 

を 取り、 觀聽惑 は ざら しめて、 而 して 後 治 功 成るべき なり」。 丘 文. 曰 はく、 范成大 

が 此の 言 は、 曲禮 曰 はく 、「凡そ 君の 爲に 使す る 者 は、 已に命 を 受けて は、 君の 言 家 

に めす」 とい ふ を 解す る 所以な り。 曲 禮の言 は 臣の爲 にして 發す。 范 氏が 言 は 君の 

爲 にして 發す 云々。 

王 鳴 鶴 曰 はく、 國 家に 政事 あれば 必す號 令 あり。 號令 は紀綱 を振飭 し、 民心 を整齊 

もて あそ 

する 听： ^の 者な り。 令、 肅 ならざる とき は民玩 び、 一 ならざる とき は 民 疑 ふ， 此れ 必 

然の 勢な り。 

の 〇「<_「) 案す るに、 命令 は 天子の 德音 なり。 其の 出づる 所以て 誠なる とき は、 其の 感 する 


たに 士人 厚さと 
I)    に よ 、 5 力' 

興 至 り 官 
府り * 字 
に 、林: 轚は 
知 終 學舍叔 


所 も 甚だ 盛な り。 故に 後世の 詔書 勅書 は 尤も 慎む 所たり。 名 儒 博士 を 置く は 是れ. a 

りて 来る 所な り。 唐の 翰林院 は銀臺 門の 內に 在り。 太宗の 時より 名 儒 博士 時々 召レ 

て 草 制する も、 然して 猶ほ 未だ 名號 あらす。 乾 封 以後 始めて 北門 學士 と號 す。 玄ゥ不 

の 初に 翰林 待 詔 を 置き、 四方の 表疏 批答應 和文 章 を 掌ら しむ。 繼 いで 詔勅 文吿 悉く 

中 書に 由り、 多く 壅 滞す る を 以て、 始めて 朝 官の詞 藝擧識 ある 者 を 選び、 入りて 翰 

林に 居く。 開 元廿六 年、 始めて 翰林 供奉 を 以て 改めて 學 士と稱 す。 歸ま？ f 咖 S 囊 gi は 

奏す。 擎を 下し 一」， ま" 誥も爲 り、 語 を 出して 詔 <Sp を 爲る。 乃ち 今の 中書舍 人な り。 魏に中 *• 通 事 • 舍 人 を 罠く。 東晉 は^ご 

とに 中 書待郎 一人 を 以てし 西 省に 直す。 卽チ "待郎 其の 職 を 兼ねて 其の f^tll を 掌る。 朱の 初 復た通 事 • 舍 人 を 9K  く。 齊の 永. 牛 

の 初 中 書. 通 事 .舍 人 各 M 一省に 住す。 時に 之れ も S! 戶と謂 ふ。 繁は通 事の 字 を徐 き、 直に 中 書 舍 人と 曰 ふ。 是れょ h- 詔ホり 

の 任、 舍人 之れ を專ら にす。 唐宋も iw 之れ を 置き、 文士の 極 任と 爲す。 胡 廷の盛 選 諸れ を 焉れに 比へ る し。 通 典に 出づ。 

別に 學士院 を 翰林院の 南に 建て、 內命 を專ら せしめ、 選 用益- -重 くして 禮過 益.' 

親しく、 號 して 內 相と 爲 すに 至る。 叉 以て 天子の 私人と 爲す。 晉の 天福 五 年、 翰林 

ヽ ニン. C^^-K  みな  >ro  7^ 

^^^^^^  院學士 に 詔して、 院の 公事 は 宜しく 並 中謦舍 人に 歸 すべし と。 是れ より 舍 人の 畫 直- 

す る 者 は 中 書の 制に 當り、  夜 直す る 者は內 制に 當る。 開運 元年に 至り、 復た 翰林 g い 

士と 中書舍 人と に 詔して 兩 制と 爲す。 宋の綦 祟禮は 帝の 側に 在り、 實は 王に 代りて 

詔 \1ョ を 言べ、 至る所 讀者 感動す。 再び 翰林に 入りて 凡そ 五 年、 撰ぶ 所の 詔 命數百 lar 
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文 簡易に して 明かに， 王 言の 體を 得たり。 翰林 著 撰す る 所、 王公 將相妃 主を拜 免す る 

を 制と 曰 ひ、 赏賜恩 { 有を赦 書と 曰ひ德 音と H ふ、 事を處 分す る を 勅と 曰 ひ 御札と m 

ひ、 五 品 以上 を 詔と 曰 ひ、 六 品 以下 を 勅と 曰 ふ、 群臣の 表に 批 する を 批 答と 曰 ひ、 

勳 勞を獎 むる を獎 論と 曰 ひ、 外 國に賜 はる 書 を 藩 書と 曰 ふ、. 醮るを 靑詞と 曰 ひ、 訓 

釋を密 にす るを齋 文と 曰 ひ、 敎坊致 語 を 白話と 曰 ひ、 土木の 興 建 を 上 梁の 文と 曰 ひ、 

宣賜 を日宣 と 曰 ふ。 此の 外に、 祝 文 • 碑文. 神道の 碑. 樂章 • 詩頌. 春帖 子の 類 あ 

り。 選 述進人 EST 除 あれば、 以て 隻 日に は 銷院、 雙 日に は 降 麻と 云々。 本朝 尤も 

命令 を 重ん す。 故に 內記 • 外 記 を 置く。 內記は 詔 勅宣 命 を 草し、 諸人の 位記 をば 悉 

く 奉行す る 所な り。 外 記 は恆例 臨時の 公事 • 除 目 • 叙位 等の 事 をば 奉行す るの 官な 

り。 尤も 重職たり。 是れ 天子の 德 音の 四方に 及ぶ 所な り。 古来せ し だ 之れ を 重んじ、 

其の 制 法令 あり。 今 世 多く 文藻に 流れて 誠 忱の實 を 失 ふ、 歎すべき の 至りな り。 

禮 樂 

(I!) の. 象 こ 曰よ く、 天 を 上に し澤を 下にす る は 履な り。 君子 以て 上下 を辨 じ、 民の 志 


(五) もと 程 

氏易傳 に出づ 


(五) 


(六) 大藥衍 

義補卷 四十 一 。 

象 は 豫卦の 象 

なり 


を定 む。 .^很曰はく、 履は禮 なり、 禮は 人の 履む 所な り。 卦 として は 上 を： 大 とし 下 を 

澤 とす。 天に して 上に 在り、 澤 にして 下に 處る、 上下の 分、 尊専 の義、 理の當 なり， 

禮の 本な り、 常に 履む の 道な り。 丘 文 I 曰 はく、 此れ 六 經に禮 を 言 ふの 始 なり。 然して 

經は但 だ 履 を 言 ふの み。 而る を說者 乃ち 之れ を 以て 禮と爲 す は何ぞ や。 朱 子 は 曰 ふ、 

「上下 を辨 じ、 民の 志を定 むるな り、 是れ禮 的 意思な り」 と。 蓋し 天より 高き は莫 し。 

けんぜつ 

而 して 地の 最も 卑き處 を 澤と爲 す。 下を澤 として 上 を 天と す。 上下の 分 此の 如く 縣絕 

す。 苟も 辨な きとき は、 澤は 天より 上と なる。 澤 天より 上なる とき は、 是れ 上下 位 を 

易 ふ。 上下 位 を 易 ふるとき は、 常に 反して 分 を 僭す。 而 して 民の 志向 ふ 所 を 知らす し 

て定 守な し。 是を 以て 君子 治 を爲す は、 天下の 志を定 むる より 先なる は莫 し。 其の 志 

を 定めん と 欲すれば、 上下の 分を辨 する より 先なる は莫 し。 上下の 分を辨 する も、 踐 

あら  た 

履の 間に 見 はれす、 徒 だ 其の 言の みある は 不可な り。 是を 以て 品 級 を定爲 し、 節 文 を 

制爲 し、 截然と して 威 ありて 犯す ベから す、 秩 然として 儀 ありて 紊 すべから ざる、 此 

れ 履の 禮 たる 所以 か。 

(六)  さかん 

易の 象に 曰 はく、 雷 地 を 出で て 奮 ふは豫 なり。 先王 以て 樂を 作り 德を 祟び、 殷 はな 
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すす  M  .AR 

に 之れ を 上帝に 薦めて、 以て 祖考を 配す。 .fe 股 曰 はく、 雷 は 陽 氣奮發 し、 陰陽 相 薄り 

て聲を 成すな り。 陽 始め 地中に 潛閉 し、 其の 動く に 及びて は、 則ち 地 を 出で て 奮 震す 

るな り。 始め 閉 I おし、 奮發 する に 及びて は、 則ち 通 暢和豫 す。 (故に 豫と爲 すなり)。 

坤順 震發、 和 順 中に 積みて 聲に發 す、 樂の 象な り。 先王、 雷 地 を 出で て 奮 ひ、 和暢し 

て 聲に發 する の 象 を觀て 聲樂を 作り、 以て 功德 を褒崇 す。 其の 殷盛 之れ を 上帝に 薦む 

るに 至り、 推して 之れ を 配す るに 祖考を 以てす。 呂. W 謙 曰 はく、 豫は ：！^ 力 中の 樂と爲 十。 

丘 文莊曰 はく、 此れ 六 經に樂 を 論す るの 始 なり。 夫れ 樂は 人心に 本 づきて 聖人に 作ら 

る。 人 皆 之れ を 知りて、 而も 聖人 樂を 作りし 所以 は、 實に天 陽の 雷 は 地 陰の 中より 出 

で、 奮發迅 動して 以て 聲を 成して、 和 暢豫悅 の 象 あるに 因りて、 故に 旣に 其の 聲に 法. 

り、 叉 其の 義を 取りて、 一代の 樂 を作爲 して 以て 其の 功 德の隆 なる を褒崇 する を 知ら 

ざるな り。 然れ ども 樂の用 は 一 に 止まらす、 或は 朝 親に 用 ひ、 或は 燕享に 用 ひ、 或は 

群 祀に用 ひて、 其の 最も 盛なる 者 は、 則ち 惟 だ 以て 之れ を 用 ひて 上帝に 薦め、 以て 祖 

考を 配す るな り。 

： 二 

^5.7-6  つ い  ただ，： ：  、 

畢陶に 曰 はく、  i 天 有 典 を 敘づ、 我が 五 典を勑 S なしく し、 五つながら 悻 ば/うせよ， 


(二) 字 は 仲 

默、 少 にして 

朱 に從 ほす。 

： おも： ル極 等の 著 

ありて、 先 儒 

未 の 所に 及 

ぶ。 後に 九峯 

に隱 おし、 舉 

^九峯 先生と 

呼ぶ 

(三) 1^ 經湯 

誥に T 皇 いな 

る 上帝、 衷な 

下 ：；^ に 降 せ 

り」 と？ T つ 

^卷 四十 一 に 

屮 つつ。 始は書 

經舜 典より 引 

く。  ^は 人名、 

ic 子 は 嫡子の 

義 なる も、 こ 

こ は 施政 者の 

意な り 


や。 天 有 禮を秩 す、 我が 五 禮に自 ひて 庸 S な あれ や。 寅 を 同じう し、 恭を 協へ て、 衷 

を 和せ よ や。 ま、。 曰 はく、 敘は 君臣 父子 兄弟 夫婦 朋友の 倫 序な り。 秩は 尊卑 貴賤 等級 

i) 

降 殺の 品秩 なり。 は r 衷を 降す の衷」 にして、 卽ち 所謂 典禮 なり。 典禮は 天の 叙秩 

する 所と 雖も、 然れ ども 之れ を 正しくし、 倫 を 叙して 益、 1 厚から しめ、 之れ を 用 ひて 

品秩 をして 常 あらしむ る は、 則ち 我れ に 在る のみ。 故に 君臣 は當に 其の 寅 長 を 同じう 

、だて 

し、 其の 恭敬 を 協へ、 誠 一 にして 間な く、 融食 流通して、 民 葬 物 則 各. > 其の 正 を 得べ 

し。 所謂 和衷 なり。 

(gn  f  つか *.v ビ 

帝 曰 はく、  ir 汝に 命じて 樂を 典ら しめ、 冑 子を敎 へし めん。 詩 は 志 を 一一 一一 E ひ、 歌 は 

言 を 永う し、 聲は 永き に 依り、 律 は聲を 和す。 八 昔 克く諧 ぎて、 倫 を 相 奪 ふこと なく 

ば、 神人 以て 和 せん。 丘 文莊曰 はく、 樂の 作る や は 必す金 • 石. 絲. 竹. 匏. 土. 革 • 

木の 八 音を諧 ぎて、 倫 を 相 奪 ふこと なから しめ、 然して 後に、 幽 以て 神 を 感ぜし むる 

に 足り、 明 以て 人 を 感ぜし むる に 足りて、 通暢協 合す。 然、 れ ども 其の 本 を 推し 原 ぬれ 

ば、 人心に 出で、 人 聲に發 する 者な り。 是れ 則ち 有 虞の 盛時 も旣に 此れ を 以て 治の 本 

と爲 し、 叉官 を專ら にして 之れ を 以て 敎と爲 し、 他日^ を 繼ぎ治 を 出す 者 をして、 皆 

風俗  •  四ナ、 九 
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樂に 熟し、 之れ を 心 志の 初に 養 ひ、 之れ を 節奏の 際に 陶し、 之れ を聲 音の 閒に 和せ 

しむ。 蓋し 樂 なる もの は 治 を 出す の 本に して、 人なる もの は 樂を用 ふるの 具な り、 而 

して 胄 子なる もの は 叉 世々 相承け、 用 ひて 絕 えざる 所以の 者なる を 以てな り。 

へ 一) 大 ゆ： 衍  周禮 に、 大司徒 は 五禮を 以て 萬 民の 僞 I を 防ぎて 之れ に 中 及を敎 へ、 六 樂を以 

(に. fit て 萬 民の 情 fsir を 防ぎて 之れ に 和 sssr を敎 ふ。 處玄曰 はく、 禮は 民の 侈僞を 

節. して、 其の 行 をして 中 を 得しむ る 所以な り。 五禮は 吉凶 軍 賓嘉を 謂 ふなり。 樂は 

に 至る。 著書 

„ ^れ百 餘 sf『 民の IE 恩を蕩 止して、 其の 心 をして 和に 應ぜ しむる 所以な り。 六 樂は雲 門. 咸池 *大 

韶 .大 夏 -." お^. 大武を 謂 ふなり。 ミ吳澂 曰 はく、 人の 偽 日に 勝てば 黨偏 反側して 不中 

，ニノ  % 欲 Ti と  げ 

同じ、 元の 攀 に 流れ、 人情 日に 滋 ければ 放 僻 邪 侈に して 不和に 流る。 唯 だ 禮樂を 以て 之れ を 防げば 

者 as 林院 ml-  、 

JK^S-M 其の 敎 入り 易し。 禮樂は 其れ 民を敎 ふるの 本な り。 

す。 門人 常に  よ 

千 数百 人、 草  禮 記の 禮 器に 曰 はく、 禮は 其の 自 りて 生す る 所に 反り、 樂は 其の 自 りて 成る 所を樂 

逝 先生 を稱す  -  . 

しむ。 是の 故に 先王の 禮を 制する や 以て 事 を 節し、 樂を修 むる や 以て 志 を 道 ふ。 故に 

«5"。  其の 禮樂 を觀 て治亂 知る ベ きなり。 

^..T? 1】 記に 曰 はく、 先王の 禮樂を 制する や、 以て 口腹 耳目の 欲 を 極む るに 非ざる なり。 


s 禮. 記樂 

記 l£™ に出づ 。 

大^ 衍 義補卷 

一二 十六 引用 


(六) Hi: 前に 

S  


(七) 栄の擧 

者、 字 は 卿、 

潜 庵と 號す。 

呂祖謙 及び 朱 

子に 師事す。 

世に 傳貽 先生 

と^す。 窨 

S  • 六經集 

解 • 通 II 集義 

等の？ « あり。 


(八し 出典 ：！^ 

き 


將に 以て 民 をして 好惡を 平にして 人道の 正に 反る こと を敎 へ ん とするな り。 

f 五)  さい ま こくき ふ 

是の 故に、 先王の 禮樂を 制する や、 入 之れ が 節を爲 す。 衰麻哭 泣 は 喪紀を 節する 所 

以 なり、 鍾鼓 干戚は 安樂 を 和す る 所以な り、 婚姻 冠笄は 男女 を 別つ 所以な り、 射 御 食 

饗は 交接 を 正す 所以な り。 禮は 民の 心 を 節し、 樂は 民の 聲を 和す。 

樂は 同を爲 し、 禮は 異を爲 す。 同 なれば 相 親しみ、 異なれば 相 敬す。 樂 勝てば 流れ" 

禮 勝てば 離る。 情 を 合し 貌を 飾る は 禮樂の 事な り。 禮義 立てば 則ち 貴賤 等 あり。 樂文 

同じければ 則ち 上下 和す。 .is^ 曰 はく、 樂は 人の 和 を 合する 所以に して、 禮は. < の 分 

を辨 する 所以な り。 和合 すれば 相 親しみ、 分辨 すれば 相 敬す。 以て 其の 情 を 合する こ 

と ありて、 以て 其の 貌を 飾る ことなければ、 樂 勝ちて 流る。 以て 其の 貌を 飾る こと あ 

りて、 以て 其の 情 を 合する ことなければ、 禮 勝ちて 離る。 合 情 • 飾貌は 禮樂の 事な り _ 

二つの 者 一， つ を闕 きても 不可な り。  - 

樂は 中より 出で、 禮は 外より 作る。 樂は 中より 出づ、 故に 靜 なり。 禮は 外より 作る" 

故に 文な り。 大樂 は必す 1% にして、 大禮は 必す簡 なり。 樂 至れば 怨 なく、 禮 至れば 爭 

はす。 掛讓 して 天下 を 治む る は 禮樂の 謂な り。 鄭玄曰 はく、 樂は 中より 出づと は、 和 
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丘 の 

文 天 不 


(一) ％^樂 

記 に 出づ。 

大^ 衍 義補卷 

一一 一十 六 引 ffl 


r ご 出典 同 

r 三) 大^ 衍 

^^補卷ーーー十六 

に 出づ 


(3) 出典 同 

や §卷 三十 六 引 

用 つ づ き 

2)  ^as 樂 

記の； f.i、 原文 

は、 天 高地 下、 

萬^ IS 収、 .^ 

而不^!:;^、 合同 

hi 化、 樂興 

焉の 二十 五 字 
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は 中に 在れば なり。 禮は 外より 作る と は、 敬 は貌に 在れば なり。 

大樂は 天地と 和 を 同じう し、 大禮は 天地と 節 を 同じう す。 和す るが 故に 百 物 失 はす、 

S あるが 故に 天 を 祀り地 を 祭る。 明に は 則ち 禮樂 あり、 幽には 則ち 鬼神 あり。 此の 如 

く なれば 四海の 內敬を 合 はせ 愛 を 同じう す。 

王者 功 成りて 樂を 作り、 治 定まりて 鱧 を 制す。 其の 功大なる 者 は 其の 樂備 はり、 其 

ぁ丄ね >rs  一二. 一一)  かたど  、 

の 治 辯 ま" き 者 は 其の 禮具 はる。 £ ^菊 曰 はく、 樂は 以て 功 を 象る 者な り。 禮は以 

て 治 を 飾る 者な り。 功 成りて 樂を 作り、 功大に して 然して 後に 作る 所の 樂備 はる。 治 

定まりて 禮を 制し、 治 辯く して 然して 後に 制する 所の 禮具 はる。 苟も 功 成らす、 治定 

まらす、 或は 功と 治と が 未だ 大と 辯と に 至らす して； ひて 之れ が聲容 制度 を爲 し、 其 

根な くして 徒に 其の 枝 節 を 事と せば、 終に 魔 棄に歸 せんの み。 

髙く 地下く、 萬 物 散 殊にして 禮制行 はる。 流れて 息ます、 合同して 化して 樂 興る。 

ま 曰 はく、 朱 子 嘆 じてい ふ、 「樂 記の 此の 數 ：？、 意思 極めて 好し、 見る ベ し 聖人 

の 禮樂を 制する、 皆是れ 自然 合當 此の 如し」 と。 眞德秀 も 亦 云 ふ 、「此れ を 知り、 然し 

f 五 ^ 

て 後に？ fe, 樂の原 を g る、 後の 鱧樂の 制作に 志 ある 者 は、 請 ふ 心 を 此の 二. r 有 五 i 百に 


十 ft じ 節 篇；^ 
六衍 く 共名^^ 
に義 、に 、 
出補且 出以禮 
づ' 卷っ典 下記 
三 大同 三の 


玩 にせよ」 と 云 ふ。 

へ 六) 同じく 天 は 尊く 地は卑 くして 君臣 定まる。 卑高 以て 陳 ねて 貴賤 位す。 動靜常 ありて、 小大 

樂記 の；？ .i、 义 

殊 なり。 方 は 類 を 以て 聚 まり、 物 は 群 を 以て 分れて、 則ち 性 命 同じから す。 天に 在り 

p^^^ て は 象 を 成し、 地に 在りて は 形 を 成す。 此の 如く なれば 則ち 禮は 天地の 別な り。 丘 文 

く、 「天 は  fc-l  (七) 

辞 く 地 は *f く  ^曰 はく、 樂 記の 此の 章 は 易の 繁辭と 大同に して 小異たり。 記者 之れ を 引きて 聖人 禮 

して、 乾坤 定 

Hu^^ を 制すと 言 ふ。 其の 天地 自然の 理 に本づ くもの 此の 如し。 很し 彼れ は 易の 象 を 以て 言 

貴賤 位す。 動  、 ， „  ,  0 

Ee ありて、 ひ、 此れ は 禮の制 を て 一 百 ふの み 

剛 * 斷る。 方  . 

ま ^  :!: 尼 燕 居に、 子 曰 はく、 禮は理 なり、 樂は 節な り。 君子 は理 なきと き は 動かす、 節 

。て 天 なきと き は！： さすと。 丘 文 あ 曰 はく、 禮 其の 理を 得れば 序 ありて 亂れ す、 樂 其の 節 を 

に 在りて は 象 

を 成し、 に 得，^ ば 和す と 雄 も 流れす。 理 なきと き は 動かざる は 其の 亂を 防ぐな り、 節な きとき 作 

か」 成し て、 變 

化 見 はる」 と さざる は 其の 流れ を 防ぐな り。 

樂に 達して 禮に 達せざる は、 之れ を 素と 謂 ひ、 禮に 達して 樂に 達せざる は、 之れ を 

偏と 謂 ふ。 丘 文莊曰 はく、 素 は 文な きを 謂 ひ、 偏 は 全から ざる を 謂 ふ。 

子 長 政 を 問 ふ、 子 曰 はく、 君子 は 禮樂を 明かに し、 擧げて 之れ を錯 くの み。 五文莊 

風 俗  四 七 二 


»n ぉ又樂 さの 
す 四大上 S 箸 
十 1^ 第 

I'H 衍十 iifi  m 
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ョ まく、 擧げて 之れ を錯 くと は、 禮樂の 道 を 擧げて 之れ を 政事に 施す を 謂 ふ。 

二) 大^ 衍 お 經こ、 子 曰 はく、 風 を 移し 俗 を 易 ふる は樂 より 善き はなし。 上 を 安んじ 民 を 治む 

气 is き： 卜 レ J 

引 ほ -  る は fi ぼより 善き はなし。 禮は 敬の み、 故に 其の 父 を 敬 するとき は 子悅び 其の ヌ を 敬 

するとき は弟悅 び、 其の 君 を 敬 するとき は臣悅 び、 一 人 を 敬して 千 萬人悅 ぶ。 敬す る 

所の 者 は 寡く して 悅ぶ者 は 衆し、 此れ 之れ を 要 道と 謂 ふなり。 

^^^0.  陽參曰 はく、 「三代より して 上 は、 ま 1^ と 一 に 出で て、 禮樂 天下に 達す。 三代より 

官 太チ 4, 師に  ^ィ  - 

して 下 は、 治 二に 出で て、 禮樂 虚名と 爲る。 . ^^曰 はく、 此れ 古今 不易の 至論な り。 

.^^^0 周 敦頤闺 はく、 禮は理 なり、 樂は 和な り。 陰陽 i まりて 而 して 後に 和す。 君 君たり 

^|.;.」ーけ^の 臣臣 たり、 父 父たり 子 子たり、 兄 兄たり 弟 弟たり、 夫夫たり 婦婦 たり。 萬 物 各 t 其の 

skst^ 理を 得て 然して 後に 和す。 故に 禮 先にして 樂は 後な り。 朱う 曰 はく、 禮は 陰な り、 樂 

M づ 。 ,、 

11^?  44ぷなり0 此れ^^)極の圖に 「之れ を定 むる に 中正 仁義 を 以てして 靜を 主と す」 の 意な 

0 り。 程 子の 敬 を 論じて は则ち 「自然 和樂」 とい ふ も 亦 此の 理 なり。 學者敬 を 持す る を 

補 知らす して 務めて 和 樂を爲 す、 慢に 流れざる 者鮮 し。 

引 叉 一 £】 まく、 古 は 聖王禮 法 を 制し、 敎化を 修め、 三 綱 正しく、 九嚼敘 し、 百姓 大いに 


おし、 萬物咸 f あ 乃ち 樂を 作り 以て 八 風の 氣を宣 ベ、 以て 天下の 情 を 平にす。 故に 

樂聲 淡く して || ます、 和して 淫れ す、 其の 耳に 入り、 其の 聲に 感じ、 淡 且つ 和なら ざ 

(六) 以下 は るな し。 淡 なれば 欲、 む 平 かに、 和 なれば 躁心釋 く。 <3 盛に 治 至り、 道 天地に 配す る は- 

：迎 HI に は 見え 

r  古の 極な り。 後世 禮法 修まらす、 政刑^7紊、 縱欲敗 度し、 下民 困苦し、 古 樂は聽 くに 

足らす と 謂 ふ。 代りて 新 聲に變 じ、 妖淫 愁怨、 欲 を 導き 悲を增 し、 自ら 止む 能 はす、 

故に 君 を賊し 父を棄 て、 生 を 輕んじ 倫 を 敗-り、 禁 すべから ざる 者 あり。 鳴 呼、 樂は古 

は 以て 心 を 平にす、 今 は 以て 欲 を 助く。 古 は 以て 化を宣 ぶ、 今 は 以て 怨を 長す。 古 鱧 

に復 へらす、 今樂 を變ぜ すして、 治に 至らん と 欲する 者 は 遠し。 

p^^^  程 頤の曰 はく、 禮を學 ぶ 者 は、 文を考 へ、 必す 先王の 意 を 求む。 意 を 得れば 乃ち 以 

用  て 沿革すべし。 禮の本 は 民の 情に 出づ、 聖人 因りて 之れ を 道く のみ。 禮の器 は 民の 俗 

に 出づ、 聖人 因りて 之れ を 節 文す るの み。 聖人 復た 出づ ると も、 必す 今の 衣服 器用に 

. w りて 之れ が 節 文を爲 さん。 其の 所謂 本 を 貴んで 親ら 用 ふる 者 は、 亦 時の 王 之れ を掛 

酌 損益す るに 在る のみと。 叉 曰 はく、 禮を行 ふに は、 全く 古に 泥む ベ からす、 須 らく 

當に 時の 風氣 自ら 同じから す、 故に 處る所 古と 異ならざる を 得ざる を視 るべ し。 

風 俗  四 七 五 


沿 敎耍錄 卷之七  四 七 六 

張 載 曰 はく、 聲 音の 道 は 天地と 通す。 蠶 絲を 叶： きて 商絃絕 え、 木氣盛 なれば 金氣衰 

ふ。 乃ち 此の 理 自ら 相 應す。 今人 古樂を 求む る こと 太 だ 深き も、 始め 占樂を 以て 知る 

ベから すと 爲す。 (然れ ども) 律 Ml は 求むべき の理 あり、 惟 だ 德性淳 厚なる 者 能く 之 

れを 知る。 

朱 子 曰 はく、 禮は 時を大 なりと 爲す。 古禮は 此の 如く 零碎繁 冗な り、 今お 行 ふべ け 

( 一二 ) 

んゃ。 亦 且つ 時に 隨 つて 裁 損し 得る のみ。 孔子の 先進に 從ふ は、 恐らく は 亦 此の 意 あ 

おも  -f 力 

らん。 或 ひと 以 へらく、 禮の 亡ぶ る 所以 は 正す に 其の 太だ繁 くして 行 ひ 難き を^て 跟 

るか。 曰 はく、 然り。 

〇 今按す るに、 禮樂の 道 は 治 道の 大 とする 所、 風俗の 因る 所たり。 朱 子 時 君に 上疏し 

て、 禮樂の 書 を 定めん こと を 請 ふ。 蓋し 古の 禮樂 は、 秦に 遭うて 壞れ、 漢-晉；1\ ハ來 

ま しふ 

の 諸插術 〔斜 する も、 竞に 全書た ければ なり。 禮樂は 治敎の 本と する 所、 尤も 玩味す 

べし。 


武 

敎 
小 
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解題 並 凡例 

本書 は、 序文に よれば、 明 曆ニ年 素行 三十 五 歳の 時、 門人 等が 先生の 講義 中から、 

初學 入門 者 のために 心得になる もの を輯錄 した ものと なって 居る。 尤も 當時 一般の 武 

士は、 大抵 朱 子の 小舉を 以て これに 當 てて 居た ものであるが、 日本と 支那と は 風俗が 

異なる から、 直ちに これ を 用 ふる は適當 でない、 のみなら す 動もすれば 支那 心 醉に陷 

り、 武士道 を亂す 恐れが ある、 故に 兹に 日本 獨特の もの を 作った とい ふので ある。 か 

くて この 書 一度 生れてから は、 山 鹿 流 兵學の 修業 者 は 勿論 必讀の 書と して、 彼の 敎科 

書武敎 全書の 始めに 加へ、 叉 は武敎 耍錄の 終に 附 載して 愛 讀 尊重した ものである。 故 

にこれ が 影響 は 叉 他の 一般 武士 社會 にも 及び、 遂に は 武士道 入門の 必讀 書と なった の 

である。 尤も この 書 は、 日常生活の 細かい 規範であって、 所謂 國體 勤皇の 大本に 及ん 

で 居ない 憾， は あるが、 それ は 素行が 後年 圓 熟の 著た る 山 鹿 語類 や 謫居童 問、 就中 中 朝 

事實 • 武家 事紀 等に 求めなければ ならぬ。 卽ち武 敎小舉 はこれ 等 名著の 先驅 をな した 

ものである。 

解題 並 凡例  四 七 九  . 


,  四 八 〇 

解 霊 凡例 a. 門 入に して 本書の 校正 叉 は K に當 つた、 

11 本 は、 平戶山 豪の &て、 r 取 1 實な ものである。 ii 

布施 源兵| 田 治 UU^^Fl 於て は 致し！ ぃ事で ある。 叉この 

於て 往 i:::"::;,^ して あるので あるから、 誓 下し ー て"" 

底本 は 纏 u^^^t し； 叉 I を 加 へ、 f 蒙 f きろ だけ は M し 

ベく それに 從っん ^しき股^2 

叉^^名遣は規代式に改めた 


武敎 小學序 

大農. 大工 • 大 商 を 天下の 三資 となす。 士 は 曲： お r< 商の 業な くして、 三 民の 長た る 所 

以の もの は、 他な し、 能く身を修め心を：^^；しくして、 國を 治め 天下 を 平 かに すれ V- な 

り。 然れ ども、 世 遠く 人 亡び、 鄕に善 俗な く、 世に 誠敎 乏し。 故に 或は 短 衣 蓬 頭して、 

>  r， 

臂を 怒らし 劍を按 する を 以て 俗と なし、 或は 深 衣非 服して、 記誦 詩 章 を 以て 敎 とたす。 

其の 過不及、 だ 歎息すべき か。 

、にな) りせ 有宋 の 晦 i 难、 小學を 述作して 、人生れ て 八 歳より 十四 歳に 迄る まで、 敎 ふるに 秦 ま. 

li 朱 \i /晦截 應對 • 進 返の 節、 親 を 愛し、 長 を 敬し、 友 を 親しむ の 倫 を 以てし、 Rd っ嘉首 善行 を 

は號 なり。 普  お ま-  . .. 

.1 子と 稱す て終篇 となす。 其の 功 偉なる かな、 盛なる かな。 然れ ども 俗 殊に 時變 す。.^ 俗の 士用 

.  ふる 所 尤も 泥 著して、 則ち 闞國に 居て 異域の 俗 を 慕 ひ、 或は 禮義 を學 ぶに 異風 を 用 

ひ、 或は 祭禮を なすに 異様 を 用 ふ。 皆 是れ理 を 究めざる の， 誤な り。 學は 物に 格り 知 を 

致す 爲 にして、 而も 異國の 俗を效 はんが 爲 にあら す。 況ゃ， H たるの 道 は、 其の 俗 殆ど 

武敎 小學^  四： >  一  . 


武敎 小學序  四 八 二 

異俗を 用 ふるに 足らん や。 之れ を 幼穉の 時に 習 ひ、 其の 習 ひ智と 化し、 心と 成らん こ 

と を 欲する の 事 は、 誠に 先聖の 實 なり。 

ゐかぃ 

.  山 鹿 先生の 武敎 の垂戒 は、 其の 敎 甚だ 明かな り。 先生の 門に 於て 土の 道 を 寧ばん と 

欲する 者 は、 必す 此の 敎を 以て 戒 とせば、 其の 志何ぞ 放逸な らん や。 生 知の 質、 上品 

の士 は、 外 樣何ぞ 習 ふに 足らん や。 然れ ども 俗 殘ね敎 弛む とき は、 則ち 自ら 異端に 陷 

n) 書經大 溺 する は 人心の 危なり。 士は 君の 祿を貪 み、 民の 長と して、 而 して 其の 形、 其の 行、 

133 に 「人心  を じょく 

龍？ に g 、れ， 其の 知 正しから ざると き は、 則ち 天の 賊民 なり。 尤も 汗 辱すべき の 至りな り。 

I？ お 中」 と  此の 一 篇輯錄 して 梓锓 となす もの は、 殆ど 先生の 志に あらす。 門弟 子等 竊に _k み 集 

めて、 扁 題して 武敎小 學と號 す。 土の 浮 靡 蒙 童なる もの、 敬んで 此の 敎を受 くれば、 

(二) ；； 年 志士 仁人の 一 助た ちんか。 玩味して 忽に する こと 勿れ。 明 曆丙申 八月、 門弟 子等 謹ん 

で 序 題す。 


武 敎小學 m: 錄  - 

夙 起夜寐  四 0! 

^  i5   m 

言.^? 應對  四八 八 

. 行住坐臥  四 八 九 

^ ん及 ^   15 

財齊 器物  四 九 一 

欲  S 九 二 

放 廳狩獵  四 九 一一 一 

一^  …  M 

子孫 敎政  四 九 五 
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武教 小學 


(一) 布. 施 ，1^ 

松 平日 

,M 守 . 同 出？？ 

守に 歷 仕す、 

隊は蔽 13 姓の 

(二) 千 田 治 

太夫、 始め 松 

竿飛騸 守、 後 

鱖片！ M 岐 守に 

(一 0 詩經小 

雅、 小 {処 の篇 

に 「彼の 脊令 

もみれば、 載 

ち 飛び 載ち 鳴 

く。 我れ 日に 

斯れ邁 き、 而 

ぢパに 斯れ征 

く。 夙に 興き 

夜に 寐ね、 爾 

の 所 生 も 忝し 

むる こと 勿れ」 

と出づ 

1 章 


P  ノ 


藤忠之 校： 止 

藤 可 慶句讀 


(一 一一) 


夙に 起き 夜に 寐ぬ 

てあら くちす す くしけ づ  お 

凡そ 士 たるの 法 は、 先づ 夙に 起きて、 藍 ひ、 漱ぎ、 櫛り、 衣服 を； 止し、 用具 を 佩び- 


は \i ^な^ふな り、 .1^ は 口 を 欺ぐな り 、櫛 は梳 ヒ 匕， ヽ 141  3 1"s^ 孟"^ に 出 A. -酵 つて、 ！ in  、ん _J  IS -、  1 主 円た ご S-RI 刀ヒ -、 

るな り、 用具と は 腰刀. 扇. 火 打 袋の 類な リ， ム H: く拜 i  bA*: でたり を マ 0 ^  M ^ ^^- L 

(SE 一  そ- -な や ふら 

今日の 家業 を 思 ひ 量り 、「身 體髮膚 之れ を 父母に 受けて、 敢 へ て 毀 ひ 傷ざる は 孝の 始な 

り。 身 を 立て 道 を 行 ひて 名 を 後 f に 揚げ、 以て 父母 を顯 はす は 孝の 終りなる」 こと を. 

おも 

觀ふ べし。 而 して 後に 家事 を 示し、 賓客に 謁し、 君に 事 ふるとき は、 則ち 速 かに 出 化 

し、 父母に 事 ふるとき は、 則ち 行いて 其の 安否 を 察す。 出で て 事 ふるとき は、 則ち 謀 

る こと 其の 位 を 出です、 長者に 侍る とき は、 則ち 敬 ふこと 父母の 如く、 能く 謙 退して 

夙に 起き，： 仅に寐 ぬ  .  四 八 五 


,  武 敎小學  .  四 八 六 

ョ 論菌 爭 はす。 s^sg 難 卜 llg 纏 一事？ を 以て 友を會 し、 友 を 以て 仁を輔 く。 

淵 篇第廿 I； 章  つい  (一二 

つじ 論 M 季 舉も辦 じて 以て 友 な# すると えら.. r> し 一き よ け， ら iB!wrcrp^ &。 孔子曰はく、  „5«19るきーー友、、 

第お P  "は、 則ち 道 盆 is かなり。 A お. あ とき は ac す ノ# を R-il  きを 友と し、； 一！ is を 友と し、 多 聞 を 友と する は 八！^ 

は"。 便 癒 isS れ： T は歸 お。 友" 能く 信じて 偽らす、 常に 士の 正義 を 思 ひて 懈 たるべ からす。 

JE  L  .r't  p  i  X  )  o 以上、 明 友の 交りな 明かに する こと を 言 ふ 也。 曲體 にお はく、 君子。 

a 疋ゎ. k 乂を 1^ うする の？ 1.^ たり は 人の 歡 びも^く さす、 人の 忠な竭 くさす、 以て 交 を 全うする なり。 

„^そ比官の〈^*^,1ま、 朝に 出づ ると き は 人に 先つ、 夕に 退く とき は 人に 後る。 歸 宅の 後 

、- ； SJ^ ジ  (三)  ，5 くかん 

で ) f.0  ^.  お  よろ-一  內則 一，】. 曰 はく、 一!?? を 下し！^ か 一！^ ば 乙、 衣の- S 寒、 ^1 

篇名  は、 先 づハ乂 母に 謁し、 氣を 下ろし 聲を恰 ばし む 瘸痛、 诗擾を 問 ひて、 敬み て 之れ も抑搔 す。 

かや 5 

-  ひま 

に 著き て 留守の 用 所 を 問 ひ、 1^ お S 、問 急 緩 を 計りて 其の 事 を 行 ふ。 閑なる とき は、 則ち 

今日の 行事 を 顧み、 暇 あるとき は、 則ち 書 傳を披 きて 土の 正道 を考 へ、 義 不義の 行 を 

知る。 日 旣に沒 するとき は、 則ち 夜の 戒を なして、 は， gfg 斷れ？ 辣 寢 所に 入り、 

氣を 休まし、 體を寬 かにして、 而 して 士卒の 體を 安ん ぜ しむ。 

街 時な り。 故に 夜に 寐 

て 安ん ぜ しむるな り。 

燕 居  ， 

傳に曰 はく、  ：H 官の途 は、 四十に 至る を强 仕の 年と なす。 |f;i5J5i 、め 一一」 針で i ，りて" 


しか  4 つ 3- ら 

i^^p- 0^3US. 凡そ 子孫の 量を考 へ、 弱冠たり と雖 も、 仁 汁 ま 紅；； I- 

1 官途 を經 しむべ し。 が』 ぱ？ ぶ は 君に 仕 ふると 雖も 多し。 ま赚 

，5。 る 或は 不幸に して 未だ 君に 化へ す、 或は 父母 早く 沒し、 及び 遠く離れて、 朝夕の. 勤 

仕 を 得すして、 燕 居 休暇の 日 多き とき は、 則ち 其の 志 怠りて、 家業 を愼 ます、 殆ど 禽 

文 公 獸に 類す。 寧の 舶 5S;」&"!«"S ハ，； し， 大學に n: はく、 「小人  1 居して 不善 を爲 

し、 至らす とい ふ 所 無し」 云々 と。 故に 閑居の 士に 於て、 敎戒 なくん ば あるべ からす。. 

先づ 夙に 起きて 闲 I ひ漱ぎ 櫛り、 座に 出で て 諸 土に 謁し、 賓客に 對し、 庭前に 

\、、"c  E?A.ITTn3t?>r>f こ 11^  ,^、 御 は 六藝の 一にして、 馬 は士の 足な り。 御馬の法を知らざるときは、 則ち，壕戰の用を-！？- 

方マ巨；を^^^!^  て I に り するな し。 故に 古人 は 之れ を 重ん す。 師 嘗て 曰 はく、 相 馬の 法 は、 好 わに 道 を 以てせ „;1<J 

ると き は、 則ち 唯お 人の： M を 喜ばす こと を 好ん 荣 I  、 こ/ 3 ^卜、 辰の 上刻 を 朝飯 お？ ->;1^^- 匸、 1；=?  ^  c^^t 

で、 士の 用法な 知らす、 尤も 愼む べきな りと、 寇 力に <W む の-時と なすな り、 咏 乙 仏 It きて 而して 核 10\ノ は 

劍術、 或は 弓 射の 禮、 或は 鐵炮、 或は^、 皆 骨 節を孀 め、 進退 を 正す の 法な り。 故に 

師の 許に 到り、 叉師を 招請して 更に 懈 るべ からす。 久しく 怠る とき は、 則ち 手足 自由 

ならす、 骨 節相應 せす して、 身輕 からす 體 馴れす して、 士の業 必す闕 く。 猶ほ暇 ある 

とき は、 則ち 書を披 きて 武義を 論じ、 兵法 を 講じ、 土の 器を閱 す。 iss^^§fp^ISS、- 

兵 IS の 用は完 く備 はると 雖も、 牧藏 して 常に 試みざる とき は、 則ち 其の 職. S- を 鼠く と雖 も、 必す 怠って 久しき とき は 腐朽し、 fif 

は 外 好く して 内 み、 或は 損する こと 多くして 用 ふるに 足らす。 故に 武將の 古 は、 席 賓客の 用、 之れ を 飾す るに、 比. c 武器. - 

むし か 

燕，. 居  四 八 七 


で) 雜文 ヘム 

の卞^ に 作る 


^  小學  四 八 八 

ち！^てして玩器を以てせす。  <丄れ其の《か-先3乂に専ね、 サれの利な 1!  n  Kv,i^r>  n, ？」 一き t、  y リニ、  -Iff 

師友に 問 ひて、 或は 捨て 或は. ffl ひて、 其の 實 な^さん か は-めな り •  JL- グ- T ん其 ひ..？ =^ きとき け 贝十 ^ 

ら にして 他に 之 かす、 放 僻 邪 侈の 意發 する 所な し。 故に 孟子の：！： はく、 「人 常の 産な き 

とき- H、  D  t て LUO 產は產業なり。 §:if^c:.、^-J;&^Ah。  K;:」％.**:.i 

とさけ 乇 すし」 と 失ふときは、 ^:巾め心放逸して放條邪侈の心^^溢^,-。 


倫お ン、 ！"^ 論 


(：：) 


おも ひ 


_言 語應對 

一 百 語應對 は、 志の 適く 所な り。 戲； 百 なれ ども より 出. づ とい ふ是れ なり。 凡そ 士のー 

首 語 正しから ざると き は、 則ち 其の 行 必す賴 なり。 ，^^弱の；百、 鄙劣の 語、 尤も 愼 むべ 

ノ  0 人必 トゃ- 產十： 地の 普 群 あり。 然れ ども、 或は 好んで use ーマ： な"； 1,! するとき は、 則ち行必於 .=v?4;^!iH;'fe<、  .：：..^!§uily.i、 

I 此れ に^す" 又^ 劣 下の jAi も爲す は、 上品の 十に あらす。 文 も * ばざる の 費 か-謂 ふ。 -、  だ ^=\3^" 巨 く 

つ ひえ 

の 用語、 各， "品 あり。 賓客 葬祭の 語、 宗廟 朝廷の 言 は、 各  則 あり。 言語 輕く 出で、 

應對 節に 當ら ざると き は、 則ち 威儀 正しから す、 必す禍 を 招く の媒 なり。 や 

？」 I 械;. ，て士 の に 語るべき もの は、 義 不義の 論、 古戰 場の 事、 古今 9^ の 行、 時 代 

武義の 盛衰、 皆 議論して 今日の 非を戒 むべ し。 或は 他の 非 を 嘲り、 或は 時の 政 を^り. 

或は 遊 輿の 樂みを 語り、 或は 男女の 色 を 言る とき は、 則ち 心 必す流 慕して、 行必 や^. 

溺す。 人心 甚だ 之れ を 好む。 故に 「非禮 言 ふこと 勿れ」 と。 


- 了-  m 弟 - や 也 ；;; J 
も +  :mt ^、亡 
n  、は 第 
じ 游 孔 十 。=^ 
く  ^子 二 語 

i$ 诚の 章お 


「上) ^§ 

淵 篇 第二-お 

(六) 兵法 甞 

子、 周の ej- 

の 作と 云 ふ。 

こ の 文 は sf? 將 

に 出つ , 


\ ィ 


住 坐 臥 


こみ-ち 


、き 


-T'SLiiy  » 子游が ：il はく、  ^^:?|诚明は行くときに徑に*らすと。 朱 の： ：！ はく、^ は跻の 小に して 

r くと きは贝 ち^せす 提 なろ ものな り。 對 くに 必 す： 止 を 以てす、 而 して 小な 見て 速 かならん と 欲する の 意な し。 

： 氏が 曰 はく、 後世 徑に 由らざる 者 あらば、 人必す 以て 一と 爲さ か， 右.， Z こ 疑ら.^、  ： ^一一 一一； n を 

ん、 孔子の 徒に あら すん ば、 其れ 孰れ か 能く 知りて 之れ を. 取らん。 ：^.^.*sifT ノ まあ を ^さ 1^ お， を 


A  二 


ItuJ  5  t  }  、  ^.^-t  6^  n  ノ、  41  o 返路 は、 貴 S 住 来の 徑な り。 辭讓の 禮 あるとき は、 則ち 

：!! さす p を i つるより 敲を： UK る 力 力く す の 事な し。 若し 誤り 一」 下人 他に 礙り、 乘馬人 も 汙 す 

とき は、 則ち 速 かに 我が 誤 親の 事 を 述べ、 ーマ：を5^くして之れを敬し之れも禮せば、 他 何 ぞ爭論 せんや。 怠る とき は 則ち 必す禮 を 

忘る。 故に 門 を出づ るより 敵 を 見る が 如くす C 孔子の 曰 はく、 門 か- つると き は、 大賓な 見る が 如くす と。：； だれ 敬恭の 切なる を 

(六)  (五) 

1^ するな り。 吳 子が 曰 はく、 備は門 も sr つるより 敵な トこ 、つら-き ュム、 n-b^  ^--36  < ン 0  Bf- 行の： fil。 

見る が 如しと。 是れ備 へす とい ふこと なきの 謂な り U タ」 dl つると きね gcち^,'を亡化^^Q  S し も 首 ふなり。 

と どま  , ， - 

住る とき は 前の 法の 如くす。 I」！；？。 に 坐 するとき は 威儀 を 正し、 用具 を 佩び、 常に 不虞 

う t  ニー  3L-.、  0  B 上 坐す る „ つ l*,-tt コ ご 1 ' hFO  に ：n はく、 寢る とき は 尸の ごとくせ 

の^を， おれす の；^ かふ 一 I ふ。 ^するとき は 尸の ことくせ す すと。 朱 子 m はく、 尸 は して 死人に. 

？ 。傍に 利器 を 離さす、 夜の 戒を嚴 しくす。 g 。に 皆 人に 先んじて 其の 勞を爲 すべ 

し。 §5观_^5" 凡そ 士 たるの 道 は、 行 住 及び 坐 臥、 暫く も 放心 するとき は、 則ち 必 

す變に 臨んで 常 を 失 ふ。 一生の 恪勤 一事に 於て 闕 減すべし。 變の 至る や 知る ベから ざ 

ると き は、 則ち^！^怠るべけんゃ。 禮 記に 曰 はく、  Hf?f、 凡そ 人の 人た る 所以の もの は • 


禮義 なり。 禮義の 始めは、 容體 を： 止しく し、 顔色 を齊 へ、 辭令を 順にす るに 在 

行 往坐臥  四 八 九 
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V— す もじ 十 c^- 
公 

つ の 兵 韋 ^ 


體 正しく 顔色 齊ひ辭 令 順にして、 而 して 後に 禮. 義備 はる- 
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(一) &: む 

第 九 章 

法 害、 

^と 

^ に 

も 河に 投ぜし 

め、 士卒と 流 

れを 同じく し 

て飮 む」 と讀 

む 方よ く 通す 

2) 原文 は 

守，， 死 於 全道- 

とあり、  論語 

泰伯篇 第 十三 

章の 守レ 死 善 

レ 道より 出づ 

るか 

(六) 孟子 梁 

惠モ， 上篇 第二 一 

々：1 及び 架， 4- 上 

第 廿ニ章 

(七) 史記 n 

序 及び 韓*^ 子 

第 四 十七に 同 

fi;,^ の 文 あり、 

学 句 多少 異 is' . 


衣食 居 

惡衣惡 食 を 恥ぢ、 居の 安 からん こと を 求む る は、 則ち 志士に 非す。 g ま Ig^JI^ 

ゾリば は、 来 だ 與に議 るに 足らざる なりと。 父 曰 はく、 尹-子 は え、； Ar&t  b/r- f  乂 Tto  r>o 三つ n  .-r^t、r^ 

食飽 くこと を 求む る ことなく、 居 安き こと を 求む る ことな 1。 1^<3?^7-Ei:f:52.^ ハ刀 あり 三つの ものせ ノの 

あた 

位 を出づ ると き は、 則ち 度量 相違して 費 多く 財竭 きて、 武備 を 成す こと 克 はす。 三つ 

りんしょく 

の もの 及ばざる とき は、 則ち 志必す 吝裔に 在りて 叉 正しから す。 能く 其の 節 を 守る 是 

れ士の 用法な り。 凡そ 士の 衣服 は 分 あり。 唯 だ 武備に 稱ふを 以て 用と 爲す。 長短 縫 裁 

皆 則 あり。 食 は 麁糲を 以て 用と 爲す。 唯 だ 士卒と 滋味 を 同じく せんこと を 欲する のみ。 

ニー 一)  むかし  たんら-つ おく  (En 

三.^ に 曰 はく、 昔 者お 將の兵 も 用 ふるや、 第 醪 を li れる者 あり。 諸 れん， - 河に 投じて、 士卒と 流れ を 同じく して 飮 ましむ。 夫れ 1 

箪の酸 は 1 河の 水な 味す る こと 能 は. さる も、 而も 二， ポの士 爲に死 も 致さん こと を ふ もの は、 滋味の 「しれに 及べ るな 以てな り。 

然れ ども， 氣質病 多く、 脾胃 調和せ ざるの 士は、 叉 身 を 養 ひ 生 を 全くして、 を 全道 

よ； "りごと  (六 一 

こ. H7 る t ちる、、/ ン 0 言 ふこ ころ は、 七十の 者 は、 W て 肉 を 食 ふべ しと、 是れ 年老いて 肉に 非 ざれば 飽か ざ 

tip- な b 一  f  る 〈し なり。 人生れ て t 截の禀 くる 所 sg; あり、 年若き もの 爲 りと 雖も、 其の^ 胃 七十 に^ U 

^^,.0^^^^ 窒宅必 す 輕薄を 以て 用と 爲す。 115。 居 安く 窒美 なるとき は、 則ち 志 

{ 七 一 

家 を 思 ふに 在り。 是れ 志士の 意に 非す。 家宅の 廣狭用 所、 尤も 武の式 を 守るべし。 


きんし-:' ぶんき  き-? んん  しろつ ち  いら か たる 

に 曰 はく、 「帝堯 の 天下に 王たり し 時、 錦 繡文綺 は 衣す、 宮坦屋 宅に" せす、 s-^ 

き  て しら けづ  , 尸  さむさ 

橡. 樓は 剛ら す、 茅 茨 庭に 偏 けれども 剪らす、 鹿裘 にて 寒を禁 ぎ、 布 衣に て 形を掩 ふ。 

れ，..，- わく あつ もの 

糲 1  おの 飯、 凝 藻の 獎 なり。 役 作の 故 を 以て 民の 耕 織の 時 を 害せす。 心 を 削り 志 を. 約 

にして、 事に 無 爲に從 ふ」。 

財寶 器物 

(八ん 底 木 は  夫れ 財寶 は、 乏しき 者に 給し、 貧しき 者 を 救 ひ、 給、 ら ざる を 省み、 賢者 を 招き、 士 

「省 レ不レ 給」 

と あり  を聚 むる の禮 用な り。 器物 は、 今日の 用 を 足らし めんが 爲 なり。 士 たるの 道 は 身 を 主 

君に 委ね、 死 を 全道に 守る。 これ 古人の 格言な り。 若し 財 寶を吝 がり、 器物 を翫 ばば， 

則ち 武義 自ら 闕 如して、 大 節に 臨んで 殆ど 家 を 忘る ベから す。 家 を 思 ふの 切なる は、 

義を棄 てて 死 を 遁れ、 謗り を 指頭に 受け、 汚れ を 父祖に 及ぼす、 人面 獸 心の 事、 何の 

ありあまる し-もがら 

樂 みかこれ あらん や。 金銀 財 器 有餘の 輩、 或は 國を失 ひ、 家 を 滅ぼし、 身に 易へ て. 

ゆるがせ 

財 を 積む の士 は、 古今 枚擧 すべから す。 IV： 忽 如に すべ けんや。 

師眷て 曰 はく、 天下の 財賓 は、 天下の 財寶 にして 一 人の 財寶 にあら す。 能く 交易 利 

財寳 器物  四 九 一 


. ^敎 小^  £ 九 •： 

潤して 萬 物 を 通用す。 故に 是れを 財寶と ：！： ふ。 財 あるの 人 は、 $1 费を厭 ふこと を 云 

ひて 費 を 知らす。 金玉 堂に 盈ち、 財 器府に 在りて 施し 用 ふること を 知ら ざれば、 ^ 

とど こ VH 

. ち 天下の 財 一 所に 滞って 天下の 用たら す。 赞の蔽 何事 かこれ に 如かん や。 人 財 を：^ 

めば 則ち 大概 これ を 杏 血 S す。 故に 聖人 は 金： 土 を 以て 財と 爲 さす、 ； s 雞 きの 財 を 貴ば 

す。 況ゃ 土器. 畫軸 • 銅鐵の 器を藏 して これ を 財と し、 千金 を 以て. これに. V 力 ふ。 そ 

の 惑 ひ^しい かな。 

飮食 色欲 

飮食 男女 は 人の 大欲 存 せり。 飮<艮 は 身 體を養 ひ、 禮節を 行 はんが 爲 なり。 色欲 は 子 

(一) 振 12 名 孫を嗣 ぎ、 情欲 を 止めん が爲 なり、 人 ル" 自然の 節 あり。 士は三 民の 長たり。 家業 鉢廣 

底本の まま 

く、 職 任す る 所 甚だ 厚し。 -：；！：：^ 愼 まざる ベ けんや。 飲食 量 を 過ぐ ると き は、 則ち 病 を 生. 

じ爭を 起す 0  g 、ふま：^ £1 失？ IIPj き" 然ら ざると き は、 則ち 睡眠 至り 骨體 重く し 

お- -たリ  ゆ ろ が.， •「  つか V ど 

. て、 事々 怠 生す。 怠 多き とき は 則ち 家業 忽 にして、 職る 所の 桌 凝滞して、 其の 費 尤も 

みだ  ろつ しん  r, か リ,. ，J,, 

大 なり。 色欲 淫 るるとき は、. 則ち 內議 多くして 用事 私 あり。 精氣漏 滲して 則ち 謀桌成 


み。 


せ 
ん 
の 


よ  じゅ 

與 受 

凡そ * 受の道 は、 君 H£ 上下の 義、 朋友 相 接 は るの 禮 にして、 士の愼 み 守 る ベ き 所 な り 。 

輿  ^  四 九 三 


らす。 3:2/-畏るべ きの•r^.iなり 。 仵重 くして 道 遠し、 故に 此れ を 以て 大 なる 戒 となす 

0:) 論語 泰 ； Wst4, 曰 はく、 「上 は 以て 弘毅 なら すん ば あるべ からす、 it* くして 道 遠し。 仁 W 

伯？！ 第 七 章  て r しわが 化と なす、 亦 K からす や。 死して 而 ~- て 後に B む、 遠から す や」 と。 


放 磨. 狩獵は 占の 制な り。 鳥獸の W 園 を 荒す は 尤も 之れ を 殺生すべし。 士 たる 道 は、 

^,^^M^S£ —— ^  ^  .r-  ^  )  »  ^^,^fA^^Dap^-t;>  歌は路 街の の歌謠 する tt- なり。 巷説 は ^ 

^w.^w.-^HnM の 开 を.；. i^-i.  .5^:^ 待 i?w=$J,lfs の 口：：： を i;?: 卩り 港に 於て 風說 する 所、 ij: 昨 代め 政務も^ ぼ 兄 

財^、 所 自ら 水澤 山林に 入り、 矢玉 纽戟を 用 ひ、 四 支を輕 くし 骨 節 を 習 はし、 士卒の 村 

を考へ 兵士の 用を閱 す、 必す士 の 勤むべき 所な り。 然れ ども 用 ふるに 時 あり、 fliw 

！？ f SI 致す に 節 あり、 苟も 1^. つ を 失 ひ 節 を 忘 るるとき は、 則ち 田園 を 荒らし、 民力 を效 

A  ATX  - -,  コー 

す こと、 ひ，： L? 獸の禍 の 如くな らん や。 士の なす 所 は、 戯 遊と 雖も皆 據 あり。 而 して 

、一一 一) 

其の.^ 末 を 計ら ざれば、 則ち 常に 荒 暴す らくの み。 


書 ぺ 
森が t  III 施 

義に 金と 子 
を しの 號美 


< 一) 兵法の 

意。 二 略の 上 

. ^に 出 づ 


(r:) 禮記王 

制に 「人る を 

虽りて 出す を 

す」 と ST つ 

(！：) ま H 篇 

i„s  ニ^ 

CrfO 三 略の 

中.^ = 

て與 へる 食物、 

<4 子ホ 〔子 上篇 

卜 W に、 「蹴 

^として 之れ 

.v-.m 、ふれ. は 

乞 人 も. 2^ とせ 

さるな り」 と 

< ^七) ^^-心下 

一  章 

CV) 支 W 古 

EI 斗、 火 量な 

云 ふ 


武教 小學 
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法に 曰 はく、 「軍に 財な きとき は士 来らす、 軍に 賞な きとき は士 行かす、 香 餌の 下 


-ニ ) 


(必 す) 懸魚 あり、 重 賞の 下に 必す死 夫 あり」 と。 叉 曰 はく、 「魚 は 其の 餌 を 食って 乃 

ち 總を牽 く。 人 は 其の 祿を 食み て 乃ち 其の 君に 服す」。 祿を 以て 人 を 取る 皆是れ 古の 

制な り。 財祿 ありと 雖も與 へ 施さざる とき は、 則ち 士卒の 來服 なし。 唯 だ 匹夫 獨 身な 


。 與施分 を 超 ゆると き は、 則ち 財 竭き祿 乏しく して 武備 叉 何ぞ整 はんや。 故に 出納 


(三) 


を；^ 


tzf そ, る も り て 沖す. 

度み- 考へ て 量 も 知る とき は、 

則ち 過不及の 1^ りなし。 論語に 曰はノ 

の 際に 於て 其の 常る こと を 知らす。 故に 及. はざる も と 日- 

(五)  (六 一 

せ ざれば、 則ち 義士 来らす。 傳に曰 はく、 「義士 を 使 ふに 財 を 以てすべ からす、 爾來 


度量 を考 へて、 或は 施し 或は 與ふ。 是れ士 たるの 法な. 

やぶ か . 

：納の 吝 なる 之れ も 有.？ と 謂 ふ 云々 と、 出納 Ja ヽ /  ,i^4l  二  -|*&.§こ八、、匸 

-^ざるも^£:と：：ふ、 過ぐ る を 奢と 曰 ふな h-r  # へ ^す こと 索に 方て 


の 食 は 乞食の 者 も 之れ を 受けす」 と、 -：：：：^ 愼 まざる ベ けんや。 之れ を受 くるの 道 は、 義 


あるとき は 則ち 物の 輕 重に 依らす、 之れ を 受けて 可な. 


天下 は * 器な り。 ^^之れ^^舜に授け、 舜 

之れ も禹に 授けて 辭讓せ r。 爾卞レ の 苜は 


(七) 


の 義を闕 き 一 の 


至って 少しな り (と 維 も)、 人 能く 之れ も 受けす。 孟子の H はく、  . ^能く 爾 れも受 くる ことなき の 

賓を 充てば、 件く として 義を爲 さざる 所な けんと。 朱 子； II はく， 爾；^ は 人の fesa する 所の 稀な り。 

道 を 去る とき は、 則ち 千 鍾の祿 天下の 重きと 雖も受 くべ からざる なり。 凡そ 仕官の 士 


は、 tift の 外に 施與を 受けん こと を 欲する 者 は、 分 を 超へ 量 を 過ぐ るの 輩に して、 效 


きん 


h  P  二し 1. &欠， u...^  、 、 きナ曰 はく、 小お の 家、 故な くして 百 金 も 得る に、 大！？ i あるに ざれば 必す大 なる 

<s と さス こと を 5WT-5\。 力 咎 あり。 なれば、 彼れ が 獲る 听は 4 金に 過 ざす、 其の 得る， 听の もの は微 にして- 

(繳 力) 


.S かん _ 


？ SG はす、 行 

の 著 七 書お 義 

によく 引 S す 

二 〇) 「数 

も？ 3 すの 金な 

h^J の 方 分 h- 


用 ふる 所の も C- 狹し。 故な くして 百 金 を 得れば、 則ち 其の 志驟 りて 其の 守，， 2 所 も 喪 ひ、 决、、 らすん tH.y ロ收 7 貴 js っハ， ォ、 

之れ も 得る と 雖も必 す 失 ふ 云云と。 s« 金 は 家 W の 財に 北す して、 敖の 金と 爲る なり。 3^: ら 1"^ んは 1^ な， Ms^r^b. 

(き 

堂に 盈 たんこと を爲 さん こと を 欲する か。 兩 つながら 當然の 理を失 ふなり。 施と 受と 

は士の 專ら愼 むべき なり。 或 ひとの 曰 はく、  士は吝 血 S にして 財 を 積まん より は 寧ろ 施 

の餘り あらん こと をと。 


Til) 港 文 

公下篇 第二 韋 

ニニ) 朱の 

大儒 張 載、 

は 子 K ；、  S, 

して 橫渠 先生 

と 云 ふ、 出生 

地の 名に 因め 

るな り、 この 

文 近 思 錄克： U 

類に 出づ 


子孫 敎戒 

子孫の 恩情 は 天道の 自然にして、 血脈 相績の 成る 所な り。 人倫の 厚き、 何事 か 之れ 

し  うへ き 

に 及かん や。 我が身 旣に沒 して、 嗣子 放 僻なる とき は、 則ち 家 絶え 身 減ぶ。 何ぞ 恩愛の 

甚し きを 以て、 敎戒の 事 を 垂れ ざらん や。 士は 大丈夫 を 以て 勇と なす。 愛惠の 切なる 

に 於て、 信 勇 を 以て 之れ を 戒め すん ば、 志士 仁人に 非す。 お"：. P 貝 2、 淫 財お ifst ；、 

•4 一 S 請？ と 11、 凡そ 幼 穉の間 は、 氣の禀 くる 所 唯 だ 天然にして、 心 知 未だ 主と する 所 

ま  き？  (Is 

あらす。 其の 習 日.' に 長 じ 月，' に 益して、 善悪の 機す 所な り。 しだ 慎むべし。 張横渠 

の 曰 はく、 「今 世 は 男女 幼き よりして 便ち 驕惰壞 了す。 長す るに 到りて： S 偸. -凶 狼な り」 

と。 叉 曰 はく、 「子 を 愛して 敎 へざる を驕 子と 曰 ふ。 士の 子孫 を敎戒 する こと、 其の 

子孫 敎戒  四 九 五 


< 一) 


-(•：) 山 杧の大 

1*^^、  ^道 

先^^と.}^ふ。 

この 近 E: ぃ錄 

*：； ゆ；；？？ より 抄 

^す 

(：•：)  i> 

ら^ 樂 先：；；， -i 

辨す。 節 は 

その 諡 なり。 

こ の は邵： ナ 

$^ 一 、 誡 

.ン孫の^!3-に出 


武敎 小^  四 九」 ハ 

知 を 正しくし、 其の 機 を： にして、 其の 事に 信 あらしむ」 と。 ぜ、 ほ ま 

^B^. 故に 知の 發す るに 於て 邪 正を考 へ、 邪 を 戒め 正 を 揚げ、 wi^ ご 養って 之れ を 恐 

れ威 さしめ す。 少 事と 雖 も詐僞 を 以てせす、 戯遊必 す：..？ 矢 竹馬の 禮を 以てし、 首 語^ 

武義禮 讓の節 を 以てして、 其の 精氣 をして 全くし、 情欲 をして 寡から しめ、 敎 ふるに 

,て上 - ^1, - -ト 0 論 ms に in はく、 仁 も 好んで 學 を W まざる とき は， ：H 、の S や $』 なり。 .S を好レ ひ擧な 好 is ると き は、 其 

3-4 _  の 蔽ゃ蕩 なり •。 13,1^ 好んで 擧も 好まざる とき は、 其の 蔽ゃ賊 なり。 苗 も 好んで ffi. も 好まざる とき は、 其 

の蔽ゃ 絞な り。 ！ も 好んで 舉も W まざる とき は、 其の 蔽ゃ亂 なり。 剛を 好んで 學を 好ま ざ/. * とき は、 其 S 蔽 犬： T>  、：ゝ も iv< 

や 狂な り.： ム-; ム。 そ 幼 街 は精氣 全く 偏 はるの 節な り。 先づ舉 も 以て 先聖の 格；：  一一 2 を覺 さしむ、 是れ W の 法な り。 タ^ ふ ミー エノ 

は 記誦に 陷り、 或は 詞章 を玩 ぶと き は、 則ち 倭 俗 を 忘れて 漢の様 を 欲す。 

ii ま f£?£ 、なほ。 明 道の 曰 はく、 「凡百の 1^ 好 は 皆 志 を 奪 ふ。 書札に 至りても 一 向に 好 

著 すれば、 亦 自ら 志 を 喪 ふ 云云」。 人に： M 禀の異 あり、 故に 其の 輕重淸 を考 へて お 

ひ 馴らさし む。 言語 已に通 するとき は、 则ち師 を 選み 友を考 へて 人品の 下に 到らし む 

ニー 一) 

5  -  -  ニづし 0 成 節の 邵 先生、 子孫 を 戒めて： n はく、 上品の 人は敎 へす して 善な り。 巾 品の 人は敎 へて 而 して 後に 善な り。 

ズ こと 夕- V ド 品の 人は敎 へても 亦^なら す。 敎へ すして； » なる は 塞に 非す L て 何ぞ。 敎 へて 而 して 後に 善なる は資に 

35^れ；"5駐。に錄トに；^85。師弟の相接はるは、 . ^も 敬 恭 すべ し 。兵書 武 m は 汚れた る 席に 置 

くべ からす。 まひ 淑 ぎて 之れ を披 き、 師を 貴ぶ こと 父兄の 如くす。 151  お IJIgny 、は 

倫の-明も^ らしむ。 其の 恩情 ssi- なり。 豈忽 如に すべけ 

A^c 我れ 士 として 武害： « 事 も fe ん する 者 は志チ に：^ す。 


8 禮記内 


(ffo 大戴禮 

木 命 第 八十 

(六) ぉ漢宣 

帝の 諫大 夫、 

前^ 害 列傳第 

£ 十二に 出づ 

(七) 小與  i 

倫 夫婦の sa- の 

註に 出づ 

(八) 紫 式部 

の-, 源氏物語、 

作者 不明の 伊 

物語 


凡そ 女子の 敎戒 は、 甚だ 以て 慎むべし。 其の 法 多く 弱 を 以て 敎と爲 す は、 犬なる 

誤な り。 士 の妻窒 たる 者 は、 士 常に 朝に 在りて 內を 知らす.、 故に 夫に 代りて 家業 を戒 

む、 ぉ懦 弱 を 以てせん や。 夫れ 男 は 內を言 はす、 女 は 外 を： 百 はす、 { お-: 至 を爲 りて 內外 

を辨 す。 Si 化 泊お i;&s¥f 鵜き， 男女 挑 枷 を 同じく せす、 敢 へて 夫の ^fLII けす、 

舅 ：6 ゥ の 道に 能くす。 liS5i 謹"； nf 。なお S き 5§ ；^? §、り ま 漢 唐の 間、 義を 守り 節に 死す る 

の 女、 sifsllss^ ，； is^ 闘國 武將の 妻室、 盛衰 を 以て 節 を 改めす、 存亡 を以 

て 心 を 易へ す。 或は 賊に當 り 或は 敵に 死す。 斯の 如きの 禮節、 此の 如きの 立 操、 兑！ i 

弱の 敎を 以てせん や。 蓋し 女 は 陰 を 主 どる、 其の 體^ に 其の 心 順 ふ。 是れ 自然の，^ 質 

なり。 故に 柔順 を 以て 用と 爲す、 ls^ss;pfl§5;J?i^ii52JS£g:s;JSK^ 

能く 果斷を 以て 制と 爲す。 sli き；」 ifssss 戲遊言 語 は必す ^のき を 以てすべ か 

らす。 敎 ふるに 義の 正道 を 以てし、 示す に武の 本意 を 以てする とき は、 則ち 夫婦の道 

(六)  (七) 

H ン/ ヽ ンて、 uvtM  y  XJO 王 吉の上 疏に曰 はく、 夫婦 は 人倫の 大綱な りと。 朱 やり 曰 はく、 夫婦 あり 

丑し くして ノ  #のブ 這^ 力なり て 然して 後に 父子 ありき 一. 一と。^ 嘗て はく、 近世のお、 女子に 教 ^ るの 

(八)  たのし &  ぃ- つえん 

擧、 皆 源氏 • 伊世 (勢) 物語 等の 俗書 を 以てす。 甚だ 歎息すべき かな。 此れ等の 書 は淫 佚の 事な 以て 樂 i 爲し、 悠馳の 事へ. -以 

て專 らと爲 す。 或は 女子の 別 夫に 通す るか 一書き、 或は 人情の 及ぶ 所 も 記し、 筆力 甚だ まくして 尤も 女子の 書たり。 然れ ども； if の 

いづく 

書 を 以て 举-戒 とする の 女子 は 今 焉 んぞ あらん や。 筆 削す る 

所の 者 も亦淫 佚の 女な り。 必ゃ 之れ を 玩味せ しむべ からす.' 
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武 敎小學 (原文) 


武敎 小學序  S00 

武敎 小舉序 

大農 大工 大商、 爲 M 天下 之 三寶ー 士 無二 農工 商 之業ハ 而所 r: 以爲 M 三 民 之 長 1 者、 無 A 他、 

能 修ぃ身 正.' 心、 而治 レ國、 平 二 天下 1 也、 然世遠 人 亡、 鄕無 M 善 俗 一 せ？ 一誠 敎ー 故 或 短 

. 衣 蓬 頭、 而以ニ 怒， 臂按 -k. 爲，， 俗、 或 深 衣非 服、 而以 11 記誦 詩 章 1 爲. 敎、 其 過不及 S1 可 M 

. 歎息 i 乎、 有宋晦 if 述， 作 小學； 而 人生 自 二八 歳 一 迄 M 十四 歲ー 敎以ニ 漉 掃應對 進退 之 節、 

愛レ親 敬レ長 親， 友 之倫ハ 且以 n 嘉言善行 一 爲 ニ終篇 T 其 功 偉 哉、 盛战、 然俗殊 時變、 倭 

, 俗 之 士所レ 用尤泥 著、 則 居 ニ闔國 1 而慕ニ 異域 之 俗 一 或學 ー禮義 1 用 二 異風 一 或爲 ニ祭禮 1 用 1- 

異様； 皆是不 レ究」 理之誤 也、 學者爲 二 格レ物 致- A 知、 而非レ 爲レ效 二 異國. N 俗： 也、 ；^仏 爲， 士 

之 道、 其 俗 殆足, 用 二 異俗ー 乎、 習， 一之 於幼禪 之時ハ 欲 二 其 ¥ ^與 AtH 化、 與レ心 成 1 之 事 者、 

. 誠 先聖 之實 也、 山 鹿 先生 武敎之 垂戒、 其 敎甚明 也、 於 二 先生 之 門 一 欲， 學 ：- 士之道 1 者、 

必以 ニ此敎 1 爲：， 戒、 其 志 何 放逸 乎、 生 知 之 質、 上品 之士、 外様 何足レ ¥：^、 然 俗殘敎 弛、 

則 自陷. ー溺 異端 1 者、 人心 之危 也、 •  士食 M 君 之祿ー 爲 •： 民 之 長 一 而其形 其 行 其 知不」 正、 


則 天 之賊民 也、 尤可 二. ば 辱 i 之 至 也、 此ー篇 輯錄而 爲；； 梓锓， 者、 殆非 M 先生 之 志 一 門^^ 

子等、 竊 鬼 集扁題 而猇ニ 武敎小 g ム士之 浮縻蒙 童、 敬受， ー此敎 1 者、 爲ニ 志士 仁人 之 一 助 1 

乎、 玩味 而勿， 忽矣、 明曆 申 八月、 門弟 子等 蒸 序 題、 

(目錄 略す) 


武敎 小學序  五 〇 


武 敎小學 

藤忠之 校正 

srj 人 

藤 可 慶句讀 

夙 起夜寐 

凡爲， 士之 法、 先 夙起而 m、 漱、 櫛、 正： 衣服 一 佩-一 用具 一 謂 i 錄、 ¥ や 1i 、欺ん S1J%.^、 

能 養 M 平 曰： 之氣ー 孟而體 n 認君父 之 恩情 一 思： 量 今日 之 家業； 可レ觀 T 身 體髮膚 受-- 之 父 

母 一 不， ー敢 毀傷， 孝之始 也、 立レ身 行， 道揚 M 名 於 後世； 以顯こ 父母； 孝 之 終 也 h 而後 示 こ 

家事； 謁 _ー 賓客 一事 A 君 則 速 出仕、 事 二 父母 1 則 行 察 二 其 安否 1 矣、 出 而事則 謀不， 出-: 其 位 一 

侍 こ 長者； 則 敬 如 二 父兄； 能 謙 退 而不. 爭、 }^ 也 君、 叶 K 一お ぎ f  - 以. 文 會^、 以 X 友 輔.； T- 

0： 子 之 言 也、 朱 子 nl、  レ擧 ^  vyi ん、 UHP  &h、 孔子 曰、 盆 者 一一 一友、 楨者三 友、 友レ 直友該 友， 1 ヒ ヒー 一一 一口 广、 g ？、 

以會レ 友、 則 道 #g 也、 笮 一一， 一  具 Bii. レ 1st, マ 多 聞 f 盆 矣、 友-便 僻-友-一善 柔- 友-便佞； 損 也、 ォ A^bii 

常 思 i 之 正義 一 而不， 可， 懈、 是全， 交 之 道 也、 マ 

夙 起夜寐  五〇 三 


. ^敎小 學  五 U  S 

凡： 官 之途、 朝 出先， 人、 夕 返 後 A 人、 歸宅之 後、 先謁 S 父母 ハ 下， g 抬 L 聲、 ii,,f 

iiiSf 著 k 而問 u 留守 之 用 所.； i:l、 計 > 一.^ 綏 1 而行 >| 其 辜-閑 則 顧 今 曰 之 行 I ハ股 

則披： 一書 傳, 而考 二士 之 正道； 知， I 義 不義 之 行 一 日 旣沒、 則爲ニ 夜戒" 人； 

寢 所.； 休 k、 寬. 體、 而令. 安二 士卒 之體ー 確 寐ぼ<3？ 

燕 居  ■ 

は 日、 仕官 之途、 至 二 四十 一 爲ニ强 仕 之 年 一 ^^s.^s^,sm  0 凡考 -r 

子孫 之 量 一 雖， 爲 n 弱冠 一 可， 使 レ經ニ 官途 1 矣、. M^ss^.  士， 仆^、 

閑暇 多、 If^j, ま-或 不幸 而未， 仕レ 君、 或 父母 早沒、 及 遠 離、 而不， 得 M 朝夕 之-勤 化 一 燕 

居 休暇 之 曰 多、 則 其 志 怠、 而不. 愼 U 家業 一 殆類 ニ禽獸 1 矣、 近 大 Mr 

曰、 小人 閑居、 而爲ニ 不善； 無， 所， 不，， 至 云云、 故 於 二 閑居 之士ー  不， 可， 無二 敎戒ー 先 夙 

起、 而盥漱 櫛、 出 k 謁二 諸士ー  對 -1 賓客 一 於- - 庭前 一 見 k 及乘. 馬、 

3、 不レ 知-, 御馬 之 法 f 則無レ 達き 戰之ま 故 古 H 人手 C  戶 ，^- 速 食、 ^^3^  i は嫩、 Ira 後或钮 術、 

之 法、 好不 レ以レ 道、 則 唯 好-喜 M 人 之 而不レ 知- -士之 用法 1 尤 可レ！ ^也 、、"^ノア 飯 之 時-も 1^  _  t  -  -C? 

或 弓 射 之 澧、 或 鐵炮、 或餘、 皆 矯ニ骨 節 一 正 11 進退 1 之 法 也、 故 到 二 師許ハ 叉 招 1- 請師ハ 


而 更不， 可て 懈、 久怠、 則 手足 不二 自由 一 骨 節不， 1 相應： 而 身不， 輕體不 t 劇、 而士 之業必 

闕、 猶暇、 則披. 書、 而論二 武義ー 講， 1 兵法； 閱， ！士 器 一 ^^.^mssm^sm^ 

司 f 必怠 ..m 久、 則 腐朽、 或 外 好而内 籠、 或 損 多-, gffl 不レ 足、 故 武將之 古、 座席 賓客 之 用、， 被，， 飾 .t 之. 0. がま、 

皆 以，， 武器 f 而不」 以，， 玩器； 是举 龢-. 其 用 於 先お f  其 利 於 師友； 而或捨 或 用、 而^^す其贊ょ也 n  2.1.1..^^ レせへ 

氣專、 而不， 之， 他、 放 僻 邪 侈 之 意、 無， 所， 發、 故 孟子 曰、 人 無 n 常 産 一 則 無二 常 心.； 

產者、 *|^業也、 115;^各有，，ぽ之產第1 若失-產 

業 T 則 常 心 放逸、 而放僻 邪 侈 之 心、 滿溢 也、 

, 言語 應對 

言語 應對 者、 志 之 所い 適 也、 戲言出 二 於思ハ 是也、 凡士之 言語 不レ 正、 則 其 行 必^ 也、 

^d^u/-f  >  „^\t:.KI 吾、 ^ptTT  I、 人必 有： 生產 土地 ts き 然或 好， ず f お、 之 ラ！； ク則 fj, 類 レ此、 ^^,^^> 

雾 T^.NP  f  ブ IP レ 又爲 一一 鄙劣 凡 下 之 語 f  a 一一 上品 之 十； T 謂 一一 不レ舉 レ文之 s  單ぉ 3ST;S? 

武器 馬具 之 用語、 各 有, 品、 賓客 葬祭 之 語、 宗廟 朝廷 之 言、 各 有， 則、 言語 輕出、 應對 

不， 當， 節、 則 威儀 不， 正、 必招レ 禍之媒 也、 llgia ぶ 士之可 二懷語 1 者、 義 不義 之 

論、 古 戰揚之 事、 古今 勇義之 行、 時代 武義之 盛」 炭、 皆 議論、 而可 レ戒！ 1 今日 之 非 一 或 嘲- 1 

他 之 非.； 或 謗 M 時 之 政； 或 語 二 遊興 之樂ー 或 言 U 男女 之 色 一 則 心必流 藻、 而行必 陷溺、 

人心 甚好 X 之、 故 非 禮勿ヒ 百、 

• 言 語 應對  五 〇. 五 


武 敎小學 
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行住坐臥  - 

了 U ド 子游 日、 せ i 诚明行 不レ由 レ徑、 朱 子 ョ ヽ 徑 者、、 潞： f-^; 、一 5?fljw.g& じ、 P 稲 lif?> 小 不レ礙 一一：^ 人 r. 

行 Sc 不レ徑 5;!? 意； 楊が 日、 後 世 有，， 不. 由.. 徑者 T 人必 以5!5ヽ 孔 g 之き 其 孰 能 や 之 ^レぉ ブイ 

.  i  -  >  ： 1» 1 ^  、  l^4r 貴賤 住來之 ST 也、 有，， 辭菌之 tlT  M 無" 喧 之 

不レ爲 こ 非禮ハ 不 X 出 11 過言 一 自レ 出レ門 如レ 見レ歸 sljkl- だ i. 他、 乘 I レ人、 則 速述き i 之 

£,MH、 而敬レ 之、 禮レ 之、 則 他 何爭詹 乎、 fflj! ミぉパ 故. S ゆ 『 Jtg に ま、.，, 子 J い ，1〕 出-外 則 可レ忘 レ內、 

Ik、 如レ 見-一大 賓 T 是表ニ 敬恭之 切-也、 吳子 曰、 PS  £、 如レ 見レ， あ C 疋き不 之 謂 も -レタ RM 

住 則 如 二 前 法 一 §1 坐 則 正 n 威儀 一 佩 二 用具 ハ 常不， 忘 二 不虞 之戒ハ 0, 臥讪 

不レ 尸、 SSJt お J 子 曰、 傍 不レ離 一一 利器 "嚴 一一 夜戒ー 皆先レ 人、 而 可レ爲 一一 其勞ー ^ 

|_; 舰、 凡爲 i 之 道、 行 住 及 坐 臥、 暫 放心、 則 必臨レ 變而失 A 常、 一 生之恪 勤、 於-二 事- 

可： 闕滅； 變之至 也、 不， 可， 知、 則&^ 可レ怠 哉、 禮記 曰、 凡人 之 所 二 以爲- 人 者、 禮 

義也、 禮義 之始、 在,， 於 正 二 容體； 齊 n 顔色 ハ 順 * 辭令ハ 容體 正、 顔色 齊、 辭令 順、 而後 

衣食 居 

恥，， 惡逢 食； 求，， 居 安一 |,, 志士 一  讓 S 、醇 ass:s まい ま？ 衣 賓居各 有 


レ分、 三者 出， 1 其 位 一 則 度量 相違、 而費多 財竭、 而不 A 克， 成 二 武備、 一 三者 不レ 及、 則 志- ゼ 

在 こ 吝啬ー 而 叉不， 正、 能 守 二 其 節 一 是士之 用法 也、 凡士之 衣服 有， 分、 唯以， 稱 二 武備 1 

爲レ 用、 長短 縫 裁 皆有レ 則、 食 者、 以 1!< ^糲 ー爲レ 用、 唯 欲 下 與 二 士卒 1 同 * 滋味 上 而已、 Jill. 卵、 

將之 用-お、 有 払 は，， 者 ハ ^^、.投，，諸河： 龃へ，，士卒-^2气 -, m 飮 夫 - 4<ご3^1^&巧多、 -  >E» 

酸、 ザ 能 レ#_ 二 河が 水 T 而三 m 之士、 田" 爲 致.， 死者、 以，， 滋味 之 さ 已也、 ^^ff  0=:胃ォニ||^»禾1  ーノ. -.n 

叉 可 レ有卞 養レ. k 玉レ 生、 而守 二死 於 全道 一之 量ハ y 十 有 者 厚， き SSB 肉お 趟 5; 默 Sii 錄、 

レ 不，， ？-窒 宅必以 ニ輕薄 ー爲， 用、 fif 蔽 居 安室 美、 則 志 在：， 思， 家、 是非 二 志士 之 意 一 家宅 之 

廣狹用 所、 尤可 A 守 二 武式ハ 傳闩、 帝 堯之王 二 天下. -之 時、 錦 纏 文 綺不， 衣、 宮垣 屋宅不 

レ堊、 蔡枘緣 機 不,^ 、 茅 茨 偏， 庭不レ 剪、 鹿 裘禦レ 寒、 布 衣掩レ 形、 稿 梁 之 飯、 藥繁之 囊， 

不ァ以 二役 作 之 故； 害 S 民 耕 織 之 時 h 削：， 心約レ 志、 從 11 事 乎 無爲ー 

财寶 器物 

夫財寶 者、 給ニ乏 者； 救 n 貧者； 省 A 不， 給、 招 二 賢者 一 聚， 士之禮 用 也、 器物 者、 爲， 令 

レ足ニ 今日 之 用 1 也、 爲 X 士之 道、 委ニ身 於 主君 一 守 二死 於 全道； 是 古人 之 格言 也、 若 吝，, 

財寶； ^二 器物 一 則武 義自闕 如、 望 二 大節ハ 而 殆不， 可 家、 思， 家 之 切、 棄レ 義而遁 

財寶 器物  五 〇 七 


武 敎小學  五 ◦ 八 

レ死、 受ニ謗 於 指頭 一 及- 1 汚 於 父祖 一 人面 獸心之 事、 何 樂有レ 之 乎、 金銀 財 器 有餘之 輩、 

或失レ 國滅レ 家、 易レ身 積レ財 之士、 古今 不：， 可 1! 枚擧ハ $1^ 可 11 忽如 1 乎、 

師 # 曰、 天下 之財寶 者、 天下 之 財寶、 而非 ニー  人 之 財 寶プヒ お-父 易 利潤、 而通ー 1 用 萬 物 T 

故 是曰二 財 ix; 有 レ財之 人、 皆 言」 厭レ 費、 不.， 知レ 費、 金玉 盈ぃ 堂、 財 器 在.^ 府、 而不 知- - 

施用ハ 則 天下 之 財、 滯ニ 一  所.； 而不， 爲ニ 1K 下 之 用 一 費蔽 何事、 如， 之 乎、 人 好い 財、 則 

大概 吝ニ 裔之ハ 故 聖人 以ニ 金玉 1 不 レ爲レ 財、 不レ貴 n 難 レ得之 財 〔 況藏 11 土器 畫軸銅 鐵之器 T 

而財， 之、 以 11 千金 1 易， 之、 其惑甚 乎、  . • 

飮食 色欲 

飮食 男女 者、 人 之 大欲 存也、 飲食 者、 爲 T 養 11 身體 一行 * 禮 節.，； 也、 色欲 者、 爲 子孫 T 

止 * 情欲. -也、 人 皆 有 11 自然 之 節 一士 者爲 二三 民 之長ハ 家業 彌重、 所 二 職 任 1¥ 厚、 5 一：^ • 可ぃ不 

レ愼 乎、 飲食 過， 量、 則 生， 病 起， 爭、 § 體 lij、 不 レ然、 則 睡眠 至、 骨體 重、 而事々 

怠 生、 怠 多 則 家業 忽、 而所 X 職 之 事 凝滯、 其 費尤大 也、 色欲 淫、 則內議 多、 而 用事 有 

私、 精氣漏 後、 M 謀 事不ぃ 成、 甚可」 K 之 至 也、 任 重而道 遠、 故 以：， 此爲 >1 大戒ー 


不，， お Sgf  重 ..m 道 遠、 仁 以爲， 「しぼ； 

木，， 亦 重 I 乎、 死：. m 後已、 不一 一 亦 遠， 乎、 

放鷹 狩獵  . 

放鷹 狩獵 者、 古 之 制 也、 鳥 獸之荒 二 田園 一 尤 可.， 殺 二 生 之； 爲レ士 之 道、 知 >- 險阨 遠近 山 

n.Kl 杉.； 4|:1^^ハ八ロ奪次：^61兌.\|ロロ、 街 歌 者、 路街 之童穉 所， 一 歌 謠-也 、巷説 者、 於，， IV  kssll 木、 02 

|.1ノ」开1 赏ニ lei ，择哥 に 口 1 路巷 一， 所， 風説； ゆ： 時代 之 政務、 .^u 所き 見 一也、 自 ス ニガ澤 U お 1 芹 二 

矢玉 劍戟； 輕！！ 四 支； 習！！ 骨 節； 考 n  士卒 之材ー 閲 11 兵士 之 用 一 必士 之所レ 可.， 勤 也、 然用 

有レ 時、 致有レ 節、 苟失レ 時 忘レ 節、 則 荒 二 田園； 費 二 民力； S 如. 二 a 獸之禍 一 乎、 

^,i之所レ爲、 雖ニ戲 遊 1 皆 有， 據、 而不 計 n 其 本末 一 則 常 荒 暴 而已、 

與 受 

凡 施受. 之 道、 君臣 上下 之義、 朋友 相 接 之禮、 士之 所：， 可 n 慎 守 1 也、 法11:、 軍 無, 財士不 

レ來、 軍 無に 員士不 行、 香 餌 之 下 (必) 有 n 懸魚； 重 賞 之 下必有 n 死夫ハ 叉！ 11、. 魚 食 こ 其 

餌ハ 乃牽 n 於總ハ 人 食 二 其祿； 乃 服 n 其 君； 以， 祿取， 人、 皆 是古之 制 也、 雌, 有，； 財祿； 

不 n 與施ー 則 無 二士， 卒之來 服.； 唯 匹夫 獨身 也、 與施 超, 分、 則財竭 祿乏、 而 武備 叉 何 整 

輿  受  五 〇 九 
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. 乎、 故 計 二 出納； 二度 量； 而或施 或與、 是爲： i 之 法 也、 a» ^ま inglisijp! 

之 ifi#*H 與施不 い 於 二道 義ハ 則 義士 不 1 來、 傳『 使 M 義士 1 不， 可 A 以 A 財、 

雨來之 食、 乞食 之 者、 不：， 受：， 之、 登 可 A 不レ愼 乎、 受：， 之 道、 有レ義 則不. ^依 11 物 之 輕重パ 

： ： ^»  H^Fg、  \ssi、 養 2, 之舜 T 舜 疫.， 之禹 T 而不， -辭譲 T 爾牧之 言、 至少 也、 人能不 レ受レ 之、 孟 - .1 蹇、 

受レ之 可也 ；^町、者人鍵5:1レ^^1プ)|£^.に所 i^-.?psi&、 朱 子 日、 爾枚、 人 所-一 I- 之稱、 一  „ ？ 

去 ニー  道ハ 則 雖，！ 千 鍾之祿 天下 之 重ハ不 A 可 A 受矣、 凡 仕官 之士、 俸祿 之 外、 欲レ受 n 施與 1 

， 超 レ分過 レ量之 輩、 欲. 爲こ教 金 一 乎、 s.s.sm^s^s^^ 

； 1^ 一綱 職錢 。I 爲^ s.!s! 不 ぃ然、 吝嗇 積 財 之 俗、 欲 ki」 堂 乎、 雨 失 n 當然之 

理 1 也、 施與 X 受者、 士之專 可レ愼 也、 或 曰、 士與 n 吝啬而 積 r 財、 -寧施 之 有 レ餘、 

子孫 敎戒 

芋 孫 之 恩情 者、 天道 之 自然、 脈 相 績之所 A 成 也、 人倫 之 厚、 何事 及い 之 乎、 我 身旣沒 1 

而 嗣子 放 僻、 則 家絕身 減、 何以ニ 恩愛 之甚ハ 不, 垂，！ 敎戒之 事 1 哉、 士者、 以ニ 大丈夫 1 爲 

レ勇、 於 二 愛惠之 切； 以ー 一信 勇ー不 レ戒レ 之、 則 非 二 志士 仁人； s.s^s.0i. 

凡 幼穉之 間、 氣之 所：， 禀、 唯 天然、 而心知 未：， 有レ所 i 主、 其 習、 日長 月 益、 善 _惡 之 所 


レ機、 甚 可：， 慎、 張橫渠 曰、 今 世、 男女 從， 幼 便 驕惰壞 了、 到：， 長 益 凶 狼、 叉 曰、 子愛而 

不レ敎 曰 i 子 一 士之 敎ニ戒 子孫； 使 正 M 其 知； 勇，， 其 機； ：^^^事=|卵；4^&,1勿.^^故 

於 二 知 之發； 考ニ邪 正； 戒レ 邪揚レ 正、 養 & 而不レ 使， 恐 二 威 之； 雖ニ少 事 一 不ぃ以 一一 詐偽； 

戲遊 必以二 弓矢 竹馬 之禮ー 一 百 語 皆 以，！ 武義 禮讓之 節； 使，！ 其精氣 全、 情欲 寡； 敎以 n 文舉ハ 

にば、 仁 は つ せ ：(l^aBr 好」，？ 不. J-,,sr 則其蔽 也蕩、 v> 信不ぉ 其蔽 aM、 好. 直不レ 好. €、  si,  0 

^不レ 4.-. レ擧 其ぎ 也 ^ -.」 ^不レ 好 レ舉、 其 蔽也狂 云云、 凡 幼 IT 精 il- 全備 之 節、 先以 し樂、 令 化 二 先聖 之 格 一； HT  E. え 古 之；^ 也、 

然或陷 n 記誦； 或玩ニ 詞章； 則 忘 n 倭 俗； 而欲ニ 漢樣； S^KS^  f 明 道 曰、 凡 

百玩 好、 皆 奪, 志、 至 M 於 書札； 一向 好 著、 亦自 喪， 志 云云、 人 有 ニ氣禀 之異ハ 故考 n 其 

. 輕直淸 濁； 令 二 習馴； 言語 已通、 則 選：， 師考， 友、 勿. 令：， 到， 入 品 之 下； ^s^^.s. 

巾 is,: 乂汄、 後 *、 下品 之 人、 敎亦不 善、 不レ 敎.， g 善、 ^ 一り， GUJO 目き、 、二  丁  つ」、， W- -1」 、 1 ヽ 下 

kff, 教.. m 後 善、 f 賢而 3;、 教菜レ 善、 :^k. 向 I；、 師弟 之 相 接 尤可 ニ敬恭 1 兵書 武册 不レ可 

\ 置 一一 汚 g は軟 ， 波 V 之、 賢 XF.,sn 、父 up ハ ハ. 5 兄 名、， 天、 然之序 也、 師 者導レ 我、 き 到き 義 f 知 * 五 他 之 明い 其 

レ ap^ 一一、 r 戸一 iT^ff お ヒ.^  ，レ. on,? 一 ふ、 ノヌ 1 恩情 ：4.M 也、 豈 忽如， 乎、 我爲. レ 十；、 而き武 書 武事-者、 志 

.士  -. 

凡 女子 之 教戒、 茶以 可：， 愼、 其 法 多 以-! Si 弱 ー爲， 敎、 大誤 也、 爲 M 士之 妻室 1 者、 士常在 

レ朝、 而不レ 知， 內、 故 代：. 夫而戒 n 家事； 以， 一 惴弱ー 乎、 夫 男不, 言 レ內、 女 小, 首 レ外、 

二宮 窒 1 辨 U 內外； 男女 不， 同ニ撤 枷； 不，， ま 縣ニ於 夫 之 揮 橘； 能 二 舅姑 之 

子孫 敎戒  五一 一 
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道 一 llifws 舶、 柳、 漢唐之 間、 守 レ義死 レ節之 女、 Isf 闘 國武將 之- 

妻室、 以ニ 盛衰 1 不：， 改レ 節、 以 n 存亡 一 不：， き 心、 或當 X 賊、 或 死 i 敵、 如，， 斯之禮 節、 如 

レ此之 立 操、 ？ュ以 二 懦弱 之敎 1 乎、 蓋 女 者 主： JT 其 體柔其 心 順 也、 是 自然 之 生 質 也、 故 一 

一 

上 ^.1  $  an> 1^ 者 柔和 也、 順 者順從 也、 不 爭不 妬、 f 怒 下 貪、 是ぉ ヒ 匕ソ、 H^,kk  ^>  敢决斷 也、 一 

KL^-^^P  .-^^K^ 順 之 用 也、 孔子 Mr 婦人 伏-於 人" 也、 是故 無， <專 制之義 f ム R 上 llH^Mlf レ 儒お 則， ws^-.gj 

レ ％_、 戯遊首 語、 必 不.， 可：， 以 11 淫佚之 事.； 敎以 1! 義之 正道 一 示以 11 武之 本意 一 則 夫婦 之 道 一 

で」、 百 V  t^-uvlajt» 王 吉上疏 曰、 夫婦 人倫 大綱 也、 朱 子 曰、 有，， 夫 itf 然後 有，， 父チ， 云云、 ^嘗 曰、 近世 之 俗 i 

^ Im ノ倫. N,.K 這^^ 敎，， 女子， 之學、 源氏 伊世 物語 等 之 俗書 f 甚 F 歎息， 乎、 此等之 書、 淫佚之 事， 爲ー 

Z 樂、 It- 收&鼬 之 事- 爲レ 專、 或 書 =ー 女子 之 通-別 夫 f 或 記，， 人情 之 所 及、 »ぉ甚！^^ 而尤 爲，， 女子 之 書 f 

然 此 書- 爲， 1 垂戒- 之 女子、 今焉有 乎、 所-, 筆 削， 之 者、 . ^淫佚 之 女子、 必不 L 可，. 令-玩味 A 之、  一 
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解題 並 凡例 

山 鹿 素行 は、 明 暦 二三 年、 卅 五六 歲 頃に、 多くの 文武に 關 する 書 を 著 はした。 文. に 

於て は 修敎要 錄十卷 • 治 敎要錄 i 一  卷、 武に 於て は武敎 全書 八卷 • 武敎耍 錄六卷 • 兵 

法 或 問七卷 • 手鏡 要錄ー ー卷 . 兵法 耍鏡錄 一 卷 • 武敎 三等 錄三卷 • 孫子 句讀 若干 等で あ 

る。 察する に、 これ 等 は 皆從來 研究の 結果 を 綜合 的に 叉 組織的に 纏めた もので あらう _ 

武敎 本論 も 亦 その 一 つで ある。 

木 書の nw 的 は、 自叙に 褐げて ある 様に、 從來武 と 云へば、 兵法の 技藝 だけと 心 て 

居た が、 武の 眞ハ意 はか かる 低級な もので はなく、 治 國 平 天下の 爲 めの 一方 法で ある。 

加 ふるに 世 は 武家政治の 時代で あるから、 武士の 敎は武 敎と文 敎とを 兼ねた もので な 

ければ ならぬ。 (§がボ5^-3|れ3故に先づ武敎の大本を明かにし、次でその武カ行使の要 

領、 並に 敎 養の 綱領に 就いて 述べる と 云 ふので ある。 全部 漢文で 頗る 簡潔に 述べられ 

て ある。 これ を 武敎小 辜と 共に 武敎 耍錄の 末尾に 附 して、 武敎の 始終 を 示して あるの 

は 誠に 理を 得たり と 云 ふべ きで ある。 

解題 並 も 例  五 一 五 


解題 並 凡例  3  一  J- ノ 

い，^ ほこの 書往々 儒 學に涉 る 所が あるが、 朱 子の 學說を 奉じて 居る こと は 明かで ある 

が、 その他 別に 特色と 云 ふ 程の 點は 見當ら ぬ。 

底 木 は、 平 戸山 鹿 家 所蔵の 素行 自筆 本で、 句讀 • 訓點 • 振 假名 等 完備して 居る 最も 

確實な ものである。 書 下し は 出来 得る だけ 忠實 に、 原形 保存に 力めた つもりで ある。 

ほ し 明かな 誤脫は 訂正し、 假名 遣 は 現代 式に 改めた。 ( ) 內は 編者の 補記で ある。 


武敎 本論 自叙 


( 一 ) 易 i 

傳に T 古の 聰 

W4£ 知 神武に 

し て 不レ殺 者 

か」 と出づ 

(二) 孟子 離 

ほ 上篇第 4-^ 

0. 「善戰 者 

は 上 刑に 服し、 

か-速ぬ る 

者 は 之れ に 次 

ぎ. 草 萊を辟 

き 土地に 任す 

る 者 は 之れ に 

次ぐ」 と出づ 


(三) W 展ニ 

年 


本論 は 何の 爲 にして 作れる か。 後擧の 其の 末流 を嗜 むが 爲 なり。 古今 武を談 する も 

の百餘 家、 其の 書 其の 辭、 或は 博 文に 渉り、 或は 省略に 過ぎ、 專 ら鬪戰 詐術 を 論じて" 

二)  (二) 

神武 を 去る こと 甚だ 遠し。 故に 兵家 者 流に 陷り、 權謀技 藝と爲 る。 噫、 上 刑の 說、 尤 

も 由 あるか。 本朝 は國 家の 治平、 近く 武門に 出づ。 其の 武 たる や、 並に 文教 を 兼ぬ- 

ゆるがせ 

故に 武に 自ら 一 家の 說 あり。 噫、 武の敎 たる 忽に すべ けんや。 夫れ 武は si^ の 因る 所、 

人 未だ 嘗て 勇な くんば あらす、 敎に從 つて 學ば ざれば、 則ち 猛に亂 に、 其の 害 是れ多 

し。 敎に學 に、 本 を 論ぜ ざれば 則ち 勞 して 功な し。 此の 三 篇は本 を 論じて 用を悉 す。 

能く 學び 能く 習 ふとき は、 則ち 大小 精粗 盡 さざる なし。 後來 同志の 舉徒、 熟讀 玩味せ 


ば、 則ち 久しくして 其の 效 ある を 知らん か- 


(3) 
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武敎 本論 上 

大 原 

人 原 

天地の 間 は、 理氣を 合して 其の 形 を 生じ、. 其の 用 を 成す 者 甚だ 多くして、 人 を 以て 

萬 物の 靈と爲 す は、 尤も 由 あるか。 人 は 天地の 粹を 得て、 理氣の 正を稟 く。 故に 仰い 

で 天 を觀、 俯して 地 を 察し、 中に して 人物に 因りて、 不易の 道 源 を 用 ふれば、 則ち 大 

小 精粗 通ぜ ざる 所な く、 古今の 事物 窮め ざ. る 所な し。 其の 妙、 喧大 なる 哉。 是れ 人の 

(ーッ 天 1, 天地に 參 なる 所以な り。 質に 男女 强弱 あり、 用に 貧富 尊卑 あり、 而 して 道 は 離る ベ か 

も三才と-^^  J 

J チ. tg3  «^  3! ぽも K 

耍 i らす。 其の 志 厚薄の 差 ありと 雖も、 人と して 道に 由らざる とき は、 則ち 人道 殆ど 絶え 

て、 富貴 壽健も 皆 其の 處を 得ざる なり。 何ぞ 取る に 足らん や。 人道の 用大 なる 哉。 其 

の 間 豪英至 粹の聖 ありて、 智能く 三才に 通じ、 德 能く 萬 物 を 育し、 行 能く 天下に 效ふ 

大原  五一 九 


(一) 帝王の 

定めた る 道に 

して*1!^^の法 

とすべ きもの 

(二)  h 唐 第 

四 章に、 「道の 

行 はれ ざ る、 

我れ 之れ を 知 

れり、 知者 は 

之れ に 過ぎ、 

愚^ は 及ば ざ 

れ ばな り」 

孟子^^ 下篇 

第廿 六 章 に 

「智者に" 惡. れ 

所 は、 其の 勸 

する が爲 めな 

.<^」 と出づ 

(三) 木 は 土 

に ち、 土 は 

水に； a ち、 水 

は 火に 尅ち、 

火 は 金に； S ち、 

金 は 木に おつ。 

木よ b 火 も 生 

じ、 火より 土 

も 生じ、 土よ 

り 金 も 生じ、 

金よ h- 水 を 生 

じ、 水よ h- 木 

も 生す 


武敎 本論 上  五 二 〇 

とき は、 則ち 億兆の 君 師と爲 り、 萬 世の 法制と 爲る。 其の 道 は 則ち 天地の 道、 德は則 

ち 天地の 德、 行 は 則ち 天地の 行、 法 は 則ち 天地の 法、 .聖 々相續 いで 皇 極の 建つ 所な り. 

道 原 

ざう さく  じゅんじ 上ラ 

道 は 造作す る 所な し。 其の 出 づる所 皆 天 誠な り。 事物 各， - 天地の 準繩 ありて 已 むこ 

と を 得す、 誠 を 以て 之れ を 推す とき は、 則ち 物 あれば 則 あり。 愚者 は 及ばす して 通ぜ 

す、 知者 は 過ぎて 鑿す。 故に 過不及の 差 あり。 聖人 は敎を 立て 師を 設けて、 後 覺の者 

もとづ 

をして、 先覺の 人に 因りて、 天地の 本に 原 かしむ。 內 能く 誠 あるとき は、 則ち 外 自ら 

其の 形 用を顯 はす。 道 は 唯 だ 思 ひて 成る ベから す、 行 ひて 始めて 成る。 


事 原 

n 一  1),^- うこく  S うし やう 

天 は 陰陽 五行 相剋 相 生の 相 因る を 以て、 已 むこと を 得すして 循環す るの み。 其の 間 

唯 だ 水火の 用に して、 見 来れば 生生 息む ことなし。 地 受けて 溫暑冷 寒、 雨露 霜雪、 風 

雷 水 旱を爲 し、 人 以て 畳 凶 災祥、 盛衰 興亡 を爲 す。 聖人 之れ を 制して、 四時 を 建て、 


年月 曰 時 を 設け、 四方 を 定め、 八卦 を 分ち、 古今 を考 へて 損 〔仕， を 知り、 晝夜を 以て 守汰 

を爲 し、 代謝 を 以て 變易 を爲 し、 成敗 を亂 すに 時 を 以てす。 天の 時の 用 犬なる かな。 

地は靜 にして 平 かなり。 自然の 形 あり、 自然の 勢 あり。 形に 高ド險 易廣狹 長短 あり、 

勢 は 木石 泥水 を 以てな り。 人 之れ を 用 ひて 便耍 あり。 各. - 自然の 形勢 あり、 設爲の 形 

勢 あり。 聖人 俯して 地理 を 察し、 國郡を 制し、 山川 を 限り、 經界を 正し、 田 制 を 定め、 

遠近 を 以て 俗を考 へ、 迂直を 以て 用 を 正し、 建てて 三才 同一 の 法と 爲す。 

人物 は 天地の 有に して、 天地 は 萬 物の 父母な り。 人に 上下 知 愚 あり、 物に 動 植成作 

あり。 人に 上下 知 愚 あれば、 則ち 類 を 分ち 官を 建て 分 を 定め、 敎を 設けて 上下 相 通じ、 

知 愚 互に 助けて 其の 用 成る。 物に 動 植成作 あれば、 則ち 鳥獸魚 龍、 草木 五穀、 盥石金 

玉、 器物 造作、 各. > 人 以て 利と 爲す。 其の 閒 天地の 準 繩 ありて、 人時.' 之れ を 制す。 

凡そ 一事 も 亦 一理 あり。 其の 用 尤も 犬なる 哉。 


武敎 本論 中  五 ニニ 

武敎 本論 中：， 

主 要 

人 は 萬 物の 靈 にして、 主 は 人中の 靈長 なり。 耕さす して 食し、 織らす して 衣、 造ら 

すして 居、 能く 萬 民の 上に 立つ もの は、 他な し、 民 皆 業に 厚く して 道 を 知る に 暇 あら 

す、 其の 行敎 へざる とき は、 則ち 禽獸に 均し、 故に 其の 間に 皇極を 建て、 億兆の 民 を 

ついで あっか  かたき 

して 天地の 準 繩に復 し、 天 倫の 叙に 惇 らしむ るな り。 凡そ 主の 職 は、 先づ 君た るの 艱 

を 知る に 在り。 庸主は 天下 國家を 以て 人に 驕り、 富責を 以て 安し と爲 す。 故に 暇 日 多 

( 一 j ほ 公 1、  を  たんらく  かしょ -- 

周 S. 土 s、  くして 日を崇 ふるに 堪 へす、 遊 燕 を 設け 田獵を 好み、 耽樂に 之れ 從 つて、 稼 稿の 艱難 

武 王も輔 けて  (ャ る) 

^u^^^ を 知らす、 小人の 勞を 聞かす、 俊 臣は叉 主の 職 を 務め 下情に 通ぜ ざる を 以て 暗 主と 爲 

^.#?| す。 周 公 曰 はく、 「嗚呼、 君子 は 其の 無 逸 を. 所と す」 とい へ る、 是れ なり。 而 して 敎化 


^li 同！ 5f を克 くす。 古昔の 隆 なりし や、 敎 ふるに 人倫の 法 を 以てし、 正す に 五 典の 叙 を 以てす、 

味 H 而 して 民 各.' 其の 職分 を 安んじ、 而 して 天地に 順 ひ、 在天に 對 越して、 山川 を 利し 田 

あらき は 

畝を墾 り、 敎化 大いに 布き、 風俗 淳厚 なり。 

三 事  • 

君 職 は 其の 要 三つ、 曰 はく 寧、 曰 はく 知、 曰 はく 行たり。 學は 古今 事物の 情に 通す 

るな り。 唯 だ 書を讀 むの みに あらす。 知 は 我が 知識 を 明かに するな り。 寧んで 知 明か 

たら ざれば 惑 ふ。 惑へば 暗く して 通ぜ す。 行は學 知す る 所 を 行 ふなり。 行 は ざれば 學 

知 も 用 ふる 所な し。 此の 三 事 を 極めん と 欲せば 亦三資 あり。 曰 はく 師、 曰 はく 友、 曰 

はく 臣 なり。 師を 以て 其の 邪路を 正し、 友 を 以て 其の 詳を 討論し、 臣を 以て 其の  1^ を 

察す。 

警戒 

いまし 

夫れ 警め ざれば 則ち 怠る は、 事物の 自然な り。 陰陽の 相對 する、 木 火 金 水の 相剋 相 

主 耍  五 二三 


武敎 本論 中  五 二 四 

對 して、 縱 りて 相 生す るが 如し。 天地の 長久 も 猶ほ然 り、 況ゃ 人事 を や。 況 ゃ家國 天下 

を や。 凡そ 警戒 は、 曰 はく 心、 曰 はく 身、 曰 はく 家、 曰 はく 國、 H はく 犬 下、 皆 理を以 

て し 形 を以 て し 物を以 てし 用 を 以て し 時を以 て し 處を以 て す。 文武 權衡 の內る 所な り" 

建 官 

上 あるとき は 則ち 下 あり、 君 あるとき は 則ち 臣 あり。 是れ 天地の 物 則な り C 臣は膀 

官を 分た ざれば 則ち 其の 用 足らす。 故に 百官 定まら ざれば、 各.^ 其の^ 分 を 知らす し 

て、 朝廷 正しから す。 朝廷 正しから ざれば 君臣 亂る。 是れ 建官の 起る 所、 已 むこと を 得 

n) 大资き ざるな り。 百官の 要は 文武の 官 のみ。 凡そ 一 人に 師範と して 四海に 儀刑し、 直ちに 君 

t<「1M.^U 德を 奉じて 萬 機の 事 を 決し、 文事に は 則ち 相と 爲り、 武事に は 則ち 將と爲 る。 I 殊に 

こ師 として  ザ 

E 泡に 儀形た 時 にして、 人才 得難く して、 或は 其の 任 を 異にす。 相 將の撰 甚だ 重し。 唯だ德 智勇 を 

.c^」  i:!! づ  すげ 

^0^^ 以て 先 後を爲 す。 德は心 を 正し 身を修 むるな り、 簡 にして 煩 はしから す、 和して 厲し 

の 師範と なり  _  Z 

天下 萬 民の 手 からざる なり。 智は 善く 謀るな り、 材知 なり、 己 彼 を 知り 天地 を 知るな り、. 今に 通じ 

本と なる の 意 

黑 白を辨 するな り。 勇 は カ行な り、 果敢なり、 動かす 屈せざる なり、 嚴莊 なり、 篤淳 なり 


2) 書お の 此の 三 德を具 ふる を 大臣 大将と 曰 ふ。 相將各 其の 職 任 あり。 主 は 其の 撰 を 正しくす 

篇名、 58^ 陶は  ゆ. こ 

2はばゃし！^ ると き は、 則ち 委ねて 疑 ふべ からす。 官長 有司の 撰 正しから ざれば、 蔽 塞して 明かな 

の 篇 はこの 人  ゆるがせ  -,、  ，  し： ~ し く 

の 語 か-集めた らす、 下情 通ぜ す。 故に 其の 撰を忽 にす ベから す。 知 信 仁 勇忠を 以て 其の 間を斜 酌す- 

る ものな り 

(つ！) 支那 古 

代、 夏殷 周の 

HH- なり、 4^ は 

S  選 敎  . 

ssf よ  (一二 か， T えう むな 

り 俊 拔 舉陶 に 曰 はく、 r 庶 t を曠 しくす る ことな かれ、 天工 は 人 其れ 之れ に 代る」 と。 凡 

せし を 云ス  ： 

へ i ン ，1 ヽ J®;5?iiJ-  (一二 ) 

に マ そ 治を爲 すの 道 は 人 を 得る に 在り。 人 を 得る の 道 は專ら 選暴敎 練に 在り。 成 周の 盛な 

之れ を ふに  (en  ] 

fsw てして りし 時、 鄕擧虽 選の 法 を 用 ひて 以て 士を 取れり。 是れ 古昔の 人 を 得る に 切なるな り。 

其の5!;^£み-觀ん 

はき tulu 人 を 知る の 道 は、 聖人 も 亦 之れ を 難しと す。 蓋し 人情 日に 僞り、 私を爲 して 以て 相 欺 

て 其の 變を觀  おへん  -,, 

る。 之れ に 問 くを敢 じ、 黨を爲 して 以て 相 衷ふを 公な りと す。 徒らに 人に 任じて 疑 はす、 一一 m を 信じ 

諜を與 へて 以  ] 

^^^^  . て 惑 は ざれば、 則ち 情僞 日に 滋 して、 賢 否 復た辨 すべから す。 故に 鄕擧 単： 選の 法と 雖 

しス てま、. の 

！ i を觀 る。 之 も、 後世の 行 ふべ からざる 所以な り。 士を 試む るの 法 は 言行 を 以てし、 名. >  三耍 あり- 

れも使 ふに 財  きうき よ  . 

flM に 之れ を 札 寸に八 法 八徵を 以てす。 苟も 試驗の 方、 防 察の 政、 糾擧の 法な きとき は、 則 

之れ を 試む るに 色 を 以てして 其 G 貞か觀 る。 之れ に iln ぐるに 難 を 以てして 其の 勇 を 觀る。 之れ も醉 はしむ るに 酒 も 以てして 其の 態み- 觀る。 A 徴 

備 はれば 賢不恃 別る と 

主耍  五 二 五 


武敎 本論 中  五 二 六 

ち 正 偽 明かなら す。 

人敎 へざる とき は、 則ち 放 僻 邪 侈な り。 敎 正しから ざれば 則ち 異端に 陷る。 人 皆 tr 

を 好む の 心 あり， 敎な きを 以て 人道 を 知らざる なり。 敎 へて 練ら ざれば 其の 事詳 かな 

しるし  つ ひ-に 

らす、 優游 涵養せ すして は 其の 效 明かな ふす。 故に 敎 へて 練らざる の 敝はロ 給 辯：：^ な 

り。 敎と 練と 相 持して 事 初めて 明かな り。 古 は學校 選擧の 法、 鄕黨に 始めて 國 都に 達 

す。 之れ に敎 ふるに 德行 道藝を 以てして 其の 賢 能 を 興ぐ。 是れ 選敎相 W る 所な り。 敎 

練 明かなら ざれば 下に 勤 厚の 民な くして 選擧 成らす。 選擧 して 敎 練なければ 上に 成功 

の士 なし。 凡そ 上の 下 を 用 ふるや、 唯 だ 便 用 を 求めす して 彼れ をして 敎 へて 化せし む- 

是れ 主の 德 なり。 故に 相 將を擧 ぐると も、 而も 猶ほ 法制 を 立つ。 曰 はく、 身 を 修め 外 

蔽を 正し、 容貌 を は^ li し、 忠勤 を盡 し、 下 を養敎 す、 是れ なり。 slsp^,^  士を敎 ふ 

る 叉 養 敎の法 あり。 養 は 善に して 能く 養 ふの 謂な り。 敎は學 びて 而 して 時に 習 ふの 謂 

なり。 養 ふに 口 體の養 あり、 氣 力の 養 あり。 敎は士 をして 志 を 立て 文 を學び 藝に游 び- 

禮 和を詳 にし、 辭氣を 正し、 容貌 を 節に し、 風俗 を淳 ならしむ。 民を敎 ふるの 道詳な 

ら ざれば 業 怠りて 常の 產 なく、 國に 遊民 多く 國用 足らす、 財 日に 費え、 民 止む こと を 


s 出 とて P"^ 皇 乃ち 帝の の臣禹 c^  — 辭"^ 

3 づな 、 海 天 ち % 德 1f 德伯 ^ こ-七 傳じ 

れ 天 を ¥f  K 乃 IS にも 益に 、 
底 b 下 で  11: 命 乃ち 運パ贊 が' 、書參 m 易 

本 しの 有しち 神 、あ ふ堯舜 經 m 出 の 

、 と 君し 、文 、乃 ある 帝の 大 五 Ik: 


得すして 常の 心なし。 其の 犬なる は 國を亂 る。 故に 業 を 敎へ伍 を 定め、 敎を 立て 俗 を 

正し、 賞罰 を 明かに するとき は、 則ち 民 食 足りて 兵 民 も 亦 行 はるべし。 

武 備 

(二)  二 一 一) 

武備 は 警戒の 因る 所な り。 易の 神武、 書の 文武、 聖人の 並に 論す る 所な り。 天の 物 

を 生す る、 動植の 類と 雖も亦 自ら 衛生の 備 あり。 況ゃ人 を や、 ？仏ゃ 人君 を や。 心氣の 

警、 言語 容貌の 守、 行住坐臥の 戒、 四時 晝 夜の 守、 朝廷 拜趨 の戒、 建 都の 制、 闕の 

衞、 城郭の 營、 郭 外の 屯、 郊野の 守、 近國 の備、 天下の 制、 治に 亂に、 于に嚴 に于に 

備ふ。 是れ 警戒 武備の 因る 所な り。 

(En  V- だめ 

陣は定 なり。 人靜 かに 定めて、 人 を 以て 相 陳列して 戒 むるな り。 朝 儀恆例 臨時の 政 

法に して、 武事に は 陣と曰 ふ、 其の 實はー なり。 凡そ 上下 相對し 君臣 相衞る は、 自然 

f. ,  たむろ 

の 陣形に して、 天地の 道 一 身の 規範な り。 下 は 相 屯して 上に 向 ひ、 主 は 中 を 握り 命 を 

沛 統一せ. 司る。 動 あるとき は 則ち 靜 あるの 謂な り。 上下 相衞 ると き は、 則ち 自ら 形 を 生じて 四 

面相 廻る の 勢を爲 し、 遠近 便 用の 制 あり、 衆寡 强弱進 待 表裏、 時に 闪り 地に w りて 各.. 

主要  五二七 
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其の 形 を 生す。 唯 だ 其の 誠 を 推して 其の 制 を 成すな り。 軍 伍の 法、 分 合の 差、 器械の 

利、 動靜 陰陽、 奇正 表裏、 內 外相 持す るの 用 は、 人力 器物 を 計り、 時日 地形 を考 へ、 

自然の 度量 あり。 後世 其の 形に 因りて 强 ひて 名 號 あり。 

靜は 動の 根な り。 動いて 行く の 形 は 是れを 行と 謂 ふ。 行に 自ら 行の 形 制 あり、 動靜. 

相 守り、 陣を易 ふる を 以て 法と 爲す。 凡そ 行 は、 主將 士卒 各. -相衞 り、 器械 輜重 其の 

所 を 得、 長短 曲直 其の 用 を 守り、. 法令 能く 守り 進退 之に 整 ひ、 約 令 相 通じて 以て 不虞 

に備 ふ〕 是れ 行の 法な り。 其の 地形 時變兵 用に 在て は、 尤も 敎 練すべし。 

1^: は 人の 止まりて 營 環して 相戒 むるな. り。 陣伍日 を 以てせす して、 久しき とき は 則 

ち 人 疲れ 虛 生す。 故に 器械 用具 を 以て 人力に 代へ、 木 竹 土 功 を 以て 時 險を設 く。 其の 

( 1 ) ときな 

制 唯だ陣 仏の 外相 蔽 障して、 雨露 を 避けて 守 休 を 時 はしむ るな り。 而 して 陣 具を輕 く 

はかり  かたち  はかり  か？！ へ 

し 營壁を 疎に し、 內 外營衞 の稱、 曲直 方圓の 形、 廣狹 疎密の 度、 門戶壁 溝の 構、 道路 

空地の 考、 戒約を 定め 候 望 を 設け、 閒人を 担ぎ 法令 を嚴 にし、 遠近 を 計り 時險を 設け、 

天の 時 を辨じ 寒暑 を 要す、 是れ 其の 大概な り。 主將 士卒の 差、 衆寡の 別、 器械 輜 重の 

設 くる 所、 水糧木 竹の 量、 險易 去就の 計、 唯 だ 時に 順って 之れ を 制す" 


地の 制 は 王公 險を設 くるの 戒 なり。 地に 自然の 形 あり、 人力の 設 あり、 人力の だ あ 

り。 凡そ 人君の 地に 因り 都邑 を 建つ る や、 遠くして 郡 國の設 あり、 郊野の 制 あり。 近 

くして 郭外 城郭の 設 あり。 夫れ 營は 年月 を 以てせす。 故に 城 は 形の 極まる 所な り。 陣 

-營の 形 は專ら 地に 因りて 制するな り。 其の 法 は陣を 以て 本と 爲し、 險を 以て 形と 爲し、 

人 地相 因り、 險易 互に 持し、 內外 能く 守る のみ。 今 用 を 先に するとき は專ら 易に 因り、 

耍を 先に するとき は 專ら險 に K る。 易を險 にす るに は 則ち 設けて 高下 蔽 障の 形を爲 り、 

壁壘溝 池、 關門屏 櫓、 竹木墻 垣の 用 あり。 其の 輕 重に 隨ひ 其の 內 外に 因り 之れ を 用 ふ。 

.險 を 易に する に は 則ち 設けて 通用 自由の 形と 爲し、 道路 舟 梁、 i„I 坂戶？ i の F あり。 其 

まど 

の 地形 を 察し、 其の 用を考 へて 之れ を 制するな り。 地形 は 叉 時 を 以て 之れ を 制して 三 

つの もの 相 成る。 

凡そ 形 は理の 形す る 所に して、 理は 形の 理 する 所な り。 形 は理に 根し、 理は 形に， „ 

-十。 形理の 在る 所 自ら 其の 事 あり。 理を 論じて 形を盡 さざる とき は、 則ち 其の 說 異端 

, にして 用な し。 形 を 謂 ひて 理を詳 にせざる とき は、 則ち 其の 用辣 にして： 著す。 


武敎 本論 中  五一 一一 〇 

.  法 制  ■  ■ 

-(1) 底本 は  法 は 則るべき の 法な り。 令 は 法 を 出して 衆に 令すな り。 法令 は 天地の 準繩に 象りて 

I ナ.！ \ の难 ^  よんけ，'  らち 

M^^^ 之れ が 藩 畦 を 建て、 人 をして 其の 埒を 放出せ ざら しむる を 言 ふなり。 敎令 あり、 時 令 

か .1116> ^じ 雄き - ) 

52 、下の 如 あり、 地 令 あり。 人情 は 時に 隨ひ處 に 因り 事に 就きて 必す轉 す。 主 將は豫 め 其の 機 を 

く 訂正す 

察し、 暗に 其の 隱れ たる を 戒め、 之れ を考 ふるに 物 則 を 以てし、 人 をして 善に 歸 せし 

かか 

む。 是れ 法令の 由り て 鬚る 所な り。 法 は 忠孝 撫育 勤行 を 本と し、 令 は 上下 親 棘、 先 後 

疎密、 風俗 を 別つ。 

制 は 器物 を 以て 用 を 通じ 耍を 利す。 約 は 形 名 を 以て、 約 を 通じ 疑 を 

去るな り。 文に 便 用 禮樂の 器物 あり、 武に 要備通 約の 器物 あり。 而 して 其の 制 も 其の 

約 を 得 ざれば、 事物 合 はす。 凡そ 形象 は 目 をして 之れ に 感ぜし むる 所以に して、 名聲 

は 耳 口 をして 之れ に 依らし むる 所以な り。 形 名 は 耳目 口の 觸 るる 所に して 情の 感 する 

所な り。 故に 遠近 を 通じ、 險易を 一 にし、 衆 情 を 約し、 常 變を戒 しむ、 其の 用 尤も 多 

し。 金 鼓 衆 音、 旌火雜 象、 其の 用、 時 を 以てして 地に 順 ふ。 


じす 字 公-つ 

れ句 五； J 

ど 多年 
も 少 に 左 
u 相 出 m 
同 違づ隱 


善は勸 めざれば 成らす、 惡は懲 さ ざれば 息ます。 賞罰 は. <.< をして 各. - 其の 善に 歸 
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■ れん けみ 

內 閱は內 能く 敎 へて 外 其の 練を閱 するな り。 敎 へて 閱せ ざれば 理必す 事に 通ぜ すじ 

て、 ^然として 蔽 塞す。 故に 內 試して 可なる に屬 すと 雖も、 閲 して 窮め ざれば 全から 

かたつ かた 

す、 必す隱 るる 所 あり。 事物の 間 偏 を 以て 全き を 推す ベから す。 心氣を 練る あり、 

言 辭を 練る あり、 耳目 を 練る あり、 容貌 手足 を 練る あり 內閲 せす して 一 凡 之れ を驅 

りて、 以て 事に 臨みて 其の 整 はざる を 訝る は、 甚だ 誤なる かな。 成 周の 盛な りしと き、 

,  >- と  (二) 

田 獵の禮 を 年毎にして 四た び 擧げ、 三年に して 大擧 す。 出で て 之れ を 治 兵と 謂 ひ、 入 

二- n 

りて 之れ を 振 旅と 謂 ひ、 歸 りて 廟に飮 至して 以て 軍 實を數 ふ。 然れ ども 之れ を 治 田と 

謂 はすして 之れ を 治 兵と 謂 ひ、 之れ を 田 實と謂 はすして 之れ を 軍 實と謂 ふ。 皆 武事 を 

講じ 威儀 を 習 はす を 以てな り。  .， 


(H)  人 

Bp 
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らしむ るの 用に して、 主で も を 御す るの 權、 敎 練の 戒 なり。 忠義 勇の 實行效 を 以て 輕重 

を，；.^ す。 ra^ ふるに 時 を 以てし 處を 以てす。 賞罰 亂 るるとき は 則ち 人必す 怠る。 


武敎 本論 下 


g ゆ 附 


( 一 ) SS 

政 II 第 十^に 

「其の 以てす 

る 所 を視、 其 

の 由る 所 を. 战、 

其の 安ん する 

所 も 察すれば、 

人焉 ん， iVig? さ 

んゃ、 人焉ん 

ぞ ij^ さんや」 

と 出づ。 又武 

教 耍錄卷 五に、 

「私に 云 はく、 

視は其 の 事 を 

視乙 なり、 觀 

は 其の 内を觀 

るな り、 察 は 

其の 安き を 察 

す 乙たり 一 と 


Ik 敎 

と 

凡そ 大原. 主 要は、 皆 武敎の 因る 所な り。 故に 主 能く 其の 本末 を 要め、 下 を敎へ 呙 

を 養 ひ、 詳に內 外 を 練り、 事を糾 察し、 其の 成否 を考 へ、 賞罰 を 以て 之れ を 明かに す 

ると き は、 則ち 武敎兹 に 成る。 兵 始めて 用 ふべ し。 


謀 知 

謀 知の 道 は、 豫め 謀り 常に 知り、 見聞 を廣 くし、 觀察を 以て 內外を 索む ると き は、 

則ち 隱 るる 所な し。 謀は內 謀 を密 しくす るな り。 知 は 外見 聞して 知るな り。 內外謀 

知 するとき は、 則ち 戰 はすして 勝敗 明かな り。 凡そ 主將 の道智 法、 士卒 兵 衆の 用、 糧 

戰 略  五三 三 
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S 器物の 量、 天地の 得、 能く 謀りて 知れば 惑 はす。 夫れ 謀 は必す 上智の 人 を 用 ふ。 知 

は必す 遠近 候の 三 候 あり。 iiisu 其の 法 を 得 ざれば 成らす。 

君臣 上下の 和 を 謀 間す るに、 或は 官人を 以てし、 或は 鄕人を 以てし、 或は 間 人を以 

てし、 或は 間 術 を 以てす。 腿 間 人の 事 を 通す る や、 陰 書 • 陰符. 陰 言 あり、 i£" 

れ^ 謀 間 能く 行 はれて 情 を 知れば 則ち 敵國 服す。 用 間の 法 は、 選 人の 用 あり、 必用の 

時 あり、 必用の 處 あり、 用 間の 法 あり。 我れ 詳に 謀る とき は 則ち 外 閒內を 候 はざる の 

制 あり。 知候闕 くると き は 則ち 外事 窺 はす、 謀 間 行 はれざる とき は 則ち 計 策 遂げす。 

お 內にヒ 知の 士 なく、 外に 視聽 の詳 なくして、 軍事 成らん や。  ， 

戰 法 

戰前 は、 重 習して 法を詳 にし、 士に誓 ひて 約 を 堅く し、 內外索 候 を む。 戰に 臨め 

ば戒勵 して 法を嚴 にし 節を考 ふ。 戰後は 謹み 守りて 功に 報い 財 を 分つ。 是れ戰 法な り 


： ば 園な 攻 q 
： 之み れ第ビ 

し- れ 、ば！ £ 

とも 五 之に 孫 
出 攻 なれ"^ 子 
づ め れ な 十 1« 


行きて 彼れ が 地に 戰ふを 客と 曰 ふ。 客 は必す 地險に 因る。 險を 論え 阻を涉 るに、 .R-- 

も 其の 法 を 委しく す。 行く 者 は 留守 を 固く し 勢 を 失 はす、 彼れ を 侮らす 始を 謹み、 小 

( 三)  おび か 

^一一.) isit^ 利 を 貪らす 糧水を 利し、 戒約を 明かに. し 歸路を 利し、 其の 民人 を撫 し、 其の 妻子 を刦 

^ し、 耀道を 絶ち 蓄積 を燒 き、 其の 必 とし 恃み 因る 所 を 奪 ひ、 彼れ をして 已 むこと を 得 

す 來り戰 はしむ。 是れ 客を變 じて 主と 爲 すなり- 待ちて 自らの 地に 戰ふを 主と 曰 ふ。 

民人 を 和し 妻子 を 質と し、 糧水を 利し 蓄積 を 謹み、 險に 依り 阻に 因りて、 彼れ をして 

久しく 兵 を 暴 さしめ て、 糧水を 絶ち 道路 を 要し、 歸路を 塞ぎ、 彼れ が 後 を 刻し 鋭氣を 

挫き、 兵力 を if して 其の 利に 乘 すれば、 則ち 利 あらざる ことなし。 凡そ 主 は 守 支戰の 

地、 必戰必 守の 時、 僞兵僞 伏し、 多 方 彼れ を 誤る の 用 あり。 是れ客 主の 戰 なり。 

行きて 城を攻 むる を 攻戰と 曰 ふ。 城を攻 むる もの は 巳む を 得ざる の 下策に して、 彼 

此 十五の 得失な きとき は、 則ち 之れ を圍攻 せざる なり。 彼れ に 本末 形勢 あり、 遠近 險 

易 あり、 治 撤急緩 あり。 城に 圍攻の 差 あり。 圍む とき は 則ち 要地に 陣し、 時險を 要す。 

我れ 危 からすして 而 して 後に 彼の 情 を 察し、 糧水を 絶ち 其の 要する 所 を 奪 ひ、 民 入 を 

安んじ 經界を 正す、 彼れ 出づ ると き は 則ち 我れ 守を爲 し、 攻 むる とき は 則ち 要地に s.. 

戰 略  五 三 五 
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り營を 固め、 矢玉 を 担ぐ の 具を備 へ、 兵 を 利に し陣を 固め、 前後 能く 通じ、 動靜 相： It 

し、 戒約 尤も 嚴 にして、 攻めす して 拔き、 人な きを 攻 むる 者 は 其の 要な り。 拔 かすし- 

て 退き、  拔 ぎて 兵 を 入る るに、 皆 法 あり。 

守 城の 法 は、 其の 形勢 已むを 得ざる なり。 先 づ主將 の 心 を 定め、 衆の 情 を 堅く し 疑 

を 去り、 糧水を 足らし 諸 器 蓄積 を 盛し、 兵 を 分ち 陣を 結び、 城郭 榴壁、 門 戶守戰 の 法、 

戒約 法令の 嚴、 外 を 伺 ひ 情 を 察し、 彼れ を勞し 彼れ を 誤らし め、 守 出 節 を 失 はざる、 

各， - 其の 用 あり。 彼れ 圍む とき は 則ち 我れ 必す戰 ひ、 彼れ 攻 むる とき は 則ち 我れ 專ら 

守る。 是れ 攻守の 戰 なり。 主客 守攻は 一 法な り。 唯 だ 主客 相 持し、 守攻 互に 節 を 失 は，. 

ざれば 其の 用 全し。 

平易の 戰は、 衆 を 用 ひ陣を 結ぶ に 利 あり。 其の 高 陽に 居て 敵の 情 を 察し、 林木 翳：："^ i, 

しげりお ほふ . 

に 依り、 險を 設け 兵 を 伏せ、 衆 を 分ち 敵を勞 し、 前後 を愼み 糧道 を 利す。 山上 戰は、 

形 を 隱し兵 を 廻 はし、 進退 相 依りて、 輕重 互に 持し、 唯 だ 其の 勢 を 失 はす。 山下戰 は，， 

久しく 持して 彼れ をして 之れ に栖 ましめ、 待ちて 彼れ を勞 し、 利して 彼れ を 下し、 戒 

約 を 能くし 後路 を 慎む。 是 れ山戰 なり。 〔轮澗 は、 戰 はざる の 地な り。 行きて 此に 到る- 


とき は、 則ち 能く 彼れ を 索り 速 かに 去りて 舍せ ざれ。 已 むこと を 得 ざれば 謀る のみ。 

待ちて 戰 ふとき は、 則ち 前後 を絕ち 糧道 を 塞ぎ、 夾み擊 てば 利 あり。 路狹 く道險 なる 

の 地 は、 行く 者 待つ 者皆然 り。 林木 蕩薈の 地 は、 寡 を 用 ひ 伏 を 置く に 利 あり。 行く 者 

は 候 望 を 謹み 伏姦を 索り、 風に 順って 之れ を 焚く。 待つ 者 は 之れ に 因りて 疑 を 設けて 

敵を勞 し、 火 戰伏戰 を 用 ふ。 是れ谷 林の 戰 なり。 

伏 覆 は、 專ら 地形に 因り 兵の 形を隱 して 行 を 襲 ひ、 不意に 出で て 彼れ を 惑 はすな り。 

兵衆戒 約の 用 は、 疑 を 多くし 伏 を 起す の 節、 唯 だ 時氣を 察する に 在り。 伏 を 索る 者 は、 

專ら 土地 を考へ 形粧を 見、 或は 謀りて 知り、 或は 索り て 知る。 能く 不意 を愼 めば、 伏 

も 用 ふる 所な し。 是れ 伏戰の 法な り。 河 を 要するに は、 必す守 戰の略 あり。 守る とき- 

は 則ち 能く 地 利を考 へ、 水勢 を 計り、 時險を 設け、 險に 因りて 失 はす、 彼れ をして 疲 

勞怠 倦せ しむ、 候 望 を 設け 彼れ が 情 を 察し、 兵 を 分ち 陣を 結び、 伏姦を 置き 輕兵を 出 

し >  半ば 涉る を擊 ち、 後戰を 持す。 險を耍 して 守る は 兵の 助な り、 戰 略に 因ら ざれば 

彼れ 涉 るの 後 我れ 謀 を 失す。 涉る者 は必利 ある を 以てす。 涉 るの 法 は 地と 情と を 察し、， 

唯 だ 表裏 分 合 を 以てす。 涉 らんと 欲して 旣に涉 るの 形勢、 愼 ますん ば あるべ からす。. 
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是 れ川戰 なり。 

舟戰 は、 陸と 船 • 船と 船相戰 ふの 法な り。 船に 大小 輕重、 軍船 用船、 河 海の 制、 潮， 

水 風雨の 考、 湊泊著 營の地 あり。 而 して 之れ を 用 ふるに、 結陣. 行 船. 船 營*戒 約 • 

(一) 比す は、 戰 守の 法、 器械 -糧 水の 設 あり。 陸と 船相戰 ふとき は、 陸 は 川 を 要するに 比す。 遠く 

意  候が 高く 望んで 情 を 知り、 彼れ 船 を 著 けんと 欲すれば 則ち 船 を 沈め 速 かに 刻す。 陸に 

上れば 船 を 取り 後 を 絶ち、 伏 を 用 ひ 輕兵を 用 ひて 後 全 を 重く す。 船 は 川を涉 るに 比す。， 

我れ 佚し 彼れ 勞し、 我れ 靜 彼れ 動たら しめ、 不意に 出で て 不虞 を 撃ち、 守 休 時 を 以て 

し、 就 去 地に 順 ひ、 海陸 相 持し、 楣櫓を 以て 矢玉 を 避け、 帷幕 を 下して 兵の 形を隱 す。 

猶ほ船 を 燒き糧 を 沈む るの 術 あり。 船と 船 相戰ふ もの は、 已 むこと を 得ざる なり。 或 

は 風潮に 因りて 勢 を 盛に し、 或は 器械 を 以て 戰を 助く。 攻守の 法 あり、 互に 戰 ふの 用 

あり。 船 營は地 を考へ 彼れ を 計り、 出入 時 を 以てし、 流れに 順って 船を繁 ぎ、 約を定 

めて 薪水 を 取る。 各. - 其の 用法 あり。 是 れ舟戰 なり。 水戰 は、 水 を 以て 戰を 助く るな 

り。 氣を奪 ひ 後 を 絶ち、 水 を 盛に して 彼れ を溺ら す。 故に 地形 を 察して 舍 せす 陣せざ 

る もの は 兵の 用な り。 斥澤 泥. は戰の 地に あらす、 道 を 倍して 兼行き、 常に 吾れ をレ. 


うしろ 


(二〕 竹抗の 

類なる ベ し 


て 之れ に 遠ざかり、 彼れ をして 之れ に 近づけ、 吾れ 之れ に迎 ひ、 彼れ 之れ を 背に せレ- 

む。 彼れ 踰 えんと 欲すれば、 陷坑簽 刺の 守、 後 を 絶ち 伏を設 くるの 戰、 各.' 用 あり。 

(二  ； 

已 むこと を 得すして 涉る とき は、 則ち 先づ人 をして 探り 過ら しむ。 別 道 を 作り 戰略を 

要す。 其の 向 北 = 遠近、 唯 だ 彼れ と 我れ とに！： る。 


S 孫子？ 5f 

^^！第七に出 

づ 


戰 時 

(三)  (^) 

凡そ 戰に朝 晝暮の 時 あり。 朝の 氣は 鋭く、 晝の氣 は 怠り、 暮の氣 は歸る は、 自然の 

勢な り。 年に 寒暑の 差 あり、 日に 晝夜晦 明の 別 あり、 時に 興亡 祥災 あり。 戰は唯 だ 時 

を 以て 大 なりと 爲す。 夜戰は 彼れ が 氣を考 へて、 夜陰 を 以て 其の 虛に乘 じて 疑 を 設け 

氣を奪 ふなり。 兵卒 を 撰び 用具 を輕 くして、 聲色を 以て 戒約を 定め、 方術 を 以て 彼れ 

を勞 し、 火 鼓 を 以て 彼れ を 驚かし、 守戰相 持し 表裏 相應 じ、 出入 節 を 以てし 進退 速 を. 

貴ぶ。 夜 を 守る に は 陣營戒 約の 嚴 あり、 來る とき は 則ち 守りて 彼れ を勞 し、 久しくし. 

あらき 

て 節 を 失 はしむ。 或は 其の後 を 撃ち 歸路を 要す。 風雨の 暴は戰 はざる の 時な り。 避け 

て 之れ を 去り、 已 むこと を 得すして 之れ に 遇 ふとき は、 則ち 陣を 固く して 器械 を 張り、 
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其の 止む を 待つ。 彼れ 之れ に 遇 はば 則ち 其の 利に 乘じ、 左右 を駭 かし 後 を 絶ち、 伏 を 

發し亂 るる を 打つ。 天の 時の 用 犬なる 哉。 

戰 用 

衆戰 は陣營 尤も 分數を 貴ぶ。 用法 必す形 名 を 明かに す。 地形 は 唯 だ 平易に 闪り、 戰 

略 は專ら 重く 持す。 形 を 全くし 氣を 逞しく し、 勞佚を 能くし 守 休 を 時 はし、 衆 を 恃ん- 

で 用 を 忘れ、 利 を 貪りて 苟且に すれば、 必す 彼れ が 謀に 陷る。 寡 戰は兵 を 撰び 陣を固 

かりそめ 

くし、 時 を考へ 地に 因りて、 形を隱 くし 氣を勵 まし、 彼れ をして 勞亂 せしめて、 後 を. 

絶ち 中を衝 く。 尤も 伏 夜 戰に利 あり。 勢に 乘 じて 輕く 進み、 利 を 見て 奇を用 ふ。 是れ 

衆寡の 用な り。 騎步俱 に 用 ふる は陣の 用な り。 騎歩 偏 用 ふる は 時の 變 なり。 騎戰は 

易 地 を 要す。 左右より 入り、 前後より 駭 かす、 唯 だ 輕速を 貴ぶ。 步 戰は士 あり 卒 あり- 

步、 騎に遇 ふとき は 則ち 時險を 設け、 待ちて 虛を伺 ふに 利 あり。 歩 卒の用 は專ら 其の 

器械 を 練り 其の 形 法 を 整へ、 進退 を 節に し 形 名 を 明かに し、 遠近 を 計り 守 休 を 時 はし- 

戰 ふに 急 緩の 節 あり、 奇 正の 用 あり、 陣 伍の 制 あり。 陣に 歩騎相 交る の 法 あり、 叉 # 


卒特り 用 ふるの 法 あり。 官 長の 法令 は 尤も 制 あり。 騎步 各-後陣 を 得ざる とき は、 則 

まった 

ち用逞 からす。 是れ 騎步の 用な り。 

ふ-つ V  -リ 

人 戰は風 燥に 2： り 地粧に 因り 火 藥を用 ふ。 凡そ 火 は氣を 驚かし 速 かに 燒く。 故に 兵 

に 火 を 以て 助と 爲し、 林木 村 積 聚を燒 く。 火 を發し 烟を擧 ぐる こと 各. - 其の 用 あり。 

唯 だ 慎みて 風 候 を 察し 地形 を審 にし、 守戰 表裏、 火 兵 相 助く ると き は、 則ち 利 あり。 

火に 便 あらば、 先 づ民屋 を壞し 林木 を 剪り、 積聚を 戒め 水 器を設 く。 巳に 火を發 せば， 

兵 を 備へ虛 を 守り、 靜 にして 變を 待つ。 是れ 火戰の 用な り。 進みて 逐 ふとき は、 則ち 

止まる こと を 知らす して、 陣伍相 散 じ 動靜相 離る。 故に 進む とき は 則ち 形 名 以て 戒め、 

隊伍 各-守り、 歩 騎足を 一 にし、 器械 相 列び、 勇 怯 互に 勵 ます。 北ぐ る を 追うて 進み 

戰 ふとき は、 則ち 必す， みて 伏 を 索ら す、 戰を 持せ す e 故に 地 を 限り 時 を 定め、 兵 を 

おそ 

全くし 氣をー にし、 急 緩輕重 各. -法 あり。 兵 を 退く ると き は 則ち 必す 怯る、 故に 陣を 

結び 約 を 固く し、 守戰相 助く。 地を審 にし 時を考 へて 退く とき は 彼の 追 ふべき なく、 

む I も m 敗れて 退く とき は 則ち 兵氣 悉く 減す。 故に 險を 設け 時 を 考へ僞 術を爲 して 彼れ を 惑 は 

心. 定 なら  f 1 一 

しむ  し、 戰死を 以て 也 を定 む。 其の 形勢 必 とすべ からす。 是れ 進退 戰の 用な り。 
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戰 要 

(一) 孫子 該  善く 戰ふ者 は 善く 謀る。 上 兵は戰 はすして 勝つな り。 善く 謀る 者 は 情機 形 用 通ぜざ 

攻に 「上 兵 は  ゆ  U 

0^,^^ るな し。 彼れ は 常に 虛 にして 不虞な り、 守攻皆 彼れ が 之く 所に 乖く。 故に 士卒 悉く 無 

ち、 其の 次 は  じゅんか 

. 兵 も 伐つ…」 二に して 死 兵な り、 守れば 必す 固く、 攻 むれば 必す 取る。 凡そ 兵 形 は 水の 潤 下し 太の 

と 同意な り。 

ijl^d^ の 炎上す るが 如く、 其の 勢 は 水の 下に 就き 火の 燥に 傳 くが 如く、 其の 用奇. 正 循環し、. 動 

たてよ 二 

靜根を 固く し.、 竪橫相 守るな り。 相戰 ふの 間 は、 先對 後に して、 戰を用 ふるの 法 は 表 

裏 中の み。 其の 事 能く 三才に 通す るに 在り。 

武敎 本論 終 

武教 耍 

今 門人 輯錄 する 所の 小學 と、 予の 述作す る 所の 本論と を 一 册と爲 し、 要錄第 伍に 繁 

けたる を 云 ふ。  つ 

贊は後 に 中間 け、 別 集と 號す。 玆に 武敎の 始終 悉く。 武は敎 に 因ら ざれば、 日用 當然の 理を失 ふ。 

に 一 卷を 加へ、 

U0  S 天威 を扶 成し、 帝王の 師と爲 さんや。 仍 りて 跋す。 

如き も、 6： ほ 
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武敎 本論 自叙  ，  ョ にに 

武敎 本論 自叙 

本 論 何 爲而作 乎、 爲，. ；後 舉之嗜 -まハ 末流 1 也、 古今 談レ 武、 百餘 家、 其 書 其辭、 或涉： 博 

文ハ 或 過 一-省略 一 專論 ニ闘戰 詐術 一 而去ニ 神武 1 甚遠、 故陷ニ 兵家 者 流 一 爲 n 權謀 技藝ハ 噫 

上 刑 之說、 尤有， 由 乎、 本朝、 國家之 治平、 近 出 二 武門 ハ 其爲 レ武、 並 兼 n 文敎ハ 故武自 

有 一二 家 之說； 喧武 之爲， 敎可， 忽乎。 夫 武者、 勇 之所レ 因、 人 未ニ眷 無...^ く 不 而 

舉ハ 則于， 猛于， 亂、 其害是 多、 于レ 敎于レ 寧、 不レ論 k 本、 則勞 而無レ 功、 此三篇 者、 論 

レ木 而悉， 用、 能學能 習、 則 大小 精粗 無， 不ぃ 盡矣、 後來 同志 之舉 徒、 熟讀 玩味、 則久而 

知. 其 有., 效乎、 

丙 申 秋 九月 日  uri.^ 素行 軒徵 

-(H 錄 略す) 


ーー北き才^^即 ^ 

大原 

A 原 

天地 之 間、 合 二 理氣！ 而 生-: 其 形 一 成. 卖用！ 者^ 多、 而 以.， 人 爲萬物 之靈ー 尤有. 由 乎、 

人 者 得 二 天地 之粹ハ 禀； 一理 氣之 正ハ故 仰觀， 天、 俯 察：， 地、 中 因 二人 物 一而 用 r 不易 之 逍源ー 

則 大小 精粗、 無， 所， 不， 通、 古今 事物、 無」 所お k、 其 妙喧大 哉矣、 是人之 所 r: 以參 ：1 

1K 地； 也、 質 有 n 男女 强弱ー 用 有 n 贫富 尊卑 ハ而 道不 レ可レ 離、 其 志 雖：. 有. 厚 簿之差 一人 而 

不レ 由. 道、 則 人道 殆絶、 富貴 壽健、 皆 不ぃ得 11 其處 1 也、 何 足い 取 乎、 人道 之 用.、. 大^ 乎 

* 間 有, 豪 英至粹 之聖ー 而 智能 通-; 三才 ハ 德能 育：： 萬 物 一 行 能 效，！ 天下，； 則爲 11^ 兆 之 君 

師" 爲ニ萬 世 之 法制； 其 道 則 天地 之 道、 德則 天地 之德、 行、 則 天地 之 行、 法則 天 地 之 

法、 聖々 相續、 而皇極 所， 建 也、 
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道 原 

道 者、 無レ 所：， 造作.； 其 所 レ出皆 天 誠 也、 事物 各 有 k 地準繩 i 而不. ん 4 レ已、 以, 誠推レ 之、 

則 有レ物 有， 則、 愚者 不レ及 而不， 通、 知者 過而 故 有，， 過不及 之 差 一 聖人 立， 敎設， 師， 

而令 T 後覺 者、 因 n 先覺 之入ハ 原 * 天地 之 本-" 內能 誠、 則 外自顯 其 形用ハ 道 唯 思、 而不 

レ 可， 成、 行而始 成、 

事 原 

天、 以ニ 陰陽 五行 相剋 相 生 之 相 因； 不ん 已而 循環 而已、 其 間、 唯 水火 之 用、 而見來 

則 生生 無. ^ 息 也、 地受 而爲 M 溫暑冷 寒、 雨露 霜雪、 風 雷水旱 一人 以爲 二璺 凶、 災祥、 盛衰、 

興亡； 聖人 制， 之、 建 四時； 設.： 年月日 時； 定ま 方； 分. 入卦； 考，. 一 古今； 而知 n 損益； 

以こ晝 夜 一 爲ニ守 休- 以， I 代謝： 爲 變易； 轧 •： 成敗 1 以， 時、 天 時 用大乎 矣、 

地 者、 靜而平 也、 有 二 自然 之 形； 有， 自然 之 勢； 形 有 ふ 问下險 易 廣狹 長短； 勢以ニ 木石 泥 

水 1 也、 人 用， 之 有： 便 要； 各 有 二 自然 之 形勢； 有 n 設爲之 形勢； 人俯而 察，， 地理； 制」 國 


郡 一 限 M 山川 一 正 經界ハ 定：. W 制； 以 4 尊」 一考 レ俗、 以 迀直； 正レ 用、 建爲 r 三才 同一 之 

法； 矣、 

人物 者、 天地 之 有、 而 天地 者 萬 物 之 父！ S 也、 人 有 1 一 上下 知 愚 ハ物有 ：- 動 植成作 ハ人有 11 上 

下知 愚； 則 分， 類建レ 官定， 分、 設， 敎.^ 下 相 通、 知 愚. A 助 而其用 成、 物 有 二 動植成 作ハ則 

鳥 獸魚瞪 * 草木 五穀、 ii 石 金. ：^-、 器物 造作、 各人 以爲， 利、 其 間 有 二 天地 之 準繩ー 人時 

制， 之矣、 凡 一 事 亦 有 ；- 一 现ー 其 用尤大 哉 乎、 
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主 耍 

君 職 

人^， 萬 物 之靈、 而主 者、 人中 之靈畏 也、 不，， 耕而 食、 f  t 織"， m 衣、 不. 造而 居、 能 立 二 

萬 民 之 上, 者、 無レ 他、 民 皆 厚， 業 而不レ 暇， 知， 道、 其 行不， 敎、 則 均一 1 禽獸ハ 故 其 間 建 M 

皇極； 使 K 惊兆之 民 復，, 天地 準繩； ，；£.r 天 倫 之 叙 A 也、 凡 主 職 先在， 知 コ爲， 君 之艱ハ 庸主 

者、 以ニ 天下 國家ー 驕レ 入、 以> 一富 貴つ 爲レ 安、 故 暇 曰 多 而不， 堪レ 祟ち、 設ニ遊 燕 1 好. 1 田 

獵： 耽樂 之從、 不， 知，； 稼 稿 之 艱難； 不」 聞，； 小人 之勞ー 佞臣 叉以 V 務-ー 主 職 1 不.^ 通 n 下情- 

爲，， 暗 主； 周 公 曰、 嗚呼 君子 所 r 其 無 逸； 是也、 而克 M 敎化ハ 古昔 之隆 也、 敎以 1! 人倫 之 

法パ 1^; 以ニ五 典 之 叙； 而民各 安.： 其 職分 〔 而順， 一天 地ハ 對-; 越 在天； 利 一一 出 川 1 墾： 田敏； 敎 

化， V 布、 風俗 二 孕 厚也、 


君 蛾、 其 要 三、 曰學、 曰 知、 曰 行、 與， -者、 通.： 古今 事物 之 情 1 也， 唯不 _ 讀， 也、 知者 

明 二 我 知識 1 也、 學而知 不レ明 則 惑、 惑 則 暗 而不」 逝、 行者 行.. 所ニ舉 知！ -ぉ、 不.. 行 則 祭 知 

無 レ所レ 用、 欲レ極 ニ此三 事.； 則 亦 有 一一 三资ハ n 師、 n 友、 iiHr  0 ノ師： 止 二 其 邪路ー ノ友 

討 二 論 其詳ー 以. 臣察ニ 其效ー 

警 戒 

夫不. 警則怠 者、 事物 之 自然 也、 陰陽 之 相對、 木 火 金 水 之 相^、 相對、 如，： 循而相 生 T 

天地 之 長久 猶然、 況 人事 乎、 況家國 天下 乎、 凡 警戒、 曰 心、 曰 身、， 曰 家、 ほ 國、 ：：： 入 

下、 皆以， 理以， 形以， 物 以，^ 用以， 時以， 處、 文武 權衡之 所 xra 也、 

建 官 

有 レ上則 有， 下、 有 レ君則 有 レ臣、 是 天地 之 物 則 也、 li 不 t 分 ニ職官 1 則 其 用不， 足、 故 百官 

主要  五 四 九 


武敎 本論 中  五 五 ◦ 

不」 疋、 則 各 不：， 知 二 其 職分 ハ而 朝廷 不レ 正、 朝廷 不」 正則 君臣 亂、 是建官 之所レ 起、 不レ得 

レ已 也、 百官 之耍、 文武 之官 而已、 凡 師ニ範 一人 一儀 M 刑 四海 ハ直奉 一！ 君德 1 決 n 萬 機 桌-文 

事 則爲， 相、 武事 則爲， 將、 世殊時 而 人才 難 レ得、 或 異ニ其 任 ハ相將 之 撰 t^.i、 唯 以ヨ 

德智 お， 一 爲- 一先 後ハ 德者 正， 心 修レ身 也、 簡而不 レ烦、 和 而不， 厲也、 智者、 善 謀 也、 村 知 

ヒ、 知 二 己 彼 一知, 天地 一也、 通： 一 古今 1 辨， M 一白 一也、 勇者、 カ行 也、 果敢 也、 不レ 動-小 レ屈 

也、 f 壯也、 篤淳 也、 具， ー此 三德, 曰 ニ大 Hil 大將！ 也、 相 將备有 • 其 職任ハ 主 正： 其 撰 一 則 

委； ^ 不， 可」 疑 也、 官長 有司 之 撰不， 正、 則蔽塞 而不， 明、 下情 不レ 通、 故 其 携不レ 可い 忽、 

以， 一知 信 仁奠忠 1 酙 II 酌 其間ハ 

選 

阜陶漠 曰、 無」 殿， 一 庶官ー 天工 人 其 代，. 之、 凡 爲レ治 之 道、 在 二 於 得 >1 人、 得」 人 之 道、 專 

在 ニ選擧 敎練ハ 成 周 盛時、 用； -鄕擧 単： 選 之法ハ 以 取， 士、 是 古昔 之 切， 得レ人 也、 知， 人 之 

直、 聖人 亦難レ 之、 蓋 人情 日 偽、 敢， - 於爲， 私以相 欺； 公： 於爲 レ黨以 相蔽； 徒 任，， 人而不 

レ疑、 言. 言 而不， 惑、 則情僞 日滋、 而賢否 不二 復 可-: 辨也、 故雖 二鄕擧 m 一 選 之 法 "仗， 所 U 


以不- 可, 行 也、 試， 士之 法、 以ニ 言行 一 各 有；！ 三耍； 札， 之以： i 八 法 八徵ー 苟無 「試驗 之 方、.. 

防 察 之 政、 糾擧之 法 一 則 正 偽不， 明、 

人不 レ敎、 則 放 僻 邪 侈 也、 敎不， 正則 陷 異端 一 人 皆 有 二 好， 善心 一 以 k レ敎 不. 知： 入道 『 

也、 敎而. 小レ 練、 則 其 事不， 詳、 不二 優 游^ 養 1 而其 效不， 明、 故 敎而不 レ練之 敝者ロ 給 辯 

佞 也、 敎與レ 練 相 持、 而事初 明、 古 者舉校 選擧之 法、 始ニ於 鄕黨； 而達， 1 於國 都； 敎. 之 

以 德行 道藝； 而興： i ハ賢 能； 是選敎 所-一 相 因 1 也、 敎 練不， 明 則 下 無二 勤 厚之 民 一 選擧不 

レ成、 選擧而 無， -敎練 一 則 上 無二 成功 之士ハ 凡 上 之 用， 下 也、 唯不， 求 二 便 用； 而令 M 彼敎 

化； 是主德 也、 故 擧，； 相將ー 而猶 立：， 法制； 曰、 修 k 身 外 蔽ー莊 二 容貌 ハ 盡 忠勤 ハ 養-！ 

敎 下- 是也、 Mljf  、敎， 士叉 有. 1 養敎之 法； 養 者 善 而能養 之 謂 也、 敎者 學而時 1^: 之 謂 也、， 

養 有 二 口 體之養 一 有 二 氣カ之 養 ー敎令 ァ士 立 レ志學 レ文游 &r 詳： 禮和 一正 ニ辭氣 一節-. 容貌 1 

淳 * 風俗 h 敎，. 民 之 道、 不レ詳 則 業怠而 無二 常產ハ 國多 ：1 遊民 一 國 用不レ 足、 財 日 費、 民".^ 

レ 得.. 而 無，！ 常 心 一 其 大亂， 國、 故敎， 業、 定， 伍、 立：， 敎、 正い 俗、 明 二 賞罰 一 則 民 食 足- 

而兵民 亦可レ 行、  , 

耍.  五 五一 


武敎 本論 中  五 五 二 

武 備 

武備 者、 警戒 之 所， W 也、 易 神武 書 文武、 聚人之 所 コ並論 1 也、 一大 之 生， 物、 雖： 動梳ン 

類 1 亦 有，： 衛生 之備ー 況人 乎、 況 人君 乎、 心氣 之警、 言語 容貌 之 守、 行住坐臥 之戒、 四 

時賽夜 之 守、 朝廷 拜趨 之戒、 建 都 之 制、 宮闕 之衞、 城郭 之營、 郭外之 屯、 郊， I？ 之 守、 

近國之 倫、 天下 之 制、 于，， 诒于. 亂、 于厳 于備、 是 警戒 武備 之 所：， 闪 也、 

陣者、 定也、 人靜定 而以. 人相 陳列 而戒 也、 朝 儀 例 臨時 之 政 法、 武事 ml 陣、 其實ー 

也、 凡 上下 相對 君臣 相衞 者、 自然 之 陣形、 而 天地 之 道 一 身 之 規範 也、 下 者 相 屯 而向」 上、 

主 者 握レ中 司：， 命、 有，， 動 則 有, 靜之謂 也、 上下 相衞則 自生， 形 而爲ニ 四面 相 廻 之 勢； 有：； 

. 遠近 便 用 之 制 一 衆 {.1 强弱進 待 表裏、 因レ時 因：， 地 而各生 二 其 形； 唯 推 二 其 誠 1 而 成-其 制" 

也、 軍 伍 之 法、 分 合 之 差、 器械 之 利、 動靜 陰陽、 奇正 表裏、 內 外相 持 之 用、 計.； 人力 

器物 一 考ニ 時日 地形. 一 有 二 自然 之 度量 一 後， 因 二 其 形.； 而强有 11 名 號.； 

靜者、 動 之 根 也、 動而行 之形是 謂， 行、 行 自有二 行 之 形 制； 動靜相 守、 以， 易， 陣爲， 法、 

凡 行主將 士卒 各 相衞、 器械 輜重得 二 其 所 一 長短 油 直 守 二 其 用； 法令 能 守 進退 之 整、 約 令 

相 通以備 不虞 一 是行之 法 也、 其 在 二 地形. &變兵 用 1 者、 尤可 H 敎練ー 


營者、 人 止而紫 環相戒 也、 陣伍不 レ：： L 日、 久則 人疲虚 生、 故以, 器械 用具 一 代， 人力； 

以， 一木 竹 土 功一 險； 也、 其 制 唯 陣伍之 外相 蔽 g 、而 令,， 避 二 雨露， 時 m 守 休，.： 也、 而輕， f 

陣具； 疎 營壁； 內外 lis 衞 之稱、 曲直 方阒之 形、 廣狹 棘密之 度、 門 戶壁溝 之 構、 道路 

{ 仝 地 之考、 定ニ戒 約 一 設，！ 候 望； S: 一間 人； 嚴：， 法令.； 計， 1 遠近 一 設 n 時險； 辨， 天. n 耍二 

寒1^>5-ー  是其 大概 也、 主將 士卒 之 差、 衆寡 之 別、 器械 輜重之 所 レ設、 水 賴木竹 之 量、 g 

易 去就 之 計、 唯 順 レ.^ 而制： 之、 

地 之 制 者、 王 公設，， 險之戒 也、 地 有 二 自然 之 形 一 有：. 人力 之設ー 有， 一人 力 之 代 一 凡人せ 之 

闪レ地 建 二 都邑； 遠 而有ニ 郡 國之設 一 有；， 郊野 之 制； 近而 有，： 郭外 城郭 之設 一也、 夫 營^、 

不レ以 二 年月.； 故城 者 形 之 所 L 極、 陣營之 形、 專 地而制 也、 其 法以レ 陣爲， 木、 以，， 險 

爲レ 形、 人 地相 闪、 險易互 持、 內外能 守 而已、 ギ先， 用則專 易、 先， 要則專 險、 

險. 易 則 設爲二 高下 蔽 i: 之 形； 有 二 壁 Ms 池、 關門屏 構、 竹 木 墙垣之 用.； 隨ニ 其輕重 iwll 

其內外 1 用, 之、 易 レ險则 設爲, 通用 自 由 之 形 一 有： > 道路 舟 梁 階 坂 戶爾之 用； 察.： 其 地形； 

考こ其 用 1 而制， 之 也、 地形 义 以.， 時制， 之、 而 三者 相 成、 

凡 形 者、 理之所 L 形、 而理者 形 之 所， 斑 也、 形 根 二 於 斑； 现根 n 於 形； 形现之 所， 在、 ^ 


武教 本論 中  五 五^ 

有 こ 其 事 一 論， 理而不 A 盡レ 形、 則其說 異端 而無， 用、 謂. 形而不 ■』、 則 其 用 疎而泥 著， 

法 制 

法 者、 可 レ則之 法 也、 令 者、 出 レ法而 令」 衆 也、 法令 者、 言 T 象 一 1 天地 準繩！ 而建. i 之 藩 畦 T 

敎巾人 不，, 放, 出 其埒- 也、 有" 敎令； 有 二 時 令.； 有 二 地 令 一 人情 隨， 時 冈， 處就， 事 必轉、 主 ■ 

將豫. 祭， -其 機、 暗戒， i ハ II； 考， 之 以-: 物 則 〔 令 II 人歸" I 善、 是 法令 之 所， 一由 繁 1 也、 法 本， 1. 

忠孝 撫育 勤行- 令 別-, 上下 親 棘、 先 後棘密 風俗 ( 

制 者、 以ニ 器物， 通. 用 利， 耍也、 約 者、 以 二形 名ハ 一  通， 約 去， 疑 也、 文 有 こ 便 

用 禮樂之 器物 ハ 武有ニ 要 備通約 之 器物 ハ 而其制 不レ得 其約ハ 則 事物 不レ 合、 凡 形象 者、 

所,； 以令 nil 感， ，之、 名聲 者、 所 以令ニ 耳 口 依.^ 之 也、 形 名 者、 耳 nz 口 之 所, 觸"， m 情 之 所 

,感 也、 故 通-, 遠近 1  一二 險易ー 約 衆 情； 戒 吊變； 其用尤 多、 金 鼓 衆 音、 旌火雜 象、 其， 

用 以，. ^而 順， -地、  .. 


內閱 者、 內能敎 而外閱 其 練 1 也、 敎 而不レ 閲則理 必不， 通， 事、 而 俄然 蔽塞、 故 內試而 

雖， 屬， 町、 閱 而不」 躬 則不， 全、 必有， 所 i 、事物 之 間 不二 以， 偏 可 全、 有 kM 心氣ー 

有レ 練-言 辭； 有.. 練： 一 耳 rm; 有， 練 二 容貌 手足； 不 M 內閱 一而 一 曰； 驅. 之、 以臨， 事ぎ I 其 不一 

レ整、 S1 誤 乎、 成 周 之 盛、 田獵 之禮、 毎レ年 面， 四擧、 三年 而大 擧、 出而謂 「N 治 兵； 入 

而謂 之 振 旅； 歸而飮 至 于廟： 以數 • 拿實ー 然不レ 謂 M 之 治 而謂二 之 诒兵ー 不， 謂， 之 

田實； 而謂 之 軍實ー 皆以 T 講 n 武事； 威儀. -也、 

賞罰. 

善不， 勸 則不， 成、 惡不 X 懲 則不レ 息、 赏罰 者、 敎 r: 人人 各 歸ニ其 善 1 之 用、 主 御， 下 之權、 

敎 練之戒 也、 以ニ 忠義 勇 之 言行 效； 爲 輕直； 用以レ 時以， 處、 賞 亂 則人必 怠、 


主耍  五 五 五 


, 武敎 本論 下  五 五六 

武敎 本論 下 

凡大. 似 主要 者、 皆 武敎之 所， W 也、 故主 能耍： 其 本末： 敎ヒ 卜養レ 民、 詳練 ：- 內外ー 糾 M 察 

事 一 考 11 其 成否 ハ 以コ赏 罰 1 明, 之、 則 武敎兹 成、 兵始 可， 用、 

謀 . 知 

謀 知 之 道、 豫謀、 常 知、 廣： 見聞； 以 M 視觀察 1 索 一一 內外； 則無レ 所：， 隱、 謀 者 內密， 謀 也、 

知者 外見 閜而知 也、 內外謀 知 則 不.， 戰而 勝敗 明矣、 凡主將 之道智 法、 士卒 兵 衆 之 用、 糧 

財 器物 之 量、 天地 之 得、 能 謀而知 則不レ 惑、 夫 謀 必用-一 上智 之 人； 知必 有，： 遠近 候 三 候 一 

S 不レ 得- 1 其 法 一 則不 k 矣、  ， 


謀 君 Hi 上下 之 和 一 或 以：： {n<; 或 以ニ鄕 人； 或 以，： 閒人； 或 以ニ間 術； g|: 漏： 間 人 之 

通， 事、 有 r 陰 書 陰符陰 言； §i ま 謀 問 能 行、 而知， 情 則 敵 II 服矣、 用 間 之 法 有： 選 人 之 用； 

有ミ 必用 之 時 一 有 二 必用 之處； 有 M 用 問 之 法； 我 詳謀則 外 間 有 ニ不， 候， 內之制 一 知 候闕則 

外事 不レ 窺、 謀問不 t 行 則 計策不 レ遂、 ？：： ^內 無： 一 上 知 之 士.； 外 無 •： 視聽 之詳； 而 軍事 成 乎、 

戰 法 

戰前、 重 習 而詳レ 法、 誓レ士 而^, 約、 外 謹 M 索 候； 臨 A 戰、 則 戒勵嚴 A 法考レ 節、 戰後、 

|^1守報，功分，財、 是戰： g 也、  ♦ 

戰 地 

行 而戰， 一 彼 地, 曰， 容、 客必 w 二 地險； 脇， 險涉， 阻尤委 n 其 法； 行者 固 n 留守.； 不， 失レ 勢、 

不レ 侮， 彼、 謹， 始、 不レさ 小利 一 利-一 糧水ー 明 n 戒約ー 利 1 お 路ー撫 一 其 民人 一到， 一 其 妻子 一 

絕.！ 糧道； 燒. I 蓄積 一 奪 r: 其 所：； 必恃 W: 一  令 二 彼不， 得， 已來戰 一 是變， 客爲， 主 也、 待 而戰こ 

A 地, ド主、 和.： 民人 1 質： 妻子； 利：： 報 水 1 謹 11 蓄積； 依. 險 EL 阻、 而令， 1 彼久拳 A 兵、 而 

^ 略  五 五 七 


武敎 本論 下  五 五八 

IS,: 糠 水； 要， - 道路； 乘 .MM 路； 刦ニ彼 後： 摊， 鋭氣； ，一兵 力 1 乘 n 其 利 一 則 無， 不：， 利、 凡 主 

有 K 守 支戰之 地、 必戰必 守 之 時、 僞兵僞 伏、 多 方 誤, 彼 之用ハ 是客 主之戰 也、 

行 .ぬ 攻 k 曰 二 攻戰ー 攻 k 者不， 得， 已之 下策、 而 彼此 無二 十五 之 得失； 則不 & 二攻之 一也、 

彼 有 二 木末 形勢 一 有 二 遠近 險易； 有 治亂急 緩； 城 有-. 圍攻之 差； 圍 則陣， 一 要地、 耍ニ 時險； 

我不， 危 而後 察 ，1 彼 情； 絶二糧 水, 奪 二 其 所., 要、 安二 民人； 正 W 經界； 彼 出 則 我爲， 守、 攻 

wwv 要地 一 固， 營、 備 1,^ 二 矢玉 ,之 具 h 利 レ兵固 レ陣、 前後 能 通、 動靜相 持、 戒約 尤嚴、 

不， 攻 而拔、 攻レ 無， 人 者 其 要 也、 不， 拔而 退、 拔而 入， 兵、 皆 有， 法、 ♦ 

守 城 之 法、 其 形勢 不， 得， 已也、 先定 W 主將之 心； 堅， 一 衆 情, 去， 疑、 足，, 糧水； 盛，, _ ^器蓄 

粮ー 分， 兵 結 レ陣、 城郭 槽壁、 門 戶守戰 之 法、 戒約 法令 之嚴、 伺， 外 察， 情、 勞. 彼 誤. 彼、 

守 出不， 失レ 節、 各 有 W 其用ハ 彼 圍則我 必戰、 彼攻 則我專 守、 是 攻守 之 戰也、 主客 守攻 

者 一 法 也、 唯 主客 相 持、 守攻： A 不レ 失， 節、 則 其 用 全矣、 

平易 之戰 者、. 利 二 用， 衆 結 U 陣、 二 其 高 陽； 察 敵情； 依 二 林木 蔡蒼ー 設， 險 伏し 共、 分， 衆 

勞レ 敵、 愼ニ 前後！ 利， 糧道； .Eh 戰者、 隱， 形 廻， 兵、 進 返 相 依、 輕重： 立 持、 唯不， 失 こ 其 

勢ハ 山 下. 戰者， 久持而 令 r 彼粞 .1 之、 待 而勞， 彼、 利而 下， 彼、 能 M 戒約 ー愼 一一 後路； 是山戰 


也、 _ め澗 者、 不， 戰之地 也、 行而 到， 此、 則 能 索， 彼 速 去 而不， _舍、 不， 得， 已則謀 而已、 

待而 戰則絕 n 前後 1 塞： 一 糧道； 夾擊則 利、 路狹 道險之 地、 行者 待 者 皆然、 林木 《i„J!n 之 地 

者、 利 一一 用, 寡 置.， 伏、 行者 謹 一一 候 望 一索 一一 伏姦ハ 順. 風 焚， 之、 待 者 因 1 之 設レ疑 勞，. 敵、 ま 1 

火戰 伏戰； 是谷 林之戰 也、 

伏 覆 者、 專因ニ 地形 1 隱， 一兵 形 一而 襲レ 行、 出 二 不意 1 而惑 t 彼 也、 兵 衆 戚約之 用、 多 レ疑起 

レ伏之 節、 唯 在に 祭 二 時氣ー 索， 伏 者、 專考 i 地, 見， 一形 粧； 或謀而 知、 或索而 知、 能愼 M 

不意 1 則 伏 無， 所， 用、 是伏戰 之 法 也、 要：， 河、 必有 上寸戰 之略ハ ， 守 則 能考ニ 地 利 一 計 n 水 

勢ハ 設 H 時險； 因， 險不レ 失、 令，： 彼 疲勞怠 倦； 設ニ候 望 「祭 二 彼 情； 分， 兵 結， 陣、 置 二伏姦 1 

出ニ輕 兵； 擊ニ 半涉； 持 二 後戰； 要， 險而守 者、 兵 之 助 也、 不 151 ニ戰 略； 則 彼 涉之後 我 失 

レ謀、 涉者以 ニ必利 1 也、 涉之 法、 察 •. 地 情； 唯 以，. 表裏 分 合； 欲.， 涉旣涉 之 形勢、 不レ可 

レ不 A 愼、 是川戰 也、 

舟戰 者、 陸 船 船 船 相 戰之法 也、 船 有 二 大小 輕重、 軍船 用船、 河 海 之 制、 潮水 風雨 之考、 

湊泊著 營之地 一 而用, 之 有 T 結 陣行船 船 營戒約 戰守之 法、 器械 糧水 之設ハ 陸 船相戰 者、 

陸 者 比. 要， 川、 遠 候 高望而 知， 情、 彼 欲 I 著， 船 W 沈， 船 速刘、 上， 陸 則 取， 船 絶 A 後、 用 

戰 略  五 五 九 


)$  SI 船 I 涉レ 川、 やま I、  II 出 i き？ 

守休チ 時、 就 去順 ノ地、 海陸 相 持、 チ 榴櫓 一 避 ぁ玉ハ Ta 猶？ 燒レ船 

沈 I. 船 船お 戰者、 不得. 已也、 或 因-風潮： 盛レ 勢、 或以ニ 器械 一助い 戰、 有 二 攻守 之 

ま fl 船 營者、 考レ地 I、 出入 以レ 時、 順 i レ船、 定レ約^^^,^ 

有，， 其 S 是舟戰 也、 水 戰者 、ま 助 ま、 II、 ま 艦、 故お 

而チ 舍不， 陣 si 也、 斥澤講 者、 不二 戰 地お 道 兼行、 l  i レ之、 彼近ヒ 

吾迎， 之、 彼ず 之、 彼 欲. 豫陷 坑簽 刺 之 守、 絶レ 後設 レ伏 之戰、 各有レ 用、 7 レ得」 i 

歩、 則 先 令. 人 探 過； 作 二 別 道！ 要.： 戰略ハ 其 向背 遠近、 唯 彼與. 1 我、 


§11 1 蒙 怠、 暮 I 者、 自然 秦也、 $t 之 ^一日 ^ 

囊， i 蒙 興亡 也、 夜戰 者、 lii,. 

蒙 i 奪 I、  0a  ipi  n 

驚 彼、 守 f 持量相 應、 出入 以レ靈 退 貴レ速 也、 守レ 夜、 ？ 陣營 戒約之 厳- f 


守 而勞レ 彼、 久而 令：， 失， 節、 或 撃：. 其 後； 要 ニ歸路 1 矣、 風雨 之 暴 者、 不， 戰之時 也、 

而去レ 之不， 得ヒ 遇， 之、 則 固 レ陣張 器械 一 待 i ハ止ー 彼遇レ 之、 則 乘ニ其 利 一 駭： 左右" 

經， 後、 發, 伏 打， 亂、 天 時 用大哉 乎、  .. 

戰 用 

衆 戰者， 陣 營尤責 分數； 用法 必明 r 形 名； 地形 唯 因 n 平易 一 戰略專 重 持、 全， 形 退. 氣、 

能こ勞 佚； 時， 1 守 休； 恃， 衆而 忘， 用、 貪， 利而 苟且、 則 必陷ニ 彼 謀？ 寡戰 者、 撰レ兵 固， 陣 1 

考， 時 因， 地、 而隱， 形勵， 氣、 令 二 彼 勞亂ー 絕， 後衝， 中、 尤利ニ 伏 夜戰； 乘 ぃ勢而 I- 進、 

見， 利而用 X 奇、 是 衆寡 之 用 也、 騎步俱 用 者、 陣之用 也、 騎步偏 用 者、 時之變 也、 騎戰 

者、 要 一一 易 地 一 自ニ 左右 一人、 自 M 前後 ー鬆、 唯 貴 二 輕速ー 步戰有 A 士有, 卒、 步遇， 騎 則設- 一. 

時險； 利 二 待而伺 U 虛、 步卒用 專練ニ 其 器械 1 整 二 其 形 法 一節 n 進退 1 明-一形 名 一計 二 遠近 1 時に 

守 休 一 戰有， 1 急 緩 之 節.； 有， 1 奇正之 用.； 有 二 陣伍之 制； 陣有 n 歩 騎相交 之 法 一 叉 有 n 步卒 

特用之 法； 官長之 法令、 尤有， 制、 騎步各 不ぃ得 二 後陣； 則 用 不：， 逞、 是騎步 之 用 也、 

火戰 者、 因， -風 燥, 因 二 地 粧ー用 M 火藥； 凡 火 者 驚， 氣 速燒、 故 兵以， 火 爲.. 助、 燒 M 林木 村 
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里 積聚； 發, 火擧 k 烟、 各 有 1.1 其用ハ 唯愼察 II 風 候 一 審！！ 地形 ハ 守戰 表裏、 火 兵 相 助、 則 

利、 便， 火 則 先壞二 民屋, 剪 二 林木； 戒 M 積聚 1設>！ 水 器 ハ已發 レ火則 備，. 兵 守 レ虛、 靜而待 t 變、 

是火戰 之 用 也、 進而逐 則不， 知， 止、 陣伍相 散 動靜相 離、 故 進 則 形名以 戒、 隊伍 各 守、 

歩騎ー V 足、 器械 相 列、 勇 怯 互勵、 追 A 北而 進戰、 則必 而不 索レ 伏、 不ぃ 持" 戰、 故， お- 

地定ぃ 時、 全， 兵 一 レ氣、 急 緩 輕重各 有い 法 也、 退い 兵則必 怯、 故 結.， 陣 固い 約、 守戰相 助、 

審， 地考， 時而 退、 無二 彼 之 可 1, 追、 敗而 退、 則兵氣 悉减、 故設レ 險考. 時爲 M 偽 術 1 惑い 彼、 

以ニ戰 死 1 定， 衆、 其 形勢 不， 可く 必也、 是 進退 戰之用 也、 

戰 要 

善 戰者善 謀、 上 兵不， 戰而勝 也、 善 謀 者、 情機 形 用 無」 个 t 通、 彼 常虛而 不虞 也、 守攻， 

皆乖 n 彼 所 r 之、 故 士卒 悉 無二 而死兵 也、 守而必 固、 攻而必 取、 凡 兵 形 者 如 二 水 之 潤 下， 

火 之 炎上.； 其 勢 如 二 水 之就レ 下、 火之傳 P 燥、 其 用奇正 循環， 動靜 固， 根、 竪橫相 守 也、 

相戰之 間、 先對 後、 而 用い 戰之 法、 表裏 中 而已、 其 事 能 在， 通 1! 三才 1 矣、， 

武敎 本論 終 


今以 T 門人 所 --s: 錄 一之 小學、 予 所-! 述作； 之 本論 h 爲 1 二 き 一 繋 ニ要錄 第伍ハ 號  训集ハ 于 

レ玆 武敎之 始終 悉矣、 武不， 因 レ敎、 則 失 二日 用當然 之理ハ ー扶， 1 成 天威 一 爲ニ 帝王 之！ ：1 

乎、 仍跌、 

.  m 鹿 素行 子、 


五」 ハー 一一 


兵法 神武 

雄 蒲 i 


解題 並 凡例 

山 鹿 素行の 兵 a- 書の 最も 早い 頃の もの は、 有名な 兵法 神武 雄備集 五十 一 卷 である。 

この 書 は 素行 サ 一歳の 作で あるが、 その後 も 研究が 進む に從 つて 手 を 入れて、 慶 安四 

年 三十 歳の 時に 自序 を 加へ、 叉 この 自 奥義 を 加へ て 完成した ものである。 その 事 は 

名稱 からば かりで はなく、 雄備 集の 自序の 內に 「其 論 到 二 兵 源篇ハ 而後 盡 云々， 一と ある 

やうに、 その 兵源篇 こそ は、 この 奥義の 篇名 であると ころ を 以て 見ても 確かで ある。 

この 書の 名稱 は、 奥 儀 . 奥義 集 等 種々 あるが、 現在の 寫 本で 最も 確かな もの は、 -兵 

法 神武 雄 倫 集 自得 奥義」 である。 則ち この 名の 示す 如く、 兵法 神武 雄備 第の 極^ 奥義 

, の 書で ある。 その 趣し 曰 は 序に 示して ある 通り、 兵の 本源 を 示して、 その 用法 を 誤りな 

からし めんがた めで ある。 

集む ると ころの 五篇 は、 皆必 すし も 新に 撰んだ もので はない やうであって、 從來箇 

箇に できて 居た もの を輯 めた ものら しく、 重複 も あり 錯誤 も ある。 尤も 寫木は 誤寫を 

免れない 關係も あるが、 要は まだ 充分に 練った もので はなく、 且つ 自筆 原本 は 恐らく 

解題 凡例  五」 ハ七 


解題 並 凡例  五六 八 

容易に 門人に 見せなかった もので あらう。 故に 門人の 聞 書に、 

「先年 此の 奥 儀の 抄を 門弟 中の 內 誰か 被 レ書候 人有レ 之、 古 先生に 被 レ掛こ 御 目 一 候。 卽 

座に て 火中 被, 1 仰 付； 無益なる 事の 由被レ 仰た る 由」 

と あり、 义 現存の 寫本 中、 門人 筆の ものに 素行 自筆に て 

「此 本淺 □□□ 聞 譬也、 其 多 11 虛說ハ 不， 可い 執 n 用之ハ 可 n 火中.； 素行 花押」 

と 云 ふ ものが ある。 以て 公然と 寫し たもの がなかった であらう ことが 想像され、 今日 

素行の 自筆 本がない こと は 勿論、 確かな 寫木も 少ない 所以 も 略、 ぼ 了解で きる。 

兵 源の 問題 は、 要するに 哲學の 問題で あり、 いかなる 學說 による かが 問題で ある。 

然る に當時 素行の 立場 は 所謂 三敎 一 致說 であるから、 老莊 • 佛 • 薪の 混合であって、 

後年に は舉說 の變遷 と共に、 この 書の 主要部 分 は 自然 棄 てられた ものである。 從 つて 

素行から は 使用禁止 を 命ぜられ、 或は 火中せられ たやつな わけで、 門人な ど は 雄備集 

は 北條氏 長の 著雄鑑 の抄錄 であり、 この 奥義 は 氏 長の 微妙 至善の 抄錄 である さうな な 

どと 云 はれ、 輕視 さるる やうに なった ので ある。 (gig 義) 然し 乍ら 全部が 全部 衆 てら 

, ^たもので はなく、 且 つ： 陵 年の 兵舉 思想 は 元は こ こから 發 達した ものである 事 を考ふ 


る 時、 こ の 書の 價値は 頗る 重要に して 且つ 興味深い ものが ある e 

底本 は 平 戶山鹿 家 所藏の もので、 素行の 嫡子 山 鹿 高 基、 養チ山 鹿」 咼恒の 筆跡の もの 

並に 素行 門人の 書に 素行 加筆の もの 及び 某 寫本等 をキ： とし、 更に 吉 田家 (松 陰の 子孫) 

所藏 本、 山 鹿兵舉 全集 (版本) 等 を參考 とした。 

尙 ほこの 外に 素行 自筆 の 奥 儀 調 解と いふ ものが、 淺野 長 直の 命に よって 著述 された 

まが 積 德5¥ 誓 籍目錄 にある が、 今日は 殘 つて 居たい。 

誤 脫は補 ひ 假名 遣 は 現代 式に 改めた 外、 成る ベ く 原形 保存に 力めた。 


.^M^-^^  五六 九 
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(一) 支那 太 

古の 帝王、 戰 

に 長す、 始め 
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. ^、義 五 |Cf 自. >^  (原 漢文) 


f 1 ) 


夫れ 兵の；^ は、 黃 帝に 起り て 其の 傳は 風-おに 始まる。 本邦の 始祖 は、 神武.：： _ゃ_ 带の^ 征 

より 吉備眞 備に 迄り、 八陣 九地の 法を傳 ふ。 其の 用た る や、 實に國 の 大事と 爲す。 然 

れ ども 兵の 源流 を 知ら ざれば、 或は 奚を 好み 衆を恃 み、 或は 爭論 利口に して、 邪路に 

入る の 端な り。 今 世 兵を談 する の士、 技術の 說を 成し、 權 謀の 略を假 る。 故に 舉げて 

之れ を w 器 不祥に 陷る なり。 噫、 嗟歎すべし。 予竊に 古人の」 れ T ゲ "取りて、 兵 源 論幷に 

察 機. 結 要 等の 書 凡そ 五 篇を著 はす。 兵の 用 を 務めて 兵の 本 を 知らざる とき は、 則ち 

^巧に 深み 利欲 を 好む。 兵の 源 を 索め て 其の 流 を 知らざる とき は、 則ち 虚 遠に 馳 せて 


F 


を 忘れ、 並に 微妙 至善の 要 を 知る ベから す。 故に 說を 作りて 後の 君子 を 待つ。 


.(1 二) 


時に 慶安、 虽辛 卯に 舍る、 某月 某日 一 

奥義 五篇 n」i:  一 


後 山鹿義 nn 肅書 

五 七 一 


兵法 神武 雄備染  五 七 二 

M 次 

奥き  il 

, は 陽 兵 源 道 法. (很備 事 

囊ニ  

お； -髮大 一大事、 日 ra 季傳 受、 £ 方 配分 事、 察氣 

> さ. 檢！ ^ほ 件 勢 〈机 事、 察 m 十ケ條 *、 極意 三氣事 

囊ー一 一  九 八 

創業 篇 ic+ 剖 武功 〈寸 成篇 

Iffl  …… ま 

祕傳 nz 錄 

奥義 五  六 元 

向ヒ械 意目錄 向 ヒ^ 傳 3 錄 
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奥義 一 

一 、 陰陽 兵 源 (原 漢文) 

夫れ 萬 物 は 天地 を 出です。 天地の 本 は 陰陽な り。 陰陽の 仁 は 一 のみ。 故に 一 は 二 を 

生じ、 二 は 三 を 生じ、 三 は 萬 物 を 生す 是れ なり。 一 の 本 は 無 物な り。 無 物の 問 は無聲 

無臭に して 萬 物の 始 なり。 老子 云 はく、 「無名 は 天地の 始」 と、 是れ たり。 兹に 於て、 

寂然 不勖、 淸淨 本然に して、 来る 者な く 去る 者な し。 乃ち 陰陽 未 分、 天地 未 判な り。 

斯の 間、 動けば 則ち 陽と 爲 り、. 靜 にして 陰と 爲り、 淸輕は 上りて 天と 爲り、 直 は 下 

りて 地と 爲る。 是れ淸 濁 分る る 所、 天地 形す る 所、 方阒 起る 所な り。 淸濁相 分る ると 

き は、 W ち 五行 生じて 動と 靜と 相對 し、 水と 火と 相對 す。 相 分れ 相對 す、 是れを 兵 源 

と 謂 ふ。 無 物の 所 則ち 對偶 なし。 對 偶な きとき は 則ち 敵な し、 之れ を 無 爲と謂 ふ。 老 


遠方 蠻支ニ 

甚の族 SI; 

し^' 、ジ） 
き 族 越 北 胡 
な 、は 方 は 


丘ハ法 神武 雄備集  五，^^ 

子 曰 はく、 「有無 相 生じ、 雞易相 成り、 長短 相 形し、 高下 相 傾く 云々」。 

明德の 本體に 於て、 一念 未だ 萌 さす、 七 情 未だ 發 せざる の 地 は、 無名 無 物にして 视 

沌 たり。 更に 相對の 物な し。 若し 意の 發 動して 喜 怒哀樂 已に發 するとき は、 之れ を 陰 

陽 巳に 判る と 謂 ふ。 善惡相 分る るの 機な り。 兹に 於て 相 對の物 出生す。 和 對の間 若し 

其の 道 を 離 るれば、 外物の 爲に內 心苦しみ て妥 迷の 想 を 起す。 是れ 一 心の 主人、 敵の 

爲こ， f 掠 せらる るな り。 一 物相對 して、 或は 敵と H ひ、 或は 己と：：： ひ、 或は 私と 口 ひ、 

或は 惑と 曰 ひ、 工夫 此に 到り、 能く 修得 すれば^ 己と W ふ。 此の 工夫 足らざる とき 

は、 則ち 不偏 不 倚の 中 を 失 ひ、 明 鋭 常に 雲霧の 爲に覆 はれ、 妄意 盛に して 其の 35 皆 過 

不足な り。 寂然 無事の 處に、 偏に 依り 出生の 物 は是れ 惑な り。 中 は 倚 偏な し、 則ち 七 

情 正し。 或は 怨み 或は 惡み、 或は 好み 或は 愛し、 或は 五 欲 或は 七 情、 皆 一 物にして 萬 

り。 是比敵 口  E の 由り て 出づる 所な り。 此の間 陰陽 淸？^ 方圓、 分 段 多し と雖 も、 更 

に 優劣な く、 更に 好惡 なし。 知者 は 用 ひて 滞らす、 故に 仁者 は 敵な し。 愚者 は 惡ぁ 

り 親疎 あり、 而 して 去来 自ら 滯る、 故に 七 情 皆 敵と 爲り、 骨肉 も 胡 越と 爲る、 是れな 


ER^ 人 は 一 心の 兵法 其の 源に 遇 はざる とき は、 則ち 其の 理 自ら-闇 くして 木 心. 3! 滅 十.。 

此を 了簡 すれば 禮に歸 る。 禮に 歸れば 天下 平たり。 天下 は 天！ 卜 一 人の. 大 F に 非ざる な 

り 。自己 一身の 間 天地 あり、 日月 あり、 森 羅萬象 あり、 百姓 萬 民 あり。 明德 正しから 

ざれば 日月 地に 落ち、 天地 處を 易へ、 百姓 安から す。 皆 是れ火 敵 を 担がす して 木 心の 

社稷 忽ち 失 ふなり。 克己の 工夫 を修 むれば！ K 地位 を 得、 百官 職 を 守り、 而 して 後天 下 

平な り。 是れ 信の 兵法な り。 此の 兵 源 足ら ざれば、 萬 卷を誦 み 技術 を盡 し、 多 率 博 問 

の士 も、 內 常に 干戈 を 横へ、 意馬心猿坐馳-:?^;作して戰.；^デ、しべ からす。 莊子曰はく、 「日 

に 心 を 以て 鬪ふ」 と、 是れ なり。 兵法 至極の 定論、 萬 代 不易の 議源 なり。 

兵法に 城と 曰 ひ 備と曰 ひ 戰と曰 ふ、 之れ を 三 要と 謂 ふ。 城 は 一 心 を 安置す るの 地な 

り。 備は 格物致知の 勤な り。 戰は 物に 應じ 事に 接する の 問な り。 右し 城 地 固から ざれ 

ば 放心の 事 多くして、 常に 外物の 爲に划 略せら る。 若し 備陣； 止しから ざれば 视聽 言動 

の觸 るる 所 邪 僻 多し。 戰法 明かなら ざれば 七 情 皆 中和 を 失 ふ。 行 住 及び 坐 臥 皆 此の 三 

要に 過ぎす。 行に 三 要 あり、 坐に 三 要 あり、 動静 各！ 此れ を 守るべし。 斯の 如くして 

後 始めて 兵 源に 遇 ふべ し。  . . 

奧 義ー  五 七 五 


兵法 神武 雄備集  五 七 六 

古今 兵 を 論す るの 士は、 殺 略戰陣 を專ら とす。 故に 兵法 は 一 技の 中に 陷る。 大 下の 

間 は 士農工商に 出です、 士は 農工 商 を 司り、 士の 至れる 者 は 帝王 公侯な り。 士の業 を- 

兵法と 曰 ふ。 若し 兵法 を 以て 修身 正 心 治國平 天下の 道を盡 さすん ば、 兵法 は 用 ふるに 

足らす。 古人 曰 はく、 「內 文德を 修め 外 武備 を 正す 云々」 と。 今 能く 兵 源に 到る の士 は、 

則ち 一 心 無事にして 後 萬 般の用 所 明白な り。 是れ 聖賢 用 ふる 所の 兵法 至極の 要 論な り.. 

ニー  (復) 

n)  B0 夫子 曰 はく、 「己れ に克 ち禮に 歸れば 則ち 天下 仁に 歸す」 と。 

淵篇 首章  - 

一 、 道 法 兼備 事 (原 漢文) 

道 は 一 心の 用 所、 心理の 工夫、 萬 物の 根源な り。 此の 道 を 修め ざれば 萬 物の 本 を 知 

らす、 故に 其の 用 所 自由なら す。 法 は 作法な り。 本 あれば 法 あり。 其の 法 を 勤めす レ 

て 其の 極に 至らん と 欲する 者 は 成らざる なり。 譬 へば 猶ほ藝 術 を 習 ふが ごとし。 傳へ 

て 其の 妙 を 得る もの は 道な り。 術 其の 練 を 得る もの は 法な り。 道 法 兼備せ ざれば 事齊 

(山林 力，)  つた  もつ； 

はす。 或は 世間に 居て 山林に 居る が 如く、 或は 世間に 居て 專ら 名利に 縻 がる。 皆 道 純 

ら にして 法備 はらす、 法 純ら にして 道修ら ざるの 爲す 所な り。 兵 を 和し 仁 を 好みて 下 


四 支の 如き もの は、 道の 成るな り。 然れ ども 用、 法に 合せ ざれば 衆寡の 用 皆 背く。 是 

れ 法の 成らざる なり。 道と 云 ひ 法と 云 ひ偏廢 すべ けんや。 言行 內外 知行の 一 とする 所 

皆 道 法 兼備の 工夫な り。 祖だ道 能く 修まれば 法 其の 中に 在り。 道 は 本に して 法 は 末な 

り。 本末 一致の 工夫 之れ あるべし。 
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奥義 二 

察 氣 

大星 之傳受 

1 、 山 本 勘 助 入道 道 鬼 軍配 奥義 和 光 问塵之 大事 

日輪：：！ 傳 晝 三時 定 巳 午 未 

隨影習 

破 軍 破 北 斗 U 傳 

夜 三時 定 亥 子 丑 

日 之 四季 之傅受 
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日 之 四季 軍配 之祕 喜ロ傳 


ょリ 正月と あて、 丑 を 十二月と す。 

是れは 人 正の 例に よるが ゆ ゑなる ベし- 


子 北 


私に 云 はく、 日の 四季と 云 ふ は、 寅の刻より 丑の刻まで 晝夜拾 ニ訓を 十二月に 表し 

て、 其の 旺相を わかち、 其の 旺を うけて、 味方 是れ をせ なかに して、 敵是れ をむ か 

ふが ごとくなら しむる、 是れ大 sii.; に 付いて 用 ふる 所の 日の 四季 也。 味方の 軍勢 は旺 

分 をかん がへ て、 それに 付いて ま はし、 敵 はみ かたの 人數ま はるに したがうて、 皆 

旺を 前と す。 是れ 天地 陰陽 を はかり、 吒相を 察して 循環せ しむる の 作法 也。 S 々可 

レ受11ロ傳^- 

.M 義 二  五 七 九 
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四方 配分 之 事 


朝 申 七 寅 正 

晝 酉 A 卯 二 

暮 陽 
始 始 

戌^ 辰 2 
亥十 已四 
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盛 盛 

子 霜 午 五 
丑 極 未 六 


陽 終 陰 起 

陰 終 陽 起 

夕 夜 嘵 

如レ 此の 道理 をかん がへ 知りて、 陽の さかんなる を ひかへ、 陰のお とろ ふる をう つ 

とき は、 かたす と 云 ふ 事 あるべ からす。 世界 萬 物の 道理、 天地の やうす にさから ふ 

とき は、 一 曰 一利 ありと 云へ ども、 まことの 道に あらす。 ここ を もって 天のと きの 陽 

と、 人事の 陽と を はかりて なす を聖知 微妙の わざと 云 ふ 也。 

、 極意 破 軍 本心 虚空 藏心ロ 傅 心钮傅 

、 理大星 

朝氣鋭 晝氣惰 暮氣歸 . 

.k チノ  ヌッ  ヲ 

避 二 其鋭氣 1擊ニ 惰歸； 

察氣の 極意 幷勢氣 の 事 
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一 、 氣の事 世間に 流布す る 所 は、 雲 氣煙氣 など を 以て、 てきの あら はれざる 氣を しる. 

とい へり。 此の 說 あやまり なり。 今 案す るに、 氣は 兵法の 大事、 萬 事に わたりても 

其の 子細 をし るべき 事 也。 其の ゆ ゑ は、 內に うれ ひ あるとき は、 其の 氣色 外に あら 

はれ、 いかり ある もの は 怒の 色 外に あら はる。 是 れ皆內 にお も ひ あるとき は 外に 色 

あら はるる の 道理な り。 是れ內 に 物 あれば 其の 氣の 外にい ちじる しき 事、 天道 自然 

のこと わりな り。 を さまれ る 世に は、 君 をう やま ひたつ とび、 君の 御 恩 をお もんす 

と 云へ 共、 事に ふれて むほん をな し、 上 を 害し 世 をう ば ふ もの は、 皆是れ 君の 重恩 

を 山の ごとくい ただき、 海の ごとく ふか かりし ものの 成す わざな り。 ここ を 以て、 

聖知 賢哲 は、 治世に おいて 亂の氣 を 見、 安樂に おいて あやしき を はかり、 みだれす 

あや ふからざる 以前に、 政 を あらため 民生 を 撫育して 其のき ざし を 出で ざら しむ。 

-::2{醫 は、 病の あら はれざる 前に 其の 氣 をかん がへ、 灸治 藥服を 成す がごと し。 其の 

作法、 良將 微妙の 智惠 あるに あらす して は、 かねて しること かたし。 乍， 然叉 其の 作 

法 ある まじき にも あらす。 其の 子細 は、 其の 人の やうす を 知り、 その 政 をかん がへ、 

其の 本 を 知る。 この 三 ケ條に 歡觀察 を 加へ て 見ば、 しれす と 云 ふ 事 あるべ からす。 


0  二  ヅ ツチ メニフ  二 11) ノ ハ  プ、 ル  マハ  ノ 

2)  是れ を氣の 本と 云へ り。 兵法に 先勝 而後 戰と いひ、 或は 不 X 戰而屈 二人 之 兵 1 者、 lap- 

^篇に 「勝 兵 

出 後つ 求 善 也と 云 ふ。 是れ たたか はざる 以前に 勝敗の 氣を しるものに あらす して は、 たたか- 

攻篇に 出づ、 はざる 以前に、 かねて 敵の 氣を はかり、 あら はれざる 前に 人の 兵 を 屈する 事 かな ふ 

字句 多少 異な 

^M^^ ベ からす。 兵法 至極の 大事、 氣を 察する の 善と 惡と によるべ し。 今の 人 此の 本 をし * 

wli 也」 と ら すして、 風雲 煙 氣を氣 とのみ おも ふ 事、 世上の 迷 其の ゆ ゑな きに あらす。 陰陽 • 

呂律 • 淸火. 死 火 • 輕氣 • 重氣 など 云 ふ 品々 は、 本 あるに よって その 末に あら はる. 

るな り。 その 由緒 は、 人 居 ある 家に は烟 立ち、 人 居な き 里 村に は 人 霞た えてな し。 

白雲の 生す る を 見て 人家の あらん 事 を はかれる、 其のた めしな きに あらす。 ここ を 

以て 在家 を とほると き、 小 家に 烟ぉ ほく 立ち つづく を 見て は、 他所の 遠 客 ある 氣と 

見、 叉 は 病人 ある 氣と 見る、 是れ皆 內に本 あるが ゆ ゑに 外の 煙氣 いちじるしき 也。 

しかる を 以て 內の機 をし る 人に あらす して は、 外 氣相應 する 事 あるべ からす。 叉 通. 

氣と云 ふ 事 あり。 是れは 我が 心の 眞實、 天理に 通^して 其の 變の 雲煙に あら は， るる. 

なり。 是れ また 內の まこと 外に あら はるる 所 なれば、 實は 我が 云 ふ 所の 信の 氣 をし 

ら すん ば、 敵に 勝ち 世 を 治め 政道 を 正しくす る 事 も かな ひがた かるべし。 この ゆ ゑ： 

奧 義 二  五八 三 


( 一 ) 孫. V 共 

势篇 に、 如 レ&ー 

n 石於于 W 之 

山 一 者 勢. 也と 
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に 是れ を 兵法の 極意と す る な る ベ. し。 

、 勢と 云 ふ 事 肝要な り。 大納言 大江匡 房 云 はく、 和 朝の 兵書に は、 勢 をい ひつく さ 

すして 所作 を大 節と す。 大 唐の 軍書に は 勢を大 節と して 所作 すくなし と 云々。 今按 

する に、 勢と 云 ふ は、 右の 氣を つかうて 剛强 ならしむ るの 事な り。 大 がい 氣は 物に 

i) 

うつる 事 すみやか にして、 或と き はこ はく、 或と き はよ わし。 ここ を 以て 敗軍の 氣 

付きた ると き は、 風の 音 鳥の 聲に おどろき、 勇猛の 氣 あるとき は、 短兵急に まじ は 

りて、 匁に 血 を そそげ どもお そる る 事 更にな し。 皆是れ 勢の なす 所な り。 是 れは大 

將の用 ひやう によって 其の 氣を はげます 事 あるべ く、 其の 氣を うば ふ 事 あるべ し。 

圓石を 千饭の 山に あげて、 是れ をお しまろ ばかす とき は、 とどまら すして すみやか 

なる がごと くなる、 是れ をい き ほひと 云 ふと、 孫子が 兵書に いだせ り。 叉 云 ふ、 勢 

は 冈レ利 制」 勝と 云々。 

承 平に、 平 將門總 州に て 謀叛のと き、 藤 原 秀鄕總 州に まかりむ かひ 一 戰を なす。 將 

門が 軍士 は 大勢な り、 秀鄕が 人數は 小勢に して、 合戰 かねて あや ふかり ける に、 短 

兵 急に まじ はり 相 戰ふ事 さかんな りし 時、 秀鄕 あらかじめ 大 節の 約束 を さだめけ る 


にや、 戰 半ばに して 一 どうに^ を どっと あぐる。 將 門が 軍兵 是れ に氣 をう ば はれて、 

則ち 敗軍に およびけ ると 云々。 是 れいき ほひ を 以て 勝つ の 兵法な り。 如， 此 勝利 は、 

兵法 微妙の 察氣 にあら すして は 用 ひがた かるべし。  . - 

楠 正 成 云 はく、 敵の 氣を 見ん より 先づ みかたの 氣を みしる 事大 節 也。 みかたの 氣を 

よく 察する 人に あらす して は、 勝敗の 氣を かねて 知る 事 かた かるべ しと 云々。 

察 氣の法 十ケ條 

ス  ヌ 

、 滿レ氣  • . 

今 案す るに、 滿， 氣と云 ふ は、 敵に 利 を あたへ、 其の 氣を 充滿 せしめて、 其のお こ 

たる をう つ。 是れを 滿ぃ氣 と 云 ふなり。 たと へば、 はなはだしき 敵 を 半途に て さへ 

ぎりう たんと するとき は、 其の 氣 さかんにして 急に おさへ 留 むる ことかた し。 わざ 

と 其の 利 を 得せし めて、 其の 氣 おこたる 所 をう つと き は、 かたす と 云 ふこと あるべ 

からす。 この ゆ ゑに、 川 を こし 來る 敵、 山 を 急に あがる 敵、 切 所 を 急に こす 敵、 利 

キ ノ てき あ ひ  ス ヲ 

を 見て はなはだしく すすむ 敵、 如， 此の 敵 合に は 此の 滿, 氣の法 を 用 ひすして は、 う 
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へ，"、 f  つ 事 かた かるべし。 故に 是れ を大 節の 氣と するな り。 

敵の 市" に  "ルぃ 

出づる を 云 {?  一 一  變レ 

今 案す るに、 是れは 敵の 氣 一方に おち 付きて 堅く 守る を、 手段 を まう け はかりごと 

二)  (二) 

をな して、 其の 氣を 轉變 せし むる の 法な り。 或は 一 向 二 裏の 備、 或は 一 用 一 捨の武 

略 を 用 ひて、 敵 かたく 守り 備へ、 其の 作法" 正しき を、 みかた 奇變を 用 ひ、 其の 氣を 

わきへ うつして、 さしむ かへ る 敵の 備を よわから しむる の 法 也。 

石合戦に、 山 本道 鬼 入道の 手段 を 以て、 村 ヒが備 を 南へ むか はしめ たると 云 ふ桌、 

是れは 變ぃ氣 の 法 を 吊 ひたる が ゆ ゑ 也。 

ラス ヲ 

三、 散：， 氣 

今 案す るに、 兵法に 云 はく、 誤, 敵以 一一 多 方 1 と 云々。 いふ こころ は、 敵の 氣を 一定 

(sgj>  §  たいまつ 

ならしめ す。 或はみ せ 勢 をつ くり、 或はみ せ はた を 用 ひ、 かかり 續松 をいだ し、 旌 

旗 金 鼓 をな して、 敵 これ かとすれば かれと しらし め、 實 かとすれば 虛と變 じ， 手段 

を 品々 にか へ て、 てきの 氣を 四方 へ ちらしむ る 事な り。 W 越の 夜 軍のと き 北 條氏康 

{五) 

の 後方 を授亂  後 詰と 號 して、 出で て は 引き、， 引きて は 出で、 其の 武略 再三に およびけ る ゆ ゑ、 上. 


杉 衆 其の 氣散亂 して 一 偏なら す、 終に 氏康 にう たれた る、 是れ 散， 氣を用 ひて 勝利 

をうる なり。 

パシム ヲ 

四、 遊. 氣 

(取扱) 

今 案す るに、 敵の 氣を あへ しら ひ、 計 を まう けて 敵の 手段 を 延引せ しめ、 其の 事に 

ゆだん ありて はかりごと を わすれ、 手段 を まう くる 事な し。 是れ を遊レ 氣と云 ふ 也。 

たと へば、 敵み かた 相對 して 兵 を 弄する 時、 敵 利 を 見て 急に うたんと せば、 偽兵 を 

まう け 手段 をな して、 敵の 氣を あへ しら ひ 慰 遊せ しめて、 其の 虛と 成る 所 をう つ。 

f 六)  (ヒ) 

是れを 遊氣の 術と するな り。 昔し 楠 (木) 正 成が 領內飯 盛 山に おいて、 平家の 餘 類む 

ほんのと き、 楠 (木) 討 手 をう け 給 はり 可 一一 罷向ぁ 所、 いまだ 京 家の 御用に つき、 急 

ヌ)  (so 

に 下 著な りが たかりければ、 恩 地 を 使と して 禮を あつく し 言葉 を ひきく して、 楠 

(木) 下向 迄 敵 を あへ しら ひ、 戰を なさ ざら しめけ る 武略、 皆 遊. 氣を 以て 勝つ の 

法な り。 

グル ヌ 

五、 揚 

今 案す るに、 敵の 氣を おごらし め、 味方 をい やしめ あなどる がごと く 仕掛く るを揚 

奧 義 二  五八 七 
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レ氣の 術と 云 ふなり。 古人 云 はく、 抑 二 揚敵氣 i と 云々。 抑と 云 ふ は、 敵の (湫 あがり や 

すき をお さ へ、 みかた おごりの 氣出づ る を 抑へ て不, "出が ごとくなら しむる を 云 ふ。 

揚レ氣 の 法 は 前に 云 ふ 所な り。 

ト ホス ヲ 

六、 徹. 氣 

n) 孫子 歷  今 案す るに、 兵法に 云 はく、 實 則避レ 之と 云 ふの 心なり。 氣の すみやか 成る こと、 

赏篇 に、 兵 之 

1  に， 實-. するどに して あたりが たし。 此の 故に、 敵の 兵 勢 さかんにして するどき をば さへ ぎ 

りて 是れ をうた す、 其の 氣を とほして そのお くれたる を うつべし。 たと へば、 一 二 

奇正を 持つ に、 みかた 一 軍 敗北して 敵 勝に 乘 りて 追 崩す。 其の さかんなる 事 水をさ 

くって 一 度に 流す がごと く、 其の 勢 ふせぎが たし。 其のと き 二軍 横 鍵 を 入る るに、 

其の 急 成る 所 をうた ば、 其の 勝利 あるべ からす。 其の 盛衰 をかん が へ て、 するど 成 

る氣 をと ほして、 其の 跡へ かかって うつと き は、 不, 勝と 云 ふ 事 あるべ からす。 是 

れ叉 兵法の 祕事 なり。 

ィ ルル ヌ 

七、 沒レ氣 

今 案す るに、 是れ はみ かたの 勢 を さかんにして 剛强 ならしめ、 敵の 氣を おの づ から 


八 二) 元来 支 

邪の 高官 位 

の 呼 稲、 S 

t-^ 稱は S- 代に 

より s; なる。 

日本 も これに 

傚 ふ。 三 公 は 

概ね 太 政 大臣、 

んも 大臣な 云 

ひ、 九 聯は以 

下の 諸 大臣 を 

1K ふ 


よわる ごとくなら しむる、 是れ 敵の 氣 をい るると 云 ふ 也。 たと へば、 君子 德義 ある 

人の 其の 威嚴 重なるが ゆ ゑに、 我が 氣 おの づ からお くれて、 いふべき 言 を わすれ、 

禮義を 取う しな ふごと く 成る、 是 れを沒 A 氣の 術と 云 ふべ し。 大江匿 房 云 はく、 「位 

を 取りて 勝つ」 と 云 ふ、 是れ なり。 位 をと ると いふ は、 敵の くら ゐを みかたに 取る 

が ゆ ゑ、 敵 其の 氣 おくれて、 法 をう しな ふ。 三 公 九 卿 我が 位次 を 人に うば はれて、 

つくべき 座 を しらざる がごと くなる ゆ ゑに、 是れを 位 をと ると 云 ふなり。 位 を 取り 

て はたらけば、 敵の 出づる ことかた し。 是れ 沒ぃ氣 なり。 

八、 拔レ氣 

今 案す るに、 敵の 氣さ かんに してく じきが たき 時、 金 鼓 旌旗を 用 ひて 敵のお も ひよ 

ら ざる 山 かげ 村里の 內 よりいだ し、 敵是れ にお どろいて 心み だるる とき、 其の 期 を 

すてす してう つ を 云 ふなり。 若し 其のし ほ 合 其の 期 をのば してうた ざれば、 其の 氣 

叉 本に かへ る 事 あり、 可 11 相愼 1 なり。 昔し 奚士ニ 入、 敵の 城下に すすみ、 たが ひに 

屛へ 付かん とす。 しかれ 共 牛角の 猛士 なれば、 相に らんで 一 同に かからん とす。 こ 

こに 一 人 云 はく、 敵の やうす はいかが あるべ きとお ぼし ある ぞと云 ふ。 一 人 其の 返 

奧 義 二  五八 九 
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事 をい はんとい ひ 出す 所 を つと ぬけがけして、 一 陣の 高名い みじかり ける と 云 ふ。 

ことば 

是れ氣 をぬ くと 云 ふなり。 宇治川 を 渡す 時、 佐々 木が 梶 原に 言 を かけ、 其の あいさ 

つの 間に さっと 乘り ぬけた るが ごとき、 皆 右 同意の 手段 也。 氣を奪 ふと 云 ふと はす 

こし か はるべ きかと 云々。 

マ ハス ヌ 

九、 婉 A 氣 

ス ヲ  ゑんき よく 

.  今 案す るに、 婉：， 氣と云 ふ は、 兵法に 其の 氣を婉 曲なら しむる と 云 ふ、 是れ なり。 

敵み かた 相對 して 手段 を まう くると き は、 敵より みかた を はかりて 如, 此 なるとつ 

(遠) 

もる を、 其の さげすみに のりてち がふる の 法な り。 敵奇 とするとき は-止と なり、 正 

ス  7 

とするとき は奇 となり、 其の 變 化の 自由なる を婉レ 第と 云 ふ。 其の 事に さから はす 

<  一) ，i4 子 梁 して 其の 事に ついて、 その 氣をま はすの 術な り。 昔し 孟子 齊の宣 王に 相對 してけ る 

惠王下 《1 第. 立  ン ヒ 

とき、 宣王 たから を 好む が ゆ， „^ 道 をき く 事難レ 叶と いひた まへば、 たから を 好む を 

人 も レ疾 a ス 

l^r  道に 入る によし と をし へて 引導し ける 手段、 皆 婉レ氣 と 云 ふ 手段な り。 匡 房 卿の 云 

(： じ 大江  . § 

さ 一) 上 杉 謙  はく、 「敵の 氣をま はす」 と 云 ふ は、 此の 義 なるべし。 近代 北 越^ 虎 河 中島に おい 

J き 

て武田 信玄の 手段 を はかりて、 其の 氣 にした が ひて ちが へ たる ごとく 成す 手段な り。 


十、 止レ氣 

今 案す るに、 利 を 見て 急に すすむ 敵 を、 其の 氣を とどむ る 事、 是れを 止 レ氣の 法と 

云 ふ。 味方 敗軍のと き、 敵 すみやかに おひ 来る を、 其のお ひ 来る 軍勢に かま はすし 

て 別 軍 をいだ し、 敵軍の 右へ すすまし むる とき は、 敵の 備 あとに 成る ゆ ゑ、 前後に 

取りつつ まれん 事 をお それて、 おの づ から 退く、 是れ を氣を 止む るの 術と す。 上へ 

あがる 氣 をば 下 をう つと き はと どまり、 下 へ ま はる 氣 をば 上 をう つてと どむ ると 云 

. ふ 事、 古来の 兵法に 出で たり。 如レ此 Q ことわり は祕 中の 祕、 秘中の 妙 なれば、 重々 

可レ 成-土 夫？ 

私に 云 はく、 右の 十氣 は是れ 兵法の 極意 大事な り。 品々 の 手段 を まう け、 備を よく 

立て、 陣を よく 取 敷く と 云へ ども、 十氣を しらすして 敵の 氣を 自由にな し、 みかた 

<EI) 唐の 德 

ふ St 賴林攀  の 士卒に 剛强の 勢 を 付く る 事 あるべ からす。 勝 をうる は 法の 外にして 形に かか はる 

J1 とな ヽは 名  (使 ®)  カラ 

0  ベから す。 形 名 を 以てし 分数 を 以てする は、 此の 氣を つか ひえんが 爲 なり。 不. 可 

お 事と なり 功  ， 、ル h  C  0 

あり、 宣 と- 諡 レ不レ 察 云々。 

す 陸宣 公.^、  ノ (En シ ハク ハチ ヲス ト レバち ヒ ズ レバ チュ レ  ノム ルレ！ h  力-フル -ノ 

0$f  唐陸贄 曰、 兵以， 氣爲 i 六 聚 則 用、 散 則 消、 是所 ニ以治 IrN 法 也、 不， 可レ不 1 知 也 
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云云。 

一二  .„ ^ひ- 11^ 事 (三 氣^ リ あり) 

一 、 初氣 又 云、 出氣 • 朝氣 

今 案す るに、 初 氣と云 ふ は、 はじめて あら はるる 氣を云 ふ。 はじめて あら はるる 氣 

と は、 人 萬 事の 事 をお も ひたく みて、 其の 事 をな さんと、 急に おも ひ いづる 氣 なり 

その 氣の つよく するどなる 事、 金鐵も あたりが たく、 大 軍と 云へ 共 是れを ふせぐ 事 

かたし。 しかるに 此の いづる 氣を 急に ふせがん とすれば、 手間 を 取る 事お ほく、 人 

數を そんじ 功 を 費して 猶ほ あきたら す。 孫子が 云 はく、 朝の 氣 はする どなりと 云 ふ 

是れ なり。 合戰 せり 合、 惣 じて 勝負の 道に 皆氣 あるべし。 此の 氣を しら ざれば、 う 

つま じき 所 をう ち、 かかる まじき 敵に かかりて 失 を 取る 事お ほし。 たと ひ 敵 兵法に 

達せす、 武功の 至極 を しらす、 みかた は 作法よ ろしく、 正義 正 法 を 守る と 云へ 共、 

< 一 ) 織附の 

敵に 此の 氣 ある を しらすん ば、 かなら す欧軍 たるべし。 初 氣の大 節 成る ことかく の 

とき：：！ g 初の 部  二) おりつ け 

ヘス-.:. 一 ふ  ごとし。 初氣と は、 はじめて 戰を なし、 新に かかり 来り、 折 付の 新 氣を云 ふ 斗り に 


あらす。 戰 をな す內、 一 日 片時の 問、 或は 相對 して 兵 を まじへ、 或は 戰に 臨みて 勝 

負 をな すの 間、 守 城 • 攻戰 • 主戰： 客戰 にいた るまで、 勝 食に 皆 此の 氣 あり。 此の 

氣 あるとき は、 かなら す さへ ぎる ベから す、 相 さくべし。 其の 故 は、 氣は 物にした 

が ひて 轉 化する 事 雷光 石火よりも すみやか なり。 ゎづ かに 其の ほこさき をち がふる 

とき は、 其の 强弱 はるかに か は， る 者 也。 ここ を 以て 敵に 初氣 あると みて は、 或は 其 

の氣を なぐさめ、 或は ま はし、 或はぬ き、 其のし ほ 合 を 延引せ しむる とき は、 其の 

氣 則ち おとろ ふべ し。 兵法 云、 避 ニ鋭氣 一と 云 ふ、 是れ 也。 

一 一、 中氣 又 云、 遊 氣 • 査氣 

今 案す るに、 いづる 氣の後 を あそぶ 氣 とも 中 氣共云 ふ。 孫子の 云 ふ、 晝の氣 是れ也 

初氣 さかんな りと 云へ 共、 其の 氣 すこし ま はる 時 は、 則ち 中氣と 成る。 氣 はすこし 

の閒 にか はる 物なる が ゆ ゑ、 一定す る 事 あらす。 たと へば、 人の 所作 をな す 時、 は 

じめ 取 付いてい たす とき は、 たけく いさめ ども、 其の 事 半に なりて 後 は、 其の 氣た 

ゆむべし。 藝古修 學の輩 も、 初發 心の みぎり は、 其の 志 堅固な りと い へど も、 すで 

に 其の 道に 人り て 後 は、 遊氣 となって 一 定 せす、 緣に ふれ 事に したが ひて、 私欲 邪 

奧義ニ  K 九 三 
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心 入る 事 やすきが ごとし。 物に 對 して 忿怒の 氣 ある も、 はじめは さかんな りと 云へ 

共、 後に はおの づ から やむ。 是れ 皆遊氣 のな す 所 也。 兵法 云、 晝氣怠 と 云 ふ、 是れ 也。 

三、 終氣 又 云、 入 氣* 暮氣 

今 案す るに、 遊 氣の後 を 入 氣と云 ふ。 兵法に くれの 氣 はかへ ると 云 ふ、 是れ 也。 -V 

でた る はかなら す 入り、 はじまれる 氣 はかなら す を はる。 成就す る 所の 氣也。 合戰 

せり 合 仕り とげて、 是れ にて を はれり と 云 ふ 心のお こたり、 皆 是れを はる 氣也。 十 

分の 勝と 云 ふが ごとし。 主君へ 忠節 忠功を はげます 人、 或は 大事 をく はだて て、 其 

の 事大 方 成就し、 或は 擊文 堅固の 道 人、 是れ にて よきと こころざし おこたる 所より. 

おごり をな し、 懈怠 を 成す、 皆 終 氣と云 ひて、 兵法に 是れ をき らふ。 遠く は 木曾義 

巾. 源 義經. S 成り 名^げ たりと、 おこたる 心 あるが ゆ ゑに、 自然と おごれる 心 あり 

て、 身 をう しな ふが たぐ ひ、 或は 世 を を さめ 民 をな で、 或は 兵 を 用 ひ 軍旅 をな すに、 

終氣を しらざる 時 は、 政道 皆お こたるべし。 いかん ぞ 勝敗の 法 をし らん や。 叉 云 は 

く、 氣 退屈して はげまさす、 本へ かへ る氣 ある を 終 氣と云 ふ。 是れ叉 右 同意 也。 • 

私に 云 はく、 楠 (木) 正 成 云 ふ、 一 氣に三 あり、 始中 終是れ なりと 云々。 然れ ば、 始 


氣に三 段、 中に 三 段、 終に 三 段 あるべ ければ、 其 察氣を めんみつ ならしめ すん ば、 

眞實の 勝負 をし る 事 かた かるべし。 正 成 は 此の 氣を よくしり ける にや、 一大 王 寺へ 出 

(S!) す だ  そつ  . ，.，i 

張のと き、 兩 六波羅 より 隅 田 丄咼撟 五 千餘の 軍兵 を 率し 相 向 ひける を、 わざと 渡苟 

の 橋 を不レ 引して、 輕兵 少し 斗り さし 出し、 京都の 軍勢 を 相 待つ。 是れを 敵の 氣を 

ま はすと 云 ふなり。 其の ゆ ゑ は、 正 成 あはれ ひさしく、 こらへ よかし、 兩將 分捕 高 

名し 勸 賞に ぁづ からん と、 楠 (木) を あざむき あな 取りて 来る を 知り、 わざと 渡 部の 

はし を も ひかす、 人 數をも 小勢に みせて、 敵の 武略 相 かなへ るが ごとくなら しむる 

故に 是れ を婉 の 術と 云 ふ。 ここにお いて、 輕兵 しばらく 相 ささへ、 住 吉- 天 王 

寺 を さして 引きし りぞく。 隅田丄 n 问橋 つづいて 是れ を追懸 く、 是れ も氣を あかしめ 

たる 武略 也。 實は 初氣を さけて 中氣 ならしむ るの 法 也。 兩將 の氣を 察し、 正 成 伏勢 

を 急に いだす。 是れ 敵の 氣を 見て うたんと する 也。 隅 田. 高撟 かくし 軍の をる を 見 

て、 ここ は 足場 あしし、 引き取って 廣場 にて たたかへ とて、 一度に 引く、 是れ 其の 

氣 かへ ると 云 ふ 也。 正 成 これに 利 を 得て、 急に おひう つが 故、 京 勢 敗軍す。 皆是れ 

おこたり かへ る をう つの 兵法 也。 其の後、 宇都 宫 公綱 わ づ かの 小勢 を もって、 兩六 

奥 義 二  五 九 五 
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波羅 より 討 手と して、 宿所へ も よらす 直ちに 天 王 寺へ 押 寄せん とす。 是れ 新に すす 

む氣 にして、 朝の 氣と云 ふべ し。 正 成 かねて その 氣を はかり、 和 田に 向って 合戰の 

談義 をい ひ、 良將は 不レ戰 して 勝つ とこ そと 云 ひて、 明日 天 王 寺 を あげて 引取りた 

る は、 とき 氣を さくる と 云 ふの 心 也。 兵法に 氣を とほす と 云 ふ、 是れ なり。 宇都 i 吕 

翌日 天 王 寺へ おしよせ けれども、 敵なければ 出で あはす。 す はや 正 成 早 や 城 を 落ち 

たり、 さ こそ あらめ と 云 ふ。 是れ 敵の 氣を おこたら しむる と 云 ふの 武略な り。 正 成 

ー戰 におよ ばす 引取りければ、 公綱 もさす が 引取る 事 もなら す、 一日々々 と 相 送る、 

(二 ) のぶせ り 

是れ中 氣遊氣 と 云 ふの 心なり。 しばらく ありて、 正 成 野 伏 を かりあつめ、 しかるべ 

き 軍兵 少々 さし そへ て、 四方の 峯 にかが り をた き、 日 をお つて 公綱が 陣 所に ちか 付 

く。 ，： 千 都 { 呂是 れに氣 をう ば はれ、 永 居して あしかりなん、 若し 楠 (木) にう たれば、 

めの 勝利な きが ごとしと て 引取る。 是れ か. へる 氣 なり。 正 成 急に いで 是れ をうた 

ば、 不レ 勝と 云 ふ 事 あるべ からす。 しかれば 合 戰の氣 は、 大將 の不， 知して 不, 叶 事、 

兵法 勝負の 源 是れを いづべ からす。 

今 案す るに、 十 g は 此の 三に すぎす。 此の 三氣を わかつ とき は十氣 たり。 き はめて 


奥 
義 


云 ふとき は 三の 外 叉 勝負の 源 あるべからざる 也。 

私に 云 はく、 十 氣三氣 を 知る と 云へ 共、 本 を 察する 事 を 極めて 祕 せり。 いづれ にも 

其の 本 あり、 本な きとき は、 たと へ 敵の 氣剛强 なりと 云へ 共、 其のき ざし やむ 事 や 

すし。 其の 故 は あらかじめ 作法 をと との へ、 正道 を 守りて、 軍法 さだまれる とき は、. 

いづ る氣 おとろ へ か へ る 事 すくなし。 是れを 本 あると 云 ふ。 一 旦の 利に 乘じ かねて 

の 作法た だしから ざれば、 急な りと 云へ 共 かへ り やすし C 此の 兩 やう をかん がへ て、. 

一片に 取ら ざれば、 其の 氣 しれ やすし。 前に 云 ふ 所の 宇都 iol! 公綱が ごとき は、 一 日； 

のず ゾ將 にて、 元来 兵法の 奇 正に 徹した る 敵に あらす。 この ゆ ゑに 其の 初氣 ははな は 

だしと 云 へ ども、 おとろ へ やすし。 是れ 本な きが ゆ ゑな り。 如 レ此に 道理 をつ くして 

視觀察 を 用 ひば、 しれす と 云 ふ 事 あるべ からす。 兵法 勝敗の 術 此の. s: にき はまれり". 


山 鹿 素：；；： 子 

五. 九. 七 


右兵 法 察 (氣) 篇終 


(二) 後 

出 六 二 一 S 

び 六； •：  一  W 參 
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五 九 八 


創業 篇 

1、 夫れ 世の 亂れ戰 の 起る に は、 必す 其の 數有レ 之て、 時節と 運命と あり。 時節 運命 

首尾せ ざれば、 戰 起る といへ ども 必す 止む。 然るに 時節と 云 ふ は、 その 代 其の 君の 

政、 澆季に 成りて、 世臣に 逆亂の 事お ほく、 君 奢り 臣 怠りて、 下に 恨む る 民 出來、 

農工 商の 三 民 不レ得 二せ ~ 所.； ロ唱 n 安堵 ハ 心懷 n 憂苦 ハ 是れは 無道の， 也と いへ ども、 

ル  レ 

上の 威つ よく 先代の 政 正しき 時 は、 その 餘慶に ひかれて 不レ亂 こと あり。 それ も臣 

レ  、 

二)  00 に 爭諫の もの ありと い へど も、 上の 威に おそれ 權を 失って、 つよく 戒 むる こと 不， ムヒ： i 

望に、 昔 者  二)， レバ、、 ト 

1K^^有，，爭臣  也。 叉 君 直 也と、，， へど も、 臣に 賢者 あれば みだれざる もの 也。 爭臣有 M 七 人 1 君 

七 入 一 雖-: 無  -  モレト 

^一  不とレ I、？ 天 無道 也 一 不， In 社稷！ と 云 ふ は是れ 也。 如， 此 時節に は、 戰雖， 起必す 止む。 此れ 


(二〕  ^*<ム^ 

年 


S 一木 こ 

の 問に、 所レ關 

大矣の 一 句 あ 

b,  ^味よ く 

5 微賤よ 

h- 起り て陳王 

となり 遂に秦 

も 亡ぼす の 緒 

も 開く。 故に 

^の 高祖 其の 

功 も 稱し、 墓 

塚 もせら しむ 

(五) 北條氏 


無道 極まりて 後、 必す 君臣と もに 狂亂の 如く 成りて、 好む まじき もの を このみ、 取.. 

(知)  ク ノ 

る まじき 物 を 取り、 地 行 俸祿 を與 奪す る こと 皆 其の 正體 なし。 君臣 如， 此 なりゆき 

フ  ルマ 

ては亂 世不レ 遠、 これ を亂 邦と 云 ふ 也。 此のと き 起れ る亂逆 は、 早く 不レ止 もの 也" 

(二 ) 

これ を 時節と 云 ふ 也。 § 鶴 f 射、 文唯モ ち 叛陶一 運命と 云 ふ は、 其の 身に 盛衰 あり 世に 興亡 

あり、 たと へば、 其の 代に きりひろげて 國 郡を領 し、 名將 とよば はれた る 人、 その 

代の 運よ ろしくて、 虎の 風 を 得 龍の 雲に 乘 るが ごとく 出世 創業して、 治まるべき 程 

は 治まる もの 也。 その 代に 不二 治 得 一ば その後 は 叉運衰 ふるもの 也。 古今 其の 例 参し。. 

、 五 事不， 齊 とき は、 草 業不， 1 首尾 一 所謂 道 者 人 之 所， 本、 天理 自然 道 也。 天 者 天 時 

へノ  ハ  キル  ハ  へバシ  ヲ  ノレ バシカ ラチ 

也、 地 者 地 利 也、 將者 所， 率 也、 法 者、 作法 也、 譬 欲 二 草 業； 主 其 道不ぃ 正、 則 民 や 

セ  ノ  レバ ラ  手  力 二  ラ  シ リシ ガ 二  スル レバ シカラ チ  シ 力-プノ 

レ和、 天 時 不，至、 則 事 速不， 成、 信玄 如， 在， 一甲 陽 一 所， 1 將率！ 不， 正、 則 事不， 正、 其 

セバヲ ク リシ レ  二  ノフ卜 ハニー 一) 

主 失.， 法、 則 難：， 成易レ 敗、 故 五事齊 與.， 不， 齊、 此の 內 一事 二 事 能く 用 ふと 云へ ども、， 

五 事と もに ととの ほら ざれば 萬 全 成りが たし。 

、 亂 I 之 刻、 事 起，！ 楚忽 1 て人必 す從， 此。 その後 良 將起ニ 布 衣.； 于レ終 握 二 天下.； 陳勝. 

チ  ヨリ  ス  ，-. (五) 

出， 一 戌 卒.； 而漢 祖爲ニ 開基； 平 高 時 無道に して 亂 世に 及ぶ といへ ども、 始めて 事 を 起」 

奥 義 三  五 九九 
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ル セ  リ 1 尸 (粗) 一一  f  M  一一  ル  ヲ 

(二  .0 すの 徒 皆 被， 誅。 慶長 之始、 石 田 起 n 楚忽； 而源君 終 握 二 天下^ 

ハ  テヲン  7 ヲブッ 7  ：ノ  ナレパ (二)  ン ブ  二  テ  ヌ 

^ 守成と 一 、 草 業 之 主、 以レ 道誅ニ 無道； 以， 正 絶， 邪、 ： 大應人 順、 則 守 文 可 in 長久； 以 M 奇 道；. 

陷， 入 乎 難 一 以 11 謀詐, 成， 功、 則 其 功 雖：， 成、 難 kn 子孫 一 譬 如 二 水火 一 水 之盈レ 科 

雖 レ不， 速、 其泳涵 多、 火 之 移， 物雖 G 如) U 電光 一 滅而 無， 跡、 固：， 本以ニ 正！ F〕 ハ 應レ變 

以， i 奇道ー 是法 也。 

一 、 草 業 之 格、 燒倖 而徼レ 幸、 行 而輕， 易。 

テ キク パリ  -  一/ 

如 n 源 君 家 康公ハ 捨ニ武 田 氏 之 和睦 一 而 從，！ 平信 長 一 捨 11 北條 家； 屬ニ 秀吉卿 幕下.； 或， 

3  察 n 所 遠近 都鄙 一 或 勘 二 和睦 交與之 地？ 

の 肉 *y.J 艮 はん  7 ルヲ 

として 紫を夾 一 一、 構 レ事之 事 

まれ- i に 相^  (、一一に イン . レメ 

畔鹬相 持 而漁人 得レ之 のた とへの ごとし。 我れ は 中 入に なりて、 兩 方へ 難 を 構へ、： 

るの 故事、 戰  ル マジ ハーフ 

蜃に§  兩 主相爭 はしめ て不レ 接が 如し。 . 


三、 虎 狐 事 

キン ズ  (負》 

狐 は 虎の 威 を 借る。 人の 可レ重 威 ある 人 を 借りて、 難 を その 人に お ほせ、 我が 士 ぬ を 

行 ふ、 是れ 也。 是れを 威 を かると 云 ふ。 

つ 

义云 はく、 狐 虎に 先んじて 行く、 百獸 畏服、 狐不 レ有レ 威、 虎之 威 也、 虎是れ を不レ 知- 

(S 陳勝王 四、 社 鼠 不レ熏 事 

となりて 後、  ：  - 

fgu^ig  31^ い 社 之 鼠 依 M 社之義 1 不レ燻 也、 狐 借 二 虎 威 1 と は 別 也。 

す、 勝 昔日の  ツル レ ヲ！^ 

無體を 名と し 五、 立 レ將事 

て 之れ も 斬る。  一，  ゼ  ルヌ 

^0^0  大將を 不レ. 一 や 己が 智 斗り にて は 人不レ 信、 伹 しその 將の 先祖の 代蒙レ 人 あるか、 叉 

解顏 は國 民の 慕 ふ 主の 末流 を 立てて 以レ義 倡，  <、 則 其 功 成。 陳勝 不レ立 レ將而 亡、 漢祖 

151 ば S  も！ 義， 發ぃ 喪、 人悉抓 4 也、 源 尊 氏 卿 立- 1 新 帝 一 家 康公爲 二 信 雄 1 爲 k 戰、 信 長卿爲 -1 

Jv^< して WI を  ノス ルヲ  レ 

義昭 1 發 之類是 也。  • 

(六) 莊 公-: ハ  ハク スル ノヲ 

年  六、 -ニク .^plf 二 せヽ本 一事 

錢 S ぉ£" き 固 T き、 まぎ 本 あ 一 不レ： き- ぁぁ1 不. i 、"きつ-本 之 

ひて 事- r 一-: <? さ  ヒ  • -  ン トイ フッ 

しめす  レ枝弗 レ强と 云々。 是れは 國に將 を 立つ るに は、 其の 本の 固き を可レ 立義 也。 

M 義 三  六 〇 一 


( 一 ) 曲^ 瀬 

正慶、 { ふ は 一 

溪と云 ひ、 三 

喜の 弟子な り。 

名お として I 

代 も 風 # し、 

書 又 多し、 

大正 S1 年 正 H 

位 も 贈らる 

< '二) 又 古河 

三 喜と も 書す。 

姓 は W 代 氏、 

戰！： ^代の 潜 

にして g5 も 研 

究し、 支那に 

^£ 與 やす る こ と 

十二 年に して 

is り、 嫌 倉 及 

び 古河に 住み 

1 代の 名お た 

り。 C 書 多し 

(； 一；) 支那 戰 

國 時代、 齊の 

桓公 

(w)  ； SS£ 利 

常の 臣、 多賀 

秀種か 

(五) 史記項 

155 本紀 に、 焚 

S= の  一一- Ei して 

5^ せり 
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七、 借 ：- 名 事 

出 Ml 百詞 1 立 II 法令.； 必借ニ 古代 之 名 一 借い 名 之 功大 也。 

へク f 1 )  ハリテ (二)  ノヲ  ッ  ヲ  一一 

叉 云、 醫師ー 溪借ニ 久我三 喜 名 一 而建ニ 醫功於 萬 師を 立て 名 を 借る に 心 あるべ 

き こ と 也。 

八、 立い 名 事 

ッ ヲ  ニニ)  ッ 二 

名利の 爲に 成す 戰は必 す 成り 難し。 義兵の 名 を 借る 事 これ を立レ 名と 云 ふ。 齊桓伐 

レ楚、 立 一一 義兵 之 名 1 是也。 

九、 草 業 示：， 威 事 

へ  ズァ ナドル レヲ 二 ミテ  二 スヲ  デリ  ハ (gr)  ス ヲ 

草 業 之 主 者、 人必易 X 之、 故 液 ニ戰場 1 示.， 威 事 あり。 信 長 撫切之 事、 或 多賀氏 殺レチ 

のた ぐ ひ是れ 也。 守 文の 初先レ 和後レ 威と いへ ども、 萬 夫の 怖 長 ある 行跡、 祕事 有〕 

レ之。 

十、 大義 殺：， 親 事 

ハ  二  ノス ヲ (W) ハルミ  ヲ 

草 業 之 主、 爲ニ 社稷 1 殺：， 親、 大行不 顧 U 細謹 1 也。 

十 一 、 不レ安 n 于地 1 事 


(六) 雍 は 

Jfs 高祖の 臣な 

トノ、 始め 舉兵 

の 際 反き 去り、 

後複 し戰功 

ありし も、 な问 

祖 快と せす。 

功成るの後；^^ 

良の；： -S を 人れ 

先 づ雍銜 も 侯 

に 封す、 他の 

怨望 ある もの 

a に 意 を 安ん 

ぜ りと 云 ふ 

(七) 長 m 忠 

致 は 頼 朝の 父 

^朝 も 殺す。 

頼朝舉 兵の 後 

彼れ な 見逃す。 

平 台 物; f-s に は 

源氏に 降り、 

後 遂に 傑 刑に 

處せら る. 0 し、 

1*!: 妻 t おに は 治 

承 EI 年に 源氏 

に 討お ると 出 

づ 


一 方 一 所安レ 之而燕 居、 則草業不レ^^ 故捨 一一 一方 一 取 一二 方 一 用捨 可 レ依レ 時。 こ こ を 

以て、 防戰 堅固に、 山 險阻澤 の 地 は、 不二 草 業 之 地？ 

十二、 き 1 威張 1 事 

威 盛 則拉。 故 威張の 將を 立て 置きて、 その 下風に 立ちて 事 を 行 ふ 時 は， 不レ 勞而功 

成。 信 玄沒而 謙 信 構， 堀、 秀吉之 時、 秀次失，^^^ 而家康 公爲， 愚。 是皆我 力 威張に 

なる を 知り 玉 ふ 所 也。 

十三、 箪業之 初 捨， 一 私怨 i 

二 ひ ハ ジ  ヲ (七 J ハ ル セ (sf) ノ 

漢祖 封， 一 雍齒ー 賴朝 不，， 誅，！ 忠宗 一の たぐ ひ是れ 也。  • 

十四、 不， 勞而 成， 功 事 

キテ 7  レ プノ  7  レヌ  メ  レ_> 

項 羽 拉：， 秦、 而漢 祖得レ 之、 木 曾滅ニ 平氏； 而賴朝 得， 之、 信長秀 吉勞而 家康 公得レ 之、 

是也。 

十五、 大器晩成 事 

シ カーフ  ハル シカラ  ッ 

功 を 一 旦に 成さん とする は、 成りて 不, 久。 驟雨 不， 久也。 その 心 ねれて 自然と 立 

レ功則 守 文久。 

ぁ義 一一 一  . 六 〇 三 


ル It .. 
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六 〇四 


(一) 元お 二 

年 八 n: 三日、 

正 成 天 王 寺に 

詣 でて 未來記 

を 見る。 當代 

の こと ijr 豫首 

せりと 云 ふ。 

これ 士氣 も勵 

まさん がた め 

なり。 太平 記 

に 見 ゆ 

(二」 文覺上 

人、 頼 朝に 舉 

兵 を 勧む るた 

め義 朝の 頸 を 

持參 して 頼 朝 

に 謁すと 云 ふ。 

源. 牛 盛. 記に 

出づ 

(；.；) 後？ S の 

光武 皇帝、 敵 

王郎を 斬りし 

時、 吏£^の王 

郞に？ r せし 書 

數于： 迪 あり、 

is" これ を 燒き 

て吏：；^も安猪 

せし む 

(gl;> 前？ S の 

高祖、 將宽韓 

き。； s'sslh' に-土 

i なりて 齊國 

も 8 おせん こ 


十六、 楠 (木) 正 成 未来 記、 文 覺義朝 頸 持參、 皆 權道也 _ 


七、 信玄 £) 我 像 一 而傅 n 驛路" 是义權 道 也。 l^ssz- 

十八、 不レ戰 而勝事 

戰 功雖レ 多、 非，！ 草 業 之 主- 

r  L» 1 ヒ匕 4< 勺 因ノ 敵". m 或は あへ しらふ 

！！！ナ， せム tR,^ レ 事 同 敵-, m 專レ戰 事 

廿、 去 M 憤怒 1 事 

ノ  ニノ  レバ ノ  シ ズ  二  ニー 二  ノヤ  ガヌ (gn  ノト セン ヌ レ 

其 性 順 和、 而去二 憤怒 一 則 可 レ任ニ 大義； 光武 燒 二王 郞書ー 漢祖王 ュ韓信 一 是 

5 _  二 ン.. テ  二  ル  -ーメ マン 卜ノ  セ ムル- / 

漢王 羽、 相與臨 n 廣武之 間 1 而語、 羽 欲 V 與ニ漢 王 1 獨身 挑. -戰、 漢 王數レ 羽 

不二 敢戰； 云々。 

廿 一 、 打 二 交 與之國 1 事 

伐 M 大國ー 而先 伐-！ 交與 之國ハ 此叉 一 術 也。 

K^sv-^^ しント t、  -。 屮：： 左氏傳 偉八ム SI 年 一 

齊桓 公^,, 伙 楚 タ伐レ >パ 胡 安！； 細き 之？ 

守成 篇  - 


つ _ ^な 7： m 史 m ：2  b 
C り お m  、  ,re  、  c 

に 'rWi 留 こ 
高 相 出 m 侯 の 
祖 併 づ害張 記の 
の ぶ 張 良 事 高 


も 乞 ふ。 高 一 、 創業 之 君、 懸二 無法 之 令、 無法 之 賞罰； 守 文 之 主、 賞 以, 法、 罰 以レ 法、 如 ノ 

m 大 におり 罵  ^  シ 

ijsfj^ し M て， ，此 則 下 和 二 其 治； 而 無二 怨勞之 民- 

これな 止めし  ス 〈ヅン ンズヲ  クガリ  二  ミチ ヲ  ンゼ /  ル It ハ ンゼ 

む。 王 悟り a 一 、 創業 之始、 先 可, 安二 人心； 降臣多 我爲ニ 家臣； 故 降 臣危レ 身而不 X 安、 此 時不. 安二 

の 王と なさん 

- - - fra  ：  S1- 二  ノ  ヌ  チズ ブ  一一 

^^.^1 其 身心 ハ 則必 及ニ騷 動？ 

の 高  H ハ) リ  一- リ  ノ  ル  ノ  f 七) スル If テフ  一一-. R ハク  / 

f  n、 高 帝 居 二 南宫； 從， 1 復道上 一 見 二 諸 將往々 鸫 居.； 以問ニ 張 良.； 良 曰、 陛下 與；！ 此屬ー 

^^- 共 取 11 天下一 今已爲 n 天子- 而 所：， 封 皆 故人 所， 愛、 所, 誅皆 平生 仇怨、 今 軍 吏 計 

る も hQl 祖敢へ  /  テス ルモ ヌ ス ト ラ ヒ テク ズルニ  メル テ  ヲ パンフ ブー！  二 りチル マノ ミ 

て 應ぜゃ 怒 , 功、 以 n 天下一 爲， 不レ足 二 用 徧 封.； 而恐 下以ニ 過失 1 及 4- 誅、 故相聚 謀レ反 • 斗、 上 

uv^rw ん 乙. X 

ハク It- ン r レヲ  ガ ハク リ ノョ リニ  メル カラ ハカ リ ミル 二 ヌ  ノ  ニル  シャ  ヌ 

曰、 爲， 之柰 何、 良 曰、 取 T 上 素 所， 不ぃ 快、 計 二 群臣； 所 11 共 知 一 最^ 者 一 人 h 

タメ テセ卜  二  (八)  ズ  ヲ  ン.テ ハク  スラック リ ガ  シト 

先封以 示，！ 群臣； 三月 上 封， 1 雍齒； 群臣 皆 喜 曰、 雍齒 且侯、 吾屬 亡, 患矣。 

(4^〕 ノ  シ  ヲ  ズル  ヌノ  モス  サン ォキテ ヌ チ， ンズ  ヲ 

晉文 公之 赦ニ 虽克ー 高 帝 之 封 11 雍齒ー 其 事最相 類、 皆 置 X 怨以 安二 人心 1 云々。 

、 草 業 之 初、 必可， 守 二 漢祖三 章 之 令； 戰國之 士民久 苦 n 亂世ー 而行有 II 法外 之 事； 

.:/ 年  二  ヅ トキ ハ 二  チ  ズスレ ヲスハ レバ テセ  ヲ  ラ リテ  ハジ  へ 

へさ m 克は 故 法令 之 箇條及 二 數篇ー 則 下 必侵レ 之、 侵 者 不レ以 二 刑法 一 自侮 而不レ 具、 亂妝之 i 可 政、 

晉の大 夫に し 

て 文 公に を 

： 得し ことなく、 却って 寺 人： は 文 公卽ち *5 一 耳 あ 害せん とせし こと 數 M なり。 後一 曰來 りて； 謁も 求め、 赦 せば iJc ぐるに 敵の 陰謀 も 以てせん と 云 ふ。 E 

つて 免る る も 得たり (一 〇) ^の 高祖、 w 關 中に 入り、 父老と 約す。 法 は 三 章の み、 人 を 殺す 者 は 死し、 人 を 傷け 及び する は 3 非に あたる、 餘は 

Jl^ く 秦の法 も 除士、 せんと。 奏人^ 喜び 服す 

，ゆ 義 一一 一  六 〇 五 
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民 所， 苦 也、 故 漢祖以 n 三 章 之 令； 守 文久、 則 法令 及，； 數條, 可也。 

、 守 文 之始、 先 可：， 絕 ニ降臣 謀反 之 本； 或 敵 人 先祖 之 祖廟、 或 先祖 之 系譜、 相 傳之女 

づ ァレヌ ハチ レヲ ハル V,; シ. 二  キ ル 

子等、 索， 此而或 毀：， 之、 或不, 見 1! 降臣 一之 類 可，. 有，！ 自得 1 也。 

、 守 文 之 主久、 則 貴 11 系譜 舊臣； 草 業 之 初 者、 專ニ戰 功累績 之士； 雖レ然 出世 之 主/ 

U,  "ノス _ 卜  ハビ  ヲ  ハビク マフ  プ  レ 

舊系之 主、 其 用爲ぃ 別、 秀吉卿 責，！ 新 功之 士； 家康公 責，！ 舊譜 之士, 等是 也。 

、 草 業 之 主、 久 苦 11 戰國ー 勞 1! 草 業 一 而守文 之 初、. 能 敬 能禮、 仁政 及 二 下民 一 然 終 

ノ  "テ  ヘリ  一一 〈ンデ  ヲ  キモ ノ  ニノ ム ノブ- -  ,7 

其 行 怠、 而或耽 二 女色； 或 好，！ 奇遊； 而 法外 之 行 多、 其 功大 而治ニ 其 本； 故 誹謗 不， 至、 

下民 自安、 相績之 主、 無二 其 功績； 無 n 其 勤修； 而好 n 法外 之 事； 則 下 仏 n 勞怨之 民- 

•  ： へ- テ， ヲ - ンズル S; ハ 7  4-  7、  レ s テヲ レバ サレヲ チノ  ル  二 

、 守成 之 道、 z-, 和 安， 人、 則 下順讓 也、 然 以, 法不， 正, 之、 則 其 事陷ニ 懦弱； 愚 

者 之 和 者、 必 到，, 于 懈怠； 不 I 察， 之、 法 自滅、 而人皆 先 n 私智 捷徑； 和者體 也、 法 者 

用 也。 

、 守 文久、 而知 11 治 之 善 惡.； 有 二 民 之 安否； 安 有 n 兩箇； 心 樂身安 者、 是安 也、 心ム i 

身 佚、 而不， 勤 二 其 業 1 者、 是慢 也、 可， 知， 1 此兩 箇^ 

へ  ヒヲ  ニリ  二 シキ tt; ハネ へ  ヲ.. r テゾ  シ ズ 

、 戰國 之士、 不，， 用 二 禮節ー 治代已 至、 守 文 已久、 則考， I 久禮 一索 二 古 案 一 而可, 辨，！ 官 


冬 所 彼 朝 し の へ 
太 な れ 廷て臣 ：: 

f 有りの の IjR  、 

と 。立 に^; « 

な 後て 儀 通 者 f く:, 
る 太し 皆す に 祖 


職 上下 之 例 節； 漢祖貴 二 博士 叔孫通 一 令， 敎， 禮、 賴朝擧 二 大江廣 元； 令， 考， 例、 禮節 

者、 治 代 之 戒律 也。 

、 官位 俸祿 事 

夫 官位 者、 君臣 上下 之 所， 分、 守 二 其 位, 勤 二 其 蛾； 而 下不， 僭， 上、 分不， 望， 外 之 道 也、 

俸祿 者、 璺 n 其屋； 富 二 其 身 一 而餘， ！慶於 子孫 一 令, 安二 於 渡世, 之 道 也、 官授 不二 其 

人ハ 則 下 苦、 祿與 不， 1 其 人； 則災 起、 是格論 也、 祿 之源以 二封 地, 爲レ 本、 赏， 人 

以 11 封地； 擧 n 天下一 猶不レ 足 _、 祿 大身 畳 則 爲二僭 逆； 先 縱不， 遑ニ 枚擧； 爵之 用輕則 

上下 大亂、 故 賴朝重 U 爵及祿 一 而義 經以ニ 五位 尉ハ 爲二當 家 面目.； 實朝 任， I 中納言 

二  「二)  キ テフへ ク  ハ  ノ  トキ クス レフ レ V ンガ バ 

兼中將 1 時、 相 州 招！！ 廣元ニ  K、 右 大將家 者、 官位 事 宣下 之 刻、 固辭レ 之、 是爲レ 令， 及- 1 

佳 蓮 於 後 嵐！ 也、 而今 未：， 滿ニ 成立； 壯年御 昇進、 太 以 早速 也、 御 家 入 等 亦 不レ候 こ 京 

で ニン きぼ 一一  一一  ゾ  ヲシフ  卜  フ  カヲリ ヲ  テ (三) 

y 將 f 都 一貴 二 面々 補任； 可， 謂 二 過分 1 云々、 尊 氏 亦 追 ニ賴朝 之芳ー 義滿 *義 敎等捨 二 公方 之 

公 卵に  ヌ ヒタ マフ (En  ヲ  ジテ 一一  ヒク マフ  ヲ  ヒ クマ ヒテ 

M じ  舊例； 用， 1 公家 之 官途； 秀吉叉 任 1! 關白； 而用， 1 公家 之禮； 家康 公义隨 II 公方 之 

二  ニン ジク マフ レヌニ  ノ  ン 

伊一 官祿幷 重， 之、 故 御 後胤 御 政務 和 順、 而下無 1! 重 封 高官 之臣？ 

一 、 過 奢 事 

M 義 一一 一  六 〇 七 
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i  ノ  C  / 

. 治 代久、 風 移 俗 易、 而 衣服 家宅 珍 勝 美果、 而 I レ么け あ 費 あ 奢將大 也、 

0^ 奢 忘， 職、 忘， 職 m 武備 自怠、 是招レ 亂之端 也、 宜， 察二ぁ 未き； 已發之 II 而 

天，；： J と 謀りて  I  、 シ、 レルノ レヌ， ハ . ""テ ノ  7 ッ  、ノ  +リ  i て レキ、 レヲ ^  . 

^B^l  "カノ 制" 之 法、 索 二 其 本 一而 絕、 士之本 者 將老、 將老禁 I  ^> 則 下 之 奢 止、 延喜 

IS い ^1 之 朝、 約き 平 一 而止 n 過 奢 一 頼き i、  i き 兼 ノ而. 4 一 僭 li 一之 術是レ 也、 

K^^^ 一 、 不 レ忘レ 兵事 

わより 硬俗大  (15  ハ乂ヌ テテ ヌ テシ ノ  7  、0:)<ゥ，  、 • ミ マ ノ-  ,  7  、ヒノ 

承 桑 氏 之 君、 修， 德廢， 武以滅 二 其國ハ 有 屋氏之 *r 恃x衆好^^z^喪ニ其〉社稷； 明君 ズ 

て筑 lij  P レ效、 必內修 二 文 ill; 外 か， 武偷， 云々。 治 代 あ 人 亡 i4、  iir あ 服 武備 

•irTSS 不レ 正、 不 武 1 え！^、  i;^ 獵 • 1^ .  K^^^fc^ 瓜 下^, ま f 後事 I、 頓 

^M^^ 朝 居 M 錄倉、 - 經， 年 成 i 洛ー爲 i 狩； 是周氣 內閲之 法 也、 家康公遣ニ命"""^."嗣君-； 三 

これより 係. ぼ 年 一度 上洛 之 事、 及 奉 レ葬ニ 遣 骨 於 日光 一等 是也。 

の 十； iw 質素な  グレヌ  - 

•ss^j" 一、 擧 一一 賢者-事 

^の條 はは.； つ 守成 之 主、 雖 T 無二 文學！ 無 * 多 聞 h 必 集，！ 寧 者 1 招 n 技 藝士； 常 可：， 試 1 之、 擧，！ 賢 知 之ゎハ 

A  t  ノー ーレヲ テス レバ ヲチ ハル 

代の 諸 IT 以  貴レ之 は-:, liM 乘ー 汀。 

下 云々 まで ejj レー >i 丄レ ^fln^g/ll 

？ の 文な り  _、 六) に 一 ハケ ワカ キヨ リヒト レナ" 二  シダシ メリ レ 7  t ムト 二  - フント .r-  ノ  ,.  e  .  ^  -f  s 

古 左傳 云、 少 長 一一 於 君； 君 •  岐レ 之、 雖レ諫 將 レ不レ 聽 云々。 雖 一一 賢者 一 馴 グ 


代の s: 名、 s 

王 にけ  1 伐せ 

らる。 ft^ 甘 

誓に 出 つ 

(五) 田欲- は 

一般の^、 狩 

は 久シの 撒、 蒐 

は 春の-;^、 馳 

驟は馬 を馳す 

る こ と 

(六) 信 公二 

年に 出つ、 0 

の 大夫荀 か 

替の文 公の 問 

に 答へ て、 虞 

の 忠臣， K 子奇 

も！^ せる 語な 

(七 J 左 傳瞎 

公元 年 

(八) 周の 武 

王、 以下の こ 

と は 殷の射 王 

を 討ちて 後の 

事， より 

(九) 殷の紂 

王 を 1 めて 囚 

へられし 人 

(一〇) 殷の 

射 王な， 1 めて 

投 さる 

(一 1) 5 

射 王が 財 及び 


ITls 、- 先王 之 制、 大都 不レ過 ニ參， 國之 

于邑； 逆行 之 士必依 


レ之、 必後 侮：， 之、 

、 守成 之 ぁ减二 城池 1 事 

(七 一- i ハク  グ ルハネ 一 

古傳 云、 都 城 之 過- 1 百难ハ 國之害 也、 

中 五 之 一 、 小 九 之 一 云々、 城 地 多 一一 

、 知 二 兵法； 而忘， 1 兵法 1 事 

、 父子 里_(：， 治 事 

、 謳歌 • 巷 歌. 無 主 書 • 落首 事 

、 察 二 知 不知.； 不：， 用 ニ權道 1 事 

、 仁者 無 レ敵事 

ギ ^^クルヲ ス レ クル/ 

興レ廢 事 

、 


-  -: スト キハ  ヌ チ スレ 一一 (八) シ (九)  ヲシ  ヲジ 

一二 義士 之 絕縱ー 興 こ 賢 將之廢 跡 一 則 下 和 レ焉、 武王釋 二 箕子之 囚ー釋 こ 百姓 之囚 一封- 

(10>  7 ズ 0 一)  ヲ 

比 干 之 墓； 散，, 鹿臺 • 雜撟之 財 粟？ 

、 治 有 二 水火 之異 1 事 

(二 づハシ ノクス  ヲ 

上 善如レ 水、 水 善 利 二 萬 物？ (以下 缺) 


一 一 一 
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兵法 神武 雄備集 

奥義 s: 

天 時 

一 、 大星之 大事 

一 、 日 四季 傳 

一 、 十氣幷 察氣之 極意 

右 出， 1 察 氣篇？ 

一 、 極意 破 軍、 北斗星 事 

一 、 理之大 星 事 

1 . 天 時日 用事 . 


地 利 

、城 築 • 方圓. 繩張事 

、 十字 之 大事 

縱横 十字、 世界 • 方角 • 方圓. 陰陽 之 根源、 周易 陰陽 • 奇耥 • 一  畫 之理、 i が 之 木 

也。 

き、 


物- 
なク 有リ 


曲尺 有， 一長 短大 小.； 依， 1 其 地 1 用 ，1 其 尺.； 則 相應。 

、 重々 曲尺 事 

曲尺 相 重、 而城 成、 曲尺 不, 重、 則 爲レ賊 爲レ利 《 

一一 ハ ク 

圖 云、 


(一) ^北. 

南 • 東北 • 

(二〕 交通 門 


、 滿字 曲尺 事 

リテ ゴ トシ ノ  ケケ  フレ ヲフト  ナル トキ ハ チ 

縱橫 曲尺 之 相 交 譬二滿 字.； 陰受 陽授、 開闔相 合、 是 謂， llfH 子.； 獨陽獨 陰 則不 

ラ  キ. -キ ハチ シ  ヲ  ス (二ヲ  ニメ  ハヒ  二  ハフ (二)  二 

レ成、 地天泰 則 成， 一四 方； 兼 二 四 維，； 方 而圓 也、 或 用ニ繩 張" 或 用 11 虎口  •  ^形？ 

二 ハク 

圖云、 


奥 


四 


六 1 三 
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虎口  Ri 


1 


六 一 四 


曲 輪 升形 圖 


チキ = ノ  ノ， 

一 、 滕複 曲尺 事 

虎口に 膝楳 機巧 之 婦卷ニ 織布 1 之 物 也、 象レ此 成 一一 曲尺 之 形. J 小口  • 升 形 • 槽邻、 皆不 

レ 出ニ此 曲尺 一也。 

圖云、 

奥義. 四  ピ 五 . 
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1 、 本 有 曲尺 事 

ヲ ： 1、 」  二  カラ -1 ム  ダサ  ヲ  ムレ バ 1 ーチ 一一 ル 

曲尺 用 則 曲尺 本 有 也、 更不, 可- 1 外求ハ 未レ盡 尺ハ 而叉 求， 內 則遙隔 

ノ 

1 、 人心 曲尺 事 

曲尺 此 湧出、 不, 自二得 人心 曲尺； 皆 屈， 一曲 尺 之內； 被， 制ニ于 曲尺？ 

1 、 城 制極祕 微妙 事 

廢 レ律而 合， 律、 離 二 曲尺 一 而有ニ 曲尺？ 

1 、 度量 • 權衡 • 規矩 • 準繩 

度 者 分 寸尺丈 引 也、 所,， ,以 度 n 長短 1 也。 


量 者 愈 合 升 斗 石 也、 所,， 一 以量二 多少 1 也。 

權者重 也、 衡者平 也、 衡 所ニ以 任 P 權、 而均， 1 平 輕重, 也、 其 道 如, 硬、 以見 n 準 之 正、 

繩之 直； 權者銖 兩斤鈎 石 也、 所 ァ以稱 二 物 平； 施ホ知 輕 重よ 也。  ■ 

規者 所ニ以 規&、 器械 令 1, 得 二 其 類, 也、 矩者 所， 1 以 矩：， 方、 器械 令 v 不：， 失 二 其 形 1 也" 

マチ テ  シ  ル 

規矩 相須 陰陽 位 序、 圓方 成。 


ハカ" 


準 者 所 二 以揆： ， 平 取 1- 正 也、 繩者 上下 端 直、 經緯四 通 也、 準繩連 レ體、 衡權 合い 德、 百 

<  ：ョ *^ テき な. -JjiJ  fe..w>  i 冬、 太陰、 水 潤 下、 知、 知 7 芦う 太 ei、 火炎 上、 , 0 la 秋、 少陰、 金 從-- 革 

ぶノ1疋ニ^„3^^^ 1 後 ナリハ シ 二 スト 衡 + リハ + リ， 一 スト 矩ニ ハナ リ ハナ リ 

者 謀、 謀 者 重、 故爲」 權、 せ 者齊、 齊者 平、 故爲， 衡、 義 f  s^,  方、 


故爲 I 春、 少陽、 木 曲直、 仁、 仁 B4r 一  土、  ^陽 之 中、 信、 信者 

ト^ ナリ ハナ リニ スト ナリ ハ ナリ 二 ス ト 

レ矩、 ^1^生、 生者 圓、 故爲 レ規、 I 一  誠、 誡者 直、 故爲， 繩、 

1、 方 圓 • 分 數 • 形 名 • 度量 

右城 築 幷營陣 之 所 レ起之 初 也。 


營制結 要 

、 地形 惣靠事 

ジ 二  二 フ、 ヲ 

應レ 人倍レ 地。 

奧 義 四  六 一七 


蛇 龍 地 き：: 
こ • '形 明 O 
れ 虎 風 八と 
た •  • 種稱 55 
り 鳥 雲」 す 帝 
•  • ぐるの 
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一 、 方圓 曲直 鋭 事 

東西南北 中央、 應， 地面 制つ 形。 

一 、 一 心 八 陣* 八陣 一 心、 祕中祕 事 

一 、 夜 營對重 格 事 

一 、 周易 師卦、 營法根 木 事 

一 、 方圓營 理事 

一 、 累倍 あ 云 P 對重 T 

副 碑 • 將監 • 將曹 

一 、 以レ大 莫レ爲 二 寡 用 1 事 きレ I い 

不レ 知，！ 衆寡 之 用 一 則 其 配立以 レ衆爲 J*。 

一 、 一 心 之備事 

利刀 不レ殺 A 人、 ^陣 不レ 勝.， 敵、 外虛 而內實 也。 


in 衆 地 は將道 出 C1 對 

•  • 主 • ，づ G 中 

士 法 • 法 天 。 
卒令將 、 • 五 孫 

•  •  • 七地琪 子 

赏兵天 計 • は に 


(二) 孫子 席 

お. 篇 に出づ 

(：. 一) 吳子勵 

士篇に 同意の 

文 あり、 字句 

多少 異なる 


、 三 段 之 大事 

天人 地 各 守 二 其 位； 而不 失 二 其 職？ 

、 致 11 於 人 一 不酞ニ 於 人 1 事 

變動無 レ常， 因 レ敵轉 化。  く， 

ニニ J ム ヲメ， フ ト ハク シ 二 フレ ヲシル /  »  h,  レ ハナ リ. ゾ 

、 ,;-、、1" . - 使-二 禹人 爲- 二死 賊 T 又 曰、 死賊 伏-於 野； 萬 人追レ 之、 無 レ不- 狼 根. rg 瞻顧 T  f 其 

置 二 丘ハ於 t^l 事  スル ヲレヲ  クル ヲハ R  ニノ  ナ ルー ーチヲ £ バ、 ト 、 

『  一 J ノ方歹 一き 暴 至而萝 「し、 萬 人 避， 二死 賊， 者、 =i*,  二人 之 獨>„|!、 而萬人 不肖 f  一 必死 ー爲レ 、も 也 


S 孫 〈虛 

1 

(五) 太 


、 無形 之 勝 事 

至 1! 于 無形 一 至 n 于 無聲？ 

、 奇正事 

y リトル.，， (五〕 へテヲ  へヲ  〈リニ 

一 二  .奇 正 循環、 爲 ぃ奇爲 A 正、 敎， 正 不：， 敎 レ奇、 奇 正在レ 敵" 

、 常 之 勝敗 事 

以ニ五 事 七 計 一索 ，1 其 情； M 勝敗 於 常 an- 然矣。 

、 陰陽 虚實事 


兵法 神武 雄備集  六 二 0 

陰陽 如 ニ晝夜 四時； 虛實如 二心 氣在 與 1. 不レ 在。 

一 、 敗亡 者 在 M 思, 勝 所 1 事 

思レ勝 者、 心 在 レ人而 無 U 自得？ 

ヅ テ  フ  ルハヲ  レテ ニン ズ 二 

1 、 先勝 而後 戰。 先 之 先、 不レ 失レ先 也。 後レ敵 而先レ 敵。  - 

以上 謂 二 之 三 先- 

1 、 心 氣兩樣 勝 事 

台 、ノ 114!^  JIR^O 以レ 德服レ 民、 以-ー 必勝 ー取レ 利、 心 勝 也。 

>^ レ乇； =iw レ庫 捨レ法 不レ用 レ理、 以レ 虚取レ 勝、 是氣之 勝 也。 

1 、 勝 有 二 水火 1 事 

渐頓 之ニ箇 也。  . 

一 、 全 體玉盤 之 勝 事 

猶 11 玉 之 走-盤、 下 者 汚 者 則 止。 

一 、 太 易之 勝 事 

列 子 曰、 お 1 太 易； 有リ n 太初； 有 二 太始ー 有 二 太 素； 太 易者 未 X 見レ氣 也、 太初 者 氣之始 

ル 

也、 太始者 形之始 也、 太 素 者 質之始 也。 


(こ) 佛教の 

經典、 正しく 

は： fjjwsg 經と 

云 ふ" この 3 

は卷 1: の始の 

方に あり、 釋 

； ^の-一-; 11 にして、 

弟子に 問 ふな 

り。 その .^M^ 

し 人 問の 本性 

は； g 淨 にして 

nsfl 在なる 

も、 迷 へ るが 

つ.？ め こ UJS- 大 

地 の In  51!.: を 生 

じ.. 得す 

となり 

(マじ 晉の大 

夫范义 子が、 

楚へ ^つも 欲 

けさ 

せす、 大夫卻 

至に 答へ たる 

一 節な り 


1 离 レぁ秦 

有レ 勝者 非- 1 太 易 一 太 = ^者 無二 勝 之 一 物 1 也。 

一 、 常 心 幷合氣 事 

無 1! 一  物 1 而有二 萬 物？ 

(二) リ ャゥ. ゴン キヤウ 二 ハク  十- フパ イカ ンゾ >f ズル  ヌ 

楞 嚴經 云、 淸淨 本然、 云 何忽生 n 山河 大地？ 


極秘 口 傳目錄 

、 治內 知 外 

、テ ヲ  、テ ヲ 

五 事， 以，, 七 計, 

^  ^  失 ゆ 

、 主臣 之權衡 事 

、 一 人 之 權衡事 

權衡者 平, 一 上ド 高低 一也" 

キト キハ カリ ノ ンゾス テテ ヲテ 

寧 則必 有， 一 内憂 f  f 釋レ 楚以 

サ ノレ ト ヅ (11 ご ル 二 

爲，， $ 懼， 乎、 出，, 左傳 十六 年 f 


V 兵 詭道 也 

ニニ P  SW 


クキ It ハ  ーフ 

君 重臣 輕 則諫爭 不.. 入、 


F 


重ヒ輕 00. 


唯 人 能 外 内 無 

レ患、 人-外 


兵法 神武 雄備集  ナ 一一 一一 

一 、 敵 配、 味方 配、 所 配 事 出-一草 釗篇 i 

一 、 立：， 將事 

一一 ジ  二 

一 、 名 之 大事 幷出ニ 草. 5^ 篇 f 

一 、 天下 之 211、 天下 之 Inr 天下 之 心事 

.r^:VSL 戶 7 而き！ 天下 ノ 天下 非い 形、 廣聞廣 用而不 ：， 用 = 私智 1 也。 • 

一 、 不：， 途不 留、 應用 自在 事 

物！^," 一  一則 留/  服 あ； 途迎； 淸淨 本然 則 去来 自由 也、 更 無二 將 迎- 

一 、 去 n 疑心 1 事 

，  1  ーノ  ィゥ ョヽ  力 「二  ウタて  スニ カク ヲ (三)  ハ  I？ , , . 一、 

凡 物 ^ ノ則 不， 成、 猛虎 之 猶與、 不 X 如 二 錢蟇之 致 ふ i^r 孟赏之 狐疑、 不：， お 1 一直 子 之- 必 

-  &  }、 て ぐ レ午ヽ 一 ヌ  レ  二 ムルニ レブ テン  (gn  / ダテ ヲ J  、ルー" 

Kii 一 云云、 軋 レ然， 、仏而 之、 則陷 n 奸謀ー 索レ 之 以 一一 五 疑 八徵パ 唯 以レ本 在レ察 

レ ヲ 

い 之。 

一 、 有：， 知 而不レ 忘 二 不知 一事 、まな. 

(怠 力)  、 -- - V ンム/ ミ 

心！？， 虛遠 1 則 忘 二 下學ー 無 レ知而 勤 ニ下學 1 者、 常 困 耳。 

一 、 事 無二 善惡 1 事 


2^ 論： f5i?f 

IS 篇第十 


(六) 老. .f に 

「無用 之 用」 と 

屮 I で、 莊+人 

問^ 篇に 「人 

S,H 知，， 有用 之 

無用 之 用 1 也」 

と 出， つ 


(七〕 兵 SI 


(八) 論， 語爲 

政 篇第十 一 章 


グフ レバ  々  クフ レバ  シキ 

、 能 用 則 善、 惡用 則惡 事 

君子 樂-! 其 志； 小人 樂 1! 其 事？ 

、 一 用 ー捨事 

(-rf!) ノレ パ レズ  ヒ  ヅ レバ レヌ 力 クル  テ ル /  ニレ f  スル it ハ リ 

用レ (之) 則 行、 捨レ (之) 則藏 云々、 以， 有レ利 急用、 强行 則 有， 損ハ 

、 無用 之 用事 

於ニ無用1有1!大用^- 

、 外方 內圓事 

テ ニン 一；  テ ニス ヌ  ハチ シヲ  〈一 厂プ、 rN 

義以 方， 外、 和 以圓, 內、 外以 i 法、 內以： JT 


、 眞草 兩樣事  ， 

眞草 者方圓 也、 因：， 所有：， 用。 •  - 

、 勇 怯 者 勢 也、 不, 可， く必 事  . 

(七) ハク  ハ  ハ  ト  フレパ  モルト  ハリ  一一  ノ二シ 

孫子 曰、 强弱形 也、 勇 怯 勢 也。 用 則 鼠爲, 虎、 勇 怯 在 ニ將之 用.； 强將下 無 弱 兵？ 

> 離：， 袼合. X 格 事 


〔八) 一 

クヅネ キ rrj 


,  / シ キヌ ンデ 二 レバ 二  ク  一！ 

溫レ故 知レ 新。 泥 レ理倚 レ事則 著 二 一  片？ 


奥義 四 


六 二三 


(一) 守土篇 

に は 「無レ 借，， 

人國^ 1」 と 出 

づ 


(二) 周 は？ J 

儀-止しき 國な 

れば周 公の 服 

は 正しき 禮服 

のこ i を 怠 味 

する なるべし 


8 上より 

二 句、 大舉に 


兵法 神武 雄備集  ， 

、 借， a 柄 1 事 

六韜 云、 無. 借 二 國柄ー 云々、 將不レ 借ニ國 柄； 則用不 レー 


六 二 四 


雖レ然 借而不 レ歸、 


盜略？ 

、 曲直 可に 寸 1! 其 源 一事 

ノ 几ル： t<  i- シト 十一 フ (一二 ヲ ン ルガ レヲ 

其本亂 則 行雖レ 正不： j?r 周 公之 服 猿 如 X 著 X 之。 

、 直與 分別 事 

誠 者 天 之 直 也、 寓物之 本 也 ^  * 直 者 二字 闕文欺 

そ トァタ ラル カラ 

、 雖：， 不.， 中 不 X 遠 事 

(一一 1) 一一 レバい 7  V ト -フ  む 1 ノ テ ヲ ムレ パレ ヌ モ ルト 

心 誠 求， 之、 雖：， 不：， 中不， 遠、 以ぃ虚 求 i 之則雖 X 中 僥倖 而已。 

、 人心 懸待之 用、 可.， 依：， 時事 

草 業 守成 可：， ralni^ 人？ 

、 ^  -人り 兵 之 分限、 勢 之 分限、 進退 之 

失 二 尸 萄 分限、 氣之 分限、 身 之 分限 

入不 .-.^l! 分限 ハ 則 求 不.， 休、 知 二分 限 一 當然之 理自勤 而不レ 怠" 

き. 事 


或ハ 


.IT 物 到 n 干 春 一 而 萌生ハ . ^到 物 動、 而時命 相 通、 時 命不レ 合、 則雖， 生 不 也、 

有 1! 時節； 有 二 運命？ 出 二 草創 篇 T 

、 運 之 順逆 事 

盛 者 必衰、 盈 者 必缺、 天運 循環、 知, 運 者 能 勤、 勤 則 運 長、 故 運 叉 在， 一人用？ 

、 知 n 方圓理 一事 

事理 不. X 出！！ 方圓； 方圓者 天地、 知 M 天 地理, 者、 不.， 惑 不，， 懼不 J^。 

、 知, 一心 氣カ, 事 

朝氣 鋭， 晝氣 怠、 暮 氣歸、 避 1! 銳氣 1 而擊 U 怠歸ー 以.， 治 待, 亂、 以ぃ静 待 t 譁治レ 心 也 

チ  ノ>-  ヲ  テ ヌ ッハヲ ムルヲ 

以レ飽 待， 飢、 以：， 佚 待， 勞治， 力 也。 

リ テレス  レバ レメ  ズ シ 

知レ之 而量レ 之、 則必 全。 

、 時代相 應之格 事 

變動 無， 常、 因 n 時代 一 俗變風 移。 

、 去 n 內疑 一事 

防 二 反問 間諜 rN 術、 常 IE? 常 聞 之 要 也。 

奥義 四  ...  六 二 五 
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1 、 視觀察 事 

キテ 二 ルレ ヲヒト  テノ ヌル レゾヒ 卜  レテ  ヌ  ルレ ヲフト  へ  f 

就レ 物見 之 謂， 視、 以 ニ其理 一見 之 謂， 觀、 離 二 事理 一而 知 之 曰レ察 也、 視者： M 也、 觀 

止 念 也、 察 心 也、 視聽 言動、 以， 之 二 其 本末- 

1 、 兵之體 象：， 火 •• 兵之變 象い 水 事 

兵猶， 火 弗， 敢 自燒、 水 因, 地 制.， 形。 

ク 

一 、 敎戰 分辨事 

フル 二 テシ ヌ  フ 二 テス 7 

敎 以， 正、 戰 以 i 變。 

一 、 不, 因 I！ 天文 1 而用レ 之 事 

天文 人事、 理 一 而分殊 也。 

1 、 大 者 正、 小 者奇 

大器 者、 以レ 正不， 終 則 崩壊、 千尋 之 堤、 自 n 蟻 穴ん 朋、 小者 以， 奇變、 不レ變不，成^<^、 

功 空、 

1 、 殘心殘 勝 事、 同心 殘勝殘 事 

ザン ハルク  ヲ  ス レバ  二  チラ ス レバ 二 

淺者 不レ持 一一 一 物 一也、 著 11 1 片 一則 不 レ殘、 反, 常 則殘心 也。 


二) 一本に、 

「欲 立，， 功名 f 

名， 之 類 也」 

i 出.. つ 、 意よ 

く： g 女る が 如 

し 

(二) 五行の 

運行な り。 相 

克は木 は 土に 

克ち、 土 は 水 

に克 ち、 水 は 

火に 克ち、 火 

は 金に 克ち、 

金 は 木に 克っ。 

扣生は 木より 

火 も、 火より 

土な、 土より 

金 を、 金より 

水 を、 水より 

木 を 生ずる を 

云 ふ 


1 


、 位 詰 事 

、 取； 位 事 

ル A  ^ 

、 ケー 

离レ ，1^4 

フ レヲ ト  ル，、 キ 〈 チ 

謂ニ是 三位； 有， 位 期 一 物 也。 

、 輕重事 

應ニ 敵氣ハ 而 用，； 輕重ー 賴朝卿 出 ニ陣泰 衡陣？ 

後、 度々 出陣、 舊例 多。. 

、 先レ和 而後 戰事 

レ パ ァ ラ 

兵ィレ あ： acl^x- レ禾 

、 假赃 軍事 

立 一一 後 功； 而欲レ 借 一 I 義兵 一之 類 也 y 

、 主將 異， 用事 - 

主 者 結-! 其 本 一 將者 詳-! 其 用？ 

(二) サゥコ クサ ウセ イノ 

、 相克 相 生 事 


家 康公出 H 御大 坂 役； 漢祖 天下 平均 之 


義四 


六 二 七 


兵： SI 神.^ 雄備集  六 二八 

有，！ 相克； 則 有 二相 生 一 不レ克 則不レ 生。  ， 

守 M 其 當然ー 而 不.， 設.， 謀。 

一 、 天 時 地 利 人 用、 日用 工夫 之 事 

一 、 從 n 世界 1 生.， 國、 國 生.， 城、 城 生 .營、 營 生，， 偷事 

一 、 不レ捨 一！ 一  法 一 不レ受 一一 一 塵 一事 

(二)  ナラパ イカ ンゾ チ ズ ル  f^ 

つじ 前 a 六 一 、 淸淨 本然、 云 何 忽生ニ 山河 大地？ 

二  了；  照 

一 一 一 5-f  セ ラレ 二  セーノ  .5- 一つ 二 

1 、 不レ锎 A 天 不 レ帝レ 地、 rv レ带 レノ 


兵法 神武 雄 俯 集 


奥義 £ 


1 


(二) 一本 則 

に 作る、 よく 


(i:) 戰ー： 七 

の裔； 王 は 謀 を 

ffl ひず、 虚な 

銜 かャ、 敵方 

も £ ^ひやり 過 

ぎて 敗， 卓せ り 


向上 極意！ E 錄 

、 伯 者 之 兵、 王者 之兵桌 

モトム ルル ヲヌ ハン ブ  7  ハ  "チ  -I  ーフ :7  i  K^t-^; 

要レ 知レ兵 者、 可レ學 二王 者 之 兵.； 伯 者 之 兵 者、 陷ニ 謀計 術 技： 而小レ 知 二 大道？ II レ不レ 13 

レ奴、 伯 者 之 兵、 

則^ 在，， 必勝？ 

テス ル 7 

、 謀計 以ぃ 實事 

兵不， 有ニ奇 謀； 則宋 裏之肷 也、 專用ニ 變略ー 則 皆爲， 虛、 故 實謀 則 成、 以レ虛 

d: ハ モ ル卜  シ カラ 

謀 則雖 k 不人。 

、 誅龍之 劍不, 觸./ 蛇 事 

當 n 其 物.； 而 其用異 也、 使, 貪 使 rs24。 

奥義 五  六 二 九 


兵法 神武 雄備集  六 三 〇 

n) 一本、 一、 似而 不レ是 事 

「與 レテ人 F 然 ァゥ ムハブ モト 二) -プ 

f4:p 其 事  鸚鵡 叫 II 煎茶 1 與レ茶 元 不レ識 

と。 よく  i;^) 智 I 一一 項 1 一 而 l^iglAi"  I 不 i-! 項 羽？ 天 野 民 部 大輔與 二 宇都 宫將 監" 在 U 足 利 

に. 一) 項 ' .  スノ  7  リ r レー ーグ  ヌ  V テリ 

沛 I、 尾 張 守 守陣； 而美ニ 讚 中 黑旗ハ 瓜 生 判官 保 之、 而吿二 謀反 之 事 1 云云。 其 言 似 而有ニ 

1^ と. tM: に 食  ル モノ トス レバ チリ 

t  ih. 中心 之異； 必 則有レ 過。 

て ヘムな 殺さ，？ 

とす、 0S 1 、 VII ヽ ，4、" く、、 ナラ 11 ヽル 5r  i.  I^ffi. び-在-重：-在ー，必、行*, 

して， す、 1 I 員 不レ満  I 百 不レあ 辜 之、 不，. 在 レ數、 在， ー必 F 之、 

遂に it 幾 を 失  、， チス レバ ヲ  ゲテ ヌ モ ズト 力 ハ テスレパ ，^  - "マチ ： り ^  . マ <*  ， ，レ .， ゾキ 

" こ 叫 語 S  賞以レ 祿者、 擧ニ 天下一 雖レ 封不レ 厭、 罰以レ 殺 者、 擧三 二軍 一 雖レ罰 小レ止 貨罰唯 可 

お 事 終りて 羽  レノヌ 

siyr でへ . 知 二 其 本 一也。 

(：- 一) 吉野朝  ビ 7 ブ 7 

s、 新 m 義 一 、 貴レ 德責レ 知事 

tj; 余-崎 に la  、  ハ  一 7 べバ ヲチ  ラ -7  モ-ッ パラ べパ ヲ M-  _  -- メ 

る： ほ 利で し  德者本 也、 知者 末 也、 專貴 レ德則 人品 自貞 實、 而敦 厚也、 純 責レ知則ロ辯^^捷 不 

れな ill もび. 

uw^nn^i®  シ カラ モ リト  ハ 

i の人ソ レ正、 雖レ然 良 智者、 叉德之 一 體也 

足ネ勢に4^1り  ギヌギ 7 ルノ ヌ 

一 、 塞， 耳 塞， 目、 知 二 天地 1 事  . 

なく  に& 

台 &3«-  .  (ST)  ハ  《五) メ  ナラ ハフ レグ  ，- 

過現未 一 理也、 而不 外、 或 謂 二 之 盲目 之理？  . 

義 なを 援く。  パ プ 

；入 野. 宇都 さ 1 、 知 レ本事 


は 足 利 势の部 

將、 尾 守 名 

は 高 1^、 攻！ S 

の主將 なり。 

或る時 部將相 

集りて 家紋の 

談 あり、 足 利 

の紋と 新田の 

紋 との 比較に 

iJiT 新 W の 中 

紋な 讚む。 こ 

れ より 愈ぶ 勤 

王 心 を 堅む と 

云 ふ。 太平 記 

卷第 十八に 出 

づ 

§ 過去 現 

在 未来 

(五) 一 本、 

, 向不 レ外レ 之に 

作る 

(六) ほ 本に 

「別 ノ？ i リュ 

爱ー 一入 ル」. と 

あり、 其の 別 

紙は兒 常ら す、 

故に 以下 I； 章 

別 本に 從ふ 

(七) 公孫 丑 

上篇 首章 

(八) 見 崩 は、 

- 敵の勢 も 見て 

恐れ 崩る る こ 


二、)  ニリ  へべ モ  ト  ナル It ハ ム  ノ  ス ルナ ルモ  ナ 1"キ ハ  * ラカ 二， 1 

； 敵有レ 本、 譬 雖 ニ剛强 之敵ハ 本微 則 止、 其 所レ發 徵、 其本大 則不 X 可 1! 速 止 „ 


、 知 Ji 事 

變者 成- 1 兩陣之 間 一 將知ニ 其變" 而速： 應 「メ 之、 則 事 成、 不っ乘 二 其變" 則 不二 速 成ハ 


力 二 ズル *t ハ レ-ー 


ハ ゼ 


變動 者、 瞬 息 之 間亦不 に疋、 能 知 レ變、 是將之 機 也。 

勢與, 變大異 也、 孟子 曰、 雖， 有 n 智慧 ハ 不レ如 レ乘レ 勢 云云。 

常 架 事 

有， 1 朝氣 1 則 有， 1 晝暮 之氣ハ 有，！ 起 所 1 則 有， 1 止 所.； 故 能 知，， 1 常氣ー 而 無，： 朝 暮起息 一 是 

謂 ニ氣之 本？ 

、 令 11 三軍 氣 1 事 


フニ ヲ テス レバ ヲ  フ レニ テ ヲセバ ラシ Y ント レブ  テフ  *  , ：  - 

使 レ衆以 A 氣 則隨レ 之、 以レ理 欲 レ知レ 之 則 却 惑、 將者心 也、 將 理則 士卒 自知 

ヲ  シキ It ハ  じ  フ (八) ミク ヅレ トモ クヅレ  > -ゾレ 

レ法、 心 正 則 四 支 相隨、 骨 節 相 救、 見 崩. 友 崩 等 皆 氣之怯 也- 

フニ ヌル  厶 コトヲ 

、 使 來不レ 得， 止 事 


ルキハ 


レ バラ ヲ 


-セ ニクス 


ム rtis 


衆 者 愚 也、 愚者 不, 知, 義、 不, 知, 義 則不レ 救：， 人、 而自破 而不/ 恥、 故 如ニ不 レ得レ 息、 

欲ノ退 而不 X 能、 欲& 而不 .A 能。 

奧 義 五  六 三 一 


兵法 神武 維備集  六 三 二 

{ 友 崩 は 友  一 ， 

グ山 わ ^h0  ケテ プチ フケ テヌッ ゾ  ナラ  ハク  ケメ セムル 

るる  避：, 實而 撃， 虛、 避 M 銳氣 1 撃：： 惰歸 1 之 類、 皆 不二 自然.； 自然 者 無 M 奇功ー 無二 馳求ー 而 

こ と 

(一) 0i 敵 自牧、 賊自 息、 故 無二 智名ー 無二！ 功ハ 見 二日 月： 閜ニ雷 建 一之 耳 ほ 也、 謂擊ニ 不意 1 是 

也。 - 

一 、 萬 全 事 

(二)  ノ  スル ハザル  ナル モノ  ニトハ ダズ フ  ヲ 二  1,  1  ,  T: ン -r ノ，  > 

r ビ孫 I 百 戰而百 勝 非 二 善 之 善】 也、 唯 非 T 謂 二 勝敗 一 耳 ハ萬物 之 本 皆 如い 斯云々 

4^鴒に出づ、  レレ ヲ 

{.ャ 多少 異なる 一 、 雜， gl- 士ム 事 

B 莊>5" 一  离 二- 一 I 

. ；;, -kjc^ こ =；: づ、  ルル  ヲ 

^^^^ 一 、 忘， 1 兵法 1 事  . 

り 4 もお ニニ) 〈ゥ ティ グ  ヌ  二 リニ  ニル  ハダ  ヲ 〔巧) ン 一一 トグガ  レ 卜 - 

する I ふ  ^丁 未 レ得ズ 術、 牛 常 在， 前、 術 已得之 後、 未, 見 二 全 牛.； 刀 如 一一 新硎 1 云々、 是牛 與レ刀 

- .> ^人 は  "It ハ 

料 i: 力 も 損せ ，H^J  一、 jilo 

K 常に 新た 

0 タまが 一 ， えき 一一 陰陽 一 地 無二 險易； 人 無二 奚怯？ 

へく 六- .„  "チ 二 マル. カレ ヲ  ハリ  トュ  .一:- ノ  S1 ギ ユウ シゥ 

.3 や-や I 气 氣ョ： gihj 珍味 雜茱在 A 前而 用-之、 美 惡者在 r お 丁 之 練 與ニ不 練- 叉 ％醫 術. 一 や^  . 

馬 勃 • 敗 鼓 之 皮、 俱收 並畜、 用 A 之 不 A 遣 者、 醫之良 也、 百藥 列：， 前 而不レ 得 A 用、 

下醫 也、 下醫 k  < 吊 于氟； 觀 if 欲 微まリ 、捨 ％術& ，之、 良醫 者、 病 制： 


s 論語 雍 

也 篇第廿 五 章、 

「君子 博 擧，， 於 

文 f 約レ 之以 

レ飇」 


(七) 前 出 六 

二 一 頁 1{» 照 


ヲ  二  ナラ  ルヲ  丄") 二  メ  レバ  + ラ  二 ルセ  二  一一  二 

於藥ー 藥更不 -1 珍奇 一 用捨 得.， 所 也、 博 文 而不 -I 約 禮〔 則 常 被, 制 二 於 事； 故 天地人 4K 

無-一美 惡？ 

、 無爲 兵法 事  . 

無爲 而無レ 不レ爲 云々。 .  , 

(七) ナ レバ イカ ンゾ チ ズル  ヲ 

淸淨 本然、 云 何 忽生ニ 山河 大地？ 

-ーメ  クル ヌ 

虚 而 能容レ 物。 

ズ、 レバ チスル 二 

、 變動 而則 反.， 常事 

變動 之時必 忘：， 常、 而意屈 二 其變； 故 餘謀不 J^、 早 反 X 常 則心定 而理明 也。 

見レ 地見レ 身。 ロ傳  ， 
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レヲ ト 

之 神？ 

一 、 太 易 離レ勝  ， ル 

物 あ = 氣 形質？ 有 其ぎ 之發見 T 曰，^ -氣之 初 T 其.^ 热發 見而有 = 形 想 一 形 之 初 一 形 像 £ -其體 成、 
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